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はじ め に

この『X680 ×O郭沁 』は、X68000 / X68030 で動く 乃洛 のほぼフルセット

の動作環境を、初心者でも比較的簡単に使えるようにインストーラ付きで提供す

るという目標で作成されました。また、市販のX68000 / X68030 につながるプ

リンタをほぼすべてサポートしたドライバ類や、ＴｋＸでの使用範囲にとどまらな

いフォントマネージャも提供されています。

その一方で、この本では、7［IE;Ｘ をできるだけ平易に説明しながら、竃χ を使

うのに最低限必要な知識を記述してあるつもりですO ですが、郭沁 は非常に巨大

で複雑なシステムなので、一朝一夕で使いこなせるものではないのも事実です。

郭;Ｘ を使っていて「こんなことはできないのだろうか？」とか「思うように作成

できない」とかいった壁に突き当たってしまうかもしれませんO

しかし今日、幸いなことにTI£Ｘについての参考書籍が出版されています。それ

らに書かれている内容は、ほぼすべて、このX680 ×O版 ＴｋＸ にもあてはまるは

ずですから、あなたが抱いた疑問点のうちのいくつかを解決してくれるに違いあ

りません。それでも、ときには知らない言葉が出てきたり、X680×O版7［IEIXに特

有の概念に行き当だったりすることがあるでしょう。そのようなときには、もう

一度この本を読み返してみてください。手がかりとなる記述が見つかるはずです。

さらに、添付ディスクには／］砲Ｘ を使ううえで便利なプログラムもたくさん

収録してあります。すべてを使えるようになった頃には、すでにＴｋＸ は、あな

たが自由に使えるパーソナルパブリッシングシステムとして十分に役に立つ存在

になっていることでしょう。

1994 年 ６ 月吉日

著者を代表して

吉野智興

はじ め に

● ●●111
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Ｃ Ｈ 二Ａ Ｐ Ｔ Ｅ Ｒ　　 Ｉ

1・ Ｘ は、スタンフォード大学の Ｄｏｎａｌｄ Ｅ.Ｋ ｎｕtｈ ↑専士によって作成

されたコンピュータによる組版システムです。しばしば誤解されるのです

が、「rｋＸ はワープロとはまった く異なる発想のもとに生みだされたシス

テムで、ワープロとは次元の異なる高性能と高機能とを兼ね備えてい ま

す。本章で は、ＴｋＸ とワープ ロとの違い、Ｘ６８０×Ｏでの1・ Ｘ の歴史、

必要な環境の整備や起動方法などについて説明していますｏ この章はあく

までｌｋＸ の本体を動かす方法について説明 してあるだけで、本書の添付

ディスクによるlｔ Ｘ のインストール方法や、ＴＥＸ のソースの記述方法

等については説明していませんのでご注意 ください。
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１-

1) Ｗ ｈａt　 ｙｏｕ　 ｓｅｅ　 ｉｓ

ｗhat ｙｏｕ ｇｅt. の 頭 文

字 をと って い ます 。

1 。1 ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●･X680 ×O で の711X の 歴 史

7[l£Ｘ は、スタンフォード大学の Ｄｏｎａｌｄ Ｅ. Ｋｎｕth 博 士が作成されたコンピュー

タによる文書作成システムです。ここでは、7[ｋＸ の概要 と、X680 ×0 での1 厄Ｘ

の歴史について説明したいと思い ます。

[lj.
１　１１Ｘとは

しばしば 誤解されやすいのですが∠ 亀Ｘ は一般 にいう 日本語ワードプ ロセッ

サ とは次元 の異なったソフトウェアです。日本語ワードプ ロセッサは、手書きで

は ちょっと見栄 えが悪 い場合 とか、大量 に同 じ文書 を配布 したい とかいう場合

に、口常レベルでは問題がない程度のきれいな印刷結果を手軽に得られるため、

パ ーソナル コンピュータの代表的なアプ リケーシ ョンのひとつになっています。

日本語ワー ドプ ロセッサ は ＷＹＳＩＷＹＧ１）の代表 的ソフ トウェアで、作成さ れ

た文書 はデ ィスプ レイに表示された ものとほぼ同じ形 で、実際に印刷されます。

ＷＹＳＩＷＹＧ とは、画面上に表示されたもの（書体・大きさ 一行間・縦横の比率な

ど）をそのまま印刷結果として手 に入れられるこ とを意味 しますが、その性能は

さ まざ まです。 Ｗ ＹＳＩＷＹＧ の代表格を強いて挙げれば、Ｍａｃｉｎtｏｓh（通称 Ｍａｃ）

のソフトウェア群でしょう。ＰＣ-9801 で よ く使 われ る「一太郎」や「花子」 も

ＷＹＳＩＷＹＧ ライクな印刷が可能なソフトウェアですが、出版などの本格的業務

では Ｍａｃｉｎtｏｓh の ほうがよく使われています。

ＴｋＸ は、日本 語ワードプ ロセッサとは異なり、印刷された結果とその元になる

文書とがまったく見た目が異なったものになってい ます。 その能力の一端をご覧

いただ きましょう。

亀Ｘ で作成した文書のサンプルです／T匹 では単に文章をきれいに印刷で

きるだけでなく、参 照 な ど も 自 動 で行ってくれます。たとえば、この文

章は第1.1.1項「ＴｋＸとは」、ｐぷこ印刷されています。

このサンプル部分の原稿（ソースファイル）はＬｉＳt 1-lのような記述がしてあ

ります。



1｡1- Ｘ ６８０×Ｏ で の
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＼ＴｅＸ＼ で作成 し た文 書の サ ンプ ル で す。 ＼ＴｅＸ＼ では 単 に文章 を きれい に

印 刷 でき るだ けで な く、{ ＼Ｌａｒｇｅ 参 照 な ど も自 動} で行 っ て くれ ま す。

たと えば、 こ の文 章は ＼ｒｅ以 ＴｅＸと は1 、P. ＼ｐａｇｅｒef{ ＴｅＸ実 例} に

印 刷 され てい ます。

TEX について知らない人が Ｔ包Ｘで作成されたLiｓt 1- 1のような原稿を見た場

合には、日本語に不思議な英語が交じった異世界の文書に見えるでしょう。

l甘Ｘに比べると、日本語ワードプロセッサは、どちらかといえばコンピュータ

の素人向けに設計されているため、操作方法は簡易になっているのが普通です。

それでも巷にワープロ教室が林立するほど、一般の人にとってはコンピュータで

文章を作成することは難しいことなのです。その難しいコンピュータでの文書作

成を行うl でＥＸ は、もっぱらコンピュータに十分に慣れた人を対象につくられて

いますので、1厄Ｘ を操作するには、まず、自分のコンピュータを操れるだけの知

識が要求されます。これらの大きなハンディがあるにもかかわらず、ITIE;Ｘ は急速

に普及しつつあります。その理山はどこにあるのでしょうか。

まず、ひとつは両EX が「組版システム」であるという点です。たとえば、皆

さんが、今、手にしているこの本も竃外 で作成されています。日本語ワードプ

ロセッサで作成された文書は、通常の方法ではこのような美しく印刷された本に

はなりません。最近のアウトラインフォントを用いた高解像のプリンタを用いて

も、本の印刷に使われるものとは解像度の次元が異なっています。

また、’ｌｋＸ は日本語ワードプロセッサが知らないような組版の知識、たとえ

ば英語と日本語が混在しているような場今の文字の詰め方2）などについての知識

を持っていて、これを使って文書を処理します。このため、竃IX で作成された

データは普通のプリンタで印刷しても、通常の日本語ワードプロセッサの印刷よ

り美しく文字がレイアウトされます。これはＤ.Ｅ.Ｋｎｕth 博士が印刷所の作成す

る出版物のレイアウトやフォントがなかなか自分の思うようにならないことに不

満を持ってＴＥＸ を開発したという経緯を思い起こせば当然のことともいえるで

しょう。

もうひとつは、IT包Ｘ には機種依存性がないという点ですo X680 ×Oで処理で

きるTIEIXで作成された文書は、この本で説明されているX680 ×O の拡張部分さ

え使わなければ３）、ＰＣ-9800 シリーズ用に配布されている司必 でも、ワークス

テーション上で動いているＴｋＸでも処理できます。この互換性は、7［包Ｘ で作成

された文書の原稿だけでなく、町外 で処理された結果においても維持されていま

す。たとえば、ＰＣ-9801上で 町£Ｘ の処理を行い、X680×Oで印刷をすることも、

なんら問題なく行うことができます。このような、同一の文書を異なった環境下

で作成することを可能にしてくれる１£Ｘ の特徴は、日本語ワードプロセッサに

はまずないものといえます。

2)ｌ甘Ｘ では、英 文字 と日

本譜文字が混在した場合、

英 単語をハイフ ンで分け

て改行する処理をできる

だけ行わないようにII 本

諸祁分の文字間隔を調節

します。

３）主にフ ォントマネージャ

の柔軟性に頼っている部

分のことです。たとえば、

第６卓「ＴｙXfamil ｙ」の

ｐ,234 で紹介する ＶＦ-　

ＩぷＴＥＸ な どはその典 型

で、Ｘ６８０×Ｏだけか友現

しているものです。

４）皿系の学術論文の11聊 や

コンピュータ関係の出版

の匪外。

このような優れた特徴を備えているために、コンピュータ導入に比較的敷居が　　 ５）とはいえ、「一人郎」に

低い世界４)では皿EX による出版物の作成が一般化５)しつつあります。 慣れてしまった±11】を特

つ人は使いたくても使え

ないそうですか。

３
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６) ＧＮＵ プ ロ ダ クツ と呼 ば

れ る一 連 の フ リ ーソ フ ト

ウ ェア を 開 発 して い る ア

メ リカの団 体です。主宰 者

は Ｒｉｃｈａｒｄ Ｓtａｌｌｍａｎ

と い う 天 才 プ ロ グ ラ マ

で す。

7) 元束大月1論科学グループ

( 略称、ＴＳＧ) の前田y斯

氏です。

1　1j'2　
×680｀0 版]袖 の歴史

X680 ×O は 、ＴｋＸ が 主 に 動 作 し て い る 、 ＣＰＵ に680 ×O を 持 っ た ワ ー ク ス テ ー

シ ョ ン の ア ー キ テ ク チ ャ に 近 い パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ で す。 こ の た め 、 元 来 は7[IF;

Ｘ の 動 作 に 最 も 支 障 が 少 な い パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ の ひ と つ な の で すo

し か し 、 実 際 にlkXL がX680 ×O 上 で 動 く よ う に な る ま で に は た く さ ん の 人 々

の 努 力 が 必 要 で し た 。 シ ャ ー プ か ら 発 売 さ れ た ＸＣ コ ン パ イ ラ Ｖｅｒ.1.00 は ｌｋＸ

は も と よ り、 ＵＮＩＸ 上 で 動 くプ ロ グ ラ ム を コ ン パ イ ル す る に は 信 頼 性 と 性 能 が 低

す ぎ ま し た 。 そ れ で も 有 志 の 方 々 は 、 だ ま し だ ま し ＵＮＩＸ 上 の プ ロ グ ラ ム を 少

し ず つX680 ×O に 移 植 し て き ま し た が 、 本 格 的 な 移 植 が 始 ま っ た の は ＧＮＵ Ｃ

Ｃｏｍｐｉｌｅｒ がX680 ×O 上 に 移 植 さ れ て か ら の こ と で す 。 ＧＮＵ Ｃ Ｃｏｍｐｉｌｅｒ (以 下 、

Ｇ ＣＣ と 書 く) は 、Ｆrｅｅ Ｓｏｆtｗａrｅ Ｆｏｕｎｄａtioin ( 以 下 、ＦＳＦ と 書 く)6) が 配 布 し て

い る Ｃ コ ン パ イ ラ で 、ＸＣ と 比 較 す る と 非 常 に 高 速 で 、 信 頼 性 の 高 い Ｃ コ ン パ

イ ラ で す。 こ の ＧＣＣ を 大 変 な 努 力 の 末 、 移 植 さ れ た の が 近 藤 真 己 氏 で し た。 こ

の 近 藤 版 ＧＣＣ な く し て は 、 現 在 のX680 ×O の'] 胞Ｘ、X680 ×O の 多 数 の フ リ ー ソ

フ ト は こ の 世 に 存 在 し な か っ た で し ょ う。

こ の 近 藤 版 ＧＣＣ の リ リ ー ス を き っ か け に 多 数 の ＵＮＩＸ 上 の フ リ ー ソ フ ト がX680

×O に 移 植 さ れ ま し た。 そ の な か の ひ と つ が 竃 芦 シ ス テ ム だ っ た の で す 。 最

初 のX680 ×O 版 のITkX は 、 前 田 薫 氏7) に よ っ てX680 ×O の 世 界 に もた ら さ れ ま

し た 。 こ の ＴｋＸ は 、 現 在 のX680 ×O 版 竃jX と は 異 な る 、 英 語 専 用 の1 砲Ｘ で し

た 。 英 語 専 用 のTIE 芦 で は 日 本 語 を 直 接 処 理 す る こ と は で き ませ ん 。

こ こ で 、 少 しX680 ×O 版 町 外 の 話 か ら 離 れ て 、Ｔ瓦Ｘ の 日 本 語 対 応 の 話 を し て

お き ま し ょ う 。｢[ｋＸ は 英 語 圈 で 作 成 さ れ た ソ フ ト ウ ェ ア な の で 、 元 来 、 日 本 語 を

認 識 で き ま せ ん で し た。 し か し ／ 矩 Ｘ の 優 れ た 機 能 を な ん と か 日 本 語 で も使 え な

い もの か と い う 声 が 上 が る の は 当 然 の な り ゆ き で し た 。

迎3X で 日 本 語 を 扱 う よ う に す る 試 み に は ２ つ の 流 れ が あ り ま す 。 ひ と つ は｢

ＮＴＴづＴｋＸ｣ と 呼 ば れ る もの で 、 も う ひ と つ は｢ 日 本 語 １ £Ｘ｣ と 呼 ば れ る も の

で す 。 双 方 と も ＴｋＸ で 日 本 語 を 扱 え る よ う に 拡 張 し た も の で す 。 こ の 両 者 は ソ ー

ス レ ベ ル 上 で は ほ ぼ 互 換 性 が あ り ま す が ／ 珀 Ｘ で 処 理 し た あ と のd ｖi フ ァ イ ル(

後 述) で は 互 換 性 が あ り ませ ん 。 日 本 語 フ ォ ン ト を 扱 う 町 芦 へ の イ ンプ リメ ン

ト が ま っ た く 違 っ た 方 法 で 行 わ れ て い る た め で す 。

パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ で は 、 ＰＣ-9800 シ リ ー ズ 上 のTI £Ｘ が 、 日 本 語ITkX

で あ る 点 、 印 刷 や デ ィ スプ レ イ上 の 閲 覧 フ ォ ン ト の 処 理 を ド ラ イ バ 側 に 追 い 出 し

て あ る 点 な ど の た め に 一 般 化 し つ つ あ り ま す が 、 こ ち ら は 後 者 の 日 本 語｢ｌｋＸ で

す 。 X680 ×O 版 の ＴｋＸ も こ の 日 本 語IT 瓦Ｘ で す 。 現 時 点 で は 、 ど ち ら の1 胞Ｘ が 最

終 的 に “日 本 語 を 扱 え る ＴｋＸ” と し て 主 流 と な るの か は 不 明 で す。 し か し 、 ア ス

キ ー 社 か ら パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ で は 圧 倒 的 に 多 数 を 占 め る ＰＣ-9801 シ リ ー

ズ で 稼 働 す る 日 本 語 ＴｋＸ を 収 録 し た[ パ ー ソ ナ ル 日 本 語']砲Ｘ』 が 発 売 さ れ ま し

た の で 、 お そ ら く こ れ が 日 本 語 こ[包Ｘ の 主 流 に な る も の と 思 わ れ ま す 。 な お 、 イ

ンプ レ ス 社 か ら は Ｍｉｃｒｏｓoft Ｗｉｎｄｏｗｓ 3.1 上 で 動 作 す る 乃£Ｘ を 収 録 し た 町 甘Ｘ

ｆｏr Ｗｉｎｄｏｗｓ
』 が
発 売 さ れ て い ますo



１。１- Ｘ６８０×Ｏ で の

X680×O 版ＩＥＸ は当初、日本語を認識できませんでしたが、X68000 に移植

した前田氏が｢矩Ｘの入手方法を整備してくれたおかげで、徐々にX680 ×Oユー

ザに広まっていきました。この配布版に含まれていたプレビューアはＰＣ-9801

から移植されたもので、X680 ×O で使うにはハードウェアの力を生かしきったも

のではありませんでした。本書に添付されているプレビューアの作者で、本書の

著者の１人でもある川本琢二氏が、最初にプレビューアを改善・公開したのが、1989

年後半でした。川本氏が公開したプレビューアは、当時ＰＣ-9801 で動いて

いた日本語マイクロＴｋＸ８)の出力結果もX680 ×O でヽ見られるように改良していま

した。

こうして日本語を表示できるプレビューアができたのに、日本語を処理でき

る１三沁がないというのは悲しいものです。そこで、筆者( 吉野) はワークステー

ションで動いているアスキー版日本語7[l£Ｘ をX68000 へ移植することを試みま

した。正直にいえば、この移植はＣ言語でプログラムが記述できる人なら誰に

でもできるという程度のものです。たいした苦労もなく、アスキー版日本語ＴｋＸ

はX680 ×Oで動くようになりました。[1本語が処理できるようになったX680 ×0

版のTI£Ｘ は、パソコン通信を通じて急速に広まっていきましたO その後、何度

かアスキー日本語ＴｋＸ はバージョンアップを重ねていますが、X680 ×O用 町外

も世間に遅れない程度のバージョンアップを行えていると思います。現在では、

ワークステーション上のアスキー日本語ＴｋＸと同じＴｋＸがＰＣ-9800 シリーズ

でも動くようになったので、司£Ｘ を主題にした雑誌の特集も組まれるようにな

の歴史

8)MS- ＤＯＳ でも稼勧でき

るように規模を縮小した

日本語ＴｋＸ です。

りましたが9）、X680 ×O で 日本語が扱える 海外 が動 きはじめ たのは、それより　　9 ）rＣ ｍａｇａｚinej （ソフ

３年ほど前10)のことでした。

X680×O 版のTIEX は、処理速度では現在のＰＣ-9801 上のＴ甘Ｘ に及びません

が、兆1X 専用のモードを備えたエディタや多数のプリンタ、フォントをサポート

したドライバ群に関してはまだ一日の長があるはずです。現在でも、大勢の17kX

ユーザがX680 ×Oで7[IEfXでの文書作成を行っています。 X680×Oでの 町IX 環境

を、この本と添付ディスクで存分に楽しんでいただけたら幸いです。

トバ ン ク）1993 年10 月　

号で す。

10 ）r Ｃ ｍａｇａｚｉｎｅ』（ソ フ

トバ ンク ）1990 年11 月

号 で、 筆 者 （古 野 ）が 紹

介記 事 を書 い てい ま す。

５
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１）こ れらの一連の作葉を行

うためのプロ グラ ムは、

文;IFを作成するためのテ

キストエディタを除いて、

すべて本書の添 付ディス

クに収録されています。

２）たとえば４Ｍ バ イト の

X68030 。

３）と に か く 便っ て み た い

人は 第 ４ 章 「Ｅｘｅｒciｓｅ」

（ｐ.77 ）を先にお 読み くだ

さい 。

1 。2 ●●●●●●・●●●●●●●●●●●・●●●●
χ680

χO の71 でEI
χ シ ス テ ム

対話的に作業を行うインタプリタが日本語ワードプロセッサだとすれば、ｌｋＸ

の処理の流れは、一気に作業を行うバッチ動作のコンパイラに相当するものとい

えます。日本語ワードプロセッサには明確な処理の流れというものが存在せず、

常時対話的に印刷や編集作業を行います。しかし、1厄Ｘでは編集や印刷といった

処理が明確に分離されています1)o また∠矩Ｘ を使うには、ある程度Ｈｕman68k

の知識が必要ですo Hｕnlan68k についてはX680 ×Oに添付されているＨｕman68k

のマニュアルを参照してください。

1　1.2.1　
×680×０版TりgX の対象機種

X680 ×O版のＴｋＸ は、X680×Oの全シリーズに対応していますO 特に機種は限

定しませんが、実際に使った場合の効率は、マシンの実行速度相当の差があると

考えて差し支えないでしょう
Ｏ
ですから、できるだけ高速のマシンで大量のメモ

リを実装していることが快適なｌｋＸ環境を約束するものと思ってください。ただ

し、印刷や閲覧ではメモリバッファの関係で、メモリが少ない高速なマシン2)と

メモリがフル実装のX68000 では、メモリが多い低速マシンのほうが快適な場合

もあります。 ＣＰＵ 速度かメモリ量かを選ぶなら、メモリを選ぶのもひとつの方

法かもしれません。

1　1.2.2　
司Ｘの処理の流れ

171E;ｘ は、ワードプ ロセッサのようにひとつのプロ グラムで原稿の作成から印刷

までを行うシステムではありませ んo 普通のワ ードプ ロセッサでは、メニューの

ような画面で編集や印刷を選んだり、編集画面に印刷用の機能を動かす操作方法

があったりしますが、こ［l£ｘ では「編集」「閲覧」「印刷」といった作業 は全部独立

していて、個別のプログラムで行うようになってい ます。このために、パソコン

初心者には使いはじめるまでに乗り越えなければならないハードルが多すぎて、

使いこ なすのが難しくなっています。ここでｙｎ£ｘ での原稿作成の流れを見てみ

ましょう３）。
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（1 ） 原稿となるファイルを作成する

原稿となるファイル（ソースフ ァイル）を、テキストエディタで作成します。

このとき、執筆者は原稿中に 乃EX の コマンド（「コントロ ール・シーケンス」

とも呼ぶ）を埋め込んでお きます。 ＴｋＸ は、この埋め込まれたコマンドを解

釈して組版を行います。通常、ソースファイルの拡張子ぱ. ｔｅｘ”を使い ま

す。 Liｓt 1-2は、6 ペ ージの文章のソースです。

（２）1 ・ Ｘ で ｄｖi フ ァイルに変換 する

Ｔ包Ｘ を使ってソースファイルを「ｄｖi フ ァイル」と呼ばれるファイル に変換

します。 ｄｖi フ ァイルは、拡張子が.ｄｖi のフ ァイルで、丁ｋＸ が出力する文

字の位置や大 きさ、種類を、機種 依存しない形で記録した印刷情報フ ァイル

ですo7［甘Ｘ がこのｄｖi フ ァイルを作成 する時点で誤った記述を発見してエ

ラーを出力するこ とがあります。Ｃ コンパイラがプログラムの文法エ ラーを

指摘するように、ソースファイルにTI £Ｘ の書式上の間違いがあった場合に

は、竃沁 はエラーを報告して執筆者に変更 を要求します。なお、この処理で

7［甘Ｘ はフォントの大 きさ・配置などの情報を、拡張子が.ｔfm であ るフ ォント

情報ファイルから読み取り ます。 このｔfm ファイルが見つ からない場合は、

エラーを出力します。この場合 には ＭＥＴＲＦＯＮＴ４）を用いてｔfm フ ァイルを

作成しますo

（３） ｄｖi フ ァイルをプレビューする

ｄｖi フ ァイルをプレビューしても、最初からきれいに画面上 に出力されるこ

とはめったにありません。こ れは、コンパイルは通ったとしても、プログラ

ムが正しく動くとはかぎらない というのと同じこ とです。この場合は、指定

どおりに文書が作成されてい るかどうかをデ ィスプレイで確認します。指定

どおりになっていなければ、修正 箇所を見つけて、気に入った配置になるま

でエディタでの編集、海外 での変換を繰り返します。

（４） プリンタで印刷 する

指定どおりの文書が作成できたら、実際にプ リンタで印刷します。7［ｋＸ の出

力は、単にプ リンタで印刷するだけでなく、高精 度な写植機 から印画紙とし

て出力したり、製版フィルムに出力したりして、印刷所で印刷するこ ともで

きます５）。

シ ステ ム

4) ＭＥＴＲＦｏＮＴ に つ い て は

第5. ４ 節｢ ＭＥＴｎＦＯＮＴ｣　(

ｐ.214) を、ＭＥＴｎr=ＯＨＴ

に よってフ ォン ト( ｔf・ フ

ァ か レを 含 む) を 作 成 す

る 方 法 につ い ては 第２ 章

｢ln ｓtall｣( ｐ.21) を、そ

れ ぞれ 参照 して くだ さい 。

5 ）もっとも、何百万円 もす

る印刷コ ストを佃人で負

担で きるのかどうかは知

りませんが。

７

１

２

３

４

５

６

7

8

9

10

11

1２131

４

Ｘ

Ｚ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

※‘Ｘ’ぱZ ’から改行まで（改行コードを含む）がコメントであることを表し

ます。よって、ここはコメントです。

※なお、このソース中では標準の ＬａＴｅＸ環境には設定されていない独自の

コントロール・シーケンスが使用されている部分もありますから、注意

してください。

Ｚ ※節見出しを書く

＼ｓｕｂｓｅｃｔｉｏｎ｛＼ＴｅＸ の処理の流れ｝

＼１ａｂｅ１｛ＴｅＸの処理の流れ｝

＼ＴｅＸ は、ワードプロセッサのようにひとつのプログラムで原稿の作成から

印刷までを行うシステムではありません。

普通のワードプロセッサでは、メニューのような画面で編集や印刷を

選んだり、編集画面に印刷用の機能を動かす操作

方法があったりしますが、＼ＴｅＸ では「編集」「閲覧」「印刷」と
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い っ た作 業 は全 部 独立 して いて 、

個 別の プ ロ グラ ム で行 う ように な っ てい ます。

こ の ため に、 パ ソ コン 初心 者に

は使 い はじ める までに 乗 り越 えな け れば な らな い ハ ー ドル が多 す ぎて、

使 い こな す のが 難 し くなっ てい ます。

こ こ で、 ＼ＴｅＸ で の原 稿作 成 の流 れ を見 て み まし ょ うX

＼ｆｏｏtｎｏtｅ｛ と にか く使 って み たい 人 は＼ｃｒefp｛ｃｈａｐ:ＴｅＸｅｘ｝を

先 に お読 み くだ さ い。｝Z

＼ｂｅｇｉｎ{ｅｎｕｍｅｒａｔｅ}

{ ＼bf 八i ｔｅｍ 原 稿 とな るフ ァ イル を作 成 す る}} ＼＼

原 稿 とな る ファ イ ル( ソー スフ ァ イ ル) を、 テ キ ス トエ デ ィタで

作 成 し ます。 この と き、

執 筆者 は 原稿 中 に＼ＴｅＸ の コ マ ンド(｢ コ ン トロ ー ル ・ シーケ ン ス｣ と

も呼 ぶ) を埋 め 込 ん

で お き ます。 ＼ＴｅＸ は、 この 埋 め込 まれ たコ

マ ン トを解 釈 し て組 版 を行 い ます。

通 常、 ソ ー スフ ァ イルの 拡 張子 は

¨{ ＼ｔｔ .ｔｅｘ} ” を使 い ます。 ＼pｒｏｇｒef{ ＴｅＸ の ソ ースの 例} は、

＼Ｐａｇｅｒef{ ＴｅＸの処 理 の流 れ} ペ ージの 文 章 の ソー ス ですo

{ ＼bf{ ＼itｅｍ ＼ＴｅＸ で{ ＼ｂtｔ ｄｖi} フ ァ イル に変 換 す る}} ＼＼

＼ＴｅＸ を使 っ てソ ー スフ ァイ ル を{ ＼ｔt ｄｖi}フ ァイ ル＼ｅｉｎ＊{dｖi フ ァイ ル} と

呼 ば れる フ ァイ ル に変換 し ます。

{ ＼tｔ ｄｖi}フ ァ イル は、 拡 張子 がf ＼tｔ .ｄｖ11 の フ ァイ ル で、

＼ＴｅＸ が出 力 する 文字 の位 置 や 大き さ、 種類 を、 機

種 依 存し な い形 で 記録し た

印 刷 情報 フ ァ イル です。 ＼ＴｅＸ がこ の{ ＼tt ｄｖi}フ ァ イ ルを作

成 す る時 点 で誤 っ た記述 を 発 見し て エラ ー を 出力 す るこ と があり ま

す。Ｃ コン パ イラ がプ ロ グラ ムの 文 法エ ラ ー を

指 摘 す るよ うに 、 ソー スフ ァ イル に ＼ＴｅＸ の 書式 上 の

間 違 い があ っ た場 合に は、 ＼ＴｅＸ は エ ラー を 報告 し

て執 筆者 に 変更 を 要求 し ます。

なお 、こ の 処理 で ＼ＴｅＸ はフ ォント の 大 きさ ・ 配置 な ど

の 情 報 を、 拡 張子 が{ ＼tｔ .ｔfm}

であ るフ ォン ト情 報フ ァ イル か ら読 み取 り ます。

こ の{ ＼ｔt ｔfm} フ ァイ ルが

見 つ か らな い場 合 は、 エ ラー を 出力 し ます。

こ の 場合 に は＼METAZ

＼ｆｏｏｔｎｏtｅt＼ＭＥＴＡ に つい て は＼ｃｒｅｆＰｆｃｈａｐ:ＭＥＴＡＦＯＮＴ}を、

＼ＭＥＴＡ に よっ て フォ ン ト({ ＼ｔｔ tfm} フ ァ イル を含 む) を

作 成 す る方 法 につ い ては ＼ｃｒefP{ ｃｈａＰ:inｓｔａｎ} を、 そ れぞ れ参 照し

て くだ さい 。} を 用い て{ ＼ｔｔ ｔfm1 フ ァ イル を 作 成し ま すo

{ ＼bf{ ＼iｔｅｍ{ ＼tｔ dｖi}フ ァ イル を プレ ビ ュ ーす る}} ＼＼

{ ＼tｔ ｄｖi} フ ァイ ル をプレ ビ ュー し て も、 最初 か ら き れい に

画面 上 に 出力 さ れるこ と はめ っ た

にあ り ませ ん。 こ れ は、 コ ンパ イ ルは

通 った とし て も、 プ ロ グラ ムが正 し く動 く とは か ぎら ない と

いう の と同 じこ とです。 こ の場 合 は、 指 定 どお り に

文書 が作 成 さ れて い るか どう か をデ ィ スプ レ イで

確 認 し ま す。 指 定 どお りに なっ て い なけ れ ば、 修 正箇 所 を見 つけ て、

気 に 入 っ た配置 に な る までエ デ ィ タでの 編 集、

＼ＴｅＸ での 変換 を繰 り返 し ます。

ﾓ＼bf{: ＼iｔｅｍ プ リン タで 印刷 す る}} ＼＼

指定 ど お りの 文書 が作 成 で きた ら、 実 際 にプ リ ン タで

印刷 し ま す。 ＼ＴｅＸ の 出力 は 、単 に プ リン タ で印 刷 す

る だけ で な く、 高 精度 な写 植機 から 印画 紙 と して 出 力し た り、

製版 フ ィ ルム に 出力 した りし て、

印刷 所 で 印刷 す るこ と もで き ます＼ｆｏｏｔｎｏｔｅ{も っ と も、 何 百万 円 もす る

印刷 コ ス トを個 人 で負 担 で きる の かど う かは 知 り ませ ん が。} 。

＼ｅｎｄ{ｅｎｕｍｅｒａｔｅ}
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このように 兆IX で の文書処理は、 日本語ワードプ ロセッサでの処理に比べる

と、手軽とはとてもいえない複雑な工程を経て印刷結果を得るようになっていま

す。 ＴＥＸ の知識がない場合には、ＬｉＳt 1-2の よ うな実際の7［ぢＸのソースを見て

も、 その処理結果を想像することもできないでしょうO LiSt 1-2 は、 本当にこの

本の原稿の抜粋なのです。

できあがった文書の美しさは7［ｋＸならではのものです。さらに7［包Ｘでは日本語

ワ ードプ ロセッサでぱ とてつ もなく面倒な変更”も簡単に行うこ とがで きます。

たとえば、日本語ワードプ ロセッサで作成したA4 判の大きさの原稿を、配布

の都合上、B5 判 に直したい といった変更 も簡単に行うこ とがで きますO こ のよ

うな変更は、日本語ワードプロセッサで行えば、単なる“変更”といっ たレベル

ではなく、“作り直じ のレベルになってしまいます。しかし、ＴＥＸ を使えば、こ

のような変更は簡単にできてしまい ます6）。

なぜなら、司諾 は日本語ワードプ ロセッサのように文書の文字の並び方を楳作

するのではなく、文書の論理構 造を操作する ものだからです。日本語ワードプ ロ

セッサでは、「章」とか「節」といった論理的な概念を認識 しません。 画面上に

指示された位置に文字を並べて、 それをその まま印刷するのが日本語ワードプ ロ

セッサの役目です。A4 判 をB5 判 に 見かけ上変換して印刷することができる高

機 能な日本語ワードプロセッサもあるかもしれませんが、レイアウトは多少な り

とも人間が于で変換する必要があるでしょう。

7［甘Ｘ では「章」とか「節」といっ売 概念 をＴｋＸ のコマ ンドを通して理解し ま

す。 A4 判 か らB5 判 へ の変更で今まで１ページに収まっていた文章が次のペー

ジに移動する場合にも、つ ねに「章」や 「節」を意識してレイアウトを行います。

たとえば「章」の見出しは必ず奇 数ページから始めるという規則をTI £Ｘ に指示

してお きますO A4 判 で はうまく奇数ペ ージに収 まっていた「章」の最 初のペー

ジの原稿がB5 判 への変更で偶数ペ ージに移ってしまった場合は／ ］砲Ｘ は自動的

に空白の部分を作成して 「章」の頭が奇数ページになるようにページの割り付け

を変更しますO こ の場合にはそれ まで参照していたページなど も移動しますが、

１£Ｘ のコマンドで適切に参照の指示がされていれば、すべて自動で参照ページの

振りなおしも行ってくれます。

先はども説明したように、本書は7［IEIXを 使 って作成されてい ますが、原稿を

作成するときにこのページに印刷されている文字の位置をいちいち設定したわけ

ではありませんO 行 頭・行末の禁則処理について も意識して原稿を作成したわけ

ではありませんO 意 識したのは、段落 と7［甘Ｘ のコマンドだけです。 文字の配置

やページ割り付け等は、全部7［瓦Ｘが自動的 に行ってくれたのですO こ の本の大 き

さ も最初にｌｋＸ に教えてや るだけで、ページ番号をつけるこ となど も自動的に

行ってくれます。これがＴｋＸ の最大の利点です。A4 判 の大 きさからB5 半I』の大

きさに変更するには、最初にＴｋＸ に指示してい る紙の大 きさを変更 するだけで

いいのです。サイズ変更 によるペ ージの移動や、引用箇所の移動・変更などは全

部こ［甘Ｘ が処理してくれます。ＴｋＸ での処理手順を一 度理解してしまえば、ＴｋＸ

が非常に便利で美しい仕上が りをもたらしてくれるでしょうＯ

この論理構造を理解しながら組版をするITljく1の 優れた特 徴は、ある場合 にお

シ ス テム

6 ）とはいっても、実際には、

それなりの知識が必要で

すが。

９
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7 ）といって も、initｅｘ.ｘ

で通常のソースファイル

をｄｖiファイルに変換で

きない わけ ではあ り ま

せん。

８）英単語を“ 、”で分け て

改行を行う場合の処理方

法です。

いてはとんで もない欠陥に見えるこ とがあります。それは、ＴｋＸが行うレイアウ

トを強制的に変更したい場合に顕著 に現れます。Ｔ甘Ｘ にはある程度レイアウトを

指定するコマンドはありますが、日本語ワードプロセッサのように「機械が許す

範囲で思うが ままに配置する」というこ とはほとんど不可能です。道具には「得

手、不得手」があるものです。一般的に「論理的な文章」や「定型文書」を記述

する場合には 賜外 は非常に便利ですが、一時的 にしか使わない短い文書を作成

する場合 にはたいてい日本語ワードプロセッサのほうが簡単です／矩Ｘ だけがす

べてではないこ とも事実として認識しておきましょう。

最初に、日本語ワードプロセッサはインタプ リタノ 亀Ｘ はコンパイラに相当す

ると述べ ました。実際の作業も、竃外 で行う場合は、コンパイラを使うときのよ

引 こエディタとTI£Ｘでの処理を往復するこ とになります。この作業を円滑に行う

には、 まず、X680 ×O で のエディタに慣れる、 またＣＯＭＭＡＮＤ.X の ような、コマン

ド処理中心のユーザインターフェースに慣れる必要があります。残念ながら、 ま

だX680 ×O の ＴｋＸでの環境ぱ 誰でも使える”というような環境 までは進化して

い ません。エディタで日本語テキストを自由に編集できるようでなければ、ｌｋＸ

を使うこ とはできません。この段階に至っていない方は、 まず Ｈｕman68k の マ

ニュアルから読みはじめてください。

1　1.2.
３　１ｇ ‘7)種

孵|
実祐７７ イ゛

町IX の 基本的な実行形式ファイルはini ｔｅｘ.ｘ とｖiｒtｅｘ.ｘ です。 iniｔｅｘ.ｘ

は、通常の 司EjXの ソ ース処理には使わず7）、基本的なデ ータベースを作成すると

きに使用します。このデ ータベースには英 単語のパ イプネーション８）の知識や、

出力時 に使うフ ォントの種類、ページのレイアウトの方法 などが 町IX の内部形

式で収め られます。このデータベ ースを作成するためのＴｋＸ の命令、「マ クロ」

を集めて記述したファイルを普通「マ クロファイル」と呼びます。

ｖiｒｔｅｘ.ｘ は、このinit ｅｘ.ｘ が生成した基本的なデータベ ースを読み込んだ

あと、ユ ーザのＴｋＸ ソースファイルをｄｖi フ ァイルに変換するプログラムです。

ｖiｒｔｅｘ.ｘ は、必ずひとつの基本データベ ースを必要 とします。この基本データ

ベースで 町外 の種類が決定され ます。 ＴｋＸ にはい くつか種類がありますが、次

の ２つが代表的なものです。

（1）ｐｌａｉｎ ’ｌｋＸ

あらゆる種類のＴｋＸのうちで最も基本的なITでＥＸです。単純であるために細

かい指示をＴｋＸに指定するには便利です。

（２） ＭＩＥＸ

最もよく用いられているＴｋＸでしょう。「手紙」や「本」といった定型文書

の処理を特に得意とする1七Ｘです。

このほかに も第６章「ＴＥＸｆａｍｉｌｙ」（ｐ,229）で 説明 されてい るたくさんの種類

の「亀Ｘ が存在し ます。　しかし、実行ファイル がその種類に対応して複数存在す



１。２- Ｘ ６８０×０ の

るわけではありませ ん。ｙrＥＸ と呼ばれる 亀Ｘ の処理を行いたい場合 も、実行

するのはｖiｒtｅｘ.ｘ です。I訂 ＥＸ 等の種類 に対応して存在するのは先ほど書いたini

ｔｅｘ.ｘ が生成するデータベースなのです。

ＴｋＸ にさまざまな指示をするためのマクロは、ユーザがソースファイル上で新

しく定義して増やすことができます。で すが、この新しく追加したマ クロは基本

データベースには存在し ません。ですから、毎回ユーザがマクロ定義を記述 しな

ければいけ ません。また びＴＥＸ なども、IぶＴＥＸ のマクロファイル をini ｔｅｘ.ｘ で

処理した基本データベースをもとにして動 きますから、この元のマ クロファイル

が改変された場合にはデータベ ースも改変しないと、改変された ＭＴＥＸ を使うこ

とにはなりません。

ですから、新しい1 厄Ｘ のマクロファイルを入手して「」ｔＸの種類を増やしたり、

新しいLMTE χ を生成したい場合には、このデータベースの作成方法を知っておか

なければいけません。このデータベースは、拡張子に.fmｔ が 付加されるファイル

なので「fmｔ ファイル」 としばしば呼ばれます。

では、 実際にfmt フ ァ イルを作成してみましょう。 iniｔｅｘ.ｘ にfm ｔ フ ァイル

を作成させるのは簡単です。実例として、L灯ＥＸ のfmt ファ イルを作成して みま

しょう。

Ａ〉 ｉｎｉｔｅｘ ｊ１Ｐｌａｉｎ

Ｔｈｉｓ ｉｓ ｐＴｅＸ， Ｃ Ｖｅｒｓｉｏｎ ２.99 j1 ．７ Ｐ１．０．９Ｆ ＥＷ （ 工Ｎ工ＴＥＸ）

（X:/XXXXX/jlplain.t ｅｘ P ｒｅ１０ａｄｉｎｇ ｔｈｅ Ｐｌａｉｎ ｆｏｒｍａｔ: ｃｏｄｅｓ

＊

init ｅｘ.ｘ は、fmt フ ァ イルの作成が終わると、通常、最後 に“＊”を表示して

コマンド待ちの状態になって停止します。この状態で キーボードから ＼ｄｕｍＰ とコ

マンドを入力します。 ＼ｄｕｍＰはini ｔｅｘ.ｘ だけに用意されたコマンドで、町芦 の

内部情報をfm ｔ ファイルに出力します。それでは ＼ｄｕmP してみまし ょう。

＊＼dll ｍP

＼ｆｏｎｔ ＼ｔｅｎｃｉｒｃ＝１ｃｉｒｃｌｅ１０

＼ｆｏｎｔ ＼ｔｅｎｃｉｒｃｗ= １ｃｉｒｃｌ ｅｗ10

23921 ｗｏｒｄｓ ｏｆ ｆｏｎｔ ｉｎｆｏ ｆｏｒ ９０ Ｐｒｅ１０ａｄｅｄ ｆｏｎｔｓ

１４ ｈｙＰｈｅｎａｔｉｏｎ ｅχｃｅｐｔｉｏｎｓ

Ｈｙｐｈｅｎａｔｉｏｎ ｔｒｉｅ ｏｆ ｌ ｅｎｇｔｈ ５９４２ ｈａｓ １８１ ０Ｐｓ

Ｎｏ ｐａｇｅｓ ｏｆ ｏｕｔｐｕｔ ．

ＴｒａｎｓｃｒｉＰｔ ｗｒｉｔｔｅｎ ｏｎ ｊ１Ｐｌａｉｎ, １０ｇ･

Ａ〉

シ ステ ム
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9) 他 の ドラ イブ や デ ィレ ク

ト リ上に あ るファ イル を、

シ ン ボ リッ ク リン ク と い

う特 別 な フ ァ イル 構 造 を

通 し て、 あ た か もカ レ ン

ト デ ィレ ク ト リに 実 体 が

あ るか の よ う にア ク セ ス

で きる も の を指 し ます。

10 ）この例ではjlplain.fxl ｔ

です。

１１）ＵＮＩＸ でぱ ＆ ”は並

列 実行 を 指 定 し ま す。

ＵＮＩＸ はマルチユーザ ー

マ ルチタスクの ＯＳ な

ので同時に複数のプログ

ラムを動かすことかで き

ます。

12 〕こ の 場 合 は 、ｖiｒtｅｘ.ｘ

か 存在 し て い るデ ィ レ ク

ト リ 名が ｖiｒtｅｘ.ｘ に 付

加 され てい ま す。

これで 豚TbX のfm ｔ フ ァイルが出力されました。このfm ｔファイルをｖiｒｔｅｘ.ｘ

に読 み込ませ ることではじめて、ｖiｒｔｅｘ.ｘ はI ぶＴＥＸとして働くようになります。

訟［ＥＸ独自の実行ファイル川 固別に存在しているわけではありません。　もしあな

たが使っている環境に1at ｅｘ.ｘ という ような名前の、個別のI ぷＴＥＸの実行ファイ

ルが存在するなら、それは第1.2.4 項 「 より高度な環境構築」（Ｐ.14）で 説明する

ｕndｕｍＰでデータベースをすでに読 み込んで実行形式に変換されたｖiｒｔｅｘ.ｘ で

あるか、別のファイルネームで同じ実行ファイルを実行できるようにシンボリッ

クリンク９）されたｖiｒｔｅｘ.ｘ なのです。

TI£Ｘのデ ータベースを書 き出したfm ｔ ファイルをｖiｒｔｅｘ.ｘ に読み込ませるに

は、コマンドラインからfm ｔ ファイルを指定して起動します。

A ＞ ｖiｒt ｅｘ ＆j1Plain

Thi ｓ i ｓ ＰＴｅＸ， Ｃ Ｖｅｒｓion 2.99 j1.7 P1.0. ９Ｆ ＥＷ （ｎｏ ｆｏｒｍａｔ P ｒｅｌｏａｄｅｄ）

このように、コマンドラインからfmt フ ァ イルの拡張 子.fmｔ を削除したファ

イル名lo）の前に“＆”を付加して指定します。ちなみに、“＆”はＵＮＩＸ ではシェ

ルが処理する特殊文字11）なので、その まま“＆”と記述するこ とはできません。

ＵＮＩＸ でTI £Ｘ を使 う機会がある人は注意 して くだ さい。なお、Ｈｕman68k のCOMMAND.

Ｘで は、“＆”は普通の文字 として扱われますので、そのままｖiｒｔｅｘ.ｘ

に波すことができます。

この指定されたfmt フ ァ イルは、カレントディレクトリか、第1.2.6 項 「こ［甘Ｘ

が参照する環境変数］（Ｐ.16）で 説明する環境変数 ＴＥＸＦＯＲＭＡＴＳが示すディレクト

リに存在 していなければなりませ ん。 ｖiｒｔｅｘ.ｘ は、このfmt フ ァ イルの指定が

ない場合には、まず、起動された実行ファイルのフルパスネーム12）に.fmｔ を付

加したファイルを探します。

たとえば、A: ＼Ｂ工N＼ｖiｒtｅｘ.ｘ がフルパスネームだ とすれば、fmｔ ファイルの指

定がない場合、Ａ:＼BIN＼ｖiｒｔｅｘ.ｘ.fmｔ を検索します。これが見つからなければ、

ｖiｒｔｅｘ.ｘ はＰｌａｉｎ.fmt を 読 もうとします。Plain.fm ｔ は ｐｌａｉｎ Ｔｋχ とい う最

も基本的なｌｋＸ のデータベースですo こ れが兄つからない場合は、ｖiｒtｅｘ.ｘ は

エラーを出力して終了します。

Ｈｕman68k に ＵＮＩＸ のようなリンクファイルを実現 するフリーソフトウェア

を使えば、実行されたｖiｒｔｅｘ.ｘ のフルパスに.fm ｔ を付加する、このファイル検

索規則を利 用して、あたかもIボＴＥＸの実行ファイルが存在するかのように見せる

こ とも可能です。つまり、たとえば、ｖiｒｔｅｘ.ｘ の別名 として1a ｔｅｘ.ｘ をつくっ

ておきます（シンボリックリンク）。この1a ｔｅｘ.ｘ の実体はｖiｒｔｅｘ.ｘですが、起

動時には1a ｔｅｘ.ｘ という名前で起動されます。このため、まず1a ｔｅｘ.ｘ.fmｔ を

検索しますので、これをあらかじめ作成してお き、1aｔｅｘ.ｘ と同 じディレクトリ

に入れておけば、コマンドラインからfm ｔ ファイルを指定する必要がなくなりま

す。実際の設定方法は次の第1.2.4 項 「 より高度な環境構築」で説明しますので、

ここでは省略 します。



⑧１ｎｄｒＶ.Ｘ

本 文 で 登場 して い る １ｎｄｒｖ.ｘ につ い て

簡単 に 説明 してお き まし ょう。

１ｎｄｒｖ.ｘ は ＵＮＩＸ で の シ ン ボ リッ ク リ

ン クを Ｈｕman68k 上 で 実現 す る常 駐プ ロ

グラ ム です。

シン ボ リッ ク リン ク とは、 あ るフ ァイ ル

に、 別の 新 し いフ ァイ ル 名を つ け る よう な

もの です。 ただ し、リ ネー ムの場 合 と違 い、

元の ファ イル もその ま ま残 ります。 そし て。

元のフ ァ イル 名で も、新 しくつ けら れたフ ァ

イル 名で も、同 じフ ァイ ル に れ を「実 体」

とい い ます ） が アク セ スさ れ ま すo　もち ろ

ん、 元 のフ ァ イル と は違 うデ ィレ クト リや

ドラ イブ に、この シ ンボリッ クリン クのフ ァ

イル をつ く るこ と もで き ます。

こ れ は、 一 兄 、元 の ファ イ ル を別 の フ ァ

イル 名でコ ピ ーし た かの よ うに も見 え ます

が、コピ ーと違って 、元の フ ァイルに 修正 を

ほ どこ し たた め 、コ ピ ーし て つ くっ た フ ァ

イル と食い 違 いが 起こ っ てし まう とい う こ

と はあ り ませ ん。 シ ン ボ リッ ク リン クフ ァ

イル で つ くっ た別 のフ ァ イル 名 は、 デ ィレ

クト リを とっ て みれ ば、 そ こ に、 そ の フ ァ

イ ル 名の フ ァ イル が 存 在 す る よ う に 見 え

ます （シン ボ リッ ク リン クに 対 応 して な い

ＣＯＭＭＡＮＤ.Ｘ で は動 作 が お か し くな り ます ）

が、あ く まで別の 名前 がつ いて い るだけ で、

実体 は 元のフ ァ イル なの です。

本文 中での例で は、ｖiｒtｅｘ.ｘ を1at ｅｘ.ｘ

に リ ン ク し て 使っ て い ま す。 こ の 場 合 、1at

ｅｘ.ｘ を起動 した ときに １ｎｄｒｖ.ｘ が“す

り替 え” を行 って 、 実 体で あ る ｖiｒtｅｘ.ｘ

を1a ｔｅｘ.ｘ の ファ イ ル 名 で起 動 し た か の

よう に動 作し ま す。

１ 。２- Ｘ ６８０×Ｏ の

１ｎｄｒｖ.ｘ は、“す り 替 え”機 能 を 実 現 す

る ため に、Ｈｕman68k で 通 常は使 われ てい

な いフ ァイル の属 性情報 を使用 し てい ます。

フ ァ イル へ の ア ク セ ス に “１ｎｄｒｖ” が 割

り 込 んで 、こ の 属性 情 報 を調 べ 、 も し シン

ボ リ ッ クリ ンク フ ァ イル だっ た ら、 リ ンク

光 の 実体 の ファ イル をア クセ ス す る よ うに

“ すり替 え”るの で す。

１ｎｄｒｖ.ｘ では ＵＮＩＸ 上 の シ ン ボ リ ック

リン ク と同 様、 フ ァ イル に対 し て だけ で は

な く、デ ィレ クト リに 対し て も“す り替 え”

処 理 を行 うこ と がで き ます。

つ ま り、 あ る ディ レ クト リ に ア クセ ス す

ると 、別 の デ ィレ クト リ にア ク セ ス し たの

と 同 じこ と にな り ま すo　ド ラ イブ レベ ル で

あ れば Ｈｕman68k のSUBST. Ｘ も同 じ よう

な機 能を 実現 して い ます が、１ｎｄｒｖ.ｘ で は

デ ィ レ クト リレ ベル で もこ れ を行 うこ とが

で き るわけで す。こ の機 能 を利 用す れば、た

と え ば、「 兆 沁 の 実行 フ ァ イル が あ るデ ィ

レ ク ト リに パス を 通し た いけ れ ど 、パ スが

長 す ぎ て（ Ｈｕlnan68k の パ ス 指 定 は １ 行255

文 字以 内 とい う制 限の ため に ）指 定 し

きれ な い」 場合 な ど に も、短 いパ スに デ ィ

レ ク ト リご と リン クし て対 処 す るこ と がで

きま す。

こ の ように、１ｎｄｒｖ.ｘ は 非 常に 便利 で す

が 、フ ァ イル の属 性 情 報 を勝 于 に （あ くま

で 、Ｈｕman68k のお 約 束に なっ てな い とい

う だ けの こ とで す） に 拡張 して 使 っ てい る

ため 、1nd ｒｖ に対 応 しな い一 部 のプ ロ グ ラ

ム では 、 リ ンク が壊 れ て思 い もかけ な い 動

作 を す る場 合 が あ りま す から 注 憲 して くだ

さい 。

シ ス テ ム
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Ｃｈａｐｔｅｒ １-

13 ）もちろん、その内容が多

くの人の役に立つ ような

ものなら、進んで公川す

べきでしょう。

1 ４）Ｈｕｍａｎ６８ｋ は ２１ 文字

の フ ァイ ル ネー ム が 使 え

るこ とに なっ てい ます か、

実際 には フ ァ イル 名 に は

８ 文 字 十拡 張 子 ３ 文 字 し

か認 識 し てい ませ ん。

15 〕１ｎｄｒｖ.ｘ は Ｈｕｍ ａｎ６８ｋ

上 で シン ボ リ ック リ ン ク

を実 現 す る ため の ド ラ イ

パで、 作者は 沖 勝 氏 です。

添 付 デ ィス ク ８ に 収鉉 さ

れ てい ます。

16 ）ln.ｘ は実際 にフ ァ イルを

シ ン ボリ ッ クリ ン クす る

ため の フ　 テ ィリ ア イで

す 。既 述 の ｌｎｄｒv. ｘ 111　

に、 い くつ か の 同 名か つ

同 機 能 のプ ロ グ ラ ム か 、

異 な る 作 者の 手 に よ って

発表 さ れ て い ます。 本 書

の 添 付 デ ィ スク ８ に は 、

１ｎｄrv. ｘ の作 者で あ る沖

勝 氏 の 手 に よっ て 、“コ

ンパ イ ル さ れ だ （ 「移

樋 さ れ た」 で は な い そう

で す。 ア ー カ イブ 内の ド

キュ メ ン ト 参 照 ）Ｇ ＮＵ

の1n. ｘ か 収録 さ れ てい

ます。

１? ）１１ペ ージ 参照 。
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これで 賜外 の種類を決定するfm ｔ ファイルについては理解していただけたか

と思い ます。L 灯ＥＸ にユーザ独自の 兆 漑 の処 理を加えたfm ｔ ファイルを作成し

ておけば、毎回、＼ｉｎＰｕｔ コマンドで読 ませ る手間を減らすことも可 能です。 し

かし、このようなfm ｔ ファイルを使ったＴ甘Ｘ は、 他の場所で動いている1 胞Ｘ と

は当然互換性がないので、そのような独自のfm ｔ ファイルでしか処理できない よ

うな で[ｋＸ のソースをプ ライベ ートではない環境に流通させるのは問題があると

いえるでしょう13)。

1　1.2･4　J: 
‘J 高度な

≠
讐構築

第L2.3 項 「7n£Ｘ の種類と実行ファイル」で、Ｔ甘Ｘ の種類はｖiｒｔｅｘ.ｘ に読ま

せ るfm ｔ ファイルの種類で決定されることを説明 しました。通常は、いくつか

の種類の 笥E必 のfm ｔ フ ァイルを用意しておき、用途 に応じて使い分けるのでは

ないかと思い ます。た とえば、Liｓt 1-3 の よ うなバッチファイルを作成しておく

の もひとつの手です。このバッチフ ァイルは、ひとつのL 灯ＥＸソースファイルをI

ぶＴＥＸ で処理するための ものです。 また、いくつ かの種類の 司 Ｘ を使 う場合に

は、Liｓt 1－3の ようなバッチファイル を複数用意すればいいでしょう。ただし、

バッチファイルからバッチを呼び出すには工夫が必要 になる等の不満が少々残る

か もしれ ませ ん。

１

２

ｒｅｍ ＬａＴｅＸ 実 行 バ ッ チ

ｖiｒｔｅｘ ＆j1 Ｐlａiｎ Z1

これを解決する方法のひとつに、 第1.2.3 項｢ITkX の 種類 と実行ファイル｣ で

説明した、ｖiｒｔｅｘ.ｘ が自分の起動したパスを参照するという性質を利用します。

この性質 と、Ｈｕman68k の ファイル ネーム制限川 を解除するフ リーソフトウェ

アT ｗｅｎｔyＯｎｅ.ｘ 、お よびＨｕman68k のフ ァイルに ＵＮＩＸ のシンボリックリン

クの概念を導入する１ｎｄｒｖ.ｘ15)と1n. ｘ川 を用いることで、ほぽ ＵＮＩＸ と同様な｢j[

ｋＸ の利用環境を実現することが可能です。1ぶT｢｣ﾖＸ を 作成する場合の具体的な手

順を書いてみます。

(1)1 ぎＴＥＸのfm ｔ ファイルを作成 する

ｖiｒｔｅｘ.ｘ が存在す るディレクトリで、ini ｔｅｘ.ｘ を用いて 訟ＬＥＸ 用のfm ｔ

ファイルを作成します17)。

(２)fm ｔ ファイルをリネーム する

fmｔ ファイルの名称を、白分か実行したい｢ＴｋＸの名称にリネームします。こ

のとき、ファイル名の最後 に拡張子.fmｔ を 付加します。たとえば、1aｔｅｘと

いうコマンド名で起動したい場合には1a ｔｅｘ.ｘ.fmｔ とリネームします。

(３) シンボリックリンクを張 る

1aｔｅｘ.ｘ が ｖiｒｔｅｘ.ｘ を示 すように シンボ リックリンクし ます。こ れで、



１。２- Ｘ ６８０×０ の

1aｔｅｘとタイプ すると、1aｔｅｘ.ｘ という名前で実体であるｖiｒｔｅｘ.ｘ が起動

されます。この結果、1at ｅｘ.ｘ.fmt が 読 み込 まれて 回ＴＥＸが実行されます。

これで1a ｔｅｘ とタイプ すれば、IぶＴＥＸ が起動するようになりますｏ ＵＮＩＸ で

もこのような使い方をするのが普通ですが、 より日常的にI が亀Ｘ を使う場合や、I

ぷＴＥＸ を起動したときに表示 されるメッセージ、

Thi ｓ i ｓ ＰＴｅＸ， Ｃ Ｖｅｒｓion 2.99 jl.7 PI.0. ９Ｆ ＥＷ （ｎｏ ｆｏｒｍａｔ p ｒｅｌｏａｄｅｄ）LaTeX

Ve ｒｓion 2.09 〈4 A ｕg 1988 〉

の な か の （ｎｏ ｆｏｒｍａｔ Pｒｅｌｏａｄｅｄ） と 出 力 さ れ る の が 気 に 入 ら な い 一 部 の ユ ー ザ

は 、ｕndllmP18 ）と い う 方 法 を 用 い ま す19 ）。

こ れ は 、 こ れ ま で 説 明 し た バ ッ チ や シ ン ボ リ ッ ク リ ン ク と い っ た 方 法 に 比 べ る

と 、 荒 っ ぽ い 、 機 種 依 存 性 の あ る 方 法 で す 。 ど う ぃ う こ と を す る か とい え ば 、fmt

フ ァ イル を 読 み 込 ん だ 状 態 の ＴｋＸ を そ の ま ま デ ィ ス ク上 に 出 力 し て 、 そ れ を 再 び

実 行 形 式 の フ ァ イル に す る と い っ た 方 法 を と っ て い ま す。 ｕndｕmP す る に は 、 こ の

本 に 添 付 さ れ た デ ィ ス ク の ほ か に ＧＮＵ ｍａｋｅ や 他 の ツ ー ル 類 が 必 要 で す。 ま た 、

ト ラ ブ ル が 起 こ っ た 場 合 に は 自 分 で 対 処 で き る だ け の 深 い 知 識 も 必 要 に な り ま す 。

一 方 、X680 ×O で も最 近 で は ハ ー ド デ ィ ス ク が あ る程 度 高 速 に な っ て い ま す し 、

現 在 で は こ の 方 法 は そ れ ほ ど 有 効 な も の と は 思 え ま せ ん。 や は り 、 シ ン ボ リ ッ ク

リ ン ク に よ る 起 動 が 最 も 簡 便 で 、 デ ィ ス ク の 消 費 量 も少 な い 方 法 だ と思 わ れ ま す 。

1　1.2.5　
瓦Ｘのコマンドライン書式

Ｔ包Ｘ の実行形式ファイルであるini ｔｅｘ.ｘ および ｖiｒｔｅｘ.ｘ による処理では、

コマンドラインから動作を変更するような オプ ションを指定するこ とはありませ

んo コマンドラインで指示されるのは、IE;Ｘ の コマンドかソースファイルの指定

だけです。

O　init ｅｘ.ｘ のコマンドラインの書式

init ｅｘ ＜ソースフ ァイル＞ini

ｔｅｘ ＜コマンド＞

〈ソースファイル＞は 司Eχ のソースファイル名で、拡張子.ｔｅｘ は省略可能で

す。〈コマンド＞に口 ＴｋＸ のコマンドです。

シ ステ ム

1８）ｕｎｄｕｍｐさ れた ＴｋＸ で は

lmdllmP さ れた日時 な どの

情 報が 出 力さ れ ます。

19 ）ただ 単に 表 小が カ ッコ イ

イ とい うJ里山 く らい し か

な さ そう です か。

15
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1 － ｌｋＸ

2０）ただ し、/をパ スの区切

リとして認識する機能は

不完全です。

ｻ11 : ｅ;

Ｔ

こ!Py2

ｒｓion 2.99 j1.7 p1.0. ９Ｆ ＥＷ （工ＮＩＴＥＸ）

Ｏ　ｖiｒtｅＸ.Ｘ のコマンドラインの書式

viｒｔｅｘ［＆＜fmt フ ァ イル＞］＜ソースファイル＞

ｖiｒｔｅｘ［&＜fmt フ ァ イル〉］＜コマンド＞

［&〈fmｔ フ ァイル〉］は省略可能で す。〈ソ ースファイル〉はＩＥＸ の ソース

ファイル名で、拡張子.tｅｘは省略可能です。〈コマンド＞は7［ｋＸのコマンド

です。〈fmｔ フ ァイル〉については第1.2.3 項 「7［IE;Ｘ の 種類と実行ファイル］

（ｐ.10）を参照してください。

Ａ〉 ｖｉｒｔｅχ& ｍｙ１Ｐｌａｉｎ ｍｙｓｒｃ ．ｔｅχ

Ｔｈｉｓ ｉｓ ＰＴｅＸ ， Ｃ Ｖｅｒｓｉ ｏｎ ２.99 j1 ．７ Ｐ１ ．０ ．９Ｆ ＥＷ （ 工ＮＩＴＥＸ）

このようにコマンドライン上から指定するような■£Ｘの オプション類はありま

せん。「ｌｋＸでは。コマ ンドラインよりも第1.2.6 項 「ＴＵＸ が参照する環境変数」

で説明する環境変数や、第1.2.3 項 「「113X の種 類と実行ファイル」で説明した実

行ファイルの実際の名称や起動環境のほうが、その動作に大 きな影響を与えます。

馮河が参照する環境変数

「屯Ｘの実行プ ログラムは、環境変数を参照して、さまざまなファイルを読み込

んでから動作します。 この環境変数にはファイルを検索するデ ィレ クトリを指定

します。デ ィレ クトリの指定方法は、Ｈｕman68k で のフルパスを記述します。 ま

た、エラーがあった場合 に起動するエディタを指定するTEXEDIT 環境 変数を除

いて、複数のパスを指定するこ とがで きます。 複数のパスを指定する場合は ヅ ’

（セ ミコロン）で区切ります。元来、ＵＮＩＸ ではパ スの区切 りに“:”（コロン）を

使い ますが、Ｈｕman68k で はドライブ名の区切 りに“:”が使われているので、か

わりに ヅ ’を使っているのです。なお、Ｈｕrｒla,n68kの 仕 様上、パスの区切りには

“＼”（“ ツクスラッシュ）ど/ ”（スラッシュ）を使うこ とができます20）が、ＴｋＸ

でぱ ＼”（￥）という記号に特殊な働きが割 り当てられている都合上、パスの区

切 りには ヅ を使用しなければならないこ とがほとんどです。また、ディレクト

リ名に全角文字を使った場合には／］厄Ｘ の動作は保証されませんので注意してく

ださい。 Liｓt 1-4 に環 境変数の設定例を示 します。



１。２- χ６８０×Ｏ のｌｔχ システム

21)ｌｙＸ を作 成 す る 際 に

Ｐｓ ｃａｌからＣ への変換

を行い ます。そのときに

牛成 される内都情報ファ

イルです。
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

RＥＭ ｐｏｏ１ フ ァ イ ル はC: ＼ＴＥＸＸＴＥＸＰＤＤＬ に あ る

ＳＥＴ ＴＥＸＰＯＤＬ=C: χＴＥＸ＼ＴＥＸＰ叩 Ｌ

ＲＥＭ ＴｅＸ の マ ク ロ フ ァ イ ル はC: χＴＥＸχＴＥＸＭＡＣ お よ びC: ＼ＴＥＸ＼ＭＹＭＡＣＲ{} に あ る

ＳＥＴ ＴＥＸＩＮＰＵＴＳ=C: ＼ＴＥＸχＴＥＸＭＡＣ;C: ＼ＴＥＸχＭＹＭＡＣＲＯ

ＲＥＭ ｆｍt フ ァ イ ル は Ｃ:ＸＴＥＴ に あ る

ＳＥＴ ＴＥＸＦＯＲＭＡＴＳ=C: ＸＴＥＸＸＴＥＸＦＭＴ;C: ＼TEX ＼ＭＹＦＤＲＭＡＴ

ＲＥＭ tfm フ ァ イ ル は Ｃ: ＼ＴＥＸ＼ＴＥＸＦＯＮＴＳ に あ る

ＳＥＴ ＴＥＸＦＯＮＴＳ=Ｃ:χＴＥＸχＴＥＸＦＯＮＴＳ

ＲＥＭ エ デ ィ タ は ｅｍ，引 き 数 は フ ァ イ ル ネ ー ム と 行 番 号

SET TEXEDIT °ｅｍ χｓ -gXd

ｌｋＸは、以下のような環境変数を参照します。これらの環境変数が設定されて

いなかった場合には、ファイルの検索はすべてカレントディレクトリが対象にな

ります。

(1) ＴＥＸＦＯＲＭＡＴＳ

第1.2.3 項｢ 淵£Ｘ の種類と実行ファイル｣ で説明したfmt フ ァイルがカレ ン

トデ ィレ クトリで発見できなかった場合に検 索するディレ クトリ を指定 し

ます。

(２) ＴＥＸｴＮＰＵＴＳ

コマンドラインや ＼ｉｎＰｕｔ コマ ンドで指定されたファイルを検索 するディレ

クトリを指定します。

(３) ＴＥＸＦＯＮＴＳ

フ ォントの情報を収めているｔfm ファ イル群を検索するディレクトリを指定

します。

(４) ＴＥＸＦＭＴ

コマンドラインから“& ”で指定されたfmt フ ァ イルを検索するディレクトリ

を指定します。

(5)TEXP00L

Pｔｅｘ･Poo121) を検索するデ ィレ クトリを指定します。この指定を必要とする

のはinit ｅｘ.ｘ のみで、頻繁 にfm ｔ フ ァイルをつくる方以外は必要なときだ

け指定しても実用上は問題ありません。

(6)TEXEDｴ Ｔ

ＴｋＸは、処理するソースにエラー箇所を発見すると、作成者の指示をあおぎ

ます。そのとき、エデ ィタ起動を指示してTI £Ｘ を終了させるこ とがで きま

す。この環境変数で使用するエディタを指定します。その書式 は、

エディタ名　X ｓ 行指定オプションZd

で す。Z ｓ の部分にはエラーを起こしたソースファイル名、Zd の 部分には

エラーが起こった行番号が入ります。この ２つの引数を｢ エ ディタ名｣ で指

定したエディタに波します。この環境変数は、ＴｋＸ内部で Ｃ言語のｓＰｒinｔf

関 数にそのまま渡されます。誤った指定を行った場合には、バスエ ラーやア

ドレ スエラーを引 き起こ すので注意してください。｢[ｋＸ ではｓＰｒinｔf 関 数
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１-

22 ）で きれ ば最 大 数の93 を

指 定 して くだ さい 。同 し

囃 由か ら、Ｔｗｅｎｔyｏｎｅ.ｘ

の “- Ｂ” オプ シ ョ ンの 引

数 も多 め に し てお い た は

うが よ いで し ょ う。

2３)ＴｗｅｎｔyＯｎｅ,ｘ は、フ ァイ

ル 名に 複数 の ピ リオ ド を

使 うこ とが で き ます 。

が環境変数で指定されたフォーマット文字で安全に実行できるかどうかを

チェックしていません。

i,2,7　1117Cのための･X680×0のセッ=,tアップ　 ノ

7[包Ｘ を勁かすためのX680 ×Oの動作環境について少し説明しておきます／ＴｋＸ

を動かす場合には、Ｔ甘Ｘ自体には直接的な原因のないエラーが発生することがあ

ります。そのようなエラーは、たいていX680 ×Oの動作環境であるＨｕman68k の

セットアップの不備が原囚です。 Ｈｕman68k の不備で発生するエラーにはどのよ

うなものがあるかを見てみましょう。

○　 存在しているファイルが見つからないエラー

こ のエ ラーは、CONHG.SYS で 指 定 するＦＩＬＥＳの数が 不足しているときに

発生します。 ＴｋＸ はたくさんのファイルを扱い ますので、CONF 工G.SYS で の

F工ＬＥＳは多めに設定22）しておいてください。

また、Ｈｕman68k の Ｖｅｒ.2.00 で ぱ/ ”をパスの区切 りとして認識しませ ん

ので、「ＬｋＸ を使うことはできません。 Ｖｅｒ.2.01 以 上 のＨｕman68k をお 使い

くださいo

O　 ファイルが実行できません

フ リーメモリが少ない場合にＴｋＸ を実行しよう とすると、このエラーが発

生し ます。特に Ｂｉｇ ｌＥＸ （29 ペ ー ジのコラム参照）を動かす場合にはフ リー

メモ リが4M バ イト程度必要になり ます。

Ｏ　ＵＮＩＸ ではエラーにならないファイルがエラーにな る

Ｈｕman68k は、ＭＳ-ＤＯＳのようにファイルネームに制限がありますo X680 ×0

の7［甘Ｘ は、Ｈｕman68k で許 されている21 文 字までのファイルネームすべて

を区 別で き、かつ通常はひとつしか使えない‘ソ （ピ リオド）が複数使える

環境で動作するよう につくられてい ます。つ まり、ＴｗｅｎｔyＯｎｅ.ｘ の常駐を前

提にした環境というこ とで す２３）。

しかし、ＵＮＩχ で は、この ＴｗｅｎｔｙＯｎｅ.ｘ に よって拡張さ れた Ｈｕman68k　　

の制限を越えてしまうようなファイル名がしばしば使われ ます。このため、

ＵＮＩＸ では処理できるフ ァイルが Ｈｕman68k で は 処理で きないことがあり

ます。

このほか、X680×Oで7［ｋＸを使う場合に注意しておいたほうがいい点を挙げて

おきましょう。 X680×Oでは、メモリは金銭的に許されるかぎり増設しておいた

ほうがよりよい 町堺 環境を構築できます。また、町jX のソースファイルを編集

する場合にはX680 ×Oでぱ ￥”ではなく、“＼”を使うようにX680 ×O本体を設

定しておきましょう。設定は、Ｈｕman68k のコマンドであるSW 工ＴＣＨ.Ｘで行いま

す。“＼”を使ったほうが、ソースファイルの見かけがきれいに見えますo



1　1.2.8　711g
ﾀﾞ使う７７イJ“ ）拡張

ふ:

１。２- Ｘ ６８０×０ の

ｌｋＸは、最終的な印刷結果を得 るまでにたくさんのファイルを参照します。こ

れらのファイル には、普通、 そのファイルの役割を表す拡張子が使われます。今

まで拡張子については適宜説明を加えてきまし たが、ここで整 理をしてお きま

しょうoTkX 全般 で用いられるファイルを一括して説明してい ますので、この節

以外で該当ファイルの説明がある場合は、参照すべ きページを付記してお きます。

なお、拡張子が４文字以上のファイルは、ＴｗｅｎｔyＯｎｅ.ｘ を常駐させていない、

オリジナルのままのＨｕman68k で は 使用するこ とができませんので、十 分に注

意してください。

（1 ）･Poo1 拡張 子のファイル

匙;Ｘ の実行プ ログラムは、エラーメ ッセージやその他の詳細晴報を出力する

ためにＰｏｏ１ファイルを必要 とします。 ｐｏｏ１フ ァイルの内容を手で勝手に変

更してはいけ ません。

（２）. ｔｅｘ拡張子のフ ァイル

剔 Ｘのソースファイルや、殆 Ｘのマクロの集合ファイルは、通常、.ｔｅｘ と

いう拡張子を持っています。第1.2.2 項 「剔 Ｘの処理の流れ」（ｐ.6）を参照し

てください。

（３）. ｓty 拡 張 子のフ ァイル

ｓｔy は、皿ＩＥＸでよく用いられる拡張子で、作成される文書のスタイル24）を

定義する113X の マ クロが記述されています。「以必_ 叩 励ｎ」（ｐ.105 ）お よび

「ｓt皿 収ｅ」（ｐ.108）を参照してください。

（４）.fm ｔ 拡 張子のフ ァイル

町jX の種類を決定する内部情報ファイルです。 第1.2.3 項 「■ＥＸＸ の種類と実

行ファイル」（ｐ.10）を 参照 してください。

（5 ）. ｔfm 拡 張 子のフ ァイル

71TMXがフ ォントの情 報を得 るためのファイルです。 ＭＥＴｎＦＯＮＴ が作成 し

ますが、ＭＥＴｎＦＯＮＴ では［1本 語のフォント は作成で きませ ん。詳し くは

「ＭＥＴｎr=Ｏｒr の処理の流れ」（ｐ.215）を参照 してください。

（６）.mf 拡張 子のファイル

ＭＥＴｎＦＯＮＴがフ ォントを作成するために使う、フォントの作成方法を記述し

たソースファイルです。詳しくは「rｖｌＥＴｎＦＯＨＴの重要な注意事項」（ｐ.214）を

参照してください。

（７）. ｂａｓｅ拡張子のファイル

ＭＥＴＲＦＯＮＴが使用するファイルで、ＴｋＸのfm ｔ ファイルに相当するファイル

です。「ＭＥＴＲr=ＯＮ-「 のセットアップ」（ｐ.218）を参照してください。ｂａｓｅファ

イルは. ＴｗｅｎｔｙＯｎｅ.ｘ を常駐させ ていないオリジナルのままの Ｈｕman68k　　

では使 えない ４文字以上の拡張子を持っています。十分注意してください。

（8 ）. ｎｕｍｇｆ拡張子のファイル

ＭＥＴＲＦＯＮＴが 出力するフォントのイメージフ ァイル です。X680 ×O のプ レ

シ ス テ ム

24) 文古の大きさ( たとえば

Ａ４ サイ ズ)や書 体、文

章のレイアウトのしかた

等のこと。
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１-

25 ）ｔｅｘiaio 形式は，ひとつ

のドキュメントソースを，

Ｅｍａｃｓ のド キュメント

処理システム“info”で

もｌｔＸ で も閲覧するこ

とができるようにしてあ

るドキュメント形態です。

ビューアPｒｅｖieｗ.ｘ やプ リンタドライバPｒinｔ.ｘ では、通常は ｍxmgf フ ァ

イルを圧縮 した.Pk とい う拡張 子を持ったファイル を使います。詳しくは

｢ＭＥＴＲＦＯＮ‾｢の処理の流れ｣( ｐ.215) を参 照してください。

(9)･pk 拡 張 子のフ ァイル

フ ォントイメー ジを圧縮 した形式 のファイルで す。プ レビューアやプ リン

タド ライバ は、pk フ ァイル からフォントのイメ ージを得 ます。詳し くは

｢回ＥＴＲＦＯｒr の 処理の流れ｣( ｐ.215) を参 照して ください･

こ のほかにも、ＧＮＵ でヽ使 われているｔｅｘinfo 形式 のファイル25)に用いられる

.ｔｅｘinfo とい った拡張子などがあります。 また、町IX は ソースファイルの拡張

子が.ｔｅｘであることを要求していません。ですから、普通のテキストファイルの

拡張子.ｄｏｃの中身が、実はＴｋＸ形式のドキュメ ントであ るこ ともあります。
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本書で説明 する1 でＥＸ のインストール方法は、（1 ）同一・ －゙デ ィジョンに

インストール する、（２）３ つのディレ クトリに分割してインスト ールす

る、（３）より高度なカスタムインスト ールをする、 という ３ つに分類す

るこ とがで きます。本章では、7［ｋＸ 初心者向けのインスト ール方法 と

して、本書の添付ディスクに付属してい るインストーラによって可能な、

（1 ） と（２）を中心にして説明を行います。読者の環境 にあわせた、より

高度 なカスタムインストールについては第５章「Ｃｕｓtｏｍｉｚｅ」で説明 し

ていますので、そちらを参照してください。
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１)ＭＯ にインストールする

ことも可能です。

2
。1 ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●・

最 低 限 必 要 な 環 境

町芦 システムを動かすためには、X680 ×O本体のはかにハードディスク、プリ

ンタ、メモリ等の環境を整備する必要があります。ここでは、添付ディスク付属

のインストーラinｓｔa11.ｘでインストールするために必要な環境について説明

します。

(1) 必要なハードディスク容量

本章でのインストールの説明は、基本的に ハードディスク(以下、ＨＤ と略

す) にインストールすることを前提にして進めます1)。添付ディスクに収め

られているインストーラinｓｔa11.ｘ を使ってインストールした場合、最低

限必要なディスク容量は合計で10M バイトです。これは、フロッピーディ

スク(以下、ＦＤ と略す) にインストールして使うことはとうてい不可能な

容量です。ですから、以下の説明はＨＤ にインストールすることを前提に進

めます。ＨＤ のついたマシンをお持ちでない方は、添付ディスク付属のイン

ストーラでのインストールは不可能です。

Ｔ包Ｘシステムの動作環境を把握して必要ファイルのみをＦＤ にインストール

して実行すればＦＤ上での運用も不可能ではありません。　しかし、その場合

はＦＤ を何度も交換しながら使わなければなりませんし、ファイルの読み込

みにも時間がかかり、とても実用的に使える環境とはいえないでしょう。最

近ではＨＤ も安くなっていますので7[包Ｘシステムを運用する場合はＨＤ を

購入してください。　ＨＤ の空き容量が8.5M バイト以上あれば、なんの問題

もなくインスト一ルできますo

また、ＨＤ を分割して使っている場合は、空き容量が4.6M バイト以上の

領域、2.1M バイト以上の領域、1.6M バイト以上の領域がそれぞれあれば、

インストーラにより分割インストールすることが可能です。どちらの条件も

満たせない方は、本書添付のインストーラでのインストールはできません。

ＴｋＸ システムのディレクトリ構成を詳しく把握されている方なら自力でイン

ストールすることも可能でしょうが、そうでない方はＨＤ 上｡にインストール

が可能な空き容量をとってくださいo

なお、内蔵 ＲＯＭ 以外の日本語フォントを使用する場合には、別に日本語

フォントのインストール用のディスク容量が必要になります。たとえば、日

本語フォントとして本書添付のフリーのビットマップフォントを使用される

方は、全体の空き容量が10.5M バイト以上、あるいは、分割先領域として

さらに2M バイト必要になります。



-

（2） 必要メモリ

乃£Ｘシステムは、大量のメモリを必要とします。特に印刷時にはさまざまな

フォントをメモリ上に読み込むので大量のメモリが必要になります。 300dpi　　

以上のプリンタを使用される方なら、4M バイト以上のメモリを用意してく

ださい。環境によっては4M バイトのメモリがあってもメモリ不足になる可

能性があります。メモリ不足でエラーになったらfloaｔ?.ｘ以外のデバイス

ドライバをすべて外し2）、常駐ソフトはいっさい使用しない等の工夫をして

フリーエリアを増やしてください。フリーエリアが3M バイト以上あれば、

問題なく印刷できます。

（3） 必要プリンタ

ＴｈＸはプリンタで紙に打ち出してこそ、その美しさを発揮することができ

ますし、内容を確認することもできますo ですから、プレビューアを使って

ディスプレイ上で表示するだけでよいという方以外は、プリンタを用意する

必要があります。対応プリンタは以下のリストのとおりです。

X680×O版のＴｋＸは、現在市販されている多くのプリンタに対応していま

す。リストのなかになくても同一系列のプ リンタは使川できます。たとえ

ば、シャープのCZ-8PC5 はCZ-8PC4 の上位コンパチなのでＴｋＸでの使

用が可能です。現在市販されている一般的なパソコン用プリンタは、たいて

いリストのプリンタのいずれかにあたるはずです。プリンタ付属のマニュア

ル等を参考にして、あなたのプリンタがどれに相当するのかを調べてくださ

い。もし、残念ながら対応プリンタがリストにない場合には、そのプリンタ

用のコンフィギュレーションファイルを作成しなければなりません。第5.3　

節「Pｒinｔ.ｃｆｇの作り方」にキヤノンのBJ-10 プリンタを例にしてコンフィ

ギュレーションファイルの作成方法を説明してありますので、そちらを参考

にしてください。

メ ー力 � 名 称 �dpi値 � メ ー力 � 名 称 �dpi 値

エプ ソ ン �AP-550AP-850AP-900HG800HG2500LP-3000MJ-500VP800VP950VP2000�180360360180180300360180180180�シャ ープ �CZ-8PC3CZ-8PC4CZ-8PGICZ-8PK7CZ-8PK810-735X�180360180180180180

���富士通 �ＦＭ-ＰＲ４５１ �180

���ＹＨＰ �HP-DJ505,JHP-LaserJet3HP-LaserJet4�300300600

キヤ ノン �BJ-10VBJ-130JBJ-330JLaserShotLaserShot�360360360180240�ＮＥＣ �PC-PR101PC-PR406HPC-PR2000/14NM9400S�360180400180

���スター精密�ＴＲ２４ＣＬ �180

ブ ラ ザ ー �M-1024 �180

2｡1 － 最低限必要な環境

2)float?.ｘ は浮動小数点

演兌のために必要です。
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３ ） コ ン ト ロ ー ル ・ シ ー　

ケ ン ス χｔiny ， χｓｃｒiP ｔ-　

ｓi ｚｅ ， χｆ ｏｏt ｎｏt ｅｓi ｚｅ ，

χｓma11 ， χｎ ｃｒ ｍａｌｓi ｚｅ ，

χla ｒgel χＬａｒge ， χLARGEI　

χlmge ， χＢｕge を 使 用 し　

て 出 力 さ れ る 文 字 の 大　

き さ だ け で し か 利 用 で　

き な い と い う こ と で す 。

各 コ ン ト ロ ー ル･ シ ー ケ　

ン ス に よ っ て 変 化 す る 文　

宇 の 大 き さ に つ い て は ，

（I 埋E ）Ｘ に お け る 文 字 の　

大 き さ バ ｐ. １ ３８ ） お よ ぴ　

「 Ｖ ｏｌ.2 － Ｒ ｅｆｅｒｅ ｎ ｃｅ

編j の 第 ４ ．２ 節 「 ポ イ ン　

ト 別 文 字 サ イ ズ 比 較 」

（ｐ. １ ４０ ） を 参 照 し て く だ　

さ い 。

(４) 日本語フ ォント

町jX で美しい日本語表示 を行うためには日本語のフォントを用意する必要が

あります。X680 ×O シ リーズ用の Ｔ甘Ｘ は以下のフォントに対応していますｏ

Ｏ　Ｚ ｓ゙ ＳＴＡＦＦ および Ｚ ｓ` ＶＶＯＲＤ ＪＧ の アウトラインフォント

ツァイトのZ's ＳＴＡＦＦ に、そして Ｚ'ｓ Ｗ ＯＲＤ ＪＧ の Ｖｅｒ.1 と Ｖｅｒ.2

に、それぞ れ付属するアウトラインフォントです。アウトラインフォン

トですので、任意のサイズに拡大してもきれいな出力が可能です。

○　 書体倶楽部のアウトラインフォント

Z's ＳＴＡＦＦ お よび Ｚ'ｓ ＷＯＲＤ ＪＧ 用 として発売されているフ ォント集

です。基本的 に Ｚ'ｓ ＷＯＲＤ 付属のフ ォントと同じものですｏ

Ｏ　Ｚ ｓ` ＶＶＯＲＤ ＪＧ Ｖｅｒ.3 の ベジェフ オント

Z'ｓ Ｗ ＯＲＤ ＪＧ Ｖｅｒ.3 用の フォントです。これもアウトラインフ ォント

ですので、任意のサイズに拡大してもきれいに出力することができます。

○　 アスキーの パーソナル日本語 匙1X フ ォントライブラリ

アスキーが ＰＣ-9801 シ リーズ用の 『パーソナル日本語 町沁』のために

発売 しているJXL4 形式 の日本語フ ォントです。フ ォントを拡大、縮小

して も大変美しい書体で出力できますが、360dpi プ リンタ用のフ ォン

トしか用意されていません。 また、アウトラインフ ォントではありませ

んので 擢TI七Ｘで定められているコントロール・シーケンスに対応した文

字サイズ３)以 外は出力で きません。

○　本書添付のフリーのビットマップフォント

フリーデータとして公開されているビットマップ の日本語フ ォントです。

基本サイズ(24,32,48 ド ッ トのいずれか) は きれいに出力されますが、

基本サイズ以外は用意されていないため、拡大、縮小にはあまり向いて

い ません。

○ 本体内蔵 ＲＯＭ フォント

本体に内蔵されてい る漢字 ＲＯＭ のフ ォントを使 用します。ディスク容

量 に余裕がない方はこれを選ぶしかありませんが、 出力結果は決してき

れいなものとはいえません∠ 珀Ｘ を本格的に活用するつ もりなら、他の

日本語フ ォントを使用すべきでしょう。



2｡2 ……………イン ストーラに

2｡2 － イ ン ス トー ラに よ るイ ン スト ール

よるイン ストール

本節では、添付ディスクに用意されているインストーラを用いてインストール

する方法について説明します。インストールする前にあなたの環境が前節で説明

した環境・条件を満たしているかどうかを確認してください。前述のとおり、イ

ンストール先の空き容量によって一括インストールと分割インストールを選ぶこ

とができます。あなたの環境にあわせてどちらかの方法でインストールしてくだ

さいO なお、本書では一括インストールによって作成される環境を標準環境とし

ていますので、ディスク容量に余裕のある方はできるかぎり一括インストールす

ることをお勧めします。

卜2.2･1
ニイシj 卜

÷
゛デ４;゙ グ')説明

＼|=

本書に添付されているディスクは以下のような構成になっています。

Ｏ　ＤＩＳＫ １

ｉｎｓｔａ１１ ．ｘ

ＴｅＸｍａｉｎ ．１ｚｈ

ＴｗＯｎｅｓ ．Ｌｚｈ

O　 Ｄ ｌＳＫ ２

ｄｒi ｖｅｒ.1 ｚｈ

sｍt ｅχｂｉｎ.1 ｚｈ

ｍｆ ．１ｚｈ

Ｏ Ｄ ＩＳＫ ３

ｂｉｇｔｅｘｂｉｎ ．１ｚｈ

Ｐｋ３６０.１ｚｈ

イ ン ス ト ー ラ 本 体 で す 。

ｌ ｊＸ を 動 作 さ せ る た め に 必 要 な フ ァ イ ル 群 で す 。

ＴｗｅｎｔｙＯｎｅ.ｘ の Ｈｕｍａ.n68kVe ｒ.2.02 用( ＴｗOne202. ｘ)

Ｖｅｒ.2.03 用(T ｗOne203. ｘ),Ｖｅｒ.3.0ｘ 用( ＴｗOne30 ｘ.ｘ)

で す 。

フ ォントマネージヤ、プレビューア等の実行ファ

イルです。

X680 ×O において標準のＴｋＸ 本体およびfm ｔ ファ

イルです。

ＭＥＴＲＦＯＮＴを作成する場合に必要 なファイルの

すべてが まとめられてい ます。

Bｉｇ Ｔ包Ｘ 本体およびfm ｔ ファイルです。

プ リンタ川の360dpiPk フ ォントです。

２５
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１) 便宜 の ため。フォント ファ

イル 名 を ｍｉｎｃｈｏ２４.ｂｍｌ

お よび 加ｉｎｃｈｏ３２.ｂｍｌ に

変 更 し てい ます。

O　DISK 4　　　

Pk180. １Ｚｈ

Ｐｋ４００.1ZhODISK 5　　

Pk118.1Zh　　　

Pk300.1 Ｚｈ

Ｏ　 ＤI ＳＫ 6

pk240.1 ｚh

fｒ ＿ｆｏｎｔ1.1 ｚｈ

O　 Ｄ ｌＳＫ ７

ＹＡＦＦ４８.1 Ｚｈ

プリンタ用の180dpiPk フォントです。

プリンタ用の400dpi pk フォントですO

画面表示用の118dpi Pk フォントです。

プリンタ用の300dpi Pk フォントです。

プ リ ン タ 用 の240dpiPk フ ォ ン ト で す。

フ リ ー の24 ド ッ ト、 お よ び32 ド ッ ト の ピ ッ ト

マ ップ 日 本 語 明 朝 体 フ ォ ン ト で す 。 日 本 ＰＣ ユ ー

ザ ー ズ 連 盟 が 配 布 し て い る 、 フ リ ー の 科 学 技 術

ＤＴＰ 数 式 ＣＡＤ ワ ー プ ロ 『ＬＡＢ Ｏ Ｓｙｓtem 123
』

で 使 用 す る フ ォ ン ト を コ ン バ ー ト し た も の で 、

ＮＩＦＴＹ-Se ｒｖｅ の ＦＬＡＢＯ に ＫＮＪ２４.LZH お よ びKNJ32.LZH

の フ ァ イ ル 名 で 登 録 さ れ て い ま す1 〕。

本 書 の 添 付 デ ィ ス ク に 付 属 の イ ン ス ト ー ラ で は 、

プ リ ン タ の 解 像 度 に あ わ せ て イ ン ス ト ー ル す る

ビ ッ ト マ ップ フ ォ ン ト を 自 動 で 選 択 し ま す。 こ の

ア ー カ イブ に 含 ま れ る24 ド ット フ ォ ン ト は 使 用 す

るプ リ ン タ の 解 像 度 が180dpi の と き に 、32 ド ッ

ト フ ォン ト は 使 用 す るプ リ ン タ の解 像 度 が240dpi

お よ び300dpi の と き に 、 そ れ ぞ れ 選 択 さ れ ま

す 。 な お 、32 ド ッ ト フ ォ ン ト は180dpi,240dpi ，300dpi,360dpi,400dpi

以 外 の 解 像 度 を 持 つ プ リ

ン タ を 使 用 す る 場 合 に も 選 択 さ れ ま す 。

フリーの48 （実質は46 ）ドットのビットマップ 日

本語明朝体フォントです。『ＬＡＢＯ Ｓｙｓtem 123 』

の32 ド ッ トフ ォントを もとに、融氏 によって作

成されました。

このフ ォントには第二水準の漢字データが用意さ

れてい ませんので、本書の添付デ ィスクに付属す

るインストーラでこのフ ォントを選択した場合、

第二水準の漢字にはＲＯＭ フォントが使用される

こ とになります。

なお、アーカイブ内には、現在フ ォントファイル

に含まれているひらがなとは異なる書体のひらが

なデータ、このひらがなデ ータに変更するツール

（48 ドット専用､X680 ×O お よび ＰＣ-9800 用）、実
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LHA21246. Ｘ

ｓａｍＰｌｅ

O　 Ｄ ＩＳＫ ８

ＬＡＴＥＸＧＵＤ.LZ Ｈ

fａｘ2ｔt1.1 ｚｈ

tｔ12fa ｘ.1 ｚｈ

ｔｅｘ２ｔｔ１ ．１ｚｈ

gZp124 ×3.ＬＺｈ

ｔａｒ １１２ｂ ．１ｚｈ

2｡２－ イ ン スト ー ラによ る イ ンス トー ル

質 デ ザ イ ン サ イ ズ で あ る46 ド ッ ト に コ ン バ ー ト

す る ツ づ レ(X680 ×O 用) な ど が 含 ま れ て い ま す。

ＮＩＦＴＹ-Se ｒｖｅ の ＦＳＨＡＲＰ お よ び ＦＬＡＢ Ｏ に 、

ＹＡＦＦ４８.LZH の フ ァ イ ル 名 で 登 録 さ れ て い ま す 。

本 書 の 添 付 デ ィ ス ク に 付 属 の イ ン ス ト ー ラ で は 、

プ リ ン タ の 解 像 度 に あ わ せ て イ ン ス ト ー ル す る

ビ ッ ト マ ッ プ フ ォ ン ト を 自 動 的 に 選 択 し ま す。 こ

の ア ー カ イブ に 含 ま れ る48 ド ッ ト フ ォ ン ト は 使

用 す る プ リ ン タ の 解 像 度 が400dpi の と き に 、48

ド ッ ト フ ォ ン ト か ら 生 成 さ れ る2)46 ド ッ ト フ ォ

ン ト は 使 用 す るプ リ ン タ の 解 像 度 が360dPi の と

き に 選 択 さ れ ま す3) 。

奈 須 野 陽 氏 に よ っ て 作 成 さ れ た シ ェ ア ウ ェ ア の ゴ

シ ッ ク 体 フ ォ ン ト｢ 川 崎32｣ を 、 福 田 雅 史( べ ん

ぜ ん) 氏 が コ ン バ ー ト し た も の で す４)。1 週 間 以

上 継 続 し て 使 用 す る 場 合 は 使 用 料 の1500 円 を 作

者 に 支 払 う 義 務 が あ り ま す 。 詳 細 は ア ー カ イブ 内

の ド キ ュ メ ン ト に 記 さ れ て い ま す の で 、 使 用 さ れ

る 方 は 必 ず 参 照 し て く だ さい 。

拡 張 子 が｡1 ｚｈ の 圧 縮 フ ァ イ ル を 解 凍 す る た め の

プ ロ グ ラ ム ＬＨＡ.ｘ の 自 己 解 凍 型 ア ー カ イ ブ で す 。

配 下 に 第 ６章( 尨Xfamil ｙバ ｐ.229) で 使 用 し た サ

ンプ ル ソ ー ス を 収 め た デ ィレ ク ト リ で す 。

朕[ljX の 使 い方 に関する 厦[ljX の ソ ースです。

『やさしい 周jjX の はじめかた』( す ずきひろ の

ぷ、オーム社刊、1991) の もとになりました。

詳細は、第６章｢7[IE;Xfamilｙバ ｐ.233] に示 します。

ファック スファイルをタイトル形 式 に変 更す る

ツールです。

タ イトルファイルをファックス形 式 に変 更す る

ツールです。

本書添付のプリンタドライバのダンプ 出力をタイ

トル形式に変更するツールです。

以上 の ３つのファイルについての詳細は、 第3.5

節｢ フ ァックスファイル変換｣( ｐ.68) に示 し ます。

ＧＮＵ プロダクツの圧縮ツールです。

11P ｓ3dｖ12.09a. ｔａｒ.Z の解 凍に使用します。

ＧＮＵ プロダクツのアーカイバです。

11P ｓ3dｖ12.０９ａ.ｔａｒ.Z の展 開に使用します。

2) プ リ ン タ の 解 像 度 の 入

力 を 求 め ら れ た と き に

360dpi を 選 択 す る と 、

自 動 的 に48to46. ｘ を 使

用 し て 、46 ド ッ ト フ ォ ン

ト を 作 成 し ま す 。

3) 便 宜 の た め 、 イ ン ス ト

一 ル の 際 に フ ォ ン ト フ ァ

イ ル 名 を ｍｉ ｎｃｈ ｏ４８. ｂｍｌ ，

ｍｉ ｎｃｈ ｏ４６. ｂ ●1 に 変 更 し

ま す 。

４) 便 宜 の た め 、 イ ン ス ト ー

ル の 際 に フ ォ ン ト フ ァ イ

ル 名 をgothic32. ｂ ●1 に

変 更 し ま す 。

２ ７



2-ln ｓtａII

２ ８

５) い うまで もあ りませ んが、

Ｔｗｅｎty Ｏｎｅ.ｘ を ÷P オプ

シ ョン で 常 駐 させ て お か

な け れば 、 フ ァ イル に ア

ク セス す らで き ませ ん。

6)ＶＦ-IぷＴＥＸ 用のtfm フ

ァイルは非常に数が多く、

今回添付した以外に も作

成するこ とができます。

そのため、専用のデ ィレ

クトリにまとめて管理し

たほうが、結果的にファ

イル検索の際の無駄が少

なくなります。

11p ｓ3dｖ12. ０９ａ.ｔａｒ,Ｚ :　LIPS3 や ＥＳＣ/Ｐａｇｅ プ リ ン タ 用 の 出 力 ツ ー ル の

ソ ー ス で す 。

上 の ２ つ の ア ー カ イ ブ を ＬＨＡ.ｘ を 使 っ て 解 凍 し 、

そ れ ぞ れ に 含 ま れ る 実 行 フ ァ イ ル を 使 用 可 能 に し

た 状 態 で 、 コ マ ン ド ラ イ ン か ら 以 下 の よ う に 入 力

し て 解 凍 し て く だ さ い5 ）。

Ａ＞ ｇｚip - ｄｖc lip ｓ3dｖ12.09a･ ｔａｒ.Z l ｔａｒ二 回 二 二

］

Ｌ工P3_68.LZB　　　　　:　11P ｓ3dｖ12.09a. ｔａｺr.Ｚ の パ ッ ケ ー ジ をX680 ｘ｛｝

に 対 応 さ せ る た め の 差 分 で す。

以 上 の ２ つ の フ ァ イ ル に つ い て の 詳 細 は、 第 ６ 章

「’1111Xfamilｙ」（ｐ.261 ）に 示 し ま す 。

ＬＩＤＲＶ１２６.ＬＺＨ　　　　:　 シ ン ボ リ ッ ク リ ン ク を 使 う た め の ツ ー ル で す 。

１ｎ.1 ｚｈ　　　　　　　:　 実 際 に シ ン ボ リ ッ ク リ ン ク を は る た め の ツ ー ル で

す 。

以 上 の ２ つ の フ ァ イ ル に つ い て の 詳 細 は 、 第1.2.4　　　

項 「 よ り 高 度 な 環 境 構 築 」（ｐ.14 ）、 お よ び ｐ,13　

の コ ラ ム で 説 明 し ま し た 。

Ｍａｋｅｌｎｄｅｘ.Ｌｚｈ　　　: 擢111X: で 索 引 を つ く る た め の ツ ー ル で す 。

詳 細 は 、 第 ６ 章［ ’ｌｋＸｆａｍｉ］ｙ」（ｐ.263 ）で示 し ます 。

ＰＬＡＩＮ２.ＬＺＨ　　　　　:　 ブ レ イ ン テ キ ス ト か ら1 ぷで【ijX ソ ー ス を 作 成 す る

た め の ツ ー ル で す 。

詳細 は 、第 ６章 「ｔXfamil ｙ」（ｐ.264 ）で 示 し ます 。

ＰｃｈＸ６-2f ｕ11.L ｚｈ　　:　 差 分 を 適 用 す る た め の ツ ー ル で す。VFI ぶlbX の

マ ク ロ 作 成 に 使 用 し ま す。

ｖfki ｔ_1a ｓｔ.1ｚｈ　　　: “1 ぶlljX の 多 書 体 化 へ の 試 み ” で 使 用 す るtfll　　

フ ァ イ ル を 作 成 す る た め の ツ ー ル 集 で す。

ｖfla ｔｅｘ.lｚｈ　　　　: “1 ぶ11jX の 多 書 体 化 へ の 試 み” の た め の キ ッ ト

で す。

VFjfll, Ｌｚｈ　　　　　:　 ＶＦｋｉｔ-1a ｓｔ.1ｚｈ 付 属 の シ ェ ル ス ク リプ ト に よ っ

て 作 成 し た ｔfm フ ァ イ ル で す６）。

以 上 の ３ つ の フ ァ イ ル に つ い て の 詳 細 は 、 第 ６章

「1111Xhmil ｙ」（ｐ.234 ）で 示 し ま す 。

ｎｅｗfll_fiｘ.l ｚｈ　　　: “ Ｄ両jX の 多 書 体 化 へ の 試 み ” の た め の フ ォ ン ト

マ ネ ー ジ ヤ 用 の コ ン フ イ ギ ュ レ ー シ ョ ンフ ァ イ ル

集 で す 。

詳 細 は 、ｐ.180 ，185 の コ ラ ム で 示 し ま す 。

ＺｓＴｒａｓｈ.Ｌｚｈ　　　　:　 融 氏 が 作 成 し た 、 ツ ァ イ ト の 『書 体 倶 楽 部 』 の毛

筆 体 と教 科 書 体 に つ い て い る ゴ ミ デ ー タ を 削 除 す

る プ ロ グ ラ ム 「 点 取 虫 」 で す 。 こ の 処 理 を し て い
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本 書 の 添 付 デ ィス ク に 付 属 す る イ ン ス

ト ーラに よって ＴｋＸ をイン スト ール す る場

合、Ｔ甘Ｘ の 実 行フ ァ イル と し て、X680 ×0

にお い で 標準” と され る 竃 芦、 あ るい は

“Ｂｉｇ ＴｋＸ ” と呼ば れる特 殊 なｌ包Ｘ、こ の

どち ら かを選 択 す るこ とが でき ま す。

Bi が 亀Ｘ とは 、 通 常の ＴｋＸ に 比べ て、

設定 さ れた 作業 用 のメ モ リ上 限 を非 常 に 大

き く設 定し てあ るITIE;Ｘ の こ とで す。

普 通 ＵＮＩＸ で は、Ｂｉｇ ｌｋＸ が 「標 準 の

Ｔ包Ｘ 」 とされ てい ます が、 メモ リ環境 が 貧

弱 なX680 ×O の場合 、ＵＮＩＸ で い う「標 準

の １ £Ｘ 」が メモ リ不足 のため に 動か ない場

合 が ほ と んど です。 そ の ため 、X680 ×O 版

で は Ｂｉｇ ＴｋＸ が 「 オプ シ ョン 」 の扱 い に

なっ てい ます。

さ て、 こ のBig TI £Ｘ で すが 、 どの よ う

な 場面 で 使用 すれ ば よい ので し ょう か。

X680 ×O で 標 準 と さ れ るTljX で は 、 設

定 さ れ た 作業 用 の メ モ リ上 限 が 小 さ く 設

定 さ れ て い る ため に 複 雑 なマ ク ロ を 使 っ

た （ あ る意味 で は、 本 当に 行 い たい ） 処 理

が で き ないこ とが あ りま す。こ の 場 合 に は

Ｂｉｇ 乃£Ｘ を 使っ て 作 業 を 行 う こ とに な り

２。２－ インストーラによるインストール

ま す が 、 こ の ＢｉｇrrｋＸ は 文 字 ど お り 本 当

に “Big ” で あ る た め に 、X68030 の 標 準

メ モ リ 環 境 で あ る4M バ イ ト で も。 多 く の

デ バ イ ス ド ラ イ バ を 外 さ な け れ ば 動 作 し ま

せ ん 。 も っ と は っ き り い え ば 、 コマ ン ド ラ

イ ン か ら Ｈｕman68k の コ マ ン ド ＭＲＭＦＲＥＥ

を 入 力 し た と き 、4M バ イ ト 以 上 の 空 き か

な け れ ばBig ljX を 使 用 す る こ と は で き

ま せ ん 。 で す か ら 、 理 想 的 な Ｂｉｇ ｌ ｊ;Ｘ の

環 境 と し て 、 こ こ で は 「X68030 に メ モ リ

を12M バ イ ト フ ル に 実 装 し た も の 」 を 推

奨 し て お き ま す 。

な お 、 Ｂｉｇ ｌｋＸ と 通 常 の ’ＩＭＸ で は 動 作

が ま っ た く 同 じ で す の で 区 別 が つ か な い 場

合 が あ り ま す 。

ｌｋＸ の 実 行 フ ァ イ ル を 起 動 し た と き に 、

「Ｔｈｉｓ i ｓ ＰＴｅχ、 Ｃ Ｖｅｒｓion 2.99
… 」と

大 文 字 の “Ｐ ” で 「PTeX 」 と い う メ ッ

セ ー ジ を 出 力 す る の が Ｂｉｇ ｌＵＸ で 、

「Ｔｈｉｓ i ｓ ｐＴｅＸ， Ｃ Ｖｅｒｓion 2.99
‥｡ 」と

小 文 字 の “P ’1で 「PTeX 」 と い う メ ッ セ ー

ジ を 出 力 す る の がX680 ×0 標 準 の 小 さ なIE;

Ｘ で す 。

Zeit Ｕｔ11.1 ｚｈ

Ｓｔ ｏｒａｇｅ ．Ｌｚｈ

ない当該フォントを使用すると、デバイスドライ

バの実行時にはエラーが起こります。

ツァイトのベクトルフォントを加工するためのプ

ログラム集です。ベクトルフォント同士をマージ

したり、ベクトルフォントを構成する情報を細密

化したりという処理が可能になります。

フォントマネージャ用のフォントキャッシュフィ

ルタのひとつです。絶大な偉力を発揮してくれま

す。

詳細はｐ.168のコラムに示します。

以上、８枚のディスクが揃ってい ることを確 認しておいてください。

このうち、付属のインストーラによって行うインストールの対象になるのは、１

～７です。８ はある意味で“おまけディスク”で、基本的には第６章｢ 部;Xfamil ｙ｣(

ｐ.229) で紹 介するマクロパッケージやアドオンツールの類を収めてい ます。　した

がって、このデ ィスクの中身は、読者の皆さんが必要に応じて、１～７ のインス

トールディスクによって構築した 部 外 システムにインストールしなければなりま

２ ９
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７)カレントディレクトリを

当該作業領域に移したあ

と、コマンドラインから

｢LRA21246. Ｘ｣と入力し。

リターンキーを押してく

ださい。

８）第 ６ 章 「’ll;Xfamil ｙ」

（ｐ.２２９）の筆 者は 、通 常

30 を指 定 して い ます か。

問 題 が 発生 し たこ とは 一

度 もな い よ う で す。 もっ

と も、|司著 者 の環 境 が 特

殊 な の か もし れ ませ ん の

で 明言 は避 け ま すが 。

９）す で に Ｈｕｍ ａｎ６８ｋ か

ら離 脱 し つつ あ る 人々 が

い る今 、COMMAND.X か ら

離 れ て い るユ ーザ は は る

か に 多 い と思 い ま す か 、

こ こ で は 「初 心 」 に 帰 っ

て くだ さ い。

10 ）ＴｗＯｎｅｓ,1 ｚｈ を 空 き 容 量

の あ る 作業 領域 に コ ピ ー　

し 、 その デ ４レ ク ト リ に　

カ レ ン ト を 移 し た あ と、

コマ ンド ライ ンか ら「ｌｈａ

ｘ ＴｗＯｎｅｓ」と 人力 し、 り　

タ ー ン キー を押 して く だ　

さ い。

11 ）Ｈｕman68k の バー ジ ョ

ン チェッ クは 、Ｈｕｍａｎ６８ｋ

の コマ ンド ＶＥＲ で 行 うこ　

と が で きます。

３ ０

せん。インストールの方法、および使用法については、各アーカイブ内のファイ

ルに従ってください。また、簡単な使用法などについては、第６章｢ 逞Xfamilｙ｣(

ｐ.229)で触れているものもあります。

1　2.2.2　
インストールの前に準備しておくこと

ＨＤ の容量、メモリなどの確認をしたら、インストールの前に以下の準備をし

てください。

(1) ＬＨＡ.ｘ の イ ン ス ト ー ル チ ェ ツ ク

本 書 の 添 付 デ ィ ス ク ７ に 収 録 さ れ て い るLHA21246. ｘ を ハ ー ド デ ィ ス ク な ど 、

空 き 容 量 の あ る 作 業 領 域 へ と コ ピ ー し 、 同 フ ァ イ ル を 実 行 し て く だ さ い7) 。

こ の フ ァ イ ル は 自 己 解 凍 型 の 圧 縮 フ ァ イル で す の で 、 実 行 し た 結 果 、 い く つ

か の フ ァ イ ル が 解 凍 さ れ る は ず で す 。 そ の う ち の 実 行 フ ァ イ ル ＬＨＡ.ｘ を パ ス

の 通 っ た デ ィ レ ク ト リ に ム ー ブ し て く だ さ い 。

な お 、ＬＨＡ.ｘ は Ｈｕｍａｎ６８ｋ Ｖｅｒ.2 以 上 で な け れ ば 動 作 し ませ ん 。Ｖｅｒ.1 し か

持 っ て い な い 人 は 、7[ｋＸ の 環 境 構 築 以 前 に 、 ま ず Ｈｕｍａｎ６８ｋ Ｖｅr.2 以 上 の

環 境 構 築 か ら 始 め て く だ さ い 。

(2) 同 時 に オ ー プ ン で き る フ ァ イ ル 数 の 設 定 の チ ェッ ク

第1.2.7 項｢ Ｉ ＥＸ の た め のX680 ×O の セ ッ ト ア ップ｣( ｐ.18) で 述 べ た よ う に 、

Ｔ甘Ｘ が た く さ ん の フ ァ イ ル を 扱 う 都 合 上 、 同 時 に オ ー プ ン で き る フ ァ イ ル 数

を 多 め に 設 定 し て お か な け れ ば な り ま せ ん 。 CONFIG.SYS のF 工ＬＥＳ 行 の 設 定

を 大 き め に( 可 能 な ら最 大 値 の93 を) 指 定 し て く だ さい ８)。

file ｓ ＝30

(３) 環 境 変 数 設 定 領 域 の チ ェッ ク

ＴｋＸ シ ス テ ム は か な り 多 く の 環 境 変 数 を 参 照 し ま す 。 そ の た め 、 環 境 変 数

の 設 定 領 域 を 大 き め に 確 保 し て お か な け れ ば な り ま せ ん 。CONFｴG.SYS の

SHELL 行 に 記 述 さ れ たCOMMAND.X9) の リ Ｅ” オプ シ ョ ン の 設 定 を( 最 低 で も)

以 下 の よ う に し て くだ さ いo

ｓhe11 ＝COMMAND. Ｘ /Ｐ /Ｅ:50

(４) ＴｗｅｎｔｙＯｎｅ.ｘ の 常 駐 チ ェッ ク

本 書 で イ ン ス ト ー ル す る 竃 沁 シ ス テ ム は 、 ４ 文 字 以 上 の 拡 張 子 を 持 つ フ ァ

イ ル を 扱 う た め 、 そ れ ら の フ ァ イ ル の 認 識 を 可 能 に す る フ リ ー ソ フ ト の

Ｔｗｅｎｔy Ｏｎｅ.ｘ が 常 駐 し て い な け れ ば な り ませ ん 。

添 付 デ ィ ス ク １ に 収 録 さ れ て い る ＴｗＯｎｅｓ.1ｚｈ に は 、 Ｈｕman68k の 各

ノ゙ － シ ョ ン 用 の ＴｗｅｎｔｙＯｎｅ.ｘ が 収 録 さ れ て い ま す 。 ま ず、ＬＨＡ.ｘ を 使 用 し て

ＴｗＯｎｅｓ.1ｚｈ を 展 開 し10) 、あ な た が 使 っ て い る Ｈｕman68k 川 が Ｖｅｒ.2.02 な ら

ＴｗOne202. ｘ を 、 Ｖｅr.2.03 な ら ＴｗOne203. ｘ を 、 Ｖｅｒ.3.0ｘ な ら ＴｗOne30 ｘ.ｘ

を 、 そ れ ぞ れ 選 び 、T ｗｅｎｔｙＯｎｅ.ｘ に リ ネ ー ム し た う え で 、 あ な た の 起 動 デ ィ

ス ク の 適 当 な デ ィ レ ク ト リ に コ ピ ー し て く だ さ い 。
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次に、CONF 工G.SYS に、

ｄｅｖｉｃｅ ＝ＴｗｅｎｔyＯｎｅ.χ ＋P　　｡

の １ 行 を追加 し ます。い う まで もあ り ませ んが、こ の とき、あ な たが

ＴｗｅｎｔyＯｎｅ.ｘ をコピーしたディレクトリ名 も含めて、フルパスで指定してく

ださい。

以上が終了したら、 システムを再起動（リセットボタンを押す）します。

（5 ） 使用プリンタの確認

あなたの使用するプ リンタが前述のプ リンタのどれに属するかを確 認してく

ださい。インストール中に指定します。プ リンタを使用しない場合には指定

は不要です。

（6 ） 日本語フォントの準備

あなたの使用する日本語フ ォントを決めてください。本インストーラは、添

付ディスク収録のフリーのビットマップフ ォント、およびアスキーの『パー

ソナル日本語ｌｋＸ フ ォントライブラリ』を除いて、日本語フォントがすでに

インストールされていることを前提にしていますo 以 下の要領で日本語フォ

ントをインストールしておいてください。

○　 ツァイトの Ｚ’ｓ ＳＴＡＦＦ お よび Ｚ’ｓ ＶＶＯＲＤ ＪＧ、書体倶楽部のアウ

トラインフォント

すべてのファイルを同一ディレクトリに入れておいてください。インス

トール時にそのデ ィレクトリを指定します。

○　 ツァイトの Ｚｓ゙ ＶＶＯＲＤ ＪＧ Ｖｅｒ.3 の ベジェフォント

明朝体、ゴシック体それぞれの第一水準フォント ＊.FN1 ”、第二水準フォ

ンド ＊.FN2 ”、記号等のフ ォント ＊.FNO ”を同一デ ィレクト リに入れて

ください。 インストール時にそのディレクトリを指定します。

○　 アスキーの『パ ーソナル日本語ｌｋＸ フォントライブラリ』のフォント

『パーソナル日本語 ＴＵＸ フ ォントライブ ラリ』のオリジナルディスクを

用意してください。 インストールはインストーラが行い ます。なお、そ

の際にデ ィスクの空 き容量が20M バ イ ト以上 必要ですので注意してく

ださい。

○　 本書に添付されているビットマップの日本語フォント

インストーラがインスト ールを行いますから、今の時点での処理は不要

です。

○ 本体内蔵の ＲＯＭ フォント

はじめか らインストール されてい るので、何の処理 も必要あ りませ ん

（当たり前ですね）。

以上の準備がで きたら、い よい よインストールを開始します。

31



32

2-ln ｓtａll

12) インストーラは、キー人

力持ち状態なら、いつで

も ＥＳＣ キーを押すこと

によって中断するこ とが

できます。

1　2.2.3　

‾括インストレ‾ル

前述の とおり、一括インストールには8.5M バ イト以上の空 き容量が必要です。

空き容量が足りないと、指定ドライブの空き容量不足を指摘してインストールを

中止するので注意してください。それでは、い よいよインストールを開始します。

まず、X680 ×O の ＦＤＤ Ｏ に添付ディスク１ を入れ、カレントドライブ をＦＤＤ Ｏ

に変えます。ここでは、ＦＤＤ Ｏ を Ａ ドライブ として説明を進めます。

A＞inｓｔa11

と入力すると、インストーラが起動され、次のような両面が表示されます12)。

Ｔ ｅ Ｘ　ｌＮ ＳＴ ＡＬ ＬＥ Ｒ　ｆ ｏｒ　Ｘ ６ ８ ０× Ｏ Ｖｅｒｓｉｏｎ １.00

インストール方法を選んでください。

（１）ディレクトリ固定インストール（初心者用インストール）

（２）ディレクトリ分割インストール

Ｐｕｓｈ ｌ ｏｒ 2

インストーラが起動したら、まず、インストール方法を決定します。ここでは

一括インストづ レを行うので（１）を選んでください。（１）を選ぶと、次にＢ１９

竃芦 を使用するかどうかを聞いてきます。

Ｂｉｇ－ＴｅＸを使用しますか？

(多量のメモリを消費します。使用しない人はＮｏとして下さい)

Ｐｕｓｈ Ｙ ｏｒ Ｎ

前述のとおりＢｉｇ ＴＩ£Ｘ は大量のメモリを必要 としますので通常ぱ Ｎ”キーを

押してください。ここで、“Ｙ”キーが‘Ｎ”キーを押すと、次に本書付属のビッ

トマ ップフ ォントを使用するかどうかを聞いて きます。

本書付属のビットマップフォントを使用しますか？

(標準容量＋3. ２Ｍｂｙｔｅの空き容量が必要です)P

ｕｓｈ Ｙ ｏｒ Ｎ

ビットマップフォントを使用するなら“Ｙ”キーを、他の日本語フォントを使

用するなら“Ｎ”キーを押してください。ここで“Ｙ”を選択すると次のような画

面になります。

ゴ シッ ク 体フ ォン ト ｇｏｔｈｉｃ３２.ｂｍ１ は シ ェ アウェ アで す。 継続 使 用 される 方はdi

ｓk7 の ＫＡＷＡＳＡＫ工.ＬＺＨ 内 の ド キュ メン トの 規 定 に従 っ て送 金 して ください 。

ゴ シッ ク 体フ ォン トを 使 用し ます か ？（ ｐｕｓｈ Ｙ ｏｒ Ｎ ）:
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ゴシック体のビットマップフォントはシェアウェアですので、１週間以上継続

して使用する場合は使用料の1500 円を作者に支払う義務があります。詳細は添

付ディスク７のKAWASAK 工.LZH内のドキュメントに記されていますので、使用

される方は必ず参照してください。

ゴシック体を使用されない方は、ここで“Ｎ”を選択してください。ゴシック体

のかわりにＲＯＭ フォントが使用されるように設定されます。

ビットマップフォントについての指定が終わると、次にＴｋＸをインストール

するディレクトリを聞いてきます。

ＴｅＸを インストールす るドラ イブ、ディレ ク トリ名を指 定してく ださい。（ｅｘ.ｃ:＼ｔｅｘ）

（デ ィレ クト リ無 指定 時 は、 指 定 ドラ イ ブ: ＼ｕｓｒ＼１０ｃａ１χtｅｘ とし ます ）

ｉｎｐｕｔ diｒ ｎａｍｅ:

ここで／亀Ｘ環境を作成するドライブ名およびディレクトリ名を入力してくだ

さい。たとえば、Ｃ ドライブのｔｅｘ というディレクトリにインストールしたい

のならば、

ｃ:＼tｅｘ

と入力してください13)。なお、ドライブ名のみを指定した場合は、当該ドライ　　13)これ以降ﾃﾞｨﾚｸ1ヽ ﾘの

ブ の`

＼ｕｓｒ ＼１０ｃａ１ ＼ｔ ｅｘ

指定は、すべてドライブ

名まで合めたフルパスで

指定してください。

というデ` イレクトリとなります川 。あらかじめ指定したディレクトリが存在しな　　14) このディレクトリ構成は、

ければ、ディレクトリを作成してインストールします。

次に、使用する日本語フォントを聞いてきますので、あなたの使用する日本語

フォントを入力してください。

あな たの 日本 語環 境 を選 ん で くだ さい 。

（｜） Ｚ ’ｓ Ｓ Ｔ ＡＦ Ｆ又 は Ｚ ’ｓ ＷＯ ＲＤ の アウ ト

（ ２） 書 体倶 楽部 の アウ ト ラ イン フ ォン ト

（ ３） Ｚ ’ｓ ＷＯ ＲＤ　Ｊ Ｇ ＩＩＩ の ベ ジェ フ ォ ント

（ ４） ア スキ ーの ９８用 Ｔ ｅ Ｘの フ ォン ト

（５） 本 キッ ト付属 の ビ ッ トマ ップ フ ォ ン ト

（ ６） 内蔵 Ｒ Ｏ Ｍフ ォン ト

Pｕｓh 1-6　　　　　　　　　　　　 ’

ライン フ ォン ト

ここで、内蔵ＲＯＭ フォント以外のフォントを選択すると、日本語フォントの

詳細を聞いてきます。以下に示すように、あなたの使用する日本語フォントにあ

わせて入力してください。

Ｏ　ＺＳ゙ ＳＴＡＦＦ または ＺｱＳ ＶＶＯＲＤ ＪＧ のアウトラインフォント

第二水準のフォントを持っていない場合には、本書付属のビットマップフォ

ントでこれを代用することができます。そこでまず、この代用を行うかどう

かの確認が求められます1呪

ＵＮＩＸ システムでのディ

レ クトリ溝成に従ったも

のです。

15 ）ここでピットマップフォ

ントに よる 代用 を選択

した場合には、明刺休 ・

ゴシック体ともにビット

マップ フォントによって

代用されることになりま

す。「明朝体はピットマッ

プフォントで代川するが、

ゴシック体は ＲＯＭ フォ

ントで代用する」といっ

た選択肢は用意していま

せん。

３ ３
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16) 特に変更していないかぎ

りファイル名は元のファ

イル名と同一です。

第 ２水 準フ ォン トを お持 ち で無 い方 は、 本 書 付属 の ビ ット マ ップ フ ォン トで代

用 でき ま す。

た だし ゴ シッ ク体 フ ォン トgothic32. ｂｍ１ はシ ェ アウ ェ アで すの で継 続使 用 さ

れ る方 はdi ｓｋ７ の ＫＡＷＡＳＡＫＩ.ＬＺＨ 内の ド キ ュメ ン トの 規 定に 従っ て送 金し て

下 さい。

ビ ット マ ップ フ ォ ント を使 用し ます か ？（pｕｓｈ Ｙ ｏｒ N ）

ここで“Ｙ”を選択した場合、インストールの際にディレ クトリＸＴＥＸＨＯＭＥＸ

＼fｒｅｅｆｏｎｔｓ が 作 成 され、ビットマップ フ ォン ト ｍｉｎｃｈｏ３２.ｂｍ１ お よびgo

ｔhic32. ｂｍ１ がインストールされます。

次に、フ ォントファイルのあ るディレクトリを聞いてきますので、ドライブ

名を含むフルパス指定で入力 してください。

アウ トラ イン フォン ト の あ る ディレ ク ト リ を 入 力 し て くだ さ い。ﾐﾌ

ｃ

ｼ

＼

こと_Uj ムン ト の あ る ディレ ク ト リ を 入 力 し て くだ さ い
゜

すると、フ ォントフ ァイルの有無およびフ ァイル名を、明朝体第一、第二水

準、ゴシック体第一、第二水準のそれぞれについ て聞いてきますので、入力

して ください。ただし、先に第二水準をビットマ ップフ ォントで代用すると

いう選択 をしている場合には、明朝体・ゴシック体ともに、第二水準のフ ォ

ントファイル名の入力を求めることはありません。

明 朝体 第一 水 準フォントのファイル名 を入 力して ください。（無指定

時:ｍｉｎｃｈｏ.ｖf1）

ただし、無指定時のフォント名と同一ファイル名16)な らリターンキーを押し

てください。 もし明朝体第一水準フォントのファイル名が ｍｉｎｃｈｏ.ｆｏｎ だと

したら、

ｍｉｎｃｈｏ.ｆｏｎ

と入力してください。この とき、本インストーラは指定フ ォントファイルの

有無を判定し ますので、あらかじめフ ォントのインストールをすませておか

なければなり ません。

○　 書体倶楽部のアウトラインフォント

Ｚ’ｓ ＳＴＡＦＦ の アウトラインフ ォントと同様です。

Ｏ　 Ｚ`ｓ ＶＶＯＲＤ ＪＧ Ｖｅｒ．３ のベジェフ オント

フォントファイルのあるデ ィレクトリを聞い てきますので、ドライブ名を含

むフルパス指定で入力してください。

ベジェフォントのあるディレクトリを入力して下さい。（ｅｘ.ｃ:＼ｊｇ ｆｏｎtｓ）
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次に、明朝体、ゴシック体それぞれについて、拡張子＊.ＦＮ? を除いたファイ

ル名を指定してください。

明朝体フォントの主ファイル名（拡張子を除いたもの）を入力して下さい。

（ｅｘ.ＺＭＩＮ１ＢＮ）

たとえば、明朝体のフォントファイルとして、ZMINOBY.FN0 ，ZMｴＮＯＢＹ.FN1ZMINOBY.FN2

があるとすれば、

ZM 工NOBY

と入力してください。このとき、本インストーラは指定フ ォントファイルの

記号フォントファイル ＊.ＦＮＯ、第一水準フ ォントファイル ＊.ＦＮ１、第二水準

フォントファイル ＊.FN2 の有無 を判定しますので、あらかじめフォントファ

イルのインストールをすませておかなければなりません。

○　 アスキー社の ＰＣ-９８０１ シリーズ 『パーソナル日本語ｌｋＸｊ 用の日 本語

フォント

まず、アスキー日本語フ ォントのインストールを行うかを決定します。

アスキー日本語フォントのインストールを行ないますか？（P ｕｓｈ Ｙ ｏｒ Ｎ）:

すでにインストールされている場合や、あとから手動でインストールす る

場合ぱ Ｎ”を選択するとフォントインストール画面を終了します。 インス

トーラを使用してインストールする場 合ぱ Ｙ”を選択してください。 する

と、次のような画面 になります。

アスキー日本語フォントをインストールするドライブを指定して下さい。yljｼ:y1 本語 フォントをインストールするドライブを指定して下さい。

アスキー日本語フォントをインストール するドライブ名 を入力して くださ

い。このフォントは20M バ イト以上の空き容量のあるドライブにしか イン

ストールで きないので注意してください。 なお、フォントがインストールさ

れるディレクトリは指定ドライブの“＼ａｓｃ_ｆｏｎt＼jｘ14”デ ィレクトリになり

ます。以上の指定が終わると、 インストール を開始します。画面に次のよう

にディスク挿入指示が出ます。

ＦＤ Ｏ にアスキー日本語フォントディスク １ を挿入して下さい。　　　　　

㎜

画面の指示に従って18 枚 すべてのディスクをインストールしてください。
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○　本書付属の日本語ビットマップフォント

フォントをインストールするディレクトリを聞いてきますので、ドライブ名

を含むフルパスで指定してください。

ビット マップフォント を入れるディレ クトリを入力してください。

二 千 二 呵

ディレクトリを指定すると、添付ディスクの６および７を挿入するように

求めてきますので、指示どおりにディスクを入れてくださいO フォントのイ

ンストールを行います。なお、ビットマップフォントを使用する際はＨＤ の

空き容量がさらに3.2M バイト必要になりますので注意してください。

日本語環境の指定が終わると、プリンタ出力用フォントのdpi 値を求めてき

ます。

使用プリンタのＤＰＩサイズを選んで下さい。

1)180　2)240　3)300　4)360　5)400　6)その他

もし、本書添付のビットマップフォントをインストールする場合には、ここで

選択した値によってインストールするビットマップフォントが変更されます。選

択した解像度が「180dpi」のときには24 ドットフォントが、「240dpi」および

「300dpi 」のときには32 ドットフォントが、「360dPi」のときには46 ドットフォ

ントが、「400dpi」のときには48 ドットフォントが、「その他」のときには32

ドットフォントが、それぞれインストールされることになります。

プ リンタのdpi 値の入力が終わると、X680 ×O版7［瓦Ｘシステム対応プリンタ

の一覧が表示されます。

使用するプリンタを選択してください。

1)AP550

6)BJ130J_1

11)CZ8PG1

16)HG2500

21) 工0735X_E26)

ＬＩＰＳ３Ａ４

３１) ＬＰＴｅｓｔ

３６) ＰＣＰＲ４０６Ｈ

４１) ＰＲ２ＫＡ４

４６) そ の 他

i ｎＰｕt ｎｏ:

2) ＡＰ８５０

７)ＢＪ１３０こ212)CZ8PK7

17) ＨG８0０

3)AP900

8)BJ330J

13)CZ8PK8

18) ＨＰＤJ505J

22)10735X_N　23)LBP180L

27)LIPS3B4　28)LP3000

32) ＬａｓｅｒＳｈｏｔ ３３) Ｍ１０２４

３７) ＰＲ１０１Ｅ２　 ３８) ＰＲ２Ｋ４Ａ４

４２) ＴＲ２４ＣＬ　　 ４３) ＶＰ2 ０００

4)BJ10V

9)CZ8PC3

14)FM_PR451

19) ＨＰＬＪ３

２４)LBP180RL29)LP3000B534)

ＭＪ５００

３９) ＰＲ２Ｋ４Ｂ４Ｌ

４４) ＶＰ８０0

5)BJ10V_B5

10)CZ8PC4

15) ＦＵＪＩＴＳＵ

２０)HPLJ4

25)L 工PS2

30)LP3000SL

35) ＮＭ９４００Ｓ

４０) ＰＲ２Ｋ４Ｂ５

４５) ＶＰ950

このなかからあなたの使用するプリンタの番号を選んで入力してください。画

面に表示されるプリンタのうち、注意すべきものについて以下でまとめます。
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0　4)BJ10V,5)BJ10V_B5

4) はA4 判用，5) はB5 半り用です。

0　6)BJ130J_1,7)BJ130J_2

6) はコントローラボードＶｅｒ.3用です。

0　15) ＦＵＪ工TSU

富士通のＦＭ一漢字プリンタ用ですo

O　19)HPLJ3,20) ＨＰＬＪ４

ＹＨＰ のＬａｓｅｒ Jet の，前者はIII 用，後者はIV 用です。

0　23)LBP180L,24)LBP180RL

キヤノンのＬＢＰ-180 用です。前者はすべてのページを単一のスタイルで出

力する場合に，後者は左右のページで出力のスタイルを変更する17)場合に

使用しますo

O　28)LP3000,29)LP3000B5,30)LP3000SL

エプソンのＬＰ-3000 用で，前から順に，A4 判出力，B5 判出力，ＳＬｎＴＥＸの

スライド出力の際に使用します。

0　38)PR2K4A4,39)PR2K4B4L,40) ＰＲ２Ｋ４Ｂ５,41)ＰＲ２ＫＡ４

ＮＥＣ のＰＣ-PR2000/4 用で，前から順に，A4 判の縦置き出力，B4 判の横

置き出力，B5 判の縦置き出力，A4 判の縦置き出力( 高速版) の際に使用し

ます。

もし対応するプリンタがこの一覧に存在しない場合や、そもそもプリンタを使

用しない場合には、「その他」を選択してください18）。

以上、すべての指定が終わると、インストールを開始します19）。途中で数回

ディスクの入れ替えを要求されますので、画面の指示に従ってディスクを交換し

てください。数十分後、全インストールが終了します。

1　2.2.4　
分割インストール

ここ までに説明して きた一括イ ンストールは、7[l£Ｘ システムの関連ファイル

をすべて同一ディレクト リに収めることがで きるためにシステム構 造が簡素とな

り、したがってインストール後の管理がしやすいという点で、IE;Ｘ の 初心者には

特に勧めることができるもので した。　しかし、場合によっては8M バ イトを超え

る空き容量をつ くりだすことができない場合 もあると思います。あるいは、乃恪

と ＭＥＴｎＦｏＮＴ とで極端に使用頻 度が異な る場合には、Ｔｋｘ は高速な ＨＤ へ、

ＭＥＴＲＦｏＮＴ はバックアップ がわりの Ｍｏ へ( またはその逆) イ ンストールした

ほうが、貴重な高速メディアを無駄 にしなくてすむでしょう。そういう意味では、

分割 インストールは一定程度に7[ｋＸ のシステムに理解のある人に安心して勧め

られるインストール方法だといえるでしょう20)。

分割インストールは、TIEX メ イ ン部、ＴｋｘＰｋ フォント部、ＭＥＴＲＦｏＮＴ 部の３

つに分けてインストールします。それぞれの内容は、以下のとおりです。

1７)左マージンの大きさを変

えるなど。

18) ここ に対応するプ リン

タかない場合lj 、インス

トール終了後、第5.3 節

｢Pｒinｔ.cfg の作り方｣　

を参考にしてコンフィギュ

レーションフフイルを作

成しなけ ればなりません。19)

画而上ではLHA. ｘ によ

るファイルの解凍作業が

表示されてい ます。

2０)だからといって、初心者

かこのインストール方法

を選択 して も、困 るよう

なことはまずありません

から安心してください。
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21 ）これらは単に解像度が違

うだけで、実質的には同

じものです。

O　 ｌｔＸ メイン部

後述するPk フ ォントを除く町 芦 に必要なファイルが 入ります。

Ｏrl ・ Ｘ Ｐｋ フ ォント部

「珀Ｘ が参照するフ ォントイメ ージファイルであるpk フ ォントが入ります。

画面表示 用と印刷用の２種類があります21）。

Ｏ ＭＥＴｎＦＯＮＴ 部

フ ォント を作成するために必要なシステム ＭＥＴＲＦＯＮＴが入ります。 ＭＥＴＲ

ＥＯＮＴの詳細は、第5.4 節 「ＭＥＴｎＦＯＮＴ」（ｐ.214）を参照してくださいo

こ の ように、分割インストールを選んだ場合は ３つ のディレクトリに分けてイ

ンストールされますが、それ以外は一括インストール と変わりません。ですから、

ここでは一括 インストールと違う部分だけを記述します。

まず、一括インストールと同様にインストーラを起動します。すると、インス

トール方法を聞いてきます。

Ｔｅ Ｘ　１ＮＳ Ｔ ＡＬＬ Ｅ Ｒ　ｆ ｏ ｒ　Ｘ ６ ８ ０× Ｏ Ｖｅｒｓｉｏｎ １.00

インストール方法を選んでください。

（｜）ディレクトリ固定インストール（初心者用インストール）

（２）ディレクトリ分割インストール

Ｐｕｓｈ ｌ ｏｒ 2

こ こでは、（2 ）ディレクトリ分割インストール を選んでください。すると、ＴｋＸ

メ イン部、Pk フ ォント部、ＭＥＴＲＦＯＮ丁部の ３つのインストールディレクトリを

順番に聞いて きますので、ドライブ名からフルパ ス指 定でそれぞれ入力して くだ

さい。

－1 砲Ｘメイン部の指定－

Ｔｅ Ｘをイン ストー ルするドラ イブ、ディレ クトリ名 を指定 して ください。（ｅｘ.ｃ:＼tｅｘ）

（デ ィ レ クト リ 無指 定時 は、 指 定 ドラ イブ: ＼ｕｓｒ＼１０ｃａ１＼ｔｅｘ とし ます）

ｉｎＰｕｔ diｒ Ｄａｍｅ:

－ Ｐｋフォント部の指定－

ＰＫフォントをインストールするドライブ、ディレクトリ名を指定してください。(

ｅｘ.ｃ:＼tｅｘ＼ｆｏｎtｓ)

(無指定時は、ＴｅＸインストールディレクトリ＼ｆｏｎｔｓとします)

ｉｎＰｕｔ diｒ Ｄａｍｅ:
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－ ＭＥＴｎＦｏＮＴ部の指定 －

ＭｅｔａＦｏｎｔをインストールするドライブ、ディレクトリ名を指定してください。(

ｅｘ.ｃ:＼tｅｘ＼mf)

(無指定時は、ＴｅＸインストールディレクトリ＼mfとします)

ｉｎＰｕt diｒ ｎａｍｅ:

その後の日本語環境の指定以降は一括インストールと同様ですので、ｐ.33以降

を参照してください。

2｡2j　 インストールチェック

本節では、インストーラに よるインストールが無事終 了しているかどうかを

チェックします。まず、カレントディレクトリをインストール時に指定した1 甘Ｘイ

ンストールディレクトリ22)に移動してくださいo 以 降、このディレクトリを( ＴｋＸ　　２２)分割インストール時は

の ＨＯＭＥ デ ィレクトリ｣ と呼ぶこ とにして、ディレクトリとして表記する場合　　　 ｌ包ｘメイン部です。

には、XTEXHOMEZ で 表 すことにします23)。 そのディレクトリの下にＴｅＸｅｎｖ.ｂａt　　23) 実際、このタイレクトリ

というファイルがで きてい ます。 ＴｅＸｅｎｖ.ｂａt は、パスの追加および環境変数の

設定を行い ます。コマ ンドライン上で、

は、 次 の操 作で 環境 変数

ＸＴＥＸＨＯＭＥＺ に設 定 され る

こ と に な ります。

C 〉Teχｅｎｖ

と 入 力 し て くだ さ い24 ）。 パ ス お よ び 環 境 変 数 が 設 定 さ れ ま す。 設 定 さ れ る 環 境 変　　24 ）これ以降｡ カレットドラ

数 の 詳 細 は 『Ｖｏｌ.2 － Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ 編
』 の
第1.1 節 「「ＩＭＸ の 環 境 変 数 」（ｐ.2） を 参　　 イプをｃ ドライブとし

て説明を進めます。
照 し て くだ さい 。

な お 、 こ の ＴｅＸｅｎｖ.ｂａｔ の 内 容 を ＡＵＴＯＥＸＥＣ.BAT の 後 半 で 指 定 し て お く と 、 起

動 時 に 自 動 的 に ’矩 Ｘ 環 境 を 設 定 す る こ と が で き ま す。

ま た 、 第2.2.2 項 「 イ ン ス ト ー ル の 前 に 準 備 し て お くこ と」（ｐ.30 ）で 述 べ た よ

引 こ、 環 境 設 定 の 際 に 環 境 エ リ ア サ イ ズ が 十 分 に な い とエ ラ ー に な る こ と が あ り

ます。その場合は、コマンドラインから、

C〉C【】ＭＭＡＮＤ /Ｅ:50

として環境エリアサイズを増やしてください25〕。環境エリアサイズの拡大はCONFIG.SYS

で指定しておくこともできます26)。その場合はCONFIG.SYS に次の

１行を追加してください。

ＳＨＥＬＬ ＝ＣＯＭＭＡＮＤ.Ｘ /Ｐ /Ｅ:50

環 境 変数の設定が終わったら、IT甘Ｘ の ＨＯＭＥ ディレクトリ配下の ｄｏｃ内に

あるjｔｅｘｄｏｃ.ｔｅｘ というファイル27)を、画面閲覧用のプ ログラムＰｒｅｖieｗ.ｘ で

見てみましょう。

その前に、まず、このフ ァイル をI ぶＴＥＸで処理 して ｄｖi フ ァイル２８)を作成 し

ます。 コマンドライン上で、

25) チ ャイ ルドプ ロセ ス を起

動 す る こ とに な り ます か

ら 、 こ の方 法 は ノモ りが

少 な い 人に は お 勧め で き

ませ ん。

26) 詳 し く は Ｈｕman68k　　

の ゜ ザ ズマ ー ユア ル

を 参照 し て くだ さい 。

２７) 日本 語' 咆 Ｘ を使 う際 の

注 意 等 か 記 述 さ れ て い

ま す。

２８)ｄｖi フ ァ イル に つい て は

第 １．２．２項｢'r ｋＸ の 処理

の 涜 れ｣( ｐ.６) を 参 照 し

て くだ さ い。

３ ９
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C＞1aｔｅｘ XTEXHOMEX/ ｄｏｃ/jtｅｘｄｏｃ.ｔｅｘ

と入力してください。このとき、パスの区切りには必ず“ ／”を使用しなければ

な りません。詳しい理由は、第1.2.6 項 ［’］l;Ｘ が 参照する環境変数」（p,16 ）お よ

び 第4.3.1 項 「 コントロール・シーケンス」（ｐ.97）を参照して ください。

無事に処理が終了すると、カレントディレ クトリにj ｔｅｘｄｏｃ.ｄｖi というファ

イルが作成されます。jｔｅｘｄｏｃ.ｄｖi が 作成できなければ、インストールが正しく

行われていないこ とになります。 もう一度最初からや りなおしてみて ください。

ｄｖi フ ァイルが作成されたら、いよいよ画面上で閲覧してみることにしましょう。

まず、「フォントマネージャ」と呼ばれる常駐プログラムｆｏｎｔｎ ｎ.ｘ を登録し

ます。フ ォントマ ネージャは、その名のとおり［1本語フォントの生成管理をつか

さどるプ ログラムで、本書の添付ディスクが構築するX680 ×0 版「」ｌＸ の出力を、

画面で表示あるいはプリンタで出力する際には必ず常駐させなければなりません。

C〉FMｓｅt

と入力してください。画面上に次のページに示すようなメッセージが出力され、

フォントマネージャが登録されます。
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４ １

χ６８ｋ Ｆｏｎｔ Ｍａ７１ａｇｅｒ Ｖｅｒ ３.００ｃ

ＣｏＰｙｒｉｇｈｔ （Ｃ） １９８９，90,91 ，９２ ｂy Ｅ Ｘt （Ｔ.Ｋａｗａｍｏｔｏ）

フ ォ ン ト マ ネ ー ジ ヤ が 常 駐 し ま し た 。

コ ン フ ィ ギ ュ レ ー シ ョ ン を 読 み 込 み ま す 。

ド ラ イ バ を 登 録 し ま す 。

ジXI ネ レ ー タ　:f:/ ｔｅＸ/ｆｏｎｔｍａｎ/ｂｍ１.ｓyｓ f:/ ｔｅχ/ffon ｔｓ/gothic32. ｂｍｌ

ビ ッ ト マ ッ プ フ ァ イ ル ：ｇｏｔｈｉｃ３２．ｂｍｌ

常 駐 し ま し た ｏ（ｆｏｎｔ ＩＤ ＝$0001 ）

ジ ェ ネ レ ー タ:fx/ ｔｅｘ/ｆｏｎtｍａｎ/ｂｍ１.ｓyｓ f ；/ｔｅｘ/ffon ｔｓ/ｍｉｌｌｃｈ０４６.ｂｍｌ

ビ ッ ト マ ッ プ フ ァ イ ル ：ｍｉｎｃｈ０４６．ｂｍｌ

常 駐 し ま し た 。（ｆｏｎｔ ＩＤ ＝S0002 ）

フ ィ ル タ ： む/ ｔｅｘ/ｆｏｎｔｍａｎ/ｓｍｏｏｔｈ.ｓyｓ －ｓ ２５６ - ｐ ３２

常 駐 し ま し た 。（ｆｏｎｔ ＩＤ ＝10003 ， 親 ｆｏｎｔ ＩＤ ＝$0001 ）

フ ィ ル タ: ｆ:/ ｔｅｘ/ｆＯｎｔｌａ ｎ/ｓ皿○ｏｔｈ. ｓyｓ －S 256 -p 46

常 駐 し ま し た 。（ｆｏｎｔ ＩＤ ＝$0004 ， 親 ｆｏｎｔ ID ＝$0002 ）

フ ィ ル タ: ｆ:/ ｔｅｘ/ｆｏｎｔｍａｎ/ｔｏｔｅｘ.ｓｙｓ -j

f:/ ｔｅｘ/ｆｏｎｔｓ/min10. ｔｆｍ －ｅ ｆ:/ ｔｅｘ/d ｕｍＰ

常 駐 し ま し た 。（ｆｏｎｔ ID ＝S0005 ， 親 ｆｏｎｔ ID ＝$0004 ）

フ ィ ル タ:f:/t ｅｘ/ｆｏｎｔｍａｎ/ｓｍｏｏｔｈ.ｓyｓ －ｓ ２５６　 Ｐ １６

常 駐 し ま し た 。（ｆｏｎt ID ＝ 串0006 ， 親 ｆｏｎｔｴ Ｄ ＝$0000 ）

ミ キ サ ごf;/t ｅｘ/ｆｏｎｔｍａｎ/mi ｘJIS2. ｓｙｓ

常 駐 し ま し た 。（ｆｏｎｔ ＩＤ ＝$0007 ）

フ ィ ル タ　:f:/ ｔｅｘ/ｆｏｎｔｍｓl/ ｔｏｔｅｘ.ｓｙｓ -j

f:/ ｔｅｘ/ｆｏｎｔｓ/ｇｏth10. ｔfm －e f:/ ｔｅｘ/dllmP　　　　

常 駐 し ま し た 。（ｆｏｎｔ 工Ｄ ＝$0008 ， 親 ｆｏｎt ID ＝S0007 ）

f:/ ｔｅｘ/ｆｏｎｔｍａｎ/ｔｏｔｅＸ.Ｓｙｓ -j

f:/ ｔｅｘ/ｆｏｎｔｓ/ｇｏｔｈ１０.ｔfm　e f :/ ｔｅｘ/ｄｌｌｍｐ　

常 駐 し ま し た。（ｆｏｎｔ ＩＤ ＝$0009 ， 親 ｆｏｎt ID ＝$0006 ）

フ ィ ル タ　:f:/ ｔｅｘ/ｆｏｎｔｍａｎ/ｓｍｏｏｔｈ.ｓｙｓ　 ｓ ２５６ -P 24

常 駐 し ま し た。（ｆｏｎt ID ＝$000A ， 親 ｆｏｎt ID ＝$0000 ）

フ ィ ル タ:f:/ ｔｅｘ/ｆｏｎt ｍａｎ/ｔｏｔｅＸ.ｓｙｓ -j

f:/ ｔｅｘ/ｆｏｎｔｓ/ｍｉｎ１０.ｔfm -e f:/ ｔｅｘ/dlmP　　　　

常 駐 し ま し た 。（ｆｏｎｔ ＩＤ ＝ 串000B ， 親 ｆｏｎt ID ＝$000A ）

登 録 は 正 常 終 了 し ま し た 。

ただし、画面に出力されるメッセージは、各個人のインストール環境によって

異なりますから、つねにこのように表示されるわけではありません。ここでは、

画面表示の最後に「登録は正常終了しました｡」という１行があることを確認し

てください。この１行が出力されずに常駐作業が終わってしまっていたら、残念

ながらインストールに失敗したか、あるいはメモリが足りないことを示します。

本章のはじめから、もう一度、自分の環境を確認してください。

登録が終了したら。

C＞Ｐｒｅｖieｗ jｔｅχｄｏｃ.ｄｖi

と入力してください。



どうで しょうか ？　無事、画面にj ｔｅｘｄｏｃ.ｄｖi の 出力結果 が表示され ました

か ？　画面に日本 語TljX とい う表題が表示 され、その下に １章 として日本 語

Ｔ甘Ｘ の概要が書かれていれば、インストールは成功です。 もしうまく表示でき

ていなければ、 もう一度最初からや りなおしてみてください。指示どおりに行え

ば必ずインストールで きるはずですので、頑張 ってください。 なお、今、インス

トールしたｌ甘Ｘ システムの実際の使用法は、第４章「Ｅｘｅｒcisｅ」（ｐ.77）で詳しく

説明してありますので、 そちらを参照して ください。



2｡3 …………………… インストールディレ クトリ

以下に一括インストールで作成されるディレクトリ構成を示します。環境の変

更等の際に参考にしてください。

くｔｅｘ ＞： 竃 江 の ＨＯＭＥ デ ィレ ク ト リ（環 境 変数 ＴＥＸＨＯＭＥ で指 定 ）

＞：各種バッチファイル

baｔ　　　: フ ォントマネージャの設定

.ｂａt　　　:フ ォントマネージャの解除

baｔ　　　: I ぶliiXの実行バッチファイル

t　　　　: plainl ■Ｘ の実行バッチファイル

＞：実行ファイル

．ｘ　　　　：']甘( 実行ファイル
(X680 ×0 標準のｌｋＸあるいはＢｉｇrrｋＸ).

ｘ　　: 亀 Ｘ実行ファイル
(X680 ×O 標準の｢哨ＸあるいはＢｉｇ'ｌｋＸ｣.fm

ｔ　　　: ｐｌａｉｎrｌｋＸ 用フォーマットファイル
(環境変数ＴＥＸＦＯＲＭＡＴＳで指定)

ｎ.fmｔ　　: IボTiiX 11]フ ォーマットファイル

(環境変数ＴＥＸＦＯＲＭＡＴＳで指定)

ｎ．χ　　　：フォントマネージャ

ｗ.χ　　　；プレビューア

ｘ　　　　：プ リンタドライバ

＞： 竃jX ドキ ュ メン ト類

＞： 乃£Ｘ ドラ イバ関 連 フ ァイル

＞ ： フ ォ ント マ ネー ジャ ワ 一 夕

＞ ： フ ォ ント マ ネ ージ ャ

＞ ： フ ォント( 環境 変 数 ＴＥＸＰＫ お よび ＴＥＸＦＯＮＴＳ で指 定)

＞：|] 本 語マ ク ロ集( 環境 変数 ＴＥＸＩＮＰＵＴＳ で指 定)

＞： マ ク ロ集( 環境 変 数 ＴＥＸＩＮＰＵＴＳ で指 定)

＞: ＭＥＴＲＦＯＮＴ の ＨＯＭＥ デ ィレ クト リ

(環境 変 数 ＭＦＨＯＭＥ で指 定)

＞： 竃iX 用pOO1 フ ァ イル( 環 境 変数TEXP00L で指 定)

： フ ォ ントマ ネー ジャ 川 の コン フ ィギュ レ ーシ ョ ンフ ァ イル

：プ レ ビ ュ ーア 設 定( 環 境 変 数 ＰＲＥＶＩＥＷ.CFG で指 定)

：プ リ ン タド ラ イバ 設定( 環境 変 数 ＰＲＩＮＴ.ＣＦＧ で指 定)

：プ レビ ュ ー ア設 定( 環 境 変 数 ＰＲＥＶＩＥＷ.Ｐ３Ｍ で指 定)

： ブ リ ン タド ラ イバ 設定( 環境 変 数 ＰＲＩＮＴ.Ｐ３Ｍ で指 定)

ド 珀 Ｘ 環 境 変 数 設定

2｡３- インストールディレクトリ
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＜ｍf ＞: ＭＥＴＲＦＯＮＴ の ＨＯＭＥ デ ィ レ クト リ（環 境 変数 ＭＦＨＯＭＥ で指 定）

＞: ＭＥＴｎＦｏＮＴ ベ ー スフ ァ イ ル

(環境 変 数 ＭＦＢＡsＥs お よび ＭＦＰ口oL で指 定)

＞： 実 行フ ァ イル

ｏｎ ｔ ．ｘ

．χ

： フ ォン ト形 式変 換 ツ ール

： フ ォン ト 作成 ツ ール

: ＭＥＴＲＦＯＮＴ 実行 フ ァ イル:

ＭＥＴＲＦＯＮＴ 実行 フ ァ イルＸ　　　　 ：ＭヒIH卜ＵＮＩＪ

＞ ：フ ォン ト作 成バ ッ チ群

fｏｎｔｓ　　　＞: Ｃｏｍｐｕtｅr Ｍｏｄｅｍ フ ォ ント ソ ース

(環境 変 数 ＭＦＩＮＰＵＴＳ で 指 定)

ＴｅＸｆｏｎｔｓ ＞:L 灯ＥＸ フ ォント ソ ース( 環境 変 数 ＭＦｴＮＰＵＴＳ で指 定)

utility ｆｏｎｔｓ＞: 各種 ＭＥＴｎＦｏＮＴ ソ ース フ ァ イル

(環 境変 数 ＭＦＩＮＰｕTS で 指 定)

oｎtｓ　＞: そ の他 ＭＥＴＲＦＯＮＴ ソ ースフ ァイ ル

(環 境変 数MFINPUTS で 指 定)

なお、添付ディスク８に収録されているファイルは、必要に応じて、皆さん自

身がこの環境内にインストールしなければなりません。どのディレクトリに何を

インストールすればよいかは、それぞれのアーカイブに含まれているマニュアル

を参照し、よくわからなければインストールしたいファイルと同じ拡張子のファ

イルが集まっているディレクトリにインストールしてください（とはいうものの、

後者はあまり勧められるような方法ではありません）。



２。４－ イ ン スト ーラ の エラ ー メッ セー ジ一 覧

2｡4・…･インストーラのエラーメッセージ一覧

O　 ＴｗｅｎｔyＯｎｅ.ｘ が組み込 まれていません。処理を中止します。

インストールするにはＴｗｅｎｔyＯｎｅ.ｘ が組み込まれていなければなり ませんo

第2.2.2 項 「インストールの前に準備してお くこと」（Ｐ.30）で 説明 したよう

に、T ｗｅｎtyＯｎｅ.ｘ を常駐させて ください。

Ｏ　ＥＳＣ キーが押され ましたので処理 を中止 します。

インストーラは、キー人力待ち状態で ＥＳＣ キーを押すことにより処理を中

止するこ とができます。

○　 正しいドライブ名（ドライブ名:） を指定 してください。

ディレクトリ名入力時にはドライブ 名も入力する必要があります。このメッ

セージは、ドライブ 名が正しく入力されていない ときに表示され ます。　ドラ

イブ 名も指定してください。

○　 ディレクトリ名も指定してください。

ディレクトリ名入力時に、ドライブ` 名 しか入力されていないときに表示され

るメッセージです。ディレクト リ名も指定してください。

○　 ディレクトリはルートディレクトリから指定 してください。

ルートデ ィレ クトリからデ ィレ クトリを指 定していないときに表示さ れる

メッセージです。ル ートデ ィレ クトリから指定してくださいo

O 指定ドライブの空き容量が不足 しています。 ?Ｍ Ｂｙtｅ 以上空けてからイン

ストールして ください。

インスト ール先のディスク容量が不足しているときに表示されるメッセージ

です。指定されたデ ィスク容量 を空けてから再皮実行してください。

○　 ディレクトリ作成は行いません。作業を中止します。

インスト ール先に指定したデ ィレクトリが存在しない場合、デ ィレクトリの

作成を行うかどうかを確認して きます。作成を行わないと、 インストール作

業を続行することが不可能になるので処理を中断します。

○　 指定ファイルは存在しません。

日本語フ ォントファイルの指定時に、指定したフ ォントファイルが存在しな

いときに表示されるメッセージです。

○　 ファイルが見つかりません。作業を中止します。

これらのメッセージは本来出力されることはありません。これらのメッセー

ジが出力されるということは、インストール環境その ものに問題があ ります。

再度インストールしてくださいo
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Ｃ　Ｈ　 Ａ　Ｐ　Ｔ　Ｅ　Ｒ　　 ３

Ｄ ｅｖｉｃｅ Ｄ ｒｉｖｅｒ

71TkX の処 理結果 を目で見るためには、専用のプログラムが必要です。本

書の添付 ディスクが構 築する ’ｌｋＸ システムでは、Ｘ６８０×O の 画面で

見るためのツ ールとしで プ レビューアッ’を、プリンタに打ち出すため

のツ ールとして ａプリンタドライバ” を、そしてこ れらのプログラムか

ら呼び出される常駐型のプログラムとしで フォントマネージャ” を利

用 することがで きます。 また、添付デ ィスクには、インストーラではイ

ンストールされませんが、ｌｋＸ ファイルをファックスで送るためのツー

ル “ｔｅｘ2ｔt19 ，ａｔt12fa ｘ９，ａｆａｙ2tｔ１” も含 まれています。本章

では、これらのプログラムについて簡単 に解説します。



3- Ｄｅｖｉｃｅ Ｄｒiｖｅｒ
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１)ＮＩＦＴＹ-ＳｅｒｖｅでのID　

は ＮＡ Ｈ００７２０ で す。

３。１¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨¨ デ ノヾ
イ ス ド ラ イ ７ぐヽ

竃 芦 が 出 力 す る ｄｖi フ ァ イ ル （Ｄｅｖｉｃｅ ｌｎｄｅｐｅｎｄｅｎt File ）は 、 そ の 名 の と お

り 特 定 の 機 種 に 依 存 し な い 記 述 形 式 に な っ て い ま す。 少 し だ け 具 体 的 に い え ば 、

ｄｖi フ ァ イ ル は 、「ｄｖi 命 令 」 と 呼 ば れ る 、 仮 想 の ペ ー ジ 記 述 命 令 群 が コ ー ド 化

さ れ た も の に よ っ て 記 述 さ れ て い る の で す 。

こ の こ と 自 体 は 、 ユ ー ザ がTI £Ｘ を 使 用 す る た め に 特 に 意 識 す る 必 要 は な い の

で 説 明 を 省 き ま す が 、T にＸ の 処 理 結 果 を 目 で 見 え る 形 に す る た め に は 、 こ の ｄｖi

命 令 を 解 釈 し 、 使 用 す る 機 種 に 応 じ た 命 令 に 置 き 換 え る プ ロ グ ラ ム が 必 要 で す 。

こ の よ うな プ ロ グ ラ ム の こ と を 、TIEjX の 世 界 で は 「 デ バ イ ス ド ラ イ バ 」 とい い ま

すo こ こ で 、「 デ バ イ ス ド ラ イ バ 」 と い う と 、 た と え ば ＯＰＭＤＲＶ.X や ＰＲＮＤＲＶ.SYS

の よ う に 、OS に 組 み 込 まれ て デ バ イ ス（ 周 辺 装 置 ）の 処 理 を 行 うプ ロ グ ラ ム を 思

い 浮 か べ る 人 も い る か もし れ ませ ん 。　し か し 、ＴｋＸ の 世 界 で い う と こ ろ の 「デ バ

イ ス ド ラ イ バ 」 は 、「 出 力 装 置 固 有 の 処 理 を 行 う 」 と い う 意 味 を 転 じ て こ う 呼 ば

れ る の で あ っ て 、 そ の 性 質 か ら す る と、 む し ろ 「ｄｖi 命 令 の イ ン タ プ リ タ 処 理 プ

ロ グ ラ ム 」 と い っ た ほ う が よ り 正 確 で し ょ う。

さ て 、 世 の 中 に は 非 常 に た く さ ん の ＴｋＸ の デ バ イ ス ド ラ イ バ が 存 在 し て い ま

す が 、 そ の う ち 日 本 語 の 扱 え るX680 ×O 用 の デ バ イ ス ド ラ イ バ に は 次 の も の が あ

り ま す。

O　P ｒｅｖieｗ.ｘ

Ｈｕnlan68k 用プ レビューアです。町 芦 の処理結果を画面で確かめるための

ツールで、作者はＥｘt( 川本琢二。筆者)l)です。Ｐｒｅｖieｗ.ｘは本書に添付さ

れています。最新版のサポートはＮＩＦＴＹ-Seｒｖｅで行われています。

O　S χpｒｅｖieｗ.ｘ

SX- ＷＩＮＤＯＷ 用プ レビューアです。作者は ＳＨＵＮＡ 氏です。梁山泊ネット

あ るいはＮＩＦＴＹ-Seｒｖｅで手に入れることがで きます。

ＮＩＦＴＹ-Seｒｖｅでの所在 は次のとおりです。

nifｔｙ / fｓｈａｒP3 / 11b 1 / 243 :　 ＳＸｐｒe110.Ｌｚｈ

拡張子が.ｔｅｘであるファイルのアイコンをドラッグしてきてSXFe ｖieｗ.ｘ

のあるフォルダーでマウスボタンを離すと、そのファイルを読み込んでＴｋＸ

を起動してくれます。

ＳＸ-ＷＩＮＤＯＷ 上でＴｋＸのすべての操作を行うことができます。



３。１- デバイスドライバ

O　kod ｖi.ｗｉｎ

Ｋｏ-Ｗｉｎｄｏｗ 用プレビューアです。作者は ＲＡ０２〕氏です。 ＮＩＦＴＹ-Serｖｅで

手に入れることができます。

ＮＩＦＴＹ-Seｒｖｅでの所在は次のとおりです。

nifｔy / f ｓｈａｒp3 / 11b 2 / 796 :　 ｋｏｄｖ1110.L ｚｈ

Ｏ　Ｐｒint. ｘ

ラ インプ リンタ用のプ リンタドライバです。賜外 の処理結果をラインプ リン

タに出力するためのツールで、幅広い汎川性を備えてい ます。作者は Ｅｘt で

す。pｒinｔ.ｘ は本書に添 付されてい ます。最新版のサポートはＮＩＦＴＹ-Seｒｖｅ

上で行われますｏ

Ｏ　ｄｖ12Pｓ.ｘ

ポストスクリプ トプ リンタ用のプリンタドライバです。 もともと、ＵＮＩＸ 用の

ツールを移植する形で作成されました。移植者は Ｋ-ｒａｓ 3）氏 です。 ｄｖ12Pｓ.ｘ

1-7j （X6_00 ）が ＮＩＦＴＹ-Seｒｖｅで手に入ります。

ＮＩＦＴＹ-Serｖｅ での所在は次のとお りで す。

nifty / f ｓｈａｒP3 / 11b 9 / 65 :　d ｖ2Pｓ17.Ｌｚｈ

本章では、このうちP ｒｅｖieｗ.ｘ と Ｐｒinｔ.ｘ（それぞれ「プ レビューア」、「プ

リンタドライバ」と呼びます）について簡単に使用方法を説明します。オプ ショ

ン一覧等の詳しい説明は『Ｖｏｌ.2 － Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ 編 』を参照してくださいo

な お、本書添付のデ ィスクにも、この ２つ の実行プ ログラムを収 めてあ りま

す。第２章（lnｓta11バ ｐ.21）で 説明するように、添付ディスク１のin ｓｔa11. ｘ で

ｌｋＸ をインストールすれば使えるよう になってい ますので、ぜひ活用して くだ

さい。

また、X680 ×O 用 ＴｋＸ には「1本 語フ ォントを管理するフ ォントマネージャが備

わってい ます。これは、他の ’ＴｋＸ システム にはない特徴ですo フ ォントマ ネー

ジャは、プ レビューアや プ リンタドライバで使川する日本語フ ォントの生成関係

の処理を担当する常駐ソフトです。各種のフ ォントドライバから送んでフ ォント

を登録する形態をとっているため、ユーザの各種ニ ーズに応えることがで きます。

フ ォントマネージャを熟知したユ ーザなら、後述のコンフ ィギュレーションフ ァ

イルを書 き換えることによって常駐サイズを小さくするように工夫するこ ともで

きます。

本章では、フォントマネージャの基 本的な使い方と常駐方法についても説明し

ます。

２)ＮＩＦＴＹ- Ｓｅｒｖｅ でのID　

は ＮＡＡ Ｏ]６１７ で す。

３)ＮＩＦＴ Ｙ-Ｓｅｒｖｅ でのID　

はHFG02505 で す。

４ ９
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３- Ｄ ｅｖｉｃｅ Ｄｒｉｖｅｒ

１）ＧＮ Ｕ の ボ ス ト ス ク

リ フ ト エ ン ジ ン で す。

ＮＩＦＴＹ- Ｓｅｒｖｅ で 手 に

入 ります。

２）フ リ ー の グ ラ フ ィッ ク

エ デ ィタ で す。 こ れ も

ＮＩＦＴＹ-Se ｒｖｅ で 于 に

入 ります 。

3｡2…………フォントマネージャ ー 文字の変形

1　3.2.1　
概要

先 に 簡 単 に 説 明 し ま し た が 、 フ ォ ン ト マ ネ ー ジ ャ と は 、 プ レ ビ ュ ー ア や プ リ ン

タ ド ラ イ バ で 使 用 す る 日 本 語 フ ォ ン ト の 生 成 関 係 の 処 理 を 担 当 す る 常 駐 ソ フ ト の

こ と で す。 フ ォ ン ト マ ネ ー ジ ャ 自 体 の 使 用 に つ い て 説 明 す る 前 に 、 ま ず、 な ぜ こ

の よ う なプ ロ グ ラ ム を 用 意 す る こ と に な っ た か を 説 明 す る こ と に し ます 。

そ も そ も 、 大 文 字 と 小 文 字 を あ わ せ て52 文 字 し か な い 英 語 フ ォ ン ト な ら と も

か く、 ひ ら が な ・ カ タ カ ナ ・ 漢 字 と 、 日 本 語 フ ォ ン ト は デ ー タ 量 が 膨 大 で す 。 こ

の 、 た だ で さ え デ ー タ 量 が 膨 大 な 日 本 語 フ ォ ン ト に お い て 、 あ ら ゆ る サ イ ズ の 、

あ ら ゆ る 変 形 フ ォ ン ト の デ ー タ を 、 あ る い は 異 な る フ ォ ン ト の デ ー タ を 、 す べ て

フ ァ イ ル と し て 持 た な け れ ば な ら な い と し た ら 、 お そ ら く（ そ れ は そ れ で 優 れ た

シ ス テ ム で は あ り ま す が ） と ん で もな い こ と に な る で し ょ う 。

そ こ で 、X680 ×O 版 の デ バ イ ス ド ラ イ バ は 、 日 本 語 フ ォ ン ト の 生 成 ・管 理 を 行

う 部 分 を 、 フ ォ ン ト マ ネ ー ジ ャ と し て 独 立 さ せ た の で す。 こ の こ と は 、 単 に フ ォ

ン ト デ ー タ そ れ 自 体 の デ ィ ス ク 占 有 領 域 を 小 さ く す る と い う だ け で は な く、 フ ォ

ン ト デ ー タ と フ ォ ン ト デ ー タ を 操 作 す る プ ロ グ ラ ム （フ ォ ン ト ド ラ イバ ） と を 分

け る こ と に よ っ て 、 メ モ リ 消 費 の 点 で も 有 利 に な っ た こ と を 意 味 し て い ま す 。

し か も 、 フ ォ ン ト デ ー タ を 操 作 す る プ ロ グ ラ ム は 、 た と え 異 な る フ ォ ン ト を 操

作 す る 場 合 に も 、 同 一 の 操 作 を 行 う か ぎ り 共 有 す る こ と が で き ま す か ら 、 そ の 意

味 で も メ モ リ を よ り 節 約 す る こ と が で き る の で すo

フ ォ ン ト マ ネ ー ジ ャ は 、 も と も とX680 ×O 版1 厄Ｘ 用 に 開 発 さ れ た もの で す が 、

こ の よ う な 利 点 の た め に 、 各 種 の フ リ ー ソ フ ト ウ ェ ア で も利 用 さ れ て い ま す 。

た と え ば 、X680 ×O 版 の ＧＨｏｓＴsｃＲＩＰＴ１）や 、ｍｆｇｅｄ２）で 利 用 す る こ と が で き ま

す が 、 こ れ は ま さ に フ ォ ン ト マ ネ ー ジ ャ の 適 応 能 力 の 高 さ を 物 語 っ て い る と い え

る で し ょ う。
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フォントドライバ

ところで、フォントマネージャを独立したプログラムにしたことによって生じ

る利点は、前項に示しただけではありません。

フォントマネージャは、新たにフォントデータやフォントデータの操作を追加

したくなった場合に簡単に対処できるようになっているために、便利かつ効率的

なものになっているのです３）。具体的にどうなっているかというと、フォントマ

ネージャは、３系統の「フォントドライバ」と呼ばれる小プログラムを組み合わ

せる形態をとって、日本語フォントの生成処理を管理しています。　したがって、

新たにフォントデータやフォントデータの操作を追加したくなった場合、なにも

フォントマネージャ全体を書き換える必要はなく、このような小プログラムを作

成するだけですむのです。

以上のような意味からいえば、フォントマネージャの機能は、フォントドライ

バの機能を組み合わせることで実現するのですから、“フォントマネージャとフォ

ントドライバの関係”ぱOS およびシェル（Ｈｕman68k およびＣＯＭＭＡＮＤ.Ｘ）と

そこで動くツール（実行ファイル）の関係”にあたるといえば、おそらく直感的

な理解はしやすいでしょう。

本項では、フォントマネージャが実現する「機能」をつかさどる、それぞれの

フォントドライバについて簡単に説明することにしましょう。

◆ フォントジェネレータ

ひとつめのフォントドライバを「フォントジェネレータ」と呼びます。これは、

フォントデータ（たとえばフォントファイルなど）に対応する情報を持っていて、

その情報をもとに実際のフォントデータを呼び出し、ビットマップに描画する機

能4）を持っています。

フォントジェネレータは複数あってもかまいません。フォントジェネレータの

数は、ユーザの所有するフォントファイルの種類に応じて変わります。

ノ ▽ ≪ＦＯＮＴＭＡＮ

ＰＲＩＮＴ
/

ＰＲＦＶTＥＶV

3 ）実 際、フォント マネ ー

ジャは、さまざまなフ ォ

ントに迅速に対応してき

ました。

4) 一般的なウィンドウシス

テムに付属するフォント

マネージメントシステム

は、たいてい、この機能

しか持っていません。

５ １
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5) 実際には標準出力ではな

く、専用のインターフェー

スがあります。

戸 匹 万‾ ‾ノ
２つめのフォントドライバは「フォントフィルタ」です。

フォントマネージャでは、フォントデータは、たとえばＨｕman68k の標準入

出力と同じようなイメージで扱われます。先ほど説明したフォントジェネレータ

も、作成したフォントデータを標準出力に吐き出します5）。

フォントフィルタは、フォントジェネレータが標準出力に吐き出したフォント

データを標準入力して、フォントデータに変形操作をほどこしますo ちょうど

Ｈｕman68k のコマンドラインで使用するフィルタコマンドと同じイメージです。

基本となるフォントデータをフォントフィルタにかけることで新たなフォント

データが作成されますo

十 二 十ＦＯＮＴＭＡＮ

ＰＲＩＮＴ

二

ＰＲＥＶIＥIＶ

◆ フォントミキサ

最後のフォントドライバは、「フォントミキサ」です。フォントジェネレータが

出力した複数のフォントデータを、フォントミキサによって交ぜることで、新し

いフォントデータを作成することができます。

Hｕman68k の コマンドには、フ ォント ミキサに該 当するものはありません。

◆ フォントドライバの機能

これらのフォントドライバを組み合わせることによって、次に挙げるようなさ

まざまな機能を実現することができます。
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⑧フォントミキサ

フォントミキサは、もともと、X680 ×0

のアウトラインフォントがツァイト社のも

の、それも第一水準漢字のフォントしかな

かった頃、どうしてもツァイトのフォント

で第二水準漢字もサポートしたいという要

求から生まれたものです。

その頃のフォントマネージャには当然の

ことではありますが、フォントミキサとい

うアイデ`アはありませんでした。第二水準

(1)

(2)

(３)(

４)(5)(

６)

漢字のフォントがないと、第二水準漢字を表

示する場合、四角の黒い箱（Ｔ包Ｘ ではボッ

クスと呼んでいます）で代用せざるを得ま

せんでした。しかし、文章中に四角の黒い

箱が出てくるのでは見栄えが悪いというこ

とから、第二水準漢字 だけＲＯＭ フォン

トで代用できないかということになりまし

た。ここからフォントミキサというアイデ

アが導入されたのです。

ユーザのフォント環境にあわせて利用フォントを選択する機能

複数のフォントを組み合わせる機能

フォントの太さを調整する機能

フォントサイズ別の分担機能

任意のフォントを傾ける機能

いわゆる変形フォントのサポート機能

(1) の フ ォント環境にあわせて利用フ ォントを選択するというのは、利用する

フ ォントにあわせたフ ォントジェネレータを用意するというこ とを意味します。

フ ォントジェネレータの設定のしかたにつ いてはここでは述べ ませんが、本書添

付のインストーラ6)を使えば、インストール の過程でユーザの環境について対話

的に入力を求めるこ とによって自動的に行ってくれます。

(2) のフ ォントの組み合わせ とは、 次の ようなことです。 たとえば、ツァイト

のZ' ｓ ＳＴＡＦＦ Ｖｅr.2に付 属しているフォントしか持っていないと第二水準漢字

のフォントがないこ とになります。このとき、代案 として、ＲＯＭ のフ ォント を

拡大・縮小したものを使うこ とが考えられました。フ ォントミキサを利用すれば、

このようなフォント同士の組み合わせ を実現するこ とができます。フォントミキ

サの設定のしかたについてはここでは述べませんが、 本書添付のインストーラを

使えば、インストールの過程でユーザの環境について対話的に入力を求めるこ と

に よって自動的に行ってくれます。

(3) のフ ォントの太さについてですが、たとえば、書体倶楽部のフ ォントはフォ

ントを描く線の太さが全体的に太めですが、この機能を使えば、ダイエット( 細

く) させ るこ とがで きますo ダ イエットさせる場介は、フォントフィルタとしてダ

イエット(diet. ｓyｓ) を 実装し使用し ます。 ダイェ ットの設定についてはここで

は述べ ませんが、本書添付のインスト ーラを使えば、インストールの過程でユ ー

ザの環境 について対 話的に入力 を求めるこ とによって自動的に行ってくれます。

また、 より高度な利用例を 第5.2.3 項｢ ツ ァイトフ ォント とダイエットフ ィル タ

の組み合わせ｣( ｐ.177) に挙 げておきました。

(４) のフ ォントサイズ別の分担機能 とは、 たとえば、60 ド ット以上の大きな

フ ォントはアウトラインフ ォントで、それより小さなフ ォント はビ ットマップ

フ ォントで表示するといったように、フ ォントのサイズにあわせて表示 用のフ ォ

6 ）第２章（ln ｓtanバｐ.21 ）

参照。
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ントを使い分ける機能です。専用のフォントミキサをつくることによって使う

ことができます。フォントミキサの作り方は、フォントマネージャの配付アー

カイブ内のドキュメントを参照してください( 本書が構築する 泡
Ｘ システムの

ＺＴＥＸＨＯＭＥＸχｆｏｎｔｍａＴＩ＼ｄｏｃ配下のファイルです)･

(5) で挙げたフォントを傾ける機能を、｢スラント処理｣ といいます。スラント

処理を行う場合は、斜体フィルタを使います。

(6) のフォントの変形とは、フォントを縦に引き仲ばしたり(長体)、上から押

しつぷして平たくしたり( 平体) するような機能です。(5) で示したフォントを

傾ける機能とも組み合わせることができます。平体、長体用のフォントフィルタ

をつくることによって対処できます。フォントジェネレータのなかには、これら

の機能を持っているもの( ツァイトの『書体倶楽部』のフォント用ジェネレータ)

もあります。このフォントジェネレータを使用したサンプルについては、第６章｢IEXXfamil

ｙ｣ のV μ 哨EiX(ｐ.234) を参照してください。

また、フォントフィルタの例として特筆しておかなければならないものとして、

キャッシュフィルタがあります。一度作成したフォントをメモリに蓄えておくと

速度的には有利になりますが、反面、膨大なメモリ容量を使`つてしまうので、メ

モリに余裕がないような場合には十分気をつける必要があります。

1　3.2j　
フォントマヲり‾ジヤの常駐

X680 ×O 版 Ｔ包Ｘ では、プレビューアおよびプ リンタドライバを使用すると

きには、フォントマネージャを常駐させておかなければなりません。竃χ 本体(

ｖiｒtｅｘ.ｘ)の処理をしている間は、フォントマネージャを常駐していなくても

問題ありません。メモリが少ない人は、町外 で処理を行う際( 特にBig7[kX を

使用する場合] にはフォントマネージャを常駐させないほうがよいでしょう。

本書の添付ディスクと付属のインストーラによって構築したＴ甘Ｘ システムの

場合、フォントマネージャの常駐方法は、次のとおりです。

A ＞ ｃｄ ＸＴＥＸＨＯＭＥＸ

Ａ〉 ｆｏｎtｍａｎ 皿yｆｏｎｔｓ.ｆｍ

Ｘ６８ｋ Ｆｏｎｔ Ｍａｎａｇｅｒ Ｖｅｒ 3. ００ｃ ＣｏＰｙｒｉｇｈｔ （Ｃ）1989 ，９０,91 ，92

b ｙ Ｅ ）（t （Ｔ.Ｋａｗａｍｏｔｏ）

フ ォ ン ト マ ネ ー ジ ヤが 常 駐 し ま し た 。

コ ン フ ィ ギ ュ レ ー シ ョ ン を読 み 込 み ま す 。

ド ラ イ バ を 登 録 し ます 。

ジ ェ ネ レ ー タ　: Ａ:/ ｕｓｒ/１０ｃａ１/ＴｅＸ/ｆＱｎｔｍａＴＩ/ｚｓ.ｓｙｓ －ｇ －ｓ ２56

登 録 は正 常 終了 し まし たO

このようにフォントマネージャの常駐はいたって簡単です。常駐を解除すると
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きには次のようにします。

A＞ｆｏｎｔｍａｎ -ｒ

Ｘ６８ｋ Ｆｏｎt Ｍａｎａｇｅｒ Veｒ 3.00c CoPy ｒighｔ （C ）1989 ，90,91 ，92　by

E ｘt （Ｔ.Ｋａｗａrｎｏｔｏ）

フ ォン ト マネ ージ ヤは 解除 さ れ ましたo

この例のように、「フォントマネージャは解除されましたo」というメッセージ

が出力されてはじめて、メモリ上に常駐しているすべてのフォントマネージャの

常駐が解除されたことを示します。

この表現で察することができると思いますが、フォントマネージャは異なる設

定7）で複数回数 に れを「ｄｅｐth＝深さ」ということにします）常駐することが

できますが、１回の常駐解除の命令で解除されるのは最後に常駐させた設定ひと

つ（1depth）だけです。したがって、「1 depth 分のフォントドライバが解除され

ました｡」というメッセージしか出ない間は、まだメモリ上にフォントマネージャ

が常駐していることになります。

7) 別に同じ設定で もかまい

ませ んか。メモリを` i良費

するだけです。

５ ５
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I) 一定の文法にしたがって、

ソースファイルにコマ ン

ドなどを埋め込んでいく

方法のことです。

２声 ＴＥＸ で'書かれてい ま

す。

3｡3 ………………プレビューア ー 画面での閲覧

第１章 「ll;Ｘ」（ｐ.1）で も触れたように、Ｍａｃｉｎtｏｓh の ＤＴＰ ソフトのような

ＷＹＳＩＷＹＧ 方式を採用しているソフトとは違い、個々の単語や行ごとにコマン

ドを埋め込むマークアップ 方式1）のIEIX シス テムでは、１£Ｘ のソースファイル

を書いている間は仕上がりのイメージをコンピュータ上で視覚的に確認すること

はで きません。 しかし、ある程度原稿を書き進むにつれ、今、書いている原稿が

どの ような仕上 がりになるのかを画面上 で確かめたくなるものです。

X680 ×O 版のTI £Ｘ にはp ｒｅｖieｗ.ｘ という画面閲覧のためのデバイスドライバ

があります。通常、これは「プレビューア」と呼ばれてい ます。「プレ」は［1本 語

だど‘前”のことであI八 また。「ビューア」ぱ 閲覧する道具”のこ とですから、

「プレビューア」は、“プ リントアウトする前に仕上が りイメージを画面上で閲覧

するための道具”というわけです。

1　3.3.1　
プレピューアの使用方法

さて、プレビューアの実行方法 を説明 するためにサンプルのドキュメント を用

意し ます。ここでは、プレビューアの作者がプ レビューア用に用意したドキュメ

ント2) が あり ますので、これを利用しましょう。

まず、作業を行うためのデ ィレ クトリを確保し ます。 自分のハードデ ィスクの

なかから高速で、空 き容量が1M バ イト以上あるパーティションを選び、そこに

デ ィレクトリをつくります。たとえば、ディレクト リをC: ＼ＷＤＲＫ とします。

デ ィレ クトリをつくったら、インストール時に作成した' 亀Ｘ の ＨＯＭＥ デ ィ

レ クトリをのぞいてみてください。ここにｄｒiｖｅｒｓというサブディレクトリがあ

ります。 さらに、そのなかのｄｏｃディレクトリには、デバイスドライバのドキュ

メント類が入っています。

Ｐｒｅｖieｗ.ｔｅｘ, Pｒinｔ.ｔｅｘ, ｃｏｍｍｏｎ.ｔｅｘ を 探して ください。



A ＞ ｃｄ ＸＴＥＸＨＯＭＥＸＸｄｒiｖｅｒｓχｄｏｃ

Ａ〉di ｒ

ボ リ ュ ー ム が あ り ませ ん ａ:χｕｓｒχ１０ｃａ１＼ＴｅＸχｄｒiｖｅｒｓχｄｏｃ

17 フ ァ イ ル

フ ァ イ ル 使 用 量

ＦａｓｔＲａｓｔｅｒ ．ｔｅχ

ＱａｎｄＡ ．ｄｏｃ

ｃｏｍｌｎｏｎ ．ｔｅχ

ｃｕｔｂｏχ ．ｓｔｙ

ｖｅｒｕｐ ．ｄｏｃ

ｐｒｅｖｉｅｗ ．Ｐ２ｍ

ｐｒｅｖｉｅｗ･ Ｐ３ｍ

ｒｅａｄｆｉｒｓｔ ．ｄｏｃ

Ｐｒｉｎｔ･ Ｐ２ｍ

ｐｒｉｎｔ ．Ｐ３ｍ

ｔｅｓｔ ．ｔｅｘ

ｒｅａｄｌｌｅ ．ｄｏｃ

ｓｏｕｒｃｅｓ ．ｄｏｃ

ｔＰｉｃｄｏｃ ．ｔｅｘ

ｐｒｅｖｉｅｗ ．ｔｅχ

Ｐｒｉｎｔ ．ｔｅχ

4677K By ｔｅ ｲ吏用 中145K

Byt ｅ 使 用

13226　93-04-03

22722　93-03-14　

9872　92-11 －17

2771　92-11 －17　6055

93-11-03　　

715　92-11 －17

14 ９8

４246　　

８38　

1462

15298　

４３14　17131527

０17181192

８８

92-11－1793-10-2492-11

－1792-11

－1793-11-0393-06-2692-11

－1792-11

－1793-10-1193-10-11

3466K By ｔｅ 使用可能

14:01:54

17:51:56

23:13:36

23:13:50

22:26:12

23:14:14

23:14:26

19:10:02

23:15:18

23:15:28

22:03:06

14:11:48

23:21:00

23:21:16

15:44:20

15:44:26

Pｒｅｖie ｗ.ｔｅｘ は 、プ レ ビ ュ ー ア を操 作 す る 人 の た め の ガ イ ド を 書 い た ド キ ュ メ

ン ト で す 。P ｒint. ｔｅｘ はｙ ｌｋＸ で つ く っ た フ ァ イ ル の 仕 上 が り をプ リ ン タ に 出

力 す る 際 にプ リ ン タ ド ラ イ バ を 操 作 す る た め の ガ イ ド と 、 各 種 プ リ ン タ に 対 応 す

る た め の オプ シ ョ ン に つ い て の 説 明 が な さ れ て い る フ ァ イ ル で す 。

ま た 、 ｃｏ回 ｏｎ.ｔｅｘ は 、 プ レ ビ ュ ー ア とプ リ ン タ ド ラ イ バ の 共 通 事 項 の 説 明 が

な さ れ て い ま す。 た と え ば 、Tpic ｓＰｅｃｉａ１ と い う 、7 胎Ｘ 文 章 中 に 絵 を 埋 め 込

む た め の 標 準 的 な コ マ ン ド 群 に つ い て の 説 明 や 、X680 ×O 標 準 の ビ ッ ト イ メ ー ジ(

ｔitle. ｓｙｓ 形 式) を 亀iX 文 章 中 に 埋 め 込 む た め の 独 自 の 拡 張 命 令 に つ い て の 説

明 な ど で す。 ｃｏｍｍｏｎ.ｔｅｘ は 、ｐｒｅｖie ｗ.ｔｅχ や ｐｒin ｔ.tｅχ か ら 呼 び 出 す 形 で 利

用 し ま す 。　し た が っ て 、ｃｏｍｍｏｎ.ｔｅｘ 自 身 を1 ぷ亀 Ｘ で 処 理 す る こ と は あ り ませ んo　

で は 、 先 ほ ど 確 保 し た 作 業 用 デ ィ レ ク ト リ に 、 こ の ３ つ の フ ァ イ ル を コ ピ ー し

ま す 。

A〉 ｃｏｐy pｒｅＶｉｅＷ,tｅＸ Ｃ:＼WORK

Pｒｅｖieｗ.ｔｅχ

1 個 のフ ァ イル を コピ ー し まし た

Ａ〉 ｃｏＰy Ｐｒinｔ.ｔｅｘ Ｃ:＼ＷＯＲＫ

ｐｒinｔ.tｅχ

1 個 のフ ァ イル を コピ ー し まし た

Ａ〉ｃｏＰy ｃｏｍｍｏｎ.ｔｅｘ C: ＼ＷＯＲＫ

ｃｏｍｍｏｎ.ｔｅχ

1 個 のフ ァ イル をコ ピ ー し まし た
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3) 表示画面の細部について

は、ここに表示したもの

と異なる場合があります。

そして、作業用ディレクトリに移ってください。

Ａ〉Ｃ:

仁 二 二 コ

先ほどコピーして きたファイルをL 灯EXL で処 理しましょう。

C〉1aｔｅｘ Ｐｒｅｖieｗ

匯 二 二 口

２ 度 囚ＪＥＸ にかけてください。 Pｒint.ｔｅＸ のほうも同様です。 ｄＶｉ ファイルp

ｒｅＶｉｅＷ.ｄＶｉ ができたら、それを画面で見てみましょう。

その前 に、フ ォントマ ネージャはちゃんと常駐してい ますか ？　確認してみま

しょう。

次のようにコマンドを打ち込んでみてください。

C〉Ａ:

☆ ‾ ‾ ＼

Ａ〉ｆｏｎｔｍａｎ -ａ

そして、次のような画面になれば、フォントマ ネージャが常駐しているこ とが

わかります３）。

A 〉 ｃｄ ＸＴＥＸＨＯＭＥχ

Ａ＞ ｆｏｎｔｍａｎ －ａ

Ｘ６８ｋ Ｆｏｎｔ Ｍａｎａｇｅｒ Ｖｅｒ ３. ００ｃ Ｃｏｐｙｒｉｇｈｔ （ Ｃ） １９８９, ９０,91, ９２

ｂy Ｅ ）（t （Ｔ. ＫａｗａＴｌｏｔｏ）

－ｔｅｘ一高 速 一明 朝 ＝ ｓｈａｒｐ－ｒｏｍ- 平 滑 －ｔｅχ［ｍｉｎ ］

一通 常 ＝ ｓｈａｒP- ｒｏrl一平 滑

-ｔｅｘ一高 速 －ゴ シ ッ ク ＝ ｓｈａｒP- ｒｏｍ一平 滑 （16 ）－t ｅｘ［got ｈ］

一強 調 ＝ ｓｈａｒP- ｒｏｍ一平 滑 （ １６）

-ｔｅχ一明 朝 ＝ ｚｅｉｔ 一明 朝 －ｔｅｘ［ ｍｉｎ ］

－ｔｅｘ－ゴ シ ッ ク ＝ ｚei ｔ－ゴ シ ッ ク ーｔｅｘ［ｇｏｔｈ ］

一明 朝 ＝ ｚｅｉｔ一明 朝

－ゴ シ ッ ク ＝ ｚｅｉｔ－ゴ シ ッ ク

もし次のように表示されたら、フ ォントマ ネージャは常駐していません。
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4〕第1.2. ８項｢ ＴｋＸ が使

う ファイ ル の拡 張 子｣

(ｐ.19) を 参照して くだ

さい。
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A〉 ｃｄ ＸＴＥＸＨＯＭＥＺ

Ａ〉ｆｏｎtｍａｎ -ａ

Ｘ６８ｋ Ｆｏｎt Ｍａｎａｇｅｒ Veｒ 3.00c CoPy ｒight （C ）1989,90,91,92　by EXt

（Ｔ.Ｋａｗａｍｏｔｏ）

フ ォン ト マネー ジ ヤは登 録 さ れて い ま せ ん。

第3.2 節「フォントマネージャ ー 文字の変形」（ｐ.50）に戻って、フォントマ

ネージャを常駐させてください。

次に、亀ＸのＨＯＭＥ ディレクトリに以下のファイルがあることを確認してく

ださいO

O　 ｐｒｅｖieｗ.cfg

よ く使うオプ ションを入れておくためのコンフ ィギュレ ーションファイルで

す。あなたの好みに応じて書き換えてもかまい ません。 オプ ションの一覧と

説明は、『Ｖｏｌ.2 － Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ 編 』のｐ.39 を参照 してください。

O　P ｒｅｖieｗ.Ｐ３ｍ

Ｐｋファイル4）名を ＦＯＮＴＭＡＮ Ｖｅｒ．３でのフォントネームに変換する際の規

則を入れてお くファイルです。 ほとんど変更することのないフ ァイルです。

いよい よdVi フ ァ イルを画面で閲覧してみます。

Ａ＞Ｃ:;7jﾑ

ｅｖieｗ Pｒｅｖieｗ

と入力してみてください。画面がそのうち( あ なたのマシンがX68030 なら 即座

に) 真 っ白になります。　しばら くすると、画面 に黒い字でプ レビューアの画面 イ

メージが表示され ます。

カーソルキーを使えば、ページのスクロールができます。ペ ージをめくるのは、

ＲＯＬＬ ＵＰ キーや ＲＯＬＬ ＤＯＷＮ キーで行い ます。これらのキーを使ってプレ

ビューアのドキュメ ントをご覧になって ください。

プ レビューアの操作がひ ととお りわかったら、プ レビューアを終了 しましょ

う。ＥＳＣ キーを押してください。軽くキーに触れる程度で十分です。これでプレ

ビューアが終了します。

プ レビューアを使えば、仕上がりをプ リントアウトするまで何度でも画面上で

編集結果を確認することができます。

ここでちょっと寄り道をしてみます。

プ レビューアを使ってページをめくる際、イライラするくらい遅いときと、 ほ

んの一瞬でめくれるときがあると思います。特に、前のページに戻るときは画面

表示が速いこ とがわかります。プレビューアでは、X680 ×O のハードウェア的な

遅さをカバーするべ く、次に挙げるような工夫 をして見かけ上の速さを確保して

います。
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（１） 画面表示の裏で次のページの描画を行う

X680 ×O 以 外の機種対応のプ レビューアは、ユーザがページをめくった瞬 間

に次のページの描画を開始 して表示する仕様の ものがほとんどです。他の機

種の場合はハードウェア的 に十分速いので、このような方法をとっても実用

に堪えられます。しかし、X68a ｘO 版のプ レビューアでこの方法をとると、

遅 くて使い ものになりません。 そこで、X680 ×O 版 のプレビューアは、現在

のページ表示中に裏で次のページの描画を行うようにつ くられています。 お

かげでページをめくったときには、すでにそのページの描画は終わっており、

画面 にそのページを転送するだけでよいのです。プ レピューアは、このよう

な仕様になっているため、 たとえハードウェアが遅 くて も、それなりの速度

でプレビューできるようになっています。

もっとも、X68030 の場合 はハードウェア的に十分速いのですが、 それでも

この工夫によって、見かけの速度がより一層速 くなります。ページをめくっ

たときの速度は他機種に比べても遜色がないくらい高速です。

（２） ページ／くツファ

プ レビューアは、ページバッファを複数持てるようになっており、すでに描画

の終 わっ たペ ージをメモリにストックす る方式を採用してい ます。そのバッ

ファ数は、IEIXL の ＨＯＭＥ デ ィレクトリ内のファイルp ｒｅｖieｗ.ｃｆｇ に書き

込まれています。標準では ５ページ分で す。

1:　-ｂｕｆ=5

2:　-ＧＲＡＭ

１行目の-bUf= のあとに書かれた数字を変更すれば、ページバッファを７

ページに増やしたり、逆に３ページに減らしたりすることができます。

また、グラフィックＲＡＭ を、すでになんらかの目的（たとえばグラフィック

ＲＡＭ ディスク）で使用している場合には、２行目の-GRAM を削除してくだ

さい。

以 上 、 プ レ ビ ュ ー ア の 簡 単 な 使 い 方 を 説 明 し ま し た 。 拡 大 表 示 や 、 代 用表 示 と

い っ た 高 度 な 利 用 を し た い 場 合 は 、 オ プ シ ョ ン を つ け て 起 動 す る こ と で こ れ を

制 御 し ま す 。 詳 し く は 、『 Ｖｏｌ.2 － Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ 編
』 の
第2.3 節 「ＰＲＥＶＩＥ Ｗ オプ

シ ョ ン 」（p.39 ）の ほ か 、 今 、 画 面 上 に 表 示 さ れ て い るマ ニ ュ ア ル（Pｒｅｖie ｗ.ｄｖi ）

に も 書 い て あ り ま す の で 、 活 川 し て くだ さ い 。

な お 、プ レ ビ ュ ー ア は い くつ か の 環 境 変 数 と い くつ か の フ ァイ ル を参 照 し ま す 。こ

の 点 に つ い て の 詳 し い 説 明 も、『 Ｖｏｌ.2 － Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ 編 』 の 第1.3 節 「ＰＲＥＶＩＥ Ｗ

環 境 変 数 」（ｐ.7）に あ り ま す の で 参 照 し て く だ さ い 。

1　3.3.2　
プレピューアの起動方法

プレビューアの起動方法について、正確に記述しておきます。コマンドライン
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か ら の 書 式 は 、 以 下 の よ う に な っ て い ま す 。

pｒｅｖie ｗ［ オ プ シ ョ ン ］ ｆｏｏ ［ オ プ シ ョ ン ］［ ペ ー ジ ］［ オ プ シ ョ ン ］

Eオプ シ ョ ン ］ に は 、『Ｖｏ１.2 － Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ 編
』 の
第2.3 節 「ＰＲＥＶＩＥ Ｗ オ プ

シ ョ ン 」 で 説 明 し て い る オプ シ ョ ン を 書 き ま す。 書 く場 所 は 、 上 の 書 式 の よ う に

“Ｐｒｅｖie ｗ” の 後 ろ な ら コ マ ン ド ラ イ ン の ど こ に 書 い て もか ま い ませ ん 。

ｆｏｏ に は 、 画 面 で 閲 覧 した い ｄｖi フ ァ イ ル 名 を 書 き ます 。 な お 、拡 張 子 の. ｄｖi

は つ け な く て も か ま い ま せ ん 。

［ ペ ー ジ ］ は 、 画 面 で 閲 覧 し た い ペ ー ジ 範 囲 を 指 定 す る も の で 、 ペ ー ジ 番 号 の

範 囲 を 書 き ま す 。 ま た 、 不 要 な ら 省 略 す る こ と もで き ま すo こ の ペ ー ジ 番 号 は
、

プ レ ビ ュ ー し た と き に 画 而 下 部 の フ ッ ク に 表 示 さ れ て い る ペ ー ジ 番 号 と は 違 う こ

と が あ り ま す 。 あ く ま で 、 先 頭 ペ ー ジ を １ ペ ー ジ 目 と し た 通 し 番 号 で す の で 、 注

意 し て く だ さ い 。

［ペ ー ジ 指 定 ］ の サ ンプ ル を い くつ か 挙 げ て 説 明 し ま し ょ う。

O　P ｒｅｖie ｗ ｆｏｏ

画 面 表 示 し た いd ｖi フ ァ イ ル の す べ て の ペ ー ジ を 表 示 で き ま す 。

O　p ｒｅｖie ｗ foo 3-10

3 ペ ー ジ か ら10 ペ ー ジ ま で を 表 示 で き ま す。

OP ｒｅｖie ｗ foo 1-4 16-20 30-

1 ペ ー ジ か ら ４ ペ ー ジ ま で と 、16 ペ ー ジ か ら20 ペ ー ジ ま で 、 そ し て30　　

ペ ー ジ か ら 最 後 ま で を 表 示 で き ま す 。

Ｏ　 Ｐｒｅｖie ｗ foo 1 一一9

1 ペ ー ジ か ら ９ ペ ー ジ ま で を 、１ ペ ー ジ お き に 表 示 で き ま す 。 つ ま り、1,3 ，

5,7,9 ペ ー ジ だ け が 表 示 の 対 象 と な り ま ず 。 ペ ー ジ 指 定 が “一一” と な っ て い

る こ と に 注 意 し て く だ さ いo

ﾚj プレビューア画面表示中のキー操作

次に、プレピューアを起動したあと、 ドキュメ ントの表示中に使えるキー操作

について説明します。

この節では、ページ指定がない場合のキー操作 について説明してい ます5)。 も　　５)ｘペーｘ,lヽ J,ａｏａ

し表示ページの指定をしてプ レピューアを起動した場合は、指定内容に応じた　　　
ｕＰ，ＲｏＬＬ ＤｏxｖＮ

等のｷｰ の項です。
読み替えが必要です。たとえば、上述の例のうち、最後に示した場合を見てくだ

さい。

iｓｔ３-２● １ ページおきに表示する

1:　Pｒｅｖieｗ foo l一一9

すでに述べたとおり、この例の場合は、1,3,5,7,9 ページが対象ですから、た

とえば、今、５ページ目を表示しているなら、次のページといえば、当然７ペー

ジ目のことを指します。
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プレビューアを起動して、画面下部のファンクションキー表示が消えた時点か

ら以下のキーが使え ます。

←、Ｈ, ＣＴＲＬ 十Ｂ，ＣＴＲＬ 十Ｓ　キー

画面上に表示されていない、紙面の左側を見 るために、画面を左方向

にスクロールさせ ます。左端まで画而をスクロールさせると止まりま

す。 ＳＨＩＦＴ キーを併 用すると、低速でスクロールし ます。

→、Ｌ, ＣＴＲＬ 十Ｆ，ＣＴＲＬ 十Ｄ　 キー

画而上で は見えない、紙面の右側を見る ために、画面を右方向に ス

クロールさせ ます。右端まで画而をスクロ ールさせ ると止 まります。

ＳＨＩＦＴ キーを併用すると、低速でスクロ ールします。

↑、Ｋ, ＣＴＲＬ 十Ｐ, ＣＴＲＬ 十Ｅ　 キー

画面上では見えない、紙面 の上側 を見るために、画面 を上方向にス

クロールさせ ます。上端 まで 画面 をスクロールさせると止まり ます。

ＳＨＩＦＴ キーを併用すると、低速でスクロールします。

↓、Ｊ，ＣＴＲＬ 十Ｎ, ＣＴＲＬ 十Ｘ　 キー

画面上で は見えない、紙面の下側を見 るため に、 画面を下方向 にス

クロールさせ ます。下 端まで画而をスクロ ールさせ ると止 まります。

ＳＨＩＦＴ キーを併用すると、低速で スクロ ールします。

スペース、Ｎ, ＲＯＬＬ ＵＰ, ＣＴＲＬ 十Ｖ, ＣＴＲＬ 十Ｃ　 キー

画面に次ページ上部を表示します。 ＳＨＩＦＴ キーを併用すると、次ペー

ジの、今、見ているペ ージの場所と同じ位置に移ります。バッファを

多 くとっていて次のページの描 画がすでに完了 していれば、すぐに

ページが切り替わります。 まだ完了していない場合は、ページ切 り替

えの要求があったことを記憶しておくだけです。

プ レビューアは、何回、ページ切 り替えの要求があったかを覚えてい

ます。キーを２回押せば即座に２ページ先の書き込みを始め、書き込

みを終了すると、そのページの画面 を表示 します。 キー入力の前に数

字を指定すると、そのページ数分先の画面に移ります。たとえば、３

に続けて Ｎ キーを押すと、３ページ先の画面 に移ります。

Ｂ，ＲＯＬＬ Ｄ ＯＶＶＮ, ＸＦ１ 十Ｖ, ＸＦ２ 十 Ｖ, ＣＴＲＬ 十Ｒ　 キー

画而に前ページ下部を表示します。ＳＨＩＦＴ キーを併用すると、前ペー

ジの、今、見ているページの場所と同じ位置に移ります。バッファを多

くとっている場合は、前に書き込んだ画面イメ ージがバッファに残っ

ているので、すぐに表示するこ とがで きます。 もしバッファに残って

いない場合は、即座にそのページの書 き込みを始 めます。書き込みを

終了すると、そのページを表示し ます。この場合 も、プレビューアは

何回キーを押したかを覚えています。 キー入力の前に数字を指定する

と、そのページ数分前に移ります。

数字列十リターン、数字列十Ｐ　 キー

直接閲覧したいペ ージ数を指定するこ ともで きます。ページ数を入力

し、最 後にリターンキーか Ｐ キーを押 します。この場合、指定した
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W

ページのデータがバッファに残っていることは少ないので、プレビュー

アは、即座に現在の書き込みを中止し、指定されたページの書き込み

を開始します。

キー

ノーマルレソリューション6)時には、より広範囲の画而イメージを見渡

せるようにハイレソリューションに切り替えることができます。ノー

マルレゾリューションとハイレソリューションはトグルになっていて、

再度 Ｗ キーを押すと元のレゾリューションに戻ります。オプション

“-ｈｉｇｈＲｅｓ♂ を指定した場合との違いは、以下のとおりです。

方法 �バッファサイズ �セル領域 �リアルタイム切り替え

-highReso � 可変 �増える � 不可

1V キー � 固定 � 同じ � 可能

ＥＳＣ, ｑ　 キー

プレビューアでの表示 を中正 してコマンドモードに戻ります。

1　3.3.4　
エラー対策

最後に、プレビューア実行中に起こり得るエラーについて、その対処法を簡単

に説明します。

O Ｎｏ Ｍｅｍｏｒy:

メモリが足りません。 -ＧＲＡＭ７）を使用してください。

それでも駄目な場合は、バ ッファの数を減らしてください。

Ｏ ｎｌｅｇａ１ Ａｒgｓ:

コマンドラインでの引数の指定に間違いがあります。

Ｏ　Ｎｏ Ｆｉｌｅ:、 Ｎｏ Ｆｏｎｔ:

そのファイルを収めてあるディスクを正しいドライブにセットして、 Ｙ キー

を押してください。

Ｏ　Ｆｉｌｅ Ｆａｕlｔ:、 Ｆｏｎｔ Miｓｍａｔｃｈ: 、 Ｃｏｍｍａｎｄ Ｅｒｒｏｒ:

ｄｖi フ ァイル関係のエラーです。めったに出ることはないと思われます。 dｖi

フ ァイルが壊れている可能性 があ ります。もう一 度ＴｋＸ にかけて ｄｖi フ ァ

イルをつくりなおしてください。

Ｏ ＵｎＰａｃｋ Ｅｒｒｏｒ:

フ ォントファイルが Ｐｋ フ ォーマットでない場合、このエラーが出ます。 Ｐｋ

ファイルが壊れている可能性があります。ＭＥＴＲＦＯＮＴ あるいは ｍａｋｅｆｏｎｔ.ｘ

を使って Ｐｋ ファイルをつくりなおしてください。

Ｏ　Ｐｒｏｇｒａｍ ＳｔｏＰ:

重 大なエラーです。使用を即座 に巾止し、著者まで症状を報告してください。

ただし、 もう一度インストールしなおすと直ることがあります。

６ ） オ プ シ ョ ン “- ｈｉｇｈＲ ｅｓｏ ”

を 指 定 し て い な い 鵬 介 の

こ と 。

7 ）r Ｖｏｌ.2 － Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ

編
』の
第２．４ 節「ＰＲＩＮＴ

オプ ショ ン」（ｐ.54 ）を 参

照 して くだ さ い。

６３
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3｡4……プリンタドライバ ー プリントアウト

3｡4.1　プリンタドライバの使用方法

いよい よプ リントアウトです。 まずは、 第２章「lnｓta11」（ｐ.21）に従って、あ

なたの使用するプ リンタを指定して、そのプ リンタ専用のシステムを構 築して く

ださい。これを実行しておけば、プリンタの機種に依存するような設定は、今後

行う必要はありません。

町外 の ＨＯＭＥ ディレクトリに、以下のファイルがあるこ とを確認してくだ

さい。

O　 Ｐｒinｔ.cfg

プ リンタの出力シーケンスを記述するファイルです。ほかに、よく使うオプ

ションを入れておくこ ともで きます。

Ｏ　Ｐｒinｔ.P3m

pk フ ァイル名を ＦＯＮＴＭＡＮ Ｖｅｒ．３でのフ ォント名に変換する際の規則を

入れておくファイルです。ほとんど変更する必要のないファイルです。

次 に 、プ リ ン タ がX680 ×O 本 体 と ヶ － ブ ル で き ち ん と つ な が っ て い る こ と 、 プ

リ ン タ の 電 源 が 入 っ て い る こ と 、 そ し て 、 紙 が 正 し く セ ッ ト さ れ て い る こ と を 確

認 し て くだ さ いo

先 ほ ど 表 示 さ せ た Ｐｒｅｖie ｗ.ｄｖi を 印 刷 し て み ま し ょ う。

A〉Pｒint P ｒｅｖieｗ

Ｐｒｅｖie ｗ.ｔｅｘ,Ｐｒin ｔ.tｅｘ は 、 そ れ ぞ れ 、 そ の ｄｖi フ ァ イ ル をプ リ ン ト ア ウ ト

し て 保 存 し て お く の が い い で し ょ うｏ

プ リ ン タ ド ラ イ バ は 、 プ レ ビ ュ ー ア 同 様 、 オプ シ ョ ン を 指 定 し て 起 動 す る こ と

が で き ま す 。 詳 し く は 、『 Ｖ０１.2 － Ｒｅｆｅrｅｎｃｅ 編 』 の 第2.4 節 「ＰＲＩＮＴ オプ シ ョ

ン」（ｐ.54 ）を 参 照 し て く だ さ い 。

プ リ ン タ ド ラ イバ は い くつ か の 環 境 変 数 と、 い く つ か の フ ァ イル を 参 照 し ま す 。

詳 し い 説 明 は 『 Ｖｏｌ.2 一一Ｒｅ拓ｒｅｎｃｅ 編 』 の 第1.4 節 「ＰＲＩＮＴ 環 境 変 数 」（ｐ.12 ）に

あ り ま す 。
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なお、プリントアウトを中正してコマンドモードに戻るときにはＥＳＣ キーを

押してくださいO 軽くキーに触れる程度で、プリンタドライバが終了します。

｜肖 自分のプリンタに対応させる

もし、あなたのお持ちのプリンタに本竃芦 システムが対応していない場合は、

オプションをいくつかセットすることによって、あなたのプリンタに対応させる

ことができますo オプションセットのサンプルは、IE;ＸのＨＯＭＥ ディレクトリ

のサブディレクトリdｒiｖｅｒｓ＼configｓ内に何種類か入っています。

A〉ｃｄ ＺＴＥＸＨＯＭＥＺ＼ｄｒiｖｅｒｓ＼ｃｏｎｆｉｇｓ

A〉di ｒ

ボ リ ュ ームがあ り ませ ん ａ:＼ｕｓｒ＼１０ｃａ１＼ＴｅＸ＼ｄｒiｖｅｒｓ＼configｓ

42 フ ァ イル　　　4693K By ｔｅ 使 用 中　　　3450K Byt ｅ 使 用可 能

フ ァ イル使 用量　　　　 ４２Ｋ Ｂytｅ 使 用

AP550.cfg　　　　　　　　　　　　175　91-08 －12　22:14:22

AP850.cfg　　　　　　　　　　　　203　91- ０８－12　22:40:28

AP900.cfg　　　　　　　　　　　　200　93 －10－24　19:21:32

BJ10V.cfg　　　　　　　　　　　　230　91 －０８-12　22:33:24

BJ130J ＿1.cfg　　　　　　　　　　323　90 －11－11　15:00:00

PR2KA4. Ｃｆｇ

ＴＲ２４ＣＬ.CfgVP2000.CfgVP800.CfgVP950.

Ｃfg

421

215

223

177

2 ４０

9３-03-0591-08

－1790

－11-0990-01

－0290-01-02

14:02:04

12:03:50　

8:21:38

15:00:00

15:00:０0

こ の 中 に 、 あ な た が お 持 ち の プ リ ン タ の 型 番 と類 似 し た 名 前 の フ ァ イ ル1 ）が 兄

つ か れ ば 、 そ れ をIE; Ｘ の Ｈ ＯＭ Ｅ デ ィ レ ク ト リ 内 にP ｒint. ｃｆｇ とい う 名 前 で コ

ピ ー し ま すo た と え ば 、M1024 が 類 似 し て い る 場 合 は 、 以 下 の よ う に 指 定 し ま す。

A〉ｃｏｐy M1024.cfg ‥ ＼‥ ＼Pｒinｔ.cfg

も し 兆;Ｘ の ＨＯＭ Ｅ デ ィ レ ク ト リ の サ ブ デ ィ レ ク ト リ ｄｒiｖｅｒｓ＼ｃｏｎｆｉｇｓ 内

に 類 似 プ リ ン タ が な い 場 合 は 、 コ ン フ ィ ギ ュ レ ー シ ョ ン フ ァ イ ル Ｐｒin ｔ.ｃｆｇ を

自 分 で つ く ら な け れ ば な り ませ ん 。 こ の 作 り 方 に つ い て は 第5.3 節 「Ｐｒin ｔ.ｃｆｇ

の 作 り 方 」（ｐ.186 ）、 お よ び 『 Ｖｏ１.2 － Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ 編 』 の 第3.1 節 「 コ ン フ ィ ギ ュ

レ ー シ ョ ン フ ァ イ ル 文 法 」（ｐ.100 ）を 参 照 し て くだ さ い 。

1) 本書の 添付 ディス クに

1,1'属のインストーラを使

川した場合に。対応プ リ

ンタの一覧として表示さ

れるのが、このデ ４レク

トリ内のファイル名です

(ｐ.36 参照)。
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2 ）た とえ ば 本書 の形 式上 の

第 １ ペ ー ジの場 合 、この

ペ ー ジは ま えか きやr1 次

の あ と に あ り ます か ら 、

実 質 的 な 第 １ ペ ー ジ で

はあ り ませ ん 。ｖiｒtｅχ｡χ

が ソ ース を 処理 す る 際 に

両 而 に出 力 し 、デ バ イ ス

ド ライパ が「 ペー ジ 番号」

とし て採 用し てい るの は。

こ こ で い うr 実 質 的 な 』

ペ ー ジ番 号で す。

3）r Ｖｏｌ.２ - Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ

編J の第 ２．４節「ＰＲＩＮ Ｔ

オプ シ ョン」（ｐ.５４）を参

照 し て くだ さい 。

3｡4.3　 起動方法

プ リ ン タ ド ラ イ バ の 起 動 方 法 は 、 以 下 の と お り で す 。

Pｒin ｔ ［ オ プ シ ョ ン ］ｆｏｏ［ オ プ シ ョ ン ］［ペ ー ジ ］［ オ プ シ ョ ン ］

［ オ プ シ ョ ン ］ に は 、『Ｖｏ１.2 － Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ 編 』 の 第2.4 節 「ＰＲＩＮＴ オプ シ ョ

ン 」（ｐ.54 ）で 説 明 し て い る オプ シ ョ ン を 書 き ま す。 書 く場 所 は 、 コ マ ン ド ラ イ ン

の 前 の ほ う で も 後 ろ の ほ う で も か ま い ま せ ん 。

ｆｏｏ に は 、 プ リ ン ト ア ウ ト し た い ｄｖi フ ァ イ ル 名 を 書 き ま す。 な お 、 拡 張 子 の.

ｄｖi は つ け な く て も か まい ま せ ん 。

最 後 の ［ペ ー ジ］ は 、 プ リ ン ト ア ウ ト し た い ペ ー ジ 範 囲 を 指 定 す る も の で す。

ま た 、 不 要 な ら 省 略 す る こ と も で き ます 。 ペ ー ジ 番 号 の 範 囲 を 指 定 し ま す が 、 こ

れ は フ ッ ク に 表 示 さ れ て い る ペ ー ジ 番 号 と は 違 う こ と が あ り ま す 。 ｖiｒｔｅｘ.ｘ に

よ っ て ソ ー ス を 処 理 す る 際 に 画 面 に 表 示 さ れ た ペ ー ジ 番 号 で す2 ）。

ペ ー ジ 指 定 の サ ンプ ル を い く つ か 挙 げ て 説 明 し ま し ょ う 。

O　Ｐｒinｔ ｆｏｏ

プリントアウトしたいｄｖiファイルｆｏｏのすべてのページを出力します。OP

ｒinｔ foo 3-10

3 ページから10 ページまでを出力します。

Ｏ Ｐｒinｔ foo 1-4 16-20 30-

1 ページから４ページまでと、16 ページから20 ページまで、そして30　

ページから最後までを出力します。

Ｏ Ｐｒinｔ foo 1一一9

1 ページから９ページまでを、１ページおきに出力しますo つまり、1,3,5 ，

7,9 ページが対象となります。ページ指定が“一一”となっていることに注意

してください。

これらの指定はプレビューアのページ指定方法と同じです。

1　3.4.4　
エラー対策

最後に、プリンタドライバ実行中に起こり得るエラーについて、その対処法を

簡単に説明します。

O　 Ｎｏ Ｍｅｍｏｒy:

メモリが足りません。 -ＧＲＡＭ,-ＴＲＡＭを指定してください３）。

Ｈｕman68k のデバイスドライバで使用頻度の低いものを外してX680 ×Oを

起動しなおすと少し状況がよくなります。それでもメモリが足りない場合は、

メモリボードを購入し、メモリを増設してください。
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Onlega1 A ｒgｓ:

コ マンドラインでの引数の指定 に間違いがあり ます。マニュアルをよく読ん

で、正しく引数を指定してください。

Ｏ　Ｎｏ Ｆｉｌｅ:、 Ｎｏ Ｆｏｎt:

そ のファイルを収めてあるデ ィスクを正しいドライブにセットして、Ｙ キー

を押してください。

O　File Fa ｕlt: 、 Ｆｏｎt Mi ｓｍａtｃｈ:、 Ｃｏｍｍａｎｄ Ｅｒｒｏｒ:

ｄｖi フ ァイル関係のエラーです。ほとんど出ることはないと思 われます。 ｄｖi

フ ァイルが壊 れている可能性があります。 もう一度'ＩＭＸ にかけてｄｖi フ ァ

イルをつ くりなおしてください。

Ｏ Ｕｎｐａｃｋ Ｅｒｒｏｒ:

フ ォントファイルがPk フ ォーマットでない場合、このエラーが出ます。そう

でない場合には、pk ファイルが壊れてい る可能性があります。 ＭＥＴＲＦＯＮＴ

あるいは ｍａｋｅｆｏｎt.ｘ を使ってPk フ ァイルをつ くりなおしてください。

O　P ｒogｒａｍ ＳｔｏＰ:

重 大なエラーですo 使 用を即座に中止し、著者まで症状を報告して ください。

ただし、もう一度インストールしなおすと直ることがあります。
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)ＮＩＦＴＹ- ＳｅｒｖｅでのID　

は ＰＦＡ００２０４ です。

２)ＮＩＦＴＹ, ＳｃｒｖｅでのID　

は ＰＥＤ００･１･１５ です 。

３)ＮＩＦＴＹ- ＳｅｒｖｅでのID　

はPFA01121 です。

3 。5…………………………フ ァッ クスフ ァイフレ変 換

最近モデムがとて も安くなり、9600bp ｓ や14400bp ｓ の モデムが個人でも買 え

る値段になってきました。そして、9600bp ｓ 以上 のモデムを買うと、たいてい、

ファックス機能がつい ています。これを利用して ＴｋＸ ファイルをファックス経由

で送ろうというのが本節の目的ですo

さ すがにユーザの絶対数の違いとい うわけではないでしょうが、ＭＳ-ＤＯＳマ

シンを見てみるとｙｌｋＸ ファイルをフ ァックスで送信できる形式に変換するプ ロ

グラムとして、ａｎti-tｏｐ 氏および ＳＨＩＭＡ 氏が作成したPBM2FAX.EXE があ りま

すし、逆にファックスで受信したファイルを ■£Ｘ フ ァイル形式に変換するプ ログ

ラムには、ＳＨＩＭＡ 氏が作成したＦＡＸ２ＰＢＭ.ＥＸＥ があ ります。

これらをSSIZZI ）氏 がX680 ×0 用 に移植したのが ｔｔ12fa ｙ とfa72 ｔｔ1 で す。

これらは、アーカイブファイルｔｔ12fa ｘ.1ｚｈ およびfa ｘ2ｔt1.1ｚｈ とい う名前で

本書添付ディスクの ８ に収録されています。詳しい説明は、そのアーカイブに含

まれたドキュメントに譲るとして、本節では、その使い方を中心に説明していき

たいと思い ます。

なお、当たり前といえば当たり前ですが、「亀Ｘ フ ァイルをファックスで送受信

するには、本書添付ディスクに収録されている既述のプ ログラムのほかに、ファッ

クスモデム、そして。ファックス送受信プ ログラムを用意しなければなりません。

注意してください。

また、ファックスモデムとその送受信の しかたについては、詳説する紙面の余

裕がありませんので省略し、ここでは て［ｋＸ フ ァイル とSt ａｒfaｘ 形式のフ ァイル

との間の変換だけに話を限定して説明することにします。

同様の理由から。フ ァックス送受信プ ログラムについても深 く触れるこ とはし

ません。ただ。フ ァックス送受信プ ログラムでは、ｃａｎａｌｉａｎ２）氏の“ＦＡＸＩＯＮ 大

魔王”や、ＳＳＩＺＺ 氏の“ＬＥＳＱＵＡ”〔レスカ ‥・原作は ＭＳ-ＤＯＳ版でＵ 原作者

は護法 童子3〕氏）などが有名です。これらはいずれも ＮＩＦＴＹ-Seｒｖｅ で手に入れ

ることができます。

ただ、フ ァックスモデムには、ファックス ：　・モデム間、およびモデム １　;･

コンピュータ間の相性の問題がかなりあります。　しか も、ファックス送受信のし

かたは必ずしも簡単ではありません。これについては、手持ちのファックスモデ

ムのマニュアルなどを参照して ください。
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６ ９

⑧ファックスモデムとｌｋＸ

普通、家庭用ファックスといえば、スキャ

ナとプリンタとモデムが一体になったもの

を指しますが、ここでいうファックス機能

とは、家庭用ファックスからスキャナとプ

リンタ部を取り除いたものを指します。し

たがって、ファックス機能を持ったモデム

を利用するのであれば、スキャナとプリン

タが別途必要になりますO そして、これら

３つを相互接続するためには、もちろん、

コンピュータも必要です。

しかし、本書の読者は、ＴｋＸ を使おうと

しているのですから、コンピュータはすで

に持っているはずです。

また、Ｔ包Ｘの文章をファックスで送れる

1　3j.1　
ファックス送受信の手順

環 境 にあ るな らば 、 ス キャ ナ は必 須 で は な

くな り ます。

さ ら に、Tk χ シス テ ムを 持 っ てい れば 、

プ リ ンタ すら 不要 にな り ます。Ｔ封Ｘ ユ ーザ

な ら たい て いプ リ ンタ を持 っ て い る で し ょ

う が、 た と え何 かの 都 合 でプ リ ン タ が使 え

な い とし て も、プ レ ビ ュ ー アが あ れば 受 信

し た ファック スデ ータ を 見 るこ とが で きる

から で す。

ス キャナ とプ リ ンタが な い た め に、 単 に

モデ ムとし て使 用してい たフ ァック スモデ ム

が 、ＴｋＸ システム と結 び付 くこ とで 、ファッ

クス と して の 用途が 開 け て くるの で す。

7[甘Ｘ ファイルをファックス送信する場合は次のような手順で行います。

(1)

(2)

dVi ファイルをファックスフォーマットのファイルに変換するO

変換したファイルをファックス送信プログラムで送信する。

ファックス受信する場合は次のような手順で行いますo

(1) ファックス受信プログラムで受信する。

(2) ファックスフォーマットのファイルをタイトルファイル(ｔitle.ｓyｓ)形式に

変換する。

(3) プレビューアやプリンタドライバのタイトルファイル読み込み機能を使って

画面表示したり、プリンタ出力したりする。

ここで、一口に「ファックスファイルのフォーマット」といっても、これには

各種ソフトによってさまざまな形式が採用されていますo ここで、そのすべてを

説明することはできませんので、本書では、ファックスファイルのフォーマット

として代表的な「Stａｒfaｘ形式」を取り上げることにします。

｜尚 乃χ のファイルをSt ａｒfaｘ 形式へ変換する

まず、’ＩＭＸ の ｄｖi ファイルをSt ａｒfaｘ 形式のファイルに変換してみましょう。

そのために必要なツール類は、添付ディスク ８ に収録されている ２ つのアー

カイブファイルｔｅｘ2ｔｔ1.1ｚｈ とｔｔ12fa ｘ.1ｚｈ のなかに入っていますので、最初

にこ れらのアーカイブファイルを展開してください。ア ーカイブファイルの展開

に ＬＨＡ.ｘ を使った場合は、以下のようにして行い ます。
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４）し か し 、ＭＥＴｎＦｏＮＴ の

ユ ーザ イ ン タ ーフ ェ ー ス

にバ ッチ ファ イル が 川 い

ら れ てい た頃 には 、 き わ

め て有 用な もの でし た。

Ａ〉 １ｈａ ｘ ｔｅｘ２ｔｔ１ ．１ｚｈ

Ｅｘｔｒａｃｔｉｎｇ ｆｒｏｍ Ａｒｃｈｉｖｅ ： ｔｅｘ２ｔｔ１ ．１ｚｈ

T ｅＸ２ＴＴＬ. Ｄ()CTeX2TTL.

Ｘ

ＴｅＸ２ＴＴＬ. ＣＦＧ

ｍｆ２０８. ｔａｒ

Ａ〉 １ｈａ ｘ ｔｔ１２ｆａｘ ．１ｚｈ

： 解凍終了

： 解凍終了

： 解凍終了

： 解凍終了

［

［

［

［

Eｘｔｒａｃｔing f ｒｏｍ Ａｒｃｈｉｖｅ : ｔｔ12fa ｘ.1 ｚｈ

P ＢＭ２ＦＡＸ. ＤＯＣ

ＲＥＡＤＭＥ. ＡＤＤ

ＴＴＬ２ＦＡＸ. Ｘ

ＲＥＡＤＭＥ.68

Ａ〉

： 解凍終了

：解凍終了

： 解凍終了

： 解凍終了

［

［

［

［

2210 ］［17438

］［

432 ］［30720

］（

5521 ］［2023

］（22934

）（

805 ）（

2210 ）17438

）

432 ）30720

）

5521 ）2023

）22934

）

805 ）

こ こ で ， 展 開 さ れ た フ ァ イ ル に つ い て 簡 単 に 説 明 し て お き ま す。

ｔｅｘ2ｔｔ1.1 ｚｈ に は ，TeX2TTL.DOC ，ＴｅＸ２ＴＴＬ.CFG ，ＴｅＸ２ＴＴＬ.Ｘ, mf208.t ａｒ と

い う ４ つ の フ ァ イ ル が ア ー カ イ ブ さ れ て い ま す 。

O　TeX2TTL.DOC

こ のファイルは、ｔｅｘ2ｔｔ1 の マニュアルです。本節のかわりに、こちらを読

んで もらって もか まいませんが、若干注意点があります。 tｅｘ2ｔt1 は特 殊な

フォントを使用する都合上、このドキュメントファイルの冒頭で「フォント

作成」についての説明があります。 しかし、本書の添付ディスクによって構

築した「矩Ｘ システムと、このドキュメントが想定する「亀Ｘ のシステム環境

とでは、デ ィレクトリやファイル類の構成が違うので、「フ ォント作成」の

説明に書かれているとおりに実行しても正しく動きません。「フ ォント作成」

方法 については本項で述べますので、こちらを参照してください。

Ｏ　ＴｅＸ２ＴＴＬ.ＣＦＧ

このフ ァイルは、プ リンタドライバ用のコンフ ィギュレーションフ ァイルで

す。あとで説明 しますが、このコンフ ィギュレーションファイルを指定して

プ リンタドライバを起動すると、プ リンタドライバはビットマップ イメ ージ

をプ リンタに出力するかわりにファイル に出力するようになります。

Ｏ　ＴｅＸ２ＴＴＬ.X

ダンプしたフ ァイルをタイトルファイル形式に変換するプログラムです。

O　mf208. ｔａｒ

208dpi の･ヽ･IEエ叩 ＯＮＴ を作成するための 回Ｅエ剛＝Ｏ田－ソース（の一部）です。

ｍａｋｅｆｏｎｔ.ｘ を使用すれば任意サイズのフ ォントを作成することができます

から、これを使用する必要はないでしょう４）。
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次にｔｔ12fa ｘ.1ｚｈ には，PBM2FAX.DOC ，ＲＥＡＤＭＥ.ADD ，README.68 ，ＴＴＬ２ＦＡＸ.X

の ４つのファイルがアーカイブ されています。

O　PBM2FAX.DOC

こ のファイルはｔｔ12fa ｘ の オリジナル版であるＰＢＭ２ＦＡχのマニュアルです。

X680 ×O 版 とは内容的に大きく異なっていますので、参考程度に目を通して

おいてください。しかし、一度はしっかり読んでおいたほうがいいでしょう。

Ｏ ＲＥＡＤＭＥ.ＡＤＤ

このファイルもPBM2FAX 関係 です。参考程度に目を通せば十分ですが、一度

はしっかり読んでお くべきでしょう。

Ｏ ＲＥＡＤＭＥ.68

ｔｔ12fa ｙ のマニュアルです。

Ｏ ＴＴＬ２ＦＡＸ.X

PBM2FAX. ＥＸＥのX680 ×O 移 植版の実行プ ログラムです。

ファイルの説明は以上で終わりです。 ＴｅＸ２ＴＴＬ.X とTTL2FAX.X を パ スの通っ

たディレクトリのなかに収めておいてください。

◆ フォントの作成

さて、先のアーカイブ内のファイル についての説明で、ｔｅｘ2ｔｔ1 は 特殊なフォ

ントを使用するのだと述べ ましたが、 実際のところは特殊といってもそれほど大

層な ものではありません。ファックスの基本解像度が、プレビューアで使用する

デ ィスプ レイ用のフォント、あるいはプ リンタドライバで使 用するプ リンタ用の

フ ォント とは、若干異なる値だというだけのこ とです。

すでにご存じの読者 もいるかと思いますが、ファックスは横208 dpi ｘ 縦196dpi

とい う解像度になっています／］胞Ｘ は縦横同じdpi し か扱えませんので、多

少縦方向に伸びるのは我慢して、208 dpi のフ ォントを作成することにします。

そこで まず、このフォントの作成を行わなければなりません。

後出の第5.4.2 項 「ｍａｋｅｆｏｎｔ によるフォント作成」（ｐ.220）を参考にして208dpi

のフ ォントを作成するのですが、プ リンタドライバ実行時点で出力され る足

りないフ ォントのレポートを見ながら、そのつどフォント作成を行うほうが効率

的でしょう。

◆ ファイル形式の変換

いよいよStａｒfaｘ形式ファイルへの変換作業に入りますo この作業は、いった

んdllmP ファイルを作成し、その後、タイトルファイルに変換するという、２つ

のステップを踏みますので、注意しながら作業をしてください。

71
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ま ず 、 プ リ ン タ ド ラ イ バ 起 動 用 に コ ン フ ィ ギ ュ レ ー シ ョ ン フ ァ イ ル の 設 定 を

行 い ま す 。ｔｅｘ2ｔｔ1.1 ｚｈ を 展 開 し て 得 ら れ た フ ァ イ ル ＴｅＸ２ＴＴＬ.CFG を 賜 芦 の

Ｈ ＯＭＥ デ ィ レ ク ト リ に コ ピ ー し ま す。

→ ふ ‾ ‾ ‾ ○

そ し て 、 環 境 変 数 ＰＲＨ Ｔ.CFG を 設 定 し ま す 。

→ こ こ ‾ ‾ ノ

以 上 で 準 備 は 完 了 し ま し た 。

い よ い よIE; Ｘ のd ｖi フ ァ イ ル 形 式 か らSt ａｒfaｘ 形 式 へ の 変 換 作 業 に 入 り ま

す。 こ こ で は 、 変 換 し た いd ｖi フ ァ イ ル 名 が ｆｏｏ.ｄｖi で あ る と し ま し ょ う。

プ リ ン タ ド ラ イ バ を 、 通 常 使 用 す る の と 同 様 に 、ｆｏｏ.ｄｖi を 引 数 に し て 起 動 し

ま す 。

Ａ〉P ｒinｔ ｆｏｏ 

㎜

す る と 、 カ レ ン ト デ ィ レ ク ト リ にTeX2 ｔｔ1. ｄｍＰ と い う フ ァ イ ル が で き ま す 。 今

度 は 、 こ の フ ァ イ ル を 引 数 に し て 、TeX2 ｔｔ1.ｘ を 起 動 し て くだ さ い 。

A〉 ＴｅＸ２ＴＴＬ ＴｅＸ２tｔ1.ｄｍｐ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

㎜

す る と 、 カ レ ン ト デ ィ レ ク ト リ にd ｕmP01. ｔｔ1, ｄｕmP02. ｔｔ1, … とい う フ ァ イ

ル が 、｀ － ジ 数 分 だ け 作 成 さ れ ま す 。 ｄｕmP に 続 く01,02 ，… が ペ ー ジ 数 を 示 し

て い ま す 。

た と え ば 、 ４ ペ ー ジ分 の フ ァ イ ル が 作 成 さ れ た と し ま し ょ う。 こ れ ら の フ ァ イ

ル をSt ａｒfaｘ 形 式 の フ ァ イ ル に 変 換 し ま すo

A＞ ＴＴＬ２ＦＡＸ ｆｏｏ.faｘ ｄｕmP01. ｔｔl dｕｍＰ０２.ｔｔl dｕmP03. ｔｔl dｕmP04.t ｔ1

こ れ で 、St ａｒfaｘ 形 式 の フ ァ イ ル ｆｏｏ.fa ｘ が 作 成 さ れ ま す 。

本 節 の 冒 頭 で も 触 れ ま し た が 、 こ の フ ァ イ ル ぱ ＦＡＸＩＯＮ 大 魔 王 ” や

“ＬＥＳＱＵＡ” を 使 っ て 、フ ァッ ク ス 送 信 す る こ と が で き ま すo た とえ ば 、 ＬＥＳＱＵＡ

を 使 っ て 電 話 番 号 “012-345-6789 ” に フ ァッ ク ス 送 信 す る 場 合 、 次 の よ う に し て

く だ さ い 。

Ａ＞ １ｅ -ｓＡＴＤ０12３４5６７8９ fｏｏ



３ 。５-

5521 ］［1246

］［26466

］［1869

］［3208

］（3568

）［3360

］（

展 開し てで きあがったフ ァイル は，ＦＡＸ２ＰＢＭ.DOC ，README.68 ，FAX2TTL. Ｘ

ＦＡＸ２ＴＴＬ.DVI ，FAX2TTLA4. ＤＶ工，FAX2TTLB4.DV 工，FAX2TTL.TEX の ７ つです。

［

［

［

［

［

［

［

5521 ）1246

）26466

）1869

）3208

）3568

）3360

）

さて、 それではSt ａｒfaｘ 形 式から、デバ イスドライバで出力で きるタイトル
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O　FAX2PBM.DOC

こ のファイルは、faｘ2ｔｔ1 の オリジナルであるＦＡＸ２ＰＢＭのマニュアルです。

faｘ2tt1 を 使う場合は。参考程度に目を通しておいてください。

Ｏ ＲＥＡＤＭＥ.68

こ のフ ァイルはfa ｘ2tt1 のマ ニュアルです。

O　FAX2TTL.X

Stａｒfaｘ 形 式ファイルをタイトルフ ァイルに変換するプ ログラムです。

O　FAX2TTL.DVI,FAX2TTLA4. ＤＶＩ，FAX2TTLB4.DVI

こ れ らのファイルは、FAX2TTL.X で 変換したタイトルファイル を、プ リンタ

ドライバで出力するためのｄｖi フ ァイルで すo 各ファイルを使うと、どの よ

うに出力されるのかについては、のちほど触れますo

O　FAX2TTL.TEX

直 前 に示した ４つの ｄｖi フ ァイルのもとになったソースです。

◆ プリンタドライバでの出力

1　3jj　St
ａｒfaｘ 形式ファイルを ■EIXへ変換する

今度は逆に、“ＬＥＳＱＵＡ”などを使って受 信したファッ クスデータをデバイス

ドライバで出力してみましょう。そのために必要なツール類は、本書の添付ディ

スク ８ 中のアーカイブフ ァイルfa ｘ2tt1.1 ｚｈ に含まれています。

まず最初に、fa ｘ2ｔｔ1.1ｚｈ-を展開してください。

Ａ＞ １ｈａ ｘ ｆａｘ２ｔｔ１ ．１ｚｈ

Ｅｘｔｒａｃｔｉｎｇ ｆｒｏｍ Ａｒｃｈｉｖｅ ： ｆａｘ２ｔｔ１ ．１ｚｈ

FAX2PBM. ＤＯＣ

ＲＥＡＤＭＥ.68

FAX2TTL.X

FAX2TTL. ＴＥＸ

ＦＡＸ２ＴＴＬ.DV 工

FAX2TTLA4.DVI

FAX2TTLB4. ＤＶI

Ａ 〉

： 解凍終了

： 解凍終了

： 解凍終了

： 解凍終了

： 解凍終了

： 解凍終了

： 解凍終了
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ファイル形式への変換作業に入りましょう。 データ形式を変換したいSt ａｒfaｘ 形

式のファイル名を、たとえばf()ｏ.faｘ と します。このファイルをＦＡＸ２ＴＴＬ.Ｘ で

処理します。

→ 二 ‾‾ ‾ ‾ ‾ コ

すると、カレントディレクトリにfa ｙ01.ｔｔ1,fa ｙ02.ｔｔ1, … というファイル

がページ数分だけ作成され ます。faｘ に続く01 ，02，… がページ数を示します。

たとえば、こ の処理によって ４ ページ分のフ ァイルが作成されたとしましょ

う。こ れをプ リンタに出力するには、先ほどｆａｙ2ｔｔ１.1ｚｈ に含 まれていた ４つ

の ｄｖi フ ァイルをプ リンタドライバで処理し ます。

O　 ＦＡＸ２ＴＴＬＡ４.ＤＶ工

この ｄｖi ファイルを360 dpi プ リ ンタで出力すると、A4 サイズのファック

スが、そのままのサイズで出力されます。

Ａ〉pｒinｔ FAX2TTLA4 1- ４

また、B4 サ イ ズのファックスなら、そのままB4 サ イズで出力されます。

Ｏ ＦＡＸ２ＴＴＬＢ４.ＤＶ工

この ｄＶｉ ファイルを360 dpi プ リ ンタで出力すると、B4 サイズのファック

スがA4 サ イズに縮小されて出力されます。

A〉ｐｒint FAX2TTLB4 1-4

他 のサイズのファックスで も同じ縮小串（81.7 ％）で出力されます。

O　FAX2TTL. ＤＶ工

この ｄＶｉ ファイルで出力すると、ファックスの元 の解像度のままで出力され

ます。ファックスの解像度は208 dpi です ので、たとえば360 dpi のプ リン

タなら0.58 倍 に縮小されたイメージで出力されます。紙の大きさは不自然

ですが、ドットの拡大・縮小 は行われていないので、 きれいに出力するこ と

がで きます。

Ａ〉Pｒinｔ ＦＡＸ２ＴＴＬ １-４

なお、360 dpi で ない他のプ リンタに出力したり、画面 に出力したりする場合

は、ＦＡＸ２ＴＴＬ.ＴＥＸ を修正 して専用の ｄｖi フ ァイルを作成すれば、正 しいサイズ

で出力できるようになります。



3｡５－ ファックスファイル変換

た と え ば 、A4 サ イ ズ の フ ァ ッ ク ス を180 dpi の プ リ ン タ にA4 サ イ ズ で 出 力

す る た め に は 、 次 の よ う に し ま す 。

ま ず 、 ＦＡＸ２ＴＴＬ.TEX をA4 ｔo180A4. ｔｅｘ と い う フ ァ イ ル 名 で コ ピ ー し ま す 。

→ ニ ニ ‾ ノ

次 に 、A4 ｔo180A4. ｔｅｘ を エ デ ィ タ で 修 正 し ま す 。

Ａ〉 ｅｄ Ａ４tｏ１８０Ａ４.ｔｅｘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

㎜
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9
0
1
2
2
3
3
3

33

34

X ｌｄｏt t ０ １ｄｏｔ

X ＼ｄｅｆχtｔ1 ＃1｛ χｓPecia1 ｛! ｔiｔle ＃l ｓｃａｌｅｄ ０.5 ｝＼ｎｅｘｔＰａｇｅ｝

Ｘ ａ４ ｆａｘ ｔｏ ａ４ ３６０ｄＰｉ

Ｚ＼ｄｅｆχｔt1 ＃1｛ ＼ｓPecia1 ［! ｔiｔle 毒l ｓｃａｌｅｄ ０.8333333333333 ］･＼ｎｅｘｔpage ｝

Ｘ ｂ４ ｆａｙ ｔｏ ａ４ ３６０ｄＰｉ

χｄｅｆχｔｔ1 ＃1｛ χｓPecia1 ｛! ｔiｔle ＃1 ｓｃａｌｅｄ ０.7031251 χｎｅｘｔPage ｝

こ の31 行 目 か ら34 行 目 を 次 の よ う に 修 正 し て く だ さ い 。

Liｓｔ ３－ ４ ● Ａ４ｔ０１８０Ａ４.ｔｅｘ の修正結果

29:　X ldo 七ｔ０ １ｄｏｔ

30 :　X χｄｅｆ＼ｔt1 ＃1｛ χｓＰｅｃｉａＨ! ｔiｔle 毒1 ｓｃａｌｅｄ ０.5 ｝＼ｎｅｘtPage ｝

31:　 Ｘ ａ４ ｆａｙ ｔｏ ａ４ １８０ｄＰｉ

３２:　 ＼ｄｅｆχtt1#1 ｛ ＼ｓpecia1 ｛! ｔiｔle 毒l ｓｃａｌｅｄ １.6666666666666 ｝＼ｎｅｘｔＰａｇｅ｝

33:　 Ｘ ｂ４ ｆａｘ ｔo a4 180dPi

34:　X ＼ｄｅ八ｔｔ1 ＃1｛ χｓＰｅｃｉａ１｛! ｔiｔle ＃1 ｓｃａｌｅｄ １.４０６２５ ｝＼ｎｅｘｔPage ｝

32 行 目 と34 行 目は、タイトルファイルの拡大率を指定するものです。 ｓｃａｌｅｄ

の直後の数値が拡大率で、180dpi プ リ ンタの場合、これを １．０ にすると、拡大・

縮小は行われません。 また、360dpi プ リ ンタで180dpi プ リ ンタの出力結果と同

じにするためには、ここ を半分の数値にしなければなりません。

修正したものを1 ぶＴＥＸ にかけます。

巴 二___

○

無 事にコンパイルが終了すれば、A4 フ ァックスを180 dpi プ リ ンタにA4 サ

イズで出力するための専用ｄｖi フ ァイルA4to180A4. ｄｖi が 得られます。

次のようにすれば、プ リンタに出力で きます。

Ａ〉Pｒinｔ A4ｔｏ１８０Ａ４ １-４ 

㎜　　　　　㎜㎜　　　　㎜

これでファックスで受信し たデータを「ｌｋＸ で表示するこ とがで きるようにな

り ました。



３ - Ｄ ｅｖｉｃｅ Ｄ ｒｉｖｅｒ

76

最近、ファッ クスを使ったショッピングやイベント等の情報サービスが増えて

きていますo 普 通のファックスですと、実際に紙に印刷しないと見ることはで き

ませ ん。 しかし、「ｎＪｘ システムでなら、プ レピューアを使って画面上で閲覧する

だけという活用方法 も考えられます。このようにすれば、無駄 に紙 を消費するこ

となく、不要な情報だと思えば、これを捨 てることもできます。

また、自分のファックスにいたずらファックスを送り付けられて無駄 にファック

ス用紙を使ってしまったという声を聞いたこ とがあります。けれども、ファック

スモデムと1 砲ｘ システムの組み合 わせなら、 その ような心配はありません。い

たずらフ ァックスはファイル上で消してしまえばいいのです。

このようなこ とが、ファックスモデムと、“ＬＥsQｕＡ”等のファックス送受信ソフ

ト、および 町 外 システムがあるだけで実現で きます。あなたも、ＴＥｘ とファック

スの新しい可能性を体験してみて ください。



Ｃ　 Ｈ　 Ａ　 Ｐ　 Ｔ　Ｅ　 Ｒ　　 ４

Ｅ χｅｒｃｉｓｅ

前章までにX680 ×O 版のこ[ｋＸ について解説し、そのシステムを構築し

てきました。すると、次は7[ｋＸ を使用することで実際にどんな出力が

得られるのかを試してみたくなったり、さらには自分で書いた文章を出力

してみたくなったりするのではないでしょうか。本章では、数多のＴｋＸ

のなかでも最も一般的に使用されている びＴＥＸ を使って、その処理およ

びソースの作成について解説してみることにします。

-
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1 ）ljｒbｘ を本飢で使う気に

なれば、当然そうなるは

ずですし。そうなって も

らわない と困ります。

２）「やさしいBIFI ｘ のはじ

めかたバ 鈴木肌 渚 オー

ム社刊1991 年」のもと

になったドキュメント。

３）μＥｘ と は「ｐｕbliｓh

（出版）Ｔ包ｘ 」を心味し

ていて、縦組と横組が混

在する日本語特 有の文書

作成か町能なように|| 本

謡Ｔｔｘ を拡張 したもの

です。11 本謡ｌ包ｘ に対

して十｡位互換の・包ｘ と

いえます。

4 ）オリジナル の ＴＥｘ お

よび ＮＴＴ一丿 Ｅｘ．アス

キーの（縦組対応）口本謡

ＴＩｘ I川の相違点につい

ては、アスキーから 同行

されている各和文献に特

に詳しく’政かれています

から、参照してください。

4
。
1
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●　

は じ め に

第1.2.3 項 「7［ｋＸ の 種 類 と 実 行 フ ァ イ ル ］（ｐ,10 ）で 述 べ た よ う に 、 郭 外 に は 、

基 本 と な る “デ ー タ ベ ー ス の 違 い に よ っ て 、 い く つ か の 種 類 が あ り ま す。 第 ６ 章

「Ｔ包Xfamil ｙ」（ｐ.229 ）で 紹 介 す る 、 ﾍﾞﾉＭ５- ＴｋＸ や ＰＩＣ［ｋＸ, Ｍｕｓｉｄ ｋＸ な ど が そ

の 例 で す。 本 章 で は 、 こ の よ う に い く つ か あ る「坦 Ｘ の な か で 最 も よ く 用 い ら れ

て い るI ぷＴＥＸ を 例 に と っ て 、 そ の 処 理 の 実 際 に つ い て 解 説 し ます 。

そ の 解 説 で は 、 特 に 囚 ＴＥＸ の ソ ー ス作 成 の 段 階 で 実 際 の1 ぶＩＥＸ ソ ー ス の 作 成

の ノ ウ ハ ウ に つ い て 触 れ て い る 部 分 が た く さ ん あ り ま す 。 し か し 、 本 書 はX680 ×0

版 町 外 の 実 行 環 境 を 提 供 す る こ と に 主 眼 を 置 い て い ま す か ら 、 実 際 の ソ ー ス の

作 成 に つ い て 、 あ ま り 詳 し く 解 説 し て い る わ け で は あ り ま せ ん 。 必 要 最 小 限 、 つ

ま り 、 簡 単 な レ ポ ー ト で あ れ ば 作 成 で き る 程 度 に と ど め て い ま す 。

も し 、 本 章 で 述 べ て い る 以 上 の こ と を 知 り た い 、 あ る い は 行 い た い と い う こ と

で あ れ ばl ）、 第 ６章 「ＴＥＸｆａｍｉｌｙ」（p.229 ）で 紹 介 し て い る 参 考 文 献 を 参 照 し て く

だ さ い 。 ま た 、 今 回 は 特 に 鈴 木 裕 信 氏 の ご 好 意 に よ り 、 第 ６ 章 「ΥＥＸｆａｍｉｌｙ」 のI

ぷＴＥＸ の 解 説 部 分 （ｐ,233 ） で も 紹 介 し て い る 『ひ ろ の ぶ のI ぷ亀 Ｘ 入 門 』２）を添

付 デ ィ ス ク ８ に 収 録 す る こ とが で き ま し た の で 、 こ ち ら も 参 考 に し て く だ さ い 。

な お 、 本 章 に 記 述 さ れ て い る 内 容 は 、 月 影 シ ス テ ム の な か で も、 ア ス キ ー の

日 本 語 Ｔ松Ｘ お よ び 縦 組 対 応 日 本 語 Ｔ包Ｘ（r ≒3 ×3 ））用 に 特 化 し た も の で す。 し た

が っ て 、 Ｄ ．Ｅ 玉 ｎｕth 陣 士 が 開 発 し た オ リ ジ ナ ル の 瑶 Ｘ や 、 ＮＴＴ-ｺＴ゙ＥＸ な ど に

対 し て 普 遍 的 に 適 用 で き る も の で は あ り ま せ ん か ら 、 そ の 点 に 関 し て は ご 注 意 く

だ さ い 叫

-



4
。2 ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●・

囚TkX で 遊 ぶ

前章までの解説で、読者の皆さんは、すでにX680 ×O版のＴｋＸ システムをイ

ンストールし、インストールのチェックもかねて、いくつかのサンプルを出力し

ていることと思います。そこで、本節ではすでにＴｋＸのインストールが終了し

ているものとして話を進めますから、まだインストールをしていない人は、先に

インストールをすませておいてください。

｜－ IぶIEX とは

ま ず 、 本 章 が 対 象 と し て 扱 う 囚 ＴＥＸ に つ い て 簡 単 に 説 明 し て お き ま し ょ う 。

皿ＩＥＸ と は 、Digit ａ１ Ｅｑｕｉｐｍｅｎt Ｃｏｒｐｏrａtｉｏｎ （ＤＥＣ ）社 の Ｌ.Ｌａｍｐｏｒt 氏 が

Ｕ ＮＩＬＯＧＩＣ 社 の 文 書 整 形 シ ス テ ムSc ｒibe を 参 考 に 作 成 し た もの で 、 数 多 のITkX

フ ァ ミ リ1 ）の な か で も最 も 代 表 的 と い え る ＴｋＸ で す 。

文 章 や 数 式 の 処 理 の み な ら ず 、 表 や 簡 単 な 図 を か く た め の マ ク ロ や フ ォ ン ト も

用 意 さ れ て お り、 使 い 勝 手 が た い へ ん よ く な っ て い ま すo ま た 、「 ス タ イ ル フ ァ

イ ル 」 と 呼 ば れ る 文 書 の 体 裁 を 定 め た 独 特 の フ ァ イ ル 概 念 を 導 入 し た こ と で 、 異

な る 体 裁 の 文 書 を 簡 単 に 作 成 で き る こ と も 見 逃 せ ませ んo さ ら に 、 目 次 ・相 互 参

照 ・文 献 表 の 作 成 な ど の 処 理 を 、 ほ ぽ 自 動 的 に し て く れ る こ と も特 徴 と い え る で

し ょ う。

し た が っ て 、 びＴＥＸ は 、 手 紙 や レ ポ ー ト、 書 籍 と い っ た 、 あ る程 度 ま と ま っ た

量 で ま と ま っ た 体 裁 の 文 章 を 書 こ う と い う と き に こ そ 、 力 を 発 揮 し て く れ ま す 呪

そ の た め 、 現 在 、 ｍ Ｘ の ソ ー ス フ ァ イ ル と い え ば 、 ほ と ん ど が 副 ＴＥＸ 用 に 作

成 さ れ て い る と い っ て も過 言 で は あ り ませ ん 。 実 際 、 淵£Ｘ を 出 版 に利 用 す る 場 合

も、 ほ と ん ど がI ぎlkX を も と に 行 わ れ て い る よ う で す３）。

さ て 、「IX［kX が 非 常 に 使 い や す い も の で あ る ら し い ］ こ と は わ か っ て い た だ

け た の で は な い か と思 い ま す。 そ れ で は 、 次 項 か ら は 実 際 にL 灯kX を 使 用 し て み

る こ と に し ま し ょ う。

１) 恥6 φ1｢ １７ＥＸｆａｍｉｌｙ｣

( ｐ.229) で肩{介 し ます。

2) たとえばカセットレーペ

ルであるとか，ちょっとし

た文占 程度であれば。む

しろワープロなどを使川

したほうか手早く作成す

ることかできるでしょう。3)

本=,IFもそのうちのひとつ

といえます。

79
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８ ０

４）こ こ で は「 そ の ま ま

lｙrＥｘ の処 籾に かけ る

こ とができる」という意

昧です。

｜　
も2.2　 擢亀Ｘ を使ってみる

L灯kX 自 体は、第2.2.5 項 「インストづ レチェック」（ｐ.39）の インストールチェッ

クで問題が起 きなかったならば、動作する環境が整っているはずです。失敗してい

る場合には、残念ですが、もう一度第２章「lnｓta11」（ｐ.21）か ら始めてください。

◆IぎTkX の処理

第1.2.2 項 「7［包Ｘ の処理の流れ］（ｐ.6）で説明し ましたが、IがＴＥＸ も基本的に7

［ＭＸ の処理と同じ手順をふみます。

(1) 原稿となるファイルを作成する。

原稿となるファイルを、テキストエディタで作成します。

(2)mTh ｘ でｄｖiファイルに変換する。

諒TEｘ で処理し、ｄｖiファイルに変換します。

(３) ｄｖiファイルをプレビューする。

指定どおり、あるいはイメージどおりに文書が作成されているかどうかを

ディスプレイで確認します。そうなっていなければ、修正箇所を兄つけて、

気に入った出力になるまでソースの編集、江[Ｅｘ での処理を繰り返します。(

４) プリンタで印刷する。

指定どおりの文書が作成できたら、実際にプリンタで印刷します。

それではこれから、限ITEXの文書を出力するところまで、ひととおり実際に過

程を追ってみることにしましょう。

◆I ぶＴＥＸ ソースの作成

まずは、「原稿 となるフ ァイルの作成」です。

実際にはこの段階で、あなた自身が「原稿 となるファイル」を一からつくらな

ければなりません。しかし、残念ながら、今の段階でI ぶTrkX の ソ ースファイル

を自力で作成してもらうのは無理でしょうから、「原稿となるファイル」 を一か

らつ くっていただ く過程については後述するこ とにし ます。

かわりにここでは、完結した4）標準的 ぼITkX の ソ ースファイルを以下 に提示

しますから、これを「原稿 となるファイル」 として利用してい ただくこ とにし ま

しょう。

なお、先に述べたようにI ぶＩＥＸ はある程度 まとまった規模の文書を作成する

ときにこそ真価を発揮してくれますから、ここでも少し長めの文書を例にしてみ

ます（Liｓt 4- 1 ）。 このソースを、テキストエデ ィタを使ってｘ68.ｔｅｘ のファイ

ル名で作成してください。



テキストエディタの使用法については、あなたが使用するテキストエディタの

マニュアルを参照してください。

４。２- で遊ぶ
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臨｣文 書 の ス タ イ ル を 指 定 し ま す 。

＼ｄｏｃｕｍｅｎtｓｔyle[b5j]{ja ｒｔicle1X

ｕタ イ ト ル を 定 義 し ます

＼title{X680 ×O ぶ 二つ い て1

＼ａｕtｈｏｒfChik ｕm11JYo ｓｈｉｎｏ１

＼ｄａtｅ{1993/12/27}

Xｕここから実際に文書が始まります

＼ｂｅｇｉｎ{ｄｏｃｕｍｅｎｔ}

Xｕタイトルを出力します。

＼ｍａｋｅｔiｔle

XXZZ1｣↓ｕjｒｅＰｏｒtL｣､LJjbookL｣のとき、コメントアウトしてください。

X＼ｃｈａｐｔｅｒfX680×01｣の今後}

＼ｓｅｃtｉｏｎ{X680×Oｕの現状}

臨｣参照用のラベル

＼1abe111ｓｔ_ｓｅｃｔｉｏｎ}

19931｣年には、待望久しかったｕX68030ｕが発売されました。X68030 ｕは

X68000ｕシリーズの最高峰として存在するマシンですが、基本的な設計においては

従来機種との違いはなく、単にしJCPUｕをより高速なｕMC680EC30ｕに置き換えて

バス幅を1｣32biｔｕに拡張しただけのものとして考えることもできますo

そういった観点からは、このｕX68030ｕはなんら新しい部分がない魅力のない

機械であるといった批判を免れないのは事実です。

Zｕ改 行が 段落 に なり ます。

し かし なが ら、ベ ー ス マシ ンで あ るｕX680001｣ の グラフ ィッ クや サウ ン ド機 能 は

現在 の他 の機 械 に比 べ て著 し く劣 る と思 わ れ る部分 は な く、 若干 の 互換 性 の

問題 はあ る もの の、 従 来機種 で 動 い て いた ソフ ト ウェ ア をほぼ そ の ま ま高速 に

実行 で きる点 だ けで も評 価 で きる と 思 われ ます。ＣＰＵｕが ソケ ッ トに 実装 さ れて

い る事 実や、 新 し く書 き換 え られ たｕ工OCSｕROM1｣がｕCPUｕの 種 別 を判 別し て い る

点 など、 相変 わ らず マ ニア ッ クな 設計 思 想 はそ の ま ま受け 継 が れてお り、 イ ン テ

ル一 色の パ ソコ ン世 界 にお い てｕＭａｃｕと とも に＼ｆｏｏtｎｏｔef市 場規 模 ではｕＭａｃｕの

ほ うが 大 きい といえ ますが。1 異 色 の 存在 で あ るの は事 実 でし ょ う。

今後の展開がいまひとつ不明なので将来性については若干の不安があるものの、

熱心なマニアの手によってさまざまなソフトウェアが開発されていますので、

それらを入手できる環境であれば、なかなかおもしろい機械であると思われます。

＼ｓｅｃｔｉｏｎ{ソフ トウ ェ ア(Sy ｓｔｅｍ)}

覧｣参照 をし ます

＼ｒef{1 ｓｔ_ｓｅｃｔion1 節 で述 べ たよ う に、 新 しい1JX68030 ｕ発売 に と もなっ て

従 来機 種で 使 われ てい た1JH11man68kｔ」もｕＶｅｒｕ3.０ｕにな り まし た。Ｈｕｍａｎ６８ｋｕはX

ｙ －' は並 べ て書 くこ とで 長 さが 変 化 する

ｕMS 一一DOSぷこ類似 し た コマ ン ド形 態 を もつ 独 自の1JDOS1｣です。

PC 一一9800ｕのJS 一一DOS

フ ロ ッピー デ ィス クを その まま読 み取 り、 書 き込 み可 能な 点等 か ら も

MS 一一DOS1｣との類 似性 は 非 常に 高い の で す が、X680 ×01｣で はメ モ リ空 間が 最初 から16M

バ イ トフ ラッ トア ドレ ッ シ ン グで ある た め に、 メ モリ の扱 い

がｕＭＳ一一DOSt｣に比 べ て圧 倒 的 に簡 便 にな っ てい ます。

こ のた め にｕMS一一DOSｕでは 直接 動 かせ な い

大 規模 なソ フ トウ ェア も動 か すこ と が で き、ＵＮＩＸｕ上 の

大規 模 ソフ ト ウェ アが 比較 的前 か ら 移植 さ れ、 動 作 して いた の が

特 徴で もあ り まし た。

残 念 な が ら 、X68030 ｕに 標 準 搭 載 さ れ て い るｕＣＰＵｕがｕＭＭＵｕ＼ｆｏｏｔｎｏｔｅ{ＭｅｍｏｒｙｌＪＭａｎａｇ

ｅｍｅｎｔｕＵｎｉｔ１}の 略 。}

57:　 を持たないUMC680EC30U であるためにいまだに
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58:　 仮想記憶といったものは使えません。59:

60

61
62

63

64
65

66
67

68

69
70

71
72

73

74
75

76
77

78
9
0
1
7
8
8

＼ｓｅｃtｉｏｎ｛ アプ リケ ーシ ョ ン ソフ トウ ェ ア｝

Ｘ６８０×Ｏｕシ リ ーズ には、 昔 か ら「 ビジ ネ ス ソフ トウ ェ ア」 は あ まり 発売 され て

い ません で した 。1993 ｕ年 に おい て も目 立 っ た実 用的 な ソフ ト ウェ アは

発 売 され てい ませ ん。

半面 、「開 発 用ツ ール 」 や 「グ ラフ ィッ クエ ディ タ」、「 ゲ ーム」 と いっ た

類 の 趣味 的 な要 素の 強い ソ フ トウ ェ アは、

市 場規 模 が 比較 的小 さい に もか か わら ず、

そ れ なり の 「売 り上 げ」 を あげ る とい っ た特 徴 もあ り ます。

し か し、 最近 は 、ゲ ー ムソ フト ウ ェ アを 開発 し てい た かな り の 数の

ソ フ トウ ェ アハ ウ スが撤 退 をし た のは 事 実 とい え ます。

雑 誌 等で 「X68000 ｕ衰退 論」 が 論 じら れ たの は ご承 知 の

と お りで す。

た だ、 実 際 にｕ1993ｕ年 に 発売 さ れ たゲ ーム ソフ ト ウ ェ アのレ ベ ルは 非常 に

高 く、「少数 精 鋭、 買 って 損な し」 と い っ た状 態 とい え ます。

実 購 入数 の低 下 さ えク リア で きれ ば、1994 ｕ年 はあ る 程 度の 数 が期 待で きる

か も しれ ません。 SX一一Ｗ工NDOW ぶこつ い ては 、 純正 の 開発 環 境の 提供 が 著し く

遅 れ てい るの で 、若 干不 安 要素 が 残っ て いる 点 を指 摘 す るの みに と

ど め てお き ます。

Xt」本文 の 終 わり

＼ｅｎｄ｛ｄｏｃｕｍｅｎｔ｝

1　4.2.3　1
がＴＥＸ による処理

ソースができたら、次は「ｍﾌＥｘ でｄｖiファイルに変換する」、つまりｗIEｘ

による処理を行います。

◆ サンプルソースを処理する

第2.2.5 項「インストールチェック」（ｐ.39）のインストールチェックでmFI ｘ

が動作することは確認していますから、先に示したサンプルソースLiｓt 4- I を、1

がIEｘ で処理してみましょう。



Ａ〉 ｖｉｒｔｅｘ ｌ’＆ｊ１Ｐｌａｉｎ ＼ｉｎｐｕｔ ｘ６８ ．ｔｅｘ ”

Ｔｈｉｓ ｉｓ ｐＴｅＸ ， Ｃ Ｖｅｒｓｉ ｏｎ ２.99 jl ．７ ＰＩ ．０ ．９Ｆ ＥＷ （ｎｏ ｆｏｒｍａｔ Ｐｒｅｌｏａｄｅｄ ）

ＬａＴｅＸ Ｖｅｒｓｉｏｎ ２.09 ＜２４ Ｍａｙ 1989 ＞

（ｘ６８ ．ｔｅｘ （ｃ：／ｔｅｘ ／ｊｍａｃｒｏｓ／ｊａｒｔｉ ｃｌｅ ．ｓｔｙ

Ｄｏｃｌｌｍｅｎｔ Ｓｔｙｌ ｅ ≒ｊａｒｔｉｃｌ ｅ ゛ ＜１８ Ｄｅｃ ８８＞．

（ｃ：／ｔｅｘ ／ｊｍａｃｒｏｓ／ｊａｒｔ１０ ．ｓｔｙ ）） （ ｃ：／ｔｅｘ／ｊｍａｃｒｏｓ／ｂ５ｊ ．ｓｔｙ）

Ｎｏ ｆｉｌｅ ｘ６８ ．ａｕｘ ．

ＬａＴｅχ Ｗａｒｎｉｎｇ： ＲｅｆｅｒｅｎＣｅ ｌｌｓｔ ＿ｓｅｃｔｉｏｎ ゛ ｏｎ Ｐａｇｅ ｌ ｌｍ ｄｅｆｉｎｅｄ ．

［１１

０ｖｅｒｆｕ１１ ＼ｈｂｏｘ （7.09404p ｔ ｔｏｏ ｗｉｄｅ ） ｉｎ Ｐａｒａｇｒａｐｈ ａｔ ｌｉｎｅｓ ５６一一５９

［ ］χｔｅｎ皿in 残 念 な が ら ， χｔｅｎｒ ｍ Ｘ６８０３０ ＼ｔｅ･lmin に 標 準 搭 載 さ れ て い る

χｔｅｎｒｍ ＣＰＵ χｔｅｎｍｉｎ が χｔｅｎｒｍ ＭＭＵ Ｄ χｔｅｍｎｉｎ を 持 た な い χｔｅｎｒｍ ＭＣ６８０

ＥＣ３０

［２］ （ｘ６８ ．ａｕｘ ）

ＬａＴｅＸ Ｗａｒｎｉｎｇ： Ｌａｂｅ１（ｓ ） ｍａｙ ｈａｖｅ ｃｈａｎｇｅｄ ．

Ｒｅｒｌｍ ｔｏ ｇｅｔ ｃｒｏｓｓ-「 ｅｆｅｒｅｎｃｅｓ ｒｉｇｈｔ・

（ｓｅｅ ｔｈｅ ｔｒａｎｓｃｒｉＰｔ ｆｉｌ ｅ ｆｏｒ ａｄｄｉｔｉｏｎａｌ ｉｎｆｏ” ａ゙ｔｉｏｎ）

ＤｕｔＰｕｔ ｗｒｉｔｔｅｎ ｏｎ ｘ６８ ．ｄｖｉ　（２ Ｐａｇｅｓ ， 6560 b ｙｔｅｓ ）．

ＴｒａｎｓｃｒｉＰｔ ｗｒｉｔｔｅｎ ｏｎ χ68. １０ｇ･

Ａ＞

1舛jX で 文 書 を 処 理 す る 場 合 に は 、 こ の 例 の よ う に コ マ ン ド ラ イ ン か ら 。

ｖiｒｔｅｘ ＆jlplain 171p ｕ球le

と タ イ プ し ま す 。 し か し 、 毎 回 こ の よ う に タ イプ す る の は 面 倒 で す。 そ こ で 、 あ

な た が 本 書 の 添 付 デ ィ ス ク に よ っ て イ ン ス ト ー ル し たIE; Ｘ シ ス テ ム に は こ の 設

定 を 記 述 し た バ ッ チ フ ァ イ ル が 用 意 さ れ て い ま す 。 コ マ ン ド ラ イ ン か ら 。

LaTeX i 叩 ｕ哨je

と 入 力 し て く だ さ い 。

とこ ろ で.I ぶＩＥＸ を 起 動 さ せ る と 、 画 而 上 に ｃ:/ＴｅＸ/ｊｍａｃｒｏｓ/ja ｒｔicle. ｓｔｙ

な ど と い う 表 示６）が 出 力 さ れ ま す が 、 こ の 表 示 は 各 自 の 構 築 し た1 ぷTljX の シ ス

テ ム 構 成 や 処 理 を 行 う1 ざＩＥＸ ソ ー ス の 違 い に よ っ て 変 化 し ま す の で 、 つ ね に 上 記

の 実 行 例 の よ う な 表 示 に な る と い う わ け で は あ り ま せ ん か ら 、 注 意 し て くだ さ い 。

さ て 、 こ こ で コ マ ン ド ラ イ ン か らdi ｒ ｘ68. ＊ と 入 力 し て 、 デ ィ レ ク ト リ 情 報

を 見 て み ま し ょ う。

A〉diｒ ｘ68.＊

ＴｅＸ

４ フ ァ イル

フ ァイ ル使 用量

８
　

８
　

８
　

８

６
　

６
　

６
　

６
　

ン

Ｘ
　

Ｘ
　

Ｘ
　

Ｘ
　

Ａ

Ａ:＼ＴｅＸ

２２９２１Ｋ Ｂｙｔｅ 使 用 中

１４Ｋ Ｂyｔｅ 使 用

17862K By ｔｅ 使 用可能

″

昭

皿

．］

ｔ
　

ｌ
　

ａ
　

ｄ

3 ４６０　 ９４- ０５－１１

１３８４　 ９４- ０５- １１

３６９　 ９４- ０５－１１

６５７２　 ９４- ０５－１１

17:20:38

17:21:20

17:21:18

17:21:2 ０

４,２- で遊ぶ

６）こ の 場 合 は、ja ｒｔicle.

ｓｔy か デ ィ レ ク ト り ｃ:

/ＴｅＸ/ｊｍａｃｒｏｓ か らal み

込 ま れたこ と を示 します 。

83
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7) 沁去 して も心度I ぷＴＥＸ

で処理すれば、 また生成

してくれますが。

IぷＩＥＸ は、処理を行う過程でいくつかのファイルを生成します。これらのファ

イルは、IぶTkX で相]厦参照を行う場合や、目次・表目次などの作成を行う場合に

作成され、拡張子ごとにその役割が決まっています。そのうち代表的なものを、

簡単にここでまとめておきましょう。

O　 ａｕｘ フ ァイル

相互参照を行う場合、および目次・表目次などの作成を行う場合に作成され

ます。目次 と相互 参照に利 川する情報は、IぶＴＥＸ でXTEXHOMEZ ＼ｍａｃｒｏｓ 配

下の1abl ｓｔ.ｔｅｘ を処理すれば出力できます。

具体的 には、まず1abl ｓｔ.tｅｘ をI ぶTEχ で 処理しますo 続 いて、メッセー

ジに応じて、出力したい ａｕｘファイルの拡張子を除いた部分を、続いて出力

の形式( 文書スタイル) を人力します。すると、1abl ｓt.dｖi が出力されます

から、これをプ リンタドライバにかけてください。参照ラベルが多い場合な

どは利川してい るラベルの一覧を出力してお くと非常に重宝しますから、試

してみるとよいでしょう。

Ｏ　ｄｖi フ ァイル

L灯ＥＸ の出力が書き込まれています。 lｙ[ＥＸ の画面出力や印字出力を得る場

合には、このフ ァイルをプ レビューアやプ リンタドライバで処理することに

なります。 このファイルが出力されない場合には、強制終了した場合のほか

に、なんらかの致命的な欠陥( ソ ースレベルあ るいは環境レベルで) が ある

場合 もあります。

Ｏ　ｉｄｘ フ ァイル

索引の作成をする場合( コントロール・シーケンス ＼ｍａｋｅｉｎｄｅｘ 指定時) に

出力されるファイルです。

０　１０ｇフ ァイル

IぷＴＥＸ の処理過程を記録したフ ァイルです。 画而上 に出力される情報のほか

に追加情報が書き込まれている場合 もありますから、エラーが起こった場合

に参照するとよいでしょうo

O ｔｏｃ ファイル

ロ次を作成 する場合( コ ントロール ・シーケンス ＼ｔａｂｌｅｏｆｃｏｎｔｅｎｔｓ指 定

剛 に出力されるファイルです。

これらのファイルはそれぞれ役割を持って作成されるものですから、ここでは

消去したりせずに残しておいてください７)。

◆ 警告（Ｗａｒning）

さて、この実行結果をよく見ますと、IざＩＥＸ が途中で警告( Ｗａｒning)を発し

ていることに気づきます。

ＬａＴｅＸ Ｗａｒning:　Ｌａｂｅ１(ｓ) ｍａy ｈａｖｅ ｃｈａｎｇｅｄ.

このメッセージが警告です。



IXITEX は、原稿を処理していく過程で、このようにさまざまな警告を発します。

この例で出力された警告は、皿ＴＥＸ で当該ソースをはじめて処理する場合に、

よく発生するものです。この警告は、ページ等の相互参照によって出力される情

報に誤りがある可能性があることを意味していますo

L灯ＥＸは、処理を行う前に原稿が全部で何ページになるのかを計算しないで、

１ページごとに文字をきれいに並べて順次出力していきます。このため、ソース

の途中にページ番号の参照があった場合には、すべてのページ番号が決定される

まで正しいページ参照の処理結果は得られません。ばＴＥＸ は、１回目の処理の際

に参照があるたびにその情報を別のファイル（ａｕｘファイル）に出力しておき、

２回目の処理をするとき8）に、１回目の処理で作成されたａｕｘファイルを参照し

て、ページ番号等を参照部分に挿入するのですo

ところが、このときに挿入される文字数が多い場合、あるいはこのサンプルで

は作成しませんでしたが、目次を作成する場合には、その分のページ増加にとも

なって、再びページの移動が起こることがあります。この場合には移動が起こっ

た分の処理も必要ですから、結果的に参照を行う場合および目次を作成する場合、

３度 厦［ＥＸ の処理を行わなければならない9］と思ってください。

このほかにも、 豚亀Ｘは次のような警告をしばしば発します。これらの警告に

対しては、プレビューの結果に応じて無視するか、対処するかを判断します。

O　 ＬａＴｅχ Ｗａｒｎｉｎｇ:　 ＭａｒｇｉｎＰａｒ ｏｎ Ｐａｇｅ １２ ｍｏｖｅｄ.

本 文 の 脚 注 が つ け ら れ た 位 置 に 対 応 す る場 所 に 脚 注 文 章 を 出 せ な か っ た 場 合

に 発 し ま す。 具 体 的 に は 、 脚 注 を 指 定 し た 位 置 の す ぐ 前 に も脚 注 が あ る た め

に 、 あ る い は 非 常 に 長 い 脚 注 が あ る た め に 、 脚 注 同 士 の 出 力 が 重 な る こ と の

な い よ う、 後 出 の 脚 注 文 を 次 ペ ー ジ な ど に 追 い 出 し た 場 合 に 発 し ます 。

し た が っ て 、 こ の 警 告 を 発 し た と き に は 、 本 文 で の 脚 注 マ ー ク の 位 置 と 脚 注

が 多 少 ず れ て 印 刷 さ れ ま す。

Ｏ　 ＬａＴｅＸ Ｗａｒｎｉｎｇ:　 Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　゙ χχχ７ ０ｎ Ｐａｇｅ ２８ ｕｎｄｅｆｉｎｅｄ.

参 照 さ れ て い る ラ ペ ル ‘ＸＸＸ ’が 見 つ か ら な い 場 合 に 発 す る 警 告 で す 。 ラ ベ

ル 自 体 が 間 違 っ て い る 場 合 と 、 原 稿 が 未 完 成 で あ る 場 合 と が あ り ま す。

Ｏ　 ＬａＴｅχ Ｗａｒｎｉｎｇ:　No ty Ｐｅｆａｃｅ ｉｎ ｔhi ｓ ｓiｚｅ， ｕｓing ＼ｒｍ.

指 定 さ れ た サ イ ズ の フ ォ ン ト が な い た め に 、 代 替 の フ ォ ン ト が 使 わ れ た 場 合

に 発 し ま すo

びＴＥＸ は、警告のほかに以下のようなメッセージを出力することがあります。00

ｖｅｒfｕ11 ＼ｈｂｏｘ （1.96Pｔ ｔｏｏ ｗｉｄｅ）‥｡

原稿を規定の幅に収めることができず、横方向にはみ出した場合に発生しま

す。IぶＴＥＸ は、原稿を規定の幅に入れるように文字の間隔を縮めたり広げた

りすることで調整を試みますが、文章の構成上、どうしても調整できなかっ

た場合には、このメッセージを出力します。

Ｏ Ｕｎｄｅｒfｕ11 ＼ｈｂｏｘ （ｂａｄｎｅｓｓ 1019）‥

横方向の幅が広すぎて文字間隔が必要以上に開いてしまった場合に発生し

ます。

４。２- で遊ぶ

8)ｍＴＥｘ で同じファイルを

処理します。持 に最初の

処理と違ったことをする

必要はありません。

9) 論理的には何度処理をし

て も解決しない参照が起

こり得ます。このような

場合は手作業で修正を行

います。

８ ５



Ｃ ｈａｐｔｅｒ ４ - Ｅｘｅｒｃｉｓｅ

８ ６

この場合 もＭＴＥＸ はきちんと規定の文字間隔 になるように調整を試みます

が、どうしても調整できなかった場合には、このメッセージを出力します。

この ２つのメッセ ージは、文章の横方 向( ｈｂｏｘ) に関 する不都合を報告する

メッセージで すが、 まったく同じ ように縦方向( ｖｂｏｘ) に も同じような不具合を

報告するメッセージが存在します。横方向のメッセージについては、よほどひど

い Ｏｖｅｒfｕ11や Ｕｎｄｅｒfｕ11で な い場合は我慢す るこ ともで きますが、縦方向の場

合はペ ージを超えて出力がはみだし、出力が欠けてし まう場合がほとんどです。

いずれにして も、これらのメッセージについて対処するかしないかは、仕上がり(

プ レビ ュー結果) を見てから決めます。

◆ エラー（Ｅｒｒｏｒ）

今回のサンプルでは発生しませんが、場合によってはI ぷ亀Ｘ が致命的な不具合

を感知して、エラーメッセージ（Ｅｒｒｏｒ）を出力したうえ“？”を表示したまま止

まってしまうこともあり ます。このようなエ ラーメッセージが出力されるのは、

特に初級者の場合、 ほとんどがI ぶＴＥＸ のソースファイルにおける記述上 の不具

合を原因 としていますから、適宜修正してやらなければなりません。

ここで 少し寄り道 をして、エラー発生時 にI ぶ矩Ｘ がどのような表示をするの

かを見てみましょう。先のサンプ ルソースLi ｓt 4- 1 （ｐ.81） の60 行目、

という記述を、

上のように変更( ＼ｓｅｃtｉｏｎを ＼ｓｅｃｔｏｅｎ とタイプ ミスしたという想定) したファ

イル を、ｘ68_ｅｒｒ.ｔｅｘ というファイル名で作成してみてください。これを びＴＥＸ

で処理してみます。

Ａ〉 ｖｉｒｔｅｘ ＆ｊｌｐｌａｉｎ ｘ６８_ ｅｒｒ ．ｔｅχ

Ｔｈｉｓ ｉｓ ＰＴｅＸ ， Ｃ Ｖｅｒｓｉｏｎ ２. ９９ ｊ１ ．７ Ｐ１ ．０ ．９Ｆ ＥＷ （ｎｏ ｆｏｒｌｎａｔ ｐｒｅｌｏａｄｅｄ）

ＬａＴｅＸ Ｖｅｒｓｉｏｎ ２.09 ＜２４ Ｍａｙ 1989 〉

（ｘ６８＿ｅｒｒ ．ｔｅｘ （ ｏ：／ｔｅｘ ／ｊ℡ａｃｒｏｓ／ｊａｒｔｉｃｌｅ ．ｓｔｙ

Ｄｏｃｕｍｅｌｌｔ Ｓｔｙｌｅ ≒ｊａｒｔｉｃｌｅＪ 〈 １８ Ｄｅｃ ８８〉．

（ ｏ：／ｔｅｘ ／ｊｍａｃｒｏｓ／ｊａｒｔ１０ ．ｓｔｙ）） （ｏ：／ｔｅχ／ｊｍａｃｒｏｓ／ｂ５ｊ ．ｓｔｙ）

Ｎｏ ｆｉｌ ｅ χ６８_ ｅｒｒ ．ａｌｌｙ ．

ＬａＴｅＸ Ｗａｒｎ１１１ｇ： Ｒｅｆｅｒｅｌｌｃｅ　ｌｌｓｔ ＿ｓｅｃｔｉｏｎ ゛ ｏｎ Ｐａｇｅ ｌ ｌｍ ｄｅｆｉｎｅｄ ．

［１］

Ｏｖｅｒｆｕｎ χｈｂｏｘ （７.09404P ｔ ｔｏｏ ｗｉｄｅ ） ｉｎ Ｐａｒ ａｇｒａＰｈ ａｔ ｌｉｎｅｓ ５６一一５９

Ｄ Ｘｔｅｎ!ｎｉｎ 残 念 な が ら 、 ＼ｔｅｎ:ｒｍ Ｘ６８０３０ Ｘｔｅｎｍｉｎ に 標 準 搭 載 さ れ て い る

＼ｔｅｎｒ ｍ ＣＰＵ ＼ｔｅｎｌｎｉｎ がX､ ｔｅｎｒｍ ＭＭＵ Ｄ χｔｅ・－in を 持 た な い χｔｅｎｒｍ ＭＣ６８０ＥＣ３０

！ Ｕｎｄｅｆｉｎｅｄ ｃｏｎｔｒ０１ ｓｅｑｕｅｎｃｅ ．

1. ６０ ＼ｓｅｃｔｏｅｎ

｛ ア プ リ ケ ー シ ョ ン ソ フ ト ウ ェ ア ｝

？



！で始まる１行が「エラー・インジゲータ」と呼ばれるもので、発生したエ

ラーの原因を究明する手がかりとなります。この場合。

！Ｕｎｄｅｆｉｎｅｄ ｃｏｎｔｒol ｓｅｑｕｅｎｃｅ･

というのがエラー・インジゲータにあたり、出力されているメッセージのとおり、

未知のコントロール・シーケンスを使用した場合に発生します。

もし、ここでもう少し詳しいエラー情報を知りたい場合には、？が表示されて

入力待ちになっている状態から、ｈ を入力してみましょう。

Ａ〉 ｖｉｒｔｅχ ＆ｊ１Ｐｌａｉｎ ｘ６８_ ｅｒｒ ．ｔｅｘ

Ｔｈｉ ｓ ｉｓ ＰＴｅＸ ， Ｃ Ｖｅｒｓｉｏｎ ２.99 j1 ．７ Ｐ１ ．０ ．９Ｆ ＥＷ （ｎｏ ｆ ｏｒｍａｔ Ｐｒｅ１０ａｄｅｄ）

ＬａＴｅＸ Ｖｅｒｓｉｏｎ ２.09 〈 ２４ Ｍａｙ 1989 〉

！ Ｕｎｄｅｆｉｎｅｄ ｃｏｎｔｒｏｌ ｓｅｑｕｅｎｃｅ ．

1.60 ＼ｓｅｃｔｏｅｎ

｛ ア プ リ ケ ー シ ョ ン ソ フ ト ウ ェ ア ｝

？ ｈ

Ｔｈｅ ｃｏｎｔｒｏｌ ｓｅｑｕｅｎｃｅ ａｔ ｔｈｅ ｅｎｄ ｏｆ ｔｈｅ ｔｏＰ ｌｉｎｅ

ｏｆ ｙｏｕｒ ｅｒｒｏｒ ｍｅｓｓａｇｅ ｗａｓ ｎｅｖｅｒ χｄｅｆ ３ｅｄ ． ｌｆ ｙｏｕ ｈａｖｅ

ｍｉｓｓｐｅｌｌｅｄ ｉｔ （ｅ ．９ ．， ｇ＼ｈｏｂｘり ， ｔｙＰｅ Ｐ゙ ａｎｄ ｔｈｅ ｃｏｒｒｅｃｔ

ｓＰｅｌｌｉｎｇ （ｅ ．９ ．，‘Ｉ ＼ｈｂｏｘ ’）． ０ｔｈｅｒ ｗｉｓｅ ｊｕｓｔ ｃｏｎｔｉｎｕｅ ，

゛`１１ｄ Ｐ １１ ｆｏｒｇｅｔ ａｂｏｕｔ ｗｈａｔｅｖｅｒ ｗａｓ ｌｍ ｄｅｆｉｎｅｄ ．

？

ところで、エラーが発生した箇所の特定は、先に説明したエラー・インジゲー

タの次の行に表示 されている「エラー・ロケータ」と呼ばれる数字を参照するこ

とによって可能です。この場合には、「1.60 」 という表示から、Ｌｉｎｅ Ｎ０,60、 す

なわちソース ｘ68_ｅｒｒ.ｔｅｘ の60 行 目に問題があることがわかります10）。

さて、エラーの原因は、定義されていないコントロール・シーケンス ＼ｓｅｃｔｏｅｎ

を使用してしまったということに問題があ ります。具体的 には、本来 ＼ｓｅｃｔｉｏｎ

と記述すべきところを ＼ｓｅｃｔｏｅｎ と記述したことに原因があるのですから、これ

を本来記述するはずだったコントロール ・シーケンス ＼ｓｅｃtｉｏｎ に書き換えてみ

るこ とにしましょう。

先ほどI ぎTljX で処 理をした過程、つ まり、エ ラーが出力されて ７が出力され

ている状態から、IX ｓｅｃtｉｏｎ と入力してみます。

４。２- で遊ぶ

10 ）エ ラ ーによっては、エ

ラー・ロケータで表示さ

れた行ではなく、もっと

以前の行にその根本原因

があること もあ りますか

ら、注 意しなけ ればなり

ません。
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4- Ｅχｅｒciｓｅ

A 〉 ｖiｒｔｅＸ ＆jlplain X68_ ｅｒｒ.t ｅｘ

Ｔｈｉｓ i ｓ ｐＴｅＸ， Ｃ Ｖｅｒｓion 2.99 j1.7 P1.0. ９Ｆ ＥＷ （ｎｏ ｆｏｒｍａt Ｐｒｅｌｏａｄｅｄ）

ＬａＴｅＸ Ｖｅｒｓion 2.09 〈２４ Ｍａy 1989 〉

！ Ｕｎｄｅｆｉｎｅｄ ｃｏｎｔｒ ｏｌ ｓｅｑｕｅｎｃｅ ．

1. ６０ Ｕ ｅｃｔｏｅｎ

｛ ア プ リ ケ ー シ ョ ン ソ フ ト ウ ェ ア１

？ ｈ

Ｔｈｅ ｃｏｎｔｒｏｌ ｓｅｑｕｅｎｃｅ ａｔ ｔｈｅ ｅｎｄ ｏｆ ｔｈｅ ｔｏｐ ｌｉｎｅ

ｏｆ ｙｏｕｒ ｅｒｒｏｒ ｍｅｓｓａｇｅ ｗａｓ ｎｅｖｅｒ χｄｅｆ ３ｅｄ ． ｌｆ ｙｏｕ ｈａｖｅ

ｍｉｓｓＰｅｌｌ ｅｄ ｉｔ （ｅ ．９ ．，‘ ＼ｈｏｂｘｊ）， ｔｙＰｅ ‘ Ｐ ａｎｄ ｔｈｅ ｃｏｒｒｅｃｔ

ｓｐｅｌｌｉｎｇ （ ｅ ．９ ．，‘Ｉ ＼ｈｂｏｘ ’）． ０ｔｈｅｒ ｗｉｓｅ ｊｕｓｔ ｃｏｎｔｉｎｕｅ ，

゛Ｔｌｄ 工ｊｌｌ ｆｏｒｇｅｔ ａｂｏｕｔ ｗｈａｔｅｖｅｒ ｗａｓ ｕｎｄｅｆｉｎｅｄ ．

？ Ｉχｓｅｃｔｉｏｎ

［２］ （ ｘ６８ ＿ｅｒｒ ．ａｕｘ ）

ＬａＴｅＸ ＷａｒＴｌｉｎｇ： Ｌａｂｅ１（ｓ ） ｍａｙ ｈａｖｅ ｃｈａｎｇｅｄ 。

Ｒｅｒｌｌｎ ｔｏ ｇｅｔ ｃｒ ｏｓｓ－ｒｅｆｅｒ ｅｎｃｅｓ ｒｉｇｈｔ ．

ＯｕｔＰｕｔ ｗｒｉｔｔｅｎ ｏｎ ｘ６８
－
ｅｒｒ ．ｄｖｉ （２ ｐａｇｅｓ ， 6560 b ｙｔｅｓ）．

Ｔｒａｎｓｃｒｉ Ｐｔ ｗｒｉｔｔｅｎ ｏｎ χ６８＿ｅｒｒ ．１０ｇ･

今度は処理がで きました。？ の状態 へ入力し た文字列の最 初の １ 文字Ｉ（あ

るい はｉ）は、 続い て入力された文字列とエラー・ロケータの隣 に表示 されて

い る文字列とを置換するための指示です。　したがって、この場合、Xｓｅｃtｏｅｎ と

＼ｓｅｃtｉｏｎが置換されたことになります。

ここで、 もう一度 周ＴＥＸ で

Ａ＞ ｖｉｒｔｅｘ ＆ｊ１Ｐｌａｉｎ ｘ６８ ＿ｅｒｒ ．ｔｅｘ

Ｔｈｉｓ ｉｓ ｐＴｅＸ ， Ｃ Ｖｅｒｓｉｏｎ ２.99 jl ．７ ｐｌ ．０ ．９Ｆ ＥＷ （ｎｏ ｆｏｒｎｌａｔ Ｐｒｅ１０ａｄｅｄ ）

ＬａＴｅＸ Ｖｅｒｓｉｏｎ ２.09 〈 ２４ Ｍａｙ 1989 〉

（ ｘ６８ ＿ｅｒｒ ．ｔｅＸ （ｃ：／ｔｅｘ／ｊｍａｃｒ ｏｓ／ｊａｒｔｉｃｌ ｅ ．ｓｔｙ

Ｄｏｃｌｌｍｅｎｔ Ｓｔｙｌｅ ｇｊａｒｔｉｃｌ ｅ ゛ 〈 １８ Ｄｅｃ ８８〉．

（ｃ：／ｔｅｘ ／ｊｍａｃｒｏｓ／ｊａｒｔ１０．ｓｔｙ ）） （ｃ：／ｔｅｘ ／ｊｌｎａｃｒｏｓ ／ｂ５ｊ ，ｓｔｙ ）

（Ｘ６８
－
ｅｒｒ ．ａＵＸ ）

［１１

０ｖｅｒｆｕ１１ χｈｂｏｘ （ ７. ０９４０４Ｐｔ ｔｏｏ ｗｉｄｅ） ｉｎ ＰａｒａｇｒａＰｈ ａｔ ｌｉｎｅｓ ５１－ ５４

［ ］χｔｅｎｍｉｎ 残 念 な が ら ， χｔｅｎｒｍ Ｘ６８０３０ ＼ｔｅｎＴｎｉｎ に 標 準 搭 載 さ れ て い る

＼ｔｅｎｒｓ ＣＰＵ ＼ｔｅ７１ｍｉｎ が ＼ｔｅｎｒヨ ＭＭＵ Ｄ χｔｅｎｌｌｉｎ を 持 た な い ＼ｔｅｎｒｍ ＭＣ６８０ＥＣ３０

！ Ｕｎｄｅｆｉｎｅｄ ｃｏｎｔｒ０１ ｓｅｑｕｅｎｃｅ ．

1. ６０ χｓｅｃｔｏｅｎ

｛ ア プ リ ケ ー シ ョ ン ソ フ ト ウ ェ ア ｝

？

また同じところで止まってしまいました。



このようにIぶで[ＥＸ上で対話的に行う修正の場合には、ソースファイル自体を

書き換えているわけではありません。　したがって、対話的に修正を行ったあとで

は、ソースに対しても同様の修正を行わなければなりません。

そこで、修正を行うため びＩＥＸ の処理を抜け出したいときには、入力待ちの

？が表示されている状態から“ｘ”を入力してくださいo あるいは、？の状態から

“ｅ”を入力することでWTkX 上から直接エディタを起動して、当該エラー発生

行を呼び出すことも可能です。

ただし、エディタを起動させるためには、あらかじめ環境変数 ＴＥＸＥＤＨ に起

動したいエディタのファイル名、および当該エディタで指定行にジャンプするた

めのオプションなどを登録しておかなければなりません。なお、Ｈｕman68k 標準

のエディタED.X の場合、起動時に指定行へのジャンプを行う機能がありません

から、残念ながら、この機能は使用できません( ソースの呼び出しだけなら可能

です)。

Ａ〉 ｖｉｒｔｅｘ ＆ｊ１Ｐｌａｉｎ ｘ６８ ＿ｅｒｒ ．ｔｅｘ

Ｔｈｉｓ ｉｓ ＰＴｅＸ， Ｃ Ｖｅｒｓｉｏｎ ２.99 jl ．７ ＰＩ ．０ ．９Ｆ ＥＷ （ｎｏ ｆｏｒ ｍａｔ Ｐｒｅｌ ｏａｄｅｄ ）

ＬａＴｅＸ Ｖｅｒｓｉｏｎ ２.09 ＜２４ Ｍａｙ 1989 〉

！ Ｕｎｄｅｆｉｎｅｄ ｃｏｎｔｒｏｌ ｓｅｑｕｅｎｃｅ．

1.60 ＼ｓｅｃｔｏｅｎ

｛ ア プ リケ ー シ ョ ン ソ フ ト ウ ェ ア ｝

？ ｘ

OｕtＰｕt ｗｒit ｔｅｎ ｏｎ ｘ68- ｅｒｒ.ｄｖi （1 Page ， ３６４４ ｂyｔｅｓ）.

ＴｒａｎｓｃｒiP ｔ ｗｒiｔｔｅｎ ｏｎ χ68_ ｅｒｒ.１０ｇ･

Ａ〉 ｓｅｔ ＴＥＸＥＤＩＴ=ｅｍｘ.ｘX ｓ －gXd

A ＞ ｖiｒｔｅχ ＆jlplain ｘ68_ ｅｒｒ.t ｅｘ

Ｔｈｉｓ i ｓ PTeX ， Ｃ Ｖｅｒｓion 2.99 j1.7 p1.0. ９Ｆ ＥＷ （ｎｏ ｆｏｒ皿ａｔ P ｒｅｌｏａｄｅｄ）

ＬａＴｅＸ Ｖｅｒｓion 2.09 ＜２４ Ｍａy 1989 〉

！ Ｕｎｄｅｆｉｎｅｄ ｃｏｎｔｒ０１ ｓｅｑｕｅｎｃｅ ．

1.60 へｓｅｃｔｏｅｎ

｛ ア プ リ ケ ー シ ョ ン ソ フ ト ウ ェ ア ｝

？e

OｕｔＰｕｔ ｗｒiｔtｅｎ ｏｎ ｘ68- ｅｒｒ.ｄ゛i （1 Page ， ３６４４ ｂyｔｅｓ）T

ｒａｎｓｃｒiPt ｗｒiｔｔｅｎ ｏｎ χ68_ ｅｒｒ.10g･

〈エ デ ィ タ ｅｍｘ ．ｘ を 自 動 起 動 〉

この設定例では、エディタ ｅｍｘ.ｘ（μＥｍａｃｓ川 ）が自動起動され ます。環境変

数TEXEDIT を設定する場合には、ＸＴＥＸＨＯＭＥＸ＼ＴｅＸｅｎｖ.ｂａ七に追加記入してお く

とよいでしょう。

以上 で述べた以外にも、mjjX での処理中、入力待ち状態（７が表示されてい

る状態）に陥った場合に使用することがで きる指示はいくつかありますから、こ

４。２- で遊ぶ

１１）第 ６ 章 町 甘Xfamil ｙ」

（ｐ.269 ）で紹 介 し ます 。

８ ９



９ ０

４- Ｅχｅｒｃｉｓｅ

12 ）もっとも、小学生の少女

が １ 人で、 信号や車と

いった「障害物」が少な

くない国道を数十 キロ も

ドライブ したという事例

を見れば、酔っぱらい運

転にたとえるほうがふさ

わしいかもしれません。

こでまとめておくことにしましょう。具体的にどうなるかについては、それぞれ、

先はどのｘ68_ｅｒｒ.ｔｅｘを処理することで試してみてください。

○　 〈改行〉

何も入力しないでリターンキーを押した場合で す。この場合／矩Ｘ の判断で

エラーを修正して、処理を続けます。必ずし もう まくい く場合ばかりではあ

りませんが、ほかにエラーが存在するかどうかを見 きわめたい場合や応急処

置として利用する場合には、十分に使用できるで しょうｏ

車の運転にたとえるなら、「教官が同乗して口うるさくチェックを入れている

状況」といえます。

Ｏ　 Ｓあ るいは ｓ

「エラーが発生するたびに〈改行〉を入力している」という状態になり ます。

画面上 に出力されるエラーメッセージを追い きれない場合もあるかもしれ

ませんが、画面出力は拡張子｡10g の フ ァイルに書き出されていますから、

ソースの修正をする際にはこのファイルを参考にすれば問題 ありません。

車の運転にたとえるなら、「１ 人で運転している状況」といえます。

Ｏ　Ｒ あ るいは ｒ

エラーによって停止する状態を Ｓの場合以上 に抑 制し たもので、指定した

ファイルが見つからないというような致命的 なエラーでも停止しませんo

車 の運転にたとえれば、「幼児が車を運転している状況」 といえます12）。

O　Q あ るいは ｑ

エラーによって停止する状態を Ｓ はおろか Ｒ の場合以上に抑制したもので、

指定したファイルが見つからない というような致命的なエラーで も停止しな

いうえに、エラーメッセージの画面出力すら抑制します。 とにかく早く処理

結果を得 たい場合には利用価値があるかもしれません。

車の運転 にたとえれば、「無人の車が暴走する状況」 といえます。

O　l ｓtｒ あ るいはi ｓ加

竃;Ｘ は次に読み込む １ 行の前に、エに続いて入力された文字列 琵ｒ を挿入

して処理をします。具体的には、画面上、エ ラー・ロケータの隣に出力され

た文字列 を訂正したい場合に使います（先の実行例を参照してください）。

Ｏ　ｎ

ｎ は100 以 下 の値で、7［l£Ｘ は次に読み込むソースから文字やコントロール ・

シーケンスを指定された値だけ読み飛ばし、確認のために再度入力待ちの状

態になります。

Ｏ　Ｈ あるいは ｈ

詳しいエラー情報を出力します。 ただし、英 語です。

Ｏ　 Ｘあるいは ｘ

強制終了（ｅＸｉt）します。このとき、処理が終了しているペ ージまでを ｄｖi

フ ァイルに書 き出します。

Ｏ　Ｅ あるいは ｅ

Ｘと同様に強制終了したあとで、環境変数 ＴＥＸＥＤｴＴ で指定されたエディタを

起動、カーソルを処理対象ファイルの適当な箇所に移動してくれます。



なお、特に びＩＥＸ の初級者が犯しやすい間違い、およびその際に発生するエ

ラーについては、本章の最後、第4.6.1項「日常あるいは平穏な日々」（ｐ.157）で

述べることにして、ここでの説明は省略します。

戸 昌元 ‾ ‾コ
さて、話をList 4- 1、ｘ68.tｅｘ に戻しましょうo

List 4- 1 の場合、２度目の処理以降は、これまでに挙げた、どの警告も発しな

いようになりますo

Ａ〉 ｖｉｒｔｅｘ ＆ｊ１Ｐｌａｉｎ ｘ６８ ．ｔｅｘ

Ｔｈｉｓ ｉｓ ＰＴｅＸ ， Ｃ Ｖｅｒｓｉｏｎ ２. ９９ ｊ１ ．７ ＰＩ ．０ ．９Ｆ ＥＷ （ｎｏ ｆｏｒ ｍａｔ Ｐｒｅｌｏａｄｅｄ）

ＬａＴｅＸ Ｖｅｒｓｉｏｎ ２.09 〈 ２４ Ｍａｙ 1989 〉

（ｘ６８ ．ｔｅｘ （ｃ：／ｔｅｘ／ｊｍａｃｒｏｓ／ｊａｒｔｉ ｃｌｅ ．ｓｔｙ

Ｄｏｃ１１ｍｅｎｔ Ｓｔｙｌｅ ｊ゙ ａｒｔｉｃｌ ｅ ゛〈 １８ Ｄｅｃ ８８〉．

（ｃ：／ｔｅｘ ／ｊｍａｃｒｏｓ／ｊａｒｔ１０ ．ｓｔｙ ）） （ ｃ：／ｔｅｘ／ｊｍａｃｒｏｓ／ｂ５ｊ ．ｓｔｙ） （ｘ６８ ．ａｕｘ ） ［ １１

０ｖｅｒｆｕ１１ ＼ｈｂｏｘ （7.09404p ｔ ｔｏｏ ｗｉｄｅ） ｉｎ ｐａｒａｇｒａＰｈ ａｔ ｌｉｎｅｓ ５６一一５９

［］＼ｔｅｌｌｌｌｉｎ 残 念 な が ら ，X ｔｅｎｒｍ Ｘ６８０３０ χt ｅｎｍｉｎ に 標 準 搭 載 さ れ て い る

＼ｔｅｎｒｌｎ ＣＰＵ χｔｅｎｍｉｎ が ＼ｔｅｎｒｍ ＭＭＵ Ｄ ＼ｔｅｎｍｉｎ を 持 た な い χｔｅｎｒｍ ＭＣ６８０ＥＣ３０

［２］ （ｘ６８ ．ａｕｘ ）

（ ｓｅｅ ｔｈｅ ｔｒａＴＩｓｃｒｉｐｔ ｆｉｌｅ ｆｏｒ ａｄｄｉｔｉｏｎａｌ ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）

【】ｕｔＰｕｔ ｗｒｉｔｔｅｎ ｏｎ ｘ６８ ．ｄｖｉ （２ Ｐａｇｅｓ ， 6512 b ｙｔｅｓ ）．

ＴｒａｎｓｃｒｉＰｔ ｗ：ｒｉｔｔｅｎ ｏｎ χ68. １０ｇ･

Ａ＞

これで、サンプ ルソースLi ｓt 4- 1 が 「ｄｖi フ ァイル」 と呼ばれるフ ァイル形

式に変換されました。この例の場合は、元のソースファイル名が ｘ68.ｔｅｘで し

たから、ｘ68.ｄｖi というファイルに結果が出力されます13）。ｄｖi フ ァイルは、こ

れまで何度か説明してきたようにプ レビューアで閲覧したり、プ リンタドライバ

で印刷したりするこ とができる形式のファイルですo

[4j･4 ∧=(声ﾔｱ=ｲJ ‘・をプ９ピｋう((

サンプルソースＬｉＳt 4- 1 のL 灯ＥＸ による処理は完了しました。今度は指示 し

たイメージのとおりに文書が作成されているか、処理結果 をディスプレ イ画面 に

出力して確認してみます。

４。２- で遊ぶ

13)｢r Ｍｘ の出力 結果 は，ソ ー

スファイルの拡張 子を ｄｖi

に 置 き 換 え たフ ァ イ ル 名

で 書 き出 さ れ ます。

91
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戸 匹 二偏心二 ▽
ディスプレイ画面で閲覧を行うためには、プ レビューア(p ｒｅｖieｗ.ｘ) を使用し

ますが、プ レピューアを使用するためにはフ ォントマネージャ(ｆｏｎｔｍａｎ.ｘ) を常

駐させておかなければなりませんから、気をつけてください。

まず、フォントマネージャを常駐させます。

A ＞ ｆ ｏｎｔｍａｎ ｃ:/ ｔｅｘχlnyｆｏｎｔｓ.ｆｍ

Ｘ６８ｋ Ｆｏｎｔ Ｍａｎａｇｅｒ Ｖｅｒ 3. ００ｃ Ｃｏｐｙｌ`ｉｇｈｔ （Ｃ） １９８９ ，
‥｡ ，
９２ ｂｙ E ｘt　

フ ォ ン ト マ ネ ー ジ ヤ が 常 駐 し ま し た 。

コ ン フ ィ ギ ュ レ ー シ ョ ン を 読 み 込 み ま す 。

ド ラ イ バ を 登 録 し ま す 。

登 録 は正 常 終了 し まし た

Ａ〉

「登録は正常終了しました｡」 というメッセージが出力されていることを確認し

てください。このメッセージが出力されていないようであれば、フ ォントマ ネー

ジャのインストールに失敗している可能性もあります。

ここで示 した例のように、フォントマネージャを常駐させるにはコマンドライ

ンから以下の ように入力しますo

font ｍａｎ　ｃｏｎＪ１９坦ｅ

本書添付のインストーラでインストール していれば、ＺＴＥＸＨＯＭＥＺ＼ｍyｆｏｎｔｓ.fm

が ｃｏｎ畑 但ｅ にあたります。もし、長いファイル名を入力するのが面 倒であれば、

例によって本書の添 付ディスクからインストールした１£Ｘ のシステムにはバッ

チフ ァイルが用意 してありますから、

ＦＭｓｅt

としても同じ結果が得られます。

◆ プレビューアの実行　　　　

㎜　㎜　　㎜

それでは、ＬｉＳt 4- 1 の 処理結果をディスプ レイ画面で閲覧してみましょう。

Ａ〉 Ｐｒｅｖｉｅｗ ｘ６８

×６８０×Ｏ ＴｅＸ Ｐｒｅｖｉｅｗｅｒ Ｖｅｒ ２Ｐ０９ｂ Ｃｏｐｙｒｉｇｈｔ １９８９ ，９０
１ °・ ゛ 

，９３ ｂｙ Ｅ ｘ ｔ

ＴＰｉｃ ＳＰｅｃｉａｌｓ ｓｕＰＰｏｒｔ Ｖｅｒ 1. ００ａ Ｃｏｐｙｒｉｇｈｔ 1993 b ｙ ＴＳＧ＋ＳＨ工ＭＡ



上 記の例のように、プレビューアはコマンドラインから以下のように入力する

こ とで起動します。

Ｐｒｅｖieｗ 芦（ 加i）

インストーラによって構築された標準の環境であれば、 まず画面が白地に変化

して、その後しばらく待つ と、先ほど作成 した文書の １ページめが画面 に現れる

はずです。

画面に出力が現れるまでの時間や、日本語フ ォントの美しさなどは、各人のマ

シンや周辺ハードウェアの違い、日本語フォントの設定状況によって相当な差が

あります。特にアウトラインフォントを使い、これをクロック10MH ｚのX68000

で 表示する場合には相当待たされます。

一般に画而で 皿ＴＥＸ の出力を閲覧する場合には、イメージしていたレイアウト

どお 引こなっているかどうかをチェックしたり、誤字脱字がないかを調べたりす

るのが目的でしょうから、この場合は高速表示で きるX680 ×O 本体の ＲＯＭ フ ォ

ントを使うのか よいかもしれません。

ＲＯＬＬ ＵＰ キーと ＲＯＬＬ ＤＯＷＮ キ ーでページめくり力ｆできますが、 クロッ

ク10MH ｚ のX68000 で はp ｒｅｖieｗ.ｘ の- ｂｕf オプ ションでバッファを多めに

とっておかないと待たされるこ とが多いで しょう。

さて、プ レビューアで閲覧した結果はどうでしょうか。本来であれば、ここで

指示したイメージどおりに出力されるか どうか、誤字脱字がないか どうかなど

を調べておかなければな りません。 そして、問題があったら、「IざＴＥＸ ソース

の作成」（ｐ.80）まで戻って、ソースを修正し、ｙＩＥＸ での処理を行い、 またプ レ

ビューする、という過程を繰 り返します。

ここで注意してお きますが、 もしソースに大幅な手直しがあった場合には、た

とえばページ番号なども変わってくるでしょうから、変更前のソースを処理した

際に生成されたファイル14）は消しておいたほうが よいでしょう。

1　4.2.5.
プリ丿夕で出力すＳ

４ 。２- で遊ぶ

14) ａｕｘ フ ァ イルや ｔｏｃ ファ

イル な ど のこ と です。

満足のいくプレビュー画面が得られたら、プ リンタで印刷を行います。

通常、印刷をするのは「完全に仕上 がっ た原稿を紙に印刷する」場合がほ とん

どですから、このときには、多少の時間がかかっても各人の環境で最 も美しいフォ　　15 ）よくあ６失敗ヵ、

ントを使うように設定しておきましょう。フォントの品質とプリンタの性能の差

がそのまま印刷結果に反映されます。いうまでもありませんが、一般的にＲＯＭ

フォントよりはアウトラインフォントのほうがきれいですし、180dPi のプリンタ

よりは360dpi のプリンタのほうがきれいです。

さて、紙にプリンタで印字するためには、プリンタドライバ(Ｐｒinｔ.ｘ)を用い

ます。プリンタドライバを起動する場合には、コマンドラインから以下のように

入力してください15)。

ｐｒinｔ 皿（ 加０

具体的には、次のように実行すればプリントアウトすることができます。

シャープ の ＸＣ に添付

されていた同 名ファイル

を騏って実行してしまう

という ものです。恥ずか

しい 話です が、本 なの

筆 者に も経験 があ り ま

す。引数を指定しないで

Ｐｒinｔ.ｘ を実行させたと

きに、Ｃｏｐｙｒight など

の情報が表示されるよう

であれば、プリンタドラ

イバを起動させたことを

示してい ます。

９ ３
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９ ４

(E)1ぶＴＥＸ の出力性能

360 dpi のプ リンタでは180 dpi のプ リ

ンタに比べて同じ面積に対して４倍の点を

印刷できます。なぜなら、同じ長さを表現

するために、360dpi は180dpi の ２倍の

点を使用する( 縦横それぞれ２倍の点を使

用すれば、当然４倍になる) からです。

さて、通常、漢字のフォントの大きさは

“16 ドット×16 ドット といった点の数で

表すことが多いのですか、普通、点を使っ

て漢字を表現する場合( たとえば24 ドット

×24 ドットで構成された漢字を出力した場

合) 、180dpi の漢字１文字は360dpi の漢

字１文字の４倍の大きさになります。とこ

ろが、IぶＩＥＸ の印刷は180dpi で も360dpi

で も、文字の大きさはまったく同じに印刷

されます。冒頭で述べたように、360dpi は180dpi

に対して同じ面積を４倍の点で印

字することができますから、位亀Ｘで同じ

大きさの印刷物を印刷する場合、４倍分だ

け、文字の縁のギザギザが目立たないきれ

いな印字結果を得ることができるのです。

とこ ろ で 、Iがﾐ[ＥＸ の 出 力 す る ｄｖi フ ァ

イ ル に は 、 通 常 のプ リ ン タ で 出 力 で き る360dpi

よ り は は る か に 高 い 精 度 、 具 体

的 に は 、1pt( ポ イ ント) の65536 分 の １

に あ た る 、1 ｓｐ(ス ケ づ レド ポ イ ン ト) ＝0.5362

× 10－５ ｍｍ の精 度で 文字 の位 置情

報 が書 き 込 まれて い ます( こ れがI ざＴＥＸ の

出 力結 果 を その ま ま出 版 物 に使 え る秘 密 で

もあ るの で す)。

とこ ろ が 、 先に 述 べ た ように 、 市販 さ れ

て い るプ リン タ の精 度 はせ い ぜ い数 百 ｄｐｉ

で し か あ り ませ ん。 こ の 程 度 の性 能 で は、1

ｓｐ、ｄｐＨこ換 算す れば470 万dpi を超 え

るとい う、 きわめ て 高いI がﾐ[EIXの精 度 を表

現 し つ くす こ と は で きな いの で す。 で す か

ら 、あな た のプ リ ンタで の印刷 結果 を見 て、

そ れ を ぴＩＥＸ の 出 力 品 位 だ とは 思 わ な い

で くだ さい 。一 般 に 市販 さ れ てい･るプ リ ン

タ では 、Iざ]Ｉ Ｘ の 美 しい 出力 結果 を得 るに

は 性 能 が低 す ぎ るので す。

Ａ〉 Ｐｒｉｎｔ ｘ６８

×６８０×Ｏ ＴｅＸ Ｐｒｉｎｔｅｒ Ｄｒｉｖｅｒ Ｖｅｒ ２ｐ０９ｂ Ｃｏｐｙｒｉｇｈｔ １９８９ ， ・・・　 ，９３ ｂｙ Ｅ ｘ ｔ

Ｔｐｉｃ Ｓｐｅｃｉａｌｓ ｓｕｐｐｏｒｔ Ｖｅｒ 1. ００ａ Ｃｏｐｙｒｉｇｈｔ 1993 b ｙ ＴＳＧ十ＳＨＩＭＡ

ＲａｓｔｅｒO ｕｔp ｕt Ｄｅｖｉｃｅｓ ｓｕppo ｒt Ｖｅｒ 1.00 Cop ｙｒigh ｔ ｡ ‥ ｂy Ｔ. Ｈｉｌ ａｎｏ

［1 ］［2 ］［3 ］

Ａ〉

14.2.6　
゛E?( ト:4 ………ﾔIﾐそ

前節までに、朕rkｘ の処理の流れを確認してきましたが、同時にIぶTEｘ が具

体的にどのような出力を行うことができるものなのか、おわかりいただけたので

はないかと思います。

まだ、一から 皿矩ｘ のソースを作成していくことはできないでしょうが、今

回示したサンプルソースを書き換えることで、自分の書いた文章をIKLkｘ で出

力することはできるかもしれません。

はじめのうちは、とにかくそのような試みを繰り返してIぶTEｘ での処理方法

に慣れてください。



もちろん、いくつかの理由によって、あなたが作成した新 たなソ ースが 眠［ＥＸ

の処理を通らないこともあるでしょう。場合によっては、「ワープ ロを使ったほう

がはるかに早 く文書になっていた」と思うときもあるかもしれません。

その意味では、「今、あなたはI ぴＴＥＸ の世界の入口にい ますが、‘世 界の中”に

は入っていません」といったほうが、表現としてより正確であるといえるでしょ

う。おそらく、ワープロユーザが“TI洛 を自然に使いこなず ようになるために

は、ＢＡＳＩＣ オンリーのプ ログラマが Ｃ 言語 に移るとき以上の抵抗を感じるに違

いないのですからO

しかし、そこであ きらめないでください。「苛立つほど退屈な反復のなかにある

基本」を身につけなければ使い物にならないというこ とは、Ｔ甘Ｘ の世界にかぎっ

たことではないはずですO

そ こで次節からは、 もう少し根本的な 「退屈な基 本」の領域、あな た自身がIX

［hX のソ ースを作成するためのノウハウについて踏 み込んでみるこ とにしま

しょう。

４。２- で遊ぶ
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１）「 コ マ ン ド」 と い う 表

現 を し て い る場 合 も あ

り ま す が 、 意 味 内 容 に

違 い は あ り ま せ ん 。 本

節 で は Ｋｎｕｔｈ 博 上 の

！’ｎ£Ｘ ｂｏｏｋ 』 に ならっ

て、ｒコント ロール ・ シー

ケ ン ス」 と表 記 し ます。

２）縦 方|;･jの空 白 を 作 成

す るた めのコ ントロ ー

ル ・ シ ーケ ンス には ，

［縦 方向 の空17］を制同す

る」（ｐ.155 ）で詳説する

Ｗｓｐａｃａ かあります。
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最 小 の 耀 Ｔ
Ｅ
Ｘ ガ イ ド

本節に至るまでの間に、あなたは何度かI ざＴＥＸ のソースフ ァイルをご覧になっ

たことと思います。たとえば、第1.2.2 項 「1習 くLの処理の流れ」のLi ｓt 1-2 （ｐ.7）

や、「Iぶ矩Ｘ ソースの作成」のLi ｓt 4- 1 （ｐ.81） な どはその一例です。それらの

ソースを見ればわかるように、執筆者はテキストエデ ィタを使用して、 掠TkX で

処 理したい原稿 に 球］ｉ Ｘ への指示命令であるコントロール ーシーケンス（ｃｏｎtｒol

ｓｅｑｕｅｎｃｅ）1〕を埋 め込 んでおかなけ ればなり ませ ん。このことが、ＷＹＳＩＷＹＧ

方式に慣 れているユ ーザがｌｋＸ に対し最 も抵抗を感じ、最 も面倒に思うところ

であるといえます。

たとえば ＷＹＳＩＷＹＧ 方式の場 合、空行（改行だけの行）を３ 行入力すれば、

この空行は「３行分の縦方向の空白」として反映されます。これに対してI がIE沁

の 場合には、後述するように、空行は段落の区切りを示し、さらに複数の連続す

る空行はひとつの空行として扱 われますから、たとえばソース中に空行が ３佃連

続している場合でも、実際に出力される「縦方向の空白」は、ソース中に空行が

１個しかない場 合と変わりません。つ まり、 もし 腿ＩＥＸ において「縦方向の空

白」をつ くりたいのであれば、「縦方向の空白」を作成するコントロール・シーケ

ンス2〕を使って明示的 に空白の高さを指定しなければならないことになります。

Ｆｉｇ．４－１・ ｗ ＹｓＩｗ Ｙ Ｇ と ｍ 岫χ

＜ ソ ー ス ＞

こんな感じのソースか

あったとしましょう
Ｏ

そ う す る と 、

川 力lj と･う な る で し ｊ

う か ね ？

庁

刄

＜川力＞

こんな感じのソース

かあったとしましょう。

そうすると，出力は

どうなるでしょうかね？

(iYSIW¥G 方式の嶋合)

[iYSIWyG] の名前どおり、

ソースとまったく同じ出力

を得ることができますか、

辿にいえぼ'･それだけ･Iで

Ｌかありません。

〈　LaTeX の場合　 〉

バッチ形式のLaTeX の場

合、ソースをもとにLaTeX

独自の組版処理が加えられ

るために、ソースとはまっ

たく災なる出力を得ること

がで きます。

この例に代表されるように、ＷＹＳＩＷＹＧ 方式 に慣 れていればいるほど.I ボＩＥＸ

を使用する場合に、その ギャップ に悩むこ ともあるかと思います。 しかし実際の



ところ、1ぶTEｘ の ソース作成において注意しなければならないこ とは、 さほど多

くありません。

本節では、ｗＹｓＩｗＹＧ 方式と比べて特に注意しなければならないこ とも含め

て、Iぷlkｘ の ソース作成に際して最 も基本的なこと、いいかえればI ざTE｝ｘ のソー

スを作成するための最小 限の約束について概説していくことにします。説明だけ

が続いて退屈してしまうかもしれませんが、本節で解説するこ とはI ぶIEｘ を利用

するための最も基本的なことですから、我慢しておつきあい ください。 もし本節

を十分に理解することができれば、少なくとも既存のプレーンテキストをI ぶTrkｘ

で べ夕出力３）することは可能になるはずですから。

1　
４.3.1　コントロール・シーケンス

IぷＴＥＸ へ の 指 示 命 令 は、 エ ス ケ ー プ 文 字（ｅｓｃａｐｅ ｃｈａｒａｃtel･ : “ ＼ ”）４）か ら 始 ま

る コ ン ト ロ ー ル ・ シ ー ケ ン ス に よ っ て 行 い ま す 。

こ こ で い う 「 エ ス ヶ － プ 文 字 」 と は 、 キ ー ボ ー ド の キ ー 配 置 を 変 更 す るプ ロ グ

ラ ム を 使 用 し て い な い か ぎ り、X680 ×O の 場 合 に は キ ー ボ ー ド上 の ￥ キ ー を 抑 し

た と き に 出 力 さ れ る 文 字 の こ と を 指 し ま す。 こ の と きX680 ×O で は 、 ｓｗitｃｈ.ｘ

コ マ ン ド に よ る 設 定 に 応 じ で ￥” が ＼” の ど ち ら か が デ ィ スプ レ イ 上｡に 出 力 さ

れ る は ず で す 。“ ￥” ど ＼” は 視 覚 的 に 異 な る 文 字 で す が 、 コ ン ピ ュ ー タ の 内 部

で は 同 じ コ ー ド で 処 理 さ れ て い ま す か ら 、 画 而 上 に ど ち ら の 文 字 が 表 示 さ れ て も

問 題 は な く、 そ の 文 字 が エ ス ケ ー プ 文 字 に あ た り ま す 。 な お 、 本 項 で は オ リ ジ ナ

ル の 乃£Ｘ が稼 働 す る ＵＮＩＸ の 環 境 に な ら い 、“ ＼” を使 用 し て い ま す 。

さ て 、 コ ン ト ロ ー ル ・ シ ー ケ ン ス は エ ス ケ ー プ 文 字 の あ と に 続 く 文 字 に よ っ て

以 下 の ２ 種 類 に 分 類 す る こ と が で き ま す 。

○

○

文字列が続くコントロール・ワード。

全角および半角の記号がひとつだけ続くコントロール・シンボル。

ここでいうコントロール・ワードの場合には、コントロール・ワード と、直後

に続く本文との境界を明らかにしなければならないため、コントロール・ワード

の直後に<空 白〉（い わゆる「半角スペース」のこと）を付加する必要があ る場合

がほとんどです。このこと も含め、 コントロール・ワード とコントロール ・シ

ン ボルの詳細は、本節のコラム（Ｐ.98,99 ） お よび「独特な働きをするコ ード」

（ｐ,99）の〈空白〉の箇所で説明 してい ますから、もう少し詳しく知りたい人はそち

らを参照してください。

1　4.3.2　
特殊文字

前項で、エスケープ文字（“＼”）について説明をしましたが、I がＴＥＸ にはエス

ヶ－プ 文字のように特別な機能を割 り当てられていたり、独特な働きをしたりす

4｡３－ 最小の

3）論 理構造や 視覚 構造を

制 御するコントロール ・

シーケンスを使川しない

で得 た出力のこ とです。

このようなｌｎｋｘ の 使

い方は。本来のrl ダlbｘ

を使う」という観点には

反しているのですが。ヘ

タなワープロを使川する

より美しい出J」か得られ

るかもしれません。

４）Ｅｓｃ キーのこ とではあ

り ませんから注意して く

ださい。

ガ イ ド

９ ７



９ ８

４- Ｅ χｅｒｃｉｓｅ

5 ）ここで、り （夕 は１ 文

字の ’|哨 記号）で表すこ

とがで きる コント ロ ー

ル・シーケンスを、コン

トロール ・シンボルとい

い ます。

6 ）第4.4.5 項「 ソヽース に

忠実な出力をする構造」

（ｐ.126 ）で詳説します。

（E）コ ン ト ロー ル ・ シ ーケ ン ス　 その １ ～ コ ント ロ ー ル ・ ワ ー ド～

エ ス ケ ープ 文 字 の 直 後 に １ 文 字 以 上 の　　　 また 、 コ ント ロ ール ・ ワ ード を構 成 す る

アル フ ァベ ッ ト お よび 全角 文 字 が続 い てい　　 文字 列 の 直後 には 、 アル フ ァベ ット お よぴ

る も の を コ ント ロ ー ル ・ ワ ード（ｃｏｎtｒol　　 全角 文 字 以 外 の 文 字（ たと えば 半 角 の 数字

ｗｏrd）とい い ま す。　　　　　　　　　　　　　 や 全 角お よび 半 角 の 記号 ）か 、〈空 白〉ある

具 体的 に は、 エ ス ケープ 文 字 に続い て Ａ，　 い は〈改 行 〉を続 け な けれ ば なり ませ ん。 こ

Ｂ,‥・、Z お よ び ａ,ｂ, ‥｡ 、ｚ まで の 半角　　 れ は、 コ ント ロ ール ・ワ ー ドの終 端 を 明ら

英 文 字 、な ら び に全 角 の英 数 字 ・か な ・カ　　 か にす る ため で す。

ナ ・ 漢 字 を １ 文 字 以上 組 み 合 わせ た もの　　　 たと えば コ ント ロ ール ・ワ ード“Xit ｅｍ”

で、0,1, … 、9 の よう な 半角数 字 、 。（ピ　　 に 続 け て 「 Ｘ６８０×O 」 と入 力 し た い 場 合 、

リオ ド）や ：（ コロ ン）など の全角 お よび 半　 “XiｔemlJX680 ×O” と記述 し ます。 もし この

角の 記 号を 含 み ませ ん。　　　　　　　　　　　 と き、“＼iｔemX680 ×O” と記述 して しまっ た

た だ し、標 準のI ぶIljX の 環境 には 全角文　　 場 介 に は 、 ＼iｔｅｍＸ と い う コ ント ロ ー ル 一

字を 使 用 した コ ント ロ ール ・ワ ー ドは 定義　　 ワ ード の後 に、「680 ×O 」とい う文字 列が続

され て い ませ ん。　　　　　　　　　　　　　　 い て い る もの と みな さ れ てし まい ます。 な

な お、lｙ（ は 大 文字 と小 文字を 認識 す る　　 お、＼iｔｅｍｕX680 ×O と記述し た場合、Xit ｅｍ

ので 、た とえばXit ｅｍΛlt ｅｍ，ＸＩＴＥＭ は、　 直 後の〈空 白〉は出 力 され ませ ん。

すべ て 異 な るコ ント ロ ール ・ワ ー ド とし て　　　　　　　　　　　　　　 （ｐ.99 へ続 く）

扱 われ ます。

る記号や文字コードがあります。本項ではそのような記号および文字コードにつ

いて少し詳しく見てみることにします。

ただし、はじめて読む段階で、以下に説明する内容をすべて理解する必要はあ

りません。「ここで示す文字をソース中に記述する場合には注意を要するのだ」と

いう程度の認識があれば十分です。

◆ 特殊な機能を持つ文字

】ぶIljXにおいて特殊な機能を定義されている文字は。エスケープ文字を含めてTable

4-1 に示す10 個です。これらの特殊文字を出力したい場合には、Table4-1

の「文字の出力」の欄で示したコントロール・シーケンス5）を使用するか、

ソース中に記述されているとおりに出力することができるコントロール・シーケ

ンス６）を使用しなければなりません。



（E）コン ト ロー ル ・シ ー ケ ンス　 その ２ ～ コ ント ロ ール ・ シ ンボ ル～

エ ス ケ ープ 文 字 の 直後 に アル フ ァベ ット　　　 コ ントロ ール ・シ ーケン スの デリ ミタ（区

では ない 記号 、た とえば 。 ＄ 、Ｘ な どが ひ　　 切 り ）に つ いて は 、こ れ を 理 解 し てい な い

とつ だ け続 く もの を コント ロ ール ・ シン ポ　　 と、思 わぬ と ころ に 空 白 をつ くっ て し まっ

ル（ｃｏｎtｒｏｈ ｙmbol ）といい ます。　　　　　　 たり、 逆 に 空白 が で きな か っ た り、 コ ント

コ ント ロ ール ・ シ ン ボル の 場 合 に は エ　　 ロ ール ・ シ ー ケ ンス が 機 能 し な か っ た り、

ス ケープ 文 字 に絞 く 記号 が ひと つ の みで あ　　 自作 のマ クロ が期 待 ど お りに 動 作 し な かっ

る と決 まっ てい る ため に 、 コ ン トロ ール ・　　 たり、 と い った事 態 が 考 え られ ます か ら注

ワ ード の よう に終 端 を考 慮 する 必要 はあ り　　 意 し なけ れば な り ません 。

ませ ん。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （ｐ.104 へ 続 く）

Table 4 －1． IぷIEχ における特殊文字

文字 � 機能 � 文字の出力

＼ �エ スヶ－プ 文字 �{＼tt＼symbo1P 134}}

て �グル ープ 化 を開 始 する � ＼｛

｝ �グル ープ 化 を終 了 する � ＼1

＄ �対 応 す る＄に は さま れ た領域 を数式 モ ード にす る � ＼$

＆ �表 を構成 す る要 素の 区 切 りを 表 す � ＼&

毒 �コ ント ロール ・シ ー ケ ンス の引 数 を示 す � ＼#

�数式モードで後続の１文字(1グループ)を上付きの

添 字に する �{

＼tt＼s戸bo1{'136}}

－ �
数式 モ ード で後 続の １ 文 字(1 グル ープ) を下 付 きの

添 字に する �

＼_

Ｘ �Ｘ 以後 の文 字 列 を〈改 行 〉 も含 め て コメ ント に す る � ＼Z

�改行を抑制する単語間スペース �f ＼tt＼symbo1P 1761 ｝

◆ 独特な働きをするコード

Table 4-1 に示 した10 個 の特 殊文字のほかに も、< 空白〉や< 改 行〉の ようにL

紅ＥＸ で独特な働きをする文字（コード）が存在しますo

○ 〈空白〉（ 。）

スペ ースキーを押したときに出力される、デ ィスプ レ イ上 でいう「半角 ス

ペース」コードのことですo

連 続した複数の〈空白〉は １ 個 とみなされ ます（Table 4 - ２ Ｎ０.3）｡通 常 は

≒」”で「単語間空白」 と呼ばれるスペースが得られます（で［ａｂｌｅ ４-２ Ｎ０.2，

3］が、コントロール ・ワードの直後にある〈空白〉は単語問空白をつくりませ

ん（Table 4 - ２ Ｎ０.4, 5）。

このため、もしコントロール ・ワードと後続するアルファペットの問に単語

間空白をつ くりたい場合（Table 4 - ２ Ｎ０,6～8 ）や単語問空白を連続させ た

い場合（Table 4 - ２ Ｎ０.9）に ぱ ＼♂ として、単語間空白の作成を明示的に

指示しなければならないのです。

4｡３－ 最小の ガ イ ド

９ ９
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7〕英 単語のハイフネーショ

ンのしかたには規則かあ

りますが、この例では考

處してい ません。ただし

ljｒｉｘ は。誤ったパイプ

ネーションのしかたにな

らない ようにで きていま

すから、ハイフネーショ

ン処理を行う場合に もさ

ほどユーザか気を遣う必

要はありません。

100

そこで、たとえばコントロール・シーケンスをTable 4-2 のＮ０.10～13 の

ように記述すれば、つねにその直後の〈空白〉の有無を純粋に出力に反映する

ことができるようになります。

Table 4-2●　〈空白〉に関するサンプル

Ｎ０． � ソー ス � 出力

１ � Ｔｅｘｎｉｃｉａｎ �Te χnician

２ � ＴｅχｕｎｉｃｉａＴＩ �Tex nician

３ � ＴｅχＬＪＬＪｎｉｃｉａｎ �Te χ nician

４ � ＼Ｔｅｘｕｎｉｃｉａｎ �Tkxnician

５ � ＼ＴｅｘａＪｎｉｃｉａｎ �TkxLnician

６ � ＼Teχ＼tJniciaTI �Tkx nician

７ � ＼Ｔｅｘ＼ＬＪＬＪｎｉｃｉａｎ �Tkx nician

８ � ＼ＬａＴｅχｕ＼１Ｊｎｉｃｉａｎ �I ぶIEx nician

９ � ＼ＬａＴｅｘ＼ｕ＼ｕｎｉｃｉａｎ �I ぶで[4j3x nician

10 �{ ＼ＬａＴｅｘ}ｎｉｃｉａｎ �I ぶTExnician

11 �{ ＼ＬａＴｅｘ}ｕｎｉｃｉａｎ �L ざTEx nidan

12 � ＼ＬａＴｅｘ{}ｎｉｃｉａｎ �1 ぶIExnidarl

13 � ＼ＬａＴｅｘ{}ＥＪｎｉｃｉａｎ �I ぶTEx nician

また、ソース上、〈改行〉の直前および直後 に記述された〈空白〉はすべて無視

されますから、注意してください( 詳細|はあとで述べ る〈改行〉の解説を参照)。

なお、Iが]JFIXは、 処理を行う際に出力|寺の改行位置が単語の区切 りになるよ

引こ各単語間の空白を調節します。　したがって、単語間空白にあたる〈空白〉

部分は、半角英数字や記号が連続する途中に比べて特に出力時点の改行位置

になりやすいのです。たとえば、ソース上 の“ＴｅＸｕＬａＴｅＸ”という２ 単語か

らなる文字列が出力時の行末に きて、なおかつ 行末の空白が｢ Ｒ Ｘ Ｌａ｣ 分

しかなく、文字列のすべてが同じ行に入りきらないとしましょう。このとき、1

ぷlhX で は｢ ＴｅＸ Ｌａ- (改 行) ＴｅＸ７)｣ よ り｢ ＴｅＸ( 改 行) ＬａＴｅＸ｣ と して

出力されやすい といえ ます(Fig. 4-2) 。

（ １ ）

-

－

－ ・i　

TeX L2-

TeX

Ｆｉｇ．４ －２ ● ＩぶＩＥＸ の 改 行 制 御 ～ そ の １

（ ２ ）

㎜

－

”

圃 ■ ■　　TeX

し言TeX

LaTeX では、（1）のような

出力にはなりにくくなって

います。

つ まり、（2）のように、単

語間あるいは文字間の空間

を調整することで、単語の

途中で改行か行われないよ

うに、可能なかぎり制御さ

れます。

しかし、ソース上での「1001 」ペ ージ 」が出力時の行末にきた場合など、「100 」

と 「ペ ージ」が分かれて「100 （改 行）ページ」 と出力されてしまうと可読

性 に欠けます。この場合、若干無理をしても同一行 にJI又めるべきです（Ｆｉｇ･4-3

）。



（ １ ）

Fig. 4 － 3 ● ｙrＥｘ の改行制御 ～その２

（ ２ ）

㎜

四㎜
ｌ　　　　　　　　　 ｌ

100ページ

-

←

㎜

100 ページ

改行が抑制されているとき、

○（1）のように、文字お

よび単語の間隔を広く

とることで改行抑制箇

所を行から追い出す

○（2）のように、文字お

よび単語の間隔を詰め

ることでその行に追い

込む

このどちらかとなります。

このように、単語問空白に相当する位置での改行を抑制したい場合には、

〈空白〉のかわりに改行を抑制して８)単語間空白をつくる“¨ を使用します(Table

4-３ Ｎ０,2)9)。

ただし、″と<空白〉には以下の点で違いがあるので注意しなければなりま

せん。

・ 〈空白〉と ″とを混用した場合には、どちらもが単語間空白を構成する

ぽable 4 - ３ Ｎ０.3 ～6)。

・　連続する複数の〈空白〉はひとつとみなされるが／ － はひとつとはみな

されない(Table 4- ３ Ｎ０.7, 8)。

Table4-3● －に関するサンプル

N0. � ソ ー ス � 出力

１ � ＬａＴｅχＬＪｎｉｃｉａｎ � ＬａＴｅｘ ｎｉｃｉａｎ

２ � ＬａＴｅｘ″ｎｉｃｉａｎ �LaTe χ nician

３ � ＬａＴｅχ″ｕｎｉｃｉａＴＩ �LaTe χ nician

４ � ＬａＴｅχＵ″ｎｉｃｉａｎ �LaTex nician

５ � ＬａＴｅχ
１｣≒Ｊｎｉｃｉａｎ �LaTex　nician

６ � ＬａＴｅｘ≒｣″ｎｉｃｉａｎ �LaTe χ　nician

７ � ＬａＴｅｘ″″ｎｉｃｉａｎ �LaTex nician

８ �LaTex ″″″niciaTI �LaTex　nician

ところで、「全角スペース」は全角および半角の記号と同じ扱いを受けるの

で、入力されている分だけ出力されることになります。

○　〈改行〉

リターンキーを押したときに出力されるコードのことを示します。

ソースにおける１行の終了を意味するのですが、出力時の動作は〈改行〉の直

前にくる文字によって変化します（Table 4-4 ）。

4｡３－ 最小の

8 〕Xｓl］oｘ｛1ｕｏｒd ｝ と す る こ

と で. ｇｏｒd で の改 行を

抑 制 させ るこ と も で きま

す．Ｆｉｇ．４－３ の よ うに

「１００ ペ ー ジ」 をつ ね に

ひ と ま と まり と して 扱 い

た い と きは 、 この コン ト

ロ ール ・ シ ー ケン スを 使

用 し ます。

9 ）先 に 挙 げ た ソ ー スll で

「１００ ペ ー ジ」 と い う 例

の場 合、「100 」と 「ペ ー

シ」 の 間 で改 行抑 制 す る

と 、「 ペ ー 」 か 前の 行 に

追い 込 まれ るか、「100 」

が 次 の 行 に 追い111jlさ れ ま

す。 追 い込 みの 対 象 と な

る文 字 か 「ペ ー 」 で あ る

理 由 は、「－ 」か 禁則 処理

の 対 象文 字 だ から で す。

101
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1 ０） イ ン デ ン ト の 抑 制 を 行

うこ と は可 能 で 、そ の 場

合 に は抑 制 した い部 分 で

“＼ｎｏｉｎｄｅｎｔ” を 指 定 し

ます。

11 ）Ｗａｒｎｉｎｇ とな る場 合 も

あ り ます が、 無 視 して リ

ター ンキ ー を押 し 、処 理

を続 行 し た場 合 に は本 文

の よう に動 作 しま す。

102

'nlble 4 －4 ● 〈改行〉の動作

直前 � 直後 � 動作

半角文字 �- �〈空白〉と同様に機能する

全 角文 字 �- �無視される

〈 改 行〉 �- �段落の終了

〈 空 白〉 �- �〈空 白〉 を 除い た 直前 の 文 字に 従 う

- �〈 空白 〉 �無視される

連続した〈改行〉によって空行( 改行 コードだけの行) となっている場合には

段落の終わり( ＼Paｒ) を 意味し、次の行頭では自動的にインデント( 字下げ)

が 行われます10)。 複 数の空行が連続 する場合、１個の空行として扱われるこ

とは第4.3 節｢ 最 小のIX[ ＥＸ ガイド] のFig. 4- 1 ( ｐ.96) で 示 したとおり

です11)。

<改 行〉の直前および直後の< 空 白〉はすべて無視されます。したがって、<改 行〉

の直前に〈空白〉があった場合、Table 4-4 で いう｢ 直前の文字｣ と は、〈改行〉

以前にあって〈改行〉に最 も近い〈空白〉以外の文字を意味します。

たとえば、次の ようなソースがあったとしましょう。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14
5
6
7
8
9
0

－
1
1
1
1

り
£

＼ｍｂｏｘ｛ 〈改 行〉 ｝の手前 に あ るの が全 角 文 字の

場 合、 改 行 は無 視 され ます が、ＡＩＰｈａｂｅｔ

な ど の 半角 文字 の場 合、 ＼ｍｂｏｘ｛ 〈空 白 〉｝とし て処 理 さ れ ます。

「＼､ＡＩＰｈａｂｅｔ＼､」 の 直後 に 、単 語 間空 白 に 相当 す る

スペ ー スが 空い てい るこ と に 注目 し て くだ さ

い。 ちな み に、 単語 間 空白 が ない 場 合の 出 力は ＡＩＰｈａｂｅt とな り ます。

行 末 の＼ｍｂｏｘ｛ 〈 空白〉｝が あ り、 その ＼ｍｂｏｘf 〈空 白〉 ｝の

前 に 全 角文 字 があ ると きLJLJLJLJL」

＼ｍｂｏｘ｛ 〈 空白 〉１と＼ｍｂｏｘ｛ 〈改 行〉｝は 無視 され ま す。

その ＼ｍｂｏｘ｛ 〈空 白〉1 の

前に あ るの が 半角文 字 の場 合、 たと えば1JX680 ｘOLJｕLJLJL｝

とい う と き、行 末の ＼ｍｂｏｘ｛ 〈空 白〉1 は 無視 され 、

＼ｍｂｏｘ｛ 〈改 行 〉｝は＼ｍｂｏｘ｛ 〈空 白〉｝と し て

処 理 さ れ ます。「＼､Ｘ６８０×O＼､」 の 直 後に つ く られ る

単 語 間 空白 に 注目 して く ださ い。

行 頭 の ＼ｍｂｏｘ｛ 〈 空 白 〉 ｝は 、 単 純 に 無 視 さ れ ま す 。

占LJLJLJL
」こ の よ う な 全 角 文

字 で も

ｕｕｕｕｕＡｌｐｈａｂｅtL」な ど の 半 角 文 字 で も 変 わ り ま せ ん 。

このソースから、次に示す出力が得られます。



〈改行〉の 手前 にあ るのが 全 角文 字 の場 合、改行 は無 視 さ れ ます

が、Ａｌｐｈａｂｅt な どの半角 文字の場 合、< 空 白〉として処 理され ます。｢

Ａｌｐｈａｂｅt｣ の 直後に、 単語間空白に相当するスペースが空いている

ことに注目してください。ちなみに、単語間空白がない場合の出力は

Ａｌｐｈａｂｅtとなり ます。

行末の〈空白〉があり、その〈空白〉の前に全角文字があるとき〈空白〉と<

改 行〉は無視されます。その〈空白〉の前にあるのが半角文字の場合、た

とえばX680 ×O というとき、行末の〈空白〉は無視され、〈改行〉は〈空白〉

として処理されます。｢X680 ×O｣ の直 後につ くられる単語間空白に注

目して ください。

行頭の〈空白〉は、単純に無 視 され ます。この ような 全角 文字で も

Ａｌｐｈａｂｅtな どの半角文字でも変わりません。

ＬｉＳt 4- 2 とそ の出力を比較しながら、行末に〈空白〉があ る場合にどのように

処理されるかを見てみましょう。

（1 ）< 改 行〉の直前にある< 空白〉はすべて無視される（ソース9,12 行 目）。

（2 ） ソース ９行目の場合、〈改行〉以前にある<空 白〉以 外の文字、「き」が全

角文字だから、< 改 行〉は無視される。

（3 ） ソース12 行目の場合、〈改行〉以前にある〈空白〉以外の文字、「Ｏ」が半

角文字だから、< 改 行〉は〈空白〉として機 能する。

これに対 して、行頭に〈空白〉があ る場合には、〈空白〉が無視されるだけで、

特別な処理は行われません。

なお、「＼〈改行〉」は、「 ＼Ｕ」と同様の扱いを受けます。

○　 〈タブ〉

タブキーを押したときに出力されるコードのこ とです。

〈空白〉と同様に機能します。

なお、「＼〈タブ〉」は、「 ＼1」」と同様の働きをします。

○　 半角カナ

半角のカタカナを示します。

半角カナは使用できません。ソースに含 まれていた場合、I舛E芦 で処理 をし

たときに「無効な文字がある」旨を通告して きます。これを無視してリター

ンキーを押した場合、その文字は無視されます。

1　4.3.3　L
灯誤 ソースの構造

本項では前項までに解説してきたことをふまえて、玖［kX のソースの基本構造

について見ていくことにします。ほとんどすべてのLyＴＥＸソースは、本項で示す

のと同じような形式にのっとって書かれていますから、はじめのうちは「約束ご

と」として、その作法を真似してください。

4｡３－ 最小の ガ イ ド

1 ０3
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12)j1Plain. ｔｅｘ によって生

成されるfm ｔ ファイルを

読 み込 んだ ｖiｒｔｅｘ の

こと。

13 ）ちなみにglliX では、

コントロール・ジーゲン

スの引数で省略できない

ものは｛ ｝で囲み、省略

可能な引数を記述する場

合には［ ］で囲んで記述

します。

１０ ４

(E)コントロール・シーケンス　 その３ ～プリミティブ～

コントロール・シーケンスにはｙＴＭＸ の　　 ミティブはあくまでも低レベルな処理を行

最も基本となる実行ファイルｖiｒｔｅｘに登　　 うことしかできませんし、その数は300 個

録されていて、最も単純でそれ以上分解で　　 程度でしかありません。

きない低レベルのものがあります。これを、　　 そこでｖiｒｔｅｘ は、複数のプリミティブ｢

プ リミティブ｣ といいます。　　　　　　　　を組み合わせてつくり出された各種のマク

プリミティブには。条件分岐、文字列の　　 口をfmｔ ファイルから読み込むことによっ

処理、ファイルの入力などの働きを持つも　　て。高度な機能と使いやすさを考慮したコ

のがあり、ある意味ではプログラム言語と　　ントロール・シーケンスを多数、使用する

いってもよいでしょう。しかし、これらプリ　　ことができるのです。

さて、「gIEIX ソースの作成」に示したサンプルソースＬｉＳt 4- 1 （ｐ.81） に

も見られるように、1ぷlkX のソースファイルは一般的に以下に示すような構造を

持っています。

IぶliX ソースの構造

＼ｄｏｃ１１ｍｅｎt ｓtyle ｛ 向t ｅ-ｏ痢 ｏ蛸 り 咄 咄Le ｝

ｐｒｅαm6Ze

＼ｂｅｇｉｎｆｄｏｃｌｌｍｅｎｔl

le ゴ

＼ｅｎｄｆｄｏｃｎｍｅｎt｝

卜 二 子二 二 口
＼ｄｏｃｕｍｅｎｔｓｔyle は 、 文 書 の 体 裁 を 定 め る コ ン ト ロ ー ル ・ シ ー ケ ン ス で す。

IぷＴＥＸ の 作 成 者 で あ る Ｌ.Ｌａｍｐｏｒt 氏 は 、L 灯ＥＸ で 論 文 や 書 籍 を 作 成 す る 場 合

に 、 印 刷 の 体 裁 が 異 な る場 合 が あ る こ と を 考 慮 し て い ま し たo そ の た め に 、IぶＴＥＸ

の 本 体 部 分12 ）でヽ は 、 マ ク ロ な ど の 包 括 的 な 部 分 だ け を 設 定 し 、 実 際 に 作 成 す る

文 書 の 体 裁 な どの 詳 細 な 部 分 は 「 ス タ イ ル フ ァ イ ル 」 と 呼 ば れ る、 ソ ー ス と は 独

立 し た フ ァ イ ル で 用 意 す る こ と に し た の で す。 つ ま りL 灯ＥＸ は 、 処 理 を 行 う 段 階

で ソ ー ス 中 の 指 定 に も とづ い て ス タ イ ル フ ァ イ ル を 読 み 込 み 、 は じ め て 文 書 の 体

裁 を 確 定 す る よ う に な っ て い ま す 。 こ の た め にL 灯ＥＸ で は 、 異 な る ス タ イ ル フ ァ

イ ル を 読 み 込 む こ と で 、 体 裁 の 異 な る 文 書 を 簡 単 に 実 現 す る こ と が で き るの で す。

＼ｄｏｃｕｍｅｎｔｓｔｙle は 、 当 該 びＴＥＸ 文 書 に お い て 利 用 す る 文 書 ス タ イ ル を 設 定 す

る た め の コ ン ト ロ ー ル ・ シ ー ケ ン ス で あ り、 こ の 宣 言 が な い 場 合 に は 実 際 の 文 書

の 体 裁 が 定 ま ら な い た め に ＩＭ ＥＸ で 処 理 し て も エ ラ ー に な っ て し ま い ま す。 で す

か ら 、 囚ﾌＥＸ の ソ ー ス フ ァ イ ル を 作 成 す る 場 合 に は 、 ま ず 、 こ の コ ン ト ロ づ レ・

シ ー ケ ン ス か ら書 き始 め る よ う に し ま し ょ う 。

な お 、 ＼ｄｏｃｕｍｅｎｔｓｔｙle の 引 数 に は、 マ ク ロ の 追 加 な ど を行 う ［ｓt蛍ｅ_ｏｐtｉｏｎ］、

利 用 す る 文 書 ス タ イ ル を 定 め る｛ 碑/ 匈 翫 ｝ が あ り ま す13 ）。

サ ンプ ル ソ ー スLi ｓし1-1 （ｐ.81 ） の 場 合 、２ 行 目 に 記 述 さ れ て い ま し た 。



◆ ｓ4yXc_Ｑが泌ｎ

｢スタイルオプション｣ とか｢ スタイルファイルオプション｣ などと呼ばれ14)、

スタイルファイルによって定められた文書スタイル(Ｓ扉φ ㈲ の一部を変更した

り、特別な論理構造を追加したりする場合などに記述しますから、必ず記述しな

ければならない部分ではありません。そのかわりというわけではありませんが、

いざ記述するという場合には、おのおのの指定が干渉を起こさない範囲と順番を

守れば( 後述)、“、"で区切って列記することができます。

スタイルオプションには、一部のオプションを除き、当該オプション事項を定義

しているスタイルオプションファイル( スタイルファイルと同様に拡張子が. ｓｔy

であるファイル) から拡張子を除いた部分を設定してください。

本書が構築するlｙ[ＥＸ において利用できるスタイルオプションのうち主なも

のを、Table 4-5 に示しておきます。

111ble 4 －5． スタイルオプション

記述 � ファイル名 � 機能

１１Ｐｔ

１２Ｐｔ

ａ４ｊ

ａ５ｊ

ｂ４ｊ

ｂ５ｊ

ｔｗｏｓｉｄｅ

ｔｉｔｌｅＰａｇｅ

ａｓｃｍａｃ

ｌａｎｄｓｃａＰｅ

ｊｔｗｏｃｏｌｕｍｎ

ｍｕｌｔｉｃｏｌ

ｍａｋｅｉｄｘ

ｅＰｌｃ

Ｐｉｃｌａｔｅχ �

＊１１．ｓｔｙ

＊１２．ｓｔｙ

ａ４ｊ，ｓｔｙ

ａ５ｊ．ｓｔｙ

ｂ４ｊ．ｓｔｙ

ｂ５ｊ．ｓｔｙ

（ｊａｒｔｉｃｌｅ．ｓｔｙ）

（ｊａｒｔｉｃｌｅ．ｓｔｙ）

ａｓｃｍａＣ．ｓｔｙ

ｌａｎｄｓｃａｐｅ．ｓｔｙ

ｊｔＷＯＣ０１ｕｍｎ．ｓｔｙ

ｍｕｌｔｉｃｏ１．ｓｔｙ

ｍａｋｅｉｄχ．ｓｔｙ

ｅｐｉｃ．Ｓｔｙ

ｐｉｃｌａｔｅχ．ｓｔｙ �11pt

を ＼normalsize にする12pt

を ＼normalsize にするA4

サイズにするA5

サイズにするB4

サイズにするB5

サイズにする

偶数ページと奇数ページのレイアウトを変える

タイトルやabstract を別ページに出力する

アスキーの拡張マクロを使用する

出力する用紙を横置きにする

２段組にする

多段組の拡張を行う

インデックス作成用のファイルを作成する

図形描写機能を拡張する

図形描写機能を拡張する

ただし、Table 4-5 にお けるｔｗｏｓｉｄｅ およびｔiｔlePage は、文書スタイルがja

ｒticle の と きにのみ指定できるオプション指定です。 ｔｗｏｓｉｄｅ オプ ションを

指定した場 合、たとえば偶数ペ ージと奇数ページで綴じ代の幅を変更することな

どが可能となります。 また、ｔitｌｅＰａｇｅ オプ ションを指定 した場合、jaｒｔicle

ス タ イルの標準タイトル出力（＼ｍａｋｅｔiｔle ）お よびab ｓtｒａｃt15）の出力が、それ

ぞれ本文とは別ページになるな ど、製本を考慮した出力になります。

また、最 も基本となる文 字の大 きさ（＼ｎｏｒｍａｌｓiｚｅ）を設定す るための オプ

ションが、11P ｔ な らび に12P ｔ で す。こ れらのオプ ションを指定しない場合、10

ポイントが ＼ｎｏｒｍａｌｓiｚｅ になります16）o

サ ンプ ルソースLi ｓt 4- 1 （ｐ.81） の 場合、 ２行口の「b5 」」 という記述がス

タイル オプションにあたります。この場合、＼ｎｏｒｍａｌｓiｚｅのフォントの大きさを

特に指定していないために10 ポイントがベ ースに、文書体裁については「b5 」」

4｡３- 最小の ガ イド

1４)筆者のあくまで佃 人的な

とらえ方としては、２ つ

は別物だと思っています。

どういうことかというと、

スタイルファイルオプショ

ンという場合にはスタイ

ルファイルに制約されて

指定の可否か決まるオプ

ション指定 を、スタイル

オプ ションという場介に

は スタイルファイルに制

約を受けずに新たな臨理

構造や視覚構造を追加す

るオプ ション指 定を、意

味するもの として、両 者

を区別しているのです。

しかし、このとらえ 方が

一般的 なものかどうか吊

者は知りませんし、 まぎ

らわしいので、本文中は

一部を除いてスタイルオ

プションという記述で統

－してい ます。

15) 序文あるいは要約のこ と

で す。absｔracｔ 環境に

よって出力されます。

16) ス タ イ ル オ プ シ ョ ン

11pｔ， 12pｔ につ い て は、

(IぷTi)Ｘ にお け る 文 字 の

大 きさJ( ｐ.１３８) で 詳 説

して い ます。
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４- Ｅ χｅｒｃｉｓｅ

1 ７)B5 判 、 Ａ４ 判 に つ い

て は｢- ｗidt ｈ,- ｈｅｉｇｈｔ｣

(ｐ.188) を 参照 し て くだ

さ い。

1８）Liｓt 4 －1 （ｐ.81 ） の

14 行 目 の 行 頭 に “ Ｘ”

か つ い てい るこ と を確 認

し て お い て くだ さ い。 サ

ンプ ル ソ 一 スで 得 ら れる

体 裁 をja ｒｔicle ス タ イ

ル と い い ます か 、 この ス

タ イル で は章 節 を表 す 構

造 の う ち、 Ｗｈａｐｔｅｒ か

使用 で き ませ ん 。 詳 し く

は 第４．４．１ 項r 章 節 にか

か わ る 構危 」（ｐ.113 ）で

述 べ ま す。

１０ ６

⑧ 日 本 語 １勧 χ に お け る 全 角 文 字 の 扱 い　

コ ン ト ロ ー ル ・ ワ ー ド に つ い て の コ ラ ム

で 若 干 触 れ た 、 日 本 語 １甘Ｘ に お け る 全 角

文 字 の 扱 い が よ く わ か ら な か っ た 人 も い る

か と思 い ま す 。

日 本 語 ’I甘Ｘ で は 、 全 角 の １ 区 （読 点 や

か っ こ な ど の 特 殊 文 字 ）、 ２ 区（利 用 頻 度 の

少 な い 数 学 記 号 な ど の 特 殊 文 字 ）、７ 区 （ 口

シ ア 文 字 ） に 含 ま れ る 文 字 を 、 半 角 の ・（ ピ

リ オ ド ） や ： （ コ ロ ン ） な ど の 記 号 と 同 様

に “ そ の 他 の 文 字 （Ｏther ｃｈａＪａｃtｅｒ）”（ カ

テ ゴ リ ー ・ コ ー ド12 ） と し て 扱 い ま す。 し

た が っ て 、 全 角 の1 ，2,7 区 を コ ン ト ロ ー

ル ・ シ ー ケ ン ス に す る 場 合 、 こ れ ら は コ ン

ト ロ ー ル ・ シ ン ボ ル と し て の み 使 用 で き

ます。

その 他の 全角 文字 は，半 角の アルファベ ッ

ト Ａ,Ｂ, … ，Z お よび ａ,ｂ, … ，ｚ と同 様

に ，“英 文 字（lettｅr）”（ カ テゴ リ ー ・ コ ー

ド11 ）とし て扱 われ ます。 した がっ て， そ

の よう な 全角 文 字 は半 角 のア ルフ ァベ ッ ト

と混 在 させ るこ とがで きます。

逆 に い えば ， 半 角の ア ルフ ァベ ット か ら

な るコ ン トロ ー ル ・ワ ー ドに 対 して。 直後

に続 くその ような全 角文字 は，デリ ミタ（区

切 り）と して の 機 能 を果 た し ませ ん か ら 。

そ の11jに は 半角 の〈 空白〉に値 す る文 字 を入

れ てや ら なけ れば な らな いの で す。

と記述することによってB5 判( 無指定の場合は Ａ４判17))をベースにしている

のです。

ここで、サンプルソースＬｉＳt 4- 1 の２行目のb5j の記述を以下に示すように

変更したうえで、それぞれ第4.2.3項[ 罰]lXX による処理｣(ｐ.82)の｢1 ぶlbX に

よる処理｣ 以降の過程を実行し、プリンタ出力を得てみましょう哨 。

｜＼ｄｏｃｕｍｅｎｔｓｔｙle La4j ， 12pｔ｣匂ａｒｔicleJ　　　　　　　　　　　 二

それぞれ、若干異なる体裁で出力されるはずです。簡単に説明しておくと、a5j

お よ び ａ４ｊ は、出力する用紙のサイズをA5 お よびA4 に変 更しますし、12Pｔ

は 、最 も基本となるフォントの大きさを12 ポ イントに変更する（デフ ォルトはA4

判 で10 ポ イント文字）ものです。 ｔiｔｌｅＰａｇｅ は、文書 スタイルja ｒｔicle に

対 してのみ作用し、標準のタイトル出力および序文（abｓtｒａｄ）の出力を、本文と

は別ページに出力します。jt ｗｏｃｏｌｕｍｎ は ２段組 を実現し、１ａｎｄｓｃａＰｅは出力を

横長（用紙を横置きにした状態）にします。

さて、先に少しだけ触れましたが、これらのスタイルオプ ションは複数記述す

ることができる ものの、その記述順序には注意が必要です。たとえば、先に変更

したサンプルソースLi ｓt 4- 1 の ２ 行目を、以下のように変更 してみます。

この変更 をしたあと、それぞれについてプ リンタ出力を得てみます。

前者の場合、L 灯ＥＸ の処理の段階 で Ｗａ,ｒｎｉｎｇ が発生して、結果的に「B5 用



紙に出力すべし｣ という指定(b5j) 力嘸 効になってしまいます。

Ａ〉 ｖｉｒｔｅｘ ”&Ｐｌｐｌａｉｎ ＼ｉｎｐｕｔ ｘ６８ ’Ｉ

Ｔｈｉｓ ｉｓ ＰＴｅＸ ， Ｃ Ｖｅｒｓｉｏｎ ２. ９９ ｊｌ ．７ ｐｌ ．０ ．９Ｆ ＥＷ （ｎｏ ｆｏｒ ｍａｔ ｐｒｅｌｏａｄｅｄ）

ＬａＴｅＸ Ｖｅｒｓｉｏｎ ２.09 〈 ４ Ａｕg 1988 〉

（ｘ６８ ．ｔｅｘ （ｃ：／ＴｅＸ／ｊｍａｃｒｏｓ／ｊａｒｔｉｃｌｅ ．ｓｔｙ

Ｄｏｃｌｌｍｅｎｔ Ｓｔｙｌｅ ≒ｊａｒｔｉｃｌ ｅ゛ ＜１８ Ｄｅｃ ８８＞ ．

（ ｃ：／ＴｅＸ／ｊｍａｃｒｏｓ／ｊａｒｔ１０ ．ｓｔｙ）） （ｃ：／Ｔｅχ／ｊ ｍａｃｒｏｓ ／ｊｔｗｏｃｏ１１１ｍ７１．ｓｔｙ ）

（ｃ：／Ｔｅχ／ｊｍａｃｒ・ ｓ／ｂ５ｊ ．ｓｔｙ

ＬａＴｅχ Ｗａｒｎｉｎｇ： Ｓｏｒｒｙ
ｇ 
ｌ ｉｇｕｎｏｒｅｄ ｌｂ５ｊ Ｊ ｓｔｙｌｅ ．

）

Ｎｏ ｆｉｌｅ ｘ６８ ．ａｕｘ ．

ＬａＴｅＸ Ｗａｒｎｉｎｇ： Ｒｅｆｅｒｅｌｌｃｅ　 ｃｌｓｔ ＿ｓｅｃｔｉｏｎｊ ｏｎ Ｐａｇｅ ｌ ｌｍ ｄｅｆｉｎｅｄ ．

［１］ （ｘ６８ ，ａｕｘ）

ＬａＴｅＸ Ｗａｎｌｉｎｇ： Ｌａｂｅ１（Ｓ） ｍａｙ ｈａＶｅ Ｃｈａ７１ｇｅｄ ．

Ｒｅｒｌｌｎ ｔｏ ｇｅｔ ｃｒｏｓｓ-ｒｅｆｅｒｅｎｃｅｓ ｒｉｇｈｔ ．

０ｕｔＰｕｔ ｗｒｉｔ七ｅｎ ｏｎ χ６８ ．ｄｖｉ　（ｌ ｐａｇｅ ， 6892 b ｙｔｅｓ ）．

ＴｒａｎｓｃｒｉＰｔ ｗｒｉｔｔｅｎ ｏｎ χ68. １０ｇ･

Ａ 〉

後者の場合も、同様に Ｗａｒｎｉｎｇ が発生して、 用紙を横置きにした出力を指定

する１ａｎｄｓｃａＰｅが無 効になってしまい ます。

A ＞ ｖi ｒt ｅｘ 11&plplain χｉｎｐｕｔ ｘ6811

Thi ｓ i ｓ pTeX ， Ｃ Ｖｅｒｓion 2.99 j1.7 P1.0.9F EW （ｎｏ ｆｏｒ 皿１ａｔ Ｐｒｅｌｏａｄｅｄ ）

ＬａＴｅＸ Ｖｅｒｓｉｏｎ ２.09 〈 ４ Ａｕg 1988 〉

（ｘ６８ ．ｔｅｘ （ｃ：／ＴｅＸ／ｊｍａｃｒ ｏｓ／ｊａｒｔｉｃｌｅ ．ｓｔｙ

Ｄｏｃｌｍ ｅｎｔ Ｓｔｙｌｅ ｊ ａｒｔｉｃｌｅ Ｊ 〈 １８ Ｄｅｃ ８８〉．

（ｃ：／ＴｅＸ／ｊｍａｃｒｏｓ／ｊａｒｔ１０ ．ｓｔｙ ）） （ｃ：／ＴｅＸ／ｊｍａｃｒ ｏｓ／ａ４ｊ ．ｓｔｙ ）

（ ｃ：／ＴｅＸ／ｊｍａｃｒｏｓ／１ａｎｄｓｃａＰｅ ．Ｓ七ｙ

ＬａＴｅχ Ｗａｒｎｉｎｇ： Ｓｏｒｒｙ
ｊ 
ｌ ｉｇｕｎｏｒｅｄ １゙ａｎｄｓｃａＰｊ・

） （ ｃ： ／ＴｅＸ／ｊｍａｃｒｏｓ／ｊｔｗｏｃｏ:１１ｍ ＴＩ．ｓｔｙ ）

Ｎｏ ｆｉｌｅ ｘ６８ ．ａｕｘ ．

ＬａＴｅχ ＷａｒＴｌｉｎｇ： Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｌｌｓｔ ＿ｓｅｃｔｉｏｎ ゛ ｏｎ Ｐａｇｅ １ １１ｎｄｅｆｉｎｅｄ ．

［１］ ［２］ （ｘ６８ ．ａｕｘ）

ＬａＴｅＸ Ｗａｒｎｉｎｇ： Ｌａｂｅ１（ｓ ） ｍａｙ ｈａｖｅ ｃｈａｎｇｅｄ ．

Ｒｅｒｌｍ ｔｏ ｇｅｔ ｃｒｏｓｓ－ｒｅｆｅｒｅｎｃｅｓ ｒｉｇｈｔ ．

０ＵｔＰｕｔ ｗｒｉｔｔｅｎ ｏｎ Ｘ６８ ．ｄＶｉ　（ ２ ＰａｇｅＳ， 6824 b ｙｔｅｓ） ．

ＴｒａｎｓｃｒｉＰｔ ｗｒｉｔｔｅｎ ｏｎ χ６８. １０ｇ･

Ａ 〉

これらの例のように、スタイルオプションには記述順序に制約があるものがい

くつかありますから、注意しなければなりません。ここで紹介したスタイルオプ

ションの記述順序については、詳しく説明するだけの紙面がありませんので省略

しますが、先ほど出力に成功した例にならうようにすれば確実です。そのほかの

4｡３－ 最小の
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Ｃｈ ａｐｔｅｒ ４ - Ｅ χｅｒｃｉｓｅ

19 ）記述順序を気にせずに使っ

てみて、問題が起こった

ときに「試行錯誤」しな

から解決するというのか、

最 も現実的な解決方法で

あるかもしれません。

20 〕スタ イル フ ァ イル に つ い

て 述べ ると本 が1 111･ で き

あがっ てし まい ます し。な

に よ り それ を詳 説 で き る

ほ どの 能 力 が 本章 の 筆 者

に は あ りませ ん。 詳 し く

知 りたい人は 、アスキ ーの

ｒＵＮＩＸ Ｍ Ａ ＧＡ ＺＩＮ Ｅｊ

や「 S ｕｐｅｒ ASCII 」の

パ ック ナ ン バ ー、 技 術評

論 社 の ｛I ぶli ｝Ｘ 美 文 書

作 成 入門 』（奥 村 晴 彦 著 ）

な ど か ら関 連 記事 を 探 し

て く だ さい 。 ただ し、 こ

の 領 域 に関 心 を持 つ こ と

は 理 解 で きま すか 、 そ れ

はr 正 しいI ぶＩＥＸ の 使

い 方 」 に反 し ます し、 一

歩 間 違 えば 「 底な しの 泥

沼 」（けっ して 悪い 意味 で

は あ り ませ ん ）に 入 り 込

み ま す か ら、 努力 と根 性

と 体力（? ） と。後 戻 りし

な い 決 意に 自 信の あ る 方

に しかお 勧め で きませ ん。21

〕jbook で は 、章 の見 出 し

が つ ね に奇 数 ペ ー ジに く

る よ う に空 白 ペ ー ジを つ

く る な ど、 製 本 を考 慮 し

た 出力 と な りま す。

２２）頭 につ い ている ｊ は 、ｎ

本 語 対 応 であ る こ とを 示

して い ます。

１ ０ ８

スタイルオプションについては、ファイル内に記述されたドキュメントやコメン

トを参考にしてください19)。

◆ ｓ犀 添1e

｢文書スタイル( ドキュメントスタイル)｣ あるいは｢ スタイルファイル｣ と呼

ばれ、最も基本となる文書の体裁を定義する部分です。本書では、文書の体裁に

ついていうときは｢ 文書スタイル｣、文書スタイルを定めたファイルについてい

うときは｢ スタイルファイル｣ という呼び方をすることにします。

スタイルファイルでは、版面( 余白部分を除いた、文字が印字されるスペース)

の大きさや各種マージンの大きさといった、文書そのものの外観に加え、章節の

番号や箇条書きのラベルをどのような形式にするのかというような設定がなされ

ています20)。

スタイルファイル( 拡張子が.ｓty であるファイル) の拡張子を除いた部分を設

定してください。

本書が構築する 江[ＥＸにおいて利用できる文書スタイルのうち、主なものはTable

4-6 のとおりです。

Table 4 －6・ 文書スタイル

記述 � ファイル名 � 文書の体裁

ａｓｃｊｌｅｔｔｅｒ

ａｓｃｌｅｔｔｅｒ

ｊａｒｔｉｃｌｅ

ｊｒｅｐｏｒｔ

ｊｂｏｏｋ �

ａｓｃｊｌｅｔｔｅｒ ．ｓｔｙ

ａｓｃｌｅｔｔｅｒ ．ｓｔｙ

ｊａｒｔｉｃｌｅ ．ｓｔｙ

ｊｒｅｐｏｒｔ ．ｓｔｙ

ｊｂｏｏｋ ．ｓｔｙ �

日本語用の手紙形式

英語用の手紙形式

日本語対応の短い学術論文の文書形式

日本語対応の中規模レポートの文書形式

日本語対応の書籍規模の長い文書の形式

文書スタイルがｊｂｏｏｋ のときは、つねにスタイルオプ ションｔｗｏｓｉｄｅ が指定

されているかのように、ページの左右にあ たる偶数ペ ージと奇数ページとで体裁

が変化します（jｒｅｐｏｒｔ では変化しません川 ）。

サンプル ソースLi ｓt 4-1 （ｐ.81） の場 合、２行目“jaｒｔicle ”の記述が文書

スタイルの設定でし た。サンプ ルソースList 4-1 に よって出力された文書の体

裁 を、「jaｒｔicle スタ イル」 といい ます22）oこ の文書体裁は、学術論文などの

比較的短い文書用の形式として開発されましたo もっとも、「短い文書用」とはい

え、 スタイル オプ ションの説明で述べたとお り、左右（偶数奇数）ペ ージで綴じ

代などの取り方を変更できたり、文書タイトルや序文（ａｂｓtｒａｃt）を本文とは独立

したページに出力できたりと、製本も十分 に考慮されたつくりになっています。

ここでサンプ ルソ ースLi ｓt 4- 1 の ２ 行目の、jaｒｔicle とい う記述を、以下

に示す ようにj ｒｅＰｏｒｔ あるいはｊｂｏｏｋ に変更 し、どちらの場合にも14 行目の

行頭にある“Ｖ’の文字を消去したものをI ぶＴＥＸ の処理にかけ、プ リンタで出力

してみまし ょうｏ



jｒｅｐｏｒt は［］本語対応の中規模論文の形式、ｊｂｏｏｋ は日本語対応の書籍形式の

体裁を持っています。２つの文書スタイルの違いは、出力された文書体裁を見れ

ばわかるでしょうｏ

なお、jaｒticle,j ｒｅＰｏｒｔ,ｊｂｏｏｋ の違いについては、後述の第4.4.1 項 「章節

にかかわる構造」（ｐ.113）で も触れることにします。

「プ リアンブル」と呼ばれ、自作のマ クロの定義やレイアウトパラメータ23）の

変更、タイトル用のパラメ ータ設定を行う部分です。

たとえば、サンプルソースLi ｓt 4- 1 （ｐ.81） の ような、jaｒticle スタ イル24 ）

の標準タイトル出力（ ＼ｍａｋｅｔiｔle ）を行う場合に設定をしなければならない、以

下の ようなコントロール・シーケンスはここに記述するのが一般的です。

○　 タイトル（ｄ ｅＪａｍｅ）を設定 する。

4｡３－ 最小の

23)｣ し卜左 右の マ ー ジン や改

行幅 な ど の 。レ イ ア ウト

にか か わ る数 値 設 定の こ

と。 ス タ イル フ ァ イル に

設 定 さ れ てい る 既 定値 を

変 更 し た い場 合 な どに 設

定 し ます。

24)j ｒｅｐｏｒｔ や ｊｂｏｏｋ で も

共 通 の コ ン ト ロ ー ル ・

シ ー ケ ン ス か 使 用 で き

ます。

１ ０ ９

○　 著者名（回哨『- ７ｍｍｅ』を設定 する ○

○　日付（血○ を設定する。

目付は必ずしも設定する必要はありません。省略した場合、位ＩＥＸ で処理を

行った日付（＼tｏｄａy）が設定されます。

サンプルソースＬｉＳt 4- 1 で は3 ～9 行日がプリアンブルに該当します。

◆ ＼begin ｛ｄｏｃｕｍｅｎｔ｝

Xbegin｛ｄｏｃｕｍｅｎｔ｝は、出力対象 となる文章が始 まるこ とを示すコントロ ー

ル・シーケンスです。必ず記述されていなければなりません。

サンプルソースLi ｓt 4- 1 （ｐ.81） で は、10 行目 に記述されています。

◆ 加ゴ

実際に出力する本文を書 く部分です。

なお、Ｆｃａｍ６Ｘｅの部分で述べた、スタイルファイルの標準タイトルを出力する

コントロール・シーケンス ＼ｍａｋｅｔiｔle は、 この部分に記述します。

サンプ ルソースLi ｓt 4- 1 （Ｐ.81） で は、11 ～80 行 の 記述が実際 に出 力さ れ

ます。



４- Ｅ χｅｒｃｉｓｅ

25) ＥＳＣ キーのことではな

いので注意してください。

１ １０

◆ ＼ｅｎｄ｛ｄｏｃｕｍｅｎt ｝

＼ｅｎｄ｛ ｄｏｃｌｌｍｅｎｔ｝ は 、 出 力 対 象 と な る 文 章 が 終 了 し た こ と を 示 す コ ン ト ロ ー ル ・

シ ー ケ ン ス で す 。 そ の た め 、 ＼ｅｎｄ｛ ｄｏｃｕｍｅｎｔ1 の あ と に は 何 を 書 い て も 無 視 さ れ

る こ と に な り ま す 。

IぎＩＥＸ の ソ ー ス で あ る か ぎ り 、Xbegin ｛ ｄｏｃｕｍｅｎｔ ｝ と と も に 必 ず 記 述 さ れ て い

な け れ ば な り ま せ ん か ら 、 ＼ｄｏｃｕｍｅｎｔｓｔyle と あ わ せ て 、 ソ ー ス 作 成 の 最 初 の 時

点 で 記 述 す る よ う に し ま し ょ う 。

な お Ｄｌｋ χ に は 、 χｂｅｇｉｎ｛ ｄｏｃｌｌｍｅｎｔ ｝ ～ ＼ｅｎｄ｛ ｄｏｃｌｌｍｅｎｔ｝ の よ う に 「 ＼ｂｅｇｉｎ

～ ＼ｅｎｄ 」 と い う ペ ア で 記 述 す べ き コ ン ト ロ ー ル ・ シ ー ケ ン ス が い く つ か 定 義 さ

れ て お り 、 自 分 で も 定 義 す る こ と が で き ま すo こ れ ら の コ ン ト ロ ー ル ・ シ ー ケ

ン ス に は さ ま れ た 領 域 を 「 環 境 」 と い い 、 環 境 の な か で は 、 あ る 特 定 の 規 則 に

よ っ て 文 章 や 数 式 を 記 述 す る こ と が で き ま す 。 た と え ばXbegin ｛ ｄｏｃｕｍｅｎｔ｝ ～

＼ｅｎｄ｛ ｄｏｃｕ皿ｅｎｔ ｝ は 「 ｄｏｃｕlnen ｔ 環 境 」 と い い 、 こ の 領 域 に 記 述 さ れ た 文 章 が 出

力 対 象 と な る の で す 。

サ ン プ ル ソ ー スLi ｓt ４-1 （ｐ.81 ） で は 、 ＼ａｎｄ［ ｄｏｃｌ］ｍｅｎｔ｝ は81 行 目 に 記 述 さ

れ て い ま す 。

1　4,3,4　
最･」ヽの「

峠.
声」

解説ばかりが続きましたから、いささか退屈してしまったかもしれません。し

かし、前項までに説明してきたことはL 灯ＥＸ の最も基本的な部分ですから、少

しずつでも理解しておいてもらいたいところでもあります。

本項では、ここまでに示した最小の「お約束」について、もう一度復習してお

くことにします。

O　I がTEIX への 指 示 は 、 エ スケ ー プ 文 字 “ ＼” か ら 始 ま る コ ン ト ロ ー ル ・ シ ー ケ

ン ス で 行 う。

こ こ で コ ン ト ロ ー ル ・ シ ー ケ ン ス と は 、 エ ス ケ ープ 文 字 （ｅｓｃａｐｅ ｃｈａ,ｒａｃtｅｒ :

“ ＼ザ5 ）の 直 後 に 続 くI ぶＴＥＸ へ の 指 示 命 令 の こ と を い い ま す 。

X680 ×O の 場 合 の エ ス ケ ープ 文 字 と は 、 キ ー ボ ー ド の キ ー 配 置 を 変 更 す るプ

ロ グ ラ ム な ど を 使 用 し て い な い か ぎ り、 キ ー ボ ー ド 上 の ￥ キ ー を押 し た と

き に 出 力 さ れ る 文 字 の こ と で す。

○ ｛､ ｝、$､ ＆､ ＃、^ 、_､X, ″ の 各 文 字 に は 特 殊 な 機 能 が あ る た め 、 当 該 文 字 を 出

力 し た い 場 合 、 そ の ま まソ ー ス に こ れ ら の 文 字 を 記 述 す る こ と は で き な い 。

○　 コ ン ト ロ ー ル ・ シ ー ケ ン ス の 直 後 に 空 白 が あ る と き 、 そ の 空 白 は 、 ほ と ん ど

の 場 面 で 当 該 コ ン ト ロ ー ル ・ シ ー ケ ン ス の 終 端 を 示 す。

コ ン ト ロ ー ル ・ シ ーヶ ン ス は 、 文 字 列 が 続 く コ ン ト ロ ー ル ・ワ ー ド と 、１ 文

字 の 半 角 記 号 が 続 く コ ン ト ロ ー ル ・ シ ン ボ ル と に 分 類 で き ま す。 そ し て 、 こ

こ で い う コ ン ト ロ ー ル ・ ワ ー ド の 場 合 に は 、 コ ン ト ロ ー ル ・ ワ ー ド と 直 後



に続く文字列との境界を明らかにしなければならないため、コントロール・

ワードの直後に〈空白〉を付加するのです。

○　コントロール・ワードの直後以外の場所で〈空白〉を使用した場合には、その

〈空白〉はほとんどの場面で｢ 単語間空白｣ と呼ばれるスペースをつくる。

ただし、連続する複数の<空白〉はひとつとみなされます。

また、〈全角の空白〉は全角および半角の記号と同様の扱いを受けます。

○　全角文字の直後の改行は無視され、そうでない場合の改行は〈空白〉として扱

われる。

○　空行(〈改行〉だけの行) は段落の終了を意味し、直後の文頭ではインデント

(字下げ) が行われる。

○　タブは〈空白〉として扱われる。

○　半角カナは使用できない。

○　ソースのはじめに、次のコントロール・シーケンスを必ず記述し、実際に出

力する文章は ＼ｂｅｇｉｎ{ｄｏｃｎｍｅｎｔ} 以下に続ける。

＼ｄｏｃｕｍｅｎｔｓｔｙle[ａ４ｊ]{jaｒｔicle}

χbegin{ｄｏｃｌｍｅｎｔ}

ただし、a4j およびjaｒｔicle の記述は、好みと場合に応じて変更できます。

○　ソースの終わりに、次のコントロール・シーケンスを必ず記述する。

＼ｅｎｄ{ｄｏｃｌｌｍｅｎｔ}

本節冒頭で述べたように、以上の事柄に注意してさえいれば、少なくとも びＴＥＸ

によってべ夕出力を行うこ とは可能ですし、べ 夕出力でもそれなりに整った出力

を得ることはできます。　しかし、実際のところ、べ夕出力ではI ぶＩＥＸ の神髄26)

の １ 割も発揮 させ られませんo

そこで次節からは、べ 夕ではない出力を得るために、いいかえれば 匯[kX ら

しい使い方をするために、ｄｏｃｕｍｅｎｔ 環境の記述のしかたについて 触れてい くこ

とにしましょう。

4｡３－ 最小の ガイ ド

26) 詳しくは後出のコラムな

どで述べますが、lflkχ

の神髄とは。文章の論理

構造を反映 した 文書か手

軽に俳られるということ

です。

１ １ １
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4
。4 ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●・

論 理 構 造 を 表 す 環 境

江［ＥＸ のコントロづ レ・シーケンスのはとんどは、文章の論理構造を表すもの

であって、視覚的な制御を行うための ものではありませんo ど ういうことかとい

うと、たとえば「IぴＴＥＸ ソースの作成」で示したサンプルソースList 4-1 （ｐ.81）

に おいて、章節を設定するコントロール・シーケンスである ＼ｓｅｃｔｉｏｎ に与えた

章節題 は、本文の文字よりも大 きな文字で出力されたはずです。　しかし、これは

ユーザが意識的に文字を大きく出力しようとした結果ではありません。あくまで

も、ユ ーザは「ここから新しい章節ですよ」という文章の論理的な構造を宣言し

たにすぎないのです。

もうひとつ例を挙げておきましょう。「ｓ句tｅ_ｏｐtｉｏｎ」（Ｐ.105）および「絢1頑1e 」

（ｐ.108）で試みた、文書スタイルの 変更では、それにともなって文書の体裁が大

きく変化 したはずですｏ ＷＹＳＩＷＹＧ 方 式であれぽっ くり直しに近いこの変更が、

凶:ＥＸ ではたった数語の修正で実現できてしまい ました。これは、MTE 沁 が 文章

の論理構造に注目するようになっており、その構造を文書の体裁へと反映してい

るからにほかなりませんo

こ のように、IぶＴＥＸ のコントロール ・シーケンスの ほとんどは文章の論理構

造を示す ものであって、L紅ＥＸ はコントロール ・シーケンスによって示された

文章の論理構造を、読者がとらえやすいようにレイアウトしますo　したがって、

「ＩＭＥＸ を使う」ためには、論理構造を示すコントロール・シーヶンスを的確に

用いなければなりません。

そこで本節では、Ｂ亀Ｘ の根幹ともいうべき、文章の論理構造を示すためのコ

ントロール・シーケンスのうちのいくつかについて概説したいと思い ます。

その前に、ここで ＷＴＥＸ の動作モードについて簡単に説明しておきましょうol

ぶＴＥＸ には、ソースを処理するために、以下のような大 きく ３つの動作環境が用

意されています。

Ｏ　 パラグラフモ ード（段落モード）

この動作環境では、人力テキストは単語や文のひとまとまりとして扱われ、

「ＩＵＸ は。これを行や段落、ページに分割していきます。通常、テキストを記

述して出力する際の動作環境がこれに該当します。



Ｏ ＬＲ モード（左右モード）

この動作環境では、入力テキストは左から右へと並べられるだけで、改行処

理はなされません。たとえば、表を作成する場合に使川される動作環境がこ

れに該当します。

・　ピクチャーモード（描画モ ード）

ＬＲ モードの特殊な一形態で、図形を描くためのモードです。 Ｐｉｃｔｕｒｅ

環境のなかでのみ使用され、図形描画のためのかぎられたコントロール・

シーケンスしか使用できません。

○　 数式モード

この動作環境で は、 入力テキストは数式 として扱われます。たとえば、diｒ

は「d 」 と「i」 と「「」の積 とみなされ、特別なフォントによってd 仔 の よ

うに出力されるのです。 また、 ソース中でコントロール ・ワードの終端を示

す以外の〈空白〉はすべて無視されるので、単語間空白をつくりたい場合には

“ ＼♂ のように明示的に空白の制御を指定しなければなりません。文字どお

り、数式の表現を行う場合に使川される動作環境がこれに該当します。

1ぶＩＥＸ は、ユーザがソース中に記述したコントロづ レ・シーケンスに応じて、

以上に示した大きく３つの動作環境のなかから、コントロール・シーケンスが意

味する文章の論理構造を表現するために最適な動作環境を選択することで、文章

の論理構造を反映した美しい出力を生み出しているのです。

卜11 章節にかかわる構造

最 も代 表 的 な 文 章 の 論 理 構 造 が 「 章 節 」 で す 。I ぶlkX の 場 合 、 具 体 的 に は デ ィ

レ ク ト リ ・ ツ リ ーの イ メ ー ジ が そ の ま ま、 こ の 構 造 の イ メ ー ジ に 当 て は ま り ま す

（Fig. 4-4 ）。

ど う い う こ と か と い う と 、 た と え ば ｊｂｏｏｋ ス タ イ ル の 場 合 、 ベ ー ス と な る 文

章 が あ っ て 、 そ の 下 に 章（ ＼ｃｈａＰｔｅｒ ）が 、 さ ら に 章 の 下 に 節（ ＼ｓｅｃｔｉｏｎ）が 、 節

の 下 に 項 （X ｓｕｂｓｅｃｔｉｏｎ ）が あ る と い う よ う に 、 階 層 構 造 に な っ て い ま す。 こ れ

を デ ィ レ ク ト リ で い え ば 、 ま ず ル ー ト が あ っ て 、 そ の 下 に 子 デ ィ レ ク ト リ、 さ ら

に そ の 子 デ ィ レ ク ト リの 下 に 孫 デ ィ レ ク ト リ が あ っ て ‥･ と い う わ け で す 。

〈LaTeX の章節隣造〉

Ｆｉｇ．４－４● 章節の階層構造

I　Chapter l　l　section l　i ｓｕbｓｅclion l

文 章ﾉﾉ
十

2.1.1

2.L　
口212

・ て 。　　2.1.3

〈デ ィレクトリのツリー構造〉

４。４－ 論理構造を表す環境

l　dir　l　　l　sub dir l　　　　l s ｕbsｕb dir l

ｻﾉ
｡
十 二 ‾
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１）こ れは 、jｒｅＰｏｒｔ ス タイ

ル や ｊｂｏｏｋ スタ イル の文

占 の ひ とつ の 卓 （＼ｓｅｃ-

ｔｉｏｎ）とし て、jaｒｔicle　

ス タ イ ルの 文lilFを 簡 単に

収 り 込 む こ とか で き る よ

う に す るた めで す。

１１ ４

しかも、デ ィレクトリの絶対パスの表記のように、各章節は基本的 に独立して

いて、新たに章が始 まれば節および項の番号はふたたび １ から始まります。 さ

て、その章節の構 造と出力体裁ですが、これはスタイルファイル によって支配さ

れ ます。 たとえば、「IぷＴＥＸ ソースの作成」（ｐ.80）で 紹介した 」ａｒticle ス タ イ

ル は、比較的 短い 文章 を書くための ものであるために、長文を対 象としてい る

ｊｂｏｏｋ と比べて設定可能な章節が １レベル少なくなっています1）（Table 4-7 ）。

ここで、Table 4-7 については以下の点に注意して見てくださいo

Ｏ　 「出 力 形 式 」 の 欄 で は 、 実 際 に 出 力 さ れ る 文 字 の 大 き さ や 、 空 白 の 大 き さ に

つ い て は 考 慮 に 入 れ て い な い 。

あ く ま で も章 節 番 号 お よ び 章 節 題 、 本 文 が 出 力 さ れ る 位 置 関 係 の 確 認 と し て

の み 利 用 し て くだ さ い 。 で き る だ け 、 実 際 に サ ン プ ル ソ ー ス を つ く っ て 出 力

を 見 て み る と よ い で し ょ う。

Ｏ　 「 省 略 可 能 」 な コ ン ト ロ ー ル ・ シ ー ケ ン ス は 、 文 字 ど お り 省 略 し て も 問 題

な い 。

「省 略 可 能 」 な コ ン ト ロ ー ル ・ シ ー ケ ン ス は 、 長 い 文 書 を 大 き く分 割 す る 際

に 使 用 す る た め の も の で 、 そ の 配 下 の 章 節 の 具 体 的 な 番 号 付 け に 対 し て な

ん ら 影 響 を 与 え な い 、 き わ め て 例 外 的 な 章 節 構 造 に な っ て い ます 。 た と え ば

Ｐａｒt l が ３ 節 で 終 了 し た と き、Ｐａｒt II は ４ 節 か ら 始 ま り ま す。

Ｏ　 「使 用 可 能 」 な コ ン ト ロ ー ル ・ シ ー ケ ン ス は 、 表 中 に 示 し た Ｌｅｖel が 低 い

順 に 使 用 し て い か な け れ ば 、 章 節 の ナ ン バ リ ン グ が 正 し く 行 わ れ な い 。

た と えばja ｒｔicle ス タ イ ル に お い て 、冒 頭 で ＼ｓｅｃｔｉｏｎ の 前 に ＼ｓｕｂｓｅｃｔｉｏｎ

を 設 置 し た 場 合 、 当 該 ＼ｓｕｂｓｅｃｔｉｏｎ は 「 第0.1 節 」 の 扱 い と な り 、 架 空 の

＼ｓｅｃｔｉｏｎ 第 Ｏ 節 が 存 在 し た こ と に な っ て し ま い ま す。 こ の 意 味 が よ く わ か

ら な い と き は 、 デ ィ レ ク ト リ の 場 合 、 子 デ ィ レ ク ト リ を つ く ら な け れ ば 孫

デ ィ レ ク ト リ は つ く れ な い こ と を 考 え て い た だ け れ ば 、 イ メ ー ジ が つ か め る

で し ょ うｏ
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コ ント ロ ール ・　

シ ーケ ンス �jarticle

スタイル �jreport スタイル，jbook スタイル

�出力形式 � 出力形式

＼Part �

省略可能(Leve10) � 省略可能(Leve1 －1)

�Part l

(part タイトル)(

本文) �　　　　　　　　Part l　　　　　　(part

タイトル)

〈改ページ〉

＼chaPter �

使用不可 � 使用可能(Leve10)

��Chapter 1

(chapter タイトル)(

本文)

＼ｓｅｃｔｉｏｎ �

使用可能(Leve1 1) � 使用可能(Leve1 1)

�1（sectionタイトル）

（本文） �1.1

（section タイトル）

（本文）

＼subsection �

使用可能(Leve1 2) � 使用可能(Leve1 2)

�1.1（subsectionタイトル）

（本文） �1.1.1

（subsection タイトル）

（本文）

＼ｓｕｂｓｕｂｓｅｃｔｉｏｎ �

使用可能(Leve13) � 使用可能(Leve13)

�1.1.1（subsubsectionタイトル）

（本文） �(subsubsection

タイトル)(

本文)

＼ＰａｒａｇｒａＰｈ � 使用可能(Leve14) � 使用可能(Leve14)

�（paragraphタイトル）（本文） �（paragraph タイトル）（本文）

＼subParaFaPh � 使用可能(Leve15) � 使用可能(Leve1 5)

�（subparagraphタイトル）（本文） � （subparagraph タイトル）（本文）

と ころ で､Table4-7 に示 し た よ う に、標 準 の 状 態 に お い てja ｒｔicle ス タ イ ル で

＼ＰａｒagｒａＰｈ 以 下 、j ｒｅＰｏｒｔ ス タ イ ル お よ び ｊｂｏｏｋ ス タ イ ル で ＼ｓｕｂｓｕｂｓｅｃｔｉｏｎ

以 下 に は 、 章 節 の 番 号 が 出 力 さ れ ませ ん。 こ れ は 、 カ ウ ン タ ｓｅｃｎｕｍｄｅＰtｈ に よ っ

て 章 節 番 号 の 出 力 が 抑 制 さ れ て い る た め で す 。

こ こ で 「カ ウ ン タ 」 と は 、1ぎTkX が 生 成 す るす べ て の 番 号 の 制 御 に か か わ る 変

数 の 名 前 を い い ま す 。 基 本 的 に カ ウ ン タ の 名 前 は 、 番 号 を 出 力 す る コ ン ト ロ ー ル ・

シ ー ケ ン ス か ら “ ＼” を 除 い た も の （番 号 を 出 力 す る 環 境 の 場 合 に は 環 境 名 そ の も

の ）で す 。 た と え ば 、 章 節 番 号 を 出 力 す る コ ン ト ロ ー ル ・ シ ー ケ ン ス ＼ｓｅｃｔｉｏｎ”

の 場 合 、 そ の 番 号 付 け の 制 御 に 使 用 さ れ る カ ウ ン タ の 名 前 ぱ ｓｅｃｔｉｏｎ” と い う

具 合 に な っ て い ま す 。 そ し て 、 コ ン ト ロ ー ル ・ シ ー ケ ン ス ＼ｓｅｃｔｉｏｎ が 使 用 さ れ

る た び に 、 カ ウ ン タ ｓｅｃｔｉｏｎ に １ が 加 え ら れ 、 章 節 番 号 を 出 力 す る た め に 利 用

さ れ て い るの で すo　し か し 、 な か に は ｓｅｃｎｕｍｄｅＰｔｈ の よ う に 、 単 な る 変 数 と し

て だ け 存 在 し、 番 号 の 生 成 を 行 う コ ン ト ロ ー ル ・ シ ー ケ ン ス を 持 た な い カ ウ ン タ

も 存 在 し ま すo

話 を 戻 し ま し ょ う 。 標 準 の 状 態 で は 、 カ ウ ン タ ｓｅｃｎｕｍｄｅＰｔｈ に ４ が 登 録 さ れ

て お り 、 こ の 値 以 上 の レ ベ ル （Ｔａｂｌｅ ４-7 に お い て Ｌｅｖel g で 表 示 ）で は 章 節 番

号 の 出 力 が 抑 制 さ れ て い る の で す。 そ こ で も し、 こ の 抑 制 を 行 う レ ベ ル を 変 更 し

た い の で あ れ ば 、 ソ ー ス に 以 下 の 記 述 を 加 え ま す 。 こ の と き 、 こ の 記 述 以 降 に 現

れ たZaeZ 以 上 の レ ベ ル を 持 つ 章 節 で は 、 番 号 の 出 力 が 抑 制 さ れ ま す 。

１ １５
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⑧IがＩＥＸ について　 その１ ～論理構造と視覚構造～

Ｌａｍｐｏrt 氏 は、1･文書 処理 システム　　 ようなレイアウトをしなければならない。

IぶTEIX 』（Ｅｄｇｅｒ Ｃｏｏｋｅ ・ 倉 沢 良 一 監 訳

／大 野 俊 治 ・小 暮博 道 ・ 藤浦 はる美 訳 、 ア

ス キー刊 、1990 年）の 第1.4 節で、 次の よ

う に述 べ てい ま す。

｢デザイナーの役割は、読者がその考え

を理解できるように手助けをすることであ

る。文章を読みやすくするには、その体裁

が論理的な構成を反映していなければなら

ない｡｣

｢IぷＴＥＸ コマ ン ドの 基本 的な 役割 は 、文

書の 論 理構 成 を示 す た めの もので あ る。 文

書 を 書 く と きは 、 視 覚 的 な 体裁 で はな く、

そ の論 理構 成 に 集巾 すべ きで あ る｡｣

つ ま り、こ こ で Ｌａｎｌｐｏrt 氏 が 述べ てい

る の は 次の よ う なこ とで す。以 下 、書 而 化

さ れた「文 書」と文 書の 内容 を意味 する「文

章」 との 違い に 注 意し て読 ん で くだ さい 。

○ 文章の執筆者は、文章が文書化された際

の外観上の体裁を気にする必要はない。執

筆者は、論理的な（＝論理的な構造を持っ

た）文章を書き上げることに集中すべきで

ある。

○ 執筆桁によって作成された文章を文書に

するデザイナーは、文書の「きれい」な外

観を重視してレイアウトするのではなく、

文章の論理構造が読者にわかりやすくなる

1　4.4.2　
引用にかかわる構造

こ の よ う に 、Ｌａｎｌｐｏｒt 氏 は 執筆 者 とデ

ザ イナ ーの 役割 を はっ きりと区 別 しま した。

そ し て、 より たや す く、 よ り論 理的 な文 章

を 書 くた め に 、こ こ でい う デ ザイ ナ ーが 行

う べ き役 割 をI ざＴＥＸ に託 した ので す。

す なわ ち、 びＩＥＸ は文 章 の論理 構 造を反

映 し て ソ ー ス 中 に 記 述 さ れ た コ ン ト ロ ー

ル ・シ ーヶ ンス を もとに して 、文 章 の論理

構 辻 が読 者 に わ か りや す くな る よう にレ イ

ア ウ ト す るツ ー ル と して作 成 さ れたの で し

た（Ｌａｍｐｏｒt 氏 は、こ の ような 文書 作成 に

対 す る アプ ロ ーチ を （論理 デ ザ イン Ｏｏｇｉｃ

ｄｅｓign ）」 と 定義 し てい ます ）。

こ れ に対 し て、 ＷＹＳＩＷ ＹＧ 方式 のツ ー

ル の 場 合、 ユ ー ザ が先 に挙 げ た執筆 者 とし

ての 役割 とデ ザ イ ナー と して の役割 を両立

させ な け れ ば な り ませ ん（Ｌａｍｐｏｒt 氏 は、

こ の よう な 文 書 作 成 に 対す る アプ ロ ー チ

を「視覚 デザ イ ン（ｖiｓｕal deｓｉｇｎ）」 と定義

して い ます ）。 そ のた め に Ｌａｍｐｏｒt 氏 は 、

Ｗ ＹＳＩＷ ＹＧ 方式の ツール を使川 した場合 、

往 々 に し てユ ー ザ が文 書の 外 観上 の 「 きれ

い 」 な 体裁 の 完 成 にこ だ わっ て し まい、 文

章 の 内 容 につ い て の論 珊|生あ るい は明 確性

につ い て は十 分 な考 慮 を しな いで す ませ て

し まう こ とが あ ると も指摘 してい ます。

（ｐ,128 へ 続 く）

章節を構成する文章のつらなりは、いくつかの文字が集まって単語になり、単

語が集まって文となり、文が集まって段落となり、さらにその段落がいくつか集

まることで形作られています。その章節を構成する「文」という単位に注目した

とき、そこにいくつかの論理的机造を見出すことができます。

本項では、そのうちのひとつである「引用」という構造を紹介することにしま

しょう。

さて、引用という構造は、先に述べた「文」という構成単位に注目した場合、

前後につらなる本文よりも論理的に下位の文章構成単位としての位置付けになり

ます。これは、引川が前後にある本文の論旨の補助、補強のために用いられると

いう性格上、当然のことだといえるでしょう。

このような引用の性質を反映して、ｍＴＥｘ が持つ引用の環境では、引用文を左
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右適当な分だけ字下げして出力するようになっています。そして、引用文の性質

にあわせて２つの環境を選択することができるようになっているのです。

戸 臨元 ‾ ‾▽

引用の文章構造を実現するひとつめの環境が
、quote環境ですoこの環境は、

短い文章を引用する場合や、短い文章を複
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

＼ｍｂｏｘ{ＬΛ､ Ｌａｍｐｏｒｔ}“ 氏 は 、 χＴｅＸＶ｣とｕ＼ＬａＴｅＸχｕの 違 い を 次 の よ う に 位 置 付 け る 。

＼ｂｅｇｉｎ{q ｕｏｔｅ}

＼ＴｅＸ ＼ｕ は 植 字 工

＼LaTeX ＼ｕは組 版 デザ イ ンの 専 門家

＼ｅｎｄ{qｕｏtｅ}

＼ｎｏｉｎｄｅｎt

す な わ ち、 ＼ＬａＴｅＸ＼ｕの コ ン ト ロ ー ル ″$＼ｃｄｏｔ軋｣シ ー ケ ン ス はＪ ＼ｃｄｏｔｓ＄

サンプ ルソースLiSt 4,3 の出 力サンプ ルを以下に示します。

L､Ｌａｍｐｏrt氏 は、迩 Ｘ とIぷＴＥＸ の違いを次のように位置付ける。

Ｔ包Ｘ は植字工

ＵＴＥＸ は組版デザインの専門家

すなわち、L灯ＥＸ のコントロづ レ・シーケンスは …

◆ ｑｕｏｔａｔｉｏｎ 環 境

引 用の文章構造を実現するもうひ とつの環境が、qｕｏtａtｉｏｎ環境です。

この環境は、引用する文章が長く、 しかもい くつかの段落から構成されている

ような場合を想定しているため、ｑｕｏｔｅ環境 とは違って段落部分の字下げ（イン

デント）も行います。

1

2

3

4

5

引用についての説明で、本文中、以下のように述べました。

＼ｂｅｇｉｎtqｕｏｔａｔｉｏｎ｝

さて、引用という構造は、先に述べた「文」という構成単位に注目した

場合、前後につらなる本文よりも論理的に下位の文章構成単位としての位置付けに
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な り

６！

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

ます。これは、引用が前後にある本文の論旨の補助、補強のために用いられる

という性格上、当然のことだといえるでしょう。

このような引用の性質を反映して、＼ＬａＴｅＸ＼1｣が持つ引用の環境では、引用文

を左右適当な分だけ字下げして出力するようになっています。そして、引用文の性

質にあわせて1｣2″つの環境を選択することができるようになっているの

です。

＼ｅｎｄ{qｕｏｔａｔｉｏｎ}

＼ｎｏｉｎｄｅｎｔ

そして、これがその実例なのです。

サンプルソースLiSt 4-4 の出力サンプルを以下に示しますO

引用についての説明で、本文中、以下のように述べました。

さて、引用という構造は、先に述べた「文」という構成単位に注

目した場合、前後につらなる本文よりも論理的に下位の文章構成単

位としての位置付けになります。これは、引用が前後にある本文の

論旨の補助、補強のために用いられるという性格上、当然のことだ

といえるでしょう。

このような引用の性質を反映して、IぶTkX が持つ引用の環境で

は、引用文を左右適当な分だけ字下げして出力するようになってい

ます。そして、引用文の性質にあわせて２つの環境を選択するこ

とができるようになっているのです。

そして、これがその実例なのです

箇条書きにかかわる構造

前 項 で は 、「 文 」 と い う 構 成 単 位 に 着 目 し て 「引 用 」 と い う構 造 に 注 口 し ま し

た が 、 そ れ 以 外 に も 「文 」 と い う 構 成 単 位 に 注 目 し て 考 え ら れ る論 理 構 造 が あ り

ま す。

そ れ は 、 前 後 に つ ら な る 文 章 と 論 理 的 に 下 位 あ る い は 同 レ ベ ル に属 す る 要 素 を

列 挙 す る 場 合 、 つ ま り 「 箇 条 書 き」 で す 。

文 章 の 要 点 を わ か り や す く示 し た い と 思 う と き 、 私 た ち は 箇 条 書 き を使 用 す る

こ と が あ り ま す が 、IぷＴＥＸ に も要 素 を 列 挙 す る よ う な 箇 条 書 き を 行 う た め の 文 章

環 境 が い く つ か 用 意 さ れ て い ま す 。 具 体 的 に は 、i ｔｅｍｉｚｅ 環 境 、ｅｎｎｍｅｒａｔｅ 環

境 、 ｄｅｓｃｒiP ｔｉｏｎ 環 境 、11 ｓｔ 環 境 な ど が こ れ に あ た り ま す が 、 本 項 で は こ れ ら

の な か か ら ３ つ 、i ｔｅｍｉｚｅ 環 境 、ｅｎｕｍｅｒａｔｅ 環 境 、ｄｅｓｃｒiPｔｉｏｎ 環 境 に つ い て

概 説 し ま す 。

こ こ で11 ｓｔ 環 境 の 解 説 を 省 略 し た の は 、11 ｓｔ 環 境 は 非 常 に奥 が 深 い た め 、

と う て い 本 項 で は 紹 介 し き れ な い と 考 え た か ら で す 。 い い か え れ ば 、 本 項 で 解 説

す る よ う な 「で き あ い の 箇 条 書 き 環 境 」 で は 満 足 で き な く な っ た 人 に と っ て 応 用



範囲が広 く、使い道 も多いのが11 ｓｔ 環境 だといえます。 意欲のあ る人は、ぜひ

他の文献を参考に研究してみてください。

な お、「11ｓt 環 境 に よる出力例 だけで も見て みたい」という 人は、 第６章

「ITMX:亀milｙ」（ｐ.229）が11 ｓｔ 環境によって実現されてい ますから、こ れを参考

にするとよいでしょう（といっても｡11 ｓｔ 環境による出力例としてはさほど凝っ

たことはしていませんが）。

◆ ｉｔｅｍｉｚｅ 環 境

it ｅｍｉｚｅ環境とは、項目を並べるだけという、最 もオーソドックスな箇条書 き

の環境のことで、以下に示 すような ものをいい ます。

○

○

○

これがiｔｅｍｉｚｅ環境である。

各項目の先頭にはラベルとして記号が付加される。

箇条書きのなかに箇条書きを行うという、入れ子（ネス川 の構造を持

つことも可能。その入れ子構造の深さを「ネストレベル」ということに

する。

○　これはネスト構造( ネスティング) の第１レベルの要素である。

・　ネストを行うと、そのレベルに応じて記号も変化する。

Ｏ　これが第３ネストレベルである。

－　ネストは第４レベルまで行うことができる。

・　ここは第２レベルである。

Ｏ　ふたたびネストすることも可能になっている。

○　ここが第１レベル。

こ の 出 力 を 得 る た め の ソ ー ス をLi ｓt 4－5 に示 し ま す。

1:　Zn ｕ▼ｕiｔelliｚｅｕ環 境を は じめ る コ ント ロ ール ・ シ ーケ ンス が

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

＼ｂｅｇｉｎ{it ｅｍｉｚｅ}ｕで す

4｡４－ 論理構造を表す環境

１ １９

＼ｂｅｇｉｎ{itｅｍｉｚｅ}

ｕZZZｕ▼ｕ箇 条書 きの 要素 を 示 すコ ン ト ロー ル ・シ ーケ ン ス がｕ＼iｔｅｍ１｣で す。

ｕ＼itｅｍｕこ れ がｕ{ ＼ttｕiｔｅｍｉｚｅλ}環 境 で あ る。

ｕ＼iｔｅｍｕ各 項 目の 先頭 に は ラベ ル とし て 記号 が 付加 さ れる。

ｕ＼iｔｅｍ１｣箇 条 書き のな か に箇 条 書 き を行 うと い う、 入 れ子ｕ(ネ スト)1｣の 構造 を持

ｕつ こ と も可能。 その 入 れ子 構造 の 深 さ を｢ ネ ス トレ ベ ル｣ と い うこ と にす る。

ｕ＼ｉｔｅｍｕこ れはネ ス ト構造ｕ(ネ ス ティ ン グ)ｕの第 ″１″レ ベ ルの 要 素で あ る。

1｣1JJX 覧｣▼ｕ第ｕ2t｣ネ ストレ ベ ル のｕ＼ｂｅｇｉｎ{ｉｔｅｍｉｚｅ}ｕで す。

ｕLJL｣＼ｂｅｇｉｎ{iｔｅｍｉｚｅ}

ｕLJｕL｣＼iｔｅｍ１｣ネ ス トを行 うと、 そ のレ ベ ル に応 じ て記 号 も変化 す る。

ｕLJLJLJLJｕZXk｣ ▼ｕ第ｕ３ｕネ ス トレ ベ ルの１｣＼ｂｅｇｉｎｆｉｔｅｍｉｚｅ}ｕです。

LJLJLJLJLJｕ＼beginUt ｅｍｉｚｅ:ﾄ

LJLJLJLJLJLJL｣＼iｔｅｍｕこ れが第“３“ネ ス トレ ベ ルで あ る。

ｕLJLJLJLJLJLJｕLJXXXｕ▼ｕ第ｕ41｣ネ ス トレ ベル のｕ＼ｂｅｇｉｎ{ｉｔｅｍｉｚｅｌｕで す。

ｕLJｕLJｕLJLJLJL}＼ｂｅｇｉｎ{iｔｅｍｉｚｅ}



４- Ｅ χｅｒｃｉｓｅ

2 ）「ii」一 の レベ ル で複 数の 記

廿 を 使 用す る こ と もで き

ます。 た だ し 、 畢｡純 な 簡

条 書 き で列 乍 さ れ る各 要

素は、ほ とんどの場 合、論

理的 に同 債の はず ですが 、

同 一 レベ ル で ラベ ル か 変

化 す ると 「各要 素は同 値 」

とい う論 理 性 か と らえ に

くく な るの で 、必 ず し も

お 勧め は で きま せん 。

３）こ の 変11 指 定 をi ｔｅｍ-

i ｚｅ 環 境 に 入 っ て か ら

行 った 場 合 。変 更 は そ の

ネ ス ト レ ベ ル に 対 応 す

る Ｘｅｎｄ｛i ｔｅｍｉｚｅ｝ が 最

初 に記 述 さ れ てい る と こ

ろ ま で有 効 で す。 詳 し く

は 第 ４.４.７ 項 「“ ク ル ー

ピ ンク に かか わる 構造」

〔ｐ.132 〕で述 べ ます 。

４）こ こ でア ラ ビア 数字 が 使

用 で き ない 理||| は。 数 字

が コ ント ロー ル ・シ ー ケ

ン ス のデ リ ミ タと し て 機

能 し てし ま うか ら に ほ か

な りませ ん 。

１２ ０

18
19

20

21
22

23

24
25

26

27

28
29

30
31:

32:

33:

34:

LJLJLJLJLJLJｕLJｕＬ｣＼it ｅｍｕネ ス ト は 第 ″４“ レ ベ ル ま で 行 う こ と が で き る 。LJLJLJLJLJLJLJLJL

」
＼ｅｎｄＵ ｔｅｍｉｚｅ}

LJLJLJLJLJLJLJLJL｣ZZXｕ▲ｕ第ｕ４ｕネ ス ト レ ベ ル の1｣＼ｅｎｄｆｉｔｅｍｉｚｅ}1｣で す。LJLJLJLJLJL｣

＼ｅｎｄ{i ｔｅｍｉｚｅ}

LJLJLJｕｕLJZX
‰｣▲ ｕ第 ｕ３ｕネ ス ト レ ペ ル のｕ＼ｅｎｄ｢ｉｔｅｍｉｚｅλ｣で す 。

LJLJLJL｣
＼iｔｅｍｕこ こ は 第 ″２“レ ベ ル で あ る 。

LJLJLJLJLJL｣XXXｕ▼ ｕ第1｣3 ｕネ ス ト レ ベ ル のｕ＼ｂｅｇｉｎ{ｉｔｅｍｉｚｅ}ｕで す 。LJLJLJLJLJ

ｕ＼ｂｅｇｉｎ｢i ｔｅｍｉｚe1

LJLJｕｕLJLJL｣
＼iｔｅｍｕふ た た び ネ ス ト す る こ と も 可 能 に な っ て い る 。

LJLJLJｕLJｕ＼ｅｎｄ{i ｔｅｍｉｚｅ}

LJLJLJLJLJL｣XZ
‰｣▲ｕ第ｕ3E｣ネ ス ト レ ベ ル のｕ＼ｅｎｄ{ｉｔｅｍｉｚｅ}ｕで す 。

ｕｕｕ＼ｅｎｄ{ｉｔｅｍｉｚｅ}

ｕｕＪ Ｘ臨｣▲ｕ第1｣2 ｕネ ス ト レ ベ ル のｕ＼ｅｎｄ{ｉｔｅｍｉｚｅ入}で す 。

ｕ＼ｉｔｅｍｕこ こ が 第 ″1“ レ ベ ル 。

＼ｅｎｄ{ｉｔｅｍｉｚｅ}

ＸＸＸ
１｣▲ ｕｉｔｅｍｉｚｅｕ環 境 を 終 了 す る コ ン ト ロ ー ル ・ シ ー ケ ン ス が

＼ｅｎｄ{i ｔｅｍｉｚｅ} ｕ で す 。

箇 条 書 き の 各 要 素 と な る ＼iｔｅｍ 文 の 前 に 、〈 空 白 〉 が 記 述 さ れ て い ます が 、 こ

れ はit ｅｍｉｚｅ 環 境 に お け る ネ ス トの 関 係 （ ＼begin ｛it ｅｍｉｚｅ｝ と ＼ｅｎｄ｛it ｅｍｉｚｅ｝

の 対 応 ）を わ か り や す く す る た め に 書 か れ て い る だ け な の で 、 記 述 し な く て も 出

力 に は 変 わ り あ り ま せ ん 。 む し ろ 、 豚ＴＥＸ に 慣 れ な い う ち は 、〈 空 白 〉 や 〈 タ ブ 〉

を 多 用 す る こ と で コ ン ト ロ ー ル･ シ ー ケ ン ス 同 士 の 対 応 関 係 を 明 ら か に し た ほ う

が よ い で し ょ う。

と こ ろ で 、 こ の ソ ー ス を 標 準 のI ボＴＥＸ 環 境 で 処 理 し て み る と 、 ラ ベ ル に あ た

る 記 号 が 、 こ の サ ンプ ル の 出 力 （ 第 １ ネ ス ト レ ベ ル の 場 合 、“ ○ ” の こ と ）と は

異 な っ て い るこ と に 気 づ く は ず で す 。 ど ち ら が よ い か に つ い て は た ぶ ん に 好 み の

問 題 で す が 、 各 ネ ス ト レ ベ ル の ラ ベ ル 記 号 は 変 更 す る こ と が で き る よ う に な っ て

い ま す 。

第 １ ネ ス ト レ ペ ル の ラ ペ ル 記 号 を こ こ で の 出 力 サ ンプ ル の よ う に 変 更 す る場 合

に は 、 ラ ベ ル 記 号 を 変 更 し た い 箇 条 書 き 要 素 ＼iｔｅｍ よ り 前 に以 下 の 記 述 を 加 え て

く だ さ い2 ）。 記 述 以 降 に 現 れ た 第 １ ネ ス ト レ ベ ル の ラ ベ ル 記 号 が 変 更 さ れ ま す3 ）o

同様に、変更したいのが第 ２ ネストレペルの ラベル記号であれば、上の記述

において ＼1abeliｔｅｍｉ の部分を ＼1abelitemii に、 第 ３ネストレベルであれば

＼1abeliｔemiii に、 第 ４ネストレベルであれば ＼1abelit ｅｍｉｖ に変更した記述

を、変更したい箇条書き要素の前に加えてください。ネストレベルが、＼1abelitｅｍ

に続く小文字のローマ数字４)で 表現されているこ とに注意してください。

◆ ｅｎｕｍｅｒａｔｅ 環 境

iｔｅｍｉｚｅ 環境では、同一ネストレベルのラペルは、特に変更しないかぎり同じ

ものでした。これに対して、ｅｎｕｍｅｒａｔｅ環境では、各要素が同一ネストレペルに

おいて何番目の要素であるかを一見して判断で きるように、通し番号をつける箇

条書き環境です。

具体的には、以下に示すような出力をとります。
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(1) 第 １ ネ ス ト レ ベ ル の １ 番 目 の 最 初 の 要 素 。

(2) 第 １ ネ ス ト レ ベ ル の ２ 番 目 の 要 素 。

(ａ)i ｔｅｍｉｚｅ 環 境 の よ う に 、 ネ ス テ ィ ン グ も可 能 。

Ｏ　 ｅＤ１１ｍｅｒａｔｅ 環 境 の な か にi ｔｅｍｉｚｅ 環 境 を つ く る こ と もで き る。

i. もち ろ ん 、 逆 にi ｔｅｍｉｚｅ 環 境 か ら ｅｎｕｌｌｅｒａｔｅ 環 境 を ネ

ス ト す る こ と も で き る 。

ii. 第 ３ レ ベ ル のii 番|｣ の 要 素 。

Ｎ０.1　 ネ ス テ ィ ン グ は 第 ４ レ ベ ル ま で 可 能ｏ

Ｎ０.2　 こ の と き 、i ｔｅｍｉｚｅ な ど 、 他 の 環 境 の ネ ス ト レ ベ ル

と は 無 関 係 で あ る 。

(ｂ) 第 ２ レ ベ ル の11 番 目 の 要 素 。

(3) 第 １ ネ ス ト レ ベ ル の ３ 番 目 の 要 素 。

この出力を得るためのソースがLiSt 4-6 です。

1

2

3

4

5

6

７

８

９

10

11

12

13
14

15
16

17

18
－

Ｓ

Ｉ
Ｉ

Ｉ－

一
一

一

巻

φ一
1
1
9
0
1
2
3
4
5
1
2
2
2
2
2
2

26

27

28

29

30
1
2
3
4
5
3
3
3
3
3

XZX ｕ▼ｕｅｎｕｍｅｒａte1｣環 境 をは じ め るコ ン トロ ー ル・ シ ーケ ン スが

ｇｉｎ{ ｅｍｌｍｅｒａｔｅ} ｕ で す

＼ｂｅｇｉｎ{ ｅｎｕｍｅｒａｔｅ}

１Ｊ
ＺＺＺ
１｣
▼
ｕ
箇 条 書 き の 要 素 を 示 す コ ン ト ロ ー ル ・ シ ー ケ ン ス が

ｕ ＼ｉｔｅｍ１｣で す 。

１｣
＼ｉｔｅｍ

ｕ
第 ″１″ネ ス ト レ ベ ル の

１｣
＼ａｒ ａｂｉｃ{ ｅｎｕｍｉ} ″番 目 の 最 初 の 要 素 。

Ｅ｣
＼iｔｅｍ

１｣
第 ″１″ネ ス ト レ ペ ル の

ｕ ＼ａｒ ａｂｉｃ{ ｅｎｌｌｍｉ} ″番 目 の 要 素 。

LJLJLJZXk｣
▼
ｕ
第1｣21｣ ネ ス ト レ ベ ル の

ｕ
＼ｂｅｇｉｎ{ ｅｎｎｍｅｒａｔｅλ} で す

ｏ

ＬＪＬＪＬ｣＼ｂｅｇｉｎ{ ｅｎｕｍｅｒａｔｅ}

ＬＪＬＪＬＪＬ｣＼ｉｔｅｍ１｣{ ＼ｔｔｕｉｔｅｍｉｚｅ} ｕ 環 境 の よ う に 、 ネ ス テ ィ ン グ も 可 能 。

LJLJLJLJLJL｣＼ｂｅｇｉｎ{it ｅｍｉｚｅ}

LJLJLjLJLJLJL｣
＼iｔｅｍ

ｕ｢
＼tt
ｕｅｎｌｌｍｅｒａt ｅ

λ｣ 環 境 の な か に
１｣{
＼ｔｔ
ｌＪ
ｉｔｅｍｉｚｅ} ｕ環 境 を つ くLJLJLJLJLJLJL｣

る こ と も で き る 。

LJLJLJLJLJLJL｣口LJZZZ ｕ
▼
ｕ
第
ｕ３ｕ ネ ス ト レ ペ ル の ｕ

＼ｂｅｇｉｎ{ ｅｎｕｍｅｒａｔｅ}
ｕ
で す 。

LJLJLJLJLJLJLJLJL｣＼ｂｅｇｉｎ{ ｅｎｌｌｍｅｒａt ｅ}

LJLJLJｕLJLJLJLJLJL｣＼iｔｅｍｕ も ち ろ ん 、 逆 に ｕ{ ＼ｔｔｌＪｉｔｅｍｉｚｅλ} 環 境 か ら ぶ

LJLJLJLJLJLJLJLjLJLJL｣{＼ｔｔｕｅｎｕｍｅｒａｔｅｈ} 環 境 を ネ ス ト す る こ と も で き る 。

LJLJLJLJLJｕLJLJLJL｣＼it ｅｍｕ 第 ″３ ″レ ベ ル の ｕ ＼ｒｏｍａｎ{ ｅｎｕｍｉｉｉ} “ 番 目 の 要 素 。

LJLJLJLJLJLJLJLjLJｕLJL｣買 気｣ ▼ ｕ第 ｕ41｣ ネ ス ト レ ベ ル の １｣＼ｂｅｇｉｎ{ ｅｎｕｍｅｒ ａｔｅ
ｈ} で す 。

LJLJLJLJLJLJLJLJLJLJLJL｣
＼ｂｅｇｉｎ{ ｅｎｕｍｅｒａｔｅ}

LJLJLJLJLJLJLJLJLJLJLJLJL｣
＼ｒｅｎｅｗｃｏｍｍａｎｄ{ ＼１ａｂｅｌｅｎｕmi ｖＨ Ｎｏ.{ ＼bf ＼ａｒａｂｉｃｆｅｎｕmi ｖ}}-}LJLJLJLJLJLJLJLJLJLjLJLJL｣

＼iｔｅｍ
ｕ ネ ス テ ィ ン グ は

第 ″４″レ ベ ル ま で 可 能 。

LjしJLjLJLJLJLJLJLJLJLJLJLJ＼iｔｅｍ１」二 の と き 、{ ＼ｔｔｌＪｉｔｅｍｉｚｅ入} な ど 、 他 の 環 境 の ネ ス ト レ

LJLJLJLJLJLJLJLJLJLJLJLJL｣
ベ ル と は 無 関 係 で あ る 。

LJLJLJLJLJL｣XLJLJLjLJL｣
＼ｅｎｄｲ ｅｎｌｌｍｅｒａt ｅ}

LJLJLJLJLJLJLJｕｕｕｕｕZZZt｣ ▲ ｕ 第 ｕ４ｕ ネ ス ト レ ベ ル の １｣＼ｅｎｄ{ ｅｎｌｍ ｅｒａｔｅλ} で す 。

LJLJLJLjLJLJLJLJL｣
＼ｅｎｄ{ ｅｎｕｍｅｒ ａt ｅ}

LJLJLJLJLJLJLJLJL｣ZXk｣ ▲ ｕ 第1｣ ３ｕ ネ ス ト レ ベ ル の ｕ＼ｅｎｄ{ ｅｎｕｍｅｒａｔｅＬ で す 。

ｕｕｕＬＪｕＬ}＼ｅｎｄ{ ｉｔｅｍｉｚｅ}

ＬＪ
ＬＪｕＬＪｕ

＼ｉｔｅｍ
１｣
第“２ ″レ ベ ル の ｕ ＼Ｒｏｍａｎ{ ｅｎｕｍｉｉ} ″番 目 の 要 素 。

ＬＪＬＪｕ＼ｅｎｄ{ ｅｎｕｍｅｒａｔｅ}

ｕ
ｌＪｕ
Ｘｎ
１｣
▲ ｕ 第 ｕ２ｕ ネ ス ト レ ベ ル の ｕ ＼ｅｎｄ{ ｅｎｕｍｅｒａｔｅλ} で す 。

１｣
＼iｔｅｍ

１｣
第 ″１″ネ ス ト レ ベ ル の

１｣
＼ａｒ ａｂｉｃ{ ｅｎｕｍｉ} ″番 目 の 要 素 。

＼ｅｎｄｆｅｎｕｍｅｒａｔｅ１

ＺＺ覧｣ ▲1Ji ｔｅｍｉｚe1 」環 境 を 終 了 す る コ ン ト ロ ー ル ・ シ ー ケ ン ス が

＼ｅｎｄ{ ｅｎｕｍｅｒａｔｅλ} で す 。



５)なお、＼fnｓyxnbo1の引数

は ９以下でなければなり

ません。

６）こ の 変 更 指 定 を ｅｎｕ-

ｍａｒａtｅ 環 境 に 入っ て か

ら行 っ た場 合 、 変更 は そ

の ネス ト レベ ル に対 応 す

る χｅｎｄ｛enllme ｒａｔｅ｝ が

最 初 に記 述 さ れ てい る と

こ ろ ま で有 効で す。 詳 し

くは第 ４．４．７項 「“ クルー

ピン ク に かか わる 構造J　

（ｐ.132 ）で 述べ ます 。

122

ｅｎｌｌｍｅｒａｔｅ 環境 では、要素番号の出力を制御するためにカウンタが用意 され

ていて、そのカウンタ名はネストレベル １から順 に、ｅｎｕmi，elllmii，enllmiii，el]11Tli

ｖ となっています。 el]ｌｍｅｒａｔｅ環境のラベル部分は、このカウンタの値 を

出力 してい るのですが、その出力形式は好 みに応じて変更できます。

たとえば、サンプ ルソースList 4-6 の20 行 目 がそれにあたり、ここで は

第４レペルの ｅｎｌｌｍｅｒａｔｅ環境のラベルを、ボールドフェイスのアラビア数字(1 ，2,3

，…) に｢ Ｎｏ.｣ という文字列を加えて出力するように指示 しているのです。

ここで、もし出力形式を大文字のローマ数字(I,II,II し ‥) に変更したい場合

には、以下のようにしてください。

コントロール ・シーケンス ＼Ｒｏｍａｎ には、実在するカウンタを引 数として、当

該カウンタに現在登録されている値を大文字ローマ数字で出力する働きがありま

す。IMkX には、カウンタを任意の形式で出力で きるよう、Table 4-8 で 示 すコ

ントロール・シーケンスが用意されています(Li ｓt 4-6 の5,6 け7,20,29,32 行

目で使用)5)。

｢nlble4 －8● カウンタ値の出力を行うコントロール ・ シーケンス

コ ント ロ ール ・シ ー ケン ス � 形式 �カ ウ ンタ（ｃｏｕｎｔｅｒ）の 出 力例

＼ａｒａｂｉｃ{ｃｏｕ耐e 吋 �アラ ビ ア数 字 �‥
●
，-2，－1， 0， 1， 2，‥.

＼rOman{CQU711e7･} �小文 字 のロ ー マ数 字 �l? 111 H17 1VI V?
‘‘｀

＼ＲＯｍａｎ(ａ)ＵＭｅ弓 �大文 字 のロ ー マ数 字 �I，IT，III， IV， V7
°’゙

＼alph｛COUn 加ｒ｝ �小 文 字 のア ル フ ァベ ット �ａ， ｂ， ｃ，ｄ， ｅ， ‥ ．

＼AIPh｛COU71ger ｝ �大 文 字 のア ル フ ァベ ット �Ａ， Ｂ， Ｃ， Ｄ ， Ｅ， ‥ ．

＼fnsymbo1{cou がe7-1 �脚 注 用特 殊 記 号 �＊，↑，‡，§，¶，||，*＊，↑↑，‡‡

なお、変更 したいラベル が第 １ レベルの ものである場合には、20 行 目の記

述におい て ＼１ａｂｅｌｅｎｕmiｖ の部分を ＼１ａｂｅｌｅｎｕmi に、第 ２ レベルの場合には

＼１ａｂｅｌｅｎｕmii に、 第 ３レベルの場合には ＼１ａｂｅｌｅｎｕmiii に 変更して、ラベル

を変更したいネストレベルの箇条書き要素の前に記述してください。記述以降の

当該レベルのラベルが変更されます6)。

◆ ｄｅｓｃｒiPｔｉｏｎ 環 境

ｄｅｓｃｒiPｔｉｏｎ環境は、箇条書きで列挙する各要素に見出し語をつける環境です。

見出し部分は、英数記号を太字で、日本語をゴシック体で出力します。iｔｅｍｉｚｅ

環境でも同じような記述が可能ですが、出力が若干異なりますので、その点に注

意して比較 してみて ください。



４。４- 論理構造を表す環境

第 １ 要素　 見出し部分には、この ように本文 とは異 なる変化 がつけら

れるo

い　　　　これは 第２ ネストレベルの箇条書き要素である。

ろ　　　 同じような出力は、実はi ｔｅｍｉｚｅ 環境 によって も実

現できる。

i-1　こ のネストは、iｔｅｍｉｚｅ環境を使用してい る。

i-２　ｄｅｓｃｒiPｔｉｏｎ環境による出力と比較してほしい。

ｄ-１　　 ｄｅｓｃｒiPtｉｏｎ環境の第 ３ネストレペルで

ある。

ｄ-2　　 直前のi ｔｅｍｉｚｅ 環境 とは、見出し語の出

力位置が異なることに注意。

第 ４ ネスト　 はかの箇条書 き環境と同

じく、第 ４ ネストレベ ルまで

実現するこ とがで きる。

は　　　 ｄｅｓｃｒiPｔｉｏｎ環境の第 ２ ネストレペル。

第 ２ 要素　 これは第 １ネストレベル。

この出力を得るためのソースを ＬｉＳt 4-7 に示 し ます。

１２ ３

1

2

3

4

5

6

7

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19
0
1
2
2
2
2

23

24

25

26

27

28

29

30

31

XXZ1｣ ▼uJde ｓｃｒiP ｔion1｣ 環 境 を は じ め る コ ン ト ロ ー ル ・ シ ー ケ ン ス が

XZZLJLJLJLJLjLJLJLJｕLJｕLJｕLJLJｕLJLJLJLJLJLJLJLJLJLJLJｕLJLJLJLJLJLJLJLJLJLJLJL｣＼ｂｅｇｉｎ{ ｄｅｓｃｒiPt ｉｏｎ}
ｕ
で す 。

＼ｂｅｇｉｎ{ ｄｅｓｃｒiP ｔion1

1JZXZ1}
▼
ｕ
箇 条 書 き の 要 素 を 示 す コ ン ト ロ ー ル ・ シ ー ケ ン ス カ‰ ＼ｉｔｅｍ

ｕ
で す 。

1｣
＼it ｅｍ[ 第“ １“ 要 素] 見 出 し 部 分 に は 、 こ の よ う に 本 文 と は 異 な る 変 化 が つ け

ｕ ら れ る ｏ

ｕｕｕＸＺｋ｣ ▼ ｕ 第 ｕ２ｕ ネ ス ト レ ベ ル の ｕ ＼ｂｅｇｉｎ{ ｄｅｓｃｒｉＰｔｉｏｎ} ｕ で す 。

ｕｕｕ＼begin{ ｄｅｓｃｒiPt ｉｏｎ}

LJLJLJL｣
＼iｔｅｍ[ い] 二 二 は 第 ″２″ネ ス ト レ ベ ル の 箇 条 書 き 要 素 で あ る 。

LJLJLJL｣
＼iｔｅｍ[ ろ] 同 じ よ う な 出 力 は 、 実 は

１｣{
＼ｔｔ
ｕｉｔｅｍｉｚｅλ}

環 境 に よ っ て

ｕLJLJｕ も 実 現 で き る 。

LJLJLJLJLJLJUZ ｕi
ｔｅｍｉｚｅｕ 環 境 に 見 出 し 語 を つ け て み ま す 。

ｕLJLJLJLJL｣＼ｂｅｇｉｎ{it ｅｍｉｚｅ}

ｕLJLJLJLJLJL｣＼iｔｅｍ[i －1] こ の ネ ス ト は 、 ｆ ＼ｔｔｌＪｉｔｅｍｉｚｅ} ｕ 環 境 を 使 用 し て い る 。

ｕ
ＬＪｕＬＪＬｊｕｕ

＼ｉｔｅｍ[ｉ －２]{ ＼ｔｔ
ｕｄｅｓｃｒｉＰｔｉｏｎ

ｈ} 環 境 に よ る 出 力 と 比 較 し て ほ し い 。

LJLJLJLJLJL｣＼ｅｎｄ{it ｅｍｉｚe1

LJLJLJLJLJLJn
覧} ▼ ｕ 第 ｕ３ｕ ネ ス ト レ ベ ル の

１｣
＼ｂｅｇｉｎ{ ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ} ｕ で す 。

L」しJLJLJLjL｣＼ｂｅｇｉｎ{ ｄｅｓｃｒiP ｔｉｏｎ}

LJLJLJLJLjL｣1｣
＼it ｅｍ[{ ＼tｔ

ｕｄ－1}
ｈ｣{ ＼tt

ｕｄｅｓｃｒiP ｔｉｏｎ} ｕ
環 境 の 第 ″３ ″ネ ス ト

ｕLJLJL｣しJｕｕ レ ベ ル で あ る 。

ｕLJｕLJLJLJL｣＼iｔｅｍ[{ ＼ｔｔlJd-2}] ｕ 直 前 の １Ｊｔ＼ｔｔｌＪｉｔｅｍｉｚｅ} ｕ 環 境 と は 、 見 出 し 語 の 出 力 位

ｕｕLJLJｕLJｕ
置 が 異 な る こ と に 注 意 。

LJLJLJLJLJLJｕLJLJXZX1｣
▼ ｕ 第 ｕ41｣ ネ ス ト レ ベ ル の ｕ＼ｂｅｇｉｎ{ ｄｅｓｃｒｉＰｔｉｏｎ} ｕ で す 。

ｕLJLJLJｕｕｕLJｕ＼ｂｅｇｉｎ{ ｄｅｓｃｒiP ｔｉｏｎ}

LJLJLJLJLJLJLJLJLJL｣＼iｔｅｍ[ 第 ″４ ″ネ ス ト] ほ か の 箇 条 書 き 環 境 と 同 じ く 、 第 ″４“ ネ ス ト レ ベ

LJLJLJLJLJLJLJLJLJJ レ ま で
実 現 す る こ と が で き る 。

LJLJLJLJLJLJLJLJL｣＼ｅｎｄ{ ｄｅｓｃｒiP ｔｉｏｎ}

LJLJLJLJLJLJLJLJLJZZZ1｣ ▲ ｕ 第1｣ ４１｣ネ ス ト レ ベ ル の ｕ＼ｅｎｄ{ ｄｅｓｃｒｉＰｔｉｏｎλ} で す 。

LJLJLJｕLJL｣＼ｅｎｄ{ ｄｅｓｃｒiP ｔion1

ｕLJLJLJLJLJ胤 覧} ▲ｕ 第 ｕ31｣ ネ ス ト レ ベ ル の ｕ＼ｅｎｄ{ ｄｅｓｃｒｉＰｔｉｏｎ} ｕ で す 。

LJLJLJL｣
＼iｔｅｍ{ は Ｈ ＼ｔｔ

ｌＪ
ｄｅｓｃｒｉＰｔｉｏｎ} ｕ環 境 の 第 ″２″ネ ス ト レ ペ ル 。



Ｃｈａｐｔｅｒ ４- Ｅ ｘｅｒｃｉｓｅ

7) 第４.４.7項｢“ グルービ

ン グ" にかかおる構造｣

(ｐ.132) です。

８ ） 文 章 自 体 は ｒ Ｇ Ｎ Ｕ

Ｇ Ｅ Ｎ Ｅ Ｒ Ａ Ｌ Ｐ Ｕ Ｂ Ｌ ＩＣ

Ｌ ＩＣ Ｅ Ｎ Ｓ Ｅ Ｖ ｅｒｓｉｏ ｎ １ ，

Ｆｅ ｂｒ ｕ ａｒｙ　1989
』
の

Ｐ ｒｅａ ｍ ｂｌｅ か ら 引 用 し

て い ま す 。 い う ま で も な

い こ と で す か ， こ こ で 「 強

調 」 を 行 っ て い る 部 分 は

本 章 の 筆 者 の 剔 斬 に よ る

も の で 。 正 式 な も の で は

あ り ま せ ん 。

１２ ４

32

33

34

35

36

37

1Jｕｕ
＼ｅｎｄ{ｄｅｓｃｒiPｔｉｏｎ}

LJLJLJZZk
▲ｕ第ｕ2ｕネ ストレ ベ ルのｕ＼ｅｎｄ･Ｃｄｅｓｃｒipｔｉｏｎλ｣です。

１｣
＼iｔｅｍ[第 ″２“要素] こ れ は第″１″ネ ス トレ ベ ル。

＼ｅｎｄ{ｄｅｓｃｒiPtｉｏｎ}

ZZZ1｣▲ｕdeｓｃｒiptｉｏｎｕ環 境 を終 了 する コ ン トロ ー ル・ シ ーケ ン スが
＼ｅｎｄ{ ｄｅｓｃｒｉＰｔｉｏｎ} ｕ で す

ｄｅｓｃｒiPtｉｏｎ 環境の見出し語は省略することもで きますが、見かけは必ずしも

よくありませんo

|イa4 “ ）他９ 率構造

前項までに述べてきた以外にも、I幻]kX には文章構造を表すさまざまなコント

ロール・シーケンスや環境が用意されています。本項では、特に使用頻度が高い

と思われるものに絞って概説を行います。

匹 こ‾‾‾ ‾コ
文章の強調を行うためのコントロール・シーケンスです。

このコントロール・シーケンス以下に続く文章は、強調の扱いを受けます。具

体的にどう「強調」されるかというと、標準の環境でこのコントロール・シーケ

ンスを使用すると、通常はローマン体で出力される英数字および記号がイタリッ

ク体に変更されます。

なお、強調部分を特定したい場合には、以下のようにクルーピンク（後述7））を

利用することで、£ａ£だけを強調の扱いにすることができます。

しかし、ここで注意しなければならないことは、＼ｅｍは使用するフォントをイ

タリック体に変更するコントロール・シーケンスではないということです。たと

えば、次のソースおよびその出力8）を見れば、理解してもらえると思います。

1

2

3

4

Ｂ ｙ
Ｌｊ
ｃ ｏ ｎ ｔ ｒ ａ ｓ ｔ ，

Ｌ｣{

＼ｅ ｍ

ＬＪ
ｏ ｕｒ
ＬＪ
Ｇ ｅ ｎ ｅ ｒ ａｌ

ｕ
Ｐ ｕ ｂｌ ｉ ｃ

ＬＪ
Ｌ ｉ ｃ ｅ ｎ ｓ ｅ

ｕ
ｉ ｓｕ ｉ ｎ ｔ ｅ ｎ ｄ ｅ ｄ ｕ ｔ ｏ

ｕ{
＼ ｅ ｍ
ｕ ｇ ｕ ａｒ ａ ｎ ｔ ｅ ｅ しＪｙ ｏｕ ｒ ＬＪｆ ｒ ｅ ｅ ｄ ｏ ｍ ｕ ｔ ｏｕ ｓ ｈ ａ ｒ ｅ ｕ ａ ｎ

ｄ ｕ ｃ ｈ ａ ｎ ｇ ｅ ＼ ／１ ｕ ｆ ｒ ｅ ｅ

ｓ ｏ ｆ ｔ ｗ ａ ｒ ｅ － ｆ ＼ｅ ｍ
ＬＪ
ｔ ｏ
ＬＪ
ｍ ａ ｋ ｅ

ＬＪ
ｓ ｕ ｒ ｅ

ＬＪ
ｔ ｈ ｅ

しＪ
ｓ ｏｆ ｔ ｗ ａ ｒ ｅ

ＬＪ
ｉ ｓ

ｌＪ
ｆ ＼ ｅ ｍ

ｕ ｆ ｒ ｅ ｅｌＪｆ ｏｒ ｕ ａ Ｕ ｏ ｉ ｔ ｓ ｌＪｕ ｓ ｅ ｒ ｓ
＼ ／} ＼ ／} ＼ ／} ．

以上のソースLiSt 4-8 の 出力サンプルが次に示す ものです。

B ｙ ｃｏｎtｒａst ， ａｕｒ Ｇ ｃ７１ｅｒａｌ Ｆｕろlic £ice71 ｓe iｓ 飢 £etlded lo g ｕａｒａｎtｅｅ ｙｏｕｒfr

ｅｅｄｏｍ t ｏ ｓｈａｒｅ ａｎｄ ｃｈａｎｇｅ μ ｅｅ ｓＱμ 切ａｒｅぺ ｏ ｍ ａｋｅ ｓｕｒｅt ｈｅ ｓoft ｗａｒe iｓ

升 ｅｅ ｊｏｒ all iX ｓ ｕｓｅｒｓ.



一兄すればわかると思いますが、「強調」のなかで「強調」を行うことも可能に

なっていますO つまり、端的にはこのコントロール・シーケンスが使用されるた

びに、英数字および記号がローマン体とイタリック体とトグルスイッチ式に「今、

使用されているものとは異なるフォント」へと切り替わっているのです。

強調したい場合には、今まで利用していたフォントとは異なるフォントを使用

すればよいのですが、ＷＹＳＩＷＹＧ 方式のツールに慣れた発想から考えるとおも

しろい考えといえます。この例などは、扨租Ｘ が文章の論理構造をデザインする

ためのものであることを示す典型的な事例といえるかもしれません。

戸 ニ ニ ‾ ノ
脚庄を付記するためのコントロール・シーケンスです。

脚注は、本文中の用語や文章に対して、ページの下などの余白部分を用いて補

足説明を行うときに使用するもので、本文中の川語や文章と余白欄の説明文に同

じ記号や番号をつけることで、その対応を明らかにします。

L灯ＥＸでは、脚注を入れたい部分に以下に示す書式でコントロール・シーケン

スを埋め込むと、訟ゴ が脚注となります。 ９〕例 外 とし て 、minipage　

環 境 が あ り ます。 こ の 環

境内 では ＬＲ モ ードや 数

式 モード で もXf ・・ｔｎ・ｔｅ

か 利 川 で き ま す｡ な お｡

・ｉｎｉｐａｇｅ 環境 は 、 通常　

の ペ ー ジ出 力111に 、 あ た

か も別 の 小 さな ペ ー ジが　

あ るか の よ うにIII･I力 をす　

るこ とか で きる環 境で す。

た とえ ば 、こ の 傍 注 を 兄

て くだ さ い。 伐･注 の 部 分

は 、 ペ ー ジ内 に 存 在す る

独 立 し た １ ペ ー ジ の よ

うに 兄え ます。・inipage　

環 境 は 。 この よう にペ ー　

ジ と同 じ よ うな 動 作 をす　

る、 任 意 の 人 き さの ボ･y　

ク ス（ 空間 ） を 作成 す る

環 境 なの で す。

］０）こ の と き、 オプ シ ョ ン引

数 を 省 略（ 通 常 時 ）す れ

ば、脚注 の参照 番り をー管 理

す る カ ウ ン タfoo ｔnoｔe

が １ 増 え ます。

Ｈ ） こ の 増 合 、 カ ウ ン タ

foo ｔnoｔｅ は 変 化 し ま

せ ん。
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使 用 例 はLiSt 4 － 1 (ｐ.81) の32 行 目 に あ り ま す か ら参 考 に し て く だ さ いo

な お 、 基 本 的 に ＼ｆｏｏｔｎｏｔｅ は 、 文 章 を 出 力 す る パ ラ グ ラ フ モ ー ド で し か 使

用 で き ま せ ん9)。 そ こ で も し 、 た と え ば ＬＲ モ ー ド で 脚 注 を 利 用 し た い 場 合

に は 、 ＬＲ モ ー ド 中 でXfoO ｔｎｏｔｅｍａｒｋ に よ り 脚 注 記 号(Table 4-9 に お け る

“12) ” お よ び “13) ”) だ け を 出 力 則 し て お き 、 パ ラ グ ラ フ モ ー ド に 戻 っ て か ら

＼ｆｏｏtｎｏtｅｔｅｘｔ{ £ｅｘ£} に よ っ て 脚 注 文 章 £ａ £ を 出 力 川 し な け れ ば な り ま せ ん 。

以 下 に 、 表 中 で 脚 注 を 使 用 す る サ ンプ ル の ソ ー ス ＬｉＳt 4，9 と 、 そ の 出 力Table4

－9 を 示 し て み ま し ょ う 。

Liｓｔ４－９● ＬＲ モードでの脚注出力のサンプルソース

1:{ ＼ｓma11

2:　 ＼ａｄｄｔｏｃｏｌｍｔｅｒ{ｆｏｏｔｎｏｔｅ}{1} χ

3:　Xfoo ｔｎｏtｅtｅｘt{ 日本 や アメ リ カで 主 に採 用 さ れて いる アメ リカ 式 ポ イン

４：　卜制の 基 準単位 。}Z

5:　 χａｄｄｔｏｃｏｕｎｔｅｒ{ｆｏｏｔｎｏｔｅ}{1}･χ

6:　'＼ｆｏｏtｎｏtｅtｅｘt{ ヨー ロッ パ で主 に採 用 さ れて い るデ ィトポ イ ン ト制の 基 準単 位。}Z　7:

χａｄｄｔｏｃｏｌｍｔｅｒ{ｆｏｏtｎｏｔｅ}{-２}Z

8

9

10

11

12

13

14

15

16

口

8
9
1
1

＼ｂｅｇｉｎ{ ｔａｂｕｌａｒＨ ｌｃ１１ １}ｕ ＼ｈｌｉｎｅ

Ｘｍｕｌｔｉｃ０１ｕｍｎ{ ３Ｈ ＩｃＩ}{ 《ｕ 日 本 語
１}
＼ＴｅＸ＼

ｕに お け る
単 位 記 号

ｕ》} ｕ
＼＼
ｕ
ＸｈｌｉｎｅＸｈｌｉｎｅ

ＬＪＰ
ｔlj＆ｕポ イ ン ト ＼ｆｏｏｔｎｏｔｅｍａｒｋｕ＆

１｣
ＩＰｔｕ'

Ｌ」
０. ３５１５ｍ“

Ｌ｣゙ ｕ
６５５３６ｓＰ

ｔ」
＼χ

Ｌ
Ｊ
ｓｐｕ＆ｕ ス ケ ー ル ド ポ イ ン ト

ＬＪＬＪＬＪＬ｣
＆ｕｌｓｐｕ＝ｕ0.5362$ ＼ｔｉｍｅｓ$ １０${} ＾[ －５]･$ ｓ１

１｣
へ､＼

ｕｍｍＪ １｣ミ リ メ ー ト ル ＬＪＬＪＬＪＬＪＬＪＬＪＬＪｕＬＪＪ ｕlmm1｣ －t｣０. １ｃｍｕ＝1｣２. ８３４Ｐｔｕ＼
へ

ｕｃｍＸ ｕセ ン チ メ ー ト ル ｕLJLJLJLJｕｕLj＆ｕｌｃｍｕ＝ｕ１０ｍｍｕ＝ｕ２８. ３４Ｐｔｕ＼
χ

1JinE｣& ｕ イ ン チLJLJLJLJLJｕｕLJLJｕｕｕｕｕｕｕ＆ｕlinL｣ ヘ｣25.4mL｣ ゜1｣72.27Pt Ｌ｣゙ L｣72bP ｕ
χ＼

ＬＪｂＰＬ｣＆ｕ ビ ッ グ ポ イ ン トｕｕｕLJLJLJLJｕ＆L」１ｂＰＬ｣゚ L｣0.1391nLJV 、

ＬＪＰｃＬ』＆Ｌ｣パ イ 力LJLJｕLJｕｕＬＪＬｊＬＪＬ・ＪｕｕＬＪＬＪｔ」＆Ｌ｣１ｐｃＬ」＝Ｌ｣12P ｔＬ」＝L｣４. ２１８ｍｍｕ＼
へ

ｕｃｃｕ＆ｕ シ セ ロ χｆｏｏｔｎｏｔｅｍａｒｋｕｕｔ
』
＆ｕｌｃｃｕ＝

Ｅ｣12.
８３５ｐｔｕ＝ｕ４. ５１ｊｍＴｎｕ＝ｕ１２ｄｄｕ ＼＼

ｕｄｄｕ＆ｕ デ ィ ト ポ イ ン トＬＪＬＪＬＪｕＬＪＬＪＬＪｕ＆ｕｌｄｄｕ＝ｕ0. ０８３３ｃｃｕ＝ｕ0. ３７６Ｅｌｕ ＼χ

ｕｅｍｕ＆ｕχｍｕｌｔｉｃ・１ｍｌｎｔ２Ｈ １ １}{ 現 在 有 効 な フ ォ ン ト の 大 文 字 ｕＭｕの 幅} ｕ＼へ



12) 日本やアメリカで主に採

用されてい るアメリカ式

ポイント制の基準単位。13)

ヨーロッ' で゙主に採川さ

れているディトポイント

制の基郭11.位。
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20
21

22

23
24

uｅｘ1｣＆ｕ＼ｍｕlｔic01 ｕｍｎ{2}{11}{
現 在 有 効 な フ ォ ン ト の 小 文 字1Jｘｕの 高 さ} ｕ＼＼

ｕｚｗｕ&1｣＼ｍｕltic01 ｕｍｎ{2H1 1 H 現 在 有 効 な 日 本 語 フ ォ ン ト の 文 字 の 幅} ｕ＼＼

1J
ｚh1｣＆ｕ＼ｍｕlｔｉｃ０１１ｍｎ{2}{1 け{ 現 在 有 効 な 日 本 語 フ ォ ン ト の 文

字 の 高 さ} ＼＼ｕ＼ｈｌｉｎｅ

＼ｅｎｄｆｔａｂｕla ｒ}

1

このソースの出力がTable 4 －9 です。

'nlble 4 － 9 ● ＬＲ モードにおける脚注のサンプル

ｐ ｔ　

ｓ ｐ

ｎ! Ｉｒ ｌ

ｃ ｎ ｌ

ｌ ｎ　

ｂ
ｐ　

ｐ ｃ　

ｃ ｃ　

ｄ ｄ　

ｅ Ｈ Ｉ

ｅ ｘ　

ｚ ｗ　

ｚ ｈ

《 日本語ＴｋＸ における単位記号 》

ポイント1司

スヶ一ルドポイント

ミリメートル

センチメートル

インチ

ビッグポイント

パイカ

シセロ13）

ディトポイント

lｐt＝0.3515mm ＝65536 ｓp

lｓｐ 二0.5362 ×10－５ｍｍ

ｌｍｍ ＝0.１ｃｍ ＝2.834pt

ｌｃｍ ＝10mm ＝28.34pt

lill＝25.４ｎＨｎ＝72.27pt ＝72bp

lbp ＝0.1391n

lpc 二12pt ＝4.218mm

lcc ＝12.835pt ＝4.511mm ＝12ddldd

＝0.0833cc ＝0.376 ｍｍ

現在有効な欧文フォントの大文字 Ｍ の幅

現在有効な欧文フォントの小文字Ｘの鳥さ

現在有効な日本語フォントの文字の幅

現在有効な日本語フォントの文字の高さ

脚注についてもっと詳しく知りたい人は、『文書処理システムIざlkX 』（アス

キー刊）など、他の文献をあたってください。

1　4.4j　 ｙ
－スに恵1実な出力をすＳ構造

ところで、IがITkX は理工系の人が特に好んで使 用する傾向があ りますから、た

とえば文章中にプ ログラムのソースリストを掲載したい というような場合 も当然

考えられ ます。

IぶＩＥＸ のソースを記述する場合に気をつけなければならない文字については、

すでに｢ 特殊な機能を持つ文字｣( ｐ.98) で 説明し ましたから、本項に至るまでの

知識があればソースリストをI ぶlkX で 出 力するこ とは必ずしも不可能ではない

でしょう。

たとえば( プ ログラムソースではありませんが)、1ぶで【ｋＸのコントロール‘ シーケ

ンス｢ ＼ｄｏｃｕｌｎｅｎｔｓｔyle｢b5｣]｢｣ ａｒｔicle}｣ を出力したい場合、文字列の途中には｢

注意すべき文字｣ である、＼、１，}が交ざっています。しかし、先に述べたように、

これらの文字を出力する場合は、すでに｢ 特 殊な機能を持つ文字｣( ｐ,98)で解 説し

たとおりです。具体的には、以下の記述で｢ ＼ｄｏｃｕｍｅｎｔｓｔyle｢b5｣]｢｣ ａｒｔicle}｣

とい う出力が得られます。

しかし、ここで使用したソース例は１行に収まるような短いものだったので

たやすかったのですが、複数行に及ぶようなある程度長いソースファイルを考え



4｡４－ 論理構造を表す環境

ると課題が残ります。なぜなら 江ITE｝Ｘ は、独自の改行処理、たとえばソーＸの

〈改行〉が出力の改行であるとはかぎらなかったり、〈空行〉によって改行（正確に

は改段落）すれば行頭でインデント（字下げ）を行ったりという処理を自動的に行

うからです。このことからも、本項までの知識だけで「ソースリストを、ソース

リストらしい文書体裁で出力すべくWTE 沁 ソース化する」には、その修正がひ

と苦労だということがわかるでしょう。

このような文書体裁にかける苦労をユーザが背負うことは再三述べている

皿ＴＥＸ の哲学に反しますから、囚 七Ｘ には与えられた文字列を記述されたまま出

力するための構造が用意されています。本項では、この構造を紹介しましょう。

ただ気をつけなければならないことは、「記述されたまま」とはいっても、

○　ソース中の半角の英数字および記号は、タイプライタ体（＼tt）で出力される。

○　ソース中の全角文字は、出力では明朝体（＼ｍｃ）で出力するo

ということです。

したがって、たとえばソースに含まれた半角英数字および記号が、全角文字の

半分の幅で出力されるというわけではありませんし、半角カナ文字を出力するこ

とができるというわけでもありません。

しかしながら、その他の文字、たとえば特殊な機能を持つためにソース中にそ

のまま記述できない文字 ＼、＃、＄、Ｚ，＆ド≒ ＿、≒ 仁 ｝もソースに忠実に出力

されますo これが、本項における「記述されたまま」あるいは「ソースに忠実」

という言葉の意味です。

◆ ＼7e17b　
＿

先 に 示 し た｢ ＼ｄｏｃｕｌｌｅｎｔｓｔyle｢b5｣]｢｣ ａｒｔicle}｣ の よ う に 、< 改 行 〉を 含 ま な

い 文 字 列 を 。 ソ ー ス に 出 力 す る た め の 構 造 が 。 こ の コ ン ト ロ ー ル ・ シ ー ケ ン

ス ＼ｖｅｒｂ で す。 た と え ば｢ ＼ｄｏｃ１１１１ｅｎｔｓｔｙle｢b5｣]｢｣ ａｒｔicle}｣ と い う 出 力 は 、｢

＼ｖｅｒｂ＋＼ｄｏｃｕｍｅｎｔｓｔyle｢b5｣ Ｈ｣ ａｒｔicle} ＋｣ と い う ソ ー ス か ら 得 ら れ ま す 。

前 段 落 の ソ ー ス をLi ｓt ４－ 10 に 示 し ま し ょ う。

Liｓt ４-１０● コントロール・シーケンスXｖｅｒｂ のサンプルソース

1

2

3

4

5

6

先 に不 した｢ ＼，＼ｖｅｒｂ＋＼ｄｏｃｌｍｅｎtｓｔyle｢b5｣]｢｣ ａｒticle} ＋＼，｣ の よ うに，

＼ｍｂｏｘ{ 〈改 行 〉} を含 まない 文字 列 を， ソ ー ス に忠 実に 出力 す るた めの 構造 が，

こ のコ ン トロー ル“$ ＼ｃｄｏｔ軋｣シー ケ ン ス1｣＼ｖｅｒｂ＋＼ｖｅｒｂ＋1｣で す。

た とえ ば｢ ＼,＼ｖｅｒｂ＋＼ｄｏｃｕｍｅｎｔｓｔｙle｢b5｣]{:} ａｒｔicle} ＋＼，｣ と い う出 力 は。

｢＼，＼ｖｅｒbl ＼ｖｅｒｂ＋＼ｄｏｃｕｍｅｎtｓtｙle｢b5｣] 句 ●ｒｔicle1 ＋|＼,｣ と い うソ　 ス

か ら得 ら れ ます。

以下の書式を指定すれば、〈改行〉を含まない7加砲 を、記述されたままに出力

します。このコントロール・シーケンスを使用した場合には、出力される文字列

切ｏｒｄ を、そのまま文章の一部として使用することができます。

127



４- Ｅ χｅｒｃｉｓｅ

14) 他の環境のなかでは咄II

することができます。

（E）IぷTEIX につ い て　 その2 ～IがlkX の使 い方 ～

Ｌａｍｐｏｒt 氏 がI ざTkX にこ め た設計 哲学　　 そが 、 正し い 使 い方 とい え るの です。

を考 え れば 、「IぷＩＥＸ を使 え る」 と い うこ　　　 も ち ろ ん.I ぷＩＥＸ の マ クロ や ス タ イル

とは、1ぶでriE】Ｘ のマ ク ロや ス タ イルフ ァ イル　　 ファ イル を1’=I由 に 作成 す るこ と がで き るな

を自 在 に作 成 で き、 望 む が ままの 体 裁の 文　　 ら、 そ れは そ れで す ば ら し いこ と であ り、

書 を 作 り 川せ るこ と で は ない こ とに 気づ き　　 素敵 な こ と だ とい え ます。　し かし 、 あ くま

ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 でそ れ は二 次的 な もの で あっ て、ｇＩＥＸ を

そ れ は む しろ 逆 で 、「I ぶliXX を 使 え る 」　 使 川す る ため の 決 定的 な要 請 では な いこ と

とい うこ とは 。 文章 の 内 容 を論理 的 に構 成　　 に留 意 しな け れば な り ません。

し、 その 論 理的 な 構 成 が反 映 さ れ る よう に　　　 そ の 意味 で は 、一 般 に敷 居 が高 い とい わ

的 確 に コ ント ロ ール ・ シ ー ケン スを 埋 め 込　　 れ る「11」Ｘ の う ち、IざIEIX に|到し て は、 む

む こ と がで きる とい う こ とに ほ かな り ませ　　 しろ コンピ ュー タについ ての知識 がない 人々

ん。い い かえ れば 、「I ぷIlXX を使 う」」菊合 、　 に とっ てこ そ敷 居 が低 く。 理 数系の 人 の み

ユ ー ザ は論 理 的 な 文章 作成 と 、 その 反映 と　　 な らず、 お よそ 論理 的 な文 章 を書こ うと す

して の コ ント ロ ール ・ シ ー ケン スの 打 ち込　　 るす べ て の 人に と って こ そ最 も効 率的 に 用

みに 専 念 し、体 截 に か か わ る作 業 の は と ん　　 いら れ るべ き もの と いえ るで し ょう。

ど す べ て を ばTkX に 任 せ て し ま う方 向 こ　　　　　　　　　　　　　　 （ｐ.136 へ 続 く）

なお、匍ＯＴｄ の前後に記述する“＋”は、 必ずしも 十記号である必要はありませ

ん。ｕyＱ㎡ の前後に“＊”以外で、かつ ｕtＱ㎡ に含まれない文字を置けば よいので

す。ここで、＊以 外でなければならない という理山は、 ＼ｖｅｒｂ＊ との区別をつけ

るためですo 一 般に、“＋”以外にぱ Ｔ ’が多用されています（List 4- 10 ）。

ところで、＼ｖｅｒｂ と ＼ｖｅｒb＊ の違いは、ｇ・㎡ に含まれる〈空白〉に対する処理

の違い によるものです。 ＼ｖｅｒｂ で は「 」の ように単にスペ ースを空け ますが、

＼ｖｅｒｂ＊では「ｕ」の ように表現され ます。

また、コントロール・シーケンス ＼ｖｅｒｂ および ＼ｖｅｒｂ＊は、他のコントロール・

シーケンスの引数として利川するこ とはで きない14）ので、注意してください。

コントロール・シーヶンス ＼ｖｅｒｂ と異なり、複数行にわたるテキストを忠実に

出力することに適した環境が ｖｅｒｂａtim 環 境 です。 ＼ｖｅｒｂ は引数tx,
Ｑ７ｊ に〈改行〉

を含むことができませ んでしたが. ｖｅｒｂａtim 環 境 では〈改行〉も忠実に処理され

ます。

たとえば、｢1 舛｣ Ｘ ソースの作成｣ に 挙げたIX[ ＥＸ のサンプルソースLi ｓt 4- 1(

ｐ.81) の 胃 頭部分を何行か、以下に記述してみます。
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Ｘ 文 書 の ス タ イ ル を 指 定 し ま す。

＼ｄｏｃｕｍｅｎｔｓtyle[b5j]{ja ｒｔicle}

Ｚ タ イ ト ル を 定 義 し ま す

＼ｔitle{X680 ×O に つ い て}

＼ａｕｔｈｏｒ{Chiklmi Yo ｓｈｉｎｏ}

＼ｄａtｅ{1993/12/27}

Ｚ 二こから実際に文書が始まります

＼begin{ｄｏｃｌｍｅｎt1

Z タイトルを出力します。

＼ｍａｋｅtitle

＼ｓｅｃtｉｏｎ{:X680×O の現状1

Z 参照用のラベル

χ1abe111ｓt_ｓｅｃｔion1

1993 年には、待望久しかったX68030 が発売されました。X68030 は

X68000 シリーズの最高峰として存在するマシンですが、基本的な設計においては

従来機種との違いはなく、単にCPU をより高速なMC680EC30 に置き換えて

バス幅を32bit に拡張しただけのものとして考えることもできます。

そういった観点からは、このX68030 はなんら新しい部分がない魅力のない

機械であるといった批判を免れないのは事実です。

この出力は、以下のソースによって得られました。

iｓt ４-１１●ｖｅｒｂａｔi･1環境９サンカレｙ－ス

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

＼ｂｅｇｉｎ{ｖｅｒｂａtim}

ｋ 文 書 の ス タ イ ル を 指 定 し ま す 。

＼ｄｏｃｕｍｅｎtｓｔyle[b5j]{ja ｒｔicle}

覧｣ タ イ ト ル を 定 義 し ま す

＼ｔiｔ:Le{X680 ×Oｕに つ い て}

＼ａｕtｈｏｒ{Chik ｕm11JYo ｓｈｉｎｏ}

＼ｄａtｅ{1993/12/27}

覧｣ここから実際に文書が始まります

＼ｂｅｇｉｎ{ｄｏｃｌｌｍｅｎt}

Zｕタイトルを出力します。

＼ｍａｋｅｔiｔle

＼ｓｅｃ七ｉｏｎ{X680×01}の現状1

覧｣参照用のラベル

＼1abe111ｓｔ_ｓｅｃtｉｏｎ}

1993ｕ年には、待望久しかった1JX680301｣が発売されました。X68030ｕは

X68000ｕシリーズの最高峰として存在するマシンですが、基本的な設計においては

従来機種との違いはなく、単に１ＪＣＰＵＥ｣をより高速な1JMC680EC30ぶこ置き換えて

バス幅をｕ32biｔｕに拡張しただけのものとして考える二ともできます。

そういった観点からは、このｕＸ６８０３０ｕはなんら新しい部分がない魅力のない

機械であるといった批判を免れないのは事実です。

＼ｅｎｄ{ｖｅｒｂａｔim}

な お 、コントロール・シーケンス ＼ｖｅｒｂ に〈空白〉を「 」で表現す るタイプ

の もの（Xｖｅｒb ）と「1」」で表現す るタイプ の もの（＼ｖｅｒｂ＊）があった ように、

ｖｅｒｂａｔim 環境に もｖｅｒｂａｔim＊ 環境 があります。使い方は、ｖｅｒｂａｔim 環 境の場
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15) た と えば 、 脚注Xfoo ｔ-

ｎｏｔｅ の引 数 と し て 利 川

す るこ とはで きませ ん 。16)

た と え ば 、 ア ス キ ー が

開 発 し た マ ク ロ 集 ａｓ-

ｃｎ ｃ.ｓty で 定 義 さ れ た

ｓｃｒｅｅｎ 環 境 の なか で 使

11』したの が ．Ｌｉｓｔ ４－１１

の 出力 サ ンプ ルで す。

１７)添M' ディスク ７ のX ｓａｴn-　

Ple デ ィレ ク ト リ配 下 に

あ る各種 アー カ イプ で す。
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合 と同じです。

コントロール・シーケンス ＼ｖｅｒｂ および ＼ｖｅｒｂ＊ と同様に、ｖｅｒｂａｔim 環 境お

よび ｖｅｒｂａｔim＊ 環境 もほかのコントロール・シーケンスの引 数15
）として利 用す

ることはできません。 ただし、他の環境のなかでは使用することができます16
）o

1　4.4.6　
数式にかかわる構造

本節冒頭、第4.4 節「 論理構造を表す環境」（ｐ.H2 ）で述べたように、囚 七Ｘ に

おいて、数式の表現は「数式モード」 と呼ばれる特殊な動作環境 において行われ

ます。 数式モードは、文字どおり数式の表現を行うための動作環境です。それに

ともなって、パラグラフモードなどで は出力で きない多彩な数学記号や特殊記号

を利 用するこ とがで きるようになってい ますから、特に数式を扱わない人で も使

用することは多いでしょう。

本項 ではご く簡単に、数式モードへの移行 のしかたについてのみ概説を行い

ます。実際の数式の記述法については、その他の文献や、 第６章「TkXfamil ｙ」

（ｐ.229）で使用されている出力サンプ ルのソース17）のうち数式を使用しているも

の を参照してください。

◆ インライン数式　　　　　　　　

㎜

インライン数式とは、文章中あるいは表中で比較的簡単な数式を記述する場合

に使用する形式です。 たとえば、「Ｆsin（27「 十θ」＝ｒｓinθ 」の、「 」のなかがイ

ンライン数式に該当します。

前の段落 を出力するためのソースを、以下のLi ｓt 4-12 に示 してみましょう。

iｓt ４-１２● インフイン数式のサンプルソｰス

1
2
3
4

イ ン ライ ン数 式 と は、文 章 中あ る いは 表 中で 比 較的 簡 単 な数 式 を記述 す る場合 に

使 用 する 形式 で すo

た と えば、｢t｣$ ＼Ｇａｍｍａ＼ｓin(2 ＼Pi＋＼ｔｈｅtａ)=＼Ga皿ｍａ＼ｓin＼tｈｅｔａ軋｣｣ の、

｢E｣｣ のな か が イン ライ ン数 式 に該 当 し ます。

1ぶＴＥＸ において、インライン数式モードを使用するための書式は以下に示すと

おりです。

ｎｕｍｅ首ｃｄｊｏｒｍｕｔａ に数式を記述しますが、紙面の都合から、本書では説明し

ませ ん。 先に述べたように、その記述方法については各参考文献を参照してくだ

さい。

なお、インライン数式モードを利用する各環境の違いは、1ぴTE芦 の 内部的な処

理の違いにすぎないと思ってもらってかまい ません。 ただ、1ぷＴＥＸ の初級者には



４。４－ 論理構造を表す環境

このように、ディスプレイ数式は文章から独立して数式が出力されます。

前段落を出力するためのソースを、以下のLiSt 4- 13 に示しておきましょう。

ＬｉＳt ４-13● ディスプレイ数式のサンプルソｰス

具体 的に は、 イ ン ライ ン数 式の サ ンプ ル

L｣$＼Ｇａｚｎａ＼ｓin(2 ＼Pi＋＼tｈｅｔａ)= ＼Ga皿ｍａ＼ｓin＼ｔｈｅｔａ$ｕを

デ ィスプ レ イ数式 環 境 で出 力し て み る と、以 下 の よう にな り ま す。

$$ ＼Ｇａｍｍａ＼ｓin(２＼Pi＋＼ｔｈｅｔａ) ＼Ｇａｍｍａ＼ｓin＼ｔｈｅｔａ$$

また、 数 式番 号 をと も なっ た形 式 の 出力 も可 能 で す。

＼ｂｅｇｉｎ{ｅｑｕａｔｉｏｎ}

＼ｓｕｍ_{k1}^{ ｎ}ｎ-＼fｒａｃ{ｎ(ｎ＋1)}{２}

＼ｅｎｄ{ｅｑｕａｔｉｏｎ}

こ の よ うに、 デ ィス プレ イ 数式 は 文章 から独 立 し て数 式が 出力 さ れ ます。

巾ｎ ＝ ｎ(ｎ＋1)ル

1８）ディスプレイ数式の十丿

に空ける空自の大きさが

災なります。詳しく知 り

たい 人は試してみてくだ

さい。

１ ３ １

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

1ぶ亀Ｘにおいて、ディスプレイ数式モードを使用するための書式は以下のとお

りです。

＄… ＄の使用を勧めます。紙面の余裕がありませんので説明は省略しますが、一

言でいえば、「Ｆ ‥＄以外の書式には使用で きない場而がある
」からです。たと

えば、＼ｓｅｃtｉｏｎ の引数のなかで ＼（･･･ ＼）を使用するとエラーが起こります。

八 八て‾ ‾▽
インライン数式が文章中あるいは表中で簡単な数式を記述するときに使用する

形式であったのに対して、ディスプレイ数式環境は、比較的長い数式を文章から

独立させて出力する場合に使用するものです。　したがって、ディスプレイ数式環

境はパラグラフモードからしか使用できません。

具体的には、インライン数式のサンプルΓsin(27r十θ)＝Γｓinθをディスプレ

イ数式環境で出力してみると、以下のようになります。

Γｓin(27r十θ)二Γｓillθ

ま た、数式番号をともなった形 式の出力 も可能です。

▽
二

豺‥･糾 、＼[‥ へ] 、diｓＰｌａｙｍａｔｈ 環境 について は、ほとんど違いはあ りませ

ん18)。ｅｑｕａｔｉｏｎ環境は、数式を参照番号付きで出力できるもので、これは先に

サンプ ルを示したとお りで す。 ｅｑｎａｒｒａｙ 環境は、数式を縦揃えで出力するこ と

がで きます。
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１３ ２

|
ヅ吟7 “グ゙

－ヴヤ?ツ ニ” わ`戸叫

1ぶIEIχ で は、コントロール ・シーケンスを使用する場合や、独白のコントロー

ル・シーケンスや変数を定義する場合に、その作用範囲や存在範囲を限定するこ

とがで きます。

ここでは、「iｔｅｍｉｚｅ環境」（ｐ.119）で 紹介した箇条書きの構 造においてラベ

ル記号を変更 する例を川いて説明してみましょう。

まず、Liｓt 4- 14 とそ の出力をご覧ください。

1

2
3

4

5

6
7

8

9

＼ｂｅｇｉｎ{it ｅｍｉｚｅ}

ｕｕ＼iｔｅｍｕ標 準 の 状 態

1JJZZ ｕ
ラ ベ ル 記 号 の 変 更

1｣1｣
＼ｒｅｎｅｗｃｏｍｍａｎｄ{ ＼1abeli ｔｅｍｉＨ$ ＼bigci ｒｃ$}

ｕｕ＼iｔｅｍｕコ ン ト ロ ー ル ・ シ ー ケ ン ス の 作 用 範 囲 内

＼ｅｎｄ{it ｅｍｉｚｅ}

＼ｂｅｇｉｎ{it ｅｍｉｚｅ}

1｣１｣
＼itｅｍｕコ ン ト ロ ー ル ・ シ ー ケ ン ス の 作 用 範 囲 外

＼ｅｎｄ{i ｔｅｍｉｚｅ}

以下に示すのがLiSt 4-14 の出力サンプルです。

●

○

標準の状態

コントロール・シーケンスの作用範囲内

・ コントロール・シーケンスの作用範囲外

次に、以下に示すソースおよび出力サンプルを、今見ていただいたＬｉＳt 4-14

およびその出力と比較してみてください。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

＼ｂｅｇｉｎ{it ｅｍｉｚｅ}

ｍ｣ ＼it ｅｍｌ」標 準 の 状 態

＼ｅｎｄＵ ｔｅｍｉｚｅ}

ZZZE｣ ラ ベ ル 記 号 の 変 更

＼ｒｅｎｅｗｃｏｍｍａｎｄ[ ＼１ａｂｅ].i ｔｅｍｉ}{$ ＼ｂｉｇｃｉｒｃ$}

＼ｂｅｇｉｎ{it ｅｍｉＺｅ}

tJｕ
＼it ｅｍｕ コ ン ト ロ ー ル ・ シ ー ケ ン ス の 作 用 範 囲 内

＼ｅｎｄ{i ｔｅｍｉｚｅ}

＼ｂｅｇｉｎ{i ｔｅｍｉｚｅ}

ｕ 」＼iｔｅｍｕ コ ン ト ロ ー ル ・ シ ー ケ ン ス の 作 用 範 囲 内

＼ｅｎｄ{i ｔｅｍｉｚｅ:ﾄ



・　標準の状態フ

レ ニ

Ｏ　コントロール・シーヶンスの作用範囲内

違いがおわかりでしょうか？　環境内で使用されたコントロール・シーヶンス

は、環境内にしか作用していないはずです。具体的には、以下のことがわかり

ます。

○　 ラペルの変更をi ｔｅｍｉｚｅ 環境に入ってから行っているLi ｓt 4- 14 の 場 合、

この変更 は利 用している環境 内で一時的に作用する。

したがって、いったんit ｅｍｉｚｅ環境から抜け出して、もう一度i ｔｅｍｉｚｅ環

境に入っても、先はどの変更 はされない。

○　 ラベルの変更をi ｔｅｍｉｚｅ環境に入る前に( 親 の環境で) 行っているLi ｓt 4-15　　

の場 合、この変更は親の環境下にあるか ぎり有効なものである。

したがって、いったんi ｔｅｍｉｚｅ 環境から抜け出 して、もう一度i ｔｅｍｉｚｅ環

境に入っても、先はどの変更は有効なものとして機能する。

このような特性は、Ｈｕman68k における子プロセスと環境変数との関係を考え

るとわかりやすいかもしれません。

まず、ＣＯＭＭＡＮＤ.X から、さらにCOMMAND.X を実行して子プロセスに入ったと

しましょう。このとき、親プロセスで定義されている環境変数は子プロセスでも

受け継がれています(Fig. 4-5-(1)) 。そこで、子プロセスで親プロセスから受

け継がれた環境変数を変更(Fig. 4-5-(2)) したあと、ＥＸＩＴコマンドでプロセス

を抜け出した場合、親プロセスでは先に変更したはずの環境変数が元に戻ってい

ます(Fig. 4-5-(3)) 。さらに再び ＣＯＭＭＡＮＤ.Ｘを実行して子プロセスに入って

も、親プロセスの環境変数がそのまま受け継がれ、先の変更が再現されるような

ことはありません(Fig. 4-5-(4)) 。

４。４- 論理構造を表す環境
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１ ３４

Ｆｉｇ．４・５● Ｈｕｎｌａｎ６８ｋ のプロセスと環境変数 ～その1 ～

（ １） 子 プ ロ セ ス に 入 る

Ａ〉 ｓｅｔ

ＴＥＸＨＤＭＥ= ｆ：／ｔｅｘ

Ａ〉 ｃｏｍｍａｎｄ ．χ

Ｃｏｎ圖ａｎｄ ｖｅｒｓｉｏｎ ３.00

A 〉 ｓｅt

ＴＥＸＨＯＭＥ=f:/t ｅｘ

（２） 子 プ ロ セ ス で 環 境 変 数 を 変 更 す る

A 〉 ｓｅｔ ＴＥＸＨＯＭＥ=ｃ:/ ｕｓｒ/１０ｃａ１/t ｅｘ

Ａ＞ ｓｅt

ＴＥＸＨＯＭＥ=ｃ:/ ｕｓｒ/１０ｃａ１/ｔｅｘ

（３） 子 プ ロセ ス を抜 け る

Ａ＞ ｅｘiｔ

A＞ ｓｅｔ

ＴＥＸＨＯＭＥ=f:/ｔｅｘ

（４ ） 子 プ ロ セ ス に 入 る

Ａ＞ ｃｏｍｍａｎｄ ．χ

ＣｏＴｎＴｎａＴｌｄ ｖｅｒｓｉｏｎ ３.00

Ａ〉 ｓｅｔ

ＴＥＸＨＤＭＥ＝ｆ：／ｔｅｘ

Ａ〉 ｅｘｉｔ

しかし、親プロセスで先はどの変更を行ってしまえば(Ｆｉｇ. 4-6-(1))、その

後、子プロセスに何度出入りしても、親プロセスで変更した環境変数が受け継が

れることになるのです(Fig. 4-6-(2)､(3)) 。
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Ｆｉｇ．４・６・ Ｈｕｍａｎ６８ｋ のプロセスと環境変数 ～ その ２～

（１） 親 プ ロ セ ス で 環 境 変 数 を 変 更 す る

A 〉 ｓｅｔ TEXHOME= ｃ:/ ｕｓｒ/１０ｃａ１/t ｅｘ

A 〉 ｓｅt

ＴＥＸＨＯＭＥ=ｃ:/ ｕｓｒ/１０ｃａ１/t ｅｘ

（２）子プロセスにおける環境変数の設定状況 ～その1

A〉ｃｏｍｍａｎｄ.χ

ＣＯｍｍａｎｄ ｖｅｒＳｉｏｎ ３.00

A 〉 ｓｅｔ

TEXHOME= ｃ:/ ｕｓｒ/１０ｃａ１/ｔｅｘA

〉 ｅｘit

（３）子プロセスにおける環境変数の設定状況 ～その２

Ａ＞ｃｏⅢｍａＴｌｄ．χ

ＣＯｍｌｎａｎｄ Ｖｅｒｓｉｏｎ ３.００

A 〉 ｓｅt

ＴＥＸＨＯＭＥ= ｃ:/ ｕｓｒ/ １０ｃａ１/ ｔｅｘA

〉 ｅｘit

びＴＥＸ におけるコントロール・シーケンス も、この例ときわめて似た作用範囲

を持っているといえます。

このように、副ﾌＥＸ では各コントロール・シーケンスの作用範囲を特 定するこ

とができます。ここでは環境による作用範囲の特定の例を示 しましたが、これ以

外に｛ ｝で囲むこ とによって、コントロール・シーケンスの作用範囲を制御する

こ とがで きます。このような制御を行う典型例としては、フ ォントの種類やサイ

ズを特定部分だけ変更させる場 合が挙げられます。

たとえば、以下のサンプルソースにおいて｛＼iｔ… ＼/｝および｛ ＼bf… ｝の部分

がそれにあたります。

めのコントロール ・シー

ケンスについては、まと

めて後述します。
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２

19931｣年 、 つい に1｣{＼iｔｌＪＸ６８０００１}シ リ ー ズの 最 高峰 であ る1｣{＼bflJX68030} ｕが登 場

した。 また、 そ れに と もな ってｕＨｌｍａｎ６８ｋＸ/}ｕもｕＶｅｒ.３ｕがリ リー スさ れ てい る 。

ここで“＼iｔ”はフォントをイタリッ ク体に、“＼bｒ はフ ォントをボールド体

(太 字) に変更するためのコントロール・シーケンスのこ とです19〕。本来、＼bfや　　19 〕フォントの変更を行うた

＼iｔ のようなフォントの変更を行うコントロール・シーケンスは後続のフォント

をすべて変更しますが、このサンプルでは｛ ｝で囲むことでコントロール・シー

ケンスの作用範囲を特定するこ とに成功しています。次に示すのが ＬｉＳt 4- 16 の

出 力です。
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⑧IぶＴＥＸ について その３ ～コントロール・シーケンスの埋め込み～

ｌｊＴＥＸ について、２回にわたってコラム　　 ものがほとんどですから、コントロール・

で述べてきました。しかし、「複雑きわま　　シーケンスの挫め込みそのものが、論理的

るコントロール・シーケンスの埋め込みを　　 な文章作成のための推敲となるというわけ

要求することは、論理的な文章作成にライ　　です。

ターを集中させるどころかバ並にそれを疎　　　 ただし、びＩＥＸ のコントロづレ・シーケ

外するのではないか」という疑問を持つ人　　 ンスは、可読性が高くてわかりやすいものが

もいるのではないかと思います。　　　　　　 多い半面、長さが長いためにタイプミスの可

たしかに、この疑問は一面において事実　　 能性が高くなりますo そこで、巷には びＴＥＸ

といえるでしょう。特に、ＷＹＳＩＷＹＧ に　　 のソース作成のためにカスタマイズを加えた

なじんでいた場合にはなおのこと、バッチ　　 エディタが多数存在（第６章「竃芦familｙ」

処理特有の「まどろっこしさ」に苛立ちす　　 で紹介）しており、Ｌａｍｐｏrt氏 もこれらを

ら党えるに違いありません。　　　　　　　　 利川することを勧めていますo

しかし、Ｌａｍｐｏrt氏は『文､1ぷ処理システ　　　 ところで、ここまでの ｖＴＥＸ に関する

ムIぎＩＥＸ』において、こう述べています。　　説明で 「IぎＩＥＸ はえらく･･かたい”」ある

「自分のテキストの論理的な構成を ぼIEχ　 いは「ＷＴＥＸ では論文しか書けないのか」

に知らせなければならないので、必然的に　　
という印象をもった方、Ｌａｍｐｏrt氏は同書

構成のしっかりしたテキストを作ろうとす　　
でこうもいっているのです。

るようになる･」　　　　　　　　　　　　　　　 「言葉というものはつねに論理的とはか

IぶＴＥＸ のコントロール・シーケンスは、　 ぎらない｡」

文章の論理構造を出力に反映させるための

1993 年 、ついに Ｘ６８０００ シリーズの最高峰 である Ｘ６８０３０ が登場した。

また、それにともなって Ｈｕｍ皿６８ｋ も Ｖｅｒ.3 が リリースされている。

以上｡のようなクルーピンクの性質については、正直なところ「習うより慣れよ」

の言葉どおり、実際に経験を積み重ねたほうがわかりやすいでしょうから、いろ

いろ自分で試してみてください。
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第4.4 節 「論理構造を表す環境」で、IぶＴＥＸ は「論理構造を表現する」 と述べ

ました。基本的 に文章の論理構 造を表すコントロール・シーケンスだけを使用し

ていく方向性が「より 江［ＥＸ らしい使い方］なのですが、実際のところ、視覚的

な問題にまったく手をつけずにすますこ とがで きる文章というのは、それほ ど多

くありません。たとえば、「IぶＴＥＸ で処理したところ、思うように出力されなかっ

た」という場合、もっと具体的な例を挙げるなら、「警告（ Ｗａｍｉｎｇ）」（ｐ.84）で

解説したO ｖｅｒfｕｎ ＼ｈｂｏｘ のようなメッセージが出力される場合などは、その典

型 といえるでしょう。その場合、やむを得ず恍 視覚構 造を制御す る類のコント　　1 ）このような占き方をする

ロール・シーケンスを利用することになります。

ある意味では、結果的にこうして文書構造を制御するコントロール・シーケン

スと視覚構造を制御するコントロール・シーケンスとが入り乱れてしまうことが、

ＵｑｋＸのソースをわかりにくくしてしまう原因であるのかもしれません。

それはともかくとして、IMkX では、「処理したところ、思うように出力され

なかった」という場合のような消極的な要因だけではなく、もっと積極的に視覚

構造の制御を行うことも可能になっています。

文中のある部分を特に強調する必要からフォントを変更したい、または、同様

の理由から今度は文字を大きくしたい、あるいは、逆に補足的に記述する必要か

ら文字を小さくしたい－I ぶTkX を使用していれば、むしろそのような欲求は高

まるからです。

まして、匙jX の特徴のひとつは、その多彩かつ美しいフォントにあります。し

たがって、IぶTkX においてもこれを活用して、より読みやすい文書をつくり出そ

うと考えることは、ごく当然のことでしょう
Ｏ

本節では、主に文字に着目して、視覚構造を制御するための方法について概説

することにしますO

1　4j.1　
文字の大きさを変更する

本項では、まず びﾐＬＥＸ における文字の大きさの変更について、

みます。

と 。「 視 覚 的 制 御 は 使 わ

な い ほ うか よい」 とい う

ニ ュ ア ン スに取 れ る と思

い ま す。 そ の受 け 取 り 方

は 間 違い で も誤 解 で もあ

り ませ ん。「 視覚 に 関 す

る 制 御 を で きる だけ 避 け

る 」 とい う の が、I ぶliiX

の 「 まっ と う な」 使 い 方

で す。

以 下 、編 集 部 注 ：こ の よ

う に 述 べ る 本 章 の 著 者

か 、「 最 後 に 頼 る の は 力

業 だ よ ね」 とぼ や きな が

ら 、ｐｌａｈ］ｌｋＸ の コ ン

ト ロ ー ル･ シ ーケ ン スで

剔lt の 体ｔ ］この 最終 調 整

を し て い たこ と は 。注lj

し て然 る べ きで あろ う 。

簡単に触れて

137
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◆ 文字の大きさについて

活 字 の 世 界 で は 、 文 字 の 大 き さ を 表 す た め に ポ イ ン ト( ｐｏｉｎtｏ ｐt，ポ と も略 す)

と い う 単 位 を 使 用 す る の が 一 般 的 で す 。lpt ＝1/72.271n ＝0.3514mm で 、ＩＭＸ

で 使 用 す る 場 合 に はpt と い う 単 位 記 号 で 表 し ま す 。 こ れ を ア メ リカ 式 ポ イ ン ト

制( Ａｎｇｌｏ-Ａｍｅｒｉｃａｎ ｐｏｈｌt ｓｙｓtｅｍ) と い い 、 日 本 で も こ の 方 式 が 採 用 さ れ て い

ま す。

ま た 、 イ ギ リ ス 以 外 の ヨ ー ロ ッ パ で は 、ｌｃｃ( シ セ ロ 、ｃｉｃｅrｏ) ＝12dd( デ ィ ト

ポ イ ン ト 、didot ｐｏｉｎt) ＝4.511mm ＝12.835pt ≒ １ｐｃ( パ イ カ 、ｐｉｃａ) ＝12pt

と し て 定 め る デ ィ ト ポ イ ン ト 制(Didot ｐｏｉｎt ｓｙｓｙtｅｍ) が 主 流 の よ う で す。

こ の ほ か に 、[] 本 で は 写 真 植 字 の 指 定 で 使 用 さ れ る １ 級( Ｑ と も 略 す) ＝l

みｍｍ と い う 単 位 も あ り ます 。

｢ｌｋ Ｘ で は 、Table 4-10 に 示 す よ う に 、 長 さ の 単 位 と し て ｐt 、 dd ，ｃｃ ，ｐｃ な

ど を 使 用 す る こ と が で き ま す が 、 文 字 サ イ ズ を 表 す た め に は ｐt を 使 う の が 最 も

一 般 的 の よ う で す 。

'nlble 4･10 ● 日本語llsｘ における単位記号

記 号 � 意味 お よび ほ か の単 位 との 換 算

Pt �ポイ ント　　　　　　lpt ＝0.3515mm ＝65536sp

SP �スヶ－ ル ド ポ イン ト　lsp ＝0.5362 ×10
－5mm

ｍｍ �ミリ メ ートル　　　　1mm ＝0.1cm ＝2.834pt

Ｃｍ �セ ン チメ ート ル　　　lcm ＝10mm ＝28.34pt

in �イン チ　　　　　　　11n ＝25.4mm ＝72.27pt ＝72bp

bp �ビ ッ グ ポ イント　　　lbp ＝0.1391n

PC �パ イ カ　　　　　　　1pc ＝12pt ＝4.218mnl

ＣＣ �シセ ロ　　　　　　　　lcc ＝12.835pt ＝4.511mm ＝12dd

ｄｄ �デ イト ポ イント　　　　1dd ＝0.0833cc ＝0,376mm

ｅｍ �現 在 有効 な欧 文 フ ォント の 大文 字 Ｍ の 幅

ｅｘ �現 在有 効 な欧 文 フ ォント の 小文 字 ｘ の 高さ

ＺＷ �現 在有 効 な 日本 語 フ ォント の文 字 の幅

Ｚｈ �現 在有 効 な 日本 語 フ ォント の文 字 の高 さ

hble 4 － 11 ● “ ｐＢＩＥｘ ” で拡張された単位記号

記 号 �意 味 お よび ほ か の単 位 との換 算

Ｈ �歯　1H ＝0.25mnl ＝0.7085pt

Ｑ �級　1Q ＝1H

◆1 ぶＴＥＸ における文字の大きさ

副ＴｋＸ には、文字の大きさを変更するために、いくつかのコントロール・シー

ケンスが用意されています。しかし、それらのコントロール・シーケンスで実際

に出力される文字の大きさは、「つねに一定」というわけではありません。どう



⑧ フ ォ ン ト の 大 き さ と デ ザ イ ン

ＴｋＸ で 表 示 さ れ る 「12pt の ｒｏｍａｎ フ ォ

ン ト 」 と 「10pt の ｒｏｍａｎ フ ォン ト を12pt

に 拡 大 し た もの 」 と で は 、同 じ出 力 が 得 ら れ

る わ け で は あ り ませ ん 。こ れ は 、ＭＥＴＲＦＯＮＴ

の フ ォ ン ト が 特 定 の サ イ ズ で 表 示 し た 場 合

に 最 も 美 し く 見 え る よ う に デ ザ イ ン さ れ て

い る か ら で す。

つ ま り 、5pt の Ｃｏｍｐｕtｅｒ Ｍ ｏｄｅｒｎ Ｒ ｏ-

ｍａｎ フ ォ ン ト ｃｍr5 ” は5pt で 見 た と き

に 最 も 美 し く 見 え る よ う に 、10pt の Ｃｏｍ-

ｐｕtｅr Ｍ ｏｄｅｒｎ Ｒｏｍａｎ フ ォ ン ト ｃｍｒ10 ”

は10pt で 見 た と き に 最 も 美 し く 見 え る よ

う に つ く ら れ て い る の で す 。

し か し 、Table 4-13 （Ｐ.143 ） に 見 ら れ

る よ う に 、 フ ォ ン ト に よ っ て は 特 定 の サ イ

ズ し か 用 意 さ れ て い な い も の も あ り ま す 。

た と え ば Ｃｏｍｐｕtｅｒ Ｍｏｄｅｒｎ Ｒｏｍ ａｎ フ ォ

ン ト の 場 合 、5,6,7,8,9 ，10 ，12 ，17pt だ

け し か 用 意 さ れ て い ま せ ん 。

で は 、14pt の フ ォ ン ト （10pt を ベ ー ス

に し た と き の ＼Laｒge ）は ど うや っ て 出 力

す るの で し ょうか ？

新 た に14pt 用 に フ ォン ト をデ ザ イン す

るこ とが最 も望 まし い こ とは い う まで もあ

り ませ ん。 し か し、 こ れで は あ ま りに も面

倒で す。

通 常 は次 善 の策 とし て、 存 在 す る 「あ る

大 きさのフ ォント」 を拡 大 ・縮 小し 、「そ れ

らし く」 表 示 す るこ と に よっ て対 処 し てい

ます。

こ の よう なフ ォント の 拡大 処 理 を 行 う コ

ントロ ール ・シー ケン スが ＼ｍａｇｓｔeP で す。

とこ ろ が、先 はど から述 べ てい る よう に、

た と えば10pt の フ ォント は、10Pt で 見 た

とき に最 高 のバ ラ ン ス とな る よう に デ ザ イ

ン され てい ま すから、10pt のフ ォント を拡

大 して12pt で見 た ときに は、12pt で 見 る

た め にデ ザ イ ンさ れ たフ ォント の そ れ と比

べ る と、 若干 バ ラ ンス が く ず れる こ と にな

り ま す。

いうことかといいますと、スタイル オプ ションで11Pt あ るいは12P 七 な どを指

定している場合 と、指定していない場合（10Pt ）と では、実際に使用されるフ ォ

ントの大きさが変わってくるということです。

びTkX の文 字サイズを変更するコントロづ レ・シーヶンスによって設定される

フ ォントの大きさ、および改行幅（ ＼ｂａｓｅｌｉｎｅｓｋｉＰ）はTable 4-12 に 示 すとお

りです。この表に示 された文字の大 きさが実際にどの程度の大 きさであるかにつ

いては、本書の 『Ｖｏ１.2 － Ｒｅｆｅrｅｎｃｅ 編 』の巻末にフ ォントの出力サンプルが掲

載されていますから、これを参照してください。

hble4,12 ．１ｊＴＥχにおける文字の大きさ

コ ント ロ ール ・　

シ ー ケン ス �

文 字 の大 き さ ��� 改行 幅

�10pt �11pt �12pt �10pt �11pt �12Pt

＼ｔｉｎｙ

＼ＳｃｒｉＰｔｓｉｚｅ

＼ｆｏｏｔｎｏｔｅｓｉｚｅ

＼Ｓｍａ１１

＼ｎｏｒｍａｌｓｉｚｅ

＼１ａｒｇｅ

＼Ｌａｒｇｅ

＼ＬＡＲＧＥ

＼ｈｕｇｅ

＼Ｈｕｇｅ �　5pt　7pt　8Pt

gpt

10pt

12pt

14pt

17pt

20pt

25pt �　6pt　8pt

gpt

10pt

11Pt

12pt

14pt

17pt

20pt

25pt �　6pt　8pt10Ptllpt12Pt14pt17pt20pt25pt25pt�　

６　ｐｔ

８　ｐｔ

９．５Ｐｔ

ｌｌ　ｐ七12

pt

14　pt

18　pt

22　pt

25　pt

30　pt �　7 pt　9.5pt11

Pt

12 pt

13.6pt

14 pt

18 pt

22　pt

25　pt

30　pt �　7 pt　9.5pt12

pt

13.6pt

14.5pt

18　pt

22　pt

25　pt

30　pt

30　pt

なお、これらの文字サイズの変更を行うためのコントロール ・シーケンスを利

４。５-
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2 ）「 フ ォン ト の 種 顛 」

（ｐ.１４０）の コラ ム で述 べ

るNFSS で は 解消 さ れ

てい ます 。

１ ４ ０

（E）ｅｍと ｅｘ

活字の世界にかぎらず、寸法単位にはTable

4-12 に示すものがありますが、こ

れらのなかには、およそ活字の世界にかか

わる人でなければ使用しない、そしてなに

より、必ずしも絶対的ではない寸法単位が

含まれています。

ここで「絶対的ではない」という意味は、

いうまでもなく「相対的だ」ということで、

現在使用されているフォントの種類とサイ

ズとに依存して、その寸法単位の絶対的な

寸法を変化させるということです。

もう少し、この点について説明しておき

ましょう。１ｃｍ はどう操っても１ｃｍ であ

り、同時に10mm です。今１ｃｍ の長さが、

明日１ｍｍ で表されるということは、「世

界に存在する辞書のすべてを書き換えても

ありえない」といっていいでしょう。

しかし、活字の世界では、「文字幅の半

分だけ、出力を右に寄せたい」などという

場合が往々にしてありえます。そのために、

使用中の文字に応じてその絶対的な長さを

変える寸法単位がつくられたのであり、そ

の代表例がｅｍとｅｘ なのです。

さて、なぜ「寸法単位が持つ絶対的な値」

が 変 化す る のか とい う と、 本来 、ｅｍ は現 在

のフ ォント に おけ る大 文 字の“Ｍ ”の幅（つ

ま り、「ク ワタ 」あ るい は 「全角の 幅」 のこ

と）を 、 ｅｘ は 現 在 の フ ォン ト に お け る小

文字 の “ｘ”の 高 さを表 し たか らです。つ ま

り、 現 在 使 用 して い るフ ォン ト を別 のフ ォ

ン ト に 変更 す る と、 今 まで ｌｅｍ だ っ た長

さ（仮 に ｘｐt とし ま しょ う）は、 今 度使 用

す るフ ォ ント の大 文 字の “ Ｍ ” の幅 が ｘｐt

で な い か ぎ り、“１ｅｍ ” が示 す長 さ で はな

くなっ て し ま うので す。

た だ し、 現 実 に は 「“１ｅｍ ” は現 在使 用

す るフ ォント の大 文字 の“Ｍ ”の幅 を表 す」

とい う、 相対 的 な 寸法 単 位 が持 って い た は

ず の本 来 の意 味は 失 われ、ｅｍ や ｅｘ は、各

フ ォン トご とに定 め ら れた 固有 の値 とい う

以上 の意 味 を持 ち ませ ん。

さ て、 我 ら が 乃£Ｘ の標 準 フ ォ ント とい

うべ き Ｃｏｍｐｕtｅｒ Ｍｏｄｅｒｎ フ ォン ト の場

合 、 各フ ォン トは 卜 部 を除 いて ）、 ソー ス

上 “- 一一” と書 い た と きに 出力 さ れ る 「全

角の ダッシ ュ（－ ）」 が幅 １ ｅｍ に、数字 の

Ｏ～９ が 幅0. ５ｅｍ に、小 文 字の ｘ の 高さ が1e

ｘ に な る よう にデ ザ イン され てい ます。

用した場合、フ ォント 自体はｒol！１ａｎ フォントおよび明朝体 に戻ってしまい ます

から注意が必要です呪 このような場合、文字サイズの変更を行ったあとに、あ

らためてフォントの変更を行いますo

1　4.5.2　
フォントを変更する

本項では、L灯ＥＸ上で使用可能な多彩なフォントと、その使用法について概説

を行います。

◆ フォントの種類

フ ォ ン ト の 種 類 は 、 以 下 の よ う に 分 類 す る こ と が で き ま す 。 な お 、 こ の 分 類 は 、Mittelbach

氏 とSch6pf 氏 に よ っ て 提 唱 さ れ 、BT[ ＥＩＸ の Ｖｅｒ.3 で 採 用 さ れ る と い

う フ ォ ン ト 指 定 の 方法 “Ｎｅｗ Ｆｏｎt Ｓｅｌｅｃtｉｏｎ Ｓｃｈｅｍｅ (NFSS) ” を も と に し て い

ま す。



(E)Ｎｅｗ Ｆｏｎt Ｓｅｌｅｃtｉｏｎ Ｓｃｈｅｍｅ (NFSS)

従来のMT が: では、文字サイズ変更のコ　　 にはすでに実装されています。試したい人

ントロール・シーケンスを使川すると、||　　 は入手してみるとよいでしょう。あるいは、

本語フォントは明朝体に、アルファベット　　NFSS のパ ッケージも存在しますから、独

のフォントはローマン体に戻ってしまいま　　 自に組み込んでみるのもひとつの方法です。

した。しかし、NFSS ではサイズ・ファミ　　　 ただし、これらは今のところ日本語には

りー・シェイプ・ウェイト・ウィズが独立　　 対応していませんので、現在、ＰＣ-ＶＡＮ の

して管理されるために、文字サイズを変更　　 ＳＳＣＩＥＮＣＥ を中心に、NFSS を日本語に

しても、使川されていたフォントは継続し　　 対応させたり、豚亀Ｘ Ｖｅr.3のプロトタイ

て利川することが可能になっています。　　　 プともいうべきIぶTljXをアスキーの｢|本

もっとも、NFSS はI翼ＴｋＸだけの専売特　　=､謡汀ＭＸ で動作させたり。といったプロジェ

許ではありません。たとえば、4A 冲S-IぎTkX　　ｸﾄ が積極的に進められています。

○　 ファミリー（Smil ｙ ）

ある特定の思想（というのは大げさですが）の もとに統一 したデザ インで作

成された複数のフォントのグル ープのことをいい ます。

・　シェイプ（ｓｈａｐｅ）あるフ ァミりーに属するフ ォントの形状の変化のこ

とをいい ます。

ローマン体（ｒｏｍａｎ）をは じめ、 イタリック体（治疵ｃ）、スラ ント体

０１ａｎt）などが代表的でしょう。

・　シリーズ（ｓｅｒieｓ）

あるファミリーのフ ォントについて、文字そのものの|ljMの広 狭や、文字

の線の太さなどの系統的な変化のことをいい ます。

NFSS によ れば、サイズ（ｓiｚｅ）もこの配下に位置すると思ってよいか

もしれ ません。

ｏ　ウェイト（ｗｅｉｇｈt ）

文字を描く線の太さを表すシリーズのことをいいます。

細いものから順に、ライトOight ）、 ミディアム（medi ｕｍ ）、 ボー

ルド（bold ）が あり、これ より細い もの、あるいは太い ものはエ ク

ストラ（ｅｘtrａ）などの形容詞を冠して表します。

ｏ　ウィズ（ｗidtｈ ）

あるフ ァミリーに属するフ ォントの文字そのものの幅の広狭を表す

シリーズのことをいいます。

狭いものからコンデンス（ｃｏｎｄｅｎｓed）、ミディアム（medi ｕｍ）、エ

クスパ ンド（ｅｘｐａｎｄｅｄ,ｅｘtｅｎｄｅｄ）があり、これより細い もの、あ

るいは太い ものはエクストラ（ｅｘtｒａ）などの形容詞を冠 して表 し

ます。

４。５-
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４- Ｅ χｅｒｃｉｓｅ

◆ ＣＭ Ｆｏｎt Ｆａｍｉｌｙ

「亀Ｘ で標準的に使 用されているフ ォントは、「」］IE;Ｘ や ＭＥＴｎＦＯＮＴ の生みの親

である Ｄ.Ｅ.Ｋｎｕth 博 士 の手によって作成された、「ＣＭ（Ｃｏｍｐｕtｅｒ Ｍｏｄｅｒｎ）

フ ォント ーファミリー」と呼ばれる ものです。

ＣＭ フ ォント・ファミリーにはTable 4- 13 に示 す ものが用意されていますが、I

ぷTkX では 、これらのフォントを次の ３種類に分類 してい ます。

○　 ロード済み（ｐｒｅｌｏａｄ）

表中に「サンセリフ体」で示したサイズのフォントです。

名 前 をサン セリフ 体 で示したフ ォントは、 「IぷＩＥＸ に定義されてい るフ ォ

ント」（ｐ.144）で 示すコントロール・シーケンスに定義されており、そのうち

のサンセリフ体で示したサイズは、フ ォーマットファイル （fmｔ ファイル）

にｔfm フ ァイルが読み込まれてい ます。

なお、フ ォントのサイズ欄に書かれている数字は読み込まれるフ ォントのサ

イズを表します。したがって、 たとえば17pt のサ イズの欄に「10 」 とある

場合には、それは10Pt の サ イズのフ ォントを17Pt に拡 大して使用するこ

とを示し、8pt の サ イズ欄に「10 」 と書かれている場合には、それは10pt　　

のサイズのフ ォントを8pt に縮 小 して使用することを示します。

○　 要求時ロード（ｌｏａｄｅｄ ｏｎ ｄｅｍａｎｄ）

表中に「（サンセリフ体）」で示したサイズのフォントです。

このサイズのフォントは、必要になったときにｔfm フ ァイルが読み込まれる

ようになっています。

なお、フォントのサイズ欄に書かれている数字が当該フ ォントのサイズと異

なっている場合については、ロード済 みのフ ォントの場合と同じく、適当な

サイズを流用するこ とを表します。

○ 利用不可（ｕｎａｖailable ）

上 記以外の通常書体で示されたフォントです。

これらのフォントは、「任意のフォントを得る」（ｐ.144）で解説するように、

明示的にフォントの使用を定義しなければ利用で きません。



ｈ ｂｌｅ ４・１３・ Ｃ ｏｍ ｐｕｔｅｒ Ｍ ｏｄｅｒｎ Ｆｏｎｔ Ｆａ心l ｙ

4｡５－ 視覚構造を制御する

フ ァイル 名

のヘ ッダ �
フ ォント ネ ー ム �　　　　　　　　

サ イ ズ（po5　6　7　8　　9　10　11　12　14　17　20　25

cmb

cmbsy

cmb χcmb

χslcmbxticmcsccmdunhcrnexcmfrcmncmnbcminchcmittcrnrnlcmmibcrnrcmslcmslttcrnsscmssb

χcmssdcCrllSSIclnssqcnlssqlcmsycnltcsccmte

χCmtiCmttCn1Ucnlvtt�CM bold romanCM bold math symbolsCM bold e

χtended romanCM bold extended slanted romanCIX/l bold extended text italicCM caps and small capsCM

dunhill roman

CM math e χtensionCM funny romanCM funny italicCM roman fibonacci fontCM inch-high sans serif　　　

bold extended caps and digits

CM itahc typewriter

CM math italic

CM math italic bold

CM roman

CM slanted roman

CM slanted typewriter

CM sans 5erif

CM sans serif bold e χtendedCM sans serif demibold condensedCM slanted sans serifCM sans

serif quotation style

CM sans serif quotation style slanted

CM math symbols

CM typewriter caps and SmaH CapS

CM Tkx extended ASCIl charaderS

CMtext italic

CM typewriter text

CM unslanted italic

CM variable-width typewriter �　　　　　　　　　　　　　10　　　　　　　　　　　　(10

バ10)(10)(10)(5)(6)(7

ﾊﾞ8)9　10 10 12 10 10(10)(10)　　　　　　　　　　　　　10　　　

10　　　　　　　

(10)(10)(10)(10)(10 バ10 バ10 バ10)　　　　

10　　　　　　　　　　　　　

10　　　　　　　　　　　　　

10　　　　　　　　　　　　　

10　　　　　　　

8　　　　　　　　　　　　　

10　　　　　　　　　　　　　

10　

5　6　7　8　　9　10　10　12　10　10　10　　　　　　　　　　　　

(10 バ10 バ10)(10)　5　6　7　8　　9　10　10　12　10　17

10　10　　

(8)(9)　10　10 12(10)(10)(10)　　　　　　　　　　　　　

10　　　　　　　

(8)(9)10 10 12( 剛( 岡(10)　　　　　

10　　　　　　　　　　　　　

10　　　　　　　

8　　9　10　　　12　　　17　　　　　　　

8　　　　　　　

8　

5　6　7　8　　9　10　10　10　10　10　10　　　　　　　　　　　　　

10　　　　　　　

8　　9　10　　　　　

7　8　　9　10　10 12(10)(10)(10)　　　　　　　

(8)　9　10　10 12(10)(10)(10)　　　　　　　　　　　　　

10　　　　　　　　　　　　　

10

ところで、Iぶで[ＥＸ では、ＣＭ フ ォントのほかに簡単な図表を作成するため に、Table

4-14 に示 す ような ＭＥＴＲＦＯＮＴ が 拡張 されてい ます。表の 見方は ＣＭ

フォントの場合と|司じです。

Table 4 - 14 ● lｙlkχ Ｆｏｎtｓ

フ ァ イル 名

のヘ ッ ダ ��

フ ォン トネ ー ム �　　　　　　　　　　
サ イズ（Pt ）5　6　7　8　9　10　11　12　14　17　20

25

�asy

asyb

circle

circ【ew!｢lelneW�I

ぷTEx symbolsI

ぎTkx bold symbolsly[E}x circlel

ぶTEx wide circleI

ぷTEX linel

ぎIEx wide line �5　6　7　8　9　10　10　10　10　10　10　　　　　　　　　　　　　　(10

バ10)(10 バ10)　　　　　　　　　

10　　　　　　　　　　　　　　

10　　　　　　　　　　　　　　

10　　　　　　　　　　　　　　

10

また、日本語IぶＩＥＸ には、以下のような日本語フォントも川意されています。Table

4･15・ 日本語フォント

フ ァイ ル名

のヘ ッダ �
フ ォント ネ ーム �　　　　　　　　　

サ イ ズ（pt ）5　6　7　8　9　10　1.1　12　14　17　20

25

nlln

tmin

goth

tgoth �

横書 き用 明朝 体

縦書 き 用明朝 体

横書 き用 ゴ シッ ク 体

縦 書 き 用ゴ シ ック 体 �5　6　7　8　9　10　10　10　10　10　10　105　6　7　8　9　10(5)(6)(ﾌ

ﾊﾞ8)9 10 10 10 10 10(10 バ１０)

５　６　７　８　９　１０
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４- Ｅχｅｒｃｉｓｅ

３)明らかに斜体となるイタ

リック体Xi ｔ やスラント

体XS1 はもとより、状況

に応 じて斜体となる強調

X回 の場合にもつけるよ

うにしましょう。

144

◆I ぷＩＥＸ に定義 されているフォント

擢租Ｘ に定義されているフォントには、以下に示すものがあります。それぞれ

先頭に示しているのは、そのフォントに切り替えるためのコントロール・シーケ

ンスです。

0

０

０

０

０

０

０

０

＼ｒｍ ： “Ｒ ｏｍ ａｎ” ｆｏｎｔ ｉｓ “Ｃ Ｍ Ｒｏｍ ａｎ”．

＼ｂｆ ： “ Ｂ ｏｌｄ Ｆａｃｅ” ｆｏｎｔ ｉｓ “Ｃ Ｍ Ｂ ｏｌｄ Ｅ ｘｔｅｎｄｅｄ Ｒ ｏｍ ａｎ”

＼ｉｔ ： 町政山 ♂, わ ㎡i ｓ “ＣＭ ７１Ｘｌ ｎ ａｈ♂.

＼Ｓ1 9ja 址ed ”拓ｎＯ ｓ “ＣＭ Ｓｊａｎtｅｄ Ｒｏｍａｎ”.

＼ｓｆ ： “Ｓａｎ５ Ｓｅｒｉｆ̈ ｆｏｎｔ １５ “ＣＭ Ｓａｎｓ Ｓｅｒｉｆ’Ｉ．

＼ｔｔ ： ｇｇＴｙＰｅ－ＦａｃｅｊＪ ｆｏｎｔ ｉｓ “ ＣＭ Ｔｙｐｅ ＷｒｉｔｅｒＸｊ．

＼ｓｃ ： “ＳＭＡＬＬ ＣＡＰＳ” ＦＯＮＴ ＩＳ “ＣＭ ＣＡＰＳ ＡＮＤ ＳＭＡＬＬ ＣＡＰＳ”．

$ ＼ｃａｌ ｇｏｒｄ$ ：

“ｃＡ £Ｉ ＧＲ ＡＰ１{ ”ｙａﾉ Ｖｙ ヱ５ “C ルＬ/ Ｍｙt771 5 ｙ ル1 召Ｑ£Ｓ ″

○　 ＼ｂｏｌｄｍａｔｈ$ ＼ca1 7ｕｏ㎡$ ＼ｌｍｂｏｌｄｍａｔｈ ：

“５（コ£１）Ｃλ £二Z7 g況 λ アフ1 ’≒ Ｆａ へ/`ｒjZIS

“Ｃルt ５０ £7 ） ルt λ771 S ｙ Ａ／tZ3C:）£Ｓ ”

○　$ ＼ｍｉｔ ｗｏ㎡$ ： “冊 ｏ,th,ltａｈｃ” ｆｏＴtt iｓ Ｃ゙ Ｍ Ｍ ｄ ｈｌt（１ｒiご ’．

０　 ＼ｂｏｌｄｍａｔｈ$ ＼miｔ ｇり㎡$ ＼11Tlboldmaｔｈ :

“召ｏｌｄ Ａ血 清 μ（山 ｃ” か 耐 仙 “Ｃλf 召ol（Ｚ Ｍ ａ法 μ αΓic ”

た だ し 、$ ＼ｃａｌ ｇａ砲 ＄ お よ び ＼ｂ０１ｄｍａｔｈ$ ＼ｃａｌ ｇＱ砲$ ＼ｌｍｂ０１ｄｍａtｈ, $＼miｔ

ｇｏ砲$､ ＼ｂｏｌｄｍａｔｈ$ ＼miｔ 7加 砲$ ＼ｕｎｂｏｌｄｍａｔｈ は、 ｇ・戻 の 部 分 が 当 該 フ ォ ン ト

に 変 更 さ れ ま す 。

な お 、 イ タ リ ッ ク 体 や ス ラ ン ト 体 は 右 方 向 に 傾 い て い る た め に 、 直 後 に 斜 体

で は な い 文 字 が く る と 文 字 間 が 詰 ま っ て し ま い ま す。 た と え ば 、 冶 がt （｛ ＼iｔ

ｄｉｄ｝ｎ’ｔ ）の よ う に で す。 そ こ で 、 こ の よ う に 斜 体 に な る 可 能 性3 ）が あ るフ ォ ン

ト の 直 後 に は 、「 イ タ リ ッ ク補 正 （ ＼/）」 と呼 ば れ る横 方 向 の 空 白 補 正 を行 い ま す 。

こ の 補 正 を 行 っ た 場 合 、 先 は ど の 例 は 心dn ’t（｛ ＼iｔ ｄｉｄ＼/｝ｎ’t）の よ う に 出 力

さ れ る よ う に な り ま す。

と こ ろ で 、 本 書 に 添 付 さ れ て い る 日本 語 擢ＴＥＸ に は 、 日 本 語 フ ォ ン ト と し て

以 下 に示 す フ ォ ン ト の 変 更 を 行 う た め の コ ン ト ロ ー ル ・ シ ー ヶ ン ス が 設 定 さ れ て

い ま す 。

○

Ｏ

＼ｍｃ

＼ｇｔ

「明朝体」のフォントである。

「ゴシック体」のフォントである。

◆ 任意のフォントを得る

これまでに、IがＴＥＸ の標準の環境に設定されているコントロづ レ・シーケンス



によって、文字サイズや文字フォントを変更する方法を示しました。 しかし、場

合によっては、政昭Ｘ が標準で定義してい るよりも大きな文字サイズが必要なこ

ともあるでしょうし、「IざＴＥＸ に定義されてい るフォント」（ｐ.144）に 示したも

のとは異なるフォントを使用したいという場合もあるでしょう。

このような場合のために、IXnEIX に は新たにフ ォントを定義して利 用するため

のコントロール・シーケンスが用意されています。

それが ＼ｎｅｗｆｏｎｔ コントロ ール・シーケンスです。このコントロール・シーケ

ンスは、以下に示すような書式で使用し ます。

４。５-

4)IぷＴＥＸ での瞭 叫 にフォ

ントのデータか記述され

たｔfm フフイルが読み込

まれますから、･l-|該フォ

ントのtf ・ ファイルが準

備されていなければなり

ません。

１４ ５

＼ｎｅｗｆｏｎｔ は、? ｐt の フ ォントfo 址ｎａｍｅ を新たなコントロール・シーケンス

＼ｃｏｍｍ皿d として設定します。フォントサ イズの指定の部分( ａｔ yＰｔ) を 省略 し

た場合、選択 したフ ォントの本来のフォントサイズ( ｃｍｒ10 な ら10pt) が 選択さ

れ ますo

ここでは仮に Ｃｏｎｌｐｕtｅr Ｍｏｄｅｒｎ ＤｕnhiH Ro111an の9pt フ ォントを得たい場

合を例にとり、解説を行うことにしましょう。ＣＭ Ｄｕｎｈｍ Ｒｏｍａｎ 体は、｢ ＣＭ

Ｆｏｎt Ｆａｍｉｌｙ｣(Ｐ.142) で示 したTable 4 －13 (ｐ.143) の ように10pt サ イ ズしか

用意されていません。そこで、ここでは既存の10Pt のフ ォントフ ァイルを縮小

して9Pt の フ ォントを得ることにします。

以上の記述によって、ソース中で9pt の ＣＭ Ｄｕnh111Rolnall を 出力するコン

トロール ・シーケンス ＼ｃｍｄｕｎｈｎｉｎ を利用することができるようになります４)。

ただし、このようにして定義された任意のサイズの任意のフ ォントは、読み込

まれたそのサイズでしか利用することがで きません。どういうこ とかという と、｢I

ぎＴＥＸ における文字の大 きさ｣( ｐ.138) で示 したような文字サイズを変更 するコ

マ ンドによって、文字の大きさを変更するこ とはできない ということです。以下

のサンプルソースとその出力を見比べてみれば、原因はともかく、その意味はわ

かるでしょうｏ

１

２

３

＼ｎｅｗｆｏｎt{ ＼ｃｍｄｌｍｈｎｉｎＨ ｃｍｄｌｌｎｈ１０ｕａtｕgPt}

ABC{ ＼ｃｍｄｎｎｈｔｅｎｕＤＥＦＨ ＼bf ｕＧＨ工{＼tiny ＼ｒｍｕJKL{ ＼bflJMNO{

＼ｃｍｄｕｎｈｔｅｎ
ｌＪ
ＰＱＲ}ＳＴＵ}ＶＷＸ}YZ.}

LiSt 4-17 の 出 力 が 以 下 の サ ンプ ル で す 。

ＡＢＣＤＥＦＧＨＩミ ｇＸＯＰＱＲＳＴＵＶＷＸＹ Ｚ.

1　4.5.3　
フォントテーブルの利用

拉ＴＥＸ では、使用する機会が多い記号についてはコントロール・シーヶ ンスに

数学記号として定義されています。たとえば、「ａ 」は ＼ａ１Ｐｈａ という具合にで
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5 ）T4がＸ では、数値の表現に

８ 進数、10 進数、16 進

数を使用することができ

ますが、数値の前に「・ 」

をつけた場介には ８ 進数

を。「 ’･ 」をつけた場合

には16 進数を表します。

６) ほ か に 、ＺＴＥ ＸＢ ＯＭＥＺ Ｍｌａｃｒ ｏｓ

χｆ ｏｎtbl.t ｅｘ も 川 意 さ れ

て い ま す 。

１ ４ ６

す 。 し た が っ て 、 通 常 は こ れ ら の コ ン ト ロ ー ル ・ シ ー ケ ン ス を 使 用 す れ ば こ と 足

り る は ず で す 。

し か し 、 す べ て の 記 号 が コ ン ト ロ ー ル ・ シ ー ケ ン ス に 定 義 さ れ て い る と い う わ

け で は あ り ま せ ん し 、 定 義 さ れ て い た と し て も 数 学 記 号 と し て 定 義 さ れ て い る た

め に 数 式 モ ー ド で な け れ ば 使 用 す る こ と が で きな い と い う 制 約 も あ り ま す。 こ の

よ う な 場 合 に は 、 以 下 に 示 す よ う に フ ォ ン ト テ ー ブ ル を 参 照 し て 新 た に コ ン ト

ロ ー ル ・ シ ー ケ ン ス と し て 定 義 す る こ と に よっ て 、 出 力 し た い 任 意 の 文 字 を 自 在

に 使 用 す る こ と が で き る の で すo

た と え ばComP ｕｔｅｒ Ｍｏｄｅｒｎ ＴyPe ｗｒiｔｅｒ Ｔｅｘｔ （ｃｍｔｔ）に お い で ＼” を 出 力

す る 場 合 、 も と も と の 定 義 を 利 用 す る こ と を 考 え れ ば 、$ ＼ｂａｃｋｓlaｓｈ$ で “ ＼”

を 、 あ る い は ＼ｖｅｒｂ＋＼＋ で “ ＼”を 出 力 で き る こ と が で き ま す。　し か し 、 ど ち ら

も い さ さ か 冗 長 な 記 述 で す し 、 ＼ｖｅｒｂ に い た っ て は 他 の コ ン ト ロ ー ル ・ シ ー ケ ン

ス の 引 数 と し て 使 用 で き な い と い う 使 用 上 の 制 約 も あ り ま す 。 そ の た め 、 記 号 を

多 用 す る 場 合 や 使 用 す る 状 況 に よ っ て は 便 利 と は い え ま せ ん 。

そ こ で こ の 場 合 、 本 書 の 『 Ｖｏ１.2 － Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ 編
』 の
最 終 章 に 掲 載 さ れ て い る

フ ォ ン ト テ ーブ ル を も と に、 新 た な コ ン ト ロ ー ル ・ シ ー ケ ン ス と し て 設 定 す る こ

と で 対 応 し ま す 。

まず 『 Ｖｏｌ.2－ Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ 編 』 の フ ォ ン ト テ ーブ ル を 参 照 す る と 、“ ＼” と い う

文 字 力ｆ ＣｏｍＰｕｔｅｒ Ｍｏｄｅｒｎ ＴyＰｅｗｒiｔｅｒ Ｔｅｘｔ に お い て は ８ 進 数 コ ー ド で ’1345）、16

進 数 コ ー ド で ”5c で あ る こ と が わ か り ま す。 そ こ で 、 コ ー ド で 指 定 し て 文 字

を 出 力 す る た め の コ ン ト ロ ー ル ・ シ ー ケ ン ス ＼ｓyｍｂ
０１ あ る い は ＼ｃｈａｒ を 使 用 し

て 、 新 た な コ ン ト ロ ー ル ・ シ ー ケ ン ス と し て 登 録 す る の で す 。

登 録 の し か た は 、 ソ ー ス 中 で ＼ｄｅｆ＼ｂｓ｛｛ ＼ｔｔ＼ｓｙｍｂ０１｛･134 ｝｝｝ あ る い は

＼ｄｅｆ＼ｂｓ｛｛ ＼ｔｔ＼ｓyｍｂ０１｛ ’15c｝｝｝ を 定 義 す る こ と に よ り、 ＼ｂｓ と い う コ ン ト ロ ー

ル ・ シ ー ケ ン ス で “ ＼” を 出 力 す る こ と が で き る よ う に な り ま す。

と こ ろ で 、 新 た に 入 手 し た ＭＥＴＲＦＯＮＴ の フ ォ ン ト を 出 力 す る場 合 、 フ ォ ン ト

とフ ォ ン ト を 出 力 さ せ る た め の コ ー ド と の 対 応 を 知 る こ と が 必 要 と な り ま す 。 つ

ま り、 フ ォ ン ト フ ァ イ ル に ど の よ う な フ ォン ト が 入 っ て い る の か 、 そ し て
、 そ れ

が ど の コ ー ド に 割 り 当 て ら れ て い る の か を 知 る こ と が 肝 心 で すo そ の た め に 、 先

は ど か ら 利 用 し て い る よ う な フ ォ ン ト テ ー ブ ル を 作 成 し な け れ ば な り ま せ ん 。

あ り か た い こ と に ＴｋＸ の シ ス テ ム に は 、 フ ォ ン ト テ ー ブ ル を け じ め 、 各 種 の

フ ォ ン ト に か か わ る 出 力 サ ンプ ル が 得 ら れ る ソ ー ス フ ァ イ ル が 用 意 さ れ て お り、

こ れ は 本 書 が 構 築 し た 町 芦 シ ス テ ム で も 当 然 サ ポ ー ト さ れ て い ま す。 具 体 的 に

は 、 ＺＴＥＸＨＯＭＥＺ＼ｎｌａｃｒｏｓ＼ｔｅｓｔｆｏｎｔ.ｔｅｘ６）が 当 該 ソ ー ス フ ァ イ ル に あ た り ま す 。

こ の ソ ー ス を Ｐｌａｉｎ 刃£Ｘ で 処 理 し、 指 示 を 入 力 し て い くこ と に よ っ て、 各 種 の サ

ンプ ル が 得 ら れ る よ う に な っ て い ま す。 本 書 の 『 Ｖ０１.2 － Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ 編
』 に
掲 載

さ れ て い る フ ォ ン ト テ ー ブ ル は 、 こ の ソ ー ス に よ っ て 作 成 し た もの で は あ り ま せ

ん が 、 出 力 の 形 式 は 同 様 で す の で 、 同 じ よ う に 利 用 す る こ と が で き る で し ょ う。

た と え ば 、ｃｍｒ10 の フ ォ ン ト テ ーブ ル を 得 る 場 合 、 次 の よ う に し て くだ さ い 。



Ａ〉 Ｔｅχｅｎｖ ．ｂａｔ

Ａ〉 ＴｅＸ ．ｂａｔ ｔｅｓｔｆｏｎｔ ．ｔｅｘ

Ｔｈｉｓ ｉｓ ＰＴｅＸ ， Ｃ Ｖｅｒｓｉｏｎ ２. ９９ ｊ１ ．６ Ｐ１ ．０ ．９ａ ｆｉｘ２ｂ （ｎｏ ｆｏｒｍａｔ Ｐｒｅｌ ｏａｄｅｄ）

（ｃ： ／Ｔｅχ／ｍａｃｒｏｓ ／ｔｅｓｔｆｏｎｔ ．ｔｅｘ

Ｎａｍｅ ｏｆ ｔｈｅ ｆｏｎｔ ｔｏ ｔｅｓｔ ＝ ｃｍｒ１０

Ｎｏｗ ｔｙｌ〕ｅ ａ ｔｅｓｔ ｃｏｉｌｍａｎｄ （ χｈｅ１Ｐ ｆ ｏｒ ｈｅ１Ｐ）：）

＊＼ｔａｂ ］．ｅ

＊＼ｂｙｅ

［１］

ＯｕｔＰｕｔ ｗｒｉｔｔｅｎ ｏｎ ｔｅｓｔｆｏｎｔ ．ｄｖｉ （１ Ｐａｇｅ ， 5816 b ｙｔｅｓ ）

ＴｒａｎｓｃｒｉＰｔ ｗｒｉｔｔｅｎ ｏｎ ｔｅｓｔｆｏｎｔ ．１０ｇ･

Ａ＞ ＦＭｓｅｔ ．ｂａｔ

A 〉P ｒint t ｅｓｔｆｏｎt. ｄｖi

このようにして得られたフォントテーブルと、Table 4-16 に示すｌｋＸ の内部

コードは対応しています7）から、たとえば、記号“ド’を出力する場合には、以

下に示すようないくつかの方法が考えられます。

○

○

コントロール ・シーケンス８０‘ を使用する。

ｃｍｒ フォントにおけるコード ’074 を もとに、 コントロール ・シーヶ ンス

χｓｙｍｂｏ１｛ ヤ4 ｝あるいは χｃｈａｒ’74 を利用して新 たなコントロール ・シーケ

ンスに定義する（先の“＼”の出力に使用した方法）。

O　 ｃｍｒ フォントにおけるコード ’074をもとに、コントロール・シーケンス

Xｓｙｌｎｂｏ１｛ヤ4｝あるいは Ｘｃｈａｺ=ヤ4 を使用して直接出力する。

Ｏ　ｃｍｒフォントにおけるコード ’074に対応する「亀Ｘ の内部コード“ぐ を記

述する。

４。５-

７）正 確に は、「対 応す るよう

に デ バ イ スド ラ イ バか 作

成 さ れ て い る」 と い うこ

と で す。ｌｔｘ の ソ ー ス

に 含 ま れ てい るす べ ての

文 字 情 報 は 、１甘ｘ が 処

理す る 際に ＴＭｘ の 内 部

コー ドへ と展 開さ れま す。

出 力す る 場 合に は 、 デ“

イ スド ラ イパか こ の 内 部

コ ー ド とフ ォ ント コ ー ド

を対 応 さ せ て出 力す る の

で す。 この よう な 処 理の

しか たゆ えにごr 甘ｘ は 異

な る 機種 の コ ン ピュ ー タ

ただし、英数文字（O …9j A …Z ， ａ･‥ｚ）のASCII コー ドと等しいITkX の 内　　　
二 二 言 響

部コードを持つ文字を出力する場合でないかぎりヽ最後の方法は 町iX（「IXIﾌＥＸ 」　8
）Ｑ ツトロール・シー

で はない）の初級者には必ずしもお勧めで きません。その理由についてはここで　　　 ケンスはへから始まる」

触れませんが、興味のあ る人はＤ.Ｅ.Ｋｎｕth 饌 士 の『ＴｈＸ ｂｏｏｋ』を参照してく

ださい9）。

という定義か らすると、

この記述は正確さを欠き

ますか、ほかの表現を思

いつかないので、 コント

ロール・シーケンスとい

うことにしています。

９）逆 に い え ば 、ｑlE;Ｘ

ｂＯＯｋ』の内容について

いける人ならば、最後の

方法を利川して も間趣を

生じさせ るようなことは

ないでしょう。
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Table 4 －16・ ＴｋＸ の内部処理コード

��８進数/16進数(上段丿け定下位コード

��句 � 勺 � 惚 � 留 �ｊ � 悟 � 男 � ツ

８

進

数

指

定

上

位

コ

｜

ド �100a; �

＾^⑩ �^ ^A �^^B �^^Ｃ �^ Ｄ̂ �^ ^Ｅ �^ Ｆ̂ �^ ^Ｇ �'10X �16

進

数

指

定

上

位

コ

｜

ド

�泗む; �^ ^Ｈ �^ ^工 �^ ^Ｊ �^^Ｋ �^ Ｌ̂ �^ ^Ｍ �^ Ｎ̂ �^^0

�j02エ �^ ^Ｐ �^^Q �^ ^Ｒ �^^Ｓ �^ Ｔ̂ �^ ^Ｕ �^ ^Ｖ �^ ^Ｗ �
”１χ

�703Ｘ �^ ^χ �^ ^Ｙ �^ ^Ｚ �^^［ �^^ ＼ �^^ ］ � ～⌒⌒
� ⌒ ⌒　　

－

�'θか ��１ ��毒 � ＄ �Ｚ � ＆ ��'12
χ

�夕θ5X �（ � ） � ＊ � ＋
�� －

��／

�泗∂X � ０ � １ � ２ � ３ � ４ � ５ � ６ � ７ �
”３χ

�゛07こじ� ８ � ９
�

●

� ●
夕
�
＜ �- � ＞ � ？

�勺∂£ � Ｑ � Ａ � Ｂ � Ｃ � Ｄ � Ｅ � Ｆ � Ｇ �
”4χ

�勺jJ � Ｈ � 工 � Ｊ � Ｋ � Ｌ � Ｍ � Ｎ � ０

�｀１２Ｘ� Ｐ �Ｑ � Ｒ � Ｓ � Ｔ � Ｕ � Ｖ � Ｗ �
”5χ

�４3Ｘ � Ｘ � Ｙ � Ｚ �［ � ＼ � ］

�'1豺 ��ａ � ｂ � Ｃ � ｄ � ｅ � ｆ �ｇ �
”6χ

�715a; � ｈ � １ �ｊ � ｋ � １ � ｍ � ｎ � ○

�リ∂J � Ｐ � ｑ �「 � Ｓ � ｔ � Ｕ � Ｖ � Ｗ �
”7χ

�勺迦 � Ｘ � ｙ � Ｚ �｛ � ｜ � ｝ ��^^ ？

��'18
�119 �'IA � ”Ｂ �IIC �11D �IIE �"Ｆ

��16進数指定下位コードO゛段）

なお、先に紹介したｔｅｓｔｆｏｎｔ.ｔｅｘでは、フォントテーブ ル以外の出力形式も

可能で、その出力形式は次に示 すように調べ ることができます。これらの出力形

式で出力する場合には、先にフ ォントテーブルを得た例で ＼tａｂｌｅ と入力したか

わりに、それぞれの出力形式に対応した指示を入力してやればよいのです。いく

つかのフ ォントで、いくつかの出力形式のサンプ ル出力を試してみてください。



Ａ〉 Ｔｅχｅｎｖ ．ｂａｔ

Ａ〉 ＴｅＸ ．ｂａｔ ｔｅｓｔｆｏｎｔ ．ｔｅｘ

Ｔｈｉｓ ｉｓ ＰＴｅＸ ， Ｃ Ｖｅｒｓｉｏｎ ２.99 jl ．６ ｐ１ ．０ ．９ａ ｆｉｘ２ｂ （ｎｏ ｆｏｒｍａｔ Ｐｒｅｌ ｏａｄｅｄ）

（ｃ： ／Ｔｅχｙｍａｃｒｏｓ／ｔｅｓｔｆｏｎｔ ．ｔｅｘ

Ｎａｍｅ ｏｆ ｔｈｅ ｆｏｎｔ ｔｏ ｔｅｓｔ ＝ ｃｍｒ１０

Ｎｏｗ ｔｙｌ）ｅ ａ ｔｅｓｔ ｃｏ７１ｍａｎｄ （ χｈｅ１Ｐ ｆｏｒ ｈｅ１Ｐ）：）

＊χｈｅ１Ｐ

Ｘｉｎｉｔ ｓｗｉｔｃｈｅｓ ｔｏ ａｎｏｔｈｅｒ ｆｏｎｔ；

χｅｎｄ ｏｒ χｂｙｅ ｆｉｎｉｓｈｅｓ ｔｈｅ ｒｌｌｎ；

＼ｔａｂｌ ｅ ｐｒｉｎｔｓ ｔｈｅ ｆｏｎｔ ｌａｙｏｕｔ ｉｎ ｔａｂｕｌａｒ ｆｏｒ ｍａｔ；

＼ｔｅｘｔ Ｐｒｉｎｔｓ ａ ｓａｍＰｌｅ ｔｅχｔ ， ａｓｓｕｍｉｎｇ Ｔｅχ ｔｅχｔ ｆｏｎｔ ｃｏｎｖｅｎｔｉｏｎｓ；

χｓａｍＰｌｅ ｃｏｍｂｉｎｅｓ へｔａｂｌｅ ａｎｄ へｔｅｘｔ；

＼【ｎｉｘｔｕｒｅ ｍｉｘｅｓ ａ ｂａｃｋｇｒｏ１１Ｔｌｄ ｃｈａｒａｃｔｅｒ ｗｉｔｈ ａ ｓｅｒｉｅｓ ｏｆ ｏｔｈｅｒｓ；

＼ａｌｔｅｒｎａｔｉｏｎ ｉｎｔｅｒｌｅａｖｅｓ ａ ｂａｃｋｇｒ０１】ｎｄ ｃｈａｒａｃｔｅｒ ｗｉｔｈ ａ ｓｅｒｉｅｓ；

＼ａ１Ｐｈａｂｅｔ Ｐｒｉｎｔｓ ａ１１ １０ｗｅｒｃａｓｅ ｌｅｔｔｅｒｓ ｗｉｔｈｉｎ ａ ｇｉｖｅｎ ｂａｃｋｇｒｏ１１ｎｄ;

＼ＡＬＰＨＡＢＥＴ Ｐｒｉｎｔｓ ａｌｌ ｕｐＰｅｒｃａｓｅ ｌｅｔｔｅｒｓ ｗｉｔｈｉｎ ａ ｇｉｖｅｎ ｂａｃｋｇｒｏ１１ｎｄ;

＼ｓｅｒｉｅｓ ｐｒｉｎｔｓ ａ ｓｅｒｉｅｓ ｏｆ ｌｅｔｔｅｒｓ ｗｉｔｈｉｎ ａ ｇｉｖｅｎ ｂａｃｋｇｒｏｕｎｄ；

＼１０ｗｅｒｓ Ｐｒｉｎｔｓ ａ ｃｏⅢｐｒｅｈｅｎｓｉｖｅ ｔｅｓｔ ｏｆ ｌｏｗｅｒｃａｓｅ；

＼ｕｐｐｅｒｓ ｐｒｉｎｔｓ ａ ｃｏｍｐｒｅｈｅｎｓｉｖｅ ｔｅｓｔ ｏｆ ｕｐｐｅｒｃａｓｅ；

＼ｄｉｇｉｔｓ Ｐｒｉｎｔｓ ａ ｃＱｍＰｒｅｈｅｎｓｉｖｅ ｔｅｓｔ ｏｆ ｎｕｍｅｒａｌｓ；

χｍａｔｈ ｐｒｉｎｔｓ ａ ｃｏｍｐｒｅｈｅｎｓｉｖｅ ｔｅｓｔ ｏｆ ＴｅＸ ｍａｔｈ ｉｔａｌｉｃ；

χｎａｉｎｅｓ ｐｒｉｎｔｓ ａ ｔｅｘｔ ｔｈａｔ ｍｉｘｅｓ ｕＰＰｅｒ Ｒｎｄ ｌｏｗｅｒ ｃａｓｅ；

χＰ１１ｎｃｔ ｐｒｉｎｔｓ ａ Ｐｕｌｌｃｔｕａｔｉｏｎ ｔｅｓｔ ；

＼ｂｉｇｔｅｓｔ ｃｏｍｂｉｎｅｓ ｌｎａｎｙ ｏｆ ｔｈｅ ａｂｏｖｅ ｒｏｕｔｉｎｅｓ；

＼ｈｅ１Ｐ ｒｅＰｅａｔｓ ｔｈｉｓ ｍｅｓｓａｇｅ；

゛`７１ｄ ｙｏｕ ｃａｎ ｕｓｅ ｏｒｄｉｎａｒｙ ＴｅＸ ｃｏｍＴｎａｎｄｓ （ｅ ．９ ．， ｔｏ χｉｎＰｕｔ ａ ｆｉｌｅ）．

＊

4｡5.4　 その他の視覚構造を制御する

前項までは、文字にかぎって びTkX 上で視覚構造の制御を行う方法について

述べてきました。本項では、特に文字にこだわらずに視覚構造の制御について解

説することにしましょう。

◆ 改行と改ページ

江［kX では、基本的に改行処理や改ページ処理を自動的に行ってくれますから、

必ずしも使用する側か設定しなければならないというわけではあ りませんが、い

くつかの理由によってそれらの処理を明示的に行いたい場合があ りますo

た とえば、「警告（Ｗａｒning ）」（ｐ.84）で解説したO ｖｅｒfｕ11 ＼ｈｂｏｘ のような

メッセージが出力される場合があります。この場合、1ぷＴＥＸ が適当な改行位置を

４。５-
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見つけられずに出力が右マージン領域にはみ出してしまっていますから、出力の

状態によってはなんらかの手段をもってこれを解消しなければなりません。

Ｄ円∃Ｘ には、このような場合に使用する改行の制御を行うコントロづレ・シー

ケンスがいくつか用意されていますので、以下に挙げてみることにします。

○　 改行 を制御するコントロール ・シーケンス

● ＼1111ebｒｅａｋ[咄 以]

こ のコントロール・シーケンスが記述された部分では、ｌｅｄ(O ～4) の

大 きさに応じて改行がされやすくなり、leｗl が ４のとき必ず改行され

ます。

ただし、[leｗl] の指定は省略可能で、省略した場合はXlineb ｒｅａｋ[４]

と同等の強制力を持ちます。

なお、改行された行は右マージンに届 くように単語間の空白が調節され、

行の長さが隣接する他の行に揃 えられます。

●　＼ｎｏｌｉｎｅｂｒｅａｋ[lcｗl]

こ の コントロづ レ・シーケンスが記述された部分では、ｋ ｅｌ(O ～4) の

大 きさに応じて改行が抑制され、１６ｄ が ４ のとき最 も改行されにくく

なり ます。

ただし、[leｗl] の指 定は省略可能で、省略した場合は ＼ｎｏｌｉｎｅｂｒｅａｋ[4]　

と同等の抑制力を持ちます。

なお、＼ｎｏｌｉｎｅｂｒｅａｋ[O] の ときは、改行してもしなくて もよいという

こ とになり、これは ＼１１ｎｅｂｒｅａｋ[O] と同 値になります。

●　＼ｎｅｗline

行 を終了 して改行を行い ます。改行した行頭でインデントは行われま

せん。

単純な改行処理を行うのみですから、行長を前後の行に揃えるなどの処

理は行い ませんo

●　＼＼

行を終了して改行を行い ます。改行した行頭でインデントは行 われま

せん。

単純 な改行処理を行い ますから、行長 を前後の行に揃えるなどの処理は

行いません。

＼ｎｅｗline よ り も ＼＼のほうがよく利 用されていますが、機能的な違いは

ありません。

以 上 、 解 説 し た 改 行 を 制御 す る コ ン ト ロ ー ル ・ シ ー ケ ン ス の う ち の い く つ か に

つ い て 、 出 力 サ ン プ ル と そ の ソ ー ス を示 し て み る こ と に し ま す 。

iｓｔ４－１８● 改行を制御するコントロール・シーケンスのサンプルソース

1:　 ＼ｖｅｒｂ＋＼１１ｎｅｂｒｅａｋ＋1｣の 場合 、 改行 さ れ た行 は ＼１１ｎｅｂｒｅａｋ

２:　 こ の よ うに右 マー ジン に届 く よう に単 語 間 の空 白 が調 節 さ れ、

3:　 行 の長 さが 隣接 す る他 の行 に揃 え ら れ ます。

４：

５：　こ れ に対 し てt｣＼ｖｅｒｂ＋χｎｅｗline ÷1｣お よびｕχｖｅｒｂ＋χχ＋1｣の 場 合 は、＼χ

6:　 こ の よ うに単 純 な 改行 処理 のみ を 行い ます から 、Ｘｎｅｗliｎｅ
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行長を前後の行に揃えたりはしません。

LiSt 4-18 の 出 力 を 以 下 に 示 し ま す 。

＼１１ｎｅｂｒｅａｋ　　　の　 場　 合　 、改　 行　 さ　　れ　 た　 行　 は

このように右マージンに届くように単語問の空白が調節され、行の長さ

が隣接する他の行に揃えられます。

これに対して ＼ｎｅｗlineおよび ＼＼の場合は、

このように単純な改行処理のみを行いますから、

行長を前後の行に揃えたりはしません。

さて、これまで説明してきたこ とは横方向、つ まり行に対 する制御でした。こ

れに対してO ｖｅｒfｕ11 ＼ｖｂｏｘ の ようなメッセージが出力される場合は、縦方向、

つ まり、ページに対する制御を行ったほうが よい というこ とがあ ります。呼ＴＥＸ

には、このような場合 に使用するこ とがで きる改ペ ージ制御 を行うコントロー

ル ・シーケンスもいくつか用意されてい ますので、以下に挙げてみることにし ま

しょうｏ

○　 改ページを制御するコントロール・シーケンス

● ＼Ｐａｇｅｂｒｅａｋ[l,(洵ｄ)

改行制御のコントロール・シーケンス ＼11nebｒｅａｋ に相当する、改ペー

ジ制御のコントロール・シーケンスですo こ のコントロール ーシーケン

スが記述された部分 では、沁 ｄ(O ～4) の大 きさに応じて改ペ ージがさ

れやすくなり、telJd が ４ のときは必ず改ページされます。

ただし、[ZgeZ] の指 定は省略可能で、省略した場合は ＼Ｐａｇｅｂｒｅａｋ[4]　

と同等の強制力を持ちます。

なお、改ページされたペ ージは、下マージンに届くように行間の空白が

調節されるので、出力はペ ージ全体を占めます。

複数の空白ページを作成したい場合、このコントロール・シーケンスを

単純に列挙しても、空白ページを作成するこ とはできません。この よう

なときには、このコントロール ・シーケンスを列挙する際に、全角の空

白文字や ＼ｍｂｏｘ{訃 によって見えない出力を作成するか、 あるいは何 も

しないコントロール ・シーケンス ＼ｎｕ11 をはさんでやることで望む結

果が得られます。

また、スタイル オプ ションj ｔｗｏｃｏｌｌｍｎ を 設定 してい る場合 には、改

ページではなく、改段が行われます。

●　＼ｎｏＰａｇｅｂｒｅａｋ

改行制御のコントロール ・シーケンス ＼ｎｏｌｉｎｅｂｒｅａｋ に相当する、改

ページ糾御のコントロール ・シーケンスです。このコントロール・シー

ケンスが記述された部分では、Ze叱Z(O ～4) の 大 きさに応 じて改ペ ージ

が抑制され、 昂りeZ が ４のとき、最 も改ペ ージされにくくなります。

４。５-
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10 ）ｔａｂｌｅ 環境 やfig ｕｒｅ 環

境 の よう に、 実 際に 出 力

す る位 置 を1 ぶIljX の 設

定 に ま かせ て い る環 境 が

あ りま す。 こ の よう な 環

境 を「フ ロ ート 」と いい 、

本文III の 「ま だ出 力 し な

い で た め てあ る図 表 」 と

は 、 出 力 を待 っ てい る フ

ロ ート のこ とを いい ます 。
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た だ し 、［ 臨 屁 ］の 指 定 は 省 略 可 能 で 、 省 略 し た 場 合 は ＼ｎｏｐａｇｅｂｒｅａｋ［4 ］

と同 等 の 強 制 力 を持 ち ま す。

な お 、 ＼ｎｏＰａｇｅｂｒｅａｋ［O ］ の と き は 、 改 ペ ー ジ し て も し な く て も よ い と

い う こ と に な り、 こ の 指 定 は ＼Ｐａｇｅｂｒｅａｋ［O ］ と 同 値 に な り ま す。

●　＼ｓ` ”１ｅＰａｇｅ

す べ て の 改 ペ ー ジ を 抑 制 す る コ ン ト ロ ー ル ・ シ ー ケ ン ス で す。

こ れ と上 記 ２ つ の コ ン ト ロ ー ル ・ シ ー ケ ン ス と を 併 用 す る こ と で 、 ほ と

ん ど の 場 合 の 改 ペ ー ジ 動 作 を 制 御 で き る で し ょ う 。

●　＼ｎｅｗＰａｇｅ

改 行 制 御 の コ ン ト ロ ー ル ・ シ ー ケ ン ス ＼ｎｅｗline に相 当 す る 、 改 ペ ー

ジ 制 御 の コ ン ト ロ ー ル ・ シ ー ケ ン ス で す。 単 純 な 改 ペ ー ジ を 行 う た め 、

ペ ー ジ 下 方 に 余 白 をつ く り ま す 。

＼Ｐａｇｅｂｒｅａｋ と 同 様 に 、 複 数 の 空 白 ペ ー ジ を 作 成 し た い 場 合 、 こ の コ ン

ト ロ ー ル ・ シ ー ケ ン ス を 単 純 に 列 挙 し て も 複 数 の 空 白 ペ ー ジ を 作 成 す る

こ と は で き ま せ ん が 、 ＼Ｐａｇｅｂｒｅａｋ の 場 合 と 同 様 の 解 決 策 で 解 消 す る こ

と が で き ま す 。

ま た 、 ス タ イ ル オプ シ ョ ンj ｔｗｏｃ０１ｕｍ１１ を 設 定 し て い る 場 合 に は 、 改

ペ ー ジで は な く、 改 段 が 行 わ れ ま す 。

●　＼ｃｌｅａｒＰａｇｅ

改 行 制 御 の コ ン ト ロ ー ル ・ シ ー ケ ン ス ＼ｎｅｗline に相 当 す る 、 改 ペ ー ジ

制 御 の コ ン ト ロ ー ル ・ シ ー ケ ン ス で す 。

＼ｎｅｗＰａｇｅ と の 違 い は 、 コ ン ト ロ ー ル ・ シ ー ケ ン ス ＼ｃｌｅａｒＰａｇｅ が 現 れ

た 時 点 で ま だ 出 力 し な い で た め て あ る 図 表10 ） を 、 改 ペ ー ジ の あ と で 出

力 し 、 そ の 後 さ ら に 改 ペ ー ジ す る（ 出 力 さ れ て い な い 図 表 を 本 文 と は 異

な っ た 独 立 し た ペ ー ジ に 出 力 す る ）こ と に あ り ま すo

ま た 、 ス タ イ ル オプ シ ョ ンj ｔｗｏｃｏ:Lｕｍｎ を 設 定 し て い る 場 合 に は 、 単 な

る 改 ペ ー ジ が 行 わ れ ま す 。

●　＼ｃｌｅａｒｄｏｕｂｌｅＰａｇｅ

ｊａｒｔicle ス タ イル で オプ シ ョン ｔｗｏｓｉｄｅ を 設 定 し て い る場 合 や 、ｊｂｏｏｋ

ス タ イ ル を 設 定 して い る場 合 に は 、改 ペ ー ジ を 行 っ た あ と の 記 述 を 右 ペ ー

ジ か ら 始 め た い こ と が あ り ま す 。 こ の よ う な 場 合 に ＼ｃｌｅａｒdo ｕｂｌｅｐａｇｅ

を 使 用 す れ ば 、 次 の 記 述 阻 始 ペ ー ジ が 右 ペ ー ジ に な る よ う に 、 空 白 ペ ー

ジ を 挿 入 し て く れ ま すo

そ の 他 の 点 で は ＼ｃｌｅａｒＰａｇｅ と 同 じ で す 。

◆ 横方向の空白を制御する　　　

㎜

ｍＴＥｘ ではソース上 の複数の連続する〈空白〉がひとつとみなされることについ

ては、すでに何度か説明してきました。 それでは、実際に横方向の任意の長さの



空白を出力させたい場合には、どのようにするのでしょうか。

これまでに得た知識によれば、以下に示すような方法が考えられるでしょう。

(1)

(２)(

３)

コントロール・シンボル ＼Ｕを使用する。

改行を抑制して単語間空白を得る＾を使用する。

全角の空白文字を使用する。

もちろん、これらの方法は誤りではありませんし、実際これらの手段で横方向

の空白を制御できないわけではありませんが、IぷＴＥＸ にはほかにも横方向の空臼

を制御するための手段が用意されています。

○　横方向の空白を制御 するコントロール ・シーケンス

●　＼ｈｓＰａｃ眠ｋｎｇt肩

長さ 脱叩 仇 を持つ横方向の空白を出力するコントロール・シーケンス

です.tｅ伺仇 が負の値をとる場合、バ ックスペースキーを押した場合の

ように後退させるこ とがで きます( た だし、存在する文字を消去したり

はせず、重ね書きされます)。 また、＼ｈｓＰａｃｅ は、空白からなる｢ 単語｣

を出力するコントロール・シーケンスとして考えられているため、こ の

コントロール・シーケンスの前後に〈空白〉があった場合、この〈空白〉も

単語間スペースを構成しますから、注意しなければなりません。

ただし、＼ｈｓＰａｃｅ が出力行の行頭および行末に配置された場合( ソ ース

上の行頭および行末ではありません)、行頭および行末では空白を作成し

ません。 もし、行頭お よび行末に配置されても空白を作成したい場合に

は、＼ｈｓｐａｃｅ＊ を使用して ください。

●　＼hfin

＼ｈｓＰａｃｅ の引 数 に、無 限に広 がりう る長さ ＼f111 を指 定 した場 合

( ＼ｈｓＰａｃｅ{＼fin}) 、こ れは可能なか ぎり伸びる空白となります。こ の

設定はテキストの位置合わせなどに多用されるので、＼hf111 とい うコ

ントロール・シーケンスとして定義されているのです。

●　＼hf11

＼ｈｓＰａｃｅの引数に、＼fin より仲びる強さが弱い ＼f11 を指定した場合

( ＼ｈｓＰａｃｅ{＼f11}) を定 義したコントロール ・シーケンスです。 ＼hf111　　

より伸び方が弱くなります。

●　＼1｣

｢独特 な働 きをするコード｣( ｐ.99) で解 説したとおり、単語間空白を作

成するためのコントロール・シンボルです。

●　＼ｑｕａｄ

活字組版 で主 に行末の空間部分を埋めるために使用される込め もの、

｢ クワタ｣ に相当する空白をつくります。具体的には、そのときに使用さ

れている全角文字の大 きさと等しい空白11) をつ くるためのコントロー

ル・シーケンスで、たとえば｢　｣ の ような空白を作成します。

４。５-

１１）欧文糾版の場合、現在使

用巾のフ ォントにおける

大文字の Ｍ の幅（１ｅｍ）

を表すこともある。

１５ ３
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●　＼ｑｑｕａｄ

＼ｑｕａｄに よってつ くられる空白の ２倍の長さの空白を作成するコント

ロール・シーケンスで、たとえば 「　　 」のような空白を作成します。

●　＼、

ご く微小な空白を作成するためのコントロ ール ・シンボルです。

典型的な使用例としては、ダブル クォーテーションマーク「“」 とシン

グルクォーテーションマーク「‘ 」を連続して出力する場合があります。

この説明をす るためには、IざＴＥＸ でダブ ルクォーテーションマ ーク

「 い 」を出力する方法について解説しておかなければなりません。扨ＴＥＸ

で は、ダブルクォーテーションマ ーク「“ ≒ を出力するとき、ソース上

ではダブル クォーテーションマ ークではなく、シングルクォーテーショ

ンマークを ２つ記述しなければならないのです。具体的には、「く｛　ｌ｝」

という記述で「“ ”」を得ることがで きます。

ところが、ダブルクォーテーションマ ーク「“」 とシングルクォーテー

ションマ ーク「‘」を連 続して出力 したい場合には、もしソース上 で

「¨‘ 」と記述してしまうと、「‘“ 」と出力されてしまい、どちらがダブ

ルクォーテーションマークなのか区別ができませんo そこで、この場合

には、ダブル クォーテーション「“」とシングル クォーテーションマー

ク「‘」との間に微小な空白を作成することで問題を解消します。具体的

には、「¨ ＼／」とするこ とで「‘“ 」という出力を得ることができます。

以上、解説した横方向の空白を制御するコントロール・シーケンスのうちのい

くつかについて、出力サンプルとそのソースを示してみることにします。

Liｓt ４- 19 ● 横方向の空白を制御するコントロール・シーケンスのサンプルソｰス

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14
5
6
7

1
1
1

18

19

20

21

22:

23:

24

25

26

27

＼ｖｅｒｂ＋＼ｈｓＰａｃｅ＋ｕの 出力例 は、 以 下 に示 す と おり で す

＼ｂｅｇｉｎtｑｕｏtｅ}

○ 以 下 に続 く、 ＼ｈｓＰａｃｅ{6ｚｗ}こ の空 白 であ る。 ＼＼

○ 以 下 に続 く、ｕ＼ｈｓＰａｃｅ{6ｚｗ}こ の 空白 であ る。 ＼＼

○ 以 下 に続 く、ｕ＼ｈｓＰａｃｅ{6ｚｗｈ}この 空 白で あ る。 ＼＼

○ 以 下 に 続 く、 ＼ｈｓＰａｃｅ{-6 ｚｗ}.

＼ｅｎｄ{ｑｕｏｔｅ}

この負の「空白」であるO

ただ し、 ＼ｖｅｒｂ＋＼ｈｓＰａｃｅ＋ｕは 出力 行 の行 頭 お よび 行 末に 配置 さ れた 場合、 ＼＼

＼ｈｓＰａｃｅ{3ｚｗ}こ の よ うに行頭 およ び行 末 では 空 白 を作 成 し ませ ん。

もし 、行 頭 お よび 行末 に位 置 して も空 白を作 成 し

たい 場合 に は、 ＼ｖｅｒｂ＋＼ｈｓｐａｃｅ＊＋１｣を 使 用し て くだ さ

い 。 ＼ｖｅｒｂ＋＼ｈｓＰａｃｅ＊＋ｕを使 用 し た場 合 には 、 ＼＼

＼ｈｓｐａｃｅ＊{３ｚｗ}こ の よう に行 頭 およ び行 末 で も空 白 を作 成 し ます。

また 、＼ｖｅｒｂ＋＼hf111 ＋1｣を使 用し た場 合 、＼＼

＼ｂｅｇｉｎ{ｑｕｏｔｅ}

○ た と えば ＼hfill ｕこ のよ う な＼hfill ｕ出力 ＼＼

○ た と えば ＼ｈｆｉｎ ＼hfill ｕこ の よ うな＼hfill ｕ出力 ＼＼

○ た と えば ＼ｈｆｉｎ ｕこ のよ う な＼hf111 ＼hfill ｕ出力

＼ｅｎｄ{ｑｕｏｔｅ}

＼ｎｏｉｎｄｅｎｔ

を得 る こ とが で きる のです。

＼ｖｅｒｂ＋＼hf11＋ｕの場 合に は、 ＼＼

た とえ ば＼hfill ｕこの よ うな＼hfill ｕ出 力 を＼＼

得る こ とが で き ます が、＼ｖｅｒｂ＋＼hf111 ＋ｕと併 用 した 場合 、 その｢ 伸 びる



28

29

30

強 さ」の 違 いか ら＼＼

た とえば ＼hf111U こ の よう な ＼hf11U 出力 に＼＼

なる の です。

LiSt 4-19 の出 力を以下に示 します。

＼ｈｓｐａｃｅの出力例は、以下に示す とお りです。

○以下に続く、　　　　　　 この空白である。

○以下に続く、　　　　　　 この空白である。

○以下に続く、　　　　　　　 この空白である。

○以下に続く、_こ の負の「空白」である。

ただし、＼ｈｓＰａｃｅ は出力行の行頭および行末に配置された場合、

このように行頭および行末では空白を作成しません。 もし、行頭お よび行末

に位置して も空白を作成したい場 合には、 ＼ｈｓｐａｃｅ＊を使用してください。

＼ｈｓＰａｃｅ＊を使用した場合には、

このように行頭および行末で も空白を作成します。

また、＼hfin を 使用した場合、

○たとえば

○たとえば

○たとえば

を得ることができるのです

＼hf11の場合には、

たとえば

このような

このような

このような

このような

出力

出力

出力

出力を

得ることができますが、＼hfin と併用した場合、その「仲びる一強さ」の違

いから

たとえば

なるのですO

◆ 縦方向の空白を制御する

この ような出力に

複数の連続する<空白〉がひとつとみなされたように、拉ＴＥＸでは複数の連続す

る〈改行〉や、複数の連続する改行制御のコントロール・シーケンスは無意味な改

行として Ｗａｒningの対象となり、無視した場合には結果的にひとつとして扱わ

れてしまいます。

横方向の空白の制御がそうであったように、ぼI七Ｘ では縦方向の空白について

も明示的に空白の高さを指定することによって制御されます。ここでは、この機

能を有するコントロール・シーケンスのうち、代表的なものについて概説してみ

ることにしましょう。

４,５-
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○　 縦方向の空白を制御するコントロール ・シーケンス

●　＼ｖｓＰａｃｅ{Ze句 法}

長 さZo, ９仇 を持つ縦方向の空白を出力 するコントロール ・シーケンス

です。

＼ｈｓｐａｃｅの場合がそうであったように、＼ｖｓｐａｃｅ が出力ページのページ

頭およびページ末に配置された場合、＼ｖｓＰａｃｅ は空白を作成しませんo

もし、ページ頭およびページ末に配置された場合 も縦方向の空白を作成

したいのであれば、＼ｖｓＰａｃｅ＊ を使用してください。

●　＼ｖf111

＼ｖｓＰａｃｅ の引 数に、無 限に広 が りう る長 さ ＼f111 を 指 定 した場合

( ＼ｖｓＰａｃｅ･{＼fin}) 、 こ れは可能なかぎり伸びる縦方向の空白となりま

す。この設定はテキストの位置 合わせなどに多用され るので、＼ｖf111　　

というコントロール・シーケンスとして定義されているのです。

●　＼ｖf11

＼ｖｓｐａｃｅ の引数に、＼f111 よ り仲び る強 さが弱い ＼f11 を 指 定した場

合( ＼ｖｓＰａｃｅ{＼f11}) を 定義したコントロール・シーケンスです。これ

は ＼ｖf111 よ り仲び方が弱い、可能なかぎり仲びる縦方向の空白となり

ます。

"



４ ．６ 「始まり」の終わりに

以上で、本章の説明はおしまいですが、あなたにとってのIぶＩＥＸ はこれから

始まります。そこで、最終節である本節では、役に立つかどうかはわかりません

が、初級者のためのはなむけとして、いくつかの指針をまとめておきます。

4｡6.1 ∧lﾖ常あるいは平穏な日々

最後に 拉亀Ｘのソース作成を行う際に初級者が特によく犯すミスと、びＴＥＸで

の処理の過程で出力されるエラーメッセージについて、簡単に触れておきましょ

う。これらは、IぶＴＥＸ の処理中に問違いが発見されたときに見直すべき事柄であ

ると同時に、間違える前によく理解しておいてほしい事柄でもあります。

ただし、ここで説明している以外の理由によっても、ここで示したエラーが

起こる場合があります。各エラーメッセージの本来の意味を知りたい場合には、

町£Ｘ あるいは 匯［ＥＸ関連の文献を参照してくださいo

O　 ファイルの指定において、パス区切りに ／ではなく、“ ＼”またぱ ￥”を

使用した。

●　！　工ｃａｎｔ゙ find file ≒‥≒

ｌｋＸ では、“＼”または 作 ”がエスケープ文字であるために、パス区切りと

して使用することはできませんから、“／”を使います。

○　特殊な機能を持つ文字#､$､&､Z ，_、1，｝、″、 、̂＼を通常の文字として使用

した。

●　！　 Ｙｏｕ ｃａｎ Ｘｔ ｕｓｅ ｍ゙ａｃｒｏ ｐａｒａｍｅｔｅｒ ｃｈａｒａｃｔｅｒ 井゛ｉｎ ．．．Ｉｌｋｏｄｅ ，

●　 ！　 Ｅｘｔｒａ ｝， ｏｒ ｆｏｒｇｏｔｔｅｎ ＄．

●　 ！　 Ｍｉｓｐｌａｃｅｄ ａｌｉｇｎｍｅｎｔ ｔａｂ ｃｈａｒａｃｔｅｒ ＆．

●　 ！　 Ｍｉｓｓｉｎｇ ＄ ｉｎｓｅｒｔｅｄ ．

●　 ‥ ．ｉｎ ｍａｔｈ ｍｏｄｅ ．

「特 殊 な 機 能 を 持 つ 文 字 」 で 示 し たTable 4 －l （ｐ.99 ） を 参 照 し て ， 当 該 文

字 を 出 力 す る た め の コ ン ト ロ ー ル ・ シ ー ケ ン ス に 変 更 し ま し ょ う ．

４。６- 「始まり」の終わりに
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○　 コ ン ト ロ ー ル ・ シ ー ケ ン ス の タ イ プ ミ ス ．

● ！　 ＼ｂｅｇｉｎ｛ ‥. ｝ ｅｎｄｅｄ ｂy ＼ｅｎｄ｛ ‥. ｝

●

●

Ｅｎｖｉｒｏｎ ｍｅｎｔ
‥ ．

ｕｎｄｅｆｉｎｅｄ ．

Ｕｎｄｅｆｉｎ ｅｄ ｃｏｎｔｒ ｏｌ ｓｅｑｕｅｎｃｅ ．

IざＴＥＸ を使いはしめたころ は、特にこのケースのミスをよく起こします。

防止策としては、 第６章「剔Xfamil ｙ」（ｐ.229）で紹介するような、IぎＩＥＸ の

ソースタイプ 用にカスタマイズされたエディタを使用して、IざTkX ソ ー スを

作成することが挙げられます。

実は、この ＩＭＥＸ のソースタイプ 用にカスタマ イズされたエディタを使用

するという解決方法には、この手のケアレスミスの防止以外にも、以下の よ

うに決定的 に有用な点があります。

（1 ） ショートカットキーによるコントロール・シーケンスの入力がサポート

されているため、文章執筆と併行してコントロール・シーケンスを埋め

込むことができ、ソース作成が効率的に行える。

（２） ショートカットキーによるコントロール・シーケンスの埋め込みが無意

識にで きるようになれば、文章の執筆だけに集中するこ とが可能になる。

○ ｛ と ｝との対応がとれていない。

●　！　Ｅｘｔｒａ ｝、ｏｒ foｒgoｔｔｅｎ ＄.

●　！　Miｓｓｉｎｇ｛in ｓｅｒｔｅｄ.

●　！　Miｓｓｉｎｇ ｝in ｓｅｒｔｅｄ.

●　！　ＰａｒagｒａＰｈ ｅｎｄｅｄ ｂｅｆｏｒｅ ... ｗａｓ ｃｏｍＰｌｅtｅ.

●　！　Ｒ１１ｎａｗａｙ ａｒg1111enｔ .

●　！　Ｔｅχ ｃａｐａｃｉty ｅｘｃｅｅｄｅｄ,ｓｏｒｒｙ［‥. ］・

これも、IぶＩＥＸ のタイプ 用にカスタマイズされたエディタを使用して、該亀Ｘ

ソースを作成することで、かなり解消できるでしょう．

○　 ＼ｂｅｇｉｎ と ＼ｅｎｄ との対応がとれていない．

●　！　＼ｂｅｇｉｎ｛‥.１ ｅｎｄｅｄ ｂｙ ＼ｅｎｄ｛ ‥. ｝.

●　！　＼ｅｎｄｏｃｃｕｒｒｅｄ ｉｎｓｉｄｅ ａ ｇｒｏｕＰ ａｔ leｖe1 . ‥　.

●　！　Ｅｘtｒａ ｝、０ｒ foｒgoｔtｅｎ ＼ｅｎｄｇｒｏｕp.゛

●　！　Ｅｘｔｒａ ＼ｅｎｄｇｒｏｕＰ.＋

これ も、1ぷlkX の タ イプ 用にカスタマイズされたエディタを使用して、mTkX　　

ソースを作成することで、かなり解消できるでしょう．

○　 数式モードの制御文字の対応（＄ と ＄ など）が とれていない．

●　！　Ｂａｄ ℡ａｔｈ ｅｎｖiｒｏｎｍｅｎｔ ｄｅｌｉｍｉｔｅｒ.

● ！　Ｅｘｔｒａ ｝、ｏｌ ｆｏｒｇｏｔｔｅｎ ＄.

●　...　ｉｎ ｍａｔｈ ｍｏｄｅ.

これも、ぼ【ＥＸ のタイプ 用にカスタマイズされたエディタを使用して、周TkX　　

ソースを作成することで、かなり解消できるでしょう．



○　 数式モードでしか使用できないコントロール・シーケンスを使用している。

●　！　Miｓｓing ＄ inｓｅｒｔｅｄ.

圃jE｝Ｘ では、特殊記号の多くが数学記号として扱われていますから。これら

の記号を使用する場合には数式 モードへ入らなければなりません。

○　 コントロール ・シーケンスの引数が不足 している。

○　 動く引数でfｒagilel）な コントロール ・シーケンス2）を使用している。

「動く引数」とは、他の場所への移動をともなうようなコントロール・シー

ケンスの引数のことをいい ます。たとえば、Xｓｅｃｔｉｏｎ など章節を制御す る

コントロール・シーケンスの引数は、L1 次や文書のヘッダなど、コントロー

ル・シーケンスで記述 した以外の場所でも利用されるこ とがありますから、

動く引数にあたります。

一方、「fｒａ,gileな コ ントロール ・シーケンス」 とは、動 く引数のなかで使

用すると、うまく動 かない コントロール ・シーケンスのことで、たとえば

＼ｂｅｇｉｎ～＼ｅｎｄお よび χｆｏｏｔｎｏｔｅ などのことです。

このような場合には、fｒａｇｉｌｅなコントロール・シーケンスの直前に、コント

ロール ’シーケンス ＼Pｒｏｔｅｃｔ を付加して、fｒagileな コントロール・シーケ

ンスを保護してやります。

一応説明はしてお きましたが、この説明で わからなくても悩む必要 はありま

せん。詳しくは ＢｑTFIX関 連の文献 を参照してください。

○　 数記号文字を使用したコントロ ール ・ワードを定義しようとしている。

第4.3.1 項 「コントロール・シーケンス」のコントロール ・シーケ ンスにつ

いてのコラム（ｐ.98）で 詳説したように、数記号文字はコントロール ・ワー

ドのデリミタ（区切り文字）として機能してしまいますから、数記号文字が

混在 しているコントロール ・ワードの定義はできません呪

○　意味のない改行指定がある。

●　！　Ｔｈｅｒejｓ ｎｏ ｌｌｎｅ ｈｅｒｅ ｔｏ ｅｎｄ.

縦 方向の空白をつくろ うとして、改行を制御するコントロール ・ジーゲン

ス ＼ｎｅｗline あ るいは ＼＼をソース中で連続使 用している場合などが該 当し

ます。

もし縦方 向に空自を つ くりたい場 合 には、「縦方向の 空白 を制御 する」

（ｐ.155）で説明した ＼ｖｓＰａｃｅ｛1四!瀕 ｝を利用することで、ｋt俳ｈ の空白を出

力することが可能です。

[4.6･（
叫がjlliC≒|｀の道

かなりの駆け足でしたが、TぶＴＥＸ のソース作成から出力まで、最小限度の説明

をしてきたつもりです。理解していただけたでしょうかO

正直なところ、十分な解説ができたとは思いませんが、特にソースの作成の部

分において初級者にとってはよけいと思える事柄についても触れてきたのは、読

4,６- 「始まり」の終わりに

1 ）本 来 の 意味 は 「 もろ い 」

とか 「壊 れや す い 」な ど

で す。

２） 対 比 さ れ る の は 、

「ｒob ｕｓt（「 丈夫な」「強

い 」 ） な コ ン ト ロー ル ・

シー ケ ンス 」 です。

3 ）一部の文字については定

義すること も不可能では

ありませんが。原則とし

ては「で きない」と思っ

てください。
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者の皆さんが本書以外のＴｋｘ および びIEｘ に関連した文献に対したときに、ス

ムーズに理解できるように隙問を埋められたらという希望からでした。

本章の冒頭でも述べたとおり、本章だけで ｍＴＥｘ を使いこなせるということに

はなりません。しかし、皆さんが他の参考文献を参照し、 びTEｘ を使えるよう

になる過程で、一度といわず本章のページをめくってくれたなら、それで本章の

目的は十分に果たされたといえるでしょう。

ここから先は皆さん次第です／T[包ｘ が、巨大なだけで役に立たないものに終わ

るのか、それとも究極の芸術品であることを実感するのか、皆さんの自分自身と

の闘いです。



Ｃ　Ｈ ／Ａ　Ｐ　Ｔ　Ｅ　Ｒ　　 ５

Ｃ ｕ ｓｔｏ ｍ ｉｚｅ

第２章「lnｓta11」で紹介したｌｔＸ インストーラでは、ユーザの持って

いるフォント・メモリ・ディスク容量等を考えて、最低限のシステムとし

て71TkX がインストールされます。もし、あなたのＸ６８０×Ｏがたくさん

のメモリを増設していたり、ディスクに十分な空き容量があるなら、よ

り快適な利用環境を求めてカスタマイズすることができます。本章では、

そのようなカスタマイズ例をいくつか挙げてみることにしましょう。
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５
。
１
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●　

は じ め に

第5.2 節 「フ ォントマネージャの高度な利 用」（ｐ.163）では、 フ ォントマネー

ジャのより進んだ利川方法について説明しますo た とえば、あなたがツァイトの

フ ォントを利 川していて、メモリに十分な空きがある場合は、フ ォントを描く線

の太さを細 くしたり、使用されたフ ォントをキャッシュしたりといったチューン

ナップができます。

また、イン ストール時のプ リンタリストにあな たの所有するプ リンタの コン

フィギュレーションファイルがない場合、これを自分でつくらなければなりませ

ん。第5.3 節 「Ｐｒinｔ.cfg の 作 り方」（ｐ.186 ）で は、キヤノンのプ リンタBJ-10

を 例 にとり、コンフィギュレーションファイルの作 り方を説明します。

さらに。第5,4 節 「ＭＥＴｎＦＯＮＴ」（ｐ.214）で はごＴｋＸ の美しく多彩な英数字お

よび記号のフ ォントを作成するシステム ＭＥＴｎＦＯＮＴ について、そして第5.4.2

項 「ｍａｋｅｆｏｎｔ によるフォント作成」（ｐ.220 ）で は、その ＭＥＴｎｒＯＮＴのユーザイ

ンターフェースとなってフォントをつくるツール ｍａｋｅｆｏｎｔ.ｘ の使い方について

説明します。「ITIE;Ｘ のデバイスドライバを使っていると、英語のフ ォントが足りな

い旨を表示されることがありますので、その 上うな場合にはこの節を活用してく

ださい。
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5。2……………フォントマネージャの高度な利用

フ ォントマ ネージヤは、起動時に指定するファイル1）、お よびそのファイルに　　1 ）。yf。。t。.fH頒に す

よって読み込まれるファイル（以下、これらのファイルを総称して「コンフ ィギュ

レーションファイル」と呼び ます）を変更 することで、さまざまなチューンナッ

プが可能 となります。

たとえば、各種書体2）を追加したり、書体を変形して長棒・平作・斜体3）を生成

したり、使用されたフォントをキャッシュして全体の処理を高速化し たり、フォ

ントの代用をしたりといったことが可能です。

本節では、フォントマネージャのコンフ ィギュレーションファイルの設定例を

い くつか紹介しながら、この ようなカスタム化 について説明 してみることにし

ます。

X680 ×o ユ ーザに最も普及していると思われる（ＲＯＭ フ ォント以外の）フ ォン

トである、ツァイトのアウトラインフォントに関しては、ダイエ ット４）フ ィルタ

と組み合わせてよりきれいなフ ォントを生 成したり、 キャッシュフィルタ と組み

合わせて高速化したりすることがで きます。そこで、第5.2.2 項 「ツァイトフォン

トとキャッシュフィルタの組み合わせ」（ｐ.165）で は、 ツァイトフ ォントとキャッ

シュフィルタとの組み合わせについて、 また、第5.2.3 項 「 フヽァ イトフォントと

ダイエットフ ィルタの組み合わせ」（ｐ.177）で は、ツァイトフ ォント とダイエッ

トフィルタとの組み合 わせ について説明し ます。 そして本節の最後、 第5.2.4 項

「ｎ･ＩＴＯＷＮＳ の丸文字フォントを使用する」（ｐ.180）で は、特殊フォントの追加

を行う例として、富士通の ＦＭＴＯＷＮＳ に付属している ＣＤ,ＲＯＭ から丸文字

フォントを持ってきて、これを使ってみます。

なお、これらのチューンナップ を行う場合には、メモリに十分な空 き容量があ

ることを前提 としますo メ モ リが足りない ときにはチューンナップで きない場合

もありますので、注意してください。

｜　?'2J･
∧ フォヤトレアネ‾ジャの 二Iンフ

メ
ソギ２レ‾シ

：4ンフ
７イJ‘’　

｜

さて、フォントマネージャのコンフィギュレーションファイルのチューンナッ

プについて説明する前に、フォントマネージャとコンフィギュレーションファイ

ルとの関係について、簡単にここで説明しておくことにします。

フォントマネージャの コンフィギュレーションファイルは、いわば、フォント

2 〕明朝 休・角ゴシック体・

丸ゴシ･フク休はもとより、

毛筆体・教科 書体、果て

は丸文字に￥るまで。

3) このような変形は、従来

は写植機やポストスクリ

プ トブリンタを使わなけ

ればできませんでした。

４)フ ォントを細くするフィ

ルタです。

１６ ３
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５）先 に 第 ３.2.２ 項 『フ ォン

ト ド ラ イ“ 』（ｐ.51 ）で 、

フ ォントマ ネー ジャとフ ォ

ン ト ド ラ イバ の|周係 が 、

ＯＳ お よ び シェ ル とそ こ

で 動 く ツー ル の 関係 に あ

た る と いっ た こ と と対 比

し て くだ さ い。
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マネージャのためのプログラムファイルです。あるいは「その関係はOS および

シェル（Ｈｕman68k およびCOMMAND.X ）とシェルスクリプト（バッチファイル）

の関係にあたる」5）といったほうがわかりやすいでしょうか？

ここで、フォントマネージャのコンフィギュレーションファイルについて解説

するために、少しだけ遠回りをします。

人間同士のコミュニケーションに日本語や英語といった言語が必要であるのと

同じように、コンピュータと人問のコミュニケーションを仲介する“プログラム”

を記述する際にも言語が必要です。コンピュータは、そのような言語によって記

述されたプログラムを、基本的には記述された順番どおりに解釈し、命令を実行

していきます。　しかし、ときには状況判断にもとづいて処理の順番を変える必要

が生じる場合もあります。さらに 同じ処理内容を繰り返し連続して実行する場

合もありますし、似たような処理内容がプログラム全体を通していくつか存在す

る場合もあるでしょう。

そこで、普通、コンピュータ処理言語といわれるものは、逐次処理･ 条件判断・

繰り返し制仕|卜 関数呼び出しといった機構を備えています。

さて、話題をフォントマネージャに戻しましょう。フォントマネージャを、こ

のようなコンピュータ処理言語のひとつとしてとらえるとき、上述の４つの機構

が備わっているかどうかということは、非常に大事なことです。

言語としてのフォントマネージャは、逐次処理・条件判断の機構は備えていま

すし、関数呼び出しのかわりにマクロ機構を備えてもいます。ただし、繰り返し

制御はサポートしていません。これは、フォントの登録という目的から考えると、

繰り返しを指示することはあまりないと考えられたからです。ですから、どうし

ても繰り返しの処理が必要なら、何行も同じ文を書かなければなりませんo

さらに、フォントマネージャのプログラミング言語としての特性、“条件判断”

について詳しく見てみますo

先ほどたとえに使用した「シェルスクリプト（バッチファイル）」では、条件

判断の材料としては、環境変数と、ユーザからの入力とを利用します。環境変数

の内容から作業ディレクトリ名を得たり、メニューでのユーザ入力によって動作

を変えたりします。それと同様に、フォントマネージャは環境変数を参照するこ

とができるので、ひとつのコンフィギュレーションファイルでさまざまなユーザ

の、さまざまな環境に対応することができます。たとえば、フォントファイルを

収めるディレクトリは、ユーザによってそれぞれ違うはずです。フォントマネー

ジャは、環境変数を参照することによってその違いを吸収します。

とはいえ、フォントファイル名などを環境変数にセットすると、あまりに環境

変数が多くなってしまいますo そのため、本書添付のインストールキットでは、

フォントファイル名などをインストールの際にユーザに入力してもらい、フォン

トマネージャのコンフィギュレーションファイル内に記述してしまうことにしま

したo そして、必要なら、ユーザが自分の環境にあわせてコンフィギュレーショ

ンファイルを書き換えることによって、自分なりにチューンナップができるよう

にしたのです。

このように見てくると、フォントマネージャも一人前のコンピュータ処理言語
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といってよく、 そのコンフ ィギュレーションファイルは、まさにプ ログラム その

ものなのだといえます。

以下の項では、あなたがコンフ ィギュレーションファイルの 「コンピュータ処

理言語としての構造（はっきりいってしまえば文法）」を知 らなくても、自分の環

境にあわせてチューンナップ できるように説明してあります。

とはいうものの、コンフ ィギュレーションファイルの「コンピュータ処理言語

としての構造」を知っていれば、 より自由に、フ ォントマネージヤがつくりだす

環境 をチューンナップすることがで きるでしょう。そこで、『Ｖｏｌ.2 － Ｒｅｉｒｅｎｃｅ

編』には、コンフィギュレーションファイル川 に独立した節6）を設け、詳しい構

文説明をしておきました。

また、町£Ｘ システムとフ ォントマ ネージヤシステムとの問でフ ォント名を橋

渡しする Ｐ３ｍファイル につい ては、同じく『Ｖｏ１.2 － Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ 編
』の第3.2 節

「P3m フ ァイル」（ｐ.129）に説明してあります。コンフィギュレーシ ョンファイル

を駆使して自分専用のフ ォントを作成したい方は、これらを参照し、勉強してみ

てください。

それでは、次項からは、本節の冒頭で述べたように、コンフィギュレーション

ファイルのチューンナップ について説明していくことにしましょう。

1　5.2.2　
ツァイトフォントとキャッシュフィルタの組み合わせ

ツァイトの提供するアウトラインフォントは、フォントエッジ(輪郭) の描胤

中塗り７)といった、全体的に ＣＰＵ にとって重い処理を必要とします。

本項では、ある程度メモリの余裕がある人を対象に キャッシュフィルタのよ

り高度な利用によって、ページ描画速度の高速化を図る例を紹介しますO

以下の変更を行うと、場合によってはメモリが足りないと表示されるかもしれ

ません。その場合はいろいろ工夫してメモリを捻出するか、思い切って変更をあ

きらめるか、いっそのこと、メモリを新たに買い足すかしたほうがいいでしょう。

◆ キャッシュとは

フォントマネージヤのフォントジェネレータ8)は、ピットマップデータが必要

になるたぴにフォント一文字分の描画を繰り返してページデータを生成します。

ここで、フォントファイルについて、少し説明しましょう。

一般的なフォントファイルのフォーマットには、大きく分けて以下に示す２種

類があります。

（1） ビットマップフォント

ビットマップ情報をファイルに収めてあるフォントデータです。ビットマッ

プフォントの描画はファイルから読み出すだけの手問ですむために、デ`一夕

６卜 Ｖｏｌ.2 － Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ

編』の第 ３．１ 節「コンフ ィ

ギ ュレ ー シ ョ ンフ フ イル

文法 」（ｐ.100 ）を参 照 し

て くだ さい 。

7) アウトラインフォントと

いう名前からわかるよう

に、普通、フォントファ

イル内にはフォントエ･ノ

シに関する情報しか入っ

てい ませ ん。そのため、

フ ォント の内側を輦る必

要かあるわけです。

8) フォントマ ネージャに・

録されるドライバは、基

礎 となるフォントを生成

するジェネレータと、ジェ

ネレータが生成したフォ

ントを加工するフィル タ

と、いくつかのフォント

をミックスするミキサに

分顛されるこ とは、すで

に第３.２.２項｢ フォント

ドライババ ｐ.51｣ で述べ

ました。
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9) 人日本印刷か開発し、苦

作権を持っているフォン

ト をピ ットマップ ファイ

ルにして、アスキー社が

販売しているr パーソナ

ル日本語ＴｋＸ フォント

ライブ ラlh かあります。

1０）文字単位で考えてくださ

い。たとえば、ひらかな

の“の” はよく艇われま

す。それに比べて、漢字

の“字” が使われる頻度

は低いでしょう。
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の展開は短時間ですみます。半面、ファイルサイズが大きくなります。

ピットマップフォントの例としては、たとえば、JXL4 フォーマット９)のフォ

ントのほか、本書の添付ディスクに収録されているフォントがあります。

(2) アウトラインフォント

描画プロセスをファイルに収めてあるフォントデータです。アウトラインフォ

ントの描画は、ファイルに収められている描画プロセスを実際に実行する必

要があるために、データの展開には時間がかかります。半面、ファイルサイ

ズが小さくてすみます。

アウトラインフォントの例としては、ツァイトのフォントが各種あります。

さて、（1）のビットマップフォントはともかく、（2）のアウトラインフォント

は、一文字ごとに描画を繰り返していると、データの展開に時問がかかってし

まって、とても使用に堪えられるものではありません。

そこで、一度描画したビットマップデータをメモリにためておき、必要になっ

たときにメモリから展開済みのデータを得るようにすれば、かなりの高速化が期

待できるはずです。それを行うのが、「キャッシュフィルタ」です。

フォントマネージャでは、フォントフィルタとしてキャッシュフィルタを登録

することにより、どのフォントに対しても、そのビットマップデータをキャッシュ

することができます。

では、とにかくキャッシュフィルタを登録すれば処理が速くなるのかというと、

そうではありません。

たとえば、先に述べたように、ビットマップフォントはほとんど描画らしいこ

とはしませんので、これに対してキャッシュフィルタを使用してもほとんど効果

は期待できず、メモリの無駄遣いになってしまいます。一方、アウトラインフォ

ントは一度描画したフォントをメモリに蓄えておくことにより、すでに描画した

ことのある文字フォントについてはメモリ上から高速に得ることができますので、

キャッシュフィルタを使うと威力を発揮してくれるのです。

このように、キャッシュすべきフォントかどうかは、フォント生成処理が重い

かどうかで決まってきます。

キャッシュの対象にするかどうかを決めるときに考慮しなければならないこと

は、これだけではありませんO

ユーザによっては、「明朝体はよく使うが、ゴシック体はあまり使わない」と

いった使用頻度の違いもあることでしょう。使用頻度の低いフォントをキャッシュ

の対象にすると、メモリの無駄遣いになることがあります。

要するに、使用頻度が高いフォントかどうかによっても、キャッシュすべきか

どうかが左右されるのです。

使用頻度についてもう少し考えてみると、“ある特定の文字”の使用頻度も重要

なポイントになってくることがわかります。たとえば、ひらがなはよく使われま

すが、カタカナや漢字はそれに比べて使用頻度が低い川ことを思い浮かべてもら

えば理解はたやすいでしょう。　したがって、メモリをうまく使おうと思うなら、

ひらがなだけをキャッシュして、カタカナ・漢字はキャッシュしないという方法

も有効だと考えられます。
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このようにひとつのフォントセットのなかでも、ひらがなか、そうでないかに

よって、キャッシュすべきかどうかが決まってきます。

最後は、フォントサイズについてです。明朝体を例にとってみると、本文のサ

イズ川 は非常によく使われますが、タイトルのサイズ12)はほとんど使われませ

ん。サイズによって、キャッシュすべきかどうかも決まってくるのです。

そこで、フォントマネージャのキャッシュは、

(1)

(２)(

３)

適切なフォントを選んで登録する

ひらがなにかぎってキャッシュする

フォントサイズを選んで登録する

という選択ができるようになっていますO

本書添付の コンフィギュレーションファイルでは、キャッシュフィルタの対象

となるフォントは、次の３つに絞ってあります。

○

○

○

Z's ＳＴＡＦＦ または Ｚ'ｓ Ｗ ＯＲＤ ＪＧ のアウトラインフ ォント

書体倶楽部のアウトラインフォント

Z'ｓ ＷＯＲＤ ＪＧ Ｖｅｒ.3のベ ジェフ ォント

11）10ポイントと呼ばれる

人きさです。

12）たとえば14 ポイント

です。

他のフォントはキャッシュフィルタを使わなくても十分高速にデータを展開で

きますから、キャッシュする対象には含まれませんO 本書の添付ディスクに付属

するインストーラが作成するコンフィギュレーションファイルでは、つねにひら

がなだけをキャッシュの対象とし、サイズについては自分で選べる13)ようにして　　13)標平では10 ﾎﾟｲﾝﾄを

あります。

◆ キャッシュフィルタを使用する

キャッシュフィルタを使用する場合は、まず／ＴｋＸ の ＨＯＭＥ ディレ クトリ内

のフ ァイル ｍyｆｏｎｔＳ.fm をあ なたの使い慣れたエデ ィタで編集します。

あとで再修正ができるように、念のため、ｍyｆＯｎｔｓ.fm のバ ックアップ をとっ

ておくとよいでしょう。ここでは、バックアップフ ァイルを ｍyｆｏｎｔｓ.ｏｒｇ とし

ます。

A＞ｃｏＰy ｍyｆｏｎｔｓ.ｆｍ ｍyｆｏｎｔｓ.ｏｒ9

次 に、エディタを起動してください。ここでは、エデ ィタとしてED.X を使 っ

てみます。

A〉ｅｄ ｍyｆｏｎｔｓ.fｍ

対象としてい ます。しか

し、プりンタの解像度が

違うと、回 し10 ポイン

トでもフ ォントサイズは

異なりますし、ユーザの

なかには本文は12 ポイ

ントを使うとい う人もい

ます。したがって。フォン

トサイズについ ては白山

に変えられるようになっ

てい ます、
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1４) 利川フォントによって。

行番号は違い ます。ご白

分でお探しください。

1５)やはり、プレビューする

ときにアウトラインフォ

ントを指定すると、楠画

速嘆は格段に落ちます。

しかし、フ ォントマネー

ジャの闘 発時 には、案外

役に立ちました。
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(E)フ ォン ト倉 庫 キ ャッシ ュフ ィル タ

本 書 の 添 付 デ ィ スク が構 築す る ｌｋＸ シ　　 こ の 場 合. ｆｃａｃｈｅ.ｓyｓ の 機能 を一 部内 包

ス テ ム で は 、 キャッ シュ フ リ レタ と し て　･･` す るこ と にな り ます。

ｆｃａｃｈｅ.ｓyｓ を採 用 し て い ま す が 、 添 付　　 ／　第４章｢ Ｅｘｅrciｓｅ｣ の 著 者 が 試 し て み た

デ ィス ク ８ にはヽ フ ォ ントフ ネ ‾ジ ャに よ　 、…
…とこ ろ

ヽ フ ォ ン
ト デ
‾夕 の
展 開 とフ ォ ント

る フ ォン ト 生 成 速 度 の 向 上 を目 的 と し て、 ／　フ ィル タ に よ る処 理 に時 問の か か るヘ クトSei

ｒioｓ( 許 先明) 氏 と Ｃｈａｏｌａ( 林 曜三) 氏　　 ル フ ォン ト に対 し て使 用 す ると 、実 感速 度

に よって 作成 され たフ ォン トキ ャッ シュフ ィ　　 にし て数割 程 度速 くな りました。標準の フ ォ

ル タ ｓtｏｒａｇｅ.ｓyｓ が添 付 され てい ます。

この ｓｔｏｒａｇｅ.ｓyｓ は、一 度作成 したフ ォ

ン ト をハ ー ドデ ィス ク等 の 「倉 庫」 に 貯蔵

し てお き、必 要 なと きに利 用するこ とに よっ

て 。一 種 の フ ォン ト キ ャッシ ュの よう な 働

きをす る もの で す。

この と き、メ イ ン メ モ リを「 倉 庫」 の一

部 または 全部 とし て使 川すれば、ハ ードデ ィ

ス ク へ の ア ク セ ス を減 ら すこ と も 可能 で、

ン トマ ネ ー ジ ャの コ ンフ ィギュ レ ーシ ョ ン

フ ァ イルで あ る ｍyｆｏｎｔｓ.fm に組 み込む も

よ し、 第5.2 節 「 フ ォン トマ ネ ー ジャの 高

度 な利 用」（ｐ.163 ）で紹 介す るコ ンフ ィギュ

レ ーシ ョ ンフ ァ イル ｆｏｎｔｍａｎ.fm に組 み込

む も よし とい う わけ で、 ハ ード デ ィス ク と

メ モ リの 容 量 に 余裕の あ る 人は 使 用し て み

る と よい で し ょう。

ｍｙｆｏｎｔｓ.fm（ＬｉＳt 5－1）内の129 行 目14）の ｄｅｆｉｎｅの行頭 にある“＃”を消

して、Liｓt 5－2 の ように変更 します。

iｓt ５－１● 圃ｙf（xｎtｓ.fmの一部

126:　＃

127:　＃　　　　明朝体をキャッシュするなら次の ＃ を外します。

128:　＃
129:　＃ｄｅｆｉｎｅ ｍｉｎｃｈｏＣａｃｈｅ　　　＝ｔｒｕｅ

iｓｔ ５－２● キャッシュを有効化する

126:　＃

127:　＃　　　　明朝体をキャッシュするなら次の ＃を外します。

128:　＃

129:　ｄｅｆｉｎｅ ｍｉｎｃｈｏＣａｃｈｅ　　　＝ｔｒｕｅ

この行は、明朝体をキャッシュする場合に変更します。なお、ここでいう明朝

体とは、プリントアウトするときのフォントのことであって、プレビューすると

きのフォントとは違うことに注意してください。

プレビューするときのフォントは、高速性を要求される一方で、あまり美しさを

要求されないという事情もあって、通常はX680 ×O本体に内蔵されているＲＯＭ

フォントを拡大したり縮小したりして使っています。もちろん、プレビューする

ときのフォントにアウトラインフォントを指定することも可能です。　しかし、そ

のような要求があるとは思えない15)ので、本書では触れません。

プレビューアは十分高速になるようにつくられているので、プレビュー用の

フォントにキャッシュを指定しても速くはなりません。これでも遅いと感じる人

は、X680 ×O 自体の速度をチューンナップするしかないでしょう。
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さて、本題に戻ります。 ｍyｆＯｎｔＳ.fm のL 滋5-1 の下のほうにも同様な行が

あって、ゴシック体をキャッシュの対象にするという指定ができますo

しかし、すでに述べたように、メモリが空いているからといって、ゴシック体

もキャッシュするというのは考えものです。通常のTI£Ｘの文章においてゴシック

体は、タイトルや特に強調したい部分くらいにしか使わないからです。つまり、

ゴシック体をキャッシュしてもキャッシュのヒット率( 再利用率) はあまりよくな

いというわけです。

しかし、意図的にゴシック体を多川したソースを書いた場合は別です。この場

合はメモリの空き容量と相談して、どんどんキャッシュしましょう。

さて、ｍyｆｏｎtｓ.fm を編集し、プリントアウト時の明朝体をキャッシュするこ

とができたら、ｍyｆｏｎtＳ.fm をセーブし、エディタを終了します。

次に、コマンドラインから

Ａ＞ｆｏｎｔｍａｎ　ｒ

と実行し、フォントマネージャが常駐していないことを確かめてください。

Ａ〉 ｆ ｏｎｔｍａｎ - ｒ

Ｘ６８ｋ Ｆｏｎｔ Ｍａｎａｇｅｒ Ｖｅｒ ３. ００ｃ ＣｏＰｙｒｉｇｈｔ （Ｃ ） １９８９ ．９０ ，９１ ，９２

ｂｙ Ｅ ）（ ｔ （Ｔ ．Ｋａｗａｌｌｏｔｏ）

フ ォ ン ト マ ネ ー ジ ヤ は 登 録 さ れ て い ま せ ん 。

と、表示されれば大丈夫です。

もし、フォントマネージャが常駐していたら、このコマンドでフォントマネー

ジャの常駐は(1depth だけ) 解除されます16)。フォントマネージャのldepth の

常駐が解除されるときは。

A ＞ ｆｏｎｔｍａｎ　 ｒ

Ｘ６８ｋ Ｆｏｎｔ Ｍａｎａｇｅｒ Ｖｅｒ ３.００ｃ Ｃｏｐｙｒｉｇｈt （Ｃ）1989 ，90 ，91. ９２

ｂy EXt （Ｔ.Ｋａｗａｍｏｔｏ）

フ ォ ン ト マ ネ ー ジ ヤ は 解 除 さ れ ま し た 。

のような表示が出ます。こういう場 合は、「ｆｏｎｔｍａｎ -「 」を何度も繰り返してく

ださい。 そのうち、

Ａ〉 ｆｏｎｔｍａｎ ｒ

Ｘ６８ｋ Ｆｏｎｔ Ｍａｎａｇｅｒ Ｖｅｒ ３
・
００ｃ Ｃｏｐｙｒｉｇｈｔ （Ｃ） １９８９ ，９０ ，９１ ，９２

ｂｙ Ｅ ｘ ｔ （ Ｔ ．Ｋａｗａｍｏｔｏ ）

フ ォ ン ト マ ネ ー ジ ヤ は 登 録 さ れ て い ま せ ん 。

16 〕ここ で 述 べて い るこ とに

つ い ては、す でに 第３．２．３

項 「フ ォ ン ト マ ネ ー ジャ

の 常 駐」（ｐ.５４）で も触 れ

たと お りで す。
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と表示されるようになります。これで、いっさいのフォントマネージャの常駐が

解除されましたo

それでは、

Ａ〉ｆｏｎtｍａｎ ｍyｆｏｎtｓ.fm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

㎜

でフォントマネージャを常駐させてください。ここで、プリンタドライバを使用

して、印刷速度がどの程度高速化したか、計ってみるとよいでしょう。

なお、プレビューアには、このキャッシュの設定が効きませんので、注意して

ください。前述のとおり、すでに最高速のフォントを割り当てているので、キャッ

シュする必要がないからです。

◆ キャッシュバッファを増やす

キャッシュを利用するように変更したら、さらに細かい設定を行います。最も

手軽に変更できる設定項目は、キャッシュバッファのサイズです。そこで、次は

キャッシュバッファのサイズを増やしてみましょう。

再びエディタを起動してｍyｆｏｎｔｓ.fm を編集してください。

七 二___
○

136

137

138

139

井

毒

毒

キャッシュバッファサイズ（Ｋバイト単位）

d ｅｆｉｎｅ ｃａｃｈｅＢｕfSi ｚｅ ＝5 ０0

ＬｉＳt 5-3に示した行（139 行目）を探し出し、数値（500 ）をもっと大きな値

に変更してみてください。たとえば、1000 にしてみましょうＯ

前節と同じく、フォントマネージャを解除し、常駐しなおします、

バッファサイズを倍にしたからといって、速度が倍になるわけではありません。

また、バッファサイズを増やせば、それだけメモリの空き容量が少なくなります。

効果がわかりにくい部分ですので、ご自分でプリンタドライバを起動して印刷速

度を比較してみて、メモリの圧迫度と相談しながら適切なバッファ容量を決定し

てください。

◆ キャッシュフィルタの、より進んだ利用

myｆｏｎｔｓ.fm の さ ら に 下 に、“ｄｅｆｉｎｅ ｃａｃｈｅＦｏｎｔＳｉｚｅＬｉｓｔ＝ ２２” と い う 記 述
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がありますO

141

142

143:

144:

145:

146:

147:

148:

149:

150:

151:

152:

153

154

井

毒

井

井

毒

キ ャッ シュ フ ォン ト サ イズ の リ スト

ｔｏｔｅｘ.ｓｙｓ の 作 成 する環 境フ ァ イ ルをdllmp2 ｔｔy.ｘ を使 って 覗 き、

良 く使 用 され る フ ォン ト サイ ズ を指 定 し ます。

こ れは ｄｐｉ に よ って 大 き く変化 し ます。

＃

＃ ３ ６ ０ ｄ ｐ ｉ 用 フ ォ ン ト サ イ ズ

毒

# ｄｅｆｉｎｅ ｃａｃｈｅＦｏｎtSi ｚeLi ｓt＝45 46 65

井

＃　 １ ８ ０ ｄ ｐ ｉ 用 フ ォ ン ト サ イ ズ

＃

ｄｅｆｉｎｅ ｃａｃｈｅＦｏｎtSi ｚｅＬｉｓt ＝22

あなたの ｍyｆＯｎtＳ.f。 に 設定されている内容は、上 の例のような表示内容とは

異なっているかもしれません。上の例の場 合｡180dpi プ リ ンタ用として22 ド ッ

トのフ ォントだけをキャッシュする設定になってい ます。180dpi で は｡10 ポ イ

ントのフォントのドット数が22 ド ットですから、この指定が10 ポイントのフ ォ

ントをキャッシュの対象にするものであることがわかるでしょう。

これを、｢12 ポイントもキャッシュしたい(10 ポイ ントの ほか、Xlal=ｇｅ も非

常によく使う場合)｣ という用途に変更してみましょう。

はじめに、12 ポ イントのフ ォントを使う｢ 哨Ｘ のソースをつくり、これをプ リ

ンタドライバにかけてみます。その後、｢ フ ォントの使用履歴表示｣ と もいえる

コマンドd －P2 ｔｔｙ.Ｘ で、何ドットのフォントが実際に使われたのかを確かめ、

そのサイズを・yｆｏｎｔｓ.fm に書 き込 みます。

以下、実際にどうすればいいかを示 してみましょう。

(1) 適当 な作業デ ィレクトリ( た とえば Ａ:XW()ＲＫ) に移動します。

Ａ＞ｃｄ Ａ:χＷＯＲＫ

(２)12 ポイ ントのフ ォントを使用するIXrljX の サ ンプ ルソ ースをつくります。

団. Ｘ を起動して、簡 単なサ ンプ ル Ｓ，Ｐｌｅ１２Ｐｔ.ｔｅＸ を作業 ディレ クト リ

Ａ:ＸＷＯＲＸ内につくります。

1 :　χｄｏｃｌｍｅrkｔｓｔyｌｅ{jｒｅＰｏｒｔ}

２=　χｂｅｇｊＪＩ{ｄｏｃｍｌｅｎｔ3･

3:　Ｕａｒge 12 ポイントキャッシュ試験用

４:　Ｍｌｎｄ{ｄｏｃｌｌｍｇ７１t}

（３） 次 に 、 ｓａｍＰｌｅ１２ｐｔ.ｔｅｘ をL 紅Ｅχ で 処 理 し、 ｓａｍＰｌｅ１２ｐｔ.ｄｖi を 得 ま す 。

Ａ〉jla ｔｅｘ ｓａＪｎＰｌｅ１２Ｐｔ
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（E）ポイント数とドット数

印刷の用語として、フォントの大きさを

表すのに“ポイント数”というものがあり

ます。これは ｍｍ と同じく、長さを表す

単位です。１ポイントは約0.35 mm です。

この単位を使って、フォントの大きさを表

します。具体的には、英字“Ｍ”の横幅を

ポイント数で表したときの数値を、フォン

トの大きさとして使用しますo たとえば10

ポイントのフォントとは、そのフォントの

“Ｍ”の幅が約3.５ｍｍ であるということ

です。

印刷では、通常書籍などの本文には９ポ

イント、論文などの本文には10 ポイント

のフォントを使用します。

これとは別に、寸法を表すとき、インチと

いう単位が英語圈ではよく使われています。

１ インチは25.４ ｍｍ です。また、１イン

チが72.27 ポイントであることも知って

おいたほうが、インチをポイントに換算す

る場合に（あるいは逆の場合にも）便利で

しょう。

フォントマネージャでは、フォントのサ

イズを表すために「ドット」という単位を

使います。フォントを実際にコンピュータ、

あるいはプリンタ上で扱う場合には、文字

は小さなドットの集まりとして表現されま

す。たとえば、X680 ×O のディスプレイに

表示される漢字フォントは16 ドットの大

きさです。

おおざっぱにいえば、ドット数が多けれ

ば多いほど大きい文字だといえるのですか、

正確にはそうともいえません。これは、表

示デ“ イス（たとえば。ディスプレイであっ

たり、プ リンタであったり）によって文字

の大きさが変わってくるのです。たとえば、

プリンタを例にとると、よく24 ドットプ

リンタだの、48 ドットプリンタだのといっ

た、プリンタのきれいさを表す数値を見か

けるでしょう。これらは、正しくはプリン

タの解像度を表します。解像度を表す単位

としてはdpi が使われます。

24 ドットプリンタは、この単位でいうと180

dpi プ リンタと呼ばれますo 同様に48

ドットプリンタは、360 dpi プ リンタと呼

ばれます。dpi はdot ｓ per inch の略で、

そのプリンタが１インチを何ドットの点で

表せるか（横１インチの長さに並べること

のできる点の数）を示すものです。このた

め、縦杖それぞれ24 ドットからなるフォ

ントを、180 dpi プ リンタで印字した場合

と360 dpi プ リンタで印字した場合とで比

べてみると、出力されたフォントの大きさ

は、180 dpi プ リンタで出力した場合のほ

うが大きくなります。

逆に、180 dpi プ リンタで印字した24

ドットのフォントと同じ大きさのフォント

を360 dpi プ リンタで印字しようとする

と、48 ドットのフォントが必要です。

ポイント数とドット数との関係について、

計算式を知っておくと役に立ちます。上述

のように、ポイント数は実際に目で見た大

きさで確認できますが、ドット数というの

は表示デバイスの解像度に左右されますか

ら、表示デバイスの解像度を考慮しないと、

ポイント数とドット数間の変換計算はでき

ません。

表示デバイスの解像度がm dpi であった

とすると、Ｊポイントのフォントのドット

数は、Ｊ｀叩ｱ2.27 となりますo

ただし、ポイント数とは、先はども述べ

たように英語の文字“Ｍ”を基準にして表

しますが、フォントマネージャではドット

数というのは、漢字の高さを基準にして表

すことになっているので、この計算式での

計算結果がそのまま使えるわけではないこ

とに注意してください。
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（４）ｄｕmP2ｔｔy.ｘの表示をわかりやすくするための前処理として、次の一連の

操作を行ってください。ｄｕmP2tty.ｘ がよけいな情報を出力しないように、

dlmP2tｔy.ｘが参照するディレクトリ内をきれいに掃除します。

（ａ） フォントマネージャの常駐を解除します。

巴 二___ コ

これまでも述べたように、常駐を解除した旨が表示されるまで、何度も

（ｂ）Ｔ甘ＸのＨＯＭＥ ディレクトリ内にあるｄｕmP サブディレクトリに移動し

／ ‾ ‾ ‾ ノ

（ｃ） ディレクトリの中身をすべて消去しますo

（ｄ） フォントマネージャを起動します。

（５） 次に、実際にフォントを使用するために、プリンタドライバを使用します。

元の作業ディレクトリＡ:＼ＷＯＲＫに戻ってｓamPle12Pｔ.ｄｖi をプリンタドラ

昌 二 二
。 ｙ

（6） もう一度フォントマネージャの常駐を解除します。

（７） また、ｄｕｍＰディレクトリ内に移動します。

ロ ニ ー

（８） ここでディレクトリの中身を見てください。
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A〉di ｒ

ボ リ ュ　 ム があ り ませ ん ａ:/ｕｓｒ/１０ｃａ１/ＴｅＸ/ｄlｍＰ

５ ファイル

ファイル使用量dlmP

ｓ-ｍ２ｄ

ｆｏｎｔ.001

font.002

fonｔ.003

font.004

4663K Byt ｅ 使用中

６Ｋ Ｂytｅ 使 用

3480K Byt ｅ 使用可能

150　93-10-29　

881　93-10-29

1377　93-10-29　

879　93-10-29　

873　93-10-29

７：５９：４８

８：００：１８

８：００：２０

８：００：２０

８：００：２０

dｕmPｓ.ｍ２ｄ と、ｆｏｎt.001 か ら ｆｏｎｔ.004 まで のファイルが見え ます。

後者の ４つのフ ァイルは、ｍyｆｏｎｔｓ.fm の 設 定に もとづいてフ ォントマネー

ジャが使用した ４つのフォントについての使用履歴です。このなかには、文

字の幅の情報や、文字位置の横方向の修正情報が 入っています。これはどう

いうこ とかというと、ツァイトのフ ォントを含め、日本語のフ ォントは多く

の場合、いわゆる固定幅フ ォントとして作成されてい ます。つまり、すべて

の キャラ クタの幅は揃っているわけですが、これに対して7［甘Ｘ システムで

はフォントの幅はキャラクタごとに異なるという前提になっていますo　した

がって、固定幅のフ ォントを出力する場合には、フ ォントの幅や位置等の修

正が必要なのですo フ ォントマネージャでは、文字が利用された際に、その

文字に関する修正情報を計算しています。そして、フ ォントマネージャの常

駐を解除したとき、dｕmP デ ィレクトリ内 にこの修正|青報を収めるのです。

一見したところでは、どれが目的のフォントなのかわかりません（実は、ファ

イルサイズが最も大きい ものが目的のフォントなのですが）ので、ｄｕｍＰｓ.ｍ２ｄ

をのぞいてみましょうｏ

A 〉ty Ｐｅ ｄｕｍＰｓ. ｍ２ｄ

ｚeit －ペ ジ ェ ーゴ シ ッ ク ーt ｅｘ［got ｈ］ ｆｏｎt.001

ｚeit －ベ ジ ェ ー明 朝- ｔｅｘ［ｍｉｎ］ ｆｏｎｔ ．００２

ｓｈａｒＰ- ｒｏｍ一平 滑 （１６）-ｔｅｘ［ｇｏｔｈ ］ ｆｏｎｔ ．００３

ｓｈａｒＰ ―ｒｏｍ一平 滑- ｔｅｘ［ｍｉｎ ］ ｆ ｏｎｔ ．００４

dｌｍＰｓ.ｍ２ｄ は、フォントマネージャによって使用された ４つのフ ォントと、

今、説明した４つのファイルについての対応関係 を収めたファイルです。つ

まり、どのフ ォント情報をどのファイルに収めたかを記録してあります。皆

さんのマシンのインストール状況によって、このファイルの中身は異なるの

で、キーワードだけ挙げておきますと、“ｚeit” ど 明朝”がこれにあたりま

す。ここで示した例の場合、“ｚeit” と 叩月朝”というキーワードが含 まれた

フ ォントがｆｏｎｔ.002 と対 応してい ます から、これが最 も利用されてい る

フ ォントであることがわかります（最 もサイズの大 きなファイルで間違いあ

りませ んでしたか？）。
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（9）目的のファイルをｄｕmP2tty.ｘにかけます。

☆ 二 二 二 コ　

画面に次々と、たくさんの表示が現れたことでしょう。

ｆｏｎｔｍａｎ ｄ１１` Ｐ ｆｉｌｅ ｄｉｓＰｌａｙｅｒ ＣｏＰｙｒｉｇｈｔ （ Ｃ） １９９１ ，９２　

ｂｙ Ｅ ゛ ｔ （ Ｔ ．Ｋａｗａｍｏｔｏ ）

ｔｏｔｅｘ ｄｍｌＰ ｆｏｒ ℡ａｔ Ｖｅｒ 1.10a （Ｅｘｔ ）

ｆｏｎｔ ｎａｍｅ　　　　 ° ｓｈａｒＰ-「 ｏｍ一平 滑- ｔｅχ［ ｍｉｎ ］

ｄｕｌｎｐ ｆｉｌｅ Ｐａｔｈ　 － Ａ：／ｕｓｒ ／１０ｃａ１／ＴｅＸ／ｄｕｍＰ

ｊｆｍ ｆｉｌｅ ｎ－ ｅ　 － Ａ：／ｕｓｒ ／１０ｃａ１／Ｔｅχ／ｆｏｎｔｓ／ｍｉｎ１０ ．ｔｆｍ

ｃｈａｒｓ ｍｌｍ　　　　 ＝ １２１

ｆｏｎｔｓ Ｄ１１ｍ　　　　 － ３２

ｄｅｓｉｇｎ ｓｉｚｅ　　　 ＝ ００Ａ０００００

ｈｅｉｇｈｔ　　　　　 ＝ ０００Ｃ７１００

ｄｅＰｔｈ　　　　　　 ＝000238CO

i ｔａｌｉｃ　　　　　 ＝00000000

ｃｈａｒ ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎｓ

ｄｏｔｓ ｐｅｒ ｄｅｓｉｇｎ

ｙ ｄｏｔｓ( ｆｏｎｔ ｓｉｚｅ)

ｙ ｏｆｆｓｅｔ

ｉｔａ:Ｌｉｃ ｘ ｏｆｆｓｅｔ

19.5932　 ２９

８
　

５
　

０

１
　

１

９
　

７
　

３
　

０

７
　

２
　

２

８８

ｃｏｄｅ　 ｗｉｄｔｈ　 ｘｄｏｔ ｘｏｆｆ ｘｄｏｔ ｘｏｆｆ

※0000 000F653D　19

、2122 00081070　10

2123 00081070　10

212４ 0005Ａ89D　　72125 0005

Ａ89Ｄ　　72126

0005A89D　　 ７

ワ256F 000F653D

ヲ2572 000F653D

ヵ2575 000BF57D

ヶ2576 000 ＢＦ5７Ｄ

2577 00 ０BF57 Ｄ

０

＊ ＊

＊
　

＊
　

＊
　

＊

＊
　

＊
　

＊
　

＊

29　 －1

５
　

５
　

１
　

１
　

１

１
　

１
　

１
　

１
　

１

＊
　

＊

＊
　

＊

＊
　

＊

＊
　

＊

＊ ＊

＊
　

＊
　

＊
　

＊
　

＊

＊
　

＊
　

＊
　

＊
　

＊

９
　

９
　

２
　

２
　

２

２
　

２
　

２
　

２
　

２

＊
　

＊
　

＊
　

＊
　

＊

＊
　

＊
　

＊
　

＊
　

＊

９
　

９
　

５
　

５
　

５

１
　

１
　

１
　

１
　

１

（10 ） その表示のなかから、

ハ バ ク ク ‾ ノ

という行を探し出してください。この行に、プレビューアやプリンタドライ

バに使われたフォントのドット数が表示されていますO
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「y ｄｏｔｓ（ｆｏｎt ｓiｚｅ）」 の 行 に 、２ つ の 数 字 が 見 え ま す。 こ の 例 で は18 と

27 で す が 、18 は プ レ ビ ュ ー ア 用 の フ ォ ン ト の ド ッ ト 数 を 表 し ま す。18 で な

い ほ う が あ な た の プ リ ン タ の ド ッ ト 数 で す。 皆 さ ん の プ リ ン タ のdPi 値 に

よ っ て は27 と い う 数 字 で は な い こ と が あ り ま す （異 な る か ら こ そ 、 調 べ て

もら っ て い る わ け で す ）。

い く つ で し た か ？　党 え て お い て く だ さ い 。

（11 ）TljX の Ｈ ＯＭ Ｅ デ ィ レ ク ト リ 内 に 戻 っ て 、 ｍｙf・ｎｔｓ.fm の 編 集 を 続 け ま す 。

A〉 ｃｄ ＺＴＥＸＨＯＭＥＺ

ヰ ‾ 　 ◇

Liｓt 5-4 に戻 っ て く だ さ いo 前 に見 て い た 行 “ｄｅｆｉｎｅ ｃａｃｈｅＦｏｎｔSiｚeLi ｓｔ=

22 ” に 、 先 ほ ど 調 べ て お い た 数 値 を 追 加 し ま す 。 こ こ で の 例 の 場 合 、27 で し

た か ら 、 以 下 の よ う に な り ま す。

141
142

143

144

145

146
147

148
149

150

151
152

153

154

井

井

井

井

井

キ ャッ シュ フ ォン ト サ イズの リ ス ト

ｔｏｔｅｘ.ｓｙｓ の作 成 する環 境 フ ァイ ルをdl 一P2ｔｔy.ｘ を使 って覗 き、

良 く使 用さ れ るフ ォン ト サ イズ を指 定 し ます。

こ れはdpi によ っ て大 き く変化 し ます。

井

＃ ３ ６ ０ ｄ ｐ ｉ 用 フ ォ ン ト サ イ ズ

毒

毒ｄｅｆｉｎｅ ｃａｃｈｅＦｏｎｔSi ｚｅＬｉｓｔ＝ ４5 ４6 6 ５

毒

＃　 １ ８ ０ ｄ ｐ ｊ 用 フ ォ ン ト サ イ ズ

＃

ｄｅｆｉｎｅ ｃａｃｈｅＦｏｎｔＳｉｚｅＬｉｓｔ ＝ ２２ ２７

360dPi プ リ ンタの 人は、実はすでに数値が書 き込 まれてい ます。「65 」 が

そうで す。「360 dpi 用フ ォントサイズ」 と會いてあ る行の ２行下の行頭 の

“＃”を外し、「180 dP け|二」フ ォントサイズ」と書いてあ る行の ２行下の行頭

に“＃”をつけてくださいO

141:

142:

143:

144j

145:

146:

147:

148:

149:

150:

151:

152:

153:

154:

井

毒

井

井

井

キ ャッ シ ュフ ォ ント サ イズ の リ スト

tｏtｅｘ.ｓyｓ の作 成 する環 境 フ ァイ ルをdllmP2 ｔｔｙ.ｘ を使 って 覗 き、

良 く使 用さ れ るフ ォ ント サ イズ を 指定 し ます。

こ れは ｄｐｉ によ っ て大 き く変 化 し ます。

毒

＃ ３ ６ ０ ｄ ｐ ｊ 用 フ ォ ン ト サ イ ズ

毒

ｄｅｆｉｎｅ ｃａｃｈｅＦｏｎｔＳｉｚｅＬｉｓｔ ＝ ４５ ４６ ６５

毒

＃　 １ ８ ０ ｄ ｐ ｉ 用 フ ォ ン ト サ イ ズ

井

＃ｄｅｆｉｎｅ ｃａｃｈｅＦｏｎｔSi ｚｅＬｉｓｔ＝22 2 ７
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（12 ） あなたの使っているプリンタの解像度が180dpi でも360dPi でもない場合

は、自分のプリンタの解像度専用の行を新たにつくって、今、述べてきたよ

うな作業を行ってください。

以上で説明したことの応用として、「11 ポイントのフォントだけをキャッシュ

したい（スタイルオプション11Pｔ17）をよく使う）場合」などが考えられます。試

してみてください。

1　5.
２ｊ　 ７ アイトフ ォシトとダイ｀.ツFj イJ‘・夕(7)讐ふ谷わ゛　　　 ｜

ツァイトの提供するアウトラインフォントは、太すぎると思われる方もいるの

ではないでしょうか。

ビットマップフォントは、それぞれのサイズごとに適切な太さでフォント全体

がデザインされているので、異なるサイズでもフォントの太さが気になることは

まずありません。たとえば、12 ポイントのフォントは、10 ポイントのフォント

に比べて単に1.2 倍に拡大された形をしているわけではなく、12 ポイントで見

たときに最も美しく見えるようにデザインされているのです。実際、印刷の組版

では、それぞれのサイズごとに縦・横の太さを変えてデザインされたフォントが

用意されていますし、これは ＭＥＴＲｒｏＮＴが作成するIE ｘ の英数記号フォント

についても同様なことがいえます。

しかし、アウトラインフォントは、すべてのサイズについて、同一スケールで

太さが決められているので、当然、サイズによってフォントのバランスがとれて

いないことがあります。具体的にいえば、各フォントは比較的大きなサイズにあ

わせてデザインされているので、小さなサイズで使うとフォントが太く感じられ

ます18)。

そこで、線の太さを調整して細くするフィルタ ー ダイエットフィルタ ー を

ツァイトのアウトラインフォントに組み合わせてみましょう。ダイエットフィル

タは、アウトラインフォント描画の際に、そのフォントを描く線の太さを細く調

整するものです。

そのアルゴリズムは、大まかにいうと次のとおりです。

1 ）2

）3

）

必要なフォントの２倍のサイズで、アウトラインフォントを描画する

縦・横ともに１ドットおきにドットを拾い集める

目的サイズのフォントとして返す

冒頭で述べたとおり、ビットマップフォントにダイエットフィルタを適用する

意味はほとんどありません。また、ＲＯＭ フォントは24 ドットでデザインされ

ているので、これも細くする必要はありませんし、プレビューアで利用するため、

ダイエットフィルタをかませると速度低下につながるので、これは避けるべきで

しょう。そういう意味で、ダイエットの対象とするフォントは、現状では、

Ｏ　 Ｚ'Ｓ ＳＴＡＦＦ ま た は Ｚ'ＳへＶＯＲＤ ＪＧ の ア ウ ト ラ イ ン フ ォ ン ト

17 ）「ｓＱﾉyｅ_ｏｐｈｏｎ 」（ｐ.105 ）

を 参照 し て くだ さい 。

1８)逆にい えば／｣ さヽなフォ

ントにあわせてフォント

をデザ インすると、拡人

して使ったときに線が細

く見えて弱々しく感じら

れます。
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○

○

書体倶楽部のアウトラインフ ォント

Z's ＷＯＲＤ ＪＧ Ｖｅｒ.3のベ ジェフ ォント

の３つで十分でしょう。

ただし、ダイエットフィルタを使う場合はメモリをかなりたくさん必要としま

すので、メインメモリが4M バイト以上ある人でないと、この組み合わせを使う

ことはできません。

｢匹 匹 ぶ 二 コ
ダ イ エ ッ ト フ ィル タ を 使 用 す る 場 合 は ／ 珀 Ｘ の ＨＯ ＭＥ デ ィ レ ク ト リ内 の フ ァ

イ ル ｍｙｆｏｎtｓ.fm を 編 集 し ま す。 念 の た め 、 バ ッ ク ア ップ を と っ て お く と よ い で

し ょ う。

A〉 ｃｏＰy ｍyｆｏｎｔｓ.ｆｍ ｍyｆｏｎtｓ.ｏｒ9

次 に 、 エ デ ィ タ を 起 動 し て く だ さ い 。

A〉 ｅｄ ｍyｆｏｎtｓ.fm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

㎜㎜

99:

100:

101:

102

103

井

毒

丼

die ｔ.ｓyｓ を使 う場 合、 次 の ＃ を 外 し ます。 更 に、ｄｉｅｔ.ｓyｓ で使 用

する オプ シ ョン を指 定 して くださ い。

井

＃ｄｅｆｉｎｅ ｕｓｅＤｉｅｔ ｔ ｒ ｕ ｅ

ＬｉＳt 5-8の行を見つけて、コメントに書いてあるように行頭の“# ”を外して

ください。

99

100

101

1０2103

毒

毒

井

dieｔ.ｓyｓ を使う場合、次の ＃を外します。更に、ｄｉｅｔ.ｓyｓ で使用

するオプションを指定してください。
＃

ｄｅｆｉｎｅ ｕｓｅＤｉｅｔ ＝ ｔｒｕｅ

そして、こ れをセーブ し、エディタを終了します。

ｆｏｎｔｍａｎ -ｒ で フォントマネージヤが起動していないこ とを確かめます。

Ａ〉ｆｏｎｔｍａｎ -ｒ
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A ＞ ｆｏｎｔｍａＴＩ - ｒ

Ｘ６８ｋ Ｆｏｎｔ Ｍａｎａｇｅｒ Ｖｅｒ ３. ００ｃ Ｃｏｐｙｒｉｇｈｔ （ Ｃ）1989 ，９０ ，91 ，９２

ｂｙ E ）（t （Ｔ. Ｋａｗａｍｏｔｏ ）

フ ォ ン ト マ ネ ー ジ ヤ は 登 録 さ れ て い ま せ ん 。

あ る い は 、

A〉ｆｏｎ七ｍａｎ -ｒ

X68k Fon ｔ Ｍａｎａｇｅｒ Ｖｅｒ 3. ００ｃ Ｃｏｐyｒigh ｔ （C ）1989,90,91 ，92by EXt

（T.Ka ｗａｍｏtｏ）

ｌ ｄｅＰtｈ 分 のフ ォ ント ド ラ イバ が解 除 さ れ まし た。

フ ォン トマ ネー ジ ヤは 解除 さ れ まし た。

と表示されればＯＫ です。

そうでなければ、何回かｆｏｎｔｍａｎ -ｒ を繰り返してみてください。

最後に、

A〉ｆｏｎtｍａｎ ｍyｆｏｎｔｓ.fm

でフォントマネージャを常駐させます。あとは、普通に使用してください。

◆ ダイエットフィルタのより進んだ利用法

ｍyｆｏｎｔｓ.fm の な か に “ｄｅｆｉｎｅ ｍｉｎＤｉｅtDP ｔｉｏｎｓ” と い う 行 が あ り ま す 。

iｓｔ ５ － １０ ● ｍｙｆｏｎｔｓ-fm の一部

105:　 ＃

106:　 ＃　　　　　明朝 体 用 ｄｉｅｔ.ｓyｓ の オプ シ ョン

１０７：　＃

108

109

110

111

112

d ｅｆｉｎｅ ｍｉｎＤｉｅtOPt ｉｏｎｓ　 ＝-P7

＃ｄｅｆｉｎｅ ｍｉｎＤｉｅｔOP ｔｉｏｎｓ　 ＝-P8

＃ｄｅｆｉｎｅ ｍｉｎＤｉｅｔOP ｔｉｏｎｓ　 ° - ｄ －ｅ －ｋ －ｈ

＃ｄｅｆｉｎｅ ｍｉｎＤｉｅｔOP ｔｉｏｎｓ　 ＝-P1

# ｄｅｆｉｎｅ ｍｉｎＤｉｅｔOPt ｉｏｎｓ　 ＝-P2

ＴでEχ の ＨＯ ＭＥ デ ィレ ク ト リ 内 の マ ニ ュ ア ル ｆｏｎｔｍａｎ＼ｄｏｃ＼dｒiｖｅｒｓ＼ｄｉｅｔ.ｄｏｃ

を よ く読 ん で 、 ど れ か の 行 を 有 効 に し て19 ）み て く だ さ い 。

た と え ば 、“ｄｅｆｉｎｅ ｍｉｎＤｉｅｔOPｔｉｏｎｓ ＝-p 1 ” と い う 行 を 有 効 に す る と 、「 高

解 像 度 明 朝 」 用 の 設 定 と な り ま す。

Liｓt ５-１１● ダイエットフィルタのオプションの設定　　　　　　　　　 ＿

105:

106:

毒

井 明朝 体 用 ｄｉｅｔ.ｓyｓ の オプ ショ ン

1９）define から始まってい

る行の行頭に“＃” を付

け加えて、 使いたいオプ

ション指定の行頭の“ ＃”

を消します。

179
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(E)ｎｅｗfm_fi ｘ.1 ｚｈ　 そ の １ ～ フ ォ ン ト マ ネ ー ジ ャ の 複 数 登 録 に つ い て ～

本 文 中 、｢ フ ォ ン トマ ネ ー ジ ャ は 複 数 回 数　　
１Ｊ
ＸＴＥＸＨＯＭＥχχｆｏｎｔｍａｎ＼ｖｆｄｅｃｏｒａｔｅ.fm｣ と

登 録 で き る｣ あ る い は｢ い っ さ い の フ ォ ン　　 入 力 し た と し ま す 。 こ の と き 、 使 用 可 能 に

ト マ ネ ー ジ ャ の 常 駐 が 解 除 さ れ る 」 と い っ　　 な る フ ォ ン ト は ｆｏｎｔｍａｎ.f11 が 定 め る 汎

た 主 旨 の 文 章 が 何 度 か 出 て きて い ま す が 、　 川 フ ォ ン ト と ｖｆｄｅｃｏｒａｔｅ.fm が 設 定 す る

こ の こ と に つ い て も う 少 し 具 体 的 に 説Iり]し　　V μ ボT【1ΞiX( 第 ６ 章｢ ｌｋＸｆａｍｉｌｙ｣ のp.234

て お き ま す。　　　　　　　　　　　　　　　　 参 照) が 対 応 す る 粕iり 文 字 に な り ま す 。 さ ら

た と え ば 、 本 書 の 添 付 デ ィス ク に 収 録 さ れ　　 に ｖft ｒａｎｓfo －.fm を 指 定 し て フ ォ ン ト マ

たITMX シ ス テ ム に は 、ｆｏｎｔmall.fm( 汎 用 フ　　 ネ ー ジ ャ を登 録 し た 場 合 、 こ こ まで に 使 用 可

オ ン ト 登 録 川)､ ｖｆｄｅｃｏｒａｔｅ.fm(
ＶＦＢＩＥＸ　　 能 だ っ た フ ォ ン ト に 加 え 、ｖfｔｒａｎｓfo －.fm

の 飾 り 文 字 登 録 川) 、 ｖft ｒallｓfo ｒｍ.fm　　 が 設 定 す るVF ぷTrljX の 変 形 フ ォ ン ト も 使(VF4

ぶＩＥＸ の 変 形 フ ォ ン ト 登 録 川) と　　 川j･｣'能 に な る わ け で す。

い う　３ つ の コ ン フ ィ ギ ュ レ ー シ ョ ン フ　　　 つ ま り、 フ ォ ン ト マ ネ ー ジ ャ は 。 あ る 特

ア イ ル が 川 意 さ れ て い ま す。 こ こ で 仮　　 定 の 川 途( あ る い は 種 類) の フ ォ ン
ト の 定

り に 、 コ マ ン ド ラ イ ン か ら｢ ｆｏｎt ｍａｎ　　 義 を 最 も 基 本 と な る フ ォ ン ト の 定 義 と は 別

ｕＸＴＥＸＨＯＭＥＺ
χｆｏｎｔｍａｎχｆｏｎｔｎ ｎ.fmj と 人　　 の コ ン フ ィ ギュ レ ー シ ョ ン フ ァ イ ル で 行 う

力 し た と し ま し ょ う。 こ の と き 登 録 さ れ 、　 こ と に よ り、 基 本 フ ォ ン ト し か 使 用 し な い

使 川 吋 能 に な る フ ォ ン ト は 、ｆｏｎｔｍａｎ.fm　　 場 介 の メ モ リ 消 費 を 抑 え る こ と に 成 功 し て

が 定 め る 汎 川 フ ォ ン ト だ け で す。 引 き　　 い る の で す 。

続 い て コ マ ン ド ラ イ ン か ら 、｢ ｆｏｎtｍａｎ　　　　　　　　　　　　　( ｐ,185 へ 続 く)

１ ０ ７ ：

１ ０ ８ ：

１ ０ ９ ：

１ １ ０ ：

１ １ １ ：

１ １ ２ ：

井

＃ｄｅｆｉｎｅ ｍｉｎＤｉｅtOpt ｉｏｎｓ　 ° ―P7

＃ｄｅｆｉｎｅ ｍｉｎＤｉｅtOPt ｉｏｎｓ　 ＝-p8

＃ｄｅｆｉｎｅ ｍｉｎＤｉｅｔOPt ｉｏｎｓ　 ＝- ｄ - ｅ - ｋ - ｈ

ｄｅｆｉｎｅ ｍｉｎＤｉｅｔOPt ｉｏｎｓ　 ＝-P1

＃ｄｅｆｉｎｅ ｍｉｎＤｉｅｔOP ｔｉｏｎｓ　 ° ‐P2

あとは、「ダイエットフィルタを使川する」（ｐ.178）と同じく フォントマネー

ジャを操作して試してみてください。

15.2.
４　ＦＭ ＴＯＷＮＳ の丸文字フ ォントを使用する

フ ォントマ ネージャ応用の最後に、丸文字フォントを利 用してみましょう。 丸

文字フォントは、竃漑 システムそのものではサポートされてい ません。

しかし／I 甘Ｘ システムには柔軟な拡張機能があるので、独自に拡張して丸文字

フ ォントを ■£Ｘ システムの機 能の一部にしてしまうことができます。

ここでは、丸文字フォントを扱えるように、本書で構築した ＴｋＸ システムを

拡張する例を紹介しましょう。

なお、丸文字フォントファイルとして、ＦＭ ＴＯＷＮＳ の ＣＤ-ＲＯＭ に添付され

ているMARU24.FNT とい うファイルを利川します。丸文字フォントを使う場合に

は、これを于に入れる必要があります。 もし、手に入らない場合は、残念ながら、

丸文字フ ォントの拡張はで きません。あらかじめご了承ください。

標準の 淵£Ｘ システムには、丸文字フォントに切り替えるマクロすらありません
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ので、説明は、フォントマネージャでの丸文字フォントの追加だけでなく、ＴｋＸ

あるいは 玖[ＥＸ で丸文字フォントを使用するために追加するコードについても

いっしょに説明します。

◆ 亀Ｘおよび皿Ｅχでのユーザ追加二1－ド
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１
＼ｆｏｎｔ＼ｍａｒｕｔｅｎ= ｍａｒｕ１０

瑶 Ｘ や 拉ＴＥＸ で 丸 文 字 フ ォ ン ト を 使 用 す る た め に は 、 た と え ば 、ＬｉＳt 5-12 に

あ る コ ー ド を 原 稿 の 適 切 な 箇 所 に 書 け ば よ い の で す。 こ の よ う な 定 義 を 書 く 場 所

は 、 あ な た が 使 っ て い る 処 理 系 が 兆 外 な の かI ぷＴＥＸ な の か に よ っ て 一 般 的 に 決

まっ て い ま す。

ITkX を 使 っ て い る 場 合 は 、 丸 文 字 フ ォ ン ト を 使 川 す る場 所 よ り も前 な ら 、 ど こ

に 書 い て も か ま い ま せ ん 。 普 通 、 マ ク ロ 定 義 は 原 稿 内 の １ ヵ 所 に ま と め て 書 い

て お く も の で す か ら 、 そ こ に 書 き 入 れ ま すｏ ＷＴＥＸ を 使 っ て い る 場 合 は 、 プ リ ア

ン ブ ル 川 部 に 置 き ま す 。 こ の １ 行 は 、 丸 文 字 フ ォ ン ト を 使 用 す る こ と を 、 ＴｋＸ　　 川 プ･Jアンプルについては(

あ る い はI ぷＴＥＸ) に 知 ら せ る た め の 宣 言 で す 。ｍａｒU10 と い う の が 丸 文 字 フ ォン　　　 「ｐｒｅａ,Ｔ『tbtｅ』(ｐ.109)で

述べました。
ト フ ァ イ ル 名 で 、 ＼ｍａｒｕｔｅｎ が 、｢ こ れ か ら 丸 文 字 に切 り 替 え る｣ 旨 を ＴｋＸ あ る

い は 扨ＴＥＸ に 知 ら せ る た め の コ ン ト ロ ー ル ・ シ ー ヶ ン ス で すo 以 後 、 ＼ｍａｒｕｔｅｎ

を 使 う と 、10 ポ イ ン ト の 丸 文 字 が 使 え る よ う に な り ま す。

◆ フォントマネージャでの修正および登録

ま ず 、1 厄Ｘ の Ｈ ＯＭＥ デ ィ レ ク ト リ 内 に あ る サ ブ デ ィ レ ク ト リ ｆｏｎtｍａｎ 内 の

フ ァ イル ｆｏｎtｍａｎ.fm を 、7rｋＸ の ＨＯ ＭＥ デ ィ レ ク ト リ 内 に ｍａｒｕ.fm と い う 名

前 で コ ピ ー し ま す。

Ａ〉ｃｏＰy ｆｏｎｔｍａｎ＼ｆｏｎtｍａｎ.ｆｍ ｍａｒｕ.fm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

㎜

こ の フ ァ イ ル は 、ｍyｆｏｎｔｓ.fm と同 様 に 、 フ ォ ン トマ ネ ー ジ ャ の 数 あ る コ ン フ ィ

ギ ュ レ ー シ ョ ン フ ァ イ ル の う ち の ひ と つ で す。 ｍyｆｏｎｔｓ.fm は 、 皆 さ ん の フ ォ ン

ト フ ァ イ ル 環 境 に あ わせ て 書 か れ た 専 川 フ ァ イ ル で あ る の に 対 し、ｆｏｎｔｍａｎ.fm

は 、 各 種 フ ォ ン ト を 混 在 で き る よ う に 汎 用 的 に 書 か れ て い ま すo

専 用 フ ァ イ ル とい う も の は 、 で き る こ と が か な り 制 限 さ れ る か わ り に 、 取 り 扱

い は 容 易 で す 。 一 方 、 汎 用 フ ァ イ ル は 、 何 で もで き る か わ り に 、 取 り 扱 い が 極 端

に難 し く な り ま す。
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イ ン ス ト ー ル の 章 、 お よ び 前 節 ま で は 専 用 フ ァ イ ル ｍyｆｏｎtｓ.fm を 使 っ て い ま

し た が 、 丸 文 字 を 追 加 す る た め に は 、 や は り 、 汎 用 コ ン フ ィ ギ ュ レ ー シ ョ ン フ ァ

イ ル と し て ＺＴＥＸＨＯＭＥＸ＼ｆｏｎｔｍａｎ 配 下 に 用 意 さ れ て い る ｆｏｎtma71.fm に 頼 ら ざ る

を 得 ま せ ん 。

さ て 、ｍａｒｕ.fm と い う フ ァ イル に コ ピ ー が 終 わ っ た の で 、 エ デ ィ タ を 起 動 し て

み ま し ょ う 。

→ 八 ‾ ‾･ 〕　

ｍａｒｕ.fm か らLi ｓt 5-13 に 示 す 各 行 を探 し 出 し 、 こ れ を 設 定 し な お し て く だ さ

い 。 変 更 す る の は 、 行 頭 の “ ＃” を つ け る か 外 す か で す 。

1

2
3

4

5
6

7

8
9

10

11
12

13

14

15
16
17

18

19

20

95 行 目 （ ＃ を つ け る ）

＃ｄｅｆｉｎｅ ｕｓｅＢｉｔｍａｐ　 ° ｔｒｕe104

行 目 （ ＃ を つ け る ）

毒ｄｅｆｉｎｅ ｕｓｅＺｅｉt　　 ＝t ｒｕｅ

１１２ 行 目 （ ＃ を つ け る ）

毒ｄｅｆｉｎｅ ｕｓeCl ｕｂ　　 ＝ ｔｒｕｅ

120 行 目 （ ＃ を つ け る ）

＃ｄｅｆｉｎｅ ｕｓeJg　　　 ° tｒｕe128

行 目 （ ＃ を つ け る ）

#ｄｅｆｉｎｅ ｕｓeJXL4　　 ＝t ｒｕｅ

１３７ 行 目 （ ＃ を 外 す

ｄｅｆｉｎｅ ｕｓｅＭａｒｕ

）

一一 ｔｒｕｅ

145 行 目 （ ＃ を 外 す ）

ｄｅｆｉｎｅ ｕｓｅＴｅχ　　　 ＝ ｔｒｕｅ

すでに上記のような設定になってい る行もあるかと思い ます。 その行はそのま

まにしておいて、他の行の設定を確認していってください。

ｍａｒｕ.fm は もとはｆｏｎｔｍａｎ.fm であ ったので、どんなフォントでも登録で きる

ように書かれています。しかし、皆さんはすでに ｍyｆｏｎｔｓ.fm という名前で、自

分のシステムにあった専用コンフ イギュレーションファイル を持っているはずで

す。 それを使 わない于はありません。

そこで、フォントマネージャの機能のひとつである

“コンフ イギュレーションファイルは、32 個 まで同時に利用（登録）できる”

こ とを利用し、

（1 ） ｍａｒｕ.fm で 丸文字フ ォントだけを登録する

（２） ｍｙｆｏｎｔｓ.fm で 基本フォントを登録する

ようにしましょう。

具体的 には、
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（1） まず、丸文字フォントを登録したｍａｒｕ.fmを常駐させる。

→ 二 ‾ ‾ ノ

（２） 次に、ｍｙｆｏｎｔｓ.fmを常駐させる。

→ 千 　 二

となります。

◆ サンプルソース

最後に、サンプルを挙げてみ ましょう。

（１） まず、Liｓt 5－ 14 を ｓａｍｐｌｅ.ｔｅｘ としてエディタで入力してください。

Liｓt ５－ １４ ● 丸文字サンプル　s ごple.ｔｅｘ　　　　　　　　　＿

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

＼ｄｏｃｌｍｅｎｔｓｔyle｛jｒｅＰｏｒｔ｝

＼ｆｏｎt＼ｍａｒｕｔｅｎ=ｍａｒｕ10

＼ｂｅｇｉｎ｛ｄｏｃｌｍｅｎｔ｝

その 女子 高生 は いい まし た。

｛ ＼ｍａｒｕtｅｎr べ つに いい、 そ れ で も おお、 いい け ど おお。｝ ｝

｛ ＼ｍａｒｕｔｅｎr け ど おお、 やっ ぱ ああ、 め ん ど おじ ゃん。｝ ｝

｛ ＼ｍａｒｕｔｅｎr そ れに いい、こ まる ひ と も お、 い ると お もう し いい。｝｝

嫌 な ら嫌 っ ては っ きり 言 えば い いの に。

＼ｅｎｄ｛ｄｏｃｕｍｅｎｔ｝

このサンプルでは、「その女子高生は …」の部分と「嫌なら嫌って ‥･」の

２ヵ所が通常の明朝体で、「女子高生」がしゃべった部分はすべて丸文字で書

くように指定してあります。

（２） 次に、「フォントマネージャでの修正および登録」（ｐ.181）で説明したよう

に、フォントマネージャを二重に登録してください。

（３） ｓａｌｌＰｌｅ.ｔｅｘをＤｒrkX:で処理します。

→ 八 ‾ ‾ ノ

ところが、この処理はエラーを出して止まります。どんなエラーが出るかは

自分で試して確かめてください。

原因は、jfm ファイルがないことが問題です。jfm ファイルとは、ｔfm ファ

183
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21 ）フ ォントの人きさ・配置

などの帖報か収められて

い ます。Ｔ瓦Ｘ はそ の処

埋の過程で実際の文字を

ページに配置しているわ

けではなくて、ｔfm ファ

イルに記述された情報を

頼りに、窄の箱を並べて

い くイ メージで文字の配

置を決めてい きます。

2２）編 集祁江 ： 「混乱 する

な」 というほうか無茶か

もしれませんから、「慣れ

てください」ということ

にしましょう。
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イ ル21) の 日 本 語 フ ォ ン ト 版 で 、 こ の フ ァ イ ル が な い とご[ ｋＸ や ＷＩＥＸ は そ

の フ ォ ン ト を ど の よ う に 配 置 し た ら よ い の か わ か ら な い の で 、 困 っ た あ げ
く

止 ま っ て し ま う の で す 。 そ こ で 、jfm フ ァ イ ル を つ く っ て や り ま す 。｢ つ く

る｣ と い っ て も 、 別 に 難 し い こ と を す る わ け で は あ り ま せ ん か ら 安 心 し て く

だ さ い 。 す で に あ る 明 朝 体 用 のjfm フ ァ イル を リ ネ ー ム コ ピ ー し て や れ ば い

い の で す 。

こ こ で 、 な ぜ 明 朝 体 用 の そ れ で す む か とい う と 、｢ キ ャッ シ ュ フ ィル タの 、 よ

り 進 ん だ 利 用｣( ｐ.170) の 途 中 、ｐ.174 で の 日 本 語 フ ォ ン ト が 固 定 幅 フ ォ ン ト

で あ る と い う こ と の 説 明 に 、 そ の 理 由 が 兄 出 せ ま す 。 多 くの 場 合 、 日 本 語 フ ォ

ン ト は 岡 定 幅 か つ 固 定 高 で 作 成 さ れ て い る た め に 、 同 じ 大 き さ の フ ォン
ト に

対 す る 文 字 の 配 置 情 報 は 、 基 本 的 に ど の フ ォ ン ト で も 変 わ り が な い の で す 。

し た が っ て 、 丸 文 字 だ け で は な く 、 ツ ァ イ ト の 書 体 倶 楽 部 の 教 科 書 体 や 毛 筆

体 を 使 用 す る 場 合 に も、 こ こ で のjfm フ ァ イ ル の 作 成 は 、 ま っ た く 同 じ よ う

に 応 用 で き る こ と に な り ま す。

さ て 、jfm フ ァ イル は 、ＸＴＥＸＨ【】ＭＥＺ＼ｆｏｎｔｓ 配 下 に あ り ま す。 こ の デ ィ レ ク ト

リ 内 の ｍｉｎ＊.ｔfm が 、 明 朝 体 用 のjfm フ ァ イ ル で す。jfm フ ァ イ ル と は い っ

て も 、 拡 張 子 はtfm フ ァ イ ル と 同 様 に. ｔfm で す か ら 、 混 乱 し な い で く だ さ

い22) 。

あ と は こ れ を ｍａｒｕ＊.ｔfm に リ ネ ー ム コ ピ ー す れ ば 、 今 度 は 腿ＴＥＸ の 処 理 を

通 る よ う に な る は ず で す 。

Ａ〉 ｃｄ ＸＴＥＸＨＯＭＥＸ＼ｆｏｎｔｓ

Ａ〉 ｃｏｐｙ ｍｉｎ５ ．ｔｆｍ ｍａｒｕ５ ．ｔｆｍ

Ａ〉 ｃｏＰｙ ｍｉｎ６ ．ｔｆｍ ｍａｒｕ６ ．ｔｆｍ

Ａ＞ ｃｏＰｙ ｍｉｎ７ ．ｔｆｍ ｍａｒｕ７ ．ｔｆ扁

Ａ〉 ｃｏＰｙ ｍｉｎ８ ．ｔｆｍ ｍａｒｕ８ ．ｔｆｍ

Ａ〉 ｃｏＰｙ ｍｉｎ９ ，ｔｆｍ ｍａｒｕ９ ．ｔｆｍ

Ａ〉 ｃｏＰｙ ｍｉｎ１０ ．ｔｆｍ ｍａｒｕ１０．ｔｆｍ

縦 書 き を 使 川 す る こ と が あ る 人 は 、ｔｍｉｎ＊.ｔfm に つ い て も 同 じ よ う に

tｍａｒｕ＊.ｔfm に コ ピ ー し て お く と よ い で し ょ う 。

（４） プ レ ビ ュ ー ア で 見 て み ま し ょ う・

そ の 前 に 、 ＴｅＸｅｎｖ.ba ｔ で 設 定 し て い る 環 境 変 数 ＰＲＥＶｴＥＷ.P3M お よ び

PR 工ＮＴ.P3M の 設 定 内容 を 、そ れ ぞ れ ＺＴＥＸＨＯＭＥＸ＼ｄｒiｖｅｒｓ＼ｄｏｃ＼Pｒｅｖie ｗ.P3m　　

お よ び ＺＴＥＸＨＯＭＥＺ＼ｄｒiｖｅｒｓ＼ｄｏｃ＼Ｐｒinｔ.Ｐ３ｍ に 変 更 し 、 環 境 変 数 を 再 設 定

し て く だ さ い 。

Ａ＞ ｓｅｔ ＰＲＥＶＩＥＷ ．Ｐ３Ｍ＝ＸＴＥＸＨＯＭＥＸ＼ｄｒｉｖｅｒｓ＼ｄｏｃ＼ｐｒｅｖｉｅｗ･Ｐ３ｍ

Ａ＞ ｓｅｔ ＰＲＩＮ工Ｔ ．Ｐ３Ｍ= ＸＴＥＸＨＯＭＥＸ＼ｄｒｉｖｅｒｓ ＼ｄｏｃχｐｒｉｎｔ・Ｐ３ｍ

Ａ＞ Ｐｒｅｖｉｅｗ ｓａ７１Ｐｌ ｅ



５。２－ フォントマネージヤの高度な利用

fｏｎｔ で豊録 したフォン

トは、登録時に指定 した

大きさでしか使川できま

せん。
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e ｎｅｗfm_fi ｘ.1ｚｈ　 その ２ ～ Ｗ χ政 亀3χ と ｎｅｗfm_fi ｘ.1ｚｈ～

「IべlkX の処 理」（ｐ.80）でI ぷllXX のユ ー　　 ギュレ ー ショ ンフ ァ イル に よっ て 実 現 し て

ザ は 、満 足 ので きるプ レ ビュ ー 結果 を 得 ら　　 い る場 合 と比べ て 、常 駐 も解除 も短時 間 で
’

れ る ま で 、ソ ー ス の修 正 一ljTljX に よ　　 可 能 に な り ます。 こ の こ とは 、 フ ォ ント マ

る 処理 一 プ レビュ ーで の閲覧 とい う処理　　 ネ ー ジャ の すべ ての 常 駐 部分 を 解 除 しな く

を繰 り 返 さ なけ れば なら な い 旨に つ い て述　　 て も、「IぶlXEX を 起動 可 能 に す る ため に 必

べ まし た。　　　　　　　　　　　　　　　　　 要 な 。最 小 限 の 常 駐領 域 だ け を解 放 す る」

ところ が 、空 きメ モリ が 不足 ぎ み の 人が　　 とい う こ とが 可能 だ とい うこ と を 意味 し てI

がlkX を使 用 する場 合 には 、こ の よ うな 処　　 い ます。

理 の 繰 り返 しが ひ ど く面 倒 にな るこ とが あ　　　 こ の 発 想 を 、 添 付 デ ィス ク が 構 築 す る

り ます。 ど うい うこ と か とい う と、 本 書添　　ITkX シ ス テ ムに 用 意 さ れ て い る コ ンフ ィ

付 の イン スト ー ラで インス ト ール した場 合　　 ギ ュレ ー ショ ン フ ァ イル 以 上 に 突 き 詰 め

に 作成 され る ｍyｆｏｎｔｓ.fm を使 用 し た場 合　　 たの が、 第６章「ｌ包Xfamil ｙ」（ｐ.234 ）で

は と もか く、汎 用 の コン フ ィ ギュレ ー シ 日　　 紹 介 す るV μｙrＥＸ の 作 者 の １ 人 で あ る

ンフ ァ イル とし て 作 成さ れ た ｆｏｎtｍａｎ.fm　　 許 光 明（Seiｒioｓ）氏 が 作 成 し 、 本 書 の添

にお い て ダ イエ ット フ ィル タや キ ャッシ ュ　　 付 ディ ス ク ８ に も収録 され てい る ｎｅｗfm_

フ ィル タを 使 用し た場 合 に は、 フ ォント マ　　fi ｘ.1ｚh で す。

ネー ジ ャの 常 駐領 域が か な り大 き な もの に　　　 ｎｅｗfm_fi ｘ.1ｚｈ は、VF4 ぶＩＥＸ の使 用 に

な る た め、 フ ォン トマ ネ ー ジャ の 常駐 を 解　　 際 し て、「使 うフ ォン トだ け常 駐 させ る」 と

除 し なけ れ ばI ぶTkX の 処 理 が で き な い こ　　 い う 発 想 の も と、（1 ）明 朝 体 ・ ゴシ ッ ク体

と もあ るとい うこ とで す。　　　　　　　　　　 とい う基 本フ ォント の 登録 用、（2 ）丸 文 字 。

実 は、 こ の よう な場 合 に も、 異 な るコ ン　　 毛 筆 体 ・教 科 書体 とい う追 加 フ ォ ント 登録

フ ィギュレ ーションフ ァイルで 複数回 常駐 す　　 川 、（3 ）『新 書 体倶 楽 部』（ ツァ イ ト）の ゴ

るこ とが で きる とい うフ ォン トマ ネー ジ ャ　　 シ ッ ク体（角 細 ・角 太 一角 極 太 ・ 丸損 ・丸

の メ リ ット の一 端 が 顕 れ ます。ｐ.180 の コ　　 中 り し太 ・ 丸 極太 ）の 登 録 用 、（4 ）変形 書

ラ ム 「 その1 」 に 見出 され る よう に 、 一 定　　 体（斜 体 ・ 平 体 ・ 長体 ）の 登 録 用 、（5 ）飾

程 度 に 用途 を 特定 し た 複数 の コ ンフ ィギ ュ　　 り 文 字（ 影文 字 ・ 網 文字 ・立 体 文 字 ・白 抜

レ ーシ ョンIファイル によって フォント マネ ー　　 き文 字）の 登 録 用 と い う、５ つ の コ ンフ ィ

ジ ャを登録 して おけば、 それぞ れの コンフ イ　　 ギュレ ー シ ョ ンフ ァ イル を 用意 し て い るの

ギュレ ーシ ョンフ ァイル によ るldepth は 、　 で 、 ユ ーザ がこ れ らの な か から 選 択 し て使

す べ て のフ ォント 定義 を ひ と つの コ ンフ ィ　　 用 す るこ とが で きる よ うに な って い ます。

丸文字フォントが使用されているはずです。 しかし、＼Laｒｇｅ など、文字の大

きさを変更するコントロール ーシーケンスには、 まだ対応していません23)。 その　　23)Xf・ｎtあるいはχｎｅｗ-

ような本恪的な使用を考えている場合は、スタイルファイル等の修正が必要にな

ります。スタイルファイルの修正のしかたについては本書では扱いませんので、

他のＴｋＸ関連の書籍を見てください。



５ - Ｃ ｕｓｔｏｎｌｉｚｅ

１）キ ヤ ノ ン の ＢＪ-１０ の

コ ン フ ィギ ュレ ー シ ョ ン

フ ァ イルば 、 す で にプ リ

ン タド ラ イバ で サ ポ ート

さ れて い るた め に 、 本’､I:=

の添1･r デ ｆ スク が構 築 す

る ｘ ６８０×０ 版 の ’I包ｘ

シ ステ ム に も;々まれ て い

ます．ここ では ．コンフ.f　

ギュ レ ー ショ ンフ ァ イ ル

の 作 成方 法 の サンブ ル と

し て取 り上 げ てい る に す

ぎませ ん．

５
。
３
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ｒ ｉ ｎ ｔ ．ｃ ｆ ｇ の 作 り
方

X680 ×O 用のプ リンタドライバp ｒint. ｘ に は、現時点においても各社から発売

されてい るさまざまなプ リンタを使用するためのコンフ ィギュレーションファイ

ルが多数用意されてい ます。しかし、今後発売される製品はいうまでもなく、現

在発売 されているすべてのプ リンタのコンフィギュレーションファイルが揃って

いるわけではありません。

本節では、竃外 で作成した文書を、コンフ ィギュレーションファイルが用意さ

れていないプ リンタで出力する場合のために、プ リンタのコンフィギュレーショ

ンファイルを作成する方法について例を示して解説します。

ここでは、値段も手ごろで、性能 もそこそこあり、ユ ーザも多い と思われるキ

ヤノンのBJ-10 を取 り上げてみたいと思い ます1）。

ただし、本節はプ リンタドライバの リファレンスを熟読していないと理解が困

難であるかもしれませんo まだプ リンタドライバのリファレンスを読んでいない

場合には、本節を読み飛ばすか、あるいは少なくともプ リンタドライバのリファ

レンスを適宜参照しながら読む ようにしてください。

なお、本節において使用する語句の一部を、ここで定義しておきます。

Ｏ　 「プ リンタドライバ」とは、特に|祈りがないかぎり、本書がサポートするプ

リンタドライバ Ｐｒinｔ.ｘ を表す。

Ｏ　 「リファレンス」とは、ブ丿 ンタドライバのリファレンスマニュアル（『Ｖｏ１.2

－Refj ｒｅｎｃｅ編』の第2.4 節 「ＰＲＩＮＴ オプ ション」（p.54 ））を表す。

○　 「マニュアル」とは、特に断りがないかぎり、キヤノン『BJ-10 ｖ バブルジェッ

トプ リンタ 操作説明書』を表し、口 内にその参照ページを示す。

１
プリンタドライバのオプション

BJ-10 にかぎらず、一般的にプリンタドライバのオプションのうちで実質的に

プリンタの仕様によって左右される性質のものは、以下に示すようなドライバ制

御系の一部と汎用プリンタ制御系の全部です。

○　ドライバ制御系

●　-ｄｐi 解像度指定

１ ８６



●　-ｗidth

●　-heigh ｔ

○　 汎 用 プ リ ン タ 制 御 系

●　-MSBi ｓＵＰＰｅｒ

●　-MSBi ｓＬｅｆt

°-PinBy ｔｅｓ

●　-PinHeigh ｔｓ

●　-PｒBｕfSi ｚｅ

●　－init

●　-ＣＲＬＦ

●　－ｅｘtｒaCRLF

●　-FF

●　－gｒａＰｈｉｃ

●　－ｓtａｒｔ

●　-ｒｅｌａtiｖｅ

●　－ｒｅＰｅａｔ

バッファ横ドット数指定

バッファ縦ドット数指定

印字ヘッド方向指定

印字ヘッド方向指定

印字ヘッドのピン数指定

印字ヘッドのピン数指定

プリンタバッファの大きさ指定

プリンタ初期化のコード列指定

プリンタ改行のコード列指定

空行改行時の追加コード列指定

プリンタ改ページのコード列指定

ドットグラフィック指定のコード列指定

ドット単位印字開始位置指定のコード列指定

ドット単位印字位置相対指定のコード列指定

グラフィックリピート指定のコード列指定

リファレンスに詳しく述べられていますが、ドライバ制御系のオプションはプ

リンタの制御に直接かかわるわけではありません。あくまでプリンタドライバ内

部に対する設定ですから、ドライバ制御系のオプションを設定しないからといっ

て、期待どおりの出力がまったく得られないというようなことはまずないのです。

せいぜい、用紙に対してずれて出力されてしまったり、小さい文字で印字されて

しまったりする程度のことでしょう。

では、何のためにドライバ制御系のオプションをコンフィギュレーションファイ

ルに設定するのでしょうか。その理由は、プリンタドライバ使用に際しての手間

を省くことにあります。たとえば、360dpi のプリンタであれば、普通は360dPi

で出力するでしょう。にもかかわらず、プリンタドライバを使用するたびに、い

ちいちコマンドラインで- ｄｐｉ=360 を指定するのは面倒です。そこで、コンフィ

ギュレーションファイルに「-ｄＰｉ=360 」を記述しておくことで、このオプショ

ンを常時コマンドラインで指定しなくてもすむようにしますO

つまり、ドライバ制御系のオプションは、「川力する原稿あるいは好みに応じ

て設定すべき値が変わる余地はあるけれども、ふだん使用する値を設定しておく

ことで、印刷するたびごとにそれを指定する于間を省く」という目的でコンフィ

ギュレーションファイルに記述するのです。

他方、プリンタ制御系のオプションでは、設定が誤っていればまともな出力が

得られなくなる可能性が高くなります。たとえば、行間が間延びして想定してい

た川紙範囲に原稿が入らなかったり、ひどいときには正体不明の文字の羅列が出

力されてしまったりすることもあります。

このようになる理由は、「プリンタ制御系」という名のとおり、プリンタ制御系

のオプションが直接プリンタの制御にかかわるからにほかなりません。どういう

ことかというと、プリンタ制御系のオプションに指定する引数は、プリンタの仕
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2 ） ラ ス タ プ リ ン タ と は 、

ペ ー ジ プ リ ン タ な ど 、 ラ

ス タ グ ラ フ ィ ッ ク の 出 力

を サ ポ ー ト し て い る プ

リ ン ク の こ と で す 。 ラ ス

タ と は 、 テ レ ビ な ど に

見 ら れ る １ 本 の 走 査 線

〔 ｓｃａ ｎ ｎｉｎｇ ｌｉｎ ｅ 〕 の こ

と で 、 ラ ス タ グ ラ フ ィ ッ

ク と は 行 と 列 に 配 列 さ れ

た ド ッ ト ま た は ビ ク セ ル

に よ っ て グ ラ フ､ ｆ, ク を

生 成 す る 方 法 を 意 味 し ま

す 。 具 体 的 に は 、 イ メ ー ジ

デ ー タ を 構 成 す る 横 方 向

の Ｉ ド ッ ト 列 を 、 縦 方 向

に 連 続 さ せ る こ と で 出 力

可 能 な プ リ ン タ を 「 ラ ス

タ プ リ ン タ 」 と 呼 び ま す 。

１８ ８

様を定めるものであったり、プリンタの制御を行うためにプリンタに送るコマン

ド列であったりしますから、これらのオプションに誤った値を設定した場合、プ

リンタがエラーや誤動作を起こして、期待したような出力をしてくれないのです。

つまり、プリンタ制御系のオプションは、｢プリンタが同じであるかぎり、誰で

も、どこでも、どの原稿にも、同じ設定をすることが必要( あるいは効率的) で

ある｣ という理山から、コンフィギュレーションファイルとして記述することに

なります。

リファレンスには、これらのオプション以外にもう一系統、ラスクプリンタ制

御系について説明されています。このオプション系は、使用するプリンタがラス

クプリンタ2) の場合に追加指定することによって印字効率を飛躍的に上げること

ができます。　しかし、バブルジェット方式のBJ-10 には関係ないので、本節では

触れませんO

1　5.3.2　
ドライバ制14系を設定する==y

◆- ｄＰi

BJ-10 のマニュアル[VI-2] によれば、BJ-10 の印字精度が360dPi であること

がわかります。

したがって、基本となる解像度として360 を設定します。

ＬｉＳt ５-15● 基本解像度の設定

1
2

3

4

5

－ｒｅｍａｒｋ＝

－ｒｅｍａｒｋ＝

－ｒｅｍａｒｋ＝

－ｒｅｍａｒｋ＝

‾
ｄＰｉ＝３６０

〈〈〈〈〈 Ｃａｎｏｎ ＢＪ－１０ｖ Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ Ｆｉｌｅ 〉〉〉＞〉

テ ス ト 版

＜＜　 ド ラ イ バ 制 御 系 〉〉

なお、―ｒｅｍａｒｋ は注釈文を記述するためのオプ ションです。-ｒｅｍａｒｋ オプ ショ

ンには注意しなければならないこ とが一点あります。それは「引 数に半角スペー

スを用いてはな らない」 ということです。このため、空白を使用する場合には、

かなスペ ースや全角スペースを使用しなければなりません。

◆ －ｗｉｄｔｈ，-ｈｅｉｇｈｔ　　　　　　　　

㎜

大ざっぱな言い方をすれば、プリンタドライバはメ モリ上 に- ｈｅｉｇｈｔ と- ｗidｔｈ

で指定された大 きさの「キャンバス」を確保 し、ここ に出力すべき １ページの

「絵」を描いては、これをプ リンタで「ハードコピー」 してい ます。　したがって、

ここで用意する「キャンバス」は「絵」を描くために必要な大きさがあれば十分



nt.ｃｆｇ の 作 り方

３)ｍｍ ： ミリメートルの肌

位記 廿。Ｔ包Ｘ で使川で

きる単位表記のひとつ。

4)in : インチの単位記肌

Ｔ瓦Ｘ で使川できる甲｡位

表記のひとつ。

5 ）ソースファイル111.たと

えば スタイルフフイルオ

フ‾ションで、文書サイズ

を 設定したスタイルファ

イルを読み込んだり（た

とえぱa4j を指定して、

Ａ４ 用紙の大きさを設定

したり）、あるいは独rlに

文章領域を設定したりし

ない場介に採JI］されるサ

イズのこと。
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ヅｌｋＸ が想定するデフォルトサイズ

本文中で「多くの文書が ＴｋＸ のデフォ

ルトサイズであるレターサイズを使川して

いる」と述べていますが、これは正しくも

ありますが、誤りでもあります。

確かにＫｎｕth 原士が作成したオリジナ

ルのＴｋＸが想定するデフォルトサイズはレ

ターサイズでした。しかし、本書がサポー

トしているアスキー社が開発した 日本語

ＴｋＸ のうち、多くの人が使川するであろう

日本語L灯ＥＸ を見ると、スタイルファイル

オプションで原稿サイズを指定しなかった

場合のデフォルトサイズは、A4 サイズに

なっているのです。

とはいえ、通常の使用をする時点で、こ

のことが原囚となって問越が生しることは

ほとんど考えられません。しかし、皆無と

はいいきれませんから、もし川紙に余裕が

あるにもかかわらず出力が欠けてしまった

り、川紙に対してずれた位置に出力されて

しまったりというような場合があったら、

ここで説明しているバッファのサイズにつ

いて兄なおしてみるとよいかもしれませんO

で すから、-ｈｅｉｇｈｔ と- ｗidｔｈ は、プ リンタにではなく。原稿にあわせて設定す

るこ とになります。

たとえばA4 原 稿の場 合、A4 用 紙の大 きさは297mm3 ）X 210mm で す。-

ｈｅｉｇｈt と- ｗidtｈ にはドット数を与えることになってい ますから、BJ-10 の

場 合、こ の長 さを360dpi 時 の ドット 数に換算す る必要が あり ます。ここで、360dpi

とは360 dot ｐｅｒ inch、 す なわちlin4 ）内 が360 ド ット という解 像度

であるこ とを意味 し ます。さら に11n ＝25. ４ｍｍ ですから、 用紙 の大 きさを

ドット数に換算すると、-ｈｅｉｇｈｔ は ２９哨5.４×360 ≒4209 ド ット、- ｗidtｈ は210/25.4

×360 ≒2976 ド ットになります。ただし、-ｈｅｉｇｈｔ と- ｗidｔｈ には８ の

倍数を与えることになってい ますから、用紙の大 きさの値を超えない範囲の ８ の

倍数に最 も近い値、-ｈｅｉｇｈｔ=4208 お よび- ｗidｔｈ=2976 とな ります。

このようにして、 原稿の大きさに対して川意すべ き「キャンバス」の大 きさを

求めることができます。360dpi のプ リンタの場合は以下の とおりです。

0　360dpi における用紙の大きさ

デフォルト　:　-ｈｅｉｇｈｔ＝1980(dot)×-ｗidｔｈ=1440(dot)

レターサイズ　:　3960dot(111n≒279mm) ×3060dot(8.51n≒216mm)　　　A4

サイズ　:　4208dot(297mm) ×2976dot(210mm)

B5 サイズ　:　3640dot(257mm) ×2576dot(182mm)

｢亀Ｘの場合、多くの文書が 竃IX のデフォルトサイズ5｣であるレターサイズを

使用していることもあり、仮にコンフイギュレーションファイル内でバッファの

サイズを指定しておく必要があるならば、レターサイズで十分であると推測しま

した。

ところが、BJ-10 の最大印字刈'能幅は203.２ｍｍ＝81n( マニュアル[VIII-3])

でしかありません。この幅は、いうまでもなく、レターサイズを縦置きにした場

合の幅216mm ＝8.51n よりも狭いものですo では、BJ-10 ではレターサイズやA4

サイズの原稿は出力できないのでしょうか?

もちろん。そんなことはありません。



Ｃｈａｐｔｅｒ ５- Ｃｕｓｔｏｍｉｚｅ

190

ただ、その理由の説明にはＴ包Ｘ の内部処理の問題もかかわってきますので、

少し遠回りの解説をしますが、我慢しておつきあいください。

IT甘Ｘ はユーザが特別に設定をしないかぎり、上下左右に１インチずつの余裕

ができるように組版します。たとえば111n ｘ8.51nのレターサイズの原稿を作成

した場合、実際にはこのサイズの範囲がすべて使用されるわけではありません。TI

£Ｘ は上下左右に１インチの余白をつくるように組版しますから、
実際に使用

される領域は91n ｘ6.51nの範囲でしかないのです（Fig ， 5- 1 ）。

Ｆｉｇ．５－１・ デフ ォルトで使用される領域と ｄＶi

＜レターサイズにおいて使用される領域＞

��11n

lin ���11n

�９ �　　　

り.blnn　　　　　　　

実際に　　　

使用される　　

領域

��11n

1　　　　　　　　8.51n　　　　　　　:|

土

作
土

ファイルの原点

＜DVIファイルの原点＞

ＴｋＸ によって出力されたｄｖi フ ァイルは、内部的な座標系の原点を左 から１ イ

ンチ、上 から １ インチの位置に設定していますから、111n ｘ8.51n のレ ターサイ

ズの原稿の場合であれば、実際に使用される領域である91n ｘ6.51n の左上のポイ

ントが原点に設定されていることになります。仮にここで、そのd ｖi フ ァイルの

情報をレターサイズ紙に出力 した場合、BJ-10 の場 合にかぎらず∠印Ｘ で実際に

使用された領域である91n ｘ6.51n が紙 の左上か ら印字されることになってしまい

ます。つまり、本来想定されていたはずの上下左右 １インチの余白は出力されず

に、全体的に左上 方に寄った形で出力されてしまうのです。

そこでプ リンタドライバは、ＴｋＸ が想定しているように上下と左右に１インチの

余白をつくって原稿が出力されるように補正を行い ます。つまり、-ｈｅｉｇｈｔｘ-ｗidｔｈ

で与えられたバッファ(｢ キャンバス｣) に対 して、印刷する原稿(｢ 絵｣) が中央 に

くるように、上下および左右に１ インチ以内の空白を割 り付け るのですo

したがって、プ リンタドライバが確保するバッフ ァのサイズとＴｋＸ 原稿のサイ

ズの関係には、以下の ３つが考えられます。

（1） 「バッファサイズ ＜ 原稿サイズ」であるものの、「バッファサイズ ＞ 実質

的な原稿のサイズ」で゙ある場合。

このとき、プリンタドライバによってバッファの中央に位置するように上下

左右に余白がつくられ、実質的な原稿が完全な形で描かれます。



たとえば「B5 サ イズのバッファ くA4 サ イズの原稿」の場合、A46 ）原 稿　　 ６〕297nlnlｘ２１０
１ｎｍ。

の実質的なサイズは．Ａ４ 本来の大 きさから、亀Ｘ が想定する左右上 下の

余臼各々 １ インチを除いた大 きさ、（297mm － 21n）×（210mm －21n ）＝

246.2mmX159. ２ｍｍ であり、これはB57 ）サ イズより小さいサイズです。　 ７）2571,。ｘ182nlm。

よってA4 の 実質的原稿は、上下にそれぞれ257 － 246刃2 ＝5, ４ｍｍ、左右 に

それぞれ １８２－１５９刃2 ＝11.4nln1 の 余自を割り付けられ、B5 サ イズのバッ

ファの中央に収 まるように描かれ ます（Ｆｉｇ． ５－２）。

Ｆｉｇ.5 ，2 ● Ｂ５ サイズのバッファに描かれる Ａ４ 原稿

〈原 稿 サ イ ズ ＞ バ ッ フ ァ サ イズ ＞ 実 質 原 稿 サ イ ズ 》

liｎ

A4用紙

B5サイズの　

バッファ

-｡.A4 原稿の
実質サイズ
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lin　　　　　 ‾

（２） 「バッファサイズ く 原稿サイズ」であり、しか も「バッファサイズ ＜ 実

質的な原稿のサイズ」であ る場合。

このときは、バッファに入りきらなかった原稿の上下や左右が削られてしま

うことになります。

たとえば 「A5 サイズのバッファ ＜A4 サ イズの原稿」の場合、A4 原稿の

実質的な原稿 のサ イズ246.2mmX159. ２ｍｍ は Ａ５８）サイズより大 きいの　　 ８〕２１０ｍｍｘ１４８ｎｌｍ。

で、A4 の実質的原稿 における上下それぞれ246.2 － 210β ＝18. １ｍｍ、左 右そ

れぞれ159. ２－148/42二5. ６ｍｍ がA5 の バ ッフ ァに入りきらずに消失してし

まいます（Ｆｉｇ． ５－３）。
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Ｆｉｇ.5・3 ● Ａ５ サイズのバッファに描かれるＡ４ 原稿<

原稿 サイズ ＞ 実質原稿 サ イズ ＞ バ ッフ ァサイ ズ》

11ｎ

5.6 ｍｍ

li ｎ

A4 用紙

A4原稿の

実質サ イズ

A5サイズの
バッファ

B５原稿

イズ〉

-。B5 原稿の

実質サ イズ

B5用紙

A4 サイズの

ノくツフ ア

：　 ・一一一一一一一
” ” ” ” ” ”|，：　

｜　　　　　　　　　　　　　　
｜’：　 ｌ　　　　　　　　　　　　　　
ｌ

lin　　　　‾゙’`‾

（３） 「ノり フアサイズ ＞ 原稿サイズ」である場合。

プリンタドライバが実質的な原稿サイズの上下左右に付加できる余白は１イ

ンチまでのため、このときはバッファの左および上からそれぞれ１インチの

位置を原点として実質的な原稿が描かれます。

たとえば「A4 サイズのバッファ ＞B5 サイズの原稿」の場合、A4 サイズ

のバッファの左および上からそれぞれ１インチの位置を原点としてB5 原稿

の実質的な原稿が出力されることになり、B5 サイズのバッファにB5 サイ

ズの原稿を描き込む場介と同様の位置に描き込まれるのです（Fig. 5-4 ）。

Ｆｉｇ．５・４● Ａ４ サイズのバッファに描かれる

<バッファサイズ ＞ 原稿サイズ ＞



5｡３- ｐｒint.ｃｆｇ の作り方

一 一

以上 の結果から、上下左右に１ インチずつの余白を想定するというフォーマ ッ

トを守っているかぎり、BJ-10 で もレターサイズやA4 サイズの原稿がバッファの

中央に収まるように出力できるこ とになります。したがって、-ｗidｔｈ にはBJ-10

の 最 大印字可能幅203. ２ｍｍ（＝81n ＝2880dot ）を、-ｈｅｉｇｈｔ にはレターサイズ

の縦寸法279mm （ ＝111n ＝3960dot ）を設定するこ とにします。
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６

７

－ｗｉｄｔｈ＝2880-

ｈｅｉｇｈｔ＝3960

ところで、このよう にして用意する「キャンバス」が大きければ大 きいほど、

より多 くのメモリが消費されることはいうまで もありません。確 保されるバ ッ

ファサイズは ｗidtｈｘｈｅｉｇｈｔ÷8 バ イトで、この場合2880 ×3960 で す から、約1.4M

バ イトが必要になります。

◆- ｘＯｆｆｓｅｔ，－ｙＯｆｆｓｅｔ

BJ-10 は、 紙に対して3. ４ｍｍ の左マージン、8. ５ｍｍ の上マ ージンをとると

いう仕様（マニュアル［Ｖｍ- ３］）になってい ます。そのためＵ 京稿を原稿と同じ

大 きさの紙に出力しよう とする（たとえば、A4 原稿をA4 用 紙 に出力する）場

合、全体として出力が右下にずれてしまいますo そこで、BJ-10 が 付 加するマー

ジンの分だけ書き込み位置を左上 にずらしてやらなければ正しい位置に印字され

ません（Ｆｉｇ. 5-5 ）。

このような補正を実現するオプ ションが- ｘOffｓｅｔ,-yOff ｓｅｔ です。 -ｘOffｓｅｔ

および-yOff ｓｅｔ は、-ｗidtｈ と- ｈｅｉｇｈｔ で与えられたバッファの左上を原点 と

Ｆｉｇ.5･5・

剛　 バッファを用紙に出力するとき、

（3）
『 － － － － － －
‐

‐

－

‐

Ｉ

Ｓ

Ｉ

Ｉ

－

－　

１

;．． ＿－ ． － ． 』

しかし、用紙に

マージン を取っ

た場合にはズレ

てしまいます。

B Ｊ-１０ における原稿の出力　

固

(4)

位置があ ってい れば、

ピッ タリ重なり ますO

そこで、バッファに

対する原稿の書き込

み位置をずらしてや

ることで、正しい位

置に出力することが

できますO
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して、右方向が Ｘ 軸の正の方向、下方向が Ｙ 軸の正の方向となる座標系におけ

る書 き込み開始位置（つ まり、原稿の左上端の位置）をドット単位で指定します。

したがって、この場合、マージンの長さをドットに換算して、それぞれの座標

軸における負の方向 に補正をすることで、出力が左上方 に移動することになりま

す。BJ-10 は360dpi で、lin よ25.４ｍｍ ですから、左マージンである3. ４ｍｍ を

ドット数に換算しますと、3.‘j/25.４×360 ≒48 ド ット、同様に上マージン8. ５ｍｍ

は8･ 哨5.4 ×360 ≒120 ド ットとなります。

で は、- ｘOffｓｅｔ=-48,-yOff ｓｅｔ=-120 とい う設定になるのかというと、そう

ではありません。

なぜなら、すでに述べたように、プ リンタドライバは、-ｈｅｉｇｈt および- ｗidtｈ

に よって確保されたバッファの中央に原稿が出力されるように、上下と左右にそ

れぞれ等しい １ インチ までの空白を自動的に割り付けているからです。

どういうことかといいますと、111n ｘ8.51n の レ ターサイズの原稿を印字する例

の場合、「-ｗidtｈ,-ｈｅｉｇｈｔ」（ｐ.188）で確保した111n ｘ81n のバ ッファ（「キャン

“ ス」）の中央に 実質91n ｘ6.51n の 原稿（「絵」）を配置するために、プ リンタド

ライバは自動的 に右方向 に0.75 イン チ、下方向へ １ インチだけ印字開始位置を

補正していることになります（Fig. 5-6 ）。

Ｆｊｇ．５－６● ＢＪ｡１０ 用に確保したバッファに描かれるレターサイズの原稿

｜ ，　　　　　8j ・ 犬

１

A4原稿の

実質的サイズ

バッファサイズ

-

→ ��　　

↑lin=360dot　　

↓

���←　0.751n=270dot

←11n　　　　　　　　　　　　　　　　　　

9 �ｎ

�一一

���０．ａｌｎ � ｜

Ｉ

Ｉ
・

一Ｉ

Ｅ
上

このとき、BJ-10 の 場 合であれば- ｄＰｉ=360 で すか ら、左方向に0.75 イ ン チ

に相当する270 ド ッI 、ヽ 下方 向に １ インチに相 当する360 ド ットだけ出力位置

を補正しているのです。すなわち、このとき- ｘOffｓｅｔ=270 と-yOff ｓｅｔ=360 が

指 定されている状態と同様の補正が行われていることになりますo

こ れが、先にBJ-10 の マ ージンを考慮したバ ッファに対する書 き込み位置の指

定が- ｘOffｓｅｔ=-48,- ｙOffｓｅｔ=-120 に はならない といった理由です。レターサ

イズの原稿を「-ｗidｔｈ,-ｈｅｉｇｈｔ」（ｐ.188）で確保 したバ ッファに書き込む際、そ

の書 き込み開始 位置はすでに左 に270 ド ット、下 に360 ド ット補正されてい ま



す。ですから、BJ-10 のマージンを考慮して48 ドット左に出力位置を補正して

やるためには、バッファの χ 軸に対して270 － 48 ＝222 、同じく120 ド
ット

上に出力を補正するためにはバッファの Ｙ 軸に対して360 － 120＝240 のポイ

ントを、原稿の書き込み開始位置に指定してやらなければならないのです。よっ

て、次のように設定できます。

ポ ー ト し てい るプ リ ンタ

ド ラ イ バで はプ リ ン タに

内戯 され ているフ ォントは

い っさ い使 用で き ません 。|'|

本 語 の場 合 は フ ォ ント

マ ネ ー ジ ャに よ っ て ひ録

さ れ て い る もの 、英 数 記

号の 場 合 は ＭＥＴｎr=ｏＮＴ

で 作 成 さ れ て い る も の

に か ぎっ て ・ Ξ;Ｘ 上で 使

用 で きま す。 し か し、 ど

うし て もプ リン タ の内 蔵

フ ォン トを 使 川 し たい 場

合 。 たと えば ＬＩＰＳ３ や

ＥＳＣ/ Ｐａｇｅ の コ マン ド

体 系 を 持つ プ リ ン タの 内

蔵フ ォント を使川し たい と

い う の であ れ ば 、 第６ 章(llE;Xfamil

ｙバ ｐ.261)

で 紹 介す る1jp ｓ3d ｖi の

よう な、 本 書 かサ ポー ト

す る以 外のプ リ ン タド ラ

イパ を使 別 す る 必要 か あ

る で しょ う。
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-ｘOff ｓｅｔ＝222-yOff

ｓｅt＝2４0

ところで、「-ｗidｔｈ,-ｈｅｉｇｈｔ」（ｐ.188）で- ｗidtｈ と- ｈｅｉｇｈt を 決定しました

が、ここで設定したバ ッファサ イズ9）に対して、上下にそれぞれ上 マージンであ　　 ９）111nｘ81n

る8. ５ｍｍ、左右にそれぞれBJ-10 の左 マージンである3. ４ｍｎ!を 加えると、A4　　　 （279mm ｘ203.２ｍｍ）。

サイズ` 10）に ほぼ相当します。　したがって、- Ｗｉｄｔｈ=2880 お よび- ｈｅｉｇｈｔ=3960　　10 ）２９７,－ ｘ210,－ 。

で確保したバッファに対して書 き込まれたレターサ イズの原稿をA4 用紙 に出力

する場合、BJ-10 で はマージンを考慮した補正は必要なくなることがわかります。

それゆえ、レターサイズとはいっても、通常はA4 用 紙に出力することが多いだ

ろうと考え、今回は-XOff ｓｅｔ 、 -ｙOffｓｅｔ を設定しないことにします。

1　5.3j3　シ（ 夕?11”゛゛ ゛す`

第5.3.1 項 「プ リンタドライバの オプ ション」（ｐ.186）で 述べたように、プ リ

ンタ制御系のオプ ションの引数はプ リンタの仕様であったり、 コマンドであっ た

り、直接プ リンタの制御にかかわるものです。それだけに、お手元のプ リンタが　　 川 したがって、本書かサ

BJ-10 であるかどうかにかかわらず、あなたのプリンタのマニュアルを手元にお

き、参考にしながら本項を読まれることをお勧めしますO

◆ －MSBiｓＵＰＰｅｒ，-MSBiｓLeft

「-ｗidｔｈ,-ｈｅｉｇｈｔ」（ｐ.188）の- ｗidtｈ と- ｈｅｉｇｈｔ の解説のなかで、プ リン

タドライバがメモリ上に描かれたページの「絵」を「ハードコピー」しているの

だと書きましたo これはたとえというには大ざっぱですが、実際プ リンタドライ

バはプ リンタでビットイメージによる印字を行っているのです川 。

ただ、このとき実際に出力されるイメージデータとプ リンタに送られるビット

イメージデータとの関係は、プ リンタの印字方式の違いによって異なってきます。

ひとつは、従来のシリアルプ リンタに代表される印字方式をとるタイプです。

シリアルプ リンタは、縦の １ドット列にあたる印字ヘッドを左から右、あ るい は

右から左に移動しながら、１文字ずつ印字していきます。これはイメージデータ

の出力の際 にも変わりません。縦の １ ドット列を横に連続させ ることで １行分

を出力 し、さらにこの １行を縦に連続させることで実際のイメージデータの出力



12)DJ- ５０５Ｊ　は　-MSBi ｓ

ＵＰＰｅｒ の 設定 も 可能な

プ リンタです。 しかし、

ラスクグラフ ィックの出

力をサ ポー トし たモ ー

ドが ある ため、鳥 速化

の ため に同 モー ドで出

力を行います。このため

に-MSBi ｓLefｔ を設定し

ます(HPDJ505J.cfg を

参照)。
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を実現していることになりますO

もうひとつ、最近のページプリンタに代表されるラスク出力方式をとるタイプ

があります。ページプリンタには、シリアルプリンタでいうところの印字ヘッド

がありませんから、事実上、「行」の概念は消失し、行単位で印字しなければ効

率が悪くなるという制約も存在しません。そのために、イメージデータの出力の

際に、単純にイメージデータの横の１ドット列を縦に連続させていくことで、実

際のイメージデータの出力を実現することができるようになりますO

したがって、実際に出力されるイメージデータと、プリンタに送られるビット

イメージデータの関係としては、以下の２つ（正確には３つ）の方式があります。

○　プリンタに送られるデータが、出力したいビットイメージの縦のドット構成

に対応するもの。

・　このとき、データのバイトごとの頭が、印字ヘッドのピン配列の上方に

くるタイプ（Fig. 5-7 ）。

ＥＳＣ/Ｐ コマンド系のプリンタはこのタイプである。

ド ット上

ド ット下

Ｆｉｇ．５ －７ ● ｒｖｌｓＢ が 上 方 に な るプ リ ン タ

ビ ット イメージ デ ー タ

第1 バイ ト　　　 第2 バイト

・　このとき、データのバイトごとの頭が、印字ヘッドのピン配列の下方に

くるタイプ。Fig.5-7 にお ける、印字ヘッドのピンに対応する各データ

の ＭＳＢ と ＬＳＢ とを入れ替えたものをイメ ージしてほしい
Ｏ

ＰＣ-ＰＲ コマ ンド系のプ リンタはこのタイプ である。

○　プ リンタに送られるデータが、出力したいビット イメージの横のドット構成

に対応するもの。このとき、デ －` タのバイトごとの頭が、出力したいピット

イメージデ ータの左方にくる（Ｆｉｇ． ５-８）。この方式に対応したプ リンタと

しては、 たとえば横河・ヒューレット ・パッカードのDJ-505J があ る川 。



Ｆｉｇ ．５ －８・ ｌＶｌＳＢ が左 方 に な るプ リ ンタ

ラス タ グラフ ィ･7 ク デー タ

第1 バイト　　　 第2 バイト

MSB　　　LSB MSB　　　SB MSB　　　　 しSB
二 二

ド ット左 ド ット 右

BJ-10 の場合、マニュアルEIV-46 ］のビットイメージモードの選択の箇所に説

明されるように、プリンタに送られるデータが、出力したいビットイメージの縦

のドット構成に対応し、この各データバイトの最上位ビット13）が印字ノズルの

上方にきていますから、最初に説明したタイプのプリンタに該当することがわか

ります。そこで、オプションは次のように設定しなければなりません。

13) ｙlo ｓt Ｓｉｇｎｉｎｃａｎt Bit　　:

Ｍ ＳＢ。

で は な く、 意識 的 な 「 無

指 定の 設 定 」か あ り う る

とい う こ とで す。

15 ）ただ し、 ラ スタプ リン タ

系の オプ ショ ン ーＲａｓtｅｒ

を 設定 し た 場 合に は 、 こ

れ らの 設 定 は必 要 あ り ま

せ ん 。
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８

９

０－

－ｒｅｍａｒｋ=

－ｒｅｍａｒｋ＝

‾MSBi ｓUppe ｒ

〈〈 プ リ ン タ制 御 系 〉〉

も し こ こ で 、 プ リ ン タ に 送 ら れ る ビ ッ ト イ メ ー ジ デ ー タ の 作 り 出 す ド ッ ト 構 成

が プ リ ン タ ヘ ッ ド の ピ ンの 縦 方 向 に 対 応 し て い る もの の 、 各デ ー タ の Ｍ ＳＢ は 下

方 に な る と い う 場 合 に は 。 こ こ で は な ん の オプ シ ョ ン も指 定 し ま せ ん 。

ILiｓt ５-１９● ＭＳＢ が下方にくるプリンタの場合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　110:　　　

-ｒｅｍａｒｋ=な に も指 定し な い

また、プリンタに送られるビットイメージデータの作り出すドット構成がプ リン

タヘッドのピンの横方向の並び に対応した場合には、プリンタに送るデータのバイ

トごとの最上位ビットは左 にきます。このような関係にあるなら、-MSBi ｓＵｐＰｅｒ

で も無指定で もなく、 次の設定をしなければなりません。

10:　-MSBi ｓＬｅｆt

つ まり、これらのオプ ションは、いずれかひ とつ を必ず設定する14）必要があ　　14 ）漠然と「指定しない」の

るのです15)O

BJ-10 以外のプリンタでも、ビットイメージでの印字に関するコマンドの説

明のなかで、この仕様についての解説が図入りでなされているのが一般的です。

ここまでの説明がよくわからなかった人は、プリンタのマニュアルの該当箇所を

もう一度よく読みなおしてください。ＣＺ-8PC4 の場合であれば、取扱説明書の

ｐ.149の図が理解を助けるでしょう。

それでもわからなければ、ご自分で設定を変えて試してみてください。



Ｃｈ ａｐｔｅｒ ５ - Ｃ ｕｓｔｏｒｎｉｚｅ

１ ９ ８

「-MSBi ｓＵＰＰｅｒ,-MSBi ｓＬｅｆｔ」（ｐ.195）で、-MSBi ｓUPpeｒ を設定した場合、お

よびオプ ションを指定しなかった場合には-PinBy ｔｅｓに 印字ﾍｯ ﾄの゙ピン数ふ を指定

し、-MSBi ｓＬｅｆt を指定した場合は-pinHeigh ｔｓ に印字ヘ ッドの高さを指定 し

ます。

-MSBi ｓUPpeｒ を設定する説明で述べたように、BJ-10 はプ リンタに送るビット

イメージデータの各バイトごとの最上位ビットが、プ リンタヘ ッドのピンの縦方

向の並びに対応していますo

BJ-10 の場 合、-MSBi ｓＵＰＰｅｒ を設定しましたので、-PinBy ｔｅｓ を設定しなけ

ればなりませ ん.BJ-10 は48 ビ ットのイメージ印字が可能ですから、ビ４/8 の

指示に もとづ いて次のように設定しますo

10

11

-MSBi ｓＵＰｐｅｒ-pinBy

ｔｅｓ°6

もしここで、先のオプションを無指定にすべきプリンタの場合には、かわりに

次のように指定します。‘ヴ ≒こは、ピ・脳 にあたる値を指定しなければなりま

せん。

１０：

１１ ：　- ＰｉｎＢｙｔｅｓ゛?

-ｒｅｍａｒｋ= な に も指定 し ない

一方、-MSBiｓLefｔを指定すべきプリンタの場合には、-PinByｔｅｓのかわりに

次のように設定します。

10

11

－MSBiｓＬｅｆｔ

-PinHeight ｓ＝？

“？”には印字ヘッドの高さを入れます。印字ヘッドの高さには１を設定する

のが効率的です。なぜなら、ラスクグラフィックの出力は横の１ドット列を連続

させることで実現されているからです。

このオプションは、どちらか一方を必ず設定しなければなりません。

◆- ＰｒＢｕｆＳｉｚｅ

-ＰｒBｕfSiｚｅ には、プ リンタに送るデータのために確保するスプ ールバッフ ァ

の大 きさを指定します。

貝･体 的 にい うと、-PｒBｕfSiｚｅ が指定 されてい るとき、プ リンタドライバは-

ＰｒＢｕfSiｚｅ に設定されているだけのスプ ールバッファを確保し、プ リンタに送



るべきデータがプ リンタ固有のバッファからあふれると、これをスプ ールバッファ

にため込みますo この ようにプ リンタ固有のバッフ ァがあふれるような事態は
、

たとえば底に穴のあい たビニ ール袋から（穴を塞 がずに）水をあ ふれさせ るため

にはどうすればよいかを考えれば わかるように、プ リンタがデータを処理する以

上のスピードで情報を送り込まなければ起こり得ません。つまり、X680
×O 本体

が使用するプ リンタよりも高速な場合、送られてくるデータをプ リンタが取りこ

ぼ してしまうことがあるので、これに対処するためのスプ ールバッフ ァの大きさ

を定めるのが本オプ ションなので す。

したがって、このオプ ションに設定すべ き値は、プ リンタがどの機種であ るの

かだけではなく、X680 ×O 本体がどの機種であるのかによっても大 きく左右され

ますので注意が必要で す。つ まり、処理速度の遅いX68000 で使 用するときに

設定した値が、よ丿 高遠なX68000XVI,X68030,X68030 十 〇40tｕｒbo16）な ど

で使 用した場合にも通用するとはかぎらない ということです。実際、 キヤノンの

ＬＡＳＥＲ ＳＨＯＴ Ｂ４０６ をX68030 で使 用する場合、-PｒＢｕfSiｚｅ はデフ ォル トの256K

バ イトで支障ありませんが、X68030 十 〇40tｕｒbo で 使 用する場合にこの値

の ままにしておくと、１ページめを出力したあと、プ リンタも本体 も止まってし

まいます。

BJ-10 は、 処理その ものが高速というほどで もないうえに、プ リンタ固 有の

バッファが8K バイトしかありません。ですから本来ならば若干大 きめのバッファ

を確保したほうがよいのですが、具体的な値が思いつかないことに加え、少なく

ともBJ-10 の デ ータ処理速 度が本節の動作確認に使 用する無改造のX68000 の

処 理速度に負けるこ とはないだろうという予測もあって、ここではデフ ォル トの256K

バ イトを採用することにします。

１６)ＢＥＥＰＳ氏か パ ソ コン

通信 のメ ンバ ーの 協力

を 得て つ く り上 げ た.

X68030 用の680407　　

クセラレータのことです。

Ｘ６８０３０ の ２～３ 倍の

高速化を実現しています。
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12:　- ＰｒＢｕfSiｚｅ＝256

◆ －init

プ リンタをイユシャライズするためのコード列を設定します。 -iniｔ で指定さ

れたコード列は１ページの始 まりご とにプ リンタへ送られますから、ここでは初

期化( 電源投 入時の状態に戻 すという意) の みではなく、初期設定も行う必要があ

ります。具体的には、-ini ｔ オプ ションに設定されたコマンド列は、｢- ｇｒａＰｈｉｃ｣(

ｐ,202) で解 説する- ｇｒａＰｈｉｃオプ ションに設定されたコマンドによって、プ リン

タドライバがビットイメージ印字をするための下ごしらえをします。したがって、

プ リンタのコマ ンドのなかから初期化を行うもの、および-g ｒａＰｈｉｃオプ ション

で設定するコマンドの使用上、 設定が必要と思われるコマ ンドをチェックし ます。

BJ-10 の 場合、プ リンタドライバが行うビットイメージ印字に影響を及ぼしそ

うなコマンドとしては改行制御のコマンドしかありませんでした。



17)･- 一般のグラフり クのハー

ドコピーブログラムでは、

この境目を[1立たなくす

るように、行の境 を １，

２ ドット重ねて出力する

などの処理を行うのです

か。これはまた別のお話

です。

２ ０ ０

ここで、なぜ改行コマンドがビットイメージ印字に影響を及ぼすかを理解する

ためには、プリンタドライバが「絵」の「ハードコピー」をしているというたと

えを思い出してください。一般的な絵などをハードコピーする際にも、絵を隙間

なく出力するために、これから出力する行の最上端が直前の行の最下端に密着す

るように改行されるはずです17）Oプリンタドライバも同じように、バッファとい

う「キャンバス」に描かれた、原稿という「絵」を「ハードコピー」して出力す

るので、行間に隙間が空かないように印字するためには、改行量をきっちり１行

の高さにしなければなりません。

そこで、プリンタのマニュアルから、初期化および改行制御に関するコマンド

を探してみましょう。

BJ-10 の場合、マニュアルを見ると、

○

Ｏ

Ｏ

ESC

ＥSC

ＥSC

Ｑ

３

Ａ

プリンタの初期化[IV-49]

改行量を1ｿ180インチに設定[IV 一刈

改行量を 紬O インチに設定[IV 一列

改行址の設定コマンドとしては、“Ｅsc 3 ” ど Ｅsc A ”が ありますが、どちら

を使用してもか まい ません。引数71 の値が変わってくるだけで、同じ結果をもた

らしますo

さて、360dPi のBJ-10 は １ 行の高さが48 ド ットのビットイメージ印字を行

いますから、１インチあたり360 ド ットあるうちの48 ド ットが １行の高さにあ

たります。実際には1/ら60ｘ48 イ ンチということになり ます。 “Ｅsc A ｙ ’ は、改

行量を 昿ｏインチに設定するコマ ンドでした。改行量は 仏60 ｘ48 インチです

から、1/‰ｏｘ48 ×60==8 が ｎ にあたります。

では、実際に-init の 文字列をつ くってみましょう。

Ｂ,J-10 にお いて-init には、“Ｅsc ｒ ど‘Ｅsc A 8 ” を 設定します。ここで、

Ｅsc とはエスケープ シーケンスのことで、プ リンタドライバのリフフヽ レ ンズにあ

るように、 オプ ションの文字列引 数中で使川で きるコード のなかに含まれてい

ます。

使用で きるコードの記法は以下の ようになっています。

○　プ リンタドライバのオプ ション引数で使川可能なコード

＼Ｘ叩

＼? 叩

ｂ
　

ｔ
　

ｎ
　

ｖ
　

ｆ
　

ｒ
　

ｄ
　

ｓ
　

ｅ

＼
　

＼
　

＼
　

＼
　

＼
　

＼
　

＼
　

＼
　

＼

16 進数 叩 指定。必ず２桁分記述するo8

進数? 叩 指定。必ず３桁分記述する。

ペル（ＢＥＬ,0×07）

水平タブ（ＨＴ,0×09）

改行（LF,0 ×Oa）

垂直タブ（ＶＴ,0×Ob）

改ページ（ＦＦ,0×Oc）

復帰（CR,0 ×Od）

deｓｅｌｅｄ（DC3, ０×13）

サブコード（ＳＵＢ,０×1a）

エスケープコード（ＥＳＣ,0×1b）



／
　

８
　

０
/

ｓ
　

Ｓ

＼コード

Ｚコード

ヌルコード（ＮＵＬ,0×00）

ヌルコードは ＼000,＼X00等では指定できません。

したがって、プリンタ初期化のコマンドESC のは＼ｅので、ESC A 8 は＼eA＼ｘ08

で記述できることになります。ESC A のように定数引数（この場合は8 ）を持つ

コマンドについては、＼ｘ叩 で ２桁の16 進数を与えるか、＼丿叩 で３桁の８進

数を与えることに注意してください。このとき、指定された桁数を満たさない場

合には、＼ｘ08 のように、不足している桁の数だけ Ｏを付加しますo

2０1

13

14

15

16

－init ＝＼eQ ＼eA χｘ08

－init ＝＼ｅＱ＼eAX010

－init ＝＼ｅ⑩＼e3 ＼ｘ18

－init= ＼eQ ＼e3 ＼ｘ30

上に示した-init= のコマンド列が、どれも同じ結果になるのだということを

理解してください。

◆ －CＲLF

-CRLF に は、 プ リ ン タ 改 行 の コ ー ド 列 を 指 定 し ま す 。 通 常 、 こ こ に は 復 帰 改 行CR

LF （ Ｃａrrｉａｇｅ Ｒｅtｕrｎ ＆ Ｌｉｎｅ Ｆｅｅｄ ）を 指 定 し ま す。 こ れ ら の コ ー ド は ｐ.200

で 示 し たプ リ ン タ ド ラ イバ の オ プ シ ョ ン で 使 用 可 能 な コ ー ド の な か に 含 ま れ て い

ま し た ね 。

14:　 －ＣＲＬＦ= ＼ｒ＼ｎ

◆ －ｅｘｔｒaCRLF　　　　　

㎜

-ｅｘｔｒaCRLF には、特殊改行コードの設定をします。ここでいう「特殊改行コー

ド」 とは、空行時に-CRLF に 設 定したコードの直 前に追加するコード列です。

つ まり、-ｅｘｔｒaCRLF を設 定した場合、出力行が空行ならば、改行コードとして-

ｅｘｔｒａＣＲＬＦおよび- ＣＲＬＦ に設定されたコマンド列がプ リンタに送られることに

なります。

特殊改行コードの設定は、よほどのことがないか ぎり必要ないでしょう。 BJ-10

で も設定しないこ とにします。

Liｓt ５-２７● 特殊改行コードの設定

15 :　-ｅｘｔｒａＣＲＬＦ=



18 ）シ ャープ 純 正 の オ ー ト

シ ー トフ ィ ー ダか 存在 し

ない というだ けで、実際 の

とこ ろ、Ｃ Ｚ-８ＰＣ４ に は

エ プ ソン ＡＰ-８００/ ５５０

川 の オー ト カ ット シー ト

フ ィー ダ、ＡＰＣＳＦ が 使

川 で きます。 その 際に は 、

ＣＺ-８ＰＣ４ のマ ニュ アル

には 「絶 対動 かさ ない で 」

と 書 か れて い る デ ィ スプ

ス イッチ の ７ 番 を Ｏ Ｎ

に し ます。

202

-ｅｘｔｒaCRLF の設定が必要な場合としては、１行分のイメージ出力を終了した

際に自動的に改行する仕様になっているプリンタがありますo このようなプリン

タを使用する際には、次のように設定することで対応します。

14

15

－ＣＲＬＦ＝＼ｒ

－ｅｘｔｒａＣＲＬＦ＝＼ｎ

この場合は、イメージデータがある行はプリンタ側で改行処理をしてくれます

から-CRLF で復帰コードだけを送り、空行時にはプリンタ側の自動改行が行われ

ませんから、-ｅｘtｒａＣＲＬＦで改行コードを送ります。

◆-ＦF

-ＦＦ には、改ページの際にプ リンタに送るコード列を設定し ます。ＣＺ-8PC4

の ように、オートシートフィーダをつけていないプ リンタ18）の場合には、紙１ 枚

の印字が終わった時点で改頁コマンド（FF ）、お よびプ リンタの ｄｅｓｅｌｅｃt（デー

タを受 信で きない状態にする）コマンド（DC3 ）を 送ります。

これらのコードはｐ.200 で示 したプ リンタドライバのオプ ションで使用可能な

コードのなかに含まれてい ましたね。

16 F Ｆ= ＼f＼ｄ

その他の場合には、FF の みで ＯＫ です。

ＬｉＳt ５－３０● ＤＣ３がない場合の改頁

16:　-ＦＦ=χf

BJ-10 の場合、たとえオートシートフィーダをつけていない場合でも、DC3 コ

マンド自体がありませんから、必然的にこちらの設定になります。

◆ －gｒａＰｈiｃ

リファレンスによれば、１ページのはじまりごとに、ここで指定されたコード

列を出力してからビットイメージデータの出力が始まる、とのことです。した

がって、-iniｔ で初期設定されたプリンタに、このオプションで「今からイメー

ジデータを送るから、よろしく頼みます」という命令をすればよいのです。

BJ-10 のマニュアルによれば、イメージ印字に関する命令のうち、48 ドット

モードを指示するものは以下のものがあります。

○ “ＥＳＣ Ｉ　＊” 48 ドッ トイメージモードの選択[IV 一綱



詳しく見てみると、このコマンドぱESC I ＊711712 pjE4 ” というフォーマッ

トで、出力すべきビットイメージデ ータ1 ）ぶＭ の総数を
肌 十n2 ×256 で 与 え

るこ とになっています。つ まり、このとき 叫 がイメージデータの総数を示す下

位バイト、n2 が上位バイトとなってい ます。このように、 デ` 一夕の表記をする際

に、そのコードの上位バイト と下位バイトを逆 に指定するやり方をＩＮＴＥＬ オー

ダーOitt ｌｅ ｅｎｄｉａｎ）といいます。 また、ここでは使用しませんが、上位バイトと

下位バイトをその まま指定するや り方を ＭＯＴＯＲＯＬＡ オーダー（b 組 ｅｎｄｉａｎ）

といいます。

これで、-gｒａＰｈｉｃに設定するコード列は、ESC I ＊nln2 の 部分であるこ とが

わかりましたo で は、肝心のｎｌｎ２はどう設定するのでしょうか?　 リファレンス

を調べてみると、プ リンタドライバには不定の引数を指定するためのコード列が

用意されていました。

○　 不定の引数を指定するためのコード

Z?ｄ　？ には、“１”から“５”までのＡＳＣＨ コードを指定します。返 り値は、

ｇ桁の十進数 ＡＳＣＨ コードで表されたドット数です。

Z ?Ｄ　-gｒａＰｈｉｃ でしか使用できません。ｇ には、“１”から“５”までの ＡＳＣＨ

コードを指定します。返り値 は、？桁の十進数ASCII コー ドで表さ れ

たバイト数ですo

Zy ｍ　？ には、“１”またぱ ２”を指定します。返り値は、ＭＯＴＯＲＯＬＡ オー

ダーで Ｆバ イトのバイナ リデータ 回 桁 の16 進 数）で表されたドット

数です。

Z ?Ｍ　-gｒａＰｈｉｃ で しか使用で きません。 ？ には、“1” またぱ2 ” を指定 し

ます。返り値は、ＭＯＴＯＲＯＬＡ オーダーで ？バイトのバイナ リデ一 夕

口 桁の16 進 数）で表 されたバイト数です。

Ｚ?ｉ　ｇ には、“1” またぱ2 ” を指定しますo 返 引直は、ＩＮＴＥＬ オーダーで

？バイトのバイナリデータ 回 桁の16 進 数）で表されたドット数です。

ぴｴ　ｰg ｒａＰｈｉｃ でしか使用で きません。？ には、“1” またぱ2 ” を指定しま

す。返り値は、ＩＮＴＥＬ オーダーで ｙバ イトのバイナリデータ ロ 桁の

16 進 数）で表されたバイト数ですo

この ように、これらのコードは「ドット数」または「バイト数」を返すのです

が、返った値の意味は、コ ードを使 用したオプ ションによって異なって きますo-g

ｒａＰｈｉｃの場合には、“あとに続くビットイメージデ ータの総数”を「ドット数」

または「バイト数」で返すこ とになりますo

さて、先 に述べたように.n171,２ は、上位バイトと下位バイトが逆転した ２バ

イトのＩＮＴＥＬ オーダーで、後続するビットイメージデータの総バイト数を表 し

ますから、711n2 はZ2 工で 与えることがで きます。
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17:　- ｇｒａｐｈｉｃ＝＼el ＊X21



ｅｒ ５ - Ｃ ｕｓｔｏｒｎｉｚｅ

20 ４

参考までに、CZ-8PC4 の場合を示しておくと、CZ-8PC4 でぱ Ｅsc M n17127:

）ぶＭ ”が48 ドットのビットイメージ印字を行うコマンドです。 n1712には、あ

とに続くビットイメージデータ に）ｊｍ ）のドット数を ＭＯＴＯＲＯＬＡ オーダー

の２バイトで記述することになっています。そこで、CZ-8PC4 では以下のよう

に設定することになります。

17:　 －gｒａｐｈｉｃ ＼゙ｅMZ2 ｍ

|イ4 ゛゙ 出≠ ぞ

さあ、ここ まで設定したら、ためしに出力してみましょうｏ

第5.3.1 項 「プ リンタドライバのオプ ション」（ｐ.186 ）で示したオプ ションのう

ち、-ｓｔａｒｔ,-ｒｅｌａｔiｖｅ,-ｒｅｐｅａｔ はまだ解説をしていませんが、これらは必ず

しも設定する必要が ないオプ ションです。　リフ ァレンスで説明しているように、

これらのオプ ションは「プ リンタに送る無駄なデータをできるだけ省くための仕

組み」であって、出力スピードが遅くてもいいなら、あえて頭を悩 まして まで設

定する必要はないのです。とはいっても、コンフ イギュレーションファイルに記

述 しなくてもいい というこ とではなく、引数を空（何 も指定しないこと。以下、

同様の意味で使用する）にして設定することで、それぞれのオプ ションにデフ ォ

ルトで設定されてい るコード列をキャンセルしなければなりません。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

－ｒｅｍａｒｋ＝

－ｒｅｍａｒｋ＝

－ｒｅｍａｒｋ＝

－ｒｅｍａｒｋ＝

くくくく＜ Ｃａｎｏｎ ＢＪ- １０ｖ Ｃｏｎｆｉｇｕｒ ａｔｉｏｎ Ｆｉｌｅ 〉〉〉〉〉

テ ス ト 版

－ｄＰｉ ＝360

－ｗidt ｈ＝2880

‾ｈｅｉｇｈｔ＝3960

－ｒｅｍａｒｋ＝

－ｒｅｍａｒｋ

‾MSBi ｓUpPe ｒ

-PinBy ｔｅｓ＝6

-P ｒB ｕfSi ｚｅ＝256

－init ＝＼eQ ＼ｅＡ＼ｘ08

－ＣＲＬＦ＝＼ｒ ＼ｎ

－ｅｘｔｒａＣＲＬＦ＝

-ＦＦ＝＼f

－ｇｒａＰｈｉｃ＝＼el ＊Z2 工

－ｓｔａｒｔ＝

－ｒｅｌａｔｉｖｅ＝

－ｒｅＰｅａｔ二

－ｒｅｍａｒｋ＝

＜く　ド ラ イバ 制御 系 ＞＞

-「ｅｍａｒｋ= 解 像度 は360dPi を指 定

-ｒｅｍａｒｋ= バ ッフ ァ はレ タ ーサ イ ズで 確保 する が、

-ｒｅｍａｒｋ=　　　A4 サ イズの 用 紙 に出 力 するこ と を想定

－ｒｅｍａｒｋ＝

〈〈 プ リ ンタ 制 御系 〉＞

-ｒｅｍａｒｋ= ＭＳＢ は上 方 に く る

-ｒｅｍａｒｋ= ×8 ＝48 ドッ ト

ーｒｅｍａｒｋ= スプ ー ルバ ッフ ァは256K バ イ ト

皿ｒｅｍａｒｋ= 初 期 化（ＥＳＣ ⑩）と改 行幅（ＥＳＣ Ａ）を設 定-

ｒｅｍａｒｋ= 改行 は ＣＲ ＬＦ

-ｒｅｍａｒｋ= 特 殊な 改行 処理 は しな い

-ｒｅｍａｒｋ= 改頁 は ＦＦ

-ｒｅｍａｒｋ=48 ドッ トイ メ ー ジ印 字

-ｒｅｍａｒｋ= と りあ え ず

-ｒｅｍａｒｋ=　　　 出力 して み るo

-ｒｅｍａｒｋ=　　　　　 う ま くい くか な ？

rｅｍａｒｋ オプ シ ョン 内 の スペ ー スは カ ナ スベ ース ですo

ＬｉＳt 5-33 をコンフィギュレーションファイルとして、ひとまずテスト出力し

てみます。ソースファイルには、デバイスドライバのアーカイブに添付されてい



るプ リンタドライバのマニュアルp ｒint.t ｅｘ19）の 処理結果p ｒint. ｄｖi を 使用　　19 ）本=;い 添f,jフ ィ
スク

してみましたo なお、pｒint.ｔｅｘ はデフォルトのレターサイズではなく、A4 サ

イズの原稿ですから、正確な位置に出力するために、確保するバ
ッファのサイズ

とそれに対する書き込み位置を調整します20)。

が 構 篆 す るTIF; Ｘ シ ス

テ ム の 場 合 、 ＺＴＥＸＢ【】ＭＥ Ｘ

Ｘｄｒi ｖｅｒs Ｘｄｏ ｃ の 配 下 に

あ り ま す 。

A〉Pｒint.ｘ -ｈｅｉｇｈt=4208 -ｗidtｈ=2880 -χOffｓｅt=312 -yOffｓｅt=240

二 雪 十 〇

出力結果を見ると、行間が異常に間延びしてしまい、A4 サイズの原稿がA4

ここで、出力すべきデータ自体はすべて出力されていますから、-ＰｒBｕfSiｚｅ

によって設定したスプールバッファがあふれた川 という症状ではないことがわ

かりますo

BJ-10 のマニュアルを見ると、ディスプスイッチの７番にCR コマンドをCRLF

相当にする機能が割り振られていましたので、これを確認してみましたが、こ

のディスプスイッチはＯＦＦ になっていましたo

そこで、縦に間延びするのだから改行コードが悪いのだろうと推測して、-CRLF=

＼ｎに変えてみます。

A 〉Pｒint. ｘ -ｈｅｉｇｈt=4208 - ｗidtｈ=2880 －ｘOffｓｅｔ°312 -yOff ｓｅt＝240

－CRLF °χn Pｒint. ｄｖi

今度はちゃんとA4 原稿がA4 用紙に収まりました。

実は、エプソン系のプリンタの一部でも同様な縦スペースの間延び現象が発生

します。この抜本的な解決策は、プリンタ側の14 番ケーブルを絶縁する（エプ

ソン系のプリンタの場合には絶縁のうえ13 番につなぎなおす）ことです。この

処理をすれば、改行コード列としてCR LF を送ることができるようになります。

なお、この処理をすることによって、他のプリントアウト動作に悪形響が生じる

ことはないようです。

21 ）「-ＰｒBｕfSi ｚｅ」（ｐ.198 ）

を 参照 して くだ さい 。 な

お、この とき 鮨lj し た本体

は Ｘ ６８０００ ＥＸＰＥＲＴ

ＩＩ（無 改 造）で 。実際 に は

-pr ＢｕfSi ｚｅ=8 で も動 作

す るこ とを 確認 して い ま

す。 そ れ以 ドの 値 に つ い

て は、 試 し てい ませ んの

で不 明 です。
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1

2

3

４

5

6

7

8

9

10

11

12

13

1 ４15

－ｒｅｍａｒｋ＝

－ｒｅｍａｒｋ＝

－ｒｅｍａｒｋ＝

〈 ＜＜〈 ＜ Ｃａｎｏｎ ＢＪ- １０ｖ Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ Ｆｉｌｅ 〉〉〉〉〉

「 と り あ え ず 動 く ぞ 」 版

－ｒｅｍａｒｋ=

－ｄＰｉ ＝３６０

－ｗｉｄｔｈ＝2880

-ｈｅｉｇｈｔ＝3960

－ｒｅｍａｒｋ=

－ｒｅｍａｒｋ=

‾
ＭＳＢｉｓＵＰＰｅｒ

-ＰｉｎＢｙｔｅｓ°６

-ｐｒＢｕｆＳｉｚｅ＝２５６

－ｉｎｉｔ＝＼ｅ＠＼ｅＡ＼ｘ０８

－ＣＲＬＦ＝＼ｎ

＜く　ド ラ イバ 制御 系 ＞〉

-ｒｅｍａｒｋ= 解 像 度 は360dPi を指定 。

-ｒｅｍａｒｋ= バ ッフ ァは レ ター サ イズ で確 保 する が、

-ｒｅｍａｒｋ=　　　 Ａ４ サイ ズの 用紙 に出 力 す るこ と を想 定

〈〈 プ リ ンタ 制御 系 ＞＞

ｒｅｍａｒｋ　ＭＳＢ は上 方 に くる

-ｒｅｍａｒｋ= ×8 ＝48 ドット

－ｒｅｍａｒｋ= スプ ー ルバ ッ フ ァは256K バ イト

ーｒｅｍａｒｋ= 初 期 化（ESC Q ）と改 行 幅（ＥＳＣ Ａ）を設 定

-ｒｅｍａｒｋ= 改行 は ＬＦ だけ。

-ｒｅｍａｒｋ=　　 ケ ーブ ル14 番の カ ット は し てい な い。
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16
17

18

19

20

21

22
23

－ｅχtｒａＣＲＬＦ＝

－ＦＦ＝＼f

－gｒａＰｈｉｃ＝＼el ＊Z2 工

－ｓｔａｒｔ＝

－ｒｅｌａｔｉｖｅ＝

‾ｒｅＰｅａｔ ＝

－ｒｅｍａｒｋ=

－ｒｅｍａｒｋ＝

-ｒｅｍａｒｋ= 特 殊 な 改行 処理 はし な い

-ｒｅｍａｒｋ= 改 頁 はFF

-ｒｅｍａｒｋ=48 ドッ ト イメ ー ジ印 字

-ｒｅｍａｒk= と りあ え ず

-ｒｅｍａｒｋ=　　　 動 く よう に はな っ た

-ｒｅｍａｒｋ=　　　　　 し かし 、 お そ～ い

rｅｍａｒｋ オプ ショ ン内 の スペ ース はカ ナ スペ ー スで す

これで、ともかく動くコンフィギュレーションファイルができあがりました。

しかし、お世辞にも快速とはいいがたい出力スピードですから、もう少しこのコ

ンフィギュレーションファイルをいじってみましょう。

|二－
高速化を目指して

前 項 （ｐ.204 ） で 説 明 し た よ う に 、- ｓｔａｒｔ,- ｒｅｌａti ｖｅ,-ｒｅＰｅａｔ は 「プ リ ン タ

に 送 る 無 駄 な デ ー タ を で き る だ け 省 く た め の 仕 組 み 」 で す か ら 、 こ れ ら に 有 効 な

指 定 を し て や る こ と で 格 段 に 印 字 速 度 が 上 が り ま す 。 で き る だ け 以 下 の オ プ シ ョ

ン を 設 定 し て み ま し ょ う。

◆ －ｓｔａｒｔ

このオプ ションには、ドット単位で印字開始位置を指定するためのコード列 を

設定します。 -ｓtａｒt の引数が空の場合、出力する行の横方向の空白はビットイ

メージで「出力」されますが、-ｓｔａｒｔ オプ ションを的確に設定した場合には、こ

の空白をプ リンタの印字附始位置を調整することで実現 するようになり ます。こ

うすることで、プ リンタへ転送するデータの量が減りますから、その分、出力が

高遠になります。

BJ-10 のマ ニュアルを探して みると、ド ット単位での印字開始位置指定の機能

を持ったコマンドがありました。

○ “ESC $ ”　　　　　 印字ヘ ッドの絶対位置指定［lV-13 ］

この コマ ンドは、“ESC ＄ n1712” という書式で、左マージン位置から次の印字

開始位置をｎ２×256 十nl ド ット移します
Ｑ 
ｎｌｎ２ には不定のドット数を示すデー

タを設定しなければなりません。これを設定するために、「-ｇｒａＰｈｉｃ」（ｐ.202）の-

ｇｒａｐｈｉｃ の設定について解説する過程 （ｐ.203）で 説明した不定の引数を指定す

るためのコードを、ここでも使用します。

-ｓｔａｒｔ オプ ションは、ドット単位の印字|帽始位置の指定コードを設定します

から、本オプ ションでは不定の引数を指定するためのコードのうち、「ドット数」

を返す ものが使用対象となります。この場合には、これらの不定の引数を指定す

るコードで返った「ドット数」は、“特定の位置から次に印字を附始する位置ま

でに移動する「ドット数」 に該 当することになります。



さて、先に述べたように“ESC ｒ の引数711陶 は。左マージン位置から次に

印字を|開始する位置までに移動する「ドット数」に該当しますo その移動するドッ

ト数はn2 ×256 十nl です。つまり、このとき711 が移動するドット数を表す下

位バイト、712が上位バイトとなっており｡711712 は２バイトのＩＮＴＥＬ オーダー

で指定することがわかります。そして、不定の引数を指定するためのコード列か

ら該当するものを探すと、X21 が該当します。

iｓt ５- ３５ ● ＢＪ-10 版印字位置の絶対設定

19:　-ｓｔａｒｔ=χｅ$Z２1

参考までにCZ-8PC4 の場合も考えてみましょう。 CZ-8PC4 の印字ヘッドの

絶対位置指定を行うのは、以下のコマンドです（［］内はCZ-8PC4 のマニュアル

のページ数）。

Ｏ ＥＳＣ ＰＯＳ 印字ヘッドの絶対位置指定[98]

この コマンドは、“ESC POS n1712n3n4 ” の 書式で与えられ、左マ ージンから180dpi

換算で711 ×1000 十 几２×100 十ｎ３×10 ＋７１４ドット移動する命令です。

ここで問題になるのが、「180dpi 換 算」での移動ドット数を与えてやらなけれ

ばならないというこ とです。CZ-8PC4 は360dpi で す から、360dpi で の絶対印

字開始位置の指定ができるなら、先はどから再三使用している不定の引数指定の

ためのコード列のひとつであるZ4d をそ のまま使用すれば、絶対移勁すべ きドッ

ト数を設定するこ とができます。　しかし、ＣＺ-8PC4 の絶 対印字開始位置の指定

のコマンドは、360dpi では なく180dpi 換算 でしか機能し ませんo ゆ えに、もし

７１１ｎ２ｎ３ｎ４を不定引数を指定するためのコードZ4d で 表 してしまったら、実際に

（360dpi で）絶対移動すべ きドット数の ２倍、ヘッドが移動してしまいます。

ここで登場するのが「割り算ファクタ」という概念です。

たとえば、360dpi で15 ド ットだけ印字ヘッドを移動させ たい場合を考えて

みましょう。dpi は解 像度を表しますから、これが倍になれば１ ドットの幅は半

分になります。いいかえれば、dpi が 倍 になれば、同じ幅を表現するために倍の

ドットが必要になるわけです。　したがって、次のようにいえます。

（1）180dpi で７ドットだけ印字ヘッドを移動したとすると、それは360dpi で印

字ヘッドが14 ドット移動したことになる。

（2） そして、この状態からあと360dpi で１ドット、印字ヘッドを移動させれば、

360dpi で印字ヘッドが15 ドット移動したことになる。

この機能を果たすのが「割り算ファクタ」なのです。 360dpiの ＣＺ-8PC4 にお

いて任意のドット数Ｊが表現する幅は、180dpi で ヱ×180/‰Ｏ＝ 紬 ドットで表

現されます。ここでＪを割った ２が、割り算ファクタと呼ばれるものです。

もし、本来の解像度が360dPi であるものの、絶対印字位置指定は120dpi で

のみ機能するプリンタの場合であれば、360dpi のドット数 ヱが表現する幅は、120dPi

ではＪＸ１２０/‰Ｏ＝ 俯 ドットで表現されますから、このときの割り算ファ

クタは３になります。

５。３- の作り方

207
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ＣＺ-8PC4 に戻りましょう。まず、360dpi のときＪドットヘッドを移動するも

のとします。次に、このドット数 Ｊを割り算ファクタ２で割り、その商にあた

るドット数を Ｘ４ｄのフォーマットで返します（この返り値を!/ とする）。そして

“ESC POS が で180dPi 換算のヘッド移動を行います。この部分が「360dPi で15

ドットだけヘッドを移動する」という例のなかの（1）にあたる過程です。

その後、Ｊを 割り算ファクタである２で割ったときの余りがあるなら、その

余りの分だけ空白のビットイメージを送ってやります。この過程が（2）にあたり

ます。これで、360dPi のときにＪで得られるドット数だけヘッドを移動させる

ことができたことになります。

以上のような機能を実現する「割り算ファクタ」は、次のような書式で設定し

ますO

○　割り算ファクタの書式

ぴ/＊ｄ　割り算ファクタ＊を指定することで、本来のdpi ÷割り算ファクタ で

得られるdpi において移動すべきドット数を、がｄのフォーマットで返

します。

μ/＊ｍ　割り算ファクタ＊を指定することで、本来のdpi ÷割り算ファクタ で

得られるdp 川こおいて移動すべきドット数を、がｍのフォーマットで返

します。

ぴ/＊i　割り算ファクタ＊を指定することで、本来のdpi ÷割り算ファクタ で

得られるdpi において移動すべきドット数を、Xti のフォーマットで返

します。

したがって、CZ-8PC4 の絶対印字開始位・ 指定コマンド“ESC POS(XeX ｘ1〔〕)”

の引数 ７１１７１２７１３ｎ４ はZ4/2d で与 えられることになります。そこで、以下のよう

に設定します。

ｓ　　 推 二

19:　-ｓｔａｒｔ=XeXｘ10Z4/2ｄ

◆ －ｒｅｌａｔiｖｅ

-ｓｔａｒｔ が、左マージン位置という特定位置からドット単位で次の印字開始位置

を指定するコマンドを設定するオプ ションであったの に対して、-ｒｅｌａｔiｖｅは、

現在のヘッドの位置から次の印字開始位置をドット単位で指定するコマ ンドを設

定するオプションです。 設定の目的 は- ｓtａｒt と同じです。

BJ-10 の マニュアルには、以下のコマンドが示 されてい ます。

○ “ＥＳＣ ＼”　　　　　　印字ヘッドの相対位置指定［IV-13］

このコマンドは、“ESC ＼ nln2” の書式で、現在のヘッドの位置から180dpi

に換算して712 × 256十n1 ドットだけ印字位置を移します。



「180dpi に換算した」移動ドット数を与えてやるために、「-ｓｔａｒt 」 におけ

るCZ-8PC4 の設定例を解説する過程（p.208 ） で 登場した「割り算フ ァクタ」を

使川します。712×256 ＋711 に相 当するのはZ2/21 であ ることがわかります。

５。３-
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20:　- ｒｅｌａｔiｖｅ＝＼ｅ＼χZ2/21

ところで、リファレンスには、割り算ファクタの設定例としてBJ-130J の場

合が紹介されていますo よくわからない方のために、一体何をやっているのか、

もう少し説明してみましょう。

Liｓt ５-３８・ BJ-１３０Ｊのｒｅｌａｔiｖｅ設定例

20:　-ｒｅｌａｔiｖｅ=＼eUZ4/2ｄZOZOZO

“ESC U ”は、“ESC U 711n2n3714 山 尚 臨 ”の書式で使用します。そして、180dpi

モ ードにおいて縦１ ドット列にあたるビットイメ ージデータdld2d3 をn1712n3n4

回繰 り返し出力する機能を果たしますo

こ の設定例では、繰り返すべ き縦 １ ドット列に相当するイメージデ ータdld2d3

とし て３つの ＮＵＬＬ を送っていますo ここで、BJ-130J は-MSBi ｓＵＰＰｅｒ を指定

すべきプリンタです。また、BJ-130J 自体の解像皮は360dpi で すが、グラフィック

リピート機能は180dPi の 解 像度でしか動作しません。すなわち、3B ｙtｅｓ＝24bitｓ

のビット イメージデータdld2d3 は、24 ド ッ ト、つ まり180dPi の縦 １ ドット列

に相 当するのです。つ まり、繰り返されるイメージデータZOZOZO ” は180dPi

で の空の縦 １ドット列というこ とになります。既述のとおり、本来BJ-130J は360dpi

で すから、180dPi で 空 の縦 １ ドットを出力した場合、360dPi で 空 の縦

２ドット列を出力したこ とと同様の結果を生じ ます。これは同時に、360dPi で

２ ドット印字ヘッドを相対移動したこ とと同様の結果 になるのですo

ここで、360dpi で Ｊ ドット印字ヘッドを相対移動したいとしましょう。 -ｓｔａｒｔ

で行った解説の繰り返 しになりますが、360dpi で の ヱドットが表現 する幅は、180dpi

では Ｘｘ180/ら60＝ 紬 ドットで表現されますo また、360dpi で Ｊ ドット

印字ヘッドを相対移動するというこ とは、現在のヘッドの位置から360dpi で 空

の縦 １ ドット列をrｒ 回繰り返したのと同じこ とです。　したがって、180dpi では

Ｊｘ180/３６０＝ 紬 回、縦の１ドット列を繰り返すことで、同様の結果を生むこ とが

で きます。これが、BJ-130J で グ ラフィックリピート機能を使用した- ｒｅｌａｔiｖｅ

オプ ションの設定例、“＼eUZ4/2dZOZOZO ” が 行っているこ となのです。

リファレンスには、今、解説したグラフィックリピート機能も使用した場合の

例のすぐ次に、キャラクタリピート機能を使川した例も絨っています。「設定に

よって行うこと」は、グラフィックリピ ートによる相対印字位置指定と同様の発

想によります。相対印字位置指定やグラフ ィックリピートの機能を持つ コマンド

はない ものの、キャラクタリピートの機 能はあるというプリンタを使用している

人は、これを参考に設定してみてください。
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22 ）この と き使 川し た 本休 は

Ｘ６８０００ ＥＸＰＥＲＴ Ｈ

（無改 造 ）で す。

２ １ ０

-ｒｅＰｅａｔ には、グラフ ィックリピート を指定するコード列を設定します。しか

し、BJ-10 には グラフィックをリピートするコマンドはありませんから、このオ

プションは設定のしようがありませんo た だし、-ｒｅＰｅａｔ にはデフ ォルトでコマ

ンドが登録されてい ますから、このデフ ォルトのコマンドをプ リンタに送らない

ように、空を設定し ますo

２１：　- ｒｅｐｅａｔ °

1　5'3'6　
再度のテス1

ﾀﾞ
出力をしてみがﾉ

これで高速化を目指した設定ができましたo　うまく高速化できているか試して

みます。

ここでは、コンフイギュレーションファイルに先ほど作成した「とりあえず動

くぞ」版（Liｓt 5-34）を使川し、高速化関連のオプションは設定を変更しやすい

ようにコマンドラインで指定することにします。

また、テスト出力をするためのソースには、第5.3.4項「テスト出力してみる」

（ｐ.204）のテスト出力で使川したPｒinｔ.ｄｖi を使用することにします。

A 〉 Ｐｒint. ｘ －ｓtａｒt °＼ｅ$X21 - ｒｅ:Lati ｖｅ＝＼ｅ＼＼Z2/21 ｒｅＰｅａｔ- - ｈｅｉｇｈt=4208-

ｗidｔｈ=2880 - ｘOff ｓｅｔ＝312 -yOff ｓｅｔ＝240 P ｒin ｔ.ｄｖi

この設定で出力したところ、どうも印字が乱れます。一気に１ 行印字すれば

よいところを、印字ヘッドがさかんに左右に往き来しています。どうやら横方向

に空白がある部分で印字を行ってしまうようで、このとき、横方向のスペースが

まったく出力されていません。

そこで、今度は次の設定で出力してみます。

Ａ〉 Ｐ「ｉｎｔ ．ｘ －ｓｔａｒｔ＝ －ｒｅｌａｔｉｖｅ＝＼ｅ＼χＸ２／２１ - ｒｅＰｅａｔ ° - ｈｅｉｇｈｔ ゛4208-

ｗｉｄｔｈ= ２８８０ －ｘＯｆｆｓｅｔ ＝３１２ －ｙＯｆｆｓｅｔ＝２４０ Ｐｒｉｎｔ ．ｄｖｉ

今度はちゃんと仕上がりました。高速化開運のオプションを何も設定してい

ないときに比べて、格段に遠くなっています。ここで使用しているサンプル、

Ｐｒinｔ.ｄｖi の１ページめを出力してみたところ、高速化関連のオプションを設

定している場合と設定していない場合とでは、１分ほどの違いが22）生じます。

-ｓｔａｒｔ オプ ションの設定が悪かったのでしょうか。念のため、今度は以下の

指定でも試してみます。



A 〉Pｒint. ｘ －ｓtａｒt °＼ｅ$Z21 - ｒｅｌａtiｖｅ＝- ｒｅＰｅａじ-height °4208

‾
ｗidtｈ＝2880 －ｘOffｓｅt＝312-yOff ｓｅt＝240 p ｒinｔ.ｄｖi

この指定で印字を始めると、やはり出力が乱れました。

そこで、何か問題になっているのか、プリンタに送られている実際のデータを

「見てみる」ことにします。プリンタドライバには、-dｕmp オプションがあり、プ

リンタに出力すべきバイナリデータをファイルに出力することができるのです。

A〉p ｒint. ｘ　ｄｕmP-St ａｒtSeｔｔing. ｄａt －ｓｔａｒt＝＼ｅ$Z21　 ｒｅｌａｔiｖｅ＝＼ｅ＼＼X2/21

-ｒｅｐｅａt＝- ｈｅｉｇｈt=4208 - ｗidtｈ=2880 －ｘOffｓｅt＝312
‾yOffｓｅt＝240 P ｒint. ｄｖi

-ｓtａｒｔ を設定した場合のデ ータをSt ａｒtSeｔｔing.dat にダ ンプ出力して、そ

のファイルを調べ ます。

A＞dlmp SｔａｒｔSeｔｔｉｎｇ.ｄａｔ

00000000　1B 40 1B 41 08 0D OA OD OA OD OA OD OA OD OA OD .9.A ・・・・・・・・・・・・00000010

0A OD OA OD OA OD OA OD OA OD OA IB 24 A0 03 1B ・・・・・・・・・・・.S ‥00000020

7C 2A 4E 03 00 03 FE 00 00 00 0F FF FE 00 00 00 1 ＊N・・・・・・・・・・・・・00000030

0F FF 00 00 00 00 0F F0 00 00 00 00 0F C0 00 00 ・・・・・・・・・・・・・00000040

00 00 0F 80 00 00 00 00 0F 00 00 00 00 00 0E 00 ‥. ‥‥ ‥‥ ‥‥

00000050 00 00 00 00 0E 00 00 00 00 00 0E 00 00 00 00 00 ・・・・・・・・・

横方向の空白の制御には、すべて絶対印字位置指定コード“ESC ＄（ ＼ｅ$）”が

使 用されているようです。

そこで“ESC F 、つ まり 忖B 24 ” に続いて出力されている絶対移動のドット

数を見てみますと、“A0 03 ” となっています。＼ｅ$ の引数 ｎｌｎ２は、nl 十n2 ×256

で表 されるドット数でしたから、この場合、160 ＋3 ×256 ＝928 ドッ トの絶対

移動を行おうとしていることがわか ります。

もう一度BJ-10 のマ ニュアルを調べると、この絶対印字位置指 定ので きる範

囲は、Ｏ≦ 用 十n2 ×256 ≦47923 ）でしかあ りません。つまり、Ｐｒinｔ.ｄｖi の 出

力時に移動しようとしているドット数928 は、 いうまでもなく、絶対印字位置の

指 定が可能な範囲の上限を越えてしまってい ます。 キヤノンの「BJ コ ールセン

ター」に電話をかけて確認したところ、 次のような回答を得ました。

(1)BJ 系の80 桁プリンタにおける絶対目]字位置指定コマンドで設定できる移

動ドット数の上限は480 ドット、というのが仕様である。

(２) もし、この上限を越える値を使用した場合には、｢ちょっとやってみたことが

ないですけど、無効になるんじゃないでしょうか｣。

23)BJ-15 での十,眼は ４８０

のようです。

２ １ １



２ １ ２

BJ-10 にお ける絶対印字位置指定の上限である479 ドットは、実際の長さにす

れば1.31n （33.８ｍｍ）でしかあ りませんから、プ リンタドライバにおいて印字位

置の指定に使用する場合には使用できませ ん。

ゆえに- ｓｔａ:ｒｔ には空を設定します。

さて、今 回の サンプ ル の印 字では 効果的 に作用 し た相 対印 字位置 の指 定-

ｒｅｌａｔiｖｅですが、BJ-10 で は、相対印字位置の指定コマンドにおける移動ドット

数にも制約があります。 “ESC ＼”の引数77,1n2 は、－1440 ≦ 町 十n2 ×256 ≦1440

で な け ればな らないので すo 士｡限 となる1440 ドット は、実際の長さにすれば41n

（101. ６ｍｍ）ですか ら、こ れはBJ-10 の 最 大印字幅203. ２ｍｍ（マニュアル

［ＶＨＩ-3］）のちょうど半分の長さにあたりますo し たがって、もしA4 の ページ

の右|翁だけに出力 すべ き情報があるような ソー スを印字する場合には、-ｓｔａｒｔ

を設定した場合と同様に印字が乱れる場合があり得るでしょう。しかし、通常の

ソースファイルの出力においては問題ないと判断し、-ｒｅｌａtiｖｅ=＼ｅ＼＼Z2/21 の

設 定を行うこ とにし ます。

1　5.3.7　
コ;・フィ

ふメ=レご
ションフ弗すや7)完成 ∧

さ あ 、 こ れ でBJ-10 の コ ン フ ィ ギ ュ レ ー シ ョ ン フ ァ イ ル が で き 上 が り ま し た 。Li

ｓｔ ５ ４０ ● ＢＪ-１０ｖ 用カスタムコンフィギュレーションファイル

1:　- ｒｅｍａｒｋ－　　　 ＜＜＜＜＜ Ｃａｎｏｎ ＢＪ １０ｖ Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ Ｆｉｌｅ ＞＞〉＞〉

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18
9
0
1

1
2
2

－ｒｅｍａｒｋ＝

－ｒｅｍａｒｋ=

－dPi ＝360

－ｗid ｔｈ＝2880

- ｈｅｉｇｈｔ＝3960

－ｒｅｍａｒｋ=

－ｒｅｍａｒｋ=

- ＭＳＢｉｓUPPe ｒ

- ＰｉｎＢyt ｅｓ°6

－PｒB ｕfSi ｚｅ＝256

－init ＝＼ｅ＠XeA ＼ｘ08

－CRLF ＝＼ｎ

－ＦＦ＝＼f

－ｇｒａＰｈｉｃ＝＼el ＊Z2 工

－ｓｔａｒｔ＝

－ｒｅｌａｔｉｖｅ＝＼ｅ＼＼Ｚ２／２１

－ｒｅＰｅａｔ゛

－ｒｅｍａｒｋ＝

くく　ドラ イバ 制御 系 〉＞

-「ｅｍａｒｋ= 解像 度 は360dPi を 指定 。

-ｒｅｍａｒｋ= バ ッフ ァ はレ タ ー サイ ズ で確保 す るが、

-ｒｅｍａｒk=　　　A4 サイ ズ の 用紙 に 出力 する こと を想 定

〈〈 プ リ ン タ制御 系 〉〉

-ｒｅｍａｒｋ= ＭＳＢ は上 方 に く る

-ｒｅｍａｒｋ= ×8 ＝48 ドッ ト

ーｒｅｍａｒｋ= スプ ー ル バッ フ ァは256K バ イト

－ｒｅｍａｒｋ= 初期 化（ＥＳＣ Ｑ）と改 行幅（ESC A ）を設 定

-ｒｅｍａｒｋ= 改行 は ＬＦ だけ 。

-ｒｅｍａｒｋ=　　　 ケ ーブ ル14 番 の カ ット はし てい ない 。-

ｒｅｍａｒｋ= 改頁 は ＦＦ

-ｒｅｍａｒｋ= ４８ ドッ トイ メ ージ 印 字

-「ｅｍａｒk= 指定 有 効 範囲 が 小さ す ぎ るの で使 用で きず-

ｒｅｍａｒk= 指定 範 囲 を超 え る場 合 に は空に す るべ し

-ｒｅｍａｒｋ= コマ ン ド がな い

－ｒ ｅｍａｒｋ＝ rｅｍａｒｋ オプ シ ョ ン内の スペ ー スは カナ ス ペ ー スで す。

かなりていねいに解説してきたつもりなので、おそらく未知のプリンタに対し

てコンフィギュレーションファイルを書く際の参考にしていただけるのではない

でしょうか。コンフィギュレーションファイルを作成するための唯一の助言があ

るとすれば、それは「マニュアルをよく読むこと」につきます。　もちろん、ここ

でいう「マニュアル」とは、プリンタのそれであり、プリンタドライバのそれで

もあります。これらを読み、あとは試行錯誤を繰り返せば、とりあえず動くコン



フイギュレーションファイルを作り出すことはさほど困難ではないはずです。

皆さんも、それぞれの「マニュアル」を参考に、自分白身でのコンフイギュレー

ションファイルの作成にチャレンジしてみてください。そして、コンフ
イギュレー

ションファイルができあがったならば、同じプリンタを使用している、あるいは

これから使用しようとしている人々のためにも、それを発表してくださることを

期待します。

２ １３



n Ｈｕｎ!ａｎ６８ｋ で は 、 フ ァ

イル 名 全 体 で ２１ 文 字 ま

で 使え ま すか、21 文字 す

べ て を認 識 し て い る わけ

で はあ り ませ ん。
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ＭE Ｔ ｎF ｏ Ｎ Ｔ

本節では、X680 ×O 版 の ＭＥＴＲＦＯＮＴを使うにあ だっての環境の整備や起動方

法 について説明します。この章は、あくまで ＭＥＴＲＦＯＮＴの本体を動かす方法に

ついて触れているだけで、ＭＥＴＲＦＯＮＴのソースファイルの記述方法等について

は説明してい ませんので、ご注意 ください。

｜－ M ＥＴｎＦｏＮＴ の概 要

ＭＥＴＲＦｏＮＴ は／]砲ｘ で印刷や閲覧をするときに使う英文字や数字のフ ォント

を作成するためのプ ログラムです。 Ｔｋｘ に比べると使う頻度が低いので、あまり

解説書などで大きく紹介されるこ とはありませんが、7[IEｘ の‘浅 しい文字”を支

えている重要なプログラムであるこ とは間違いありません。ＭＥＴｎＦｏＮＴの操作方

法 はTk ｘ に非常に似ています／ 亀ｘ を扱えるようになっていれば、ＭＥＴＲＦｏＮＴ

を操作するのは難しいことではありません。

◆ ＭＥＴｎＦｏＮＴの重要な注意事項

X680 ×O 版 ＭＥＴＲＦＯＮＴについては、重要な庄意事項があ ります。この注意事

項 は、ＵＮＩＸ とＨｕman68k との 違いに起因する ものです。種々のフリーソフト

ウェアによってＵＮＩＸ の環境に近づ いたＨｕnlan68k で は大 きな問題 にはなりま

せんが、これらのフ リーソフ トウェアが イン ストール されていない場合には、

ＭＥＴＲＦＯＮＴ を動かすこ とがで きませんので、ここで説明しているこ とを十分頭

に入れておいてください。

X680 ×O 版 ＭＥＴＲＦＯＮＴは、ＵＮＩＸ上で使われているＭＥＴｎＦＯＮＴをそのまま移

植したものです。X680 ×O 版 ＭＥＴｎＦＯＮＴは、Ｈｕｎ！an68k で の オリジナル環境で

あるファイル認識文字について、ファイル名 ８文字十拡張子３文字1）といった制

限があるこ とを知 りません。このため、χ680×O 版 ＭＥＴＲＦＯＮＴ は、Ｈｕman68k

が 通 常では許 さない名前のフ ァイルを生成 しようとしてエラーを起こしたり、本

来、ＵＮＩＸ では別々のファイル として扱 われ るファイル を混同してエ ラーを発

生させ たりします。ファイル名の制限に関連 した内容が第1.2.7 項 「ＴＥＸのため

のX680 ×0 の セ ットアップ」（Ｐ,18）、 お よび第1.2.4 項 「 より高度な環境構築」



（p.14 ）、 第1.2.8 項 「亀 χ が使うファイルの拡張子」（ｐ.則 に記述されてい ます

ので、参考にしてください。

ＭＳ-ＤＯＳ版の ＭＥＴＲＦＯＮＴでは、この ような貧弱なファイル環境で も動 くよう

に手を加えた形で移植されてい ますo 一方、X680 ×0 の 世界では、川本琢二氏
が

この制限を事実上ＵＮＩＸ での環境と同 じ程度にまで解除するフリーソフトウ
ェア

ＴｗｅｎｔyＯｎｅ.ｘ を製作してい ます。ＭＥＴＲＦＯＮＴは、 もともと、その ようなフ ァイ

ル名の制限がない ＵＮＩＸ上 で使われていたために、χ680×O 上 でＵＮＩＸ の世界で

蓄積 されてきた資産を利用する場合には大幅な変更をしなければなりませんでし

た。　しかし、ＴｗｅｎｔｙＯｎｅ.ｘ の登場によってこの制限が解除されたおかけで、多く

の ＵＮＩＸ 上のファイル をＵＮＩＸ からX680 ×O に その まま転送するだけで動かす

ことができるようになりました。 X680×O 版 ＭＥＴＲＦＯＮＴは、X680 ×O でこのよう

な環境が使えることを考え、あえて ＭＳ-ＤＯＳ版の ようなファイル 名８文字十拡

張子３文字しか使えない貧弱な環境にあ わせ ることはせずに、そのまま移植して

おきました。このため、X680 ×O 版 ＭＥＴＲＦＯＮＴ はオリジナルの Ｈｕman68k の環

境では動作しないソフトウェアになっているので、十分に注意してください。

このような注意はＴｋＸ の場合で も同じですが、本書をお届けするにあたって

今まで使われてきたX680 ×O で の ＭＥＴＲＦＯＮＴ を Ｖｅr.1.7か ら Ｖｅｒ.2.7 に一 気に

バージョンアップ しました2）ｏ

Ｖｅｒ.1.7で は、ＭＳ-ＤＯＳと同様な Ｈｕman68k の 環境にあわせ、移植の際にファ

イル名の変更等を行いました。 しかし、Ｖｅｒ.2.7 では このような変更を行い ませ

んで七 た。そのため、今 までの ＭＥＴＲＦＯＮＴを使ってこられた人が混乱すること

が予想されましたので、ここに注意書きを書いておきます。

◆ ＭＥＴＲＦＯＮＴの処理の流れ

Ｍ ＥＴＲＦＯＮＴ の 処 理 の 流 れ 自 体 は 、ｌ 包Ｘ に 非 常 に 類 似 し て い ま す 。 し か し 、「1」ＭＸ

の よ う に 一 般 の ユ ー ザ が た び た び 操 作 し な け れ ば な ら な い よ う な プ ロ グ ラ ム で は あ

り ま せ ん 。 Ｍ ＥＴｎＦＯＮＴ は 、‘］Ｉ Ｘ で 使 う 英 文 字 や 数 字 の フ ォ ン ト、 “ ＭＥＴＲ ＦＯＮＴ”

に 使 わ れ て い る よ う な 特 殊 な フ ォ ン ト 等 を 作 成 す る た め の プ ロ グ ラ ム な の で す 。

X680 ×0 で は ． Ｍ ＥＴＲＦＯＮＴ は た い て い 第 ３．３ 節 「 プ レ ピ ュ ー ア ー 画 面 で の 閲

覧 」（ｐ.56 ） で 説 明 さ れ る Ｐｒｅｖei ｗ.ｘ あ る い は 、 第3.4 節 「プ リ ン タ ド ラ イ バ

ー プ リ ン ト ア ウ ト 」（Ｐ.64 ）で 説 明 さ れ るP ｒin ｔ. Ｘ が 「 フ ォ ン ト が 見 つ か ら な い 」

と い っ た エ ラ ー を 発 生 し た 場 合31 に 使 い ま す 。

実 際 に118dpi の 画 面 表 示 用 フ ォ ン ト フ ァ イ ル ｃｍｔｔ10.118gf 4 〕を 作 成 し て み

ま し ょ う 。

iｓｔ ５-４１ ● フォントのソ ス

1:　 Ｚ Ａ ｆｉｌｅ ｔｏ ｂｅ ｌｏａｄｅｄ ａｆｔｅｒ ”I｝１ａｊＪＩ.Ⅲｆｌｌ ａｎｄ ｌｌｃｍｂａｓｅ.℡ｆ“

２:　 χ ｆｏｒ Ｈｌｌｍａｎ６８ｋ. ＴＰｔＣ ｖｅｒｓｉｏｎ.

3:　Z ｗｒiｔｔｅｎ ｂｙ Ｋａｏｒｕ Ｍａｅｄａ. Ｍａｙ ６， １９８９.

４:　Z a ｒｒａ皿ｇｅｄ ｂｙ Ｔ.Ｋａｗａｌｌｏｔ０， ０ｃｔ 13. １９８９.

５:　 ｂａｓｅ_ｖｅｒｓｉｏｎ:= ｂａｓｅ_ｖｅｒｓｉｏｎ＆”/HIヨａｎ６８ｋ（TP ｔＣ）11 ;

2) ＭＥＴｎＦＯＮＴの Ｖｅ]･｡2 で

は 。以 下 の 点 か Ｖｅｒ.1　

とは 異 な る よ うで す。 ひ

とつ はTIF; Ｘ が心 入 した

｢ヴ ？ 一 チ ャル フ ォン ト｣　

の 概 念 、 つ ま り、 複数 の

文 字 を 組 み合 わせ た もの

を 、 あ たか もひ とつ の 文

字 で あ る かの よ う に扱 う

とい う｢ 合 字 樅 能｣ に 対

応 し た と い う こ とで す 。

もう ひ とつ は 、 メ モ り容

量 か 増 え、 また 、 グ リフ

(字IEj) の 生成･ ダ ー ンか

変 更さ れた こ とに よっ て、

よIHSi 雑な フ ォン|･ が 楠

画 で き る よ うに なっ た と

い うこ と で す｡

3)p ｒａｖｉｅｇ.ｘ の Ｖｅｒ.2p07　

以|剛j 、自 動 的 に 代替 の

フ ォン トを 使う と いっ た

処 理 を 行っ て く れ ませ ん

で し た。

４) 先の｢ ＭＥＴＲＦＯＮＴの｣F[要

な 注 意事 項]( ｐ．２１４) で

で 説|川し た よう に 。こ の

フ ァ イル 名は オ リ ジナ ル

の Ｈｕｍａｎ６８ｋ では 使え

ませ ん。
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Ｃｈ ａｐｔｅｒ ５ - Ｃ ｕｓｔｏｍ ｉｚｅ

5) 毎回inilf. ｘ を使わな

いのは、内部情報生成の

時間を減らすためです。

２ １ ６

６ ：

７ ：

８ ：

ｓｃｒｅｅｎ_ ｒｏｗｓ：゜５１２； ｓｃｒｅｅｎ- ｃｏＩｓ：＝７６８

９：　 ｍｏｄｅ＿ｄｅｆ ＴＫ ＝

10
11

12
13

14

15
16

17

18
19

20

21
22

Pｒoofing: Ｏ゚；

ｆｏｎtⅢａｋｉｎｇ:゜1；

ｔｒａｃｉｎｇti ｔle ｓ:゜O；

pi χel ｓ_Pe ｒ－
ｉｎｃｈ: ＝118 ；

ｂｌａｃｋｅｒ: ＝.0 ；

fillin: ＝.0 ；

ｏ＿ｃｏｒｒｅｃｔｉｏｎ:＝1；

ｅｎｄｄｅｆ；

m ｏｄｅ ＝TK ；

ｍａｇ　: ゜ ｍａｇｓｔｅＰＯ；inP

ｕt ｃｍｔｔ10 ；

ｅｎｄ；

Liｓt 5-41 が ＭＥＴＲＦＯＮＴに入力されるフ ォント のソースです。一見したとこ

ろでは、何かのプ ログラムのように見えますが、これが ＭＥＴＲＦＯＮＴが使うソー

スなのです。 X680 ×O 版 の7[ｋＸ では、この ような ＭＥＴＲＦＯＮＴのソースを自分で

一から作成して使うようなことはまずあ りません。詳細は後述 しますが。本書

の添付デ ィスクが構築する'ＴｋＸ( お よび･ヽ･IETRFO卜･Ｔ) シ ステムには、フォント

作成用のツールが用意されてい るからで す。その意味で は、Liｓt 5-41 の ような

ＭＥＴＲＦＯＮＴのソースを、実際に目にするこ とはほとんどないでしょう。ここで

は、List 5-41 を“ｃｍtt10.ｖO”というファイル 名で作成したことにして話を先に

進め ます。

フォントの作成にはinimf. ｘ とｖiｒmf.ｘ の２つのファイルを使います。inimf. ｘ

と ｖiｒmf.ｘ は、フ ォントの作成という観点 からは違いはありません。ですが、inimf.

ｘ にはｖiｒmf.ｘ が使う ＭＥＴｎＦＯＮＴの 内部情報 を作成する機能があ りま

す。一度、この内部情報をファイルとして生成すれば、ｖiｒmf.ｘ でフ ォントを作

成するこ とがで きます。ですから、inimf. ｘ は最初に一度使ったら、ほとんど使

うこ とはなくなります5)。

では。実際にフ ォントを作成してみましょう。

Ａ〉 ｖｉｒｍｆ ｃｍｔｔ１０．ｖＯ

Ｔｈｉｓ ｉｓ ＭＥＴＡＦＯＮＴ， Ｃ Ｖｅｒｓｉｏｎ ２．７

（ｃｍｔｔ１０．ｖＯ （Ａこ/ＭＦ/ＭＦｉｎＰｕｔｓ/（ｚt ｔ10.mf （A=/ ＭＦ/MF111P ｕｔＳ/ｒｏｍａｎ.mf

（Ａ:/ ＭＦ/ ＭＦｉｎＰ１１ｔｓ/ｒｏｍａｎｕ.Ⅲf ‥ ‥ ‥

Ｆｏｎｔ ｍｅｔｒｉｃｓ ｗｒｉｔｔｅｎ ｏｎ ｃｍｔｔ１０ ．ｔｆｍ ．

ＯｕｔＰｕｔ ｗｒｉｔｔｅｎ ｏｎ ｃｍｔｔ10. １１８ｇｆ （ １２８ ｃｈａｒ ａｃｔｅｒｓ ， 5664 b ｙｔｅｓ ）

ＴｒａＴＩｓｃｒｉＰｔ ｗｒｉｔｔｅｎ ｏｎ ｃ℡ｔｔ10. １０ｇ･

フ ォント の ソー ス ｃｍｔｔ10.ｖO に ｖｉｒｍｆ．ｘ で 処理 を 行う と，ｃｍｔｔ１０．ｔｆｍ，

ｃｍｔｔ10.１０ｇ，ｃｍｔｔ10.118gf とい う ３つのファイルが作成されます。



O　 ｃｍtt10.tfm ファ イルはごrｋＸがフ ォントの大きさなどを知るためのファイル

Ｏ　ｃｍtｔ10.10g は、 ＭＥＴＲＦＯＮＴがフ ォント作成の過程を出力したフ ァイル

Ｏ　ｃｍｔｔ10.118gf は 、ＭＥＴｎＦＯＮＴが生成したフ ォントの本体

３ つのファイルのうち、実際 に必要なのは ｃｍｔｔ10.ｔfm, ｃｍtｔ10.118gf です。

ｃｍtt10.10g は、 フ ォント生成のときにエラーが発生していない場 合には必要あ

りません。エラーが発生した場合には、 デ` イスプレ イ上のエラー情報かス クロー

ルして画面から消えていて も、このｃｍtｔ10.１０ｇを参照すればエラーの原因を知

るこ とがで きます。

フ ォントを作成する場合に出力されるファイルの名のうち、ｃｍｔｔ10 の部分 は

フォントの種別を表 します。この場合は、10 ポ イントのタイプ ラ イタフェース

フォントを示 してい ます。

ｃｍtt10.tfm は、ｃｍtt10 とい う名前のフ ォントではすべて共通の内容が出力

されているので、一度でもｃｍｔｔ10 というフォントを作成 したことがあれば、こ

のファイルｃｍｔｔ10.ｔfm は す でに１必 が参照で きる ようになってい るはずで す

６)。一度 もｃｍtt10 とい うフ ォントを作成したことがなければ／]TkX が 必 ずこの

ｃｍｔｔ10.ｔfm を参 照で'きるように所定の場所に7)コピーしておく必要があります。

ｃｍｔｔ10.118gf が 実 際のフォントフ ァイルです。 ＭＥＴｎＦＯＮＴ は。

[フ ォント名]｡[dPi 値]gf

とい う形でファイル名を作成します。 ｃｍtｔ10.118gf の場 合は、ｃｍｔｔ10 がフ ォン

トの種類8)、118 が[dpi 値] を示します･

こ の ＭＥＴＲＦＯＮＴが出力するフ ォントファイル(ＦｏｎｔＮａＴｎｅ.717jmgf) は冗長な部

分をたくさん含んでいるので、普通ぱgft ｏＰｋ”と呼ばれるプ ログラムで圧縮 し

ます。gfｔｏＰｋは、パソコン通信などで使われるLHA. ｘの ようにファイルを圧縮

するプログラム9) でヽ、フ ォントファイルを圧縮 してサイズを小さくします。

ＵＮＩＸ のようなファイル名の制限が少ないシステムでは、gft ｏＰｋプ ログラム

によって圧縮されたフ ァイルを。

[フ ォント名]｡[ ｄｐｉ値]Ｐｋ

という生成規則で名前をつけて生成します。

これに対 し、Ｈｕman68k の 竃iX シ ス テムでは、このようなファイル生成規則

では拡張子の文字数が３ 文字を超えてしまうのでファイルを生成できません。こ

のために、[dPi 値] 別 にファイルを まとめたディレ クトリをつくり、 その下に

同じサイズのフォントを集めて格納する方法を使っています朗。

つ まり。

[フ ォントサイズ]＼[フ ォント名].Pk

とい う形でまとめられてい ます。この方法の最大の問題点は、サイズは違っても、

フ ォント名が同じになってしまう点です。一度にたくさんのフ ォントを作成する

場合には十分注意してください。なお.X680 ×0 の 世界には、gfｔｏＰｋは、その ま

まgf ｔｏＰｋ.ｘ という名前で移植 されてい ます。

５．４- ＭＥＴｎＦｏＮＴ

6 ）第1.2.8 項「匙;Ｘ か使

う フ ァイ ル の 拡 張f･ 」

（ｐ.19 ）参鰍。

7 ）第1.2.6jf にllE;Ｘ が参

照する環境変数」（ｐ.16）

参乱

8) ｃｍは Ｃｏｍｐｕｔｅｒ Ｍ ｏｄ-

ｅｒｎ の 略 、ｔｔ は タ イプ

ラ イ タフ ェ ー スの 略 、10　

は10 ポ イン トの略 です。

9)gf ｔＯＰｋ は ＬＨＡ.Ｘ の よう

な 汎 用 のIIﾓ縮プ ロ グ ラム

で は あ り ませ ん 。

10) Ｈｕlnan68k と同様の制

限のある ＭＳ-ＤＯＳでも

同様です。

２ １ ７
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11) ただし。デ ｆスブレイ川

のdpi が小さいフォント

ではエラーが発生します。

これは、フォント自休が

dpi の小さいフォント川

には設計 されていないた

めで才。

12 〕こ の 状 態 か ら 。 さ ら に

ベ ー ス と な るフ ォ ン トを

読 み 込 ませ る こ と もで

き ま す。 た と え ば ＣＭ

フ ォン ト は。 そ の 生成 に

ｃｍｂａｓｅ.af とい うフ ァ イ

ル を必 要 とす る の で 、こ

の フ ァイ ル も ｂａｓｅ フ ァ

イ ル に 読 み 込 ん で お く

と 、Ｃ Ｍ フ ォン ト の 生

成 に し か 使 用 で き な い

も のの 、 フ ォン ト 作成 の

時 間 が 短 く て す むba ｓａ

フ ァ イル が で き ます。 後

述 の ・ａｋｅｆ・ｎｔ.ｘ は。生

|友対 象 と な るフ ォ ン トの

フ ァイル もの頭 ２ 文 字が

「ａ 」 であ９ た場 合、 すで

に ｃｍｂａｓｅ.mf を 読 み 込

ん で い る ｃ･Ｐｌａｉｎ.ｂａｓｅ

を 。そうでな かった蝸 合に

は Ｐｌａｉｎ.mf だけ を 読み

込 ん だ Ｐｌａｉｎ.bas ｅ を 、

そ れぞ れ ｂａｓｅ フ ァ イル

として 使|ljす るよう になっ

てい ま す。

13 ）Xdｕllp で も可 能で す。

２ １８

A〉gf ｔｏｐｋ ｃｍtt10.118gf cm ｔｔ10.pkThi

ｓ iｓ GFｔoPK ， Veｒｓion 1. ４

３ ＭＥＴＡＦＯＮＴ ｏｕtpｕt 1993.11.01:04395664 byt

ｅｓ ｐａｃｋｅｄ to 2284 byt ｅｓ.

これで118dpi の画面表示用の ｃｍｔｔ10.Ｐｋ が作成されました。 ＭＥＴＲＦＯＮＴで

は、ユ ーザがソースを作成するこ とはほとんどありませ んので、ＭＥＴＲＦＯＮＴに

入力するフォントのソースの作成段階ではエラーが発生することはめったにあり

ません11)。

◆ ＭＥＴＲＦＯＮＴのセットアップ

ここでは、X680 ×0 で の ＭＥＴＲＦＯＮＴ のセットアップ について説明します。内

容的には 第1.2.3 項 「7［ｋＸ の種類 と実行ファイル］（ｐ.10）の 説明に相当してお

り、セットアップ 手順 もほとんど同一です。ini ｔｅｘ.ｘ に相当するのがinimf. ｘ，

ｖiｒｔｅｘ.ｘ に相当するのがｖiｒmf.ｘ です。ＭＥＴＲＦＯＮＴの場合は、「［kX のfmt フ ァ

イルに相当するフ ァイルは、拡張子が.ｂａｓｅのフ ァイルです。 ＭＥＴｎＦＯＮＴにも、ITkX

と同 様にフ ォントの作成方法のベースになるフ ァイルがあります。これがPlain.mf

で すo それでは実際に、Plain. ｂａｓｅを作成してみましょう。

Ａ〉 ｉｎｉｍｆ ｐｌａｉｎ

Ｔｈｉｓ ｉｓ ＭＥＴＡＦＯＮＴ ， Ｃ Ｖｅｒｓｉｏｎ ２ ．７ （ＩＮＩＭＦ ）

（
‥
／ｉｎｐｕｔｓ／ｐｌａｉｎ ．ｍｆ

Ｐｒｅｌｏａｄｉｎｇ ｔｈｅ ｐｌａｉｎ ｂａｓｅ ， ｖｅｒ ｓｉｏｎ ２ ．０： Ｐｒｅｌｉｍｉｎａｒｉｅｓ ，

ｂａｓｉｃ ｃｏｎｓｔａｎｔｓ ａ７１ｄ ｍａｔｈｅｍａｔｉｃａｌ ｍａｃｒｏｓ ，

ｍａｃｒｏｓ ｆｏｒ ｃｏｎｖｅｒｔｉｎｇ ｆｒ ｏｍ ｄｅｖｉｃｅ－ｉｎｄｅＰｅｎｄｅｎｔ 11711 ｔｓ ｔｏ Ｐｉχｅｌｓ ，

ｍａｃｒｏｓ ａｎｄ ｔａｂｌｅｓ ｆｏｒ ｖａｒｉｏｕｓ ｍｏｄｅｓ ｏｆ ｏＰｅｒａｔｉｏｎ ，

ｍａｃｒｏｓ ｆｏｒ ｄｒａｗｉｎｇ ２７１ｄ ｆｉｌｌｉｎｇ
ｌ

ｍａｃｒｏｓ ｆｏｒ Ｐｒ ｏｏｆ ｌａｂｅｌｓ ａＴｌｄ ｒｕｌｅｓ ，

ｍａｃｒｏｓ ｆｏｒ ｃｈａｒ ａｃｔｅｒ ａｎｄ ｆｏｎｔ ａｄｍｉｎｉｓｔｒａｔｉｏｎ ，

ａＴｌｄ ａ ｆｅｗ ｌ ａｓｔ- ｍｉｎｕｔｅ ｉｔｅｍｓ ．）

＊

fmｔ フ ァイルを作成する場合と同様に、以 後に“＊”と表示 されますので12）、こ

れにキーボードからdlmP13 ）と 入力します。
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ＢｅｇｉｎＴｌｉｎｇ ｔｏ ｄｌｍＰ ｏｎ ｆｉｌｅ ｐｌａｉｎ．ｂａｓｅ

（ｂａｓｅ=ｐｌａｉｎ ９３．11.1 ）

1369 ｓｔｒｉｎｇｓ ｏｆ ｔｏｔａｌ ｌｅｎｇｔh 22773

4669 memo ｒｙ １０ｃａｔｉｏｎｓ ｄｌｍｐｅｄ; ｃｕｒｒｅｎｔ ｕｓａｇｅ ｉｓ 1320 ＆3224504 

ｓｙⅢｂ０１１ｃ ｔｏｋｅｎｓ

Ｔｒ ｌ゙ｓｃｒｉＰｔ ｗｒｉｔｔｅｎ ｏｎ Ｐｌａｉｎ．１０ｇ・

Ａ〉

こ れ でinimf. ｘ はヽplain. ｂａｓｅ を 書 き 出 し て 終 了 し ま す 。 こ のplain. ｂａｓｅ

を1 耽Ｘ の と き と 同 じ よ う に 「ＭＥＴＲＦＯＮＴ が 参 照 す る 環 境 変 数 」（ｐ.220 ）で 説 明

す る 環 境 変 数MFBASES が 示 す デ ィ レ ク ト リ に コ ピ ー し て お き ま す。 Plain. ｂａｓｅ

の 作 成 が 終 わ っ て い れ ば 、 ＭＥＴＲＦＯＮＴ を 使 っ て フ ォ ン ト を 作 成 で き ま す 。

実 際 に フ ォ ン ト を 作 成 す る 場 合 に は ｖiｒmf. ｘ を 用 い て 作 成 し ま す 。 こ の と き 、

ｂａｓｅ フ ァ イ ル を 検 索 さ せ る 方 法 も7［ｋＸ の と き と ま っ た く 同 じ で す 。

A〉ｖiｒmf ＆plain

↑

:il:f こ7:; 乙;

Ｔ
゛ 
Ｃ Ｖｅｒｓion 2

’
７　　　　

＿

こ の 例 の よ う に 、ｖiｒmf. ｘ は ｂａｓｅ フ ァ イ ル の 指 定 が な い 場 合 に は 、 ま ず、

ｖiｒmf. ｘ が 起 動 さ れ た フ ル パ ス に 拡 張 子.ba ｓｅ を 追 加 し た フ ァ イ ル を 検 索 し ま すoA:

＼BIN ＼ｖiｒｔｅｘ.ｘ が 起 動 時 の フ ル パ ス だ と す れ ば 、 Ａ: ＼BIN ＼ｖiｒtｅｘ.ｘ.ｂａｓｅ が

ま ず 検 索 さ れ ます 。 こ の フ ァ イ ル 検 索 規 則 は 、 第1.2.3 項 「7［ＭＸ の 種 類 と 実 行 フ ァ

イ ル ］ （ｐ.12 ） で 説 明 し た フ ァ イ ル ネ ー ム 生 成 方 法 と 同 様 で す 。 ＭＥＴｎＦＯＮＴ の 場

合 は.fmt 拡 張 子 を.ba ｓｅ 拡 張 子 で 置 き 換 え た 生 成 方 法 と な り ます 。

第1.2.4 項 「 よ り 高 度 な 環 境 構 築 」（ｐ,14 ）で 説 明 し た リ ン ク フ ァ イル を上 手 に 設

定 し て お け ば 、「［ｋＸ と同 様 にmf と い っ た コ マ ン ド を 作 成 し て 簡 単 に ＭＥＴｎＦＯＮＴ

を 使 う こ と が で き る 環 境 を 構 築 で き ま す 。

◆ ＭＥＴＲＦＯＮＴのコマンドラインの書式

ＭＥＴＲＦＯＮＴの実行形式inimf. ｘ お よびｖiｒmf.ｘ は、コマンドラインからオプ

ションを指定して起動することはありません。コマンドライン上 に指示 されるの

は、ＭＥＴｎＦＯＮＴの命令か、ソースファイルの指定だけです。

O　inimf. ｘ のコマ ンドラインの書式

inimf ＜ソ ースファイル＞inimf

＜コ マンド〉

２ １ ９
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〈ソースファイル〉は ＭＥＴＲＦＯＮＴ のソースファイル名で、拡張子.mf は省略

可能です。〈コマンド〉は ＭＥＴｎＦＯＮＴのコマ ンドです。

Ｏ　ｖiｒmf.ｘ の コマンドラインの書式

ｖiｒmf ［&〈ba ｓｅファイル〉］＜ソースファイル＞

ｖiｒmf ［&＜baｓｅフ ァイル＞］〈コマンド〉

［&〈ba ｓｅファイル〉］は省略可能ですo 〈 ソースファイル＞は ＭＥＴｎＦＯＮＴの

ソースファイル名で、拡張子.mf は省略可能です。〈コマンド〉は ＭＥＴＲＦＯＮＴ

のコマ ンドです。〈ｂａｓｅファイル〉につ いては「ＭＥＴＲＦＯＮＴのセットア ッ

プ 」（ｐ.218 ）を参照してください。

このように、ＭＥＴＲＦＯＮＴ にもコマ ンドラインから指定するようなオプ ション

類はありません。

◆ ＭＥＴｎＦｏＮＴが参照する環境変数

ＭＥＴＲＦＯＮＴは、以下のような環境 変数 を参照します。これらの環境変数が設

定されていなかった場合には、ファイルの検索 はカレ ントデ ィレクトリだけが対

象になります。パスを指定する場合は／T甘Ｘ と同様に複数のパ スを‘ヅ で区切っ

て並べて記述できますO

(1)MFINPUTS

コマンドラインや ＼inPｕt コマンドで指定されたファイルを検索するディレ

クトリを指定しますo

(2) ＭＦＰ００Ｌ

ＭＥＴＲＦＯＮＴ実行ファイルが必要とするmf.Poo1 を検索するディレクトリを

指定します。inimf.ｘのみがこの指定を必要としますので、ｂａｓｅファイル

を頻繁につくる方以外は、必要なときだけ指定しても実用上は問題ありませ

ん。なお、MFP00L の環境変数では複数のパスを‘ソ で区切って並べて記述

することはできません。

(３) ＭＥＥＡＳＥＳ

コマンドラインから 哺y で指定されたｂａｓｅファイルを検索するディレクト

リを指定します。

15. ４.2　－ｋ・f・呻 戸/Ｓフォン叫()

ここ までに、ＴｋＸ システムで使 用す るフォント を作成す るためのシ ステ ム

ＭＥＴＲＦｏＮＴ を説明してきました。ここでは、本書の添付ディスクによって構築

したTI £ｘ システムに用意されている、 ＭＥＴｎＦｏＮＴ のソースファイルを使用し



てあなたの環境にあわせたフォントを作成するためのツール ｍａｋｅｆｏｎt.ｘ の使い

方を中心にして説明 しますo

｢こ 匹 ぷ¬ 二
ｍａｋｅｆｏｎt.ｘ はフ ォント作成を補助するためのツールです。実際にフ ォントの

作成を行うのは ＭＥＴＲＦＯＮＴ というシステムですが、使用方法が難しいため、初

心者にはちょっと扱いにくいか もしれませ ん。そこで、簡単にフォントをつ くれ

るようにしたツールが ｍａｋｅｆｏｎｔ.ｘ ですo このツールは任意サイズのフォントを

圃 ＴＥＸ で使われる拡大率で作成するこ とがで きます。本書の添付デ ィスクが構築

するＴｋＸ システムに標準で用意されてい るフォントは、添 付ディスクの枚 数の

都合で最低 限のものしか入れてい ませ んので、プ レビューアやプ リンタドライバ

で ＴｋＸファイルを見たり、印刷 するときにフォントが足りないことがあります。

フ ォントが足りない と、プ レビ ューアやプ リンタドライバは次の ようなエラ ー

メッセージを出力します。

Ｎｏ Ｆｏｎｔ : 118/ｍａｎｆｎt.Pk が見つかりません。;;

Ｔ

;Vじ し ｽﾞﾌ/゜2111fllt'Pkが見つかりません゜

この ようなときに、ｍａｋｅｆｏｎｔ.ｘ を使用してフォントを作成してください。

◆ ｍａｋｅｆｏｎt.ｘ を使うための準備

ｍａｋｅｆｏｎｔoｘ を使用してフ ォントを作成するためにはいくつかの条件があ りま

す。この条件を満たしていないと、フ ォントの作成を行うことができません。

（1 ） 環境変数の設定

環境変数 ＭＦＨＯＭＥ および ＴＥＸＰＫ が設定されていないと、ｍａｋｅｆｏｎｔ.ｘ は起

勁 しません。必ず設定 して ください。もちろん、それらの環境変数が示 す

ディレクトリは存在していなければな りません。これらの環境変数は、本書

の添付ディスクに付属するインストーラを使ってインストール してい るので

あれば、ＴｅＸｅｎｖ.ｂａｔ を実行することで適切に設定されます。詳細 は第２章

「lnｓta11」（Ｐ.21）を参照 してください。

（2 ） パスの設定

ｍａｋｅｆｏｎt.ｘ を起動するには、環境変数 ＭＦＨＯＭＥ に設定してあるｂｉｎ ディレ

クトリにパスが通っていなければなりません。これもＴｅＸｅｎｖ.ｂａt を実行す

ることにより設定されます。

（３） ＭＥｍ ＦＯＨＴ のディレクトリ構成

ｍａｋｅｆｏｎｔ.ｘ は、デフ ォルトでは本書のインストーラでインストールされる

２ ２ １
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環境で動作しますo デ ィレ クトリ構成が異なっている場合は環境変数を指定

するか、オプ ションでデ ィレクトリを指定しないと使用で きません。デフ ォ

ル トで は、環境 変数 ＭＦＨＯＭＥ で示 される以下のデ ィレ クトリのいず れかに

ＭＥＴＲＦＯＮＴ のソースファイルがなければなりませ ん。

Ｏ　 ｃｍｆｏｎｔｓ

Ｏ　ＬａＴｅＸｆｏｎｔｓ

０　 ０tｈｅｒｆｏｎｔｓ

Ｏ　ｕｔiliｔyｆｏｎｔｓ＼baｓｅｓ

Ｏ　ｕtiliｔyｆｏｎｔｓ＼ｂｌａｃｋ

Ｏ　ｕtility ｆｏｎｔｓ＼ｃｏｍｍｉｔｔｅｅ

Ｏ　ｕｔi:Liｔyｆｏｎｔｓ＼gｒａy

Ｏ　ｕｔiliｔyｆｏｎｔｓ＼ｈａｌｆ

Ｏ　ｕｔiliｔｙｆｏｎｔｓ＼１０ｇｏ

Ｏ　ｕtility ｆｏｎｔｓ＼ｍａｎｕａｌｆｏｎtｓ

Ｏ ｕtiliｔyｆｏｎｔｓ＼ｍｆｂｏｏｋ

Ｏ ｕｔiliｔｙｆｏｎｔｓ＼ｓｌａｎｔ

ＭＥＴＲＦＯＮＴ のソースファイルが上記と異なるディレクトリにある場合は環

境変数MFINPUTS か、 後述するオプ ション“- ｍダ でそのデ ィレ クト リを指

定しなければなりません。

◆ 対話形式によるフォント作成

コマンドライン上で、

Ａ〉ｍａｋｅｆｏｎｔ

を実行すると、フォント作成プログラム ｍａｋｅｆｏｎt.ｘ が起動します。画面上には

作成フォントのdpi 値 の一覧が表示されます。

作成するフォントのｄｐｉｲ直を選択して下さい。（1 －7 ）

（1 ）118 （2 ）180 （3 ）240 （４）300 （5 ）360 （6）400 （7）その他

ｐＵＳｈ １-6

こ こ で、あなたの作成したいフォントの基本dpi 値 を 番号で選択して くださ

い。画面表示川のフォントなら118dpi 、プ リンタ用のフ ォントなら使用するプ リ

ンタのdpi 値 を指定します。一覧のなかにない場合は、「（7）その他」を選択すれ

ばｄｐｉ値を直接指定することもできます。「（7 ）その他」を選んだ場合、次のよう

に表示されるので、50 から3000 までの数値を入力してください。

作成するフォントのｄｐｉｲ直を入力して下さい。：　　　　　　　　　　　　　　　

㎜



dpi 値として118 を指定すると、以下に示すような拡大率の一覧が表示されま

す。拡大率の一覧のをかから、実際に作成するフォントのサイズを決定します。

作成するフォントの拡大率を選んで下さい。（1 －13 ）

1）0.5（　59dPi ）2 ）0.6 （　71dPi ）3 ）0.7 （　８３ｄｐｉ）

4）0.8（94dpi ）5 ）0.9 （106dPi ）6 ）1.0 （118dpi ）

7）1.095（129dPi ） ８）1.2 （142dPi ）9 ）1.3 （153dPi ）

10）1.44（170dpi ）11 ）1.728（204dPi ）12 ）2.074（245dpi ）

13 ）2.488（294dPi ）

ｍａｇｓｔｅＰＤ ＝ １．０　 ｍａｇｓｔｅｐｈａｌｆ ＝1.095 mag ｓｔｅｐｌ ＝ １．２　 ｍａｇｓｔｅＰ２ ＝1. ４４

ｍａｇｓｔｅｐ３ ＝1.728 mag ｓｔｅＰ４ ＝2. ０７４　 ｍａｇｓｔｅＰ５ ＝2. ４88

ｉｎＰｕｔ ｎｏ

あなたの作成するフォントの拡大率の番号を入力してください14）。作成される

フォントのサイズは「dpi 値×拡大率」の小数点以下第１位を四捨五入した値に

なります。

肝心の拡大率の求め方ですが、たとえば、プレビューアＰｒｅｖieｗ.ｘが次のよ

うなエラーメッセージを出力したとしましょう。

Ｎｏ Ｆｏｎｔ : 142/cllbｘ８.Ｐｋ が見つかりません。づ 二 二_

上

作成するフォントのdpi 値は「（1）118」を指定し、拡大率は「（8）1.2」を選び

ます1呪

このとき、なぜdpi 値として直接142dpj を指定しないかというと｡142dpi

の拡大率1.0 倍と118dpi の1.2 倍とは徴妙に異なるためです。拡大、縮小用の

フォントを作成する場合、指定するdpi 値は基本サイズのdpi 値に揃えて拡大率

を変更したほうが全体のバランスがとれます。とはいぇ、それほど大きな差はあ

りませんので、こだわらない方なら作成フォントのdpi 値を直接指定して拡大率

を1.0 としてもかまいません。

ここまで終わると、画面に作成フォント一覧が表示されます。

作成 フ ォン トを カ ーソル キー で選 択 し てリ タ ーン キ ーを押 し て下 さ い。

ａｃｃｅｎｔ

ｂｉｇｏＰ

ｃａ１ｕ

ｃｍｂｘ１２

aＰｈａlf

ｂlａｃｋ

c ｍｂ１０

ｃｍｂｘ5

ａｓｃｇｒＰ

ｂｌａｐｓ

ｃｍｂａｓｅ

ｃｍｂχ６

bｉｇａｃｃ

ｂｉｄｏｖ

ｃｍｂｓｙ１０

ｃｍｂｘ7

ｂｉｇｄｅｌ

ｂｌｅｓｐ

ｃｍｂｘ１０

ｃｍｂｘ８

1４)ｍａｇｓｔｅｐ と は Ｔ秘Ｘ でj,t　

本 とな る フ ォ ン トの 拡 人

率 で 、 １ 増 え る ご と に

１．２ 倍に な り ま す。 一一般

的 なll; Ｘ のフ ォン ト は

ｍａｇｓｔｅｐ で示 さ れ る倍ｌ

に拡 人 さ れて い ます。

15) Ｈ８ｄｐｉ はプ レピューア

による画面去示川フ ォン

トの基本サイズです

２ ２３
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1６) 作丿戈フ ォン トの一 覧に は、

拡 張 子.mf の フ フ イ ル が

すべて 表示さ れます。 しか

し、この なか には ａｃｃｅｎｔ

の ように 他の ＭＥＴｎＦＯＮＴ

ソ ー スか ら読 み込 まれ る

よ う な 、直接 指 定 で きな

い ソ ー ス も含 ま れ てい ま

す ので 注意 し てくだ さい 。
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カーソルキーで作成したいフォントを選択してリターンキーを押すと、作成フォ

ントが決定されます16)。この段階でフォント複写先のディレクトリがない場合

は、以下のようにディレクトリを作成するかどうかを聞いてきますので、作成す

るならＹ キーを押してください。Ｎ キーを抑すと、フォント作成を巾止しますo

フォントの複写先ディレクトリｃ:/tｅｘ/ｆｏｎtｓ/142は存在しません。

匹 二 千 こ ＼

また、作成フォントがすでに存在する場合には作業を中正してもよいか聞いて

きます。Ｙ キーを押すと作業を中正し、Ｎ キーを押すと処理を続行します。

指定されたフォントは既に存在します。作業を中止しますか？(Ｙ/Ｎ)

すべての指定が終わると、フォントの作成を問始します。エラーメッセージが

出力されることなくプログラムが終了すれば、フォントの作成は終了です。

◆ オプション指定によるフォント作成

ここまでは、ｍａｋｅｆｏｎｔ.ｘ のメニューからdpi 値 や 拡大率、作成フォント名を

対話的に指定し ましたが、ｍａｋｅｆｏｎｔ.ｘ はコマンドラインでオプ ションを指定し

て実行することによりフ ォントを作成するこ ともできます。 コマンドの書式 は以

下の とおりですo

mａｋｅｆｏｎt〈ｄＰｉ サイズ〉〈拡大率〉〈作成フォント名〉

［-ｙ］［-mf ＝< デ ィレクトリ名〉］

各パラメータの意味は、

〈dPi サイズ〉

作成フォントの基本dpi 値のことです。 50から3000 までの数値を指

定してください。値の省略はできません。

〈拡大率〉

作成フォントの拡大率です。以下の表のとおりに指定してください。

省略はできません。

０ ．５=ｉｎ０５ ０ ．６= ｍ０６ ０ ．７= ｍ０７ ０ ．８= ｍ０８　 ０ ．９＝ｍ０９　 １ ．０= ｍ０　 １.095 ＝℡ｈ

ｌ ．２＝ｍ１　 １ ．３= ｍ１３ １.44 ＝ｍ２ １. ７２８= Ⅲ3 2.074 ＝ｍ４ ２. ４８８＝ｍ５

〈作成フォント名〉

作成するフォントの ＭＥＴＲＦＯＮＴソースファイル名です。拡張子の.ｍf



は、指定しないでください。指定ソースファイルおの例を以下に示し

ます。省略はできません。

ソー スフ ァ イル 名 �作 成 さ れる フ ォン ト

Ｃｍｒ１０

ｃｍｔ１１０

ｃｍｃｓｃ１０

ｃｍｓ１１０

ｃｍｓｓ１０

ｃｍｔｔ１０ �Roman face 

（ロ ー マ ン体）lt

ａｈｃ fａｃｅ（ イ タリ ック 体）SMALL CAPs F

ΛcE （小 文 字の 大 きさ の大 文 字）SjaMd

亀ce （斜 体）Sans serif face 

（サ ンセ リフ 体）TyPewriter face 

（ タ イプ ラ イタ体）

フ ォ ン ト の 詳 細 は 『 Ｖｏｌ.2 － Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ 編 』 の 第 ４章 「「ｌｋＸ Ｆｏｎtｓ」

（ｐ.133 ）を 参 照 し て く だ さ い 。

-y

こ の オ プ シ ョ ン を つ け て い る と 、 い ち い ち 確 認 を 求 め て き ま せ ん 。

作 成 先 デ ィ レ ク ト リ が な い 場 合 は 、 あ な た の 確 認 を と ら ず に デ ィ レ ク

ト リ を 作 成 し 、 す で に 作 成 フ ォ ン ト が 存 在 す る 場 合 に は 確 認 を と ら ず

に フ ォ ン ト作 成 作 業 を 終 了 し ま す。 ま た 、 ＭＥＴｎＦＯＮＴ ソ ー ス に エ ラ ー

が あ っ て も 、 エ ラ ー メ ッ セ ー ジ を 出 力 す る だ け で 作 業 を 続 行 し ま す 。

こ の オ プ シ ョ ン は 、 バ ッ チ フ ァ イ ル 等 で 連 続 し て フ ォ ン ト を 作 成 す る

と き に 指 定 す る と 便 利 で す。

-mf= 〈デ ィ レ ク ト リ 名 〉

指 定 さ れ た デ ィ レ ク ト リ か ら ＭＥＴｎＦＯＮＴ ソ ー ス フ ァ イ ル を 探 し ま す 。

以上のオプション指定のなかで 〈ｄＰｉ サイズ〉、〈拡大率〉、< 作成フォント

名〉の３つは省略できませんし、順番も固定です。あとの２つのオプションは必

要に応じて指定してください。順不同です。

参考までに、いくつかの指定例を以下に示します。

0　360dpi の1a ｓy10 フ ォントをｍａｇＳｔeP1 で作 成する場合

ｍａｋｅｆｏｎｔ 360 ml la ｓｙ10 

㎜　　　　　　　　　　　　　㎜　　㎜㎜0

180dpi の ｃｍｒ１０フ ォントをｍａｇｓｔｅＰ()で、あなたへの確 認をとるこ となく作

成する場合

ｍａｋｅｆｏｎｔ １８０ ｍＯ ｃ℡ｒ10 -y 

㎜

0　300dpi の ｃｍｂｘ５フ ォントを０．５倍で、ａ:＼ｍｅtａｆｏｎｔ ディレクトリからソー

スフ ァイルを探して作成する場介

ll゙ kefollｔ ３００｀０５ ｃ`ｂ ５゙ ‾llf°゙ :XIleｔ゛follｔ　　　

＿　＿
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0　118dpi のcmm110 フ ォントを0.7 倍 で、ｃ:＼ｔｅｘｆｏｎｔｓディレクトリからソー

スファイルを探 して、あなたへの確認をとることな く作成する場合

十 六 ニ ニ ‾ ▽

◆　フォント作成中のエラー

ＭＥＴｎＦｏＮＴは、エ ラーが発生すると、たとえば以下の ように“？”のプロンプ

トを表示 して処理を中断します。

！ Ｓｔｒａｎｇｅ Ｐａｔｈ （ｔｕｒnillg ・１１ｍｂｅｒ i ｓ ｚｅｒ ｏ）.

くｔ ｏ ｂｅ ｒｅａｄ ａｇａｉｎ〉

１ ．７７６ ．‥

？

もし、 不幸にもフォントの作成中にこのような状態に陥ったら、そのフォント

の作成はあ きらめるのが無難です。 ただし、 なかにはエ ラーを無視してフォント

を作成して も、それほど影響のない場合 もあ ります。 とりあえずエラーを無視し

て作成しておいて、そのフォントをテストしてみるの もよいでしょう。 ただレ

エラーが出るということは、なんらかの問題があ るというこ とですので、使用す

る際には十分に注意してください。

さて、先はどのエラーの例は、あ る領域を塗りつぶそうとしたとき、その領域

の境 界をなす線が交差してし まっている場合に起 きる、118 dpi 以 下 の低解像度

のフ ォントを作成するときに起きやすいエラーです。“?”プ ロンプトを出して中

断したとき、フォントの作成を中止するには Ｘ キーを入力します。 また、エラー

を無視して処理を継続するときはリターンキーを押しますo 以 降のエラーをすべ

て無視してフォントの作成を継続するときには Ｒ キーを入力します。このあたり

のキー入力は、「エ ラー「ＥｒｒｏＯ」（ｐ.86）で 説明したｌｋＸ でエラーが起こった

場合 と同じですから、参考にしてください。 なお、ＴｋＸ の場合 もそうでしたが、

リターンキーによってエラーをスキップ した際には、最終的にフォントの作成に

失敗するヶ－スもありますので注意してください。

また、ｍａｋｅｆｏｎｔ.ｘ のオプ ション“-ｙ”が指定してあると、エラーが発生して

もエラーを無視 して処理を継続 します。この場 合、エ ラーの発生したフ ォントは

あ とで削除しておくとよいでしょう。

エラーを無視して強引 に作成したフォントが、どの程度まともにできあかって

いるのかをテストしてみたい方は以下の手順でテストしてみてください。



まず、環境変数等の設定をしてフォントマネージャも組み込んでおきます。そ

して、

Ａ〉ｔ ｅｘ ｃ：／ｔｅｘ ／ｍａｃｒ ｏｓ ／ｔ ｅｓｔｆ ｏｎｔ ．ｔｅχ

の よ う に 入 力 し ま す17) 。

す る と 、

Ｎａｍｅ ｏｆ ｔｈｅ ｆｏｎt ｔｏ ｔｅｓｔ ＝

と表示されますので、ｃｍｒ10 等 テストし たいフ ォント名を指定します。 すると、

“＊”プロンプトが出ますので、ここで“ ＼ｔａｂｌｅ”と入力してください。　しばらく

すると、再度“＊”プ ロンプ トが表示されます。今度は、“＼ｅｎｄ”と入力すると、t

ｅｓｔｆｏｎｔ.dｖi フ ァイルが作成されます。ここで、

A〉Pｒｅｖieｗ ｔｅｓｔｆｏｎｔ.ｄｖi

と入力してリターンキーを抑すと、プレビューアでフォントテーブルの一覧が兄

られます。もし、正しく表示されなかったり、汚くて実用に堪えないフォントが

生成されていたりしたら、そのフォントの作成はあきらめて削除してしまいま

しょう。

匝 三 三 三 三ｺ

O　 ＴｗｅｎtyＯｎｅ.ｘ が組み込まれてい ません。処理を中止 します。

ｍａｋｅｆｏｎｔ.ｘ を実行するには、ＴｗｅｎｔyＯｎｅ.ｘ が組み込 まれていなけ れば な

り ませ んo あ な たが使 用して い る Ｈｕman68k の バ ージョンにあ わせ て

ＴｗｅｎｔyＯｎｅ.ｘ を選択し、常駐させてください18)。

○　環境変数 ＭＦＨＯＭＥ が設定されていません。処理 を中止します。

○　環境変数TEXFONTS が 設定 されてい ません。処理を中止 します。

○　環境変数TEXPK が 設 定されてい ません。処理を中止します。

ｍａｋｅｆｏｎｔ.ｘ は上記 ３ つの環境変数の設定が必要です。すでに説明したよう

に ＴｅＸｅｎｖ.ｂａｔ を実行することにより／ 犯Ｘ 実行に必要な環境変数が設定

されますので、これを設定してから ｍａｋｅｆｏｎｔ.ｘ を実行してください。

○　環境変数 ＭＦＨＯＭＥ が示すディレ クトリが存在しません。処理を中止します。

○　環境変数TEXFONTS が 示 すディレクトリが存在しません。処理を中止します。

○　環境変数 ＴＥＸＰＫが示 すディレクトリが存在しません。処理 を中止 します。

本書の添付ディスクに付属しているインストーラで枇 築した環境であれば、

本米出ないはずのエラーです。環境変数が示しているディレクトリが存在し

ない ときに表示されます。正しく設定してください。

○　 パラメータの数が誤っています。

○　 第 ？パラメータが異常です。処理を中止します。

５．４- ＭＥＴＲＦＯＮＴ

1７) 環 境 変 数 ＴＥＸ１１０ＭＥ で 設

定さ れ て い るデ ィレ ク ト

リが ｃ:/t ｅｘ の鵬 介。

18 ）Ｔｇｅｎtyｏｎｅ.ｘ の 進択 に つ

い て は、 第 ２．２．２ 項 「 イ

ン ス ト 一ル のli;jに準 備 し

て お く こ と 」（ｐ.30 ） で

詳 し く述 べ てい ます 。
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○　 第 ３パラメータの示す ＭＥＴｎＦＯＮＴファイルは存在し ません。処理を中止し

ます。

これらはオプ ションを指定して起動するとき、パラメータが間違っていると

出力されるメッセージです。指摘されたパラメータを正 しく指定してくだ

さい。

Ｏ　ＥＳＣ キーが押されましたので処理を中止します。

ｍａｋｅｆｏｎｔ.ｘ は、 キー入力什ち状態で ＥＳＣ キーを押すことによって終了す

ることができます。

○　 入力値が異常です。正しい値を入力して下さい。

数値入力時に範囲外の値を人力すると出るメッセージです。正しい値を入力

して ください。

○　 指定されたフォントは既に存在してい ます。 作業を中止します。

指 定フ ォントがすでに存在するときに出力されるメッセージです。“-y ” オ

プ ションが指定されていなければ、このメッセージが出力される前に処理を

続行するかどうか確認してきます。

○　 複写先のデ ィレクトリが存在しないので処理 を中止 します。

複写先のデ ィレクトリが存在せず、“-y ”オプ ションが指定されていないと、

ディレ クトリの作成を行うかどうかを確認してきますが、この ときに「ディ

レクト リを作成をしない」 を選択すると、このメッセージを出力して終了し

ます。

○　 環境下 に ＊.mf ファ イルが存在しません。 処理 を中断 します。

○　 ファイルが見つかりません。作業 を中止し ます。

これらのエラーは、本書添付ディスク付属のインストーラin ｓtａｎ. ｘ で正し

くインストールされ、ＴｅＸｅｎｖ.ｂａｔで環境変数等を設定しているなら出るは

すのないエラーです。 もし、これらのエラーが出るようなら 兆外 のインス

トールに失敗してい ます。インストールをやりなおしてください。



Ｃ　Ｈ　 Ａ　 Ｐ　 Ｔ　 Ｅ　Ｒ　　 ６

7171jjXfamilｙ

ある程度の汎用性を持たせたマクロやスタイルファイルを作成し、これ

をまとめたものを「マクロパッケージ」といいます。本書の作成に使用し

ている 回ＴＥＸ も、このようなマクロパッケージのひとつですが、ほかに

もこのようなマクロパッケージはたくさんあります。これらはＴＥＸ の機

能をより直接的に高めようとする試みの成果といえるでしょう。

その一方で、「lｔＸ の入出力を支援することで、ＴｋＸ の機能を間接的に

高めようとする試みも続けられています。「1・Ｘ の強力な組版機能を生か

すために、あるいはT11X での文書作成効率を上げるために、そしてな

により ＴＷＣによる文書作成をより快適にするために、さまざまなアド

オンツールが作成されているのです。

本章では、このような7［ｔＸ のさまざまなマクロパッケージ、スタイル

ファイル、アドオンツールのうち、主要なものを紹介します。



２ ３ ０

６-

書式説明

本 章 で は 、 乃£Ｘ オ リ ジ ナ ル の パ ッ ケ ー ジ と 日本 語 化 さ れ た パ ッ ケ ー ジ が あ る 場

合 に も 、 明 示 的 な 区 別 を し て い ま せ ん 。 た と え ば 、 ｐｌａｉｎ ｌＥＸ も ｐｌａｉｎ ｐｌｋＸ も

同 じ パ ッ ケ ー ジ と み な し て 、「ｐｌａｉｎ ＴＩ£Ｘ 」 と し て 解 説 し て い ま す。 こ れ は 紙 面 の

都 合 お よ び 説 明 の 煩 雑 さ を 避 け る た め で す が 、 そ の 点 を 注 意 し て お 読 み く だ さ い 。

概

所

略：　当該マ クロや スタ イルファイル 、アドオンツールの簡単な解説

です。

在：　ここに紹介するもののなかには、本書でサポートしていないもの

もあり ます。 それらについて、|｣ 本 膳版のパッケージがある場合

には[1 本語版パッケージの、ない場合にはオリジナルパ ッケージ

の入手先を以下のフ ォーマットで示 します。

7Vd / Ｆｏｒ71m / １仙ｒａｙｌ / jV7£ｍろｅｒ : Ｆｉｌｃ７１ａｍｅ

tVd　　:　nift ｙ は ＮＩＦＴＹ-Seｒｖｅを、ｐｃｖａｎ は ＰＣ-ＶＡＮ を

表 し ます。X680 ×0 版 の ｌｊＸ に 関する実行ファ

イルの多 くが ＮＩＦＴＹ-Seｒｖｅ においてサポートさ

れてい るこ とから、所在 に関 してはで きるだけ

ＮＩＦＴＹ-Serｖｅ での所在を示しました。

Ｆｏ、ｍ　:　 ＮＩＦＴＹ-Serｖｅではフォーラム、ＰＣ-ＶＡＮ ではSIG　　

を表 します。

｣Liλ）ｒａＴ■ :　 ＮＩＦＴＹ-Seｒｖｅ の場合、libn で ラ イブラリのｎ 番

を、ｍｅｓｎ で会議室の ｎ 番を表します。ＰＣ-ＶＡＮ

の場合には、ｏｓ171で ＯＳＬ の ｎ 番を、forｕm71 で

フ ォーラムの ｎ 番を表します。

jVｕｍ６ｅｒ :　 登録番号です。以下のような記述を組み合わせてい

ます。番号が前後している場合、その順番で組み合

わせなければならないので注意してください。

Ｏ　ｎ：７１番のデータ番号で登録されていることを

示 します。

Ｏ　ｎ,ｍ ：ｎ 番および ｍ 番のデータ番号で登録

されていることを示します。このとき、両方の

番号のデータをあわせるとひとつのパッケージ

になります。

０　７１-ｍ ： ｎ 番から ｍ 番 までのデータ番号で登録

されていることを示 します。このとき、すべて

の番号のデータをあわせてひとつのパッケージ

になります。

Ｒｌｅ７ｍｍｅ:　 登録されているアーカ イブファイルのファイル 名

です。



本書の初版執筆時点の情報をもとにしていますので、その後変更

される可能性があることをお断りしておきますO

使　用　法：　日本語版のパッケージがある場合には日本語パッケージを前提と

して、インストールの方法を中心に説明します。ただし、ここに

示した使用手段がすべてではありません。あくまで一例と考えて

ください。

マニュアル：　ここに示すドキュメントには、以下の２つがありますO

○　開発者の手によるドキュメントのうち、パッケージのアーカ

イブに含まれていないもの。

○　パッケージ作成上、規格の決定を左右する役割を果たした

もの。

原著が外国語である場今、邦訳されているものについては邦訳を

挙げています。

なお、パソコン通信で入手できるものについては「所在」の箇所

で示した形式に準じて入手先を示します。

解　説　書：　開発者以外の手による邦文書のうち、主要なものを挙げておきま

す。たとえば、市販されている書籍のうち、解説書ないし教科書

として使用する場合には便利であろうというものです。

パソコン通信で入手可能なものについては、「所在」で示した形式

に準じて入手先を示します。

なお、一部のマクロあるいはアドオンツールについては、当該マクロないしア

ドオンツールを使用して作成したサンプル出力を掲載しています。このサンプル

出力を行うために使用したソースファイルと若干のコメントあるいはドキュメン

トが、添付ディスク７の ＼ｓalnPle配下にありますので、参考にしてください。

また、無茶な日程であるにもかかわらず、心よくサンプル作成にご協力くだ

さった、なべじゅん氏・ＹＯＤＡ 氏・彩人氏 一仁泉大輔氏( 掲載順) に、紙面を惰

りてお礼申し上げます。ありがとうございました。

２３ １



１）必ず し も読 みや すい 本 と

は い え ませ んか 、ｐｌａｉｎ

・E; Ｘ に 力ヽ ぎらず、 本格的

に マ ク ロ を書 い て み よ う

とい う 人 には 必 読 の 書 と

い え ます。 た だ し、TI £Ｘ

の 初 心 者が 最 初 に 読む の

は つ らい で し ょう。

２ ３ ２

plain7[ilＸ

概 略:　 Ｄ.Ｅ.Ｋｎｕt,h輯士 が7nﾖ;Ｘ を 発表 したときに添付されていたマク

ロパッケージです（その後、若干の改良がなされてい ます）。マ ク

ロなどは必要最小限しか定義されていませんし、後述する 囚 冶Ｘ

（ｐ.233 ）な どのようなグローバルな自動処理 もほとんど行いませ

ん。つ まり、限ＬＥＸ はユ ーザが明示していない組版処理を処理系

が独自に行い ますが、ｐｌａｉｎ ＴｋＸ は これを行わない分だけ、指示

したとお り、その ままの出力が得られ ます。　したがって、結果的

に ｐｌａｉｎ Ｔび のほうがMT ず より自山な組版処理を実現できる

のです。

いいかえれば、WTkX と ｐｌａｉｎ ｌｋＸ の 違いは、プログラミング言

語でいえば Ｃ 言語とアセンブ ラの違いとでもいえるのでしょうか。

はじめて使うときは ＷＴＥＸ のほうが使いや すいのですが、ある部

分を各処理系において標準で設定されている形式と少しだけ変え

たい（たとえば、 行列や式のなかのある部分を少しだけ動かす）と

か、指定された特定のフ ォーマットで文書を作成しようとかいう

ときにはPlain TIE;Ｘ の ほうが実現 しや すくなります。

ただし、それを実現 するための煩雑な処理は、文章の作成者自身

が明示的にソース中のコマンドで指定しなければなりませんから、

Ｔ瓦Ｘ お よび組版についてのかなりの知識を要求されることになっ

てきます。

所　　　在：　添付ディスクでインストールされるファイルに含まれています。

使　用　法:　fmt ファイルは添付ディスクでインストールされるファイルに含

まれています。再作成する場合には、以下のようにします。

Ａ〉iniｔｅｘ.ｘ Ｕｎｐｕｔ jPlain.ｔｅｘ χｄｕ皿Ｐ

マニュアル：　『［改訂新版］亀Ｘブック』1）

Ｄｏｎａｌｄ Ｅ. Ｋｎｕth 著 ／斉藤信男 監修 ／鷲谷好輝 訳

アスキー　　1992

解　説　書:　 『ｌｌＸ入門』

大野義夫 著　 共立出版　1989



概

礎【ＥＸ

略:　7rｋＸ ファミリにおいて最 も代表的 ともいえ るマクロパ ッケージ。

ＤＥＣ 社 の Ｌ.Ｌａｍｐｏｒt 氏 が ＵＮＩＬＯＧＩＣ 社の文書整形 システ ム

Scｒibe を参 考に作成したものです。

文章や 数式の処理 のみならず、 表や簡単な図をかくためのフ ォン

トやマクロも用意されており、使い勝手が大変よくなっています。

また、スタイルフ ァイルの概念を導入したことで異なる体裁の文

書を簡単に作成で き、さらに目次・相互参照・文献表の作成といっ

たグローバルな処理がで きること も特徴といえるでしょうl)。

現在、ITkX の ソ ースフ ァイルといえば、ほとんどが Ｍ]ＴｋＸ のマ ク

ロパッケージで作成されてい るといってもよいでしょう。

所　　　在：　添付ディスクでインストールされるファイルに含まれています。

使　用　法:　fmt ファイルは添付ディスクでインストールされるファイルに含

まれています。再作成する場合には，以下のようにします。

犬
二 二_

二

マニュアル：　『文書処理システムｙrkX 』

Ｌ.Ｌａｍｐｏｒt著/ Ｅｄｇｅｒ Ｃｏｏｋｅ ・ 倉沢良一 監訳 ／

大野俊治・小暮博道・藤浦はる美 訳　 アスキー　1990

解　説　書：　『楽々 政昭Ｘ第２版』

野寺隆志 著　 共立出版　1994

『1ぶIEIXトータルガイド』

伊藤和人 著　 秀和システムトレーディング　1991

『IMlJX 美文書作成入門』

奥村晴彦 著　 技術評論社　1991

rlぷＩＥＸ自由自在』

磯崎秀樹 著　 サイエンス社　1992

[日本語 扨]T11X定番スタイルファイル集]｡,2 』

鷺谷好輝 著　 インプレス　1991 ，1992

｢ ひろのぶの1ぶllXIX入門｣ ２)

鈴木裕信 著　199()

niftｙ / fpｒint / 11b7 /189 : ＬＡＴＥＸＧＵＤ.ＬＺＨ３)

｢1ぶ｣1X のマクロやスタイルファイルの利用 Ｗｒ.2.154〕』

岩熊哲夫・古川徹生 著　1994

niftｙ / fｓｎｏtｅ / lib4 / ｎ４ : ＳＴＹＬＥＵＳＥ.ＬＺＨ

1）文献表の作成のための文

献データベースおよび当

該データベースとIぶＴＥＸ

文;!Fとの間で橋渡しをす

るプ ログラムのセットが

Ｂ･直4EX で゙ありヽ参考文

献の番号の竹理なども自

動的に行ってくれます。

２卜 やさしいUIljX のは

じめかた.i印］著 オーム

杜1991 ）のもとになっ

たドキュメント。

３）添 付デｆ スク ８ に介ま

れています。

４）ア ス キ ー の Ｕ゙ＮＩＸ

ＭＡＧＡＺＩＮＥｊで1994　｡3

から辿戟している7 ス

タ イル ファイル活 川法j　

の もとになったドキュメ

ントです。

233



Ｃｈａｐｔｅｒ ６-

1 ）「マニュアル」の箇所を

参照してください。

2 ）和文フォントの命 名によ

る混乱が起きないように、

ア スキー か日本語「I包ｘ

川に定めた日本語フォン

トの 命名規則です。和文

フォント名には、メーカー

名・フフミリ一名・ウェ

イト ・ バリエ ー ション

（各種文字変形）といった

要素を盛り込まなけ れば

ならないと定めています。

３)ｚ'ｓ ｓＴＡＦＦ に 付属 して

い るもの、あ るいは書 体 倶

楽 部 と して 独 自 に売 ら れ

て い る もの と同 じ フ ォー

マ ッ ト であ れ ば 利 用で き

ます、 Ｍｓ-Ｄｏ ｓ 用 のフ

リ ー ソフ ト の な か に は 、

ビ ッ ト マ ップ フ す ント を

ツァ イ トの ア ウ ト ラ イン

フ ォントの フォーマ ットに

コン バ ート す るプ ロ グラ

ム もあ り ます か ら、 こ れ

をnj い れ ば ｖ Ｆ 一皿ｒＥｘ

を フ ル活 川 す る こ と も可

能 でし ょ う。

４〕以上のファイルは、添付

ディスク８ に含まれてい

ます。

５）フ７イルの変更箇所への

パッチデータを含んだファ

イルのこ と。一般的に、

テキストフフイルの羞分

はdiff. ｘでとられるこ

とが多く、作成された差

分楠報は ｐａtｃｈ.ｘ を使

川するこ とで適川します。

２３ ４

V皿T ＥＸ

概 略：　『日本語l 甘Ｘ テクニカルブ ックI 』1）の「日本語7［kX の 和文

フ ォントの命 名規則］2）に もとづ き、日本語フ ォントの多書体

（Ｖａｒioｕｓ Ｆｏｎt）化に対応させた、X680 ×O にだけ存在するI ぶTEXo　　

X680 ×O での対応は、許 先Iﾘj（Seirios）氏 の提唱に始 まりました。

川本琢二（Ｅｘt）氏によるｆｏｎｔｍａｎ.ｘ とｚｓ.ｓyｓ の対応、および

山崎健（融）氏によるｋａｇｅ.ｓyｓ の作成を経て、最終的にマクロお

よびフ ォント関連を許 先明氏がVFﾑkit に統 合して完成に至ってい

ます。

書体 としては、今のところ、

明 朝 体 ・ ゴ シ ッ ク 体 ・ 教 科 書 体 ・毛 筆 体 ・ 丸 文 字

の ５ 書 体 を 選 択 し て 使 用 で き る よ う な ス タ イ ル オプ シ ョ ン フ ァ イ

ル が 用 意 さ れ て い ま す 。

さ ら に 、 明 朝 体 と ゴ シ ッ ク 体 に つ い て は 、

○　 影 付 き ・ 白 抜 き ・網 か け ・ 立 体 の 飾 り 文 字

0　10 ％ ・20 ％ の 平 体 ・ 長 体 シ リ ー ズ

○　 ＋10 ° ・ ＋20 °の 斜 体 シ リ ー ズ

○　 細卜 普 通 ・ 太 の ウ ェ イ ト

を 選 択 し て 使 用 で き る ス タ イ ル オ プ シ ョ ン フ ァ イ ル も作 成 さ れ て

お り、 こ れ を 他 の 書 体 に 対 応 さ せ る こ と も 可 能 で し ょ うｏ た だ し 。

変 形 シ リ ー ズ は ツ ァ イ ト の ア ウ ト ラ イ ン フ ォ ン ト3 ）を 前 提 と し て

い ま す の で 、 ピ ッ ト マ ップ フ ォ ン ト で は 飾 り 文 字 し か 使 用 で き ま

せ ん 。

い ろ い ろ な フ ォ ン ト を 同 一 文 書 で 使 用 す る場 合 に はBigr 坦 Ｘ が 必

要 で す 。

所　　　 在:　nift ｙ / fsｈ ｒp3 / lib9 / 98 : ｖflat ｅｘ.1ｚh

niftｙ / fｓhaｒp3 / hb9 / 100 : ｖfki ｔ_1a ｓｔ.1 ｚh

nifty / fsha ｒpl / ｍｅs18 / 321 : ｖf_fi ｘ.1ｚh4 ）

使　 用　 法 ：　 「所 在 」 の 箇 所 で 示 し た ア ー カ イ ブ に 含 ま れ る 差 分 フ ァ イ ル5 ）を

1Plain. ｔｅｘ な ど に 適 用 し 、 そ の 結 果 作 成 さ れ る ｖf1Plain. ｔｅｘ

をini ｔｅｘ.ｘ に か け てV μ ざlbX のfm ｔ フ ァ イ ル を 作 成 し ま す。

Ａ＞ini ｔｅｘ.ｘ χｉｎＰｕｔ ｖｆ１Ｐｌａｉｎ.ｔｅｘ χｄｕ皿Ｐ　　　　　

㎜

マ ニ ュ ア ル ：　 『|』本 語 町IX テ ク ニ カ ル ブ ッ ク Ｉ』

ア ス キ ー 出 版 局 責 任 編 集　 ア ス キ ー　1990



多 書 体 対 応 玖 ［EXL

VFI ぶＩＥＸ

Ｗ-L灯ＥＸ は、アスキーの提唱をもとに、次のような変形シリーズをサポートして

います。これらは、フォントマネージャの力によって実現された、（現在のパーソナ

ルレベルでは）X680 ×O の 剔 Ｘ にだけ可能な出力です。ただし、これらはツァイト

のベクトルフォントでなければ使用できません。

・ 通常体

・ 斜体シリーズです。ｓｌａｎｔ.ｓty な 、＋扨 ・゚＋２０°の斜体をサポ ートしています。

●平体シリーズです。hiｒａ.ｓｔy は、10％・20％ の平体をサポートしてい ます。

●長体シリーズです。ｃｈ０.ｓｔy は、10％・20％ の長体をサポートしています、

この他にも、ＶＦＢｑＥＸ では以下のような字体シリーズがサポート されています。

これらのシリーズは、フォントフ ァイルに依存しませんので、ビットマップフォン

トやベジェフォントでも利用するこどが可能です。しかも、既述の変形シリーズと

の組み合わせも ＯＫ 。

・ 通常字体。通常体に、斜体に 、平体に、長体。まさに自由自在。

・ 形 付 き傭、通 常 傭に 、斜鉢 に 、平條 に 、長鉢、まさ に円帳 澗 扇 、

・ 勁抜き体。通常体に、斜体に 、平体にへ 長体。まさに活殺き在。

・ 綱かけ体、通常体に、蔚休に、平体に、長旅、まさに臨機応変、

・ 立体 体 、通 常 徐に 、斜 診に 、平徐に 、長徐、まさに 縦 韻無 尽 、

以上のような各シリーズは、明朝体だけではなく、異なるフォント でも実現可能

です。

・ 角ゴシック体。「強調」だ ったら任せとけ。

・ 丸ゴシック体。「強調」だったら任せてね。

・ 教科書体。「何でも御座れ」で任せなさい。

・ 毛筆沫。「年賀シーズンJV らおほせでこイ る。

あ農～、九文 官は あ。ご うしＺ入 農Ｚ（ 農ないひお、よ（ あか£谷 あい○

「あなたも禁断 の木の実を食べてみませんか ？」
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略 ：　ＯＨＰ などのスライド原稿出力用のL 灯ＥＸ です。映 写した際の文

字などが読みやすい ように、フ ォントサイズの ＼ｎｏｒｍａｌｓiｚｅ に

17 ポ イ ント、つまり、通常のL 訂ＥＸ において ＼ｎｏｒｍａｌｓiｚｅ が

10 ポ イントの場合の ＼LARGE にあ たる大きさが設定されています。

また、モノクロ、カラー（赤 ・青 ・黒）を使い分けてスライド を

作成す ることも可能です。ただし、カラースライドを作成すると

いって も、スライドシートに対して直接カラーで出力をするとい

う意味ではありません。モノクロで出力した原稿を、加熱すると

カラー発色する透明スライドシートにコピーすることを想定して

いるようです。

なお、ＯＨＰ などのスライド原稿を作成する場合には、眠吊Ｘ 用スタ

イルファイルのｓｅｍｉｎａｒ.ｓｔy もあります。こちらは通常のI ぶＴＥＸ

をベースに利用できますので、便利かもしれませんｏ Ｔｉｍｏthｙ Ｖａｎ

Ｚａｎｄt 氏 によって作成されました。

在：　SLr租 Ｘ は添付ディスクでインストづ レされるファイルに含まれて

い ますo

111ftｙ / fｓｎｏtｅ / lib4 / 131 : ＳＥＭ工ＮＡＲ.LZＨ

使　 用　 法:　SL 汀k χ の 場 合 ，ｓliｔｅｘ.ｔｅｘ,1a ｔｅｘ.ｔｅｘ,ｈyＰｈｅｎ.ｔｅｘ,j ｓｆｏｎｔｓ・

tｅｘ，ｋｉｎｓokｕ.tｅｘ を 用 意 し て ， 以 下 の よ う に し てfm ｔ フ ァ イ ル

を 得 ます 。

Ａ＞illiｔeTJ Xillpll ｔ jｓＰ１゛ill
’
ｔｅ）c Xd°1P

ｓｅｍｉｎａｒ. ｓty に つ い て は ， 付 属 の サ ンプ ル を 参 照 し て く だ さ い 。

マ ニ ュ ア ル ：　 『文 書 処 理 シ ス テ ムI ぷlkX 』

Ｌ.Ｌａｍｐｏrt 著/Edger Ｃｏｏｋｅ ・ 倉 沢 良 一 監 訳 ／

大 野 俊 治 ・ 小 暮 博 道 ・藤 浦 は る 美 訳　 ア ス キ ー　1990



Sliｄｅ 1

Sliｄｅ 2

sｅｍ ｍａr.stｙ sｅｎｌｉｎａｒ.ｓtｙ に つ い て

sｅｍｉｎａｒ.ｓtｙ と は ？

sｅｍｉｎａr.stｙ は、 スライドや ＯＨＰ シートへの出力を目的に作成され

た江[kX 用のスタイルファイルで、次のような特徴を持っているよ

うです。

・ ﾍﾞﾉＶ直 一拉ＴＥＸ と同様の数式記述が可能である。

・ 拉ＴＥＸ のフォントはもとより、馮収に矩Ｘや ＰｏstScｒiptのフ ォ

ント も使用可能である。

・ ＰｏstScｒiPtに通る色を設定可能である。

・ 拡大処理を行うコマンドが用意されている。

拉]:Ｅχ がベース

拉ＴＥＸで使用できるコマンドは、ほとんどそのまま使用できるようで

す。たとえば表。

物理定数の名称 �記号 � 値 � 単位

万有引力定数 � Ｇ �6.6720×10－11 �Nm2/kg2

重力加速度 � り �9.80665 �m/s2

そして、数式だってこのとおりです。

ダ Jsin2JdJ ＝ﾚ( －
１ 
ｃｏs 2ぶ)

ダ

一

匹
３
　
　

０

と

ＣＯＳ ２Ｊ)d Ｊ



Ｃｈａｐｔｅｒ ６-

１)Ａ Ｍ Ｓ ＰｒｅＰｒｉｎＴ ：

Ａ Ｍ Ｓ の プ レ プ リ ン ト

ス タ イル( ＡＭ Ｓ へ の投

稿形 式) ．

2) Ｖｅｒ.2.1 です 。

３)λ Ｍ Ｓ-ll らＸ Ｖｅｒ.2.1 で

使JII 可 能 な ＭＥＴｎＦＯＮＴ

の ソー スです 。
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略 ：　ア メ リ カ 数 学 会 （Ａｍｅｒｉｃａｎ Ｍａtｈｍａtｉｃａｌ Ｓｏｃｉｅtｙ :　ＡＭ Ｓ） の

Ｍｉｃｈａｅｌ Ｄ. Spiｖak 氏 に よ っ て 作 成 さ れ た 「亀 Ｘ の マ ク ロ バ ッ ケ ー

ジ 。特 に 数 式 の 取 り扱 い に 優 れ て お り、 多 く の 数 学 記 号 や Ｇｅrｍａｎ

Ｆｒaktｕr（ ド イ ツ 語 の| 口字 体 ） な ど の フ ォ ン ト を 持 っ て い ま す 。

４人港S-「IMX は 、ｐｌａｉｎ ｌ £Ｘ に4A 冲S-ｌ ＸＸ の マ ク ロ を 組 み 込 ん だ

も の で 、 基 本 的 に はphlinTMX の 上 位 コ ン パ チ ブ ル に な っ て い ま

すo た だ し、 定 義 が 変 わ っ て い る 部 分 も あ る の で 注 意 が 必 要 で す。

た と え ば 、 文 字 “ｒ は.plainl ｔ Ｘ で は そ の ま ま書 い て も か ま

い ませ ん が 、 ﾍﾟﾉ収;- ’珀 Ｘ で は 特 殊 な 意 味 に 使 わ れ る の で 、 単 な る

文 字 と し て 使 う と き に は 、“ ＼ｒ と 書 か な け れ ば な り ま せ ん 。 数

式 な ど の 取 り扱 い と 若 干 の マ ク ロ が 増 え た こ と以 外 は 、ｐｌａｉｎ ｌｋＸ

と 大 き な 違 い は あ り ま せ ん 。I がＩＥＸ で い う ス タ イ ル フ ァ イ ル の よ

う な 概 念 も導 入 さ れ て は い ま す が 、 今 の と こ ろ 、 ａｌｎｓppｔ.ｓｔyl ）し

か な い よ う で す 。

在: ／1ﾉVfjE;-17kX の Ｖｅｒ.1.1a は添 付 デ ィ ス ク で イ ン ス ト ー ル さ れ る フ ァ

イ ル に 含 ま れ て い ま す 。

niftｙ / nabo / lib11 / 38 : AMSTeX.L ｚh2 ）

niftｙ / nabo / lib11 / 41 : AMSfon ｔｓ.Ｌｚh3）

使　用　法：　以下のようにして 馮特S丿ＴｋＸ のfmｔ ファイルを得ます。

Ａ〉 ｉｎｉｔｅｘ ．ｘ ＼ｉｎＰｕｔ ｊＰｌａｉｎ ＼ｉｎＰｕｔ ａｍｓｔｅｘ ．ｔｅｘ ＼ｄ１１”ＩＰ

マ ニ ュ ア ル:　 「Ｔｈｅ Ｊｏｙ ofrＩＭＸ － Ａ Ｇｏｕrｎｌｅt Ｇｕide tｏＴｙｐｅｓｅtting ｗith tｈｅ

４ 人／IS -’ｌｋＸ Ｍａｃｒｏ Ｐａｃｋａｇｅ 』

Ｍ. Ｄ.Spi ｖak 著　 Ａｎｌｅrｉｃａｎ Ｍ ａtｈｅｍａtｉｃａ１ Ｓｏｃｉｅtｙ　1986

解　 説 ｛tF :　 『 も っ と34A ぶ-lljX
』

野 寺 隆 志 著　 共 立 出 版　1991



T ｙｐｅsｅt bｙ ﾍﾞﾉ濯; 一亀 Ｘ

《Ｃ人ＹＬＥＹ-Ｈｇ､41LTOlヽ Iの定理 》.

y1を正方行列として、ら( λ)をｊ の固有多項式とすれば、

ら(y1) ＝Ｏ

が成立する。

PＲＯＯＦ:
ｊ の次数をｎ とし、固有値をａ1 心 とすると、

ら( λ)＝(λ－a1)(λ－a2)‥･(λ一心)

である。ここで、任意の正方行列Ｓ は、対角要素にＳの固有値を持つ三

角行列に相似であるから、これに基づいて適当な正方行列 Ｐ をとると、

a1

０

とな る。　し たが って 、

ら( Ｐ ‾ｌｊＰ)

＝( Ｐ ‾１／１Ｐ － ａ ぷ) …｢ Ｐ ‾1j｣1）－ ａ・1£)

一

一

０

ａ２ ‾ ａ１

Ｏ

＝Ｏ

となる。このとき

であり、 したがって

が成り立つ。

: ）

ａ１ ‾ ａ２

０　

ａ３

(つ

ズ ａ１ ‾ ａｎ

Ｏ

ら( Ｐ-１ＡＰ) ＝Ｐ-１ら( λ)Ｐ

ら( λ) ＝(つ

ａ ２
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略 ：　ノ1MS-｢ ＴｋＸ は 数 式 の 表 現 に は 優 れ て い ま す が 、ｐｌａｉｎrlkX を 母 体

と し て い る だ け に 執 筆 者 に ｐｌａｉｎ 'ｌｋＸ を 使 い こ な せ る だ け の 知 識

が 十 分 で な け れ ば な ら ず 、 執 筆 上 の 負 担 が か か る こ と も一 而 の 事

実 で し た 。 そ こ で 、 ４yＭ５ｙＴｋＸ とI ぎlkX を 統 合 す る 試 み が な さ

れ て き ま し た 。

４ﾉＭＳ-IぷTljX は そ の 試 み の ひ と つ で 、 豚 亀 Ｘ を 母 体 と し て λMS －

｢ITkX の 数 理 表 現 の ス タ イル を 取 り 入 れ た もの で す 。 1987 年 に ＡＭ Ｓ

の7[ 砲Ｘ 技 術 ス タ ッ フ ＭｉｃｈａｅＩ Ｄｏｗｎｅs 氏 を 顧 問 と し 、 Ｒｏｍｅsh　

K ｕｌｎａｒ 氏 ・Ｆｒａｎｋ Ｍｉttelbach 氏｡・Ｒａｉｎｅｒ Scho5pf 氏 ら に よ っ て

作 成 さ れ ま し た 。

一 方 の 哨 ＭＳ４ ｋＸ は
‥4ﾉ ぱ;-'

ＩＥＸ の 作 者 で あ る Ｍ. Ｄ.Spi ｖak 氏

が 作 成 しご 削 Ｘｐｌｏｒａtｏrｓ 社 か ら 発 表 さ れ た もの で 、４ Ｍ Ｓ-ＴｋＸ に

IボＴＥＸ の 便 利 な 点 を 取 り 入 れ た も の と い え る で し ょ う。 コ マ ン ド

体 系 な ど に 馮 叫Sj 犯 Ｘ の ベ ー ス に な っ たphlinr 珀 Ｘ の 影 響 が 色

濃 く 表 れ て い ま す 。

在:　nift ｙ / nabo / lib11 / 39 : ＡＭＳＬＡＴＥχ.Ｌｚh

niftｙ / nabo / lib11 / 44 : JAMSPAT.LZH

niftｙ / Habo / lib11 / 41 : AMSfon ｔｓ.Ｌｚｈ

ｐｃｖａｎ/ ｓｓｃｉｅｎｃｅ / ｏｓll / 247 : ＬＡＭＳＴＥＸ.LZ Ｈ

使　 用　 法 ：　 馮 ｑS-I がIE χ の 場 合 、 ま ずjlfon ｔｓ2. ｔｅｘ に か え て1fon ｔｓ.ｎｅｗ を

読 み 込 ん だjla ｔｅｘ,f ｓｔ フ ァ イ ル を 作 成 し 、 さ ら に ソ ー ス 中 で 、

χｄｏｃｕ皿ｅｎtｓｔyle ［ａ皿ｓｔｅｘ］｛ja ｒｔｉｃｌｅ｝

あ る い は

な ど の よ う に し ま す 。

I匁4 ＆1111X の 場 合 は 、 以 下 の よ う に し てfm ｔ フ ァ イ ル を 得 ま す 。

Ａ＞ ｉｎｉｔｅｘ.ｘ χｉｎＰｕｔ ｊＰｌａｉｎ χｉｎＰｕｔ ａrｎｓｔｅｘ1. ｔｅｘ χillPllｔ:L:12T こ:ﾐ; こy ｊＰｌａｉｎ χｉｎＰｕｔ ａｍｓｔｅｘl ｔｅｘ χillPllｔ

マ ニ ュ ア ル: 『４ Ａ４Ｓ-I ぷIでＥＩＸ Ｖｅｒ1.1 － Ｕ ｓｅｒ’ｓ Ｇ ｕｉｄｅ 』

Ａ Ｍ Ｓ Ｔ６ｃｈｕica1 S ｕｐｐ（）ｒt Ｇｒｏｕｐ 著

Ａ ｍｅｒｉｃａｎ Ｍ ａtｈｅｍ ａtｉｃａｌ Ｓｏｃｉｅtｙ　1986　　　　

「1 み 涸- 「LkX: － The S ｙｎthe ｓiｓ 」

Ｍ. Ｄ.Spi ｖａｋ 著　 池 沢ｐｌｏｒａtｏｒｓ Ｃｏｒｐ.　1990

解　 説 書 ： 「 今 度 こ そ ４ Ａ４Ｓ-1 ぶｌｂ Ｘ 」

野 寺 隆 志 著　 共 立 出 版　1991



ＴｙＰｅｓｅt bｙ ぺA冲ﾀｰび7[Qu

ｅstｉｏｎ : y(Ｊ) は[ α丿] で 積 分可 能、 碩/) は[ ｃ湖 で 積 分 可 能 と す ると き、y(

Ｊ)ぬ/) は Ｄ ＝[ａ丿] ×[ｃ誦 で 積 分可 能で、

八 八頑面)面面＝ｲづ白 ① 面)面

１

が 成 立 す る こ と を 証 明 せ よ

。

|||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||　

£) の 任 意 の 分 割 ∠X を

∠ χ1　:
α ＝ 拘 ＜X1 ＜　　

∠1

2:
Ｃ ＝ 加 ＜!ﾉ1 ＜

ま た

、

＜ 石に１＜ Ｘｎ＝ ろ

＜ 拓ｎ－1 ＜ｱﾉｍ ＝ ｄ

脚MJ) ＝μ油 脂)

ら-1 ≦心.≦Ｊ冲 ＝し ‥川

め－1≦Tlj≦め(j ＝し ‥,ｍ)

とす ると、

lim Σ Σ ね(配 ㈲(ａ;に 亀川( 男一防丿
い卜oi=lj=1

71　　　　　　　　　　　η'1，

ヘ ヤO
§y( い(

Ｊに 聡-1)
回g(
の)( め め-1 ）

一

一 ,よ‰ 万 心)(Xi ‾Ｊ̈ 1)|よ‰
回
″(゙ )(″j‾″j-1)

①( 頑血ｽﾞ
≒Gﾉ)
面

よって、九はｐ で積分可能となり、以下の式が成立する。

几y( 頑脂) 臨 面 ＝府( Ｊｄ/)ｄエ（句 ＝ｲ
づ(
Ｊ)面
ｙ
頑ﾉ)面

1問題および解法は、『別冊数学セミナー・現代応用数学の基礎 ／微分積分』（日本評論社1993 ）を参

考にしました。
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１）これは ｃｈｅｍ-ll;ｘ や

）ａＭrltＥｘ を解説した本

ではありませんが、化学

式の処理をするうえでは

参考になるか もしれませ

ん。 また、瓦livrｎ£χ で

利jljできるマ クロ 集か、

添付されているディスク

に含まれているようです。

２ ４２
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略 ：　化 学 式 を 表 現 す る パ ッ ケ ー ジ と し て は 、Ｒｏｓｗitｈａ Ｔ. Ｈａａｓ 氏 ・

Ｋｅｖｉｎ Ｃ. ０１Ｋａｎｅ　氏 に よ っ て 作 成 さ れ た ｃｈｅｍｔｅｘ.ｓｔy や 、

Ｒｏｓｗitｈａ Ｈａａｓ 氏 ・Linda J. Ｈｕtchi ｓｏｎ 氏 ら に よ っ て 作 成 さ れ 、

構 造 体 の 表 現 を 定義 し たI 舛ﾖ3X 用 の マ ク ロ パ ッ ケ ー ジ ＵＴＩＬＳ．Ｗ Ｘ

が 有 名 で す。

し か し 、 こ の ほ か に もplain lEX 用 に Ｍｉｃｈａｅｌ Ｒａｍｅｋ 氏 が 作

成 し た ｃｈｅｍｓtｒｕｃｔ . ｓｔy 、 化 学 反 応 式 を 書 くこ と が で き る と い う

Ｄｏｎａｌｄ Ａrｓｅｎｅａｕ 氏 の ｄｃｈｅｍ.ｓｔy な ど が あ り ま す。 し か し な が

ら 、 ど れ も 実 川 的 に 利 川 す る 場 合 に は 不 十 分 な 点 が あ る よ う で す 。

最 近 、「解 説 書 」 の 箇所 で 示 す 『化 学 者 と 生 化 学 者 の た め のI ぷＩＥＸ 』

の 著 者 、 藤 田 醍 作 氏 に よ っ て 、 広 範 囲 に わ た る 化 合 物 の 構 造 式 を

記 述 す る こ と が で き る ぼITEX 用 の マ ク ロ パ ッ ケ ー ジ Ｘ:徊yＴＥＸ が

発 表 さ れ ま し た 。 こ の パ ッ ケ ー ジ は 記 述 が 簡 単 で 、 自 山 度 も高 い

も の に な っ て い ま す 。

在:　 ｐｃｖａｎ / fpｒint / forｕm5 / 1551-1553 ， 1567 ，1555-1556

: ｃｈｅｍｔｅχ｡1ｚh

nifty / fsha ｒp3 / lib9 / 21 : ｃｈｅｍＭａｃｒ.LZH

niftｙ / fsｎｏtｅ / lib4 / 82 : STYL_ ＡＤＤ.LZH

niftｙ / fｓｎｏtｅ / lib4 / 74 : STYL_D.LZH

niftｙ / fprint / lib7 / 201 : ｘyｍｔｅｘ.1ｚｈ

使　 用　法:　UTILSITljX の場 介、以下の ようにするとlm ｔ ファイルを得られ

ます。

卜 二 こ こ ／

Ｘ:rkrｌｋＸ については、パッヶ一ジ内のマ ニュアルを参照してくだ

さい。

マニュアル： 『 加I 誤 例文集』

藤田 屏作 著　1994

111ftｙ / fpｒillt / lib7 / 202 : χyｍｔｅｘj.１ｚｈ

『ＸyKyrｌｋＸ 入門
』

藤田 屑作 著　1994

niftｙ / fpｒillt / lib7 / 204 : ｘｙllｔｅｘi.1ｚｈ

解　 説　 書：　『化学者と生化学者のための ｍ ＴｋＸ　 パソコンによる論文作成の手

引.ll 』

藤|||醍作 著　 東京化学同人　1993



χ恥ｎｌｘLによる化学式の表現

この出力サンプルは 叉吼f]厄Ｘ によって書かれています。

以下の構造式、左側に示しだのが皆さんも御存じのカフェインの構造式です。カ

フェインは、茶葉に3％程度、コーヒー豆に0.7％程度含まれ、興奮作用や利尿作用

を持つことで知られていますね。

右側に示した構造式は、人間が体内で合成できないアミノ酸( 必須アミノ酸) であ

るトリプトファンです。

Ｏ　　　ＣＨ３　　
Ｈ　　 Ｉ

Ｈ３Ｃ｀
Ｎ／
Ｃ＜
Ｃ／
Ｎ
｀ ビ
Ｈ

ノ

ぬ

＝

Ｎ

Ｈ Ｈ
－

Ｃ
－一

ＣＯ ＯＨ

ＮＨ ２

－

Ｈ

次に示すのは、酢酸構成単位であるヌクレオチド構造をもつシイタヶの旨味成分5

’-ＧＭＰ です。この構造式だけを見て「味」が思い浮かぶ方も、世の中にはいらっ

しゃるのでしょうか。

ＯＨ
｜

Ｎダ
Ｃ
＼Ｃ／

｜　　 ‖

Ｈ２Ｎ／

Ｃ径
Ｎ／
Ｃ

Ｏ
小

Ｐ
－
一

Ｈ
　
　
　

Ｏ
　

／

Ｃ
＼

一 〇Ｈ

ＯＨ

こ の 構 造 式 は 以 下 の よ う な ソ ー ス に よ っ て 記 述 さ れ て い ま す 。

＼begin{pic ｔｕｒｅ}(2500,800)(0,50)

＼Pｕt(0,0){ ＼ｎｏｎａｈｅｔｅｒｏｖi[egj]{1== Ｎ;2==C;3== Ｎ;４==Ｎ;5==C;6== Ｎ;7==C;8==C; χ

9==C}{2== Ｈ;3==;5== Ｈ${}_{2}$N;7 ＝OH}}

χPｕｔ(800, －140){ χfｕｒｓloｓｅ{1Sa== Ｈ;2Sa==OH;2Sb== Ｈ;３Ｓａ=＝OB;3Sb== Ｈ;４Ｓａ== Ｈ}}

＼Pｕｔ(1422 ，100){ ＼ｓｑｕａｒｅ{O °゚ C;1 °゚ Ｈ;2' ゜;3 °゚ ;４°゚ Ｈ}}

＼ｐｕｔ(1605, －80){ ＼ｔｅｔｒａｈｅｄｒa110= ＝0;４==}}

＼Ｐｕｔ(1847, －80){ ＼ｔｅｔｒａｈｅｄｒa110==P ；1==0; ３==DH; ４= ＝OH}}

＼Pｕｔ(2117,310){ ＼ｍａｋｅｂｏｘ(0,0)[1b]{ ＼ｒai ｓｅｂｏｘ{OP ｔＨ ＼ｓｈｏｒt ｓｔａｃｋ[1]{$ ＼ｗedge$}}1}　

＼ｅｎｄ{Ｐｉｃｔｕｒｅ}



６-

）氏 の ご 好 意 に よ り、

ＯＭＰ の ソー スを、 右

ページに掲載されている

サンブル出力のソースファ

イルとともにアーカイブ

に収録 しています。

2 ）イン スト ール関係な ど

か波辺氏によって加筆さ

れており、逐語訳と区 別

する意味から渡辺氏自身

「ll本謡版と､iつた方がよ

いのか も知れ」ないとし

ています。

2 ４4

概

所

使 用

Ｍ逗β

略 ：　楽 誹 作 成 川 の マ クロ パ ッ ケ ー ジ で す 。

ド イ ツ に あ るRheini ｓｃｈｅ Ｆｒiedｒich-WHhelm ｓ 大 学 の Ａｎｄｒｅａ

Ｓtｅｉｎｂａｃｈ 氏 と Ａｎｇｅｌｉｋａ Ｓｃｈｏｆｅｒ 氏 に よ っ て 作 成 さ れ ま し た 。

２ 声 以 下 の １ 段 所 を 扱 う こ と が で き ま す 。 ま た 、 五 線 譜 の 下 に 歌

詞 を 書 い た り、 音 符 や 五 線 譜 の 上 な ど に さ ま ざ ま な 種 類 の 発 想 記

号 を つ け るこ と が で き ま す が 、 複 誹 表 や 変 則 的 な サ イ ズ の 音 符 な

ど の 扱 い は で き な い よ う で すo

M 頁rｋＸ は 、 後 述 の Ｍｕｓic7［ｋＸ と は 異 な り、 楽 譜 整 形 処 理 を 自 動

的 に 行 い ま す の で 、 楽 譜 の 作 成 は 容 易 で す 。 し か し 反 面 、 ユ ー ザ

の 自 山 度 は（マ ク ロ に 手 を 入 れ な い か ぎ り ）少 な い もの に な っ て い

ま すo

MS- ＤＯＳ で 動 作 す る Ｍ司厄Ｘ 用 の フ ィ ル タプ ロ グ ラ ム と し て 、 渡

法 純 一 （な べ じ ゅ ん ）氏 の ＯＭ ＰＩ）が あ り ま す 。 Ｍ Ｓ-ＤＯＳ ユ ー ザ

に は 、 こ の Ｏ ＭＰ の 使 い 勝 于 の よ さ の た め に 、 Ｍｕsic剔 Ｘ で は な

く、 Ｍ 逞ｋＸ を使 川 す る と い う 人 が 大 勢 い る よ う で す。

在:　nift ｙ / Ｓｈａｒp3 / 11b9 / 20 : ＭＵＴＥＸ.LZH

法:　 ｐｌａｉｎ 逞 Ｘ ベ ー ス 、MTEX: ベ ー ス の ど ち ら で も使 川 で き る よ う で

す が 、 回TkX を ベ ー ス に す る 場 今 に はBig 剔 Ｘ を 用 意 し た ほ う が

い い で し ょ う。

plainTEX を ベ ー ス と し た 場 合 、

十 謡 二 二 く

でfm ｔ フ ァ イ ル が で き ま す。 フ ォ ン ト の 作 成 等 、 詳 し く は 「 解 説

書 」 の 箇 所 で 挙 げ る ド キ ュ メ ン ト を 参 照 し て くだ さ い 。

解　 説 書: 『MlirｋＸ Ｕｓｅｒ'ｓ Ｇｕide (Ｖｅrｓion 1.1)』2)

Ｆrａｎｇｏｉｓ Jalbeｒt 著 ／渡泌純一 編著　1989　　　

niftｙ / fpｒint / lib7 / 187 : ＭＵＴＥＸＭＡＮ.LZＨ



M ｅｎｕｅt II

Ｍt ｌ でkX を 使 っ た サ ン プ ル

製 作 ： 渡 追 純 一

Ｓｕite ll f ｒｏｌｎ Ｓｉｘ S ｕitｅｓ foｒ Ｖiｏliｎｃｅllｏ Ｓｏlｏ

ｐ
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ｒ ＿　　 へ　 八
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1) Ｍｕｓｉｃ Ｍａｃｒｏ Ｌａｎ-

ｇｕａｇｅ
Ｑ

２)Ｍ Ｍ Ｌ２Ｍ ｕｓｉｃＴｅＸ( 仮 称)

は 。 本 書 初 版 刊 行 時 点

C94 年 ７ 月現 在) に お

い て 正式 発表 に 至っ て お

り ませ ん。

３）ｉ 文 は 「 所 在 」の 箇 所

で示 した ＭＵＳＩＣＴＥＸ.ZIP　

に1司 封 さ れ て い ま す。

ＹＯ ＤＡ 氏の手 によ って、

か な り加 筆修 正 さ れ てお

り、 逐 語 訳 と区 別 す る 意

昧 か ら 「11 本語 版 」 と さ

れ てい ます。

2４6

M ＵＳｉＣtlｔ Ｘ

概

所

略：　楽譜作成用のマ クロパッケージです。

Ｄａｎｉｅｌ Ｔａｕpin 氏 に よって作成されたもので、オーケストラ譜の

ように複数パートからなる楽曲の楽譜を作成するためのマ クロパッ

ゲージです。 ただ、Ｍｕsicr]■Ｘ では、段組・音符 ・和音 一連桁記

号・スラー・装飾記号などを指定された ように処理するだけで、

楽譜作成上の整形処理を自動的に行うこ とはしません。それだけ

に利 用者のさまざまな要求に応え ることがで きます。

このような自動整形 を行いたい場合には、別に支援マクロや支援

ツールを使用することになります。

そうした試みとして、ＭｕｓicrlkX の機 能を拡張するマクロバッケー

ジ ＭｕｓｉｃＥｘｐ(Joke ｒ 氏 による拡張フォントを含む) が ＹＯＤＡ 氏

によって、ＭＭＬＩ)ラ イクな記述を ＭｕsｉｃＴ誤 形式に変換するプ

リプ ロセッサプログラム2) が ご んきち! 氏 によって制作されてい

ます。このほかに も、ＭＳ-ＤＯＳ 用のプ リプ ロセッサプ ロ グラム

ではありますが、MIDI フ ァ イルから Ｍｕｓie司 Ｘ のソースを得 る

MID12 亀 Ｘ などもあるようです。

在:nift ｙ / fpｒint / lib7 / 227 : 圓SICTEX.ZIP

nifty / ｆｐｌｉｎt / lib7 / 224 : ＭｕｓｉｃＥｘP.Ｌｚh

niftｙ / fp血lt / lib7 八74: Ｍ工D12TEX.LZH

niftｙ / fprint / lib7 八75 : Ｍ２Ｔ-DIFF.LZH

niftｙ / fprint / lib7 / 190 : Ｍ２Ｔ_DIF2. ＬZＨ

使　 用　 法:　 Ｍｕｓic亀 Ｘ は 、ｐｌａｉｎ ｌ Ｅ;Ｘ ベ ー ス 、1 ぶIE外 ベ ー スの ど ち ら で も 使

用 で き ま す が 、I ぶTrＥＸ を ベ ー ス に す る 場 合 に はBig 司 Ｘ を 用 意 し

た ほ う が よ い で し ょ う 。

ｐｌａｉｎrrｋＸ を ベ ー ス と し た 場 合 、

Ａ〉init ｅｘ.ｘ χinPｕｔ plain χinpｕｔ ｍｕｓicnfｔ ＼inPｕt:l

ｓ

こ こ7 ここjP ｀lｔ P1 ゛ill Xi曜）` 1ｔ ll!1ｓicllfｔ Xi 叩11ｔ

と す るこ とで Ｍｕｓicr亀 Ｘ のfm ｔ フ ァ イ ル が で き ま すo フ ォ ン ト の

作 成 等 、 詳 し く は 「 マ ニ ュ ア ル 」 の 箇 所 に 挙 げ た ド キ ュ メ ン ト を

参 照 し て く だ さ い 。

マ ニ ュ ア ル:　 『 Ｍｕｓic’ｌｋＸ ’坦Ｘ に よ る複 数パ ート 用 の楽 譜 の作成 Ｖｅｒｓion 5.01 』３）

Ｄ. Ｔａｕｐｉｎ 著 ／Ｙ ＯＤＡ 編 著　1994

niftｙ / fpｒhlt / lib7 / 218 : ＭｕｓｉｃＪｄｃ.ＬZＨ



一 一 一

Ｖ Ｖ ｅ ｄ ｄ ｉｎ ｇ] Ｖｌａ ｒ
Ｃ
ｈ

ｆrｏｍ “Ａ]x/lid ｓｕｍ ｍｅｒ Night ｓ゙ Ｄｒｅａｍ ”

Ｆ ， Ｍ ａ ｄｅｌｓｓｏ加 μ ∂卯 －1847 ）

Ａrr ａｎｇｅｄ ｆｏr ｍｅｎ ゛s ｖｏｉｃｅs bｙ J. ＨａyａshiTr

ａｎsｃｒipted fo ｒ Ｍ ｕｓicll χ ＆I χylｕｓｉｃＥｘp b ｙ Ｍ. Ｍ ｏｒiｗaki　　

(Ｙ ＯＤＡ:HFD005460niftys ｅｒｖｅ.ｏｒ.jp)

友人の結婚式用に作成した楽譜より抜粋（ＹＯＤＡ）
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略:　 Ｆrａｎｋ Ｍｉttelbach 氏 が 作成したスタイル オプ ションフ ァイルで.

IざTkX 使 用時に自由な多段 紐に よる出力を可能にします。このス

タイルオプ ションファイルを使 用すれば、同一ペ ージ内であって

も段組を自在に変更で きるうえ、＼ｓｅｃｔｉｏｎのような見出し部分だ

けを特 別に １段組にすることも可能になっています。

また、多段組をした際の最終部分 は、各段の行数がほぽ同じにな

るように揃えてくれますから、体裁 も美しいものに仕上がります。

在:　 Ｖｅｒ.1.2a は添 付ディスク ８ に含まれてい ますo

niftｙ / nabo / lib11 / 45 : MLTCDL13.LZH

niftｙ / fｓｎｏtｅ / lib4 / 35 : DOC-1_7K.LZH

niftｙ / fｓｎｏtｅ / lib4 / 36 : MCOL1_4M. ＬZＨ

使　 用　法： 「所在」で挙げたすべてのアーカイブを、新規の（日付が新しい）ファ

イルが残るように展開して、朕|］FIX:でj 』１ｓｔａ１１.ｍｚ0,i－ｔa11. ｍｚ1

を順番に処理すれば ｍｕlｔico1. ｓｔｙができています。なお、1ぶIE芦

でin ｓｔａ１１.＊ を処理する途中で「既にファイルが存在する」旨の

メッセージを返 してきたときには、上 書きを指示してください。

スタイルオプ ションで、

の ようにします。



mｕltｉｃｏ]-．ｓty によ る多段組

]. ｍｕltico1. ｓty によって実現できること

1.1　t ｗｏｃｏ:Lｕｍｎ.ｓty　　　　　　　　　るしかありません．

通常の　L灯ＥＸ　にも二段組をおこなう

箆
ｃ宍 ？.ｓ凭 ０ ヤ ワ1 ご ニフソブ １．２　ｍｕｌｔｉｃｏ]

．ｓ 環 境
ありますが、このコマンドは設定すると改ペー
ジをおこなってしまいますから、同一のペー

ジで段組みを変えることができませんo この

ため、たとえば二段組の文章の途中に、段組

みの横二段に相当するような幅の広い図表を

挿入したい場合には、あきらめて一段組にす

るか、miniPage 環境で擬似的に二段組を作

しかし、ｍｕlｔico1. ｓｔy によって拡張され

る ｍｕlticol ｓ 環 境を使用すれば、江[ＥＸ に

おいて自由な多段組を実現するこ とができま

す。たとえば、本 ｓｅｃtｉｏｎ のタイトルは一段

組ですし、ｓｕbｓｅｄｉｏｎ 以下の文章部分は二段

組になってい るのです。

２　 自 由 自 在 な 段 組 み

先に多段組といいました｡ ｔｗｏｃｏ].ｌｍｎ.ｓty では二段組までしかできませんが､ ｍｕltic01. ｓｔy

で は組数に制限があ りませんから、状況に応じて使い分けることができます。

しかも、多段組をはじめる

先頭部分については、簡単な

記述で一段抜きにすることが

可能です。たとえば、このサ

ンプルにおける各セクション

タイトルの一段抜きは、この

機能を使用して実現していま

す。以下に示すように［ ］で

囲うだけ。簡単ですね。

このような組版をすれば、

セクションタイトルを一段抜

きにするだけでなく、セクシ

ヨンの冒頭部分（この例では

「先に～できます｡」）を、セ

クションの導入部分として強

調することもできるかもしれ

ませんね?

＼ｂｅｇｉｎ価ｕltic01 ｓ}{3}[ ＼ｓｅｃｔｉｏｎ{ 自由 自在 な段 組 み}

先に 多段 組 とい い ま した。f ＼ｔｔ ｔｗｏｃ０１１１ｍｎ.ｓｔy} で゙は 二段 組 ま で しか で き ませ んが 、{

＼ｔt ｍｕlｔic01. ｓｔy} で は組 数 に制 限 がな いの で す。]

し かも、 多段 組 を は じめ る先 頭 部分 につ い て は、簡 単 な記 述 で一 段 抜 き…

３　　１ｔ ｉＳ “ ｍＵｌｔｉＣＯ１ ．Ｓｔｙ ” !!

以 上 に示 した ように、ｍｕlｔico1. ｓｔｙ は　 に愛用者も多く、IぷＴＥＸ のスタイルファイル

江［Ｅｘ で多段組をおこなう場合にたいへん便　 の中で、世界的にもっ ともポピュラーになっ

利なスタイルファイルです。その便利さゆえ　 たもののひとつとして数えるこ とができます。

もしIざＩＥＸで多段組をする必要が生じた場合には、ぜひ、このスタイルファイル“ｍｕlｔico1. ｓｔy

” を入手しましょう。きっ と役に立つはずですo



１）これらの縦組対応マ クロ

は添 付デ･f スクで イン ス

トールされるファイルに

ａまれています。ただし。

本書に添付されているデ

パイスドライパは。本書

の執筆時点で、縦書きの

際に漢字を時計 周りの方

lil】に90 度回転 させ る檀

能をサポートしていない

ので、この機能を仙用す

る出力はで きません。

２ ５ ０

Ｔａｒｔｉｃｌｅ ．ｓｔｙ

慨　　　 略 ：　川 村 信 郎 氏 が 、 自 作 の ｔａｔｅ.ｓｔy と 吉 渾 康 介 氏 の ｔａtｅｘ.ｓｔy を も

と に 、 ア ス キ ー のja ｒｔicle. ｓｔｙ お よ びja ｒｔ10. ｓｔy の パ ラ メ ー

タ を 縦 組 月]に変 更 し た も の で す 。

Ｏ ＸＬａｒｇｅ やX ｓ・a11 の よ う な 文 字 サ イ ズ の 指 定

O　Xbf の よ う な 文 字 種 の 指 定

O　X ｓｅｃｔｉｏｎ な ど の 漢 数 字 に よ る 出 力

○　 ヘ ッ ダ お よ び フ ッ ク の 上 下 へ の 配 置

○ 皿ｉｎｉｐａｇｅ 環 境 内 で の 横 書 き 使 用

な ど が 実 現 さ れ て い ま す 。 簡 単 な 文 章 で あ れ ば 、 ほ と ん ど そ の ま

ま 縦 書 き に す る こ と が で き 、 数 式 や 図 表 も あ ま り 複 雑 で な い も の

に つ い て は 満 足 の で き る 仕 上 が り が 期 待 で き ま す。

同 氏 は 、 葉 書 の 宛 名 と 本 文 を 縦 書 き 出 力 す る た め の ｔｃａｒｄ.ｓｔy も

作 成 さ れ て い ま す。

な お 、 ア ス キ ー お よ び イ ン プ レ ス か ら 縦 組 対 応 版 日 本 語｢ｌｋＸ

￥liざ' 用 の 縦 組 対 応 マ ク ロ パ ッ ケ ー ジ( 沓 釦 対 応I 釘EIX の マ ク ロ

集 ｐｌｐｌａｉｎ.ｔｅｘ) が リ リ ー ス さ れ ま し た 。 こ れ に と もな っ て 、 縦 組

川 の ス タ イ ル フ ァ イ ル ｔａｒｔicle. ｓｔｙ, ｔｒｅＰｏｒt. ｓｔy, ｔｂｏ・ｋ.ｓｔｙ

も公 開 さ れ て い ま す1) 。 こ れ ら は 、 前 か ら 順 に 、従 来 の 日 本 語｢【kX　

に お け るja ｒｔicle. ｓｔy,j ｒｅｐｏｒt. ｓｔｙ,ｊｂｏｏｋ.ｓｔy に 対 応 す る 縦

組 用 ス タ イル フ ァ イ ル で す 。

所　　 在:nift ｙ / fp ｒint / lib7 / 139 : ＴＡＲＴＩＣ０２.LZH

niftｙ / fprint / lib7 / 124 : ＴＡＴＥＸ０１.ＬＺＢ

ｎｉｆtｙ / fpｒint / lib4 / 123 : ＴＡＴ圃04.LZH

llinｙ / fprint / lib7 / 143 : ＴＣＡＲＤ０６.ＬＺＨ

使　 用　 法 ：　本 書 に 添 付 さ れ て い る111EX の 縦 書 きマ ク ロ を使 用 す る た め に は 、

p1Plain. ｔｅｘ をini ｔｅｘ.ｘ に か け て 作 成 し たfm ｔ フ ァ イ ル が 必 要

で す 。 そ の う え で 、 文 書 ス タ イ ル に 、

χｄｏｃｕｍｅｎtｓｔｙle{b5jH ｔａｒｔicle}

の よ う に し ま す 。

マ ニ ュ ア ル:｢ ″｣・ Ｘ の 出 版 へ の 応 用 一 縦 組 機 能 の 組 み 込 み ー 』

涜 野 尚 人 ・ 田 村 明 史 ・ 倉 沢 良 一 著　 ア ス キ ー　1990

『入 門 基 本 セ ッ ト 縦 組 対 応 版 パ ー ソ ナ ル 日 本 語 匙iX 』

イ ン プ レ ス ーラ ボ 監 修　 ア ス キ ー 書 籍 編 集 部 編

ア ス キ ー　1994

解　 説　 書 ：　『 日 本 語 ＢＴｋＸ 定 番 ス タ イ ル フ ァ イ ル 集 ３
』

鶯 谷 好 輝 著　 イ ンプ レ ス　199 ４
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《pTEX における和対単位丿

現在有効な欧文フォントの大文字 Ｍ の幅

現在有効な欧文フォントの小文字Ｘの高さ

現在有効な日本語フォントの文字の幅

現在有効な日本語フォントの文字の高さ

ｅ ｍ

ｅ ｘ

ｚ ｗ

ｚ ｈ

図表などは、とくに構造上の理由から横組で出力し

たい場合があるでしょうｏそのときにはminiPage

環境で確保した領域に横組で出力してください。

また、今回は紙面の都合で掲載できませんでした

が、アルファベットや数字も縦にして並べるとい

う“純粋な縦書ぎ の組版をすることもできます

ので、興味のある人は試してみてください。

一 一 一
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）図 形 が 複 雑 で あ る 場 合

に は ＢｉｇＴ包Ｘ を 使 川 し

て も、 な お 容 址不 足 に な

る こ とが あ り ます か ら 注

意 し て く だ さ い 。 ま た 、

ＰＩＣＴｙＸ は処 理に かな り

の時 間 が か か り ます。 何

の メッ セ ー ジ も出 さ す に

燃りこ んで しまって も、心

配す る必 要は あり ませ ん。

概

所

使 用

PIＣlｋＸ

略:　 ｐｌａｉｎ ＴｈＸ や 拉亀Ｘ に図形処理機能を追加するためのマクロパッ

ヶ－ジです。シカゴ大学のMichae1 J. Wich ｕrａ 氏によって開発さ

れました。

ｐｌａｉｎ 亀 Ｘ は図 を描く際には無 力ですし、ぴＴＥＸ の図形処理は特

殊フォントによって実現 されるために、任意の大きさの円や傾き

の線を描くこ とがで きるというわけではあり ませんo そこで、点

(ピ リオド) の 集合で図形を表現する拡張マクロ として ＰＩＣ亀Ｘ が

作成されました。 PICTkX では、円や楕円、直線、二次補問曲線な

どによって自由な図形描写が可 能です。 また、座標回転や網かけ

などの機能も持ってい ます。

PICT 甘Ｘ を使用する際には、図形を点の集合で表現するために情報

量が多くなります。　したがって、PICTkX を使 用するにはBigTI £Ｘ

が必要 となります1)。

在：　添付デ ィスクで インストールされるファイルに含まれています。

法:　plain 7[ｔＸ ベースの場合には、

A〉init ｅｘ.ｘ ＼inPｕｔ jplain ＼ｉｎｐｕｔ ＰｒePic ｔｅｘ ＼inPｕｔPict

ｅｘ ＼inPｕt lat ｅｘPicobj ｓ ＼ｄｕｍp

限ＩＥＸ での使用であれば、

Ａ〉 ｉｎｉｔｅｘ ．ｘ ＼ｉｎｐｕｔ ｊ１Ｐｌａｉｎ ＼ｉｎＰｕｔ Ｐｒｅｐｉｃｔｅｘ ＼ｉｎｐｕｔ

Ｐｉｃｔｅｘ ＼ｉｎＰｕｔ ＰｏｓｔＰｉｃｔｅｘ ＼ｄｕｍＰ

としてPI(コ砲Ｘ のfmt ファイルを得ることができます。

L紅ＥＸ の場合、ソース中のスタイルオプションで以下のような設

定をすることでマクロの利用が可能になります。

＼ｄｏｃｕｍｅｎtｓtyle[Piclatｅｘ]{jaｒticle}

マ ‾ ユ ア ル:　 『 Ｔｈｅ ＰＩＣｌｋＸ Ｍ ａｎｕal 』

Ｍ.J.Wich ｕｒａ 著　　7【Ｅχ Ｕｓｅｒ’ｓ Ｇｒｏｕｐ

解　 説　 書:　 『PI『両 £Ｘ 解 析 資 料
』

河 浦 淳 一 著　1990

niftｙ / fｓhaｒp3 / 11b9 / 36 : ＰｉＣＴｅＸｍａ１１.Ｌｚｈ

rl ぶＩＥＸ 美 文 書 作 成 入 門
』

奥 村 晴 彦 著　 技 術 評 論 社　1991



ｅＰｉｃ ．ｓｔｙ， ｅｅＰｉ ｃ ．ｓｔｙ ， ｅｃｌ ｅｅＰｉｃ ．ｓｔｙ

概　　 略:　 ｅＰｉｃ.ｓｔy, ｅｅＰｉｃ.ｓｔｙ, ｅｃｌｅｅＰｉｃ.ｓｔy と も141E χ の Ｐｉｃｔｕｒｅ 環

境 を 拡 張 す る た め の マ ク ロ 集 で す。 匯 咀 Ｘ の Ｐｉｃｔｕｒ。 環 境 に は 、

以 下 の よ う な 制 限 が あ り ま す 。

(1) 始 点 と 終 点 を 指 定 し て 直 線 を 描 く こ と が で き な い 。

(2) 任 意 の 傾 き を 持 つ 直 線 を 描 く こ と が で き な い 。

(3) 点 線 や 破 線 を 描 く こ と が で き な い 。

(4) 短 い 直 線 を 描 く こ と が で き な い 。

(5) 任 意 の 直 径 を 持 つ 円 ・ 楕 円 ・円 弧 を 描 く こ と が で き な い 。

(6) ス プ ラ イ ン 曲 線 を 描 くこ と が で き な い 。

(7) 指 定 の 領 域 を タ イ リ ン グ す る こ とが で き な い 。

(8) 図 形 の 回 転 等 が で き な い 。

ePic. ｓｔy はS ｕｎ１１ Ｐｏｄａｒ 氏 が 作 成 し た も の で 、(1) ～(3) を 組 版

の 範 囲 内( マ ク ロ と 回ＥＴｎr＝ＯＨＴ だ け で 解 決 す る た め 、 出 力 す る デ

“ イ ス ド ラ イ“ に 依 存 し な い) で 解 消 す るマ ク ロ で す 。

ｅｅＰｉｃ.ｓｔｙ は Ｃｏｎｒａｄ Ｋ ｗok 氏 が 作 成 し た も の で｡( ４)づ ８) を 解

決 し ま す 。 た だ し 、 後 述 す る Ｔｐｉｃ ｓｐｅｃｉａｌｓ (ｐ.255) に よ っ て 解 決

を 図 る た め に 、 こ れ に 対 応 す る デ バ イ ス ド ラ イ バ で な け れ ば 出 力

が で き ま せ んI) 。

ｅｃｌｅｅＰｉｃ.ｓｔy は 磯 崎 秀 樹 氏 に よ る もの で 、 細 翫の 範 圓 内 で(4) と

(5) を 解 決 し ま す 。

所　　　 在:　 ｅＰｉｃ.ｓｔｙ は 添 付 デ ィス ク で イ ン ス ト ー ル さ れ る フ ァ イ ル に 含 ま れ

て い ま す 。

niftｙ / fi)ｒint / 11b11 /146 : ＥＣＬＳＴＹＬＥ.TAZ2)

niftｙ / fｓｎｏtｅ / lib4 / 75 : ＳＴＹＬ_Ｅ.LZH3)

使　 用　 法 ：　ソ ー ス 中 の ス タ イ ル オプ シ ョ ン に 以 下 の よ う に 設 定 す る こ と で 。 上

の 設 定 例 か ら 順 に ｅＰｉｃ, ｅｅＰｉｃ,ｅｃｌｅｅＰｉｃ の 使 用 が 可 能 に な り ま

す 。

ｅｅＰｉｃ.ｓｔｙ お よ び ｅｃｌｅｅＰｉｃ.ｓｔｙ はePic. ｓｔｙ の マ ク ロ を再 定 義

し て い ま す か ら 、 ス タ イ ル オプ シ ョ ン で の 指 定 は ｅＰｉｃ.ｓｔｙ の あ

と に 記 述 し な け れ ば な り ま せ ん 。

マ ニ ュ ア ル:　｢lkXL b ｙ Ｔｐｉｃ, AI 甘 くＬｎｉｃｉａｎ'ｓ Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ｣

Ｖ.Eijkh() ｕt 著　　Addi ｓｏｎ-Ｗｅｓleｙ　　1992

解　 説 書:　r 掻[ ＥＸ 自 由 自 在]

磯 崎 秀 樹 著　 サ イ エ ン ス 般　1992

ｌ) 本 書 に 付Ｍ のプ リ ン タド

ラ イバ はt ｐｉｃ ｓｐｅｃｉａｌｓ

に 対 応 して い ま すか ら 出

力j･]･能 です が 、 他機 秤 あ

る い は その 他 のプ リ ンタ

ド ラ イ バ で出J 』す る際 に

は ド ラ イ バプ ロ グ ラム に

依 存す るこ とに な りま す。2)

ア ー カ イ プ に 含 ま れ て

い るepic. ｓty と ｅｅｐｉｃ

.ｓｔy は 、 オ リ ジ ナ ル

の ｅｐ１ｃ.ｓty お よ び

ｅｅＰｉｃ.ｓｔy の 不 艮･合 を

解 消 した もの です。

３)ＥＣＬＳＴＴＬＥ.TAZ に含 まれ

て い る 不 具 介の 解 消版 に

加 え、ドキ ュメン トお よぴ

オ リ ジナ ル のepic. ｓtｙ

と ｅｅＰｉｃ.ｓｔy か 添 付 さ

れて い ます。
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１)ＥＰＳＦ とは、カプ セル 化

さ れた ＰＯＳＴＳＣＲＩＰＴ フ ァ

イル の こ とで 、プ ロ グラ

ム など から ＰＯＳＴＳＣＲＩＰＴ

の デ ー タ を取 り 出 しや す

い 形式 に な って い ます。

2)Ｔｏｍａｓ Rokicki 氏 か

作成 し た同 名で 同 等 機 能

の スタ イ ルフ ァ イル も 存

在し て い ま す。 本 文中 で

述べ た ｅｐｓf.ｓｔｙ か 名 前

を変 え た の は、 こ の同 名

７ ７ イ ル が 存在 し てい た

こ とに 加 え、ＮＴＴ が り

リ ー スす る ス タ イル フ ァ

イル の フ ァ イル 名に ｅｃ１

の ３ 文 字を冠 す る とい う

方 針 を 決 め たこ と に よ る

よう で す。

3) 本書巾の図の多くはこの

方法で作成､挿入していま

す。また、ＧＮＵＰＬＯＴ

の出力サンプル も、この

手法によって図を挿 入し

ており、 ソースには仁泉

氏かコメントを加えてい

ますので、参考にしてく

ださい。

２ ５ ４

概

eP ｓf.ｓtyl　ecleP ｓf.ｓｔy

略:　ep ｓf.ｓｔy お よ び ｅｃｌｅＰｓf.ｓｔy は 、 皿TE χ に ＰＯＳＴＳＣＲＩＰＴ の

ＥＰＳＦ（Ｅｎｃａｐｓｕlatｅｄ ＰＯＳＴＳＣＲＩＰＴ Ｆｉｌｅ）1）形 式 で 出 力 さ れ た デ ー

タ を 取 り 込 む た め の ス タ イ ル オ プ シ ョ ン フ ァ イ ル で す 。

こ れ ら の ス タ イ ル オプ シ ョ ン フ ァ イ ル を 使 用 す れ ば 、 文 書 に 取 り

込 む ＥＰＳＦ テヽ` 一 夕 の 大 き さ や 縦 横 比 率 を 囚 砲Ｘ 側 で 任 意 に 設 定

で き る の で 、ＰＯＳＴＳＣＲＩＰＴ の ソ ー ス を 変 更 す る 必 要 が あ り ませ ん 。

Ｔｒｅｖｏr J. Ｄａｒre11 氏 が 作 成 し たP ｓfig. ｔｅｘ を も と に 、ＮＴＴ の 風

問 一 洋 氏 と磯 崎 秀 樹 氏 が 改 良 を 加 え てeP ｓf.ｓｔy2 ）が 整 え ら れ 、 さ

ら にeP ｓf.ｓty が バ ー ジ ョ ン ア ップ し て ｅｃｌｅｐｓf.ｓty に な り ま

し た 。

所　　 在:　nift ｙ / fpｒint / 11b11 / 146 : ＥＣＬＳＴＹＬＥ.ＴＡＺ

使　 用　 法：　ソース中のスタイルオプ ションに以下の ように設定します。

これらのスタイルオプ ションファイルを使用した場合にも、 ｄｖi

フ ァイル自体にはＥＰＳＦ の情報は書 き込まれていません。このと

き、本書でサポートしているようなピットマ ップ展開型のデバイス

ドライバでは、実際に出力しようとしてい るＥＰＳＦ のデータは空

白で出力されます。したがって、一般的 には、この空白部分に別途

ＰＯＳＴＳＣｍＰＴ で ＥＰＳＦ を出力して貼 り付ける３）か、ｄｖi フ ァイ

ルその ものを後述するd ｖ12pｓ（ｐ.260） で 処理して ＰｏｓＴＳＣＲＩＰＴ

出力することになります。

マニュアル:　 『“epｓf.ｓｔy”マニュアル 』

風間一洋 著　199 （）

niftｙ / 1∃haｒp3 / lib9 / 70 : ｅｐｓf.1ｚｈ

解 説 書: 【1ぶliE】Ｘ 自由自在』

磯崎秀樹 著　 サイエンス社　1992



T ｐｉＣ，Ｇ ｐiＣ

1）IぶｌｋＸ の ㎏pecia1 °

マントのこ とで、「何の

処理 もしない」という命

令。このようにして出力

されたd ｖiファイルのな

かに埋め込まれた命令は、

デバイスドライパによっ

て解析・ 出力されます。

したがって、このような

ソースはデバイスドライ

バに依存することになり

ます。

2卜 さヽ さか 古い（ Ｖｅr.０.3.

最 新 は 筆 者が 知 る か ぎり

で Ｖｅｒ.1.06 ）の で 、 最

新の Ｔｐｉｃ 命令 には 対応

し て い ませ ん。
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使 用

略:　 Ｔｐｉｃ は 、 Ｂｒｉａｎ Ｋｅｒnighan 氏 の Ｔrofr 用 の 図 形 プ リ プ ロ セ ッ サ

ｐｉｃ を も と に し て 、Ｔｉｍ Ｍ ｏｒｇａｎ 氏 が 作 成 し た ｌ ｊＸ 川 の 図 形 プ

リ プ ゜ セ ッ サ
ヽ
お よ び こ れ が 出 力 す る ｓｐｅｃｉａｌ コ マ ン ド1)( Ｔｐｉｃ

ｓｐｅｃｉａｌｓ) の セ ッ ト で す 。 後 述 す る ｘfig な ど が 、 Ｔｐｉｃ の ソ ー ス 出

力 を サ ポ ー ト し て い ま す 。

こ れ に 対 し て 、 ＧＮＵ プ ロ ダ ク ツ で あ る ＧＮＵ ｒofr とITI £Ｘ 用 の 図

形 プ リプ ロ セ ッ サ ＧＮＵ ｐｉｃ、 お よ び こ れ が 出 力 す る ｓｐｅｃｉａｌ コ マ

ン ド( Ｇｐｉｃ ｓｐｅｃｉａｌｓ) の セ ッ ト が Ｇｐｉｃ で すｏ Ｇｐｉｃ で は 、 一 部 の

命 令 が オ リ ジ ナ ル の ｐｉｃ や Ｔｐｉｃ と異 な る 仕 様 に な っ て い る よ う

で す。

ＧＮＵ ｐｉｃ は ＧＮＵ ｒofr の パ ッ ケ ー ジ に 含 ま れ て い ま す。

X680 ×0 へ の 移 植 は 、 吉 野 智 興･( 莫 里 子) 氏 に よっ て 行 わ れ ま し た 。

移 植 時 点 で 、X680 ×O に は 画 像 の セ ー ブ プ ロ グ ラ ム で あ る Ｐｉｃ.ｘ

が す で に 存 在 し て い た こ と か ら 、 ＵＮＩＸ オ リ ジ ナ ル の フ ァ イ ル 名

に 由 来 す るPic. ｘ で は な く、ｒopic. ｘ に リ ネ ー ム さ れ て い ま す 。

ま た 、Gpic が 含 ま れ る ＧＮＵ ｒｏ汀 の パ ッ ヶ － ジ に はr ｏ汀 の 出 力

を ｄｖi 形 式 に 変 換 す る コ ン バ ー タg ｒod ｖi.ｘ も 含 ま れ ま す の で 、

入 手 し て お く と役 に 立 つ こ と が あ る か も し れ ま せ ん 。

在:　nift ｙ / fｓhaｒp3 / nb3 / 125 : g ｒoff.LZH2)

法 ：　た と え ば 、ＧＮＵ ｐｉｃ の ソ ー ス フ ァ イ ル が ｓａｍＰｌｅ で あ る 場 合 、 以

下 の よ う に す る と Ｇｐｉｃ コ ー ド が 標 準 出 力 に 吐 き 出 さ れ ま す の で 、

こ れ を リ ダ イ レ ク ト し ま す 。

Ａ＞ｒｏＰｉｃ.χ- ｔ ｓａＩｎＰｌｅ ＞ｓａｍＰｌｅ.ｇＰiｃ

マニュアル:　 『Ｔｐｉｃ : 尨 χ 用のｐｉｃ』

Ｔｉｍ Ｍｏｒｇａｎ 著 ／中林歩 訳　1990

niftｙ / nabo / lib11 / 103 : j ｔＰｉｃｍａｎ.1ｚｈ

rgpic 1.06 日本 語マニュアル』

ＦＳＦ 編 ／中林歩 訳　1992

niftｙ / nabo / nb11 / 166 : JGPｴCMAN.LZ Ｈ



tｅｒ ６-

１）ＢＥＥＰＳ 氏が 「屯 脳 但楽

部 ＶＯｌ.13.1 （ 満 開 裂 作

所 ） で 発 表 し た もの で 、

モ ノク ロニ 次元 の ビ ット

マ･フフ デー タ をljlﾓ縮 し た

フ フ イル 形 式 を 持っ て い

ます。
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概　　 略: ｘng は 、ＵＮＩＸ の Ｘ-Ｗｉｎｄｏｗ 用の図形エディタです。

直線 や円はもちろ ん、スプ ライン曲線 ・正多角形 の描 写、領域

塗りつ ぷし・文字人力 －コピー ・回転な ど、描 写および編集に

おいて必要 となるおおよその機能は揃ってい ます。そして、なに

よりエディット中の図形をＩＭＸ:(Plｑ【13X,ｅｐｉｃ,ｅｅＰｉｃ】や Ｔｐｉｃ，

ＰＯＳＴＳＣＲＩＰＴなどの言語体系に変 換してファイル出力する機能を

有することが特徴 です。そしてこの とき、ｘ恥 で扱うことができ

るfig 形 式 のデータを、実際に他の言語体系に変換する作業を行

うのがt ｒａＪｌｓfigパ ッケージに含 まれる実行ファイル群です。

ＯＴＯ 氏が移植されたX680 ×0 版 では、出力可能な形式 としてｃｕｔ

ファイル1 〕が加えられています。

オリジナルの ｘfigは、３ ボタンのマウスを前提にしているため、２

ボタンのマウスを使川するX680 ×0 版 では両方のボタンを同時に

押すことで ３番目のボタンの機能を実現 しています。

所　　 在:nift ｙ / １ｈａｒp3 / lib9 / 115 : ｘfig2103. Ｌｚh

niftｙ / f13haｒp3 / lib9 / 89 : ｔｒａｎｓfig･Ｌｚｈ

使　 用　 法: ｆｏｎｔｍａｎ.ｘ を、パッケージに付属 しているコンフ ィギュレーショ

ンファイル ｘfig.fll で 常 駐させ、 その後、 ｘfigを起動させ ます。

Ａ＞ｆｏｎｔllan.χ χｆｉｇ.fmづ し_

ノ

ｘng 起 動時に“－ｅ”オプ ションを指定すれば、ｃｍ を単位として

利用でき( 初期設定ではind1 単 位)、“-ｒｉｇｈｔ”オプ ションを指定

すれば、機能を選択するメニューを描画ウィンドウの右側に持 つ

てくることかできます( 初期設定では左側)。

解　 説　 書:　'･ Ａｎ ｌｎtｒｏｄｕｃti(Hl tｏ Ｘ Ｗｉｎｄｏｗ Sｙｓtem 39)

(｢ ＵＮⅨ ＭＡＧＡＺＩＮＥ｣1992.11)

巾 村 附 著　 アスキー



Pict ｕｒｅｓ in ']でIＸ

下のイラストは、彩人氏による『fairy ｌ£Ｘ』です。データ形式は ｃｕt フ ァイル形

式で、ここでは Ｅｘt 氏が作成した ｃｕｔboｘ.ｓｔy によって出力してい ます。

次に示す図形データは、ｘng を使用し て作成しました。X680 ×O 版 ｘfigには、

ｃｕｔ ファイルの出力をサポートしています。この機能を使用すれば、ｘfigで見てい

るままのイメージで出力することが可能です。下の左側がその例で、ｃｕｔboｘ.ｓｔy で

出力しています。

右側は、Ｔrａｎsng を利用したｘng の“Ｅｘpoｒt”機能によって、同じデータをIぶＴＥＸ

ソースの形式に変換し、得られたソースを少しだけ手直しをしたものです。

▲ ｘng で作成したデータは、ぼ[ＥＸ やｅｅＰｉｃ.ｓｔy や Ｔｐｉｃ、ＰｏsＴＳｃＲＩＰＴ な

どのデータ形式に変 換することができます。ただし、変換したデ ータが必 ずし

もｘfigで 見たままの結果をもたらすどは限りません。なぜなら、変換 する言語

体系の機能的な限界などがあるためです。たとえばL 灯kX の場 合、ｅｅＰｉｃ.ｓｔy

の 解説で示したような機能限界によって、以上のように領域の塗りつぶしなど

が省略されていることが わかります。



Ｃｈａｐｔｅｒ ６-

１）「 ＧＮＵ 」 とつい ては い

ま すが 、い わ ゆ る ＧＮ Ｕ

プ ロ ダ クツ で はあ り ませ

ん。偶 然のｰ･ 致 です 。しか

し 、 多くの 人が ｒＧ ＮＵ 」

で 検 索 をか け る た め か 、

現 在 で は Ｇ ＮＵ プ ロ ダ

クッ と1111一 の 場所 に 置 か

れて い るこ とが 多い よう

で す。 た だ し 、 いっ しょ

に 置 か れ て い る だ け で 。

あ く まで Ｇ ＮＵ や ＦＳＦ

と の 関 わ り が な い の で 、

その 級 い には 注 意 が必 要

です。

２）計 算だ け を行 う コマ ンド

と して、“pｒint ” か 川 意

さ れて い ます。

３）Ｇ ＮＵＰＬＯ Ｔ が 出 力 し

た ｅｅＰｉｃ 形 式 の デ ー タ

は、 と きに ｌｙＸ の ｃａ-

Pacity を 越 え て し まい

ま す 。 そ の 際 に は 、山

崎 健 （融 ） 氏 が 作l友 し

た フ ィル タプ ロ グ ラ ム

eePic2 ｔＰｉｃ に よっ て 、

ＧＮ ＵＰＬＯ Ｔ かIIIりj し

た ｅｅＰｉｃ ソー ス を Ｔｐｉｃ

形式 に 変 換す る こ と で対

処が 可 能で す。

４）このマニュアルは ＧＮＵ

ＰＬＯＴ の Ｖｅr.3.2 川

のものです。
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ＧＮ ＵＰＬ ＯＴ

略 ：　ＧＮＵＰＬＯＴ１１〕は 、 関 数 の グ ラ フ を 対 話 的 に か い て く れ る ほ か 、 複

素 数 に対 応 し た 関 数 電 卓2 ） と し て も 利 川 す る こ と が 可 能 なプ ロ グ

ラ ム で すｏ

Ｔｈｏｍａｓ Ｗｉｌｈ ｍs 氏 ・Ｃｏｌｉｎ Ｋｅｌｌｅｙ 氏 ・Ｄａｖid Kot ｚ 氏 ら が 作 成

し ま し た 。 画 而 出 力 は も と よ り 、 匯lj∃Ｘ や ｅｅＰｉｃ，ＰＯＳＴＳＣＲＩＰＴ

の ソ ー ス もIIUJ し て く れ ま す 。

X680 ×O 版 は 、 Ｖｅｒ.2.0 が ＲＯＭ 男 氏 に よ っ て 、Ｖｅｒ.3.0 が 飛 田 衛

氏 に よ っ て 、 Ｖｅｒ.3.2 が 仁 泉 大 輔 氏 に よ っ て 移 植 さ れ まし た。 仁 泉

氏 の 移 植 さ れ た Ｖｅr.3.2 χ Ｒｅｌ.2 で は 、 ｃｕｔ フ ァ イ ル 形 式 やfig　　　

形 式 もサ ポ ー ト し て い ま す3 ）。

な お 、 こ の 系 譜 と は 別 に 、 ＫＥＮ 氏 に よ っ て Ｖｅｒ.3.5 が 移 植 さ れ ま

し た 。 こ れ は ｃｕｔ フ ァ イル 形 式 の サ ポ ー ト な ど は な い もの の 、 オ

リ ジ ナ ル の ＧＮＵＰＬＯＴ に 対 し て 、 ソ ー ス レ ベ ル で か な り正 確 な

移 植 が さ れ て い ま す 。

在:　nift ｙ / fｓharp3 / lib9 / 104 : ｇｎｕPlo ｔ32ｒl.L ｚh

lliftｙ / fｓharp3 / lib9 / 107 : gP132 ｒ2.L ｚh

llifty / fｓh゛PI / ｍｅｓ18 / 408 : eePic2 ｔPic.L ｚh

niftｙ / fｓharp3 / lib9 / 292 : GPL35 ×1.ＬZＨ

使　 用　 法：　たとえば、ＧＮＵＰＬＯＴ のデータファイル ｓａｓＰｌｅ.ｇＰ１ に以下の

ような記述がある場合には、まず、この行をコメントアウト（行頭

に“#” を付加）します（叩叩 は任意の記述）、

その後、ｅｅｐｉｃ形式のソースを得たい のであれば、次のようにす

るこ とで ｅｅＰｉｃ形式の出力 ｓａ，Ｐｌｅ.ｅｅＰｉｃが得られます。

Ａ〉 ｇｎｕＰ１０ｔ ．χ

ｇｎｕＰ１０ｔ〉 ｓｅｔ ｔｅｒｍ ｅｅＰｉｃ

ｇｎｕＰ１０ｔ〉 ｓｅｔ ｏｕｔｐｕｔ ’Ｉｓ ゛`７１Ｐｌｅ ．ｅｅＰｉｃ ”

ｇｎｕｐｌｏｔ〉 １０ａｄ ’ｌｓａｍＰｌｅ
・
ｇＰ１ ”

こ の と き 、 ｓｅｔ ｔｅ-ｒＴｎ ｅｅＰｉｃ の ｅｅｐｉｃ の 部 分 を ＬａＴｅＸ に す れ ば

IぶTEIX の 、Po ｓtSc ｒipt に す れ ば Ｐ ＯＳＴＳＣＲｌｐＴ の 形 式 で 出 力 す る

こ と が 可 能 で す 。

マ ニ ュ ア ル:　 『 Ｇ Ｎ Ｕ ＰＬＯ Ｔ Ａｎ ｌｎtｅｒａｃtiｖｃ Ｐｌｏttｉｎｇ Ｐｒｏｇrａｍ Ｖｅｒｓion 3.0 』 ４）

Ｔ 八ViHian! ｓ ’Ｃ. Ｋｅｎｅｙ ・ Ｄ. Ｋ ｏtｚ ・ 他 著/t ａｍ ａｒｕ 訳

niftｙ / f ｓha ｒp3 / lib9 / 108 : ｇＰ１３２ｄｏｃ.Ｌｚｈ



0.5

,10

Ｇ Ｎ Ｕ ＰＬＯＴ の 出 力 サ ン プ ル

サンプル作成: 仁泉大輔（NiftｙSerｖｅ:HGA02713 ）

c ｏｎt. ｐｓ

10

0.5

-0.5

-2

n ａｍ １,ｐｓ

10

右 は ｚ＝ ｓin･ｒ/ｒ （ｒ ＝ｘ2 十!/2）、 左 は ｚ＝ ｓin ｘ ｓin 7r!/ を表 す 図 を、三 次 元プ ロ ット して み まし た。
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周 皿数 ・【心l

皿

二次元平而の図で、Ｇ(加) ＝5/( 加(1 十 〇､1ル)(1 十 〇｡5加)) のボード線図1を表す図です。これは、

周波数を表す横軸を対数軸としていたり、媒介変数モードを使っていたりと実川的なサンプルといえる

でしょう。

最後におまけです。この図は単に ｚ＝－ｅｘｐソJ2 十!/2 のグラフを描画しただけです。
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概

所

Ｇ ＨＯＳＴＳＣＲＩＰＴ，ｄＶ１２ｐＳ

略:　GI･ ｌＯＳＴＳＣＲＩＰＴ は 、Ｊｏｈｎ Ｗａｒｎｏｃｋ 氏 が 設 計 し た イ ン タプ リ タ 型

の ペ ー ジ 記 述 言 語 ＰＯsＴＳｃＲｌｐＴ と互 換 性 の あ る ＧＮＵ プ ロ ダ ク

ツ で す 。 Ａｌａｄｄｉｎ Ｅｎtｅｒｐｒiｓｅｓ の Ｌ.Ｐｅtｅr Ｄｅｕtｓch 氏 に よ っ て 作

成 さ れ ま し た 。 き わ め て 多 種 多 様 な プ リ ン タ に 対 し て 出 力 が 可 能

で 、 非 ＰＯＳＴＳＣＲＩＰＴ プ リ ン タ に も対 応 し て い ま す 。 片 山 紀 生 氏 に

よ っ て|| 本 語 化 パ ッ ケ ー ジ が 作 成 さ れ て い る た め 、 こ れ を 適 用 す

れ ば 、[] 本 語 ＰＯＳＴＳＣＲＩＰＴ の 出 力 も 可 能 で す 。

本 書 初 版 刊 行 時 点 のX680 ×O 版 は、11 本 語 化 さ れ た ＧＨＯsＴsＣｎｌｐＴ

を も と に し て 、 井 上 康 成( Ｋ-ｒａｓ) 氏 が 移 植 さ れ て い ます 。 し か し、

残 念 な こ と に現 在 の 公|則版X6_00 β が 対 応 し て い るプ リ ン タ は キ

ヤ ノ ン のBJ-10 ｖ だ け で す。 そ の た め 、 花 井 氏 に よっ てBJ-10 ｖ 用

の 出 力 デ ー タ を 吸 い 十｡げ て エ プ ソ ン の ＡＰ-850 用 に 変 換 す るプ ロ

グ ラ ム が 附 発 さ れ て い ま す 。

dｖ12pｓ は 、ｌｋＸ が 出 力 し た ｄｖi 形 式 の フ ァ イ ル を ＰＯＳＴＳＣＲＩＰＴ 形

式 に 変 更 す るフ ィル タ で す。X680 ×O 版 へ の 移 植 は 、ＣＨＯsＴsＣＲＩＰＴ

と|司 じ く井 上 康 成 氏 が 行 っ て い ま す。 本 書 が サ ポ ー ト し て い る よ

う な ピ ッ ト マ ップ 展 開 型 の デ バ イ ス ド ラ イ バ で は な く、 命 令 体 系

変 換 型 の デ バ イ ス ド ラ イ バ の ひ と つ で す 。

在:　nift ｙ / fｓhal'p3 / lib9 / 54 : GS23-00A.LZH

111ftｙ / fsha ｒpl / Ｍｅｓ16 / 773 ， 775-777 : g ｓ00b_ ｂｉｎ.Lｚh

lliftｙ / fｕlliｘ / nb8 / 305 ， 306 : ｇｈｏｓｔｓｃｒipt- ｆｏｎtｓ-2.6. ｔａｒ.Z　

1!iftｙ / fｓhaｒpl / Ｍｅs16 / 778 : ｇｓｋｆｏｎtｓ.Lｚh

niftｙ / fｓharpl / Ｍｅｓ16 / 779 : g ｓｋｄｅｍｏｓ.Lｚh

niftｙ / fｓharp3 / lib9 / 65 : ｄｖ12P ｓ17.L ｚh

niftｙ / fｓhaｒpl / Ｍｅｓ16 / 848 : ｄｖ12P ｓ01.1 ｚh

niftｙ / fsharpl / Ｍｅｓ16 / 959 : ｂｊ２ａＰ.L ｚｈ

使　 川　 法：

マニュアル：

アーカイブ内のＲｅａｄｍｅ.ｘ68 に詳しく示されています。

IIPoｓtScｒiptリファレンスマニュアル 第二版』

Adobe Sｙstｅｎｌｓ 著 ／アドビシステムズ・ジャパン 監訳

アスキー　　1991

解　 説　 書:　 「ln ｓide DVI →PS 」

（ 「 ＵＮＩＸ Ｍ ＡＧ ＡＺＩＮＥ 」1993 」2 ～ ）

高 山 健 三 著　 ア ス キ ー



概

liｐＳ３ｄＶi

略:　11P ｓ3dｖi は、乃洛 が出力した ｄｖi 形 式のファイルをキヤノンの

レーザプリンタ制御言語であるLIPS3 形 式 に変換するプ ログラム

で、アスキーが著作権 を有します。

このプ リンタドラ イバ を使 うこ とで、LIPS3 を 制 御言語とする

プ リンタで7[l£Ｘ の 出力が可 能にな ります。 また、エプ ソ ンの

ＥＳＣ/Ｐ昭ｅに対応したプ ログラムｅｓcPdｖi も同アーカイブに含ま

れてい ます。

本書がサポート しているようなビットマップ 展開型のデバイスド

ライバではな く、命令体系変換型のデバイスドライバですから、和

文フォントとしてプ リンタ内蔵の スケラーブルフ ォントと、JXL4　　

フ ォーマットの大日本フ ォント を切り替えて使用す るこ とが可能

ですo

X680 ×O へ のソース差分か、 野分氏によって作成されています。

所　　　 在:　niftｙ / nabo / lib4 / 214 : 11p ｓ3dｖ12.09a. ｔａｒ.ZI）

niftｙ /fｓhaｒp1 / ｍｅｓ20 / 249 : 11P ｓ3×68.1ｚh2）

使　 用　法：　野分氏が作成している差分 キットを適用したあと、ＧＣＣ とＬＩＢＣ

でコンパイルして実行ファイルを作成します。

実際の使用についてはマニュアルをご覧ください。

1 ）ソースファイルです。添

付ディスク８ に含まれて

います。

２）ドキュメントに加下され

てい るものが添付デ ィス

ク ８ に忿まれています。

261
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概　　　 略:　 Ｏｒｅｎ Ｐａtａｓhnik 氏 が 作 成 し た 参 考 文 献 処 理 用 の 支 援 プ ロ グ ラ ム 。

構 築 し た 文 袱 デ ー タ ベ ー ス との 相 互 参 照 を 自 動 化 し て く れ ま す。

X680 ×0 に は、 ア ス キ ー が 日 本 語 化 し た も の が ＯＴＯ 氏 に よ っ て

移 植 さ れ ま し た 。

所　　 在:nift ｙ / 図1aｒp3 / 11b9 / 58 : jbib ｔｅｘ.Ｌｚh

niftｙ / ＆ｈａrp3 / 11b9 / 59 : ｂｉｂｔｅｘｂｓ.Ｌｚｈ

使　 用　 法 ：　文 献 ス タ イ ル フ ァ イ ル ＊.ｂｓｔ を 環 境 変 数 ＴＥＸＩＮＰＵＴＳ が 示 す デ ィ

レ ク ト リ に 収 め 、 文 献 デ ー タ ベ ー ス フ ァ イ ル ＊.ｂｉｂ を 環 境 変 数

Ｂ工ＢＩＮＰＵＴＳ が 示 す デ ィ レ ク ト リ に 収 め れ ば イ ン ス ト ー ル は 完 了

で す。

利 用 す る 際 に は 、 文 献 デ ー タ ペ ー ス フ ァ イ ル （ た と え ば

ｓａ皿Ｐｌｅ.ｂｉｂ ）を 用 意 し て 、 ソ ー ス の Ｎｅｎｄ｛ｄｏｃｕｍｅｎｔ｝ の 手 前 に 次

の よ う な 記 述 を 加 え ま す。

以 上 の 設 定 を 行 う こ と で 文 献 ス タ イ ル フ ァ イ ルjPlain. ｂｓｔ に 定

め ら れ た 形 式 の 文 献 リ ス ト を 作 成 し ま す 。 処 理 の 手 順 が 、

Iｒ［ijX: 処 理 ⇒ ＢｍＴＥＸ 処 理 ⇒ 剔 秘: 処 理 ⇒mFIX 処 理

の よ う に な る こ と に 注 意 し ま し ょ う。

解 説 書: 『ｌｊＴＥＸ 美 文 書 作 成 入 門
』

奥 村 晴 彦 著　 技 術 評 論 判:　1991

『 化 学 者 と 生 化 学 者 の た め のIX ［ljX:　 パ

引］

藤 田 直 作 著　 東 京 化 学 同 人　1993



IX/ｌａｋｅｉｎ ｄ ｅｘ

概　　　 略 ：　剔ｉ Ｘ 用 の 索 引 作 成 支 援 プ ロ グ ラ ム で す。

X680 ｘ【】版 は 森 村 健 司( Ｃｕｒioｓ) 氏 に よ っ て 作 成 さ れ ま し た 。 ア ス

キ ー の|] 本 語 ｌｌ Ｘ に 添 付 さ れ て い た 日 本 語 版 がｄ ｅｉｎｄｅｘ と同 様

に 使 用 で き ま す 。

な お 、 フ ァ イ ル 中 の 文 字 列 を 辞 書 配 列 順 に ソ ー ト す る プ ロ グ ラ ム

jj ｓｏｒｔ.ｘ もア ー カ イブ に 含 ま れ て お り、 こ れ と Ｍａｋｅｉｎｄｅｘ の 本

体I] ａｋｅｉｎｄ.ｘ と を 連 携 さ せ る た め の パ ッ チ フ ァ イ ル も添 付 さ れ

て い る の で 、 索 引 の 作 成 は ほ ぼ 自 動 で 行 う こ と が 可 能 に な っ て い

ま す。

所　　　 在:　nift ｙ / fｓhaｒp3 / lib9 / 48 : ｉｎｄｅｘｅｒ.1ｚh

niftｙ / fｓhaｒp1 / ｎｌｅｓ16 / 487 : ｍａｋｅｉｎｄ.1 ｚh

niftｙ / fｓｈａｒp1 / ｍｅｓ16 / 491 : ｍａｋｅｉｎｄ.lｚhl)

使　 用　 法 ：　ア ー カ イ プ 内 の ド キ ュ メ ン ト ｒｅａｄｌｌｅ.ｄｏｃ に 詳 細 が 示 さ れ て い

ま す 。 ま ず 、I ボ]11X の ソ ー ス フ ァ イ ル の ス タ イ ル オ プ シ ョ ン に

ｍａｋｅｉｄｘ を 指 定 し ま す。 次 に 、 プ リ ア ンブ ル に 以 下 の 記 述 を 、

さ ら に ｄｏｃｕｌｌｅｎｔ 環 境 内 の 索 引 を 副J し た い 位 置 に 以 下 の 記 述 を

加 え 、1 ぶＩＥＸ で 処 理 し ま す 。

一 通 り ｍ ＦＸ 処 理 を 行 っ て ペ ー ジ 変 動 が 起 こ ら な く な っ た ら 、

Ｍ ａｋｅｉｎｄｅｘ 処 理 ⇒1 劃?E芦 処 理

を 行 い ま す 。

Ｍ ａｋｅｉｎｄｅｘ の 処 理 は 、Ｍ ａｋｅｉｌｌｄｅｘ の ア ー カ イブ に 添 付 さ れ て い る

バ ッ チ フ ァ イ ル ｍａｋｅｉｎｄ.ｂａｔ を 使 用 す る 場 合 、 以 下 の よ う に 実 行

し て く だ さ い 。 こ こ で は 、 仮 に ｓａ１１Ｐｌｅ.ｔｅｘ の 索 引 を 作 成 す る も

の と し ま す。

犬
二_

上

解　 説　 書 ：　 ｒ剔ｌ Ｘ 美 文 書 作 成 入 門
』

奥 村 晴 彦 著　 技 術 評 論 社　1991

１）こ れ ら の士｡位 バー ジ ョン

が Ｍａｋｅｌｎｄｅｘ.Ｌｚh の Ｘ

で添 付 デｆ ス ク ８ に 含ま

れ てい ま す。

２６ ３



Ｃｈａｐｔｅｒ ６-

１）「機能的 には こちら のバー

ジョンの方 か上 である」 と

い う移 植 者、 湯 浅夏 樹 氏

の 助 言 を い ただ き 、 バー

ジョ ン は古 い で す か、 こ

ち ら の ア ーカ イブ が 添 付

デ ィ スク ８ に含 まれ てい

ます。

２ ６ ４

概

所

ｐｌａｉｎ ２

略：　通常のテキスト（プレ ーンテキスト）ファイルを、胴ﾌkX な い し

ｒoffの ソ ースに自動生成して標燎出力に吐 き出すプログラムです。

ＮＥＣ の内田昭宏氏 によって開 発された ものが、湯浅夏樹氏によっ

てX680 ×O に 移植されています。

plain2 の ア ーカ イブ に添 付さ れて い るド キュメ ントファイル

ｒｅａｄ皿ｅ･j に、plain2 の変 換性質が詳しく述べられてい ます。こ

こ で示されている一定の記述方式に則って書かれたプレーンテ キ

ストに対してであ れば、相当程度、Iぶ11jX ソ ー スの自動生成効率

を発揮してくれ ます。 うまく利JI］すればソース入力の際の手間を

激減してくれるでしょう。

また、図表 などを作成する際、罫線などを利 用してプレ ーンテキ

ストで記述し、plain2 で ぼＬＥＸ のソースファイルに変換して取 り

込むという使い方も考えられます。

在:　niftｙ / fｓhaｒp3 / lib9 / 41 : PLAIN2_X.LZHI ）

niftｙ / fｓharp3 / Hb9 / 137 : PLAｴN2 ×2.LZ Ｈ

使　 用　 法:　plain2 の吐 き出す標準出力をリダイレクトして 豚]11X ソ ースを得

ます。

Ａ＞plain2. χ -ｔｅχ ｓａｍＰｌｅ.ｄｏｃ＞ｓａｍＰｌｅ.ｔｅχ



plain2 による礎[ＥＸＬソースの生成

plain2 は、特定の記述の仕方を守ってさえい

れば、ある程度のIぶＴＥＸ ソースを作成してくれ

ます。ここであげるサンプルの場合 、左側のプ

レ ーンテキスト をplain2 で処理した結果が右

側のソースになりました。

iｔｅｍｉｚｅ， ｅｎｕｍｅｒａｔｅ， deｓｃｒiP ｔｉｏｎ 環 境 を

使 い 分 け て い る こ と が わ か っ て い た だ け る と 思

い ま す 。

表組を作る際にも、plain2を使用すれば、あ

る程度視覚的に作業が十すめられるかもしれま

せんね。

１。「コンピ ュータ犯罪」

「コンピュータ犯罪」とは、コンピュータが犯罪の目的ある

いは道具ａ〕いずれかになっている犯罪行為をいう。

１．１．窃盗型

・金銭を盗む

・商品を盗む

・情報を盗む

1.1.1. テクニック

（1 ）サラミ 〔Ｔｈｅ Ｓａｌａｍｉ〕
（2 ）トラップ・ド ア（ｔｒａｐ ｄｏｏｒ）

1.2 改変・破壊型

ハッカー行為 ： ネットワークの不正利用

礦壊行為　　 ： データの破壊・書き換え・消去。

１．２．１ テクニック

不正プログラム

寄生虫 �Ｗｏｒｍｓ

ウイルス �Ｖｉｒｕｓ

＼ｄｏｃｕｍｅｎｔｓｔyle[b5j]{ja ｒｔicle1

＼ｓｅｔｃｏｕｎｔｅｒfｓｅｃｎｕmdePth}{61

＼ｓｅｔｃｏｕｎｔｅｒft ｏｃｄｅｐｔhH61

χｔoP ｓep°0.１ｃｍ χPaｒｓｅＰ=0. １ｃｍ ＼iｔｅｍｓeP=0. ０ｃｍ

＼ｎｅｗｅｎｖiｒｏｎｍｅｎtてｎｑｕｏｔｅＨ １]X

{ ＼118ｔfH ＼1efｔｍａｒgin °＃1}＼iｔｅｍＤ１Ｚ

{ ＼endli ｓt1

＼ｂｅｇｉｎ{ｄｏｃｕｍｅｎt1

＼ｓｅｃtｉｏｎ{｢ コン ピ ュ ー タ犯 罪｣1

＼Paｒ

「 コンピ ュー タ犯 罪｣ と は 、 コンピ ュー タが 犯 罪の 目的あ る

いは 道 真 のい ず れ かに な っ てい る 犯 罪行 為 をい う。

＼ｍｅｄｓkiP

＼ｓｕｂｓｅｃtｉｏｎ{窃盗 型}

＼begin{i ｔｅｍｉｚｅ}

＼itｅｍ 金 銭を 盗 む

＼itｅｍ 商 品を 盗 む

＼itｅｍ 情 報を 盗 む

＼ｍｅｄｓkiP

＼ｅｎｄ{it ｅｍｉｚｅ}

＼８ｕｂｓｕbｓｅｃtｉｏｎ{テ ク ニ ッ ク}

＼beginfenllme ｒａｔｅ}

＼itｅｍ サ ラミ(The Saﾕ ａｍｉ)

＼itｅｍ ト ラッ プ ・ド ア(t ｒａＰ ｄｏｏｒ)

＼ｍｅｄｓkiP

＼ｅｎｄ{ｅｎｕｍｅｒａｔｅ}

＼ｓｕｂｓｅｃｔｉｏｎ{改 変 ・破 壊 型}

＼ｂｅｇｉｎ{de ｓｃｒiPｔion1

＼itｅｍ[ハ ッ カー 行 為:] ネッ トワ ーク の 不正 利 用

＼iｔｅｍ[破 壊行 為　　:] デ ー タの 破壊 ・書き 換え ・消去 。

＼ｍｅｄｓkiP

＼ｅｎｄ{de ｓｃｒiPtion1

＼８ｕｂｓｕｂｓｅｃｔｉｏｎ{テ ク ニ ッ ク}

″＼＼

＼begin{t ａｂｕlaｒH111111

＼hline

＼ｍｕlticol ｕｍｎ{2}{lc1}{　　 不 正プ ロ グ ラム　　} ＼＼

＆X

＼ｍｕlｔicol ｕｍｎ｛1HlC11 ｛ ＷｏrTnｓ

ウ ィ ル ス　　 ＆X

＼ｍｕlｔic01 ｕ ｍ{1Hlc1}t Vi ｒｕｓ

＼hline

時 限 爆 弾　　 ＆X

＼ｍｕltico111mn{1}{lc ほ{Time Bomb

＼hline

ロ ジ ッ ク 爆 弾 ＆X

＼ｍｕlｔic01 ｕｍｎ{ １Ｈ ｌｃｌＨ Ｌｏｇｉｃ Ｂｏｍｂ

＼ｈｌｉｎｅ

ト ロ イ の 木 馬 ＆ Ｚ

} ＼＼1

＼＼

1 ＼＼}

＼＼

＼ｍｕlｔicol ｕ ｍ{1Hl ｒｌＨ Ｔｈｅ Ｔｒｏｊａ１１ Ｈｏｒｓｅ} ＼＼

＼ｈｌｉｎｅ

＼ｅｎｄ{ｔａｂｕla ｒ} ＼＼

＼ｅｎｄ{ｄｏｃｕｍｅｎｔ}

ロジック爆弾

｜トロ イの木罵

Ｔｉ ｍｅ Ｂ ｏ ｍｂ

-

Ｌ ｏｇｉ ｃ Ｂ ｏｍｂ

一 一

Ｔｈ ｅ Ｔ ｒ ｏｊ ａ ｎ Ｈ ｏｒ ｓ ｅ
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使 用

dV12tt ｙ

略 ：　グ ラ フ ィッ ク を 出 力 で き な い 端 末 用 に 、 ア ル フ ァ ベ ッ ト や 記 号 を

使 っ て 「ｌｋＸ の 出 力 を 擬 似 的 に 表 現 す るプ レ ビ ュ ー ア で す。 グ ラ

フ ィッ ク 表 示 で は な い の で 正 確 な 表 現 で は あ り ま せ ん が 、 出 力 の お

お よ そ の 雰 囲 気 は つ か め ま す。 ま た 、「rｋＸ 処 理 系 を 持 た な い 相 手

に 対 し て ソ ー ス を 渡 す 際 に も 使 用 さ れ て い る よ う で す 。

Sｖａｎte Lindah1 氏 が Ｐａｓｃａｌ で 開 発 、Ｍ ａrcel J. Ｅ. Ｍ ｏＩ 氏 に よ っ て

Ｃ に 移 植 さ れ 、 こ れ を も と に し てX680 ×0 版 が 移 植 さ れ て い ま す 。

在:　nift ｙ / fｓhaｒp3 / lib9 / 19 : D ｖ12T ｔy.L ｚｈ

法 ：　プ レ ビ ュ ー し た い ｄｖi フ ァ イ ル が ｓａｍＰｌｅ.ｄｖi で 、 そ の 出 力 を

ｓ－ ｐｌｅ.ｄｏｃ と す る 場 合 、 以 下 の よ う に し ま す 。

Ａ〉ｄｖ12ｔｔｙ.ｘ -ｏｓａｍｐｌｅ.ｄｏｃ -ｗ90 ｓａｍＰｌｅ.ｄｖi

オプ シ ョ ン “- ｗ” を 設 定 す る こ と で 、１ 行 の 文 字 数 を調 整 で き ま す 。



プレビューワとしてのdV12tt ｙ

１　 ｐｒｅＶｉｅＷ ．Ｘ( ｐ ｒｉｎｔ．Ｘ) の 出 力

・ 文章の場合

ｐrｅｖieｗ.ｘ(ｐｒint.ｘ) とd ｖ12tty.ｘ の 出力には、 どれだけの違いがあるでしょうかo

・ 表の場合

ｐt

ｍ ｍ

lｎ

・ 数式の場合

1£Ｘ における

ポイント

ミリメートル

インチ

記の

lｐt＝0.3515mm ＝65536 ｓｐ

ｌｍｍ＝0.１ｃｍ＝2.834Pt

lin ＝25.４ｍｍ ＝72.27pt

り ｂ　　　　　　　　　ｎﾝ(
０ 臨 ≒,七 万 ∫(゙ )△゛

2　dV12ttｙ.Ｘ の出力

１

プレビューワとしてのdV12ｔｔy

pｒｅｖie ｗ.ｘ（P ｒinｔ.ｘ） の 出 力

ff1 文章 の場合

ｐｒｅｖieｗ.ｘ（pｒinｔ.ｘ）とd ｖ12ｔｔy.ｘ の出力には、どれだけの違いがあるでしょ

うか。

ff1 表の 場合

ff1 数式 の場合

--------- 一一一-一一----- 一一--------------------- 一一一一一一___________
《ＴＥχに お け る単 位 標 記 の 一 例 》________ ＿

－　pｔ　 ポイント　　　1P ｔ ＝0.3515mm ＝65536 ｓP　＿

－　ｍｍ　　
ミリメートル　１ｍｍ ＝０．１ｃｍ＝2.834P ｔ　　 ＿

一一ｉｎ一一一インチ＿_______11n_ ＝_25.４ｍｍ_=コ2.27p ｔ______

Ｚ ｂ　　　　　　　　 Ｘ ｎ

Ａ ＝　　 ｆ(ｘ) ｄｘ ＝　１１ｍ　　 ｆ(ｘｉ)ｘｉ

ａ　　　　　　　 ｎ!１　１=１



Ｃ ６-

1 ）Ｎ ｅ ｍ ａ ｃｓ は ｒ 日 本 語

Ｅ ｍ ａｃｓ 」 を 意 味 し ま す 。

２ ）Ｍ ｕle は 「 多 国 語 対 応

Ｅ ｍ ａｃ ｓ 」 （ Ｍ ｕltilin-　

ｇ ｕ ａｌ ｅ ｎ ｈ ａｎ ｃｅ ｍ ｅ ｎt t【 】

Ｇ Ｎ Ｕ Ｅ ｍ ａ ｃｓ ） の こ と

で 、 日 本 語 の 全lf 】お よ び

半 角 文 字 の ほ か 、 中 国 語

や･ ヽ ン グ ル 語 ・ フ ラ ン ス

語 ・ ド イ ツ 語 ・ エ ス ペ ラ

ン ト 語 ・ ロ シ ア 語 ・ ヘ

フ ラ イ 語 ・ タ イ 語 な ど 、

２０ ヵ 国 語 以 上 の 文 字 表 示

に 対 応 し て い ま す 。

3)ｔｅｘinfo 形式です

２ ６ ８

概

所

N ｅｍ ａｃｓ ｏｒ lχylｕle ， ａｎｄ Ｅ ｍ ａｃｓ Li ｓｐ

略:　 Ｅｍａｃｓ( Ｎｅｍａｃs1)、 Ｍｕle2)) に はt ｅｘ-ｍｏｄｅ( 仮 に ｅｍａｃｓ-tｅｘ-

ｍｏｄｅ と し ま す) が つ い て お り 、 コ マ ン ド 補 完( ｃｏｍｐｌｅtｉｏｎ) な

ど 、 ソ ー ス 作 成 上 の さ ま ざ ま な 支 援 を し て く れ ます 。 ただ 、ｅｍａｃｓ-

tｅｘ-ｍｏｄｅ は ｐｌａｉｎ ＴｋＸ 用 の も の と い っ て よ く、I がＴＥＸ に つ い て

の 機 能 は 十 分 で は あ り ま せ ん 。 そ こ で 、I ぎＴＥＸ 用 の Ｅｍａｃｓ Liｓｐ

コ ー ド が 作 成 さ れ て い ま す 。

ｃｍｕtｅｘ は 、 後 述 す る μＥｍａｃｓ の ＬａＴｅＸ-ｍｏｄｅ の 原 型 と な っ た

パ ッ ケ ー ジ で す 。 カ ー ネ ギ ー メ ロ ン 大 学( ＣＭ Ｕ) で 開 発 さ れ ま し

たo 原 型 を011n Shi ｖｅｒｓ 氏 が 作 成 し 、 そ の 後 、 さ ま ざ ま な 人 の 手

に よ っ て 改 良 さ れ て い っ た よ う で す 。 シ ョ ー ト カ ッ ト キ ー に よ る

コ マ ン ド 打 ち 込 み を は じ め 、 ソ ー ス フ ァ イ ル の 整 形 や 添 削 な ど の

機 能 も 持 っ て い ま す 。ｅｍａｃs-tｅｘ-ｍｏｄｅ と 比 べ て び]ＴＥＸ ソ ー ス の

作 成 に つ い て 機 能 強 化 さ れ た も の で す 。

ＡＵＣ-7[IEX は 、 デ ン マ ー ク の Ａｓlboｒｇ 大 学 で 開 発 さ れ ま し た 。

Ｐｌａｉｎ 尊C こ力|｡1え 、 匹 、み ／f･S一亀 Ｘ ，ﾍﾟﾉＶｆＳ 一町､ ＢｌｎＴＥＸ な

ど 、 広 範 囲 に わ た る “ＴＩＥＸｍｏｄｅ” を 備 え て い ま す。 お そ ら く、 現

在 最 も 高 機 能 な ＴｋＸ 用 Ｅｍａｃｓ Liｓｐ パ ッ ケ ー ジ な の で は な い で

し ょ う か 。

ｙａtｅｘ は 、Ｙｅt Ａｎｏtheｒ tｅｘ-ｍｏｄｅr 野 鳥 』 と し て 、 広 瀬 雄 二 氏 に

よ っ て 作 成 さ れ て い ま す 。 機 能 自 体 は ＡＵＣ-7[IEIX と 比 べ るべ く も

な い も の で す が 、 そ の 分 シ ンプ ル で 、 日 本 語 入 力 を 前 提 と し て い

る だ け に 使 い 勝 手 も い い よ う で す 。

在:　 ｐｃｖａｎ / sｓｃｉｅｎｃｅ / ｏｓ11 / 490 : ＣＭＵＴＥχ.LZH

niftｙ / nabo / 11b11 / 252: ａｕｃｔｅｘ73. ｔａ７

ｎｉｆtｙ / nabo / 11b11 / 272 : y ａｔｅｘ143.1 ｚｈ

使　 用　 法 ：　上 記 Ｅｍａｃs Liｓｐ パ ッ ケ ー ジ をX680 ×O 版 Ｎｅｍａｃs や Ｍｕle に イ

ン ス ト ー ル し ， 当 該 パ ッ ケ ー ジ を 使 用 し て ソ ー ス を 作 成 し ま す。

マ ニ ュ ア ル ：　 『野 鳥: Ｙａｌ ｊχ Ａ Ｇｕide tｏ tｈｅ Ｙｅt Ａｎｏtｈｅr tｅｘ-ｍｏｄｅ ｆｏｒ ｅｍａｃｓ　

Ｖｅｒｓion 1.40 野鳥 の飼 い 方』3 ）

広 瀬 雄 二 著　1993

niftｙ / Ｈａｂｏ / 11b11 / 192 : YDOC140.LZH

解　 説　 書:　 『Ｎｅｍａｃｓ 入 門 ６
』
（『 ＵＮＩＸ Ｍ ＡＧＡＺＩＮＥ

』1991.7
）

荒 井 美 千 子 著　 ア ス キ ー

『Ｎｅｍａｃｓ入 門 １５，１６ ｃｍｕｔｅｘ
』
（『ＵＮＩＸ Ｍ ＡＧ ＡＺＩＮＥ

』
１９９３．１，３）

荒 井 灸 千 子 著　 ア ス キ ー

『使 って み よ う ＡＵＣ-１ £Ｘ
』
（『ＵＮＩＸ Ｍ ＡＧＡＺＩＮＥ

』1993.9 ～
１２）

小 林 仲 治 著　 ア ス キ ー



μＥ ｎｌａｃｓ

概　　 略 ：　い か む 氏 ・ ｈｏｍｙ 氏 ら に よ り 開 発 さ れ たj1.31 を 、11ka 氏 ・

ＳＡＬＴ 氏 ・ＰＥＡＣＥ 氏 ・ＳＨＵＮ Ａ 氏 ・ｒｉｍａ 氏 ら が 機 能 拡 張 と バ グ

フ ィッ ク ス を 重 ね た 結果 、 現 在 に 至 るX680 ×O 版 の μＥｍａｃｓ は 、 他

機 種 の 同 名 エ デ ィ タ と は 比 べ よ う も な い ほ ど の 高 性 能･ 高 機 能 を 実

現 し て い ま す 。 そ の う ち の ひ と つ で あ る ＬａＴｅＸ-ｍｏｄｅ は 、Ｅｍａｃｓ

上 で 動 作 す るLi ｓｐ パ ッ ケ ー ジ 、 ｃｍｕtｅｘ を も と に し て ｒｉｍａ 氏 が

開 発 し た も の で 、 コ マ ン ド 補 完 を は じ め 、 シ ョ ー ト カ ッ ト キ ー に

よ る コ マ ン ド 打 ち 込 み な ど 、 ソ ー ス フ ァ イ ル 作 成 上 の さ ま ざ ま な

支 援 を し て く れ ま すo μＥｍａｃｓ の ＦＥＰ コ ン ト ロ ー ル 機 能1 ） と併

用 す る こ と で 、 豚］ｌ Ｘ ソ ー ス フ ァ イ ル の 記 述 が た い へ ん 楽 に な る

こ と は 間 違 い あ り ま せ ん 。「 Ｎｅｍａｃｓ は 大 き す ぎ て 」 と い う 方 は 、

μＥｍａｃｓ を 使 用 し ま し ょ う2 ）。

所　　　 在:　nift ｙ / fｓhaｒp3 / 11b5 / 588 : ｅｍ_ｒ5b. Ｌｚｈ

使　 用　 法 ：　イ ン ス ト ー ル し て 、μＥｍａｃｓ の ＬａＴｅχ-ｍｏｄｅ で ソ ー ス の 入 力 を し

ま す 。 編 集 す る フ ァ イ ル の 拡 張 子 が.t ｅｘ で あ れ ば 、 自 動 的 に 同

モ ー ド に な り ま す し 、 拡 張 子 が. ｔｅｘ で は な い 場 合 で も 、 標 準 の

キ ー バ イ ン ド に お い で Ｘｍ に 割 り 付 け ら れ て い る 「 モ ー ド 追 加 」

で ＬａＴｅＸ を 指 示 す れ ば ＬａＴｅＸ- ｍｏｄｅ に な り ま す。

な お 、「所 在 」 の 箇 所 で 示 し た バ ー ジ ョ ンに 付 属 し て い るd ｕｍｐ キ ッ

ト に は 、開 発 者 に よ っ て 不 具 合 が 報 告 さ れ てい ま す 。ｍａｋｅｄｌｍＰ.ｂａｔ

の ｅｘｅ -98304 ｡ ‥ を ｅｘｅ -98432 に 、ｍａｋｅｘ.ｃ の ＤＩＦＦ_SIZE　　　

をO ｘ18000 か らO ｘ18080 に 変 更 し て ｍａｋｅｘ.ｘ を 再 作 成 す る こ と

で 、 暫 定 的 に 対 応 で き る そ う で す 。

解　 説　 書:　 ΓμＥｍａｃｓ 3.10 j1.43（ｒel.2）ＥＸＴＥＮＤ ＳＥＴ 』

lika ・ ＳＡＬＴ ・ ＰＥＡＣＥ ・ ＳＨＵＮＡ ・ ｒｉｍａ 著　　1991

niftｙ / 鳥ｈａＪｐ１ / ｍｅｓ16 / 457 460 : ｅｍ-lall-ｒ2. Ｌｚｈ３）

「 ＭｉｃｒｏＥｍａｃｓ フ ル ・ スク リー ン ・テ キスト ・エ ディ タ リフ ァレ ン ス ・

マニュ ア ル Ｖｅrｓion 3.９Ｊ

Ｂｒian St ｒaight ・ Ｄａｎｉｅｌ Ｍ. Ｌａｗｒｅｎｃｅ 著 ／

新 島 智 之 ・加 藤 章 訳　1987　　　　

niftｙ / fsｈａｒp3 / lib10 / 12 : JMEDOC.LZH4 ）

1)μＥｍａｃｓ の コ マ ン ド 使

川時 に、ＦＥＰ の状態( 開

閉) を自 動 的 に 制御 し て

く れ る機 能。

2) 本章の 筆者 も、 μＥ ｍａｃｓ

を 愛 用 し てお り、 本 書 の

ソ ー ス 作 成 も μＥ ｍａｃｓ

で 行い ま し た。

3)Ｍtａｎｋ氏によってgli} Ｘ

ソース形式にまとめられ

ています。ただし、これ

はｒel.2 のドキュメント

をもとにしているもので

す。ｒel.5b のドキュメン

トは実行アーカイブに添

付されています。

４)｢がっちゃん｣版μEmacs　

ｖ３.9e JI.3 の英文マニュ

アルを邦訳したものです。

原稿 はテキスト・ フォー

マ･7 夕ｎtr の形式で書か

れていますが、アーカイ

プには通 常のテキスト形

式に出力 したものも含ま

れています。
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あとがき

すごく時問がかかってしまいましたが、やっと「ｌｋＸ の本をまとめることがで

きました。当初は私かこの本にもっと深くかかわるはずだったのですが、なかな

か他の仕事が忙しくて、それを許してくれませんでした。結果として他の執筆者

や編集の方に多大な迷惑をおかけしてしまいました。本当はもっと早くこの本が

出るはずだったのですが、上記のような事情で遅れてしまいました（全部が私の

責任ではないと思引すど …。廿いかな｡）

■jX もＧＣＣ もＵＮＩＸから私か移植したのですが、移植に際してのトラブルが

ほとんどなかったので。メンテナンスの必要がまったくありませんでした。そう

いった理山もあって、ソフトウェア作成の負担では一番軽い立場にあったのです

が、なかなか筆が進まず …。何度も「いつ出そう？」とたずねてくださった某

販売店の方にも、これで「出ました」とやっと報告することができます。本書に

よってｙＴｋＸの世界を存分に楽しんでいただけたら幸いです。

吉野智興

本書のデバイスドライバ関係を担当したＥｘt で す。デバ イスドライバの開発者

本人で もあります。私か ＮＩＦＴＹ-Serｖｅ(以 下、ＮＩＦＴＹ と略す) に加入したのが1989

年 ７月28｢1 で し た。ＮＩＦＴＹ の事務局に問い合わせて確かめましたから間

違い はありません。

シャープフォーラムのともみちゃん、元気してます？

その[I す ぐさまＮＩＦＴＹ のシャープフォーラムに加入しました。そして、シャー

プ フォーラムでの私のデビュー作が本 書に添付 されてい るプ レビューアの原型

だったのです。あれから本書が発刊される までちょうど ５年の歳月が流れまし

た。私は数学科出身ですから、計算に間違いはありません。

松村先生、四方先生、吉野先生、内藤先生、お世話になりました。

その|凪　 プ リンタドライバ も生まれ、プレビューアとともに ＮＩＦＴＹ シャー

プ フォーラムのユーザに育てられ成長し続 けました。いろいろな要望 が次から

次へと出てくるなか、ひ とつひとつ着実に機 能アップしてゆき、時がたつにつれ

だんだんと太ってきたこ とに気がついたのです。私のことではあ りません。プレ

ビューアとプ リンタドライバのプロ グラムサイズのことです。体重を測ったわけ

ではあり ませんが、自分を信じてい ますから間違いはありません。



シャープフォーラムのユーザの皆さん、ありがとう。

そこで、この ２つのプログラムのフ ォント生成部分を統合してフ ォントマネー

ジ ヤが生まれましたo

こ れはとても衝撃的な事件でした。

なぜなら、プ レビューアと プ リンタドライバを私の子供たちにたとえるな ら、

フォントマネージヤは私の孫 ということになってしまうからです。 まだ結婚すら

していないのに、初孫 というのはいただけ ません。

いえいえ、これはまったくのでたらめです。そうではなくて、フ ォントマネー

ジャの機能に優れた特徴が備わっていたからでした。どんなに優れた特徴がある

かの記述は本文 にもありますのでここでは割愛しますが、 たとえば、本書 に も

添付してあるX680 ×O の 多書体プ ロジェクト（日本語の各種変形フォントを扱う

ＴｋＸシステム）は、パソコン、ワークステーションクラスでは今で も世界中を見

渡 して も相当するものは見あたらないと思います。フォントマネージャなしでは

とうてい実現できなかったでしょう。

多書体プロジェクトの作者がいっていたのだから問違いはありません。

りまちゃん、ＤＩＧ そしてSeirioｓご苦労様。

このような優れたシステムを、大規模なメディアを通じて、より多くの皆さん

に使っていただきたいと日頃から思っていたところ、ソフトバンク社からX680 ×0

版 の ＴｋＸ本を書かないかとのお誘いを受け、二つ返事で承諾しました。

本の原稿で 肩£Ｘ を使うとい うのは最近では珍 しくありませんが、著者・編 集

者間での連絡にパソコン通信を使ったのには少なからず興奮しました。思ったよ

うには意思が通じないこともありましたが、パソコン通信 も立派なメディアであ

るのだなと、あらためて感じたものです。なにより議論内容がその ままログとし

てあ とまで残るのかよいですねo そのログによりますと、連絡ボードは去年の ６

月にスタートしています。なんと出版するまで １年以上 もかかってい たので す。

なにもそんなに威張らなくて もいいのにとお思いでしょうが。

その問、ソフトバンクの040t ｕｒbo 本 の割 り込みがかかって、編集作業が一時

中断したこともありました。

２人目の赤ちゃんおめでとう。今度見にいくぞお＞ＢＥＥＰｓ

話は変わります（ぶっしゅとぅすたああっく1））が、この040t ｕｒbo 上 で も本書の

ＴｋＸ システムが動 きます。 040tｕｒbo で 動 かすと、X680 ×O 用 プ レビューアは、486DX2

66MH ｚ マ シンで動作するMS- Ｗｉｎｄｏｗs のプレビ ューアとほぼ互角の

速度が得られるそうですo

見切りをつけて互換機に流れていったみんな、帰っておいでえ。

（ぽっぶふろむすたああっく2））

誰だ？“まだスタックポインタ初期化してない”つて言うやつは？３）

しかし、そのおかげで多少余裕がで き、址近の話題を詰め込むことができまし

た。その分、内容 も濃く仕上 がったと確信しております。

ソフトバンク社の関係者には本当にお世話になりました。昔は「流通業界を独

占している」だの、「フ リーソフトに対する理解 力ゞ まったくない」だのいろいろ

と陰口を叩いておりましたが、こ れを機会に改心するつ もりです。や っぱ、いい

よ。 ソフトバンクは。

１〕編 集 部 注: 「ｐｕｓh tｏ

ｓtａｃｋ」と思われる。

２〕編集部注:(pop f ｒom　

ｓtａｃｋＪ と思われる。

３)喊 駐 浅 の顧 ほど

うやら正しいらしい。
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あ とがき

４） オ リ ジ ナ ル の ・ＭＸ の

最 新 版 が Ｖｅｒ.３.1415　

で あ る の に 対 し て 、 ア

ス キ ー の ［| 本 語 ｌｋＸ

は Ｖｃｒ.２.９９ か ベ ー ス

で す。ｇｒiX に して も。

公 式 に 対 応 し て い る の

は Ｖｅｒ.2.０９（＜２４ ｍａy

1989 〉） で し か あ り ませ

ん 。11gX の Ｖｅｒ.3 は マ

ル チ パ イ トコ ー ドの 文 字

に 対 応 して い るの で す か

ら、 ア ス キー さん と イ ン

プ レ スさ ん に は、 ぜ ひ。

こ の|| 本語化 に 取 り 組 ん

で いただ きた い もので す。

272

特にあささんには感謝しても感謝しきれるものではありません。

というこ とで、本書はとてもすばらしい本であります。

つ くった当人がいうのだか ら間違いはありま（い てっ）… つてこれが一番信用

で きませんね。（^^;

川本琢二

単なるX680 ×O 版 ＴｋＸ の一ユ ーザにす ぎなかった私のところに、Ｔ瓦Ｘ 本の原

稿 を書 きませんか ？　 と話が きたのは昨年 のまだ暑いころでした。私なんかが

やっていいの ？　というのが正直な気持 ちでしたが、 よい経験だと思って引き受

け ました。 それから、ない知識を絞 り出して執筆を進めたのですが、はじめての

経験なので勝手がわからず、満足のいく出来にはなりませんでした。担当の方や

共著の方々の期待に応えることがで きず、 心苦しく思ってい ます。

また、今回、この本のために ２つほどプ ログラムを組んでみましたが、実力不

足が もろに出てしまい、あ まり使い勝手はよくないと思います。なにしろプログ

ラマ としては未熟なので笑って許してやってください。

さて、やはり避けては通れないX680 ×O の 現状の話題ですが、正直なところ、

ますます厳しくなりつつあると思います。 ＰｏｗｅｒＰＣが普及しつつある咋今、もは

や68030 でさ え、時代遅れと思われてしまい ますし、新機種の話題 も聞こえて き

ません。このまま廃れていくのかと思うと悲しい気分になります。でも、X680 ×0

に もまだまだ魅力はありますよね。長年慣れ親しんだこの愛機 を、私はこれから

も使い続けていきたいと思っています。

山崎岳志

もともと一介の「訟LE芦 使い」にすぎなかったはずの私か、こうしてｘ680 ×0

版 司 ｘ 本の執筆に参加し、「こんなのは ｍＴＥｘ の使い方 じゃない」と不満をいい

ながらも本書のスタイルファイルやマクロ をいじりまわし、何とか本の形 にして

（まだなっていないが）、今、あとがきを書いているのだから、奇妙なものである。

他にも何やらいろいろ と、書 きたいこと、描 きたいこ と、言いたいこと、伝え

たいこ とがあったような気がする４）が、いまは、これ まで。

過去私を支えてくれて、現在私 を支えて くれている、そして、未来に私を支え

てくれるだろうすべての人に、私のなけなしの感謝のすべてを込めて。

実森仁志
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今後の編集の資料にさせていただきますので、下記のアンケート にお答

え下さい。ご協力をお願いいたします。

■ この 本を何で お知りになりましたか ？

１．雑誌広告（雑誌名／

２．雑誌の紹介記事で（雑誌名………

３．書店で見て　　∠1.書店ですすめられて

６．その他（

■ この 本をお買 上げ の 書 店 名 は ？

都 一道

府・県

■ 以下 の 質 問にお答 え下さい

内　容　　　 １．わかりやすい

装　丁　　　 １．よい

価 格　　　 １．高い

ＴｅＸ　　　　ｌ．すでに使っている

パソコン通信　１．している

〕

）

５．人にすすめられて

区 ・市

Ｆ。ふつう

２．ふつう

２．ふつう

２．使つていない

Ｅ．していない

Ｉ お読みになっ た感 想をお聞かせ下 さい

・ 今後 どのよ うな企画 をお望 みですか ？

３。わかりにくい

３　わるい

３．安い

書店





． Ｊ　 ゝ Ｉ．－ ．Ｉ・

” ｀” Ｘ Ｘ　 ｒ’ Ｉ
・

ごー　　･･, 
’l,“・

・Il ,　.･.･ 
■.
－・ ㎜ －　　 ■, - ･ ･

－  ● I －

■ ■㎜ 　

－ ＝

I J －

－l l .  ・

¶ S

１
－ ｢

Ｊ ・  ．

'･;●で,' ら ー ．

一 ． －

尹-' こI lj ご･･,

？ ふ･ Ｊ
。 い

ｙ り
ご よ･ 夕

恍'‘'.'
‾-:･こ･.,j:･　　　J

°.'･F.

ｙ ご｀″’ ここ

三: ≒ ……， －

仁 ７ ｙ･ｒ･ぺ

’I･ぺ ’

こ ．’ ゛

・ 

●- ● ・
二i･

㎜　･=　~-･〃

ぷ ｀

～

≒

４ ’

こ

二

‘
し

’‐

‘

い
｛

。

ご

ご

｝

二

ｙ

・

｀
　

犬

｀
’ 一

…

…

…
…

‘一
‘
’

- ‾’ｆ ・ ‘
．｀
’ ／ ごか7, 一i

● ご ∇

ｙ °.
’ で ．ヽ ．･

－ ’ ㎜ ｔ

ｒ
， 〃

－　

・　 -

・ ･ ･ 』

〆

ＩＷ ＿ ・
㎜ ㎜

･Ｊ

j1 、･ｊ ……゙ 二= Ｊ

．．ぐ∵ ふ ン こ’ｙ.r..

’ -I¥’_ ‾－コフjF ニハ ニご･こ

ご` こ’7 ∧JごI J･

● ゝ

ぜ 「 ’● ．

Ｊ - φ

－ Ｗ

. 尹 ･ ～ . ’ ･ I ･

ミ Ｗ  － ● |

;･　･ り｀　
．･
¶　- ，.‘ “4. ‾　 －

√j
…
……=ﾌぎ゚“ や 苑 ヶ 二 犬 勁 冬

言 √ 亀 大 舒 ム
レ:
仁 妻

パ ご,',-･.; … …-　　　7､-':'.l ●

ノ
や こT
……゛'T'--,J]ji:' i･ ， : '.:?lr ゛゛`.･‾

二 号
…

…:……7　
二 二 丿 ＜ ≒: で

.？-

･J･　.XI.'■.I　:｢■　I -･¶¶･
卦 三

……
ｻﾞ
…… …
…ﾕ:l!Iﾃﾞﾌ19

よ ふ 言 下j ……ﾃﾞ…………二 ゜jI:ﾉ゜

= ㎜J ■･･ ㎜.I　I-　　 ”.･･. ●-|｀g ’二. ”J -･11...i 
●’ ｀
’ ・　 ’ ･li ・.,. － ●･’y｡l

ｔ ｙ. ジ レ.: し 二. －.･こ:
‥

‥‥
‥

‥

一

…

… ……

-Ｉ■=．･． ■ ＩＩ･･ ● ．｀~－ －･ ．６ ． ．．　 ・ ．
，　　

｀ ． ．
． ｆ 恥.　| ■　 ■　-.･-I　　　　　･ ■　i　

卜　･･・
●i こ フ ふ ． ご･ パ ． 卜 二 …

…… ｌ　_･
， 几

… … …

■
－

･-ｉ －

'．ｲ

Ｊ ●



一

・
｀
　

″

ﾆﾌﾌ ・

や菊≒',lごg4 てべ
■.■･-W- ●･　 ・ .ﾐ･ ●ﾐ,
言 二 七

万

………
こ]71

水 謡 ⊇ 七 言

' ‾.'I IW二･-- ･ '_●I,!_.･..･･..j



Ｖ

１
１

ＪＰｒ ｏ

６

ｇｒａ II ｍ ｉ ｎ

１

１

－
　
　

－
　
　

‐

ｇ

(4ﾎ３)

Ｘ ６８０Ｘ：Ｏ

Ｔｉ]ｊじＸ


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8
	page9
	page10
	page11
	page12
	page13
	page14
	page15
	page16
	page17
	page18
	page19
	page20
	page21
	page22
	page23
	page24
	page25
	page26
	page27
	page28
	page29
	page30
	page31
	page32
	page33
	page34
	page35
	page36
	page37
	page38
	page39
	page40
	page41
	page42
	page43
	page44
	page45
	page46
	page47
	page48
	page49
	page50
	page51
	page52
	page53
	page54
	page55
	page56
	page57
	page58
	page59
	page60
	page61
	page62
	page63
	page64
	page65
	page66
	page67
	page68
	page69
	page70
	page71
	page72
	page73
	page74
	page75
	page76
	page77
	page78
	page79
	page80
	page81
	page82
	page83
	page84
	page85
	page86
	page87
	page88
	page89
	page90
	page91
	page92
	page93
	page94
	page95
	page96
	page97
	page98
	page99
	page100
	page101
	page102
	page103
	page104
	page105
	page106
	page107
	page108
	page109
	page110
	page111
	page112
	page113
	page114
	page115
	page116
	page117
	page118
	page119
	page120
	page121
	page122
	page123
	page124
	page125
	page126
	page127
	page128
	page129
	page130
	page131
	page132
	page133
	page134
	page135
	page136
	page137
	page138
	page139
	page140
	page141
	page142
	page143
	page144
	page145
	page146
	page147
	page148
	page149
	page150
	page151
	page152
	page153
	page154
	page155
	page156
	page157
	page158
	page159
	page160
	page161
	page162
	page163
	page164
	page165
	page166
	page167
	page168
	page169
	page170
	page171
	page172
	page173
	page174
	page175
	page176
	page177
	page178
	page179
	page180
	page181
	page182
	page183
	page184
	page185
	page186
	page187
	page188
	page189
	page190
	page191
	page192
	page193
	page194
	page195
	page196
	page197
	page198
	page199
	page200
	page201
	page202
	page203
	page204
	page205
	page206
	page207
	page208
	page209
	page210
	page211
	page212
	page213
	page214
	page215
	page216
	page217
	page218
	page219
	page220
	page221
	page222
	page223
	page224
	page225
	page226
	page227
	page228
	page229
	page230
	page231
	page232
	page233
	page234
	page235
	page236
	page237
	page238
	page239
	page240
	page241
	page242
	page243
	page244
	page245
	page246
	page247
	page248
	page249
	page250
	page251
	page252
	page253
	page254
	page255
	page256
	page257
	page258
	page259
	page260
	page261
	page262
	page263
	page264
	page265
	page266
	page267
	page268
	page269
	page270
	page271
	page272
	page273
	page274
	page275
	page276
	page277
	page278
	page279
	page280
	page281
	page282
	page283
	page284
	page285
	page286
	page287
	page288
	page289
	page290
	page291
	page292
	page293
	page294
	page295
	page296
	page297
	page298

